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年表作成の主旨

　この年表は，前著「日本語教育沿革年表1」（1979．3刊）「β本語教育沿革年表護」（1982．

3刊）に引き続くもので，「灘」の年表には，昭和12年（1937年）から昭郵20年（1945年）

に至るまでのものが記載されている。内容は，わが国における語学教育，特に日本語教育発展の動向

と関連する諸学問の研究・文献・資料及びこれらの社会的環境や背景となる事柄等を供せて年月日願、

に配列編集し，戦前における日本語教育発展の動向を可能な限り，総合的かつ立体的にはあくするこ

とができることを意図して作成したものである。

　この年表は，日本語教育センター教材開発室の部内資料として武田祈が担当執筆した。

　またこの年表作成にあたり，日本語教育関係の諸先輩から，入手しがたい資料の提供や，未知の情

報等についての提供・ご示唆等により，かなり内容を充実することができた。

年表の構成と作成の方法について

　（1）この年表の内容を大別するために，〔日〕，〔国〕，〔教〕ジ〔書〕の四つの晃出し記号を付け，

他のnd般的な事項と区溺して見られるように配慮した。

　〔日〕は，主として，日本語教育に関する施策・教育制度等でfi本語教育に直接又は間接に関係が

あると思われるもの。

　　〔国〕は，主として国語施策・国語運動・国語問題等国語に関する事項。

　　〔教〕は，主として，わが国における教育施策・教育制度等，教育一般に関するもの。

　　〔書〕は，書籍・文献等で，内容や種類等についての分類はされていない。

　（2）重要な事項については，体裁や繁簡を考えず，なるべく詳細明確に記載することにした、，

　（3）機関紙「β本語」及び「コトバ」の自次は，特に創刊号から終刊号に至るまで，記名のあるも

のを金部掲載した。

　（4）表記のしかたについては，金般的に新字体及び現代かなつかいにより統一することにしたが，

一部の書名・人名等については，照字体による表記のものがある。

　⑤　この年表では，一般的な事項と書名との問，及び一項目の内容が多く，長く続くものについて，

前後に一行分ずつ余白をとった。これは，年表を晃やすくするとともに，将来，訂正や補充をする場

合，書き込みができることを考慮したものであって内容には関係がない。



この年表作成に用いた主な文献及び参考資料

（「至」「∬」のつづき）

「せくぼん　ビルマ日本学校の記録」（セクパン会編，修道社出版株式会社。昭和45・5・30）。

「思い出すことなど」’i　S沢謹，国際学友会。1973・3・20。雰売品）。

ド近代H本教育翻度史料　第八巻，第九巻，第十巻」（近代沼本教育糊度史料編纂会（代表石翔謙）

講談社。1951・12・10。第三刷）Q

「満州開発四十年史」（満三会編，満州開発四十年史刊行会）。

「東京都立紹比谷鴎書館蔵　実藤文庫目録」（東京都立日比谷図書館。昭和41・8・25）。

「改撰標準巳本文法」（松下大三郎著，徳田政信編，勉誠社。昭和49・10・20）。

「中国人に対する日本語教授」（東亜学校教授鈴木正蔵，育英書院版，臓本語教育振興会。昭和18・

7’1　）o

「辞書解題辞典」（惣郷正明・朝倉治彦，東京堂出版。昭和52・3・25）。
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項 自

　中共中央，延安へ移る。

　英俳（紳士協定）調印（地中海の現状維持を約束）。

　張学事，蒋介石の単願により特赦，軟禁。

　西安掃匪総司令部廃止。

　中共中央，「平和と内戦停止のための通電」。

　滋閑事帰國。

　〔日・］　台湾で「漢文科」廃止。

政友会浜田国松，衆議院での質問演説で陸相寺内寿一と「腹切り蘭答」（政

党と軍部の対立激化）。

　〔H〕三三懇談会，サンパウロにおいて開催。

　〔N〕　第一園訪fi学生見学旧来既（ブラジルll名，約1か月滞在）。

　解散を主張する陵絹と政党出身閣僚対立し，広田内閣総辞職。

　ソ連，ラデックらの「並行本部事件」公判開始（～1月3◎日）。

　ユーゴ・ブルガリア間にf永午下嬉」条約調印。

　宇垣一成，組閣を命じられるも，陸軍の反対で陸相を得られず，1月29田

辞退。

　林銑十郎に組閣命令，陸相後任問題で組閣難航。

　衿回当局，憲政について軍の意向に関し「ファッショ政治を：企図せず」など，

釈明の声明発表。

　〔教〕「青年訓練所規程中改正」〔朝鮮総督府令第五号）（r青年訓練所規

程潅ノ通改正ス　第十三条　青年訓練所ノ調練時数ハ四年ヲ通ジテ修身公民科

百時，教練三薫五十時，普通学科及職業科ヲ通ジニ百薫牽時ヲ下ラザルモノト

ス」）。

　　〔書〕「現代文才辞典」（沖野岩三郎編，厚生閣）。

　　〔書〕「最新商業経済辞典」（阿部賢一，同文館）。

　　〔書）「同訓異義和漢辞典」（堀江毒一著，厚生閣）。

　　〔書〕f書　人　第1号」（書人社。1柵。罠国甘六年一月）。

　　〔書〕「世界文化　第1巻重期」（民国嬬蓬子，蓑孟超編，上海・世界文

化社。半月利。罠国廿六年一月）。

　　〔書〕「播音教育月刊　第1巻3期」（教育部社禽教膏司編，年1◎回刊。

民国廿六年一一月）。

　　〔書〕r新時代　第7巻1期」（民圏曾今可編，杭州・薪時代刊社。1柵。

丹刊。復刊号。民国廿六年一月）。

　　〔書〕「語文　第1巻1，5，6期」（畏国朱執三編，上海・薪知書店。

月lil。民国骨六年一月～六月）。
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項 目

　　〔書〕「播種者

月）。

　　〔書〕「報告

年一月）。

第1巻1号」（三流文藝社編，輪流文芸社。1937年1

第1巻1期」（民国黄碩編，報告社。半月刊。民国廿六

　林銑十郎内閣成立（政友・民政両党からの入閣なし）。

　〔ff〕　第二回芋貝学生見学翻来日（チリー一，1◎名）。

　中共中央，r国民党三中全会に致す書」を送り，国共合作の諸条件（武装蜂

起・±地革命の停止，紅軍の国勢革命軍への改名）提示。

　国士筆才五期三中全会開催（～22H。　「赤禍根絶案」を採択しつつ圏共合、

作への第一歩）。

　　〔書〕「日本語読本早漏」（ブラジル目本人教育普及会）。

　　〔書〕rH本語読本三二」（ブラジル日本人教育普及会）。

　兵役施行令改正で，微兵検査合格の身長基準を5・em緩和（続いて視力・聴力、

基準も引き下げられ，学生の兵役逃避を封鎖）。

　外務省，「第三次北支処理要項」案作成（華北五省自治運動中止）。

　　〔書〕　「B遅（｝INN鶏R，S　DIC田1ONARY　OF　CHIN廻S罵一JAPA－

NESE　CHARACTERS」（ARTHUR　ROSE－INNES，天主公教宣教師
社団，吉川書店）。

　　〔書〕「舗・三三渕（甑如，醐書局・購構朋徽民

国廿六年二月再版）。

　　〔書〕「日本語原の心理的解釈」（安井洋，刀江書院）。

　　〔書〕「新撰漢和辞典」（宇野哲人・長沢規矩也編，三省堂）。

　　〔書〕「故事熟語辞典」（間山林次郎編，東栄堂）。

　　〔書〕「実用支那語発音辞典j（石山福治編，大学書林）。

　　〔書〕「上国週刊第8巻9期～25期」（民国劉達行編，上海・汗血書

店。週刊。輝国甘六年二月～六月）。

　　〔書〕「民衆教育第5巻4，5期」（民衆教育月Tll＊．t。年IOgm　Flj。民

国廿六年二月）。

　　〔書〕「舞影時代　第1期」（民国許敏編，上海・舞影時代社。月刊。民

国廿六年二月）。

外相佐藤尚武任命。

〔書〕「東洋歴史大辞典」（池内宏ほか三入監修，平凡社。～’39年8月

一2一



西歴

1937

〃

〃

〃

〃　
　
〃

〃

〃

〃
〃
〃

〃
〃

〃

〃

年 代

3・　8

3・｝e

3・11

3・12

3・16

3・2e

〃

3・22

3・25
　tl

〃
〃

3・27

3・28

項 霞

8既9巻）。

EEwa恵，張群の後任として外交部長に就任。

　〔N〕「学校教育二於ケノ唄本普及徹底工濁スル件」〔満州国文教部令第二

十六号，康徳四年三月十日〕（「日語教師ハ日本語教授二際シ単二語学トシテ

之ヲ取扱フコトナクB本語ヲ通テ，日本精神，風俗習慣ヲ体得セシメ以テ日満

一徳一心ノ真義ヲ発揚スルコトニ務ムルコト　2教職員及ビ学生工日本語普及

徹底ノ重要性ヲ理解セシムルコト’3学校職員ハ必ズ日語学習ヲ励行スルコ｝

　4，教職員及学生ノ学校生活二三テハ勿論家庭生活二於テモ可成日本語使用ヲ

励行スルコト　5　日本人教師ハ勿論，多少ナリトモ滋語ヲ解スル二三教員ト

難モ其ノ可能ナル範囲二三テ日本語使用ヲ奨励スルコト　6各種機会ヲ利用シ

テ醸本語学習ノ興味ヲ起スコト　7学生日本語演説会，演芸会ヲ開催スルコト

　8学校中心ノー般民衆日語講習会ヲ開催スルコト　9満文＝於テ使用スル学

術名詞ハ出来得ル限り日文二女近セシムルコト。」）。

〔書〕「日本語読本巻四・巻六」（ブラジル日本人教育普及会）。

　日本財界代表，中圏視察に出発。

　同志社大学で一部の三三，国体開徴問題で総長に上申書を提出。8・12具

島兼三郊。田畑忍ら休・解職（「同志社事件j）。

　　〔謝細革鞘町（鯉柵繍一・構松照込文堂書店・初

版昭和3年12月1◎）。

　　〔書〕F満州共産匪の研究　第一一輯」（満州国軍政郵顧問部）。

陸軍省，「陸軍軍人軍属著作権規則」を改正（軍部内の言論統制を強化）。

H英・鷺米間に永代借地制度解消に関する公文公換（以後，各國とも解消）

俘・ユーーゴ，中立不可侵条約調印。

圃「篇馨臨読本」倦一咽・礁即断）・

〔書〕「言語学通論」（小林英夫，三省堂）。

　〔教〕文部省，国体明徴の観点から，中学・師範・高女・高校の教授要目

を大回に改訂〔訓令〕。

〔書）「国語講習所用国語教本上巻」（台湾総督府欝務局）。
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　〔教〕　東京帝大農学部付属農業教員養成所，東京農業教育専門学校となる

〔勅令〕。

　　〔書）「臨時ローマ字調査会議事録（下）」。

　　闇「籍疇胴（蕊・踊翻賑廿四軒一月櫨顯
廿六年三月再版）。

　　〔書〕「要解英文法辞典」（水上斉編，外語研究社。「AConcise

Dietionary　of　English　Grammar　j　）．

　　〔書〕「詩歌要語辞典］（西条八十・横山青蛾共著，交爾社）。

　　〔書〕「親旧深名辞典」（甲西・朝鮮総督府中枢院編・Fll）。

　　〔書〕「ゴンダ独私新辞典」（権田保之助編署，有朋堂。「Gondas

W6rterbueh　Deutsch－Japanischj　）．

　　｛書〕「人間十日　第1巻1号」（罠国章雨坪編，上海・人間十日社。旬

刊。民国廿六年三月）。

　　〔書〕「男舞六　第683～696期」（上海・礼拝六報国。週刊。罠国

粋六年三月～六月）。

　　〔書〕「畢校薪聞」（学校薪聞社。　「學校新聞週年紀念特刊」。民国甘六

年三月）。

　　〔書〕9中國文畢月報　第3～5巻（第24～59年号」（松枝茂夫編，、

東京・中濁文学弔電会。月刊。昭和12年3月～15年2月）。

　南ア政府，南西アフリカの外国人（ドイツ系住民を含む）の政治活動を禁止

　「防空法」公布。

　貝・蘭印間に，通商取決め調邸（r石沢。ハルト協定」）。

　列国モントール会議開く（～5月8鷺），エジプトのキャピチュレーション

廃止（混成裁判所は12年継続）の協約調印。

　中共中央，「：全党同志に告ぐる書」発表。

　外・蔵・陸・海四相，r対支実行策」ギ対支指導方策」を決定。

〔書〕「日本語読本　巻五」（ブラジル日本人教育普及会）。

　独空軍，スペインのゲルニカの町を爆盤（死傷20◎0余人）。

　〔日〕　　南洋庁雲脚高鷲学校増員ll」（睦1洋庁網野三三号，昭禾P　12年4月1巳施行）o

　第20回総選挙（民政179，政友175，■社会大衆3？，昭和会19，国

民同盟1三，東方会ll，譲本無産1，中立その他33）。
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　　〔書〕「和独大辞典」（木村謹治，博文館「　Gr。sses　Japanisch－

Deutsches　Wdrterbuchj　）．

　〔H〕　日比学生会議開催。

　台湾の四大二三（台南新報，台湾新回報，台湾薪聞，台湾HEva聞）の漢文

欄廃止。

　〔日〕　國譜解者調（4月末現在，公学校生徒数458◎02，同上卒業者累

計551146，国語普及施設，生徒数263371，同上修了者累計661461，

合計19340◎0，本島人人口5108914，国語解者菖分比3？．8）◎

　　〔書〕「出版月刊　第1・2期」（罠国許達編，上海・中華書周62需。

罠国廿六年颯～五月）。

　　〔書〕「婦入丁丁筥科辞典」（三省堂百科辞典辞書編輯部編，三省堂）。

　　〔書〕「N本語読本　巻五」（布産教育会）。

　〔日〕’満州圃政蔚教育部，「新学制」捌定（「師道教膏令」・f国民学校

令」・「閣民学舎及国民義塾令」・「圏民高等学校令」・「国民二級学校令」

・「女子国民高等学校令圭・「大学令」1「私立学校令」・「特別教育施設二

関スル件」・ギ学事通則」，各公布。国民学校の地理科・歴史科を國蔑科に統

合，またH本の祭日を満州国の祭葭にする）。

　中共ソビエト区代表大会開催（～7日。延安），毛沢東，抗日戦準備をめぐ

る重要演説。

　國民党中央政治会議，土地法原則修正案可決。

　陸軍・外務三省，引回貿易廃止等につき意見一致。

　〔臼〕　満州国政府文教部，f留学生予校規程」公藷（学校開設は6月）。

　城戸幡太郎ら，教育科学研究会を結成し，各部委員会を麗く，’39年9月，

ヂ教育科学研究」創Flj。

　望月圭介，昭和会（唯一の与党）の解党（5月21日）を述べ首柏に総辞職

を回書。

　〔教〕　内閣に文教審議会を設置〔勅令〕。12・1◎廃止さiix，　1新たに教

育審議会を設置（・軋年lo月1田までに戦時教育体制の基本を確立）。

　政友・畏政両党，林内閣の即時退陣を要求。

（書〕ギ国語普及教本」（台湾薪化郡）。

〔教〕　文部省編纂「国体の本義jFllrv（二二の学校・社会教化団体に配布

林内閣総辞職。
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項 屋

　　〔書〕「B本語読本　二七」（ブラジル田本人教育普及会）。

　　〔書〕「1日交際会話講義」（般師竹・張会，上海外語門門社，中西書局，

民国廿六年五月初版）。

　　〔書〕「国語学薪講」（東条操，刀江書院）。

　　〔書〕r国語の知識」（乾輝雄，蟹山房）。

　　〔書〕「研究社時事英語辞典」（「英語研究」編輯部編，研究社。

FKenkyusha’　s　Current　EngMsh　Dictionary　一1　）．

　　｛書〕「薪撰大人名箏典」（平凡社編・刊。～16年10月。全九柵）。

　　〔書〕「ダイヤモンド和華新辞典」（愛之事業祉編・刊。「　Ainozigy。一

syゴs　New　I）ia皿oエld　Japanese一一9nglish　Dictionaryj　）o

　　〔書）「日読読音」（李君達，世界書局。野鼠廿三年九月初版，民国廿六

年五月三才）。

　　〔書〕「中華日語月刊　第1巻4期」（民国黄玉振編，上海・中華日語月

刊社。月刊。民国廿六年五月）。

　　〔書〕「來門門書目　第五期続編」（北平・竹野閣。1冊。民団廿六年五

月）。

　　〔書〕「讃書青年第2巻8期」（上海・読書青年社。半月刊。二丁廿六

年五月）。

　　〔書）「文學雑誌　第1巻1号」（民国円光潜編，上海・商務印書館。月

刊。民国廿六年五月）。

〔書〕「台湾教育」（第四一八号）。

　（同上）「公単校新国語読本教材取扱の実際」（辻武夫。～第四二〇・

　　　　四二二・四二xe一号）。

　（同上）「公学校用新国語読本の研究」（宋登：才。第四十九号）。

　〔日〕　6月1日現在の留闘学生593垂名，うち満洲留学生1939名。

　蒋介石，鷹山で各将領・各界代表と会談，周恩来を招く。

　第一次近衛文麿内閣成立（陸海両三留任，罠政・政友両党より入閣。外相広

田弘毅）。

　〔日〕　日本文化振興会，臼英交換教授計繭を決定（7・8東北帝大教授土

居光知，神戸を嵐版，ケンブリッジ大学などで脚本文化講座開講）。

　ソ連参謀長トハチェフス　・？　一一らの赤軍首脳，軍法会議の判決で処刑。

〔書〕「国語会話教本　巻一，二二」（台湾七星郡教育会）。
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項 昌

　丁丁，スペイン沿岸の中立監祝を中止（不干渉委員会を脱退）。

　〔国〕　國語協会・圏語愛護同盟・言語問題懇話会，合同して国語協会を結

成し，第一回総会（8月「国語運動」創刊）。

　カンテee・・一ズ事件発生（四丁軍，ソ連砲艦を灘沈）。

〔書〕「台湾教育」（第園一九号）。

　　（同上）r公学校碧掴語読本巻一，発音とアクセントの研究」（川見

　　　　　駒太郎。～第四二二号・四二四号）。

　　（同上）「公学校丁丁国語読本巻一，巻二編纂要鷺」（加藤春城。

　　　　　～第四ニー号）。

　　〔書〕「標準日文自門講座（後期第一柵）」（張我軍，北平人人書店，罠

国廿六年六月初版）。

　　〔書〕「図説植物辞典」（村越三千男，中文館書店）。

　　〔書〕「唯物論辞典j（広島定吉訳，白揚社）。

　　〔書〕「中華日語月刊」（罠国黄玉振回，上海・中華日語月刊社。月刊。

第1巻k期。艮国廿六年六，月）。

　〔日〕　満州国政府，新窟制実施，文教部廃止。民生部内に教育司を設置。

　中央経済会議官制公布〔勅令〕（日満間の総合的経済政策審議機関）。

　薦溝橋附近で日本軍夜間演習中，中国軍と衝突事件起こる（「藍溝橋事件」，

　日中全面戦争の発端）。

　中共，対日全颪抗戦の通電。

　関東軍，厳重監視の声明。

　英国ピール勧告公表（パレスチナのアラブとユダヤ国家への分割を勧告）。

8月2B世界シオニスト会議，同勧告案採択。

　緊急閣議，藝北派兵の陸軍案を承認，政府，各界に挙鷹一致の協力要望（現

地では，事態収拾，停戦協定成立）。

癒山團防会議（周恩来中共代表：再び招かれ，15N正式会談に参加）。

　「北支派兵工関スル声明」（政府声明）。

　文相，家教・教化照体代表者に挙国一致運動を要望。8月17日宗教局長，

国民精神総動員につき，宗教家の奮起を促す。

　中團外交部，日本増派軍：の総引揚げ要求。

　蒋介石，阿山で周恩来と会談，三三寧辺区政府を承認。対戴抗戦準備の談話

を発表。8月15日対日抗戦の総動員令を下す。

　蒋介石，二四で「生死関頭」声明。

　〔日〕　満州国民生部，ヂ熱河省私塾規程」公布。
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項 穏

〔書〕別本語読本巻入」（ブラジル日本人教育普及会）。

　〔教〕　文部省，思想局を拡充，教学局を設置。’＆◎・11・16地方教学窟

をおく〔勅令〕。

　日：本基督教連盟，「時局に関する豊言」を発表（国策協力を表明）。

　近衛首相の密使宮崎電介，憲兵隊により逮捕。

　「広安門事件」発生。

　軍中央，支那駐屯軍に武力行使を詣示。支那駐屯軍，宋哲元に期限付（7月．

28日正午）最後通牒を渡す。

　政府，北支事変に関し闘衛行動をとると声明，内地三箇師臨に動員令。

　支那駐屯軍総攻繋開始。

　独外務省，B本の中国での動乱惹起は中国の統一を妨害し，防共協定に違反1

すと東京大使館へ訓電。

　中國保安隊，貝本軍通州守備隊を襲撃，鷹留民の大部分が殺される（「通州．

事件」）6

　ag一一次下支事件費追加予箕，北支事件経費支弁公債肇行〔法律〕各公布。

　fi本軍，天津占領◎

　救国七領袖釈放。

〔、書〕「台湾教育」（第四二〇号）。

　　（同上）「新制公学校書方手本について筆：者高塚竹堂に御話を聞く」

　　　　　（鳥塚健吉）◎

　　〔書〕「国罠菖科教訓辞典」（国罠修養会編，二本書院）。

　　〔書〕「貝西大辞典」（ホアン・カルボ編，三省堂。・rDiccionario

」apon6s　一　espanol，　by　CaXvo　」uan　j　）．

　　〔書〕「新旧識　第1巻11期」（罠国徐歩編，新學識社。半月刊。民国

廿六年七，月）。

　　〔書〕「日本語読本　巻七」（布睦教育会）。

石射東亜局長，船津辰一郎に和平・工作依頼。

｛書〕「布藍日本語教育史」（茄陸教育会編纂三編，布珪教育会出版部）。

〔厨）　満州濁出生部，「建国大学令」公布σ

日本文化中央連盟発起人会（B本文化宣揚のため各種の事業を行う）。
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三 儀

　チャハル作戦下命（関東軍参謀長東条英機旛揮）。

　上海で海軍睦戦隊大山中尉射殺される（ヂ大山事件」）。

　陸軍，上海派遣軍の編成命令。

　第三艦隊増派。

　閣議陵軍の上海派遣を決定。

　上海で海軍陸戦隊と中国軍交戦開始（「第二次上海事件」）。

　陸軍軍法会議，「：・二六事」民闊関係者に判決，北一輝・西紐税に死刑宣

告。8月19日磯部・中村と共に死刑執行。

　中国聖軍による上海租界盲爆。

　政府，南京政府断固贋懲を声明。

　上海派遣軍編成下令。

　海軍機，南京・上海を渡洋爆撃。

　中国，三三総動員令，蒋介石三軍総司令に。

　中共，ギ抗日十大綱領」決定。

　南京で，中ソ不可侵条約調印。

　満州映癒協会〔満映〕，関東軍の抱導下に設立。

　申国西北の紅軍，国民革命軍第八路軍に改編（軍長朱徳，灘軍長彰徳懐）。

　上海派遣の陸軍部隊，呉i松付近に敵前上陸。

　閣議，r国記精神総動員実施要綱」を決定。9月9N内閣訓令を出す。

　海軍，上海。油頭間の海岸航行を遮断。

　申共中央，「抗日救国十二綱領」を発表。

　ヒュ・一一ケッセンセン駐華莫大使，黛塞機の機銑掃射で重傷。

　ローマ法王庁，フランコ政権承認。

　〔H）r高等普通学校規程中改正」〔朝鮮総督府令第百三十一号〕（「高等

普通学校規程中庄ノ通改正ス　第七条第一項中「朝鮮語及漢文」ヲf朝鮮語」

工改ム　第十一条第一乱心第二須中「朝鮮語及漢文」ヲF朝鮮語」Pt改メ同条

第二項目「及平易ナル漢文」ヲ潮ル　第二十三条第一項庄表中ヂ朝鮮語及漢文1

ヲr朝鮮語」＝改ム　附則　本令ハ昭和十二年九月一日ヨリ之ヲ施行ス　朝鮮

語ノ教科書ハ当分ノ間働従前ノ朝鮮語及漢文ノ教科書ヲ使用セシムルコ5ヲ得」）

　北支那方二軍，第1軍。第2軍の編成並びに華北派遣を命令。

　鶏満両国法人（株）満州拓殖公社設立（本社新京，資本金5◎0◎万円，総裁

坪上貞二）。

〔書〕「國語講習所用上高証本　下巻」（台湾総督府警務局）。

〔書〕「台湾教育」（第四ニ一号）。

　　（同上）r小学校に於いて話へ展開の読方教授」（川原清）。
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項 目

（　〃　）「公学校国語読本の研究一【（宋登才）。

（　〃　）「公学校国語読本と低学年の綴方教育」（辻武夫）。

　　〔書〕「瓦斯用語集（改訂版）」（帝国瓦斯協会編・刊）。

　　〔書〕「庄内人名辞書」（阿部正己，山形鶴醐市・言霊書房）。

　　〔書〕「西風第12期8月号」（民国黄嘉徳，黄嘉音編，上海・麺風

月刊社。月二Ill。民国廿六年八月）。

　　〔書〕「戯劇時代　第1巻3期」（民国欧陽予情，馬彦崎共編，上海・戯

劇時代出版社。月刊。民国廿六年八月）。

　吉廻英治・吉屋信子・尾崎士郎・林房雄ら，各社特派員として戦地へ赴く。

　「事変呼称決定」（閣議決定，「政府二於テハ今回ノ事変ハ北支藤溝橋附近

二於ケル組置兵衝突＝端ヲ発シタルモノナルモ今や支那平体二及ブ事変ト化シ

タルヲ以テ其ノ呼称モ名実椙伴フ如ク羽国民ノ意志ヲ統一スルノ必要アルヲ認

メ九月二Hノ閣議二於テ之ヲ支那事変ト呼称スルコトニ決定セリ」）。

　日本海軍，全中閣沿岸封鎖盧：言。

　汎アラブ会議，ピール勧告を拒否。ユダヤ人のパレスチナ移罠中止を要求。

　「台湾庁制j〔台湾総督府律令第十六号〕（「第一撃　総則　第一条　庁ノ

名称及区域ハ国ノ行政区翻二依ル　第二条　庁ハ法律，勅令又ハ律令二依り庁

二属セシメタル事務ヲ処理ス」）。

　臨時軍事費特溺会計第1回予算公布ぐ46年2月終結。歳出予定総額2221

億円。支出済額1870億円）。支那事変臨時軍事費支弁公債発行法公布〔法律〕

軍需工業動員法の適用に関する法律〔法律〕公布（同法の戦時規定を「支那事

変」に適用）Q9・25工場事業場管理令〔勅令）公布。

　英仏などの9か国，スペイン内乱不干渉に関する会議をひらく（～9月lk

日）。地中海の安全航行・監視地区設定，「ニヨン協定」調印（独俳不参加）。

　蹄，国民精神総動員実施要綱発表。

　八路軍と日本軍が平三関ではじめて交戦（日本軍，大打撃をうける）。

　〔国〕　内閣，「国語のローマ字綴方の統一について」翻令〔内閣訓令第三

三号〕（いわゆる訓令式）。

　〔日〕　日本語海外普及に関する第一回協議会（国際文化振興会）。

　国際連盟の日中紛争諮問委員会開く（25日，陵本，三等を拒絶）09月27

鼠中国都布空爆に関し日本非難の決議作成。9月28N連盟総会，同決議を全

会一致で可決。

　国民党，中共の国共合作宣言を公表。中共中央，r精誠団結一致抗敵宣言」

発表。9月23貝蒋介石，申共の合法的地位承認の談話発表（「第二次国共合

作」成立）。
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項 屋

　八路軍（林彪旛揮，平型関で賃本軍を包囲攻繋（～9月25醸）。板趣師団

大敗。

　政府，田紳紛争に関する国際連盟諮問委員会の招講（9月21鼠）を癒絶。

　「内閣情報部官舗」〔勅令〕公布（情報委員会は廃止）。

　〔教〕　閣議，海外留学・派遣の挿捌を決定（’38年9月，文化関係中止決

定）。

　経済団体連盟設立（臼本経済連盟会など8団体の時局対策連合会協議会）。

　〔目〕　台湾総督府，皇民化運動を提唱。

　〔日〕　「高砂族国語講習所（訓令又ハ内訓）準則」（「昭和十一年七月半

警第一ニー号総務長官依命通達」改正，「昭和十二年九月総務第一三二号」

（「ag一一条　国語禅学所ハ特二指定シタル欝官吏駐在所又ハ同派出所二付置ス

　第二条　国語講習所ハ高砂族（アミ族ヲ除ク）二対シ国語ヲ習得セシメ国民

的資質を啓培スルヲ以テ爵的トス　第三条　国語講習所ハ其ノ所在地名ヲ冠シ

何々国語講習所ト称ス）。

　〔日〕　B語文化協会，日本語教授研究所を設立。

　察南自治政府樹立。

〔書〕「台湾教育」（第四二二号）

　　（同」二）「公学校児童の発音転説例とその矯正法」（木村万蒋夫）。

〔書：）「葬送習俗語彙」（柳田国男著，民間伝承の会刊，岩波講店発売）o

〔書〕「母野対照電気用語解説集」（小野寺長，太陽堂）。

　「台湾庁制ノ施行二関スル件」〔台湾総督府令第九十号〕（「台湾庁内ノ施

行二関スル件左ノ通定ム　ag一一・条　台湾庁地方隼町及之が施行ノ為発シタル命

令又ハ之工基キテ発シタル命令二依り為シタル手続其ノ他ノ行為ハ之ヲ台湾庁

制及之が施行ノ為発スル命令又ハ之二基キテ発スル命令二七リ為シタルモノト

看徹ス　附則　本令ハ昭和十二年十月一層ヨリ之ヲ施行ス」）。

　首・陸・海・外争乱閥で「支那事変対処要綱」を決定。

　政府，小冊子r我々は何をなすべきか」13◎0万部，府県を通じ，全國各戸

に配布。朝鮮人にr皇国臣罠の薔詞」を配蒲。

　米大統領ルーズベルト，シカゴで日独侵略国家を非難する（隔離演説）。

　国際連盟総会，N華紛争に関し，　H本の留守は九か国条約・不戦条約違反と

の決議を採択。

　東京仏教護國國，臼比谷で報国大会を開催。

　〔N〕　満州国毘生部，「国民学校規程」公布。

　国民精神総動員中央連盟結成（会長有馬良橘大綴）。
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　華中華南の紅軍，新四軍に改編（軍長葉挺，副軍長項英）。

　「企画院二三」〔勅令〕公布（企彌庁と資源局とを統合）。

　藪古聯盤自治政府樹立（主席雲王，副主席三王）。

　カルカッタでインド国民会議派運営委員会開く（璃本の中国侵略非難・日本

品ボイコットを決議）o

　晋北自治政府樹：立。

〔書〕「台湾教育」（第三二三号）。

　　（同上）「国語教育と音声に就いて」（西岡英夫。～第四二四号）。

　　（　〃　）「公学校用国語読本各教材取扱の実際」（宋登才。第四二四

　　　　　号）。

　　〔書〕「学友会会報」第一号発行。

　　〔書〕「研究社英米文学辞典j（斎藤勇編，研究社。「The　Kenkyusha

Dictlonary　of　ilnglish　and　American　Llteraturej　）．

　　〔書〕「満州團地名大辞典」（山崎惣与編，日本書房）。

　　〔書〕「欧稲・和欧対訳化学用語新辞典」（橋本吉郎著，太陽堂。

fChemieal　Technicsj　）e

　　｛書〕「ギリシア・ラテン引用語辞典」（田中秀宏・落合太郎共編，岩波

書店。「L・xi・gn　S・nt・ntiarum　Gnaeca・um・t　Laも勲・um」）。

　　〔書〕「現代祝賀弔祭演説辞典」（国際雄弁会編，大洋社出版部）。

　　〔書〕「皇国青年宝，典」（研文社編・刊）。

　　圏「騒繍翻劇（江波熈i著，罵士出版）．

　　〔書〕「神道大辞典」（平凡社編・刊。～照和15年9月。三冊）。

　　〔書〕「独和染色加工工業辞彙」（神戸・独逸染料合名会社編・＝瑚。

rJapanische　Fachauectrttcke　aus　ctein　Gebiet　cter　rpextli－

VevediungsindusSriej　）．

　　〔書〕「拓け満蒙　第1巻6号～2巻8号」（山名義鶴編，東京・満洲移

住協會。昭麹12年10月～13年8月）。

　　〔書〕「鼠本語読本　巻六」（布睦教育会）。

　広田外癒，ディルクセン三三H大使に対中国稲平条件を伝え，11月5日ト

ラウトマン独言華大使より蒋介石に通告（「トラウトマン平和工作」はじまる

　ブijユソセルに9か国条約国会議麗く（～11月5日黛本の国際法違反を非

難）。

〔書〕「大言海索引」（大槻文彦，冨山房。照和？年1◎月～。五冊）。．
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項 自

　第十軍，杭州湾北燦に上陸，上海戦線の背後をつく。

　ヒトラー，総統宮邸で，酒壷・軍部指導者と秘密会談，生活圏獲得の戦争計

画を提示（rボスバッハ覚書」に記録）。

　イタリア，日独防共協定に参加。

　中支那方面軍㊥編成を命令（土海派遣軍・第十軍を指揮）。

　中井正一一・薪村猛・真下信一らの「世界文化」グルL一・・ブ検挙。

　（日〕「満州国二於ケル治外法権ノ撤廃及南満州鉄点出属地行政権ノ移譲二

関スル日本国満州国間条約及附属文書」〔条約第十五号ノ公；布昭和十二年十二

月十一日〕（ヂ附属協定（甲）　第四章　神社；教育及兵事二関スル行政　第

十五　満州国政府ハ其ノ霞本国民二対∫シ行フベキ教育行政工関シ重要ナル事項

二付テハ当分ノ闘豫メ満州帝国民心大日本帝函特命全権大使ト満州圏国務総理

大臣トノ間二協議決定セラルル所二従ヒ条約実施後当分ノ間満州国領域内工於

テ日本国又ハ其ノ臣民が臼本国法令二依リ学校其ノ弛ノ教育施設ヲ開設，経営

又ハ管理kルコト雄鶏本国政府が日本国臣罠ノ教育二関スル行政ヲ行フコトヲ

承認スベシN本国政肩ハ前項ノ学校其ノ他ノ教育施設ノ開設，経営又ハ管理

ヲ為サシムル為満州国領域内二叉テ日本国法令二依リ公法人タル学校組合及組

合聯合会ヲ設クルコトヲ得満州国政府ハ聡学校組合及組合連合会ノ成立ヲ承認

スベシ」）。

　「躰国独逸国無二締結セラレタル共産「インターナシ・ナル」二対スル協

定ヘノ駄利国ン参加二関スル議定謝〔条約第＋六号飾昭和＋二年＋一

月十日〕（「＄独伊防共協定」）。

　「大本営令」（軍〕公示。「戦時大本営条例」を廃止する量〔勅令〕公布。

　英ハリファヅクス卿，ベルヒテスガーデンにヒトラー訪問，英独協調を打診

　宮中に大本営設置。

　大本営陸・海軍部に報道部を設置（’38年9月陸軍：省薪聞班，情報部と改称

　蒋介石，重慶遷都宣欝。

験右聯盟療南・磁北の39治政権関東軍の詣導で，蒙彊聯合委員会を結

成。

　東京帝大経済学部長土方成美，教授会で矢内原忠雄の書論活動を非難。12

月1日矢内原辞表提繊。12月4，H退官。

　〔日〕「在満学校組合令」〔勅全第六’百九十五号。公布昭和十二年十二月一

ff）（「第一一・ec　学校組合ハ法人トス満州国駐劉特命全権大使ノ監督ヲ承ケ条

約及法令ノ範蟹内工於テ満州庁内二居住スル帝国臣民ノ教門二関スル事務ヲ処

理ス」）。

一13一



西暦

1・937

　tt

t
l

〃　
　
〃

〃
〃
〃

〃

〃
〃

〃　
　
〃

〃

年 代

kle30

11・

〃
〃

〃
〃
〃

／
1

●

〃

21 1

12・　2

｝2・　5

1
1

三 農

　〔H〕「帝騒ノ満州国二於ケル治外法権ノ撤廃及南満州鉄道附属地行政権ノ

移譲＝：際シ関三局部内臨時職員設置制其ノ他ノ勅令中改正等」〔勅令第六百八

十五号。公布昭和十二年十二月一日〕（（前略）第八条　関東州小学校学制中

左ノ通改正ス　第三条第一・一一Pt中「民政署長」ノ下二「（大連布ノ区域二在リテ

ハ関東州庁長窟）」ヲ加フ　第九条　関索州公学堂官制中左ノ通改匿ス　第三

条一一項ag「民政署長」ノ下二f（大連市ノ区域二在リテハ関東州庁長官）」ヲ

加フ　第十条　在外指定学校職員令中左ノ通改正ス　第六条中「南満州鉄道附

属地」ヲ「満州國」二改ム　（中略）　第四十一一条　三和十年勅令第九十一号

鱗二四製黒総中左・通斑ス第噸中州樹髄附灘
ヲ「満州国」二t「市」ヲ「関東州二在リテハ帯，満州国二在リテハ在満学校

組合，」に改ム　第四十二条　本令施行ノ際三二満州国二在スル在外青年学校

ハ之ヲ昭和十年勅令第：九十一一号ノ改正規定二依り設置シタル青年学校｝看徹ス

仲略）第五四条大正＋一鰍令第二配＋甥露悪騨窺端妾講

中澄ノ通改正ス　「外務大臣」ヲ「満州国駐劉特命全権大使」二野ム（中略）

　第六十四条　恩給法施行下中左ノ通改正ス　第八野中「関東州」ノ下＝＝「及

満州国」ヲ加フ（後略）」）。

　〔日〕　満州国罠生部，「学校卒業程度学力検定規程」公葎。

　　〔書〕「公学堂臼語学堂教育の実際」（満鉄初等研究会第二部）。

　　〔書〕「カトリック用譜小辞典」（カトリック大辞典編輯所編，札幌・光

BA＊一下．　rTerm2nologia　Catholiea　Japonice　Reddiea－1　）．

　　〔書〕r新金融辞典」（銀行研究社編，文雅堂）。

　　〔書〕「難読仏教語彙」（日本放送会編・刊）。

　　〔書〕「物理学用語新辞典　英和独仏・独和英仏対訳」（菊地常磯，太陽

su’M“

D　rNew　Dietionary　of　Phisical　Terms　Engl±sh－Japanese－

GerエRan－French　3apanese一猛ngユish一（》erman－FTenclL」　）o

　　〔書〕「岩波法律学小辞，典」（編集代表我妻栄・横田喜三郎・富沢俊義

岩波書店）。

　（財）大倉精神文化研究所設立認可。

　〔日〕　日本，満州国に「附属地行政権」を移譲，附属地中国人の教育権，

民生部が園収。

　トラウトマン・蒋介石会談。

　高間庄次郎ら，大阪で葭本共産主義者団を結成。

〔書）f　ff文補充読本巻一」（北窟近代科学園書館編纂部）。
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　南京陥落の祝賀行事挙行。

　〔日〕　第二十四回金属国語演習会（揚飯，台南市台南師範学校講堂，参加

人数153名，番外98名）。

　イタリア，国際連盟を脱退。

　裁本海軍機，揚子江衛京付近で米艦バネー号を撃沈。陸軍は英艦レデKバー

ド号等を砲撃。　12月14日政府，英米に陳謝。

　ソ連邦最高ソビエト委員の第1回総選挙。

　日本軍，爾京を占領し，大膜殺事件をおこす。

　中華罠国臨時政府，北支那三門軍の指灘で北平に成立（行政委員長王克敏）。

　〔ヨ〕　臨時政府教育部は，疎華の糟神的融合と文化提携上，紹本語普及の

：重要性にかんがみ，いちはやく学校教育において日本語教科書の編纂に1着手，

教員養成の面では，国立北京師範大学日文系及び外国語専科学校において日本

語中等教員を，各省市師範学校日本語専修科においては，日本語初等教員を養

成した。なお，鷺三日語教員の可及的配置を施策した。

　〔教〕　和辻哲郎・綴辺元・西畷幾多郎・山田孝雄・小泉儒三ら，教学局参

与となる。

　山規均・加藤勘十・大森義太郎ら労農派など患0◎人余を検挙（99　1次人肥

戦線事件）。12月22日B本無産党・日本労働組合全国評議会に結社禁止。

〔書〕r臼本語読本　巻八」（布三教膏局）。

　〔N〕　日本語普及に関する第二園協議会開催（主催国際文化振興会，会場

工一ワン）。

〔書〕「三和辞典」（羽日臼享など編，京都帝国大学満蒙調査会）。

外相，ディルクセント大使に稲平四条件提示。

中共，対時局宣書を発し，遊盤戦の展開・大衆動員を主張。

　〔日〕　満洲国民生部，「満洲工砿業技術員養成所官制」公布。

日本産業（株），満洲国法人満洲重工業開発（株）に改組（H産コンヅェル

ンの満洲移駐。資本金4億500◎万円。総裁鮎川義介）。

　〔醸〕　満洲国民生部，「学校組合法」公布。

　内務省警保局，人民戦線派の執筆禁止を出版業考に通魯。

〔書〕f断編日本古語辞典」（松岡静雄著，刀江書院）。

〔書〕r北京近代科學麟書館刊第26号」（北京・北京近代科学圏書館。
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項 目

2器。旬刊。民国廿六年十二月～民国甘八年七月）。

　〔日〕　東亜学校，高等学校令に準拠する三年制の筒等科を設置，ff本語の

み1年間専修するものを正科と称する。

　〔日〕　台湾総督府，国語愛用強調方策として「国語常用家庭」制度を設け

る。

　〔駐〕　「語学検定試験規程」（満洲国民生部三二二十四号）。

　〔B〕　事変以来，中等学校・小学校の教員で，満洲・支那・台湾・朝鮮・

関東州・南洋など，外地海外へ行ったもの昭和12年現在鎗60名。

　〔日〕　師範教育を受けた本島人生徒数・卒業数（師範学校，学生数，本島

人369，高砂族1，卒業数，本島人95，高砂族1）。

　〔日〕　台湾の公学校高等科・補習科教育を受けた本島人生徒数・卒業数

（生徒数；本晶人11k52，高砂族55，卒業数，本島人5505，高砂族26）

　〔日〕　f台湾の小学校で「国語教育」を受けた本島人児童数・卒業数（小学

校，生徒数，本島人2781，蕃人2k，卒業数，本島人431，蕃人5，小学

高等科，生徒数，本島人318，i蕃人8，卒業数，本島人81，i蕃入1）。

　〔欝〕　中等教育を受：けた本島人生徒数・卒業数（公立中学校，生徒数，本

島人2831，高砂族i3，卒業数，本島人396，高砂族1）。

　〔日〕　高等家学校教育を受けた本島人生徒数・卒業数（本島人1912，高

砂族0，卒業数，本島人a85，高砂族◎）。

　〔日〕　実業教育を受けた本島人生徒数・卒業数（実業学校，生徒数，本島

人162◎，高砂族9，卒業数，本島人281，高砂族2，実業補習学校，生徒

数，本島人2748，高砂族ge，卒業数，本島人860，高砂族62）。

　〔露〕　各種学校教育を受けた本島人生徒数・卒業数（生徒数，本島入

2955，高砂族3，卒業数，本島人763，高砂族0）。

　〔醸〕　高等学校の本島人生徒数・卒業数（生徒数｝26，卒業数虫5）。

　〔日）　大学教育を受けた本島人学生数・卒業数（台北帝大，学生数60，

卒業数5）。

　〔日〕　専門教育を受けた本島人学生数・卒業数（学生数179，卒業数62）

　〔日〕　三三教育所の生徒数・卒業数（所数187，生徒数9006，卒業数

1709，就学歩合80・61）。

　〔臼〕　国語講習所調（園語講：習所2812，生徒数18559◎，簡易国語講翌

所1555，　生徒数77782　，　合計回数4367，　合言手生徒数263372）。

　〔日〕　国語講習所の懸隔・会員数・国語普及歩合（所数267，会員数

15927，普及歩合28．89）。
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項 呂

　〔田〕　満州圃における語学試験受験者数・合格者数（〔日本語〕特等受験

者数11◎，合格者数4，一等受験者数653，合格者数7喚，二等受験者数

1139，合格者数168，三等受験年数2939，合格老数591，合計受験巻

数4f841，　合計合格者数837　）o

　　〔書〕「公学校爾蟹語読本（改蕉出版）第一種巻三，四同掛図巻三」（台

湾総督府）。

　　〔書〕「公学校用書方手本（改正出版）第二学年用上下」（台湾総督府）。

　　〔書〕「公学校用国語読本第一種編纂趣意書」（台湾総督府）6

　　〔書〕「公学校用国語書キ方手本第一種編纂趣意書」（台湾総督府）。

　　〔書〕f公学校用硬筆書キ方練習軸」（台湾総督府）。

　　〔書〕「公学校国史第一種編纂趣悪書」（台湾総督府，昭和12～13年）

　　〔書〕r公学校国語読：本教授書巻一」（台北二師附属公学校啓聡会，台北

台湾小供世界社）。

　　〔書〕「公学校用国語読本巻一一…（改訂）」（台湾総督府，昭和12年

N）o

　　〔書〕「初等理科書高等科第一，二学年」（台湾総督府）。

　　〔書〕9初等魍画高等科第一，二学年」（台湾総督蔚）。

　　〔書〕「公学校女子農業書巻一，二」（台湾総督府）。

　　〔書〕r公学校女子商業書巻一一，二」（台湾総督蔚）。

　　〔書〕「公学校家事書第五，六学隼」（台湾総督府）。

　　〔書〕r公学校罵国語読本第一種掛圏（改訂）一～」（台湾総督府，昭和

12年～）。

　　〔書〕「公学校女子農業教授書」（台湾総督府）。

　　〔書〕「聾学校家事教授書第五，六年用」（台湾総督府）。

　　〔書〕「アクセントを附したる公学校講方科教授細口（台南帯末広町学

校編）。

　　〔書〕「月別に教材を練習例を附したる系統的発音語調矯正詣導案」（台

南帯末広公単校編）。

　　〔書〕「青年読本第一年次」（台中州教化病舎会編）。

　　〔書〕「国語常矯語教本」（車寵哺部落振興会）。

　　〔書〕「簡易国語教本」（嘉義郡）。

　　〔書〕「国語会話教本巻一，二」（国語普及調査会）。

　　〔書〕rH文模範教科露（巻一一～露呈，北京近代科学図書館編纂部）。

　　〔書〕「効果的速戒式標準目本語読本（満州版3巻）」（大出正篤，満州

閣書文具KK：。劉に中華版もある）。
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項 自

〔書〕「現代国語法教本」（東亜学校）。

〔書〕「台湾教育」（第四一四号～第四二五号発行）。

　　Cee）　rAn　Annoted　Dietionary　of　Chinese－japanese

Charactors」（Arthar　Rose－lnnes，吉川書店。英語国罠カミ漢字を学

ぶための漢土辞典）。

　　〔書〕「瞬西大辞典（「DlCcionariO　Japo漁s　Espan51」）（ホア

ン・カルボ，　「P・Juan　Ca1voj，三省堂）。

　　〔書）「支那言語学概論」（カールグレン，魚返善雄訳）。

　　〔書〕「現代標準臼語三階」（顧梵，上海中央書店，民国廿六年初版）。

　　〔書〕「詳解英文解釈法」（荒牧鉄雄，三省堂）。

　　〔書〕「英語音声学概説」（豊田賢著，東京研究社）。

　　〔書〕「独英和対訳機械用語集」（坪井道三，太陽堂）。

　　〔書〕「簡易臼支會話」（田中乾細編，東京・文求堂。llep）。

　　〔書〕「中毒甥謬B語會話薬王　2巻」（吉原良之助署，安東日語研究社

2冊）。

　　〔書〕「注音符号標音　出語會話（巻1）」（民国強仲薇著，業余臼文講習

所。民爾廿六年刊。104P）。

　　〔書）「初等日本語異本（巻1）」（在満日：本教育會教科書編輯部編，大

連・在満日本教育会教科書編輯部。1冊）。

　　〔書〕「日語常用艶話公式」（岩井武男，三国李企箋共著，東京・文求堂

legP　）．

　　〔書〕「武士道適齢」（大木陽堂著，四名道子訳，上海。民国廿六年iIj。

90P　）．

　　〔書〕「留學生部出身者名簿」（成城外気留畢生部。暇和12年刊。51P）

　　〔書〕「満洲國留日學生録　康徳3年5月現在2版」（駐陰満洲國大使館

編，東京・駐日満洲國大使館。昭和12年刊。1冊）。

　　〔書〕「留日學務規程及概況　2版」（H華學會編，東京・日華學會。昭

和12年刊。183P）。

　　〔書〕「B本故事選集」（内山美男，満洲一罪山共訳，大連・梅友社。昭

和12年干1］o　l4◎P）o

　　〔書〕「東亜経濟調査局所昭昭華文窺書目録」（佐田弘治郎編，東京・東

亜経済調査局。昭和12年刊。507，15P）。

　　〔書〕「〔届書羅録）大東書局　世界書局　文明書局　醐書一覧」（〔大

東書局）編，満洲康徳四年刊。1冊）。

　　〔書〕「遽雅斎書目　中華民国26年訂」（民国廿六年網。620P）。
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項 穏

　　〔書〕r文選堂書影　昆圏26年版　5巻」（北京・文杢堂。民國骨六年

置録0　652P）o

　　〔書〕f張菊先生七十生日紀念論文集」（民圃胡適等編，上海・商務印書

館。民国廿六年刊。65◎P）。

　　〔書〕「織豊蒔代の近世曲目意義」（京口元吉著。昭和12年刊。22P。

歴史第1巻9号所載）。

　　〔書〕r日i華華璽究寛困侮而起」（満洲國通信社編，i新京・満洲事情案内

所。β召和i2年y］0　58］F））o

　　〔書〕「光緒秘史」（清徳菱（裕徳齢）薯，徐學選訳，上海・商務印書霊

剣国魂六年刊。260P）。

　　〔書〕「注清衛先生庚戌蒙難賢録」（罠国張子裁編，北越・松箔閣。民国

廿六年刊。活版。「中輩民國開醒史料第1種」。1冊）。

　　〔書〕「近代中國啓蒙運動史」（民圏何幹之著，上海・生活書店。罠国廿

六年刊）。

　　〔書〕「蒋委員長西安牟月記・薄夫人西安事璽同憶録」（民国蒋中正，蒋

宋美齢著，南京・正中書函。民国廿六年刊。121P）。

　　〔書〕「経歴」（民国鵜奮著，民国三六年刊。303P）。

　　〔書〕「N本的透視」（英国離脱莱著，民画嚢之學訳。民国廿六年刊。

「世界知識叢書之14・」。385P）。

　　〔書〕「某躍入在中國」（民国鍾絵入編，民国廿六年刊。12◎P）。

　　〔書〕「最近福建省煽惑圏附最近軍用電蓄電話線路及無電台」（松岡忠

率由，台北・松岡忠毅。昭和12年刊。1放）。

　　〔書〕「東西文化観」（幾国陳序経書，広州・嶺南大学。民国廿六年刊。

187P　）o

　　〔書〕「満鐡綴蕾満人教育回顧坐臥會筆記」（南満洲教育會中部會編，満

洲教育愈中都會。昭和12年刊。孔版。1冊）。

　　〔書〕r初等支那教科書　巻1」（在煽日本教育會教科書編輯部編，：大連

・在満日本教育會教科書編輯部。昭和12年刊。12P）。

　　〔書〕r霧雲五大辮典」（罠国王雲五編，上海・商務印書館。1937年刊

1冊）。

　　〔書〕r融融朝典　第一総」（教育部國語空行委員講中幽大凶典編纂礎編

上海・商務印書館。民国廿六年刊。877P）。

　　〔書〕「華語常用軍語急速暗記法」（罠圏呉融融著，東京・文求堂。昭和

12年『臼］o　l56P）o

　　〔書〕「中國現代文選」（蟹網羅秀編，東京・文飾堂。畷和12年刊。1

冊）。

　　〔書〕「賢用速成上海語」（影山魏著，東窟・文求堂。昭和12年刊。
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項 自

1ts　5？　）o

　　〔書〕f分り易く憶え易い支那語の畿音」（岩井武男著，東京・外語学院

出耀交音多。艮召矛μ12年『Fljo　63P）Q

　　〔書〕「中等官話談論新篇」（民圏李単離署，東京・文求堂。昭和12年

g｝o　｝59P）e

　　〔書〕「満洲語讃本」（在満日本学育會敏科書編輯部著，大連・在満日本

激育会蓼科書編集部。昭和12～13年刊。4冊）。

　　〔書〕「賢用難語吊手」（罠国楽嗣嫡編，上海・大衆書局。民国廿六年刑

25e？　）e

　　〔書〕「字韻句集」（高田集論著，東京・竹1郷書屋。昭和12年刑。58P）

　　〔書〕「仁丹聖子」（民国塞克著，上海・叢書生活出版。1937年刊。

6｝P）o

　　〔書〕「毒筆花」（民国熊佛西著，王志新。艮国軍六年刊。53P）。

　　〔書〕「晩清小説史」（民国阿英編，上海・商務印書館。罠国廿六年干ll。

287P　）e

　　〔書〕「第三代　1，2部j（罠国華軍著，上海・文化盤活出版。民礪廿

六年刊。2冊）。

　　〔書〕r貌代小贔文選　第1冊」（留置何鷺編，上海・文芸難局。民国甚

六年刊。弦6P）。

　　〔書〕「夜‘記」（民国魯迅署，上海・文化生活出版。中国廿六年Flj。

「文學叢刊弱。脇5P）。

　　〔書〕「魯迅先生語録」（民国魯迅著，雷白文編，1937年刊。106P渇

　　〔書〕ギ笑話蕪千篇　3巻」（民国稔車呆箸，上海・中央書店。民国三六

年刊。3冊）。

　　〔書〕「ちゃお・つう・ゆえ」（民国老潮繋，奥野信太郎訳，東京・中央

公論社。昭和12年刊。「現代担：界文學叢書gj。344P）。

　　〔書〕「諾亜・諾亜」（法鼠飛庚著，民国文之訳，上海・霊行社。罠国廿

六年刊。「七難課叢」。11igP）。

　　〔書〕「修纒堂書9　第5期」（北京・修綾堂。k12P。民国廿六年）。

　　〔書〕「満鉄側面史」（満鉄社員会編）。，

　　㈲麟韮難豊畢驚年記念出AR一　」（朝鮮金融齢）．

　　〔書〕「朝鮮米穀経済論」（丸本学術振興会）。

　　〔謝「鴇鶏蒸？鶴難？青年」（・F・・ee英正）・

　　〔書）r満洲国現勢」（康徳四年叛）。

斜光鷲聴肇轡高法　繍
　　〔書〕「南満洲鉄道株式会社三十年略史」（同社編）。
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項 邑

　　〔書〕「満州産業事情」（南満洲鉄道株式会社）。

　　｛書〕ヂ南満に於ける外人経営文化事業調査」（満鉄）。

　　〔書〕r特産取引事情（上巻）」（実業部臨時産業調査所編。康徳園年）。

　　〔書〕「最近の満洲国地誌」（国松久弥）。

　　〔書〕「満洲二二ケル商会」（産業部臨産局）。

　　〔二陣梅線の経済的価値と三二済事由」（新京商工会議所）。

　　〔書〕「絵事洲に於ける水源調査報告書」（関東洲庁土木部）。

　　團「開申萬の朝鮮人離嘲剛婆饗欝黎会）．

圏嘩幽幽溶出」（瀞毛靴墨会社）．

　　〔謝隣社会制厳」（ポ響町毒ノレミツ瀦）・

　　〔書〕rアッシリア学概i説j（小栗嚢三）。

　　〔書〕「増補支那革命外電」（北一輝）。

　　〔書〕「対置工作に関する意見書」（大阪商工会議所）。

　　圃醐盤聯関（一～十輯）j（国際文娠殿一昭秘謝。

　　〔書〕「台湾治綾志」（井出季和太，台湾日日新報社）。

　　〔書〕r支那原始社会史考」（後藤寓雄）。

　　㈲岐獺荒野・謙（麟太・・）．

　　〔書〕「北支那の地理」（佐々木清治）。

　　團囎群議藩痙懇琴蠕饗●」（参謙）．
　　〔書〕「支那猟奇秘話」（渋川玄耳）。

　　〔書〕r堪緯距経済事情」（宰領水産組合）。

　　〔書〕f現代台湾経済論」（高橋亀吉）。

　　〔謝艦離吾難鷲需給の羅を含む）」（台瀦翻）．

　　〔書〕「台湾の産業」（奥潤　或）。

　　〔書〕「躍進台湾大観」（中外毎黛離離社）。

　　　　　「南洋双書（自軍一巻至第五巻）
　　〔書〕　蘭領東印慶篇・仏領印度支那篇・比　（東亜経済調査局。～昭和
　　　　　律至難・英領マレー篇・シャム篇　」

16年）。

　　圏「薦葎聡弊問題の渕（矢留原忠雄）．

　　〔書〕「近東埃及市場調査」（名古三新販路輸出協）。

　　〔書〕「全日本拓殖事情」（拓殖研究会）。

　　〔書〕「妬殖研究第三号」（拓殖研究会）。

　　〔書〕「仏蘭西植罠地法提要」（佐田弘治郎）。

　　〔書〕「三洋開拓と南洋三二株式会社の現況」。

　　〔書〕「中国年鑑（一九三七年）」（上海H報社）。

　　〔書〕「縢本教育の哲学的基礎」（稲毛謳風）。

　　三紋楯学の調劇（シュプランガー小塚新；一郎訳）・
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項 冒

　　〔書〕「教育的社会学」（慰制佐重）。

　　〔書〕「教育学要義」（石山脩平）。

　　〔書〕「教育改革言辞（阿部重孝）。

　　〔書畷細鱗会議」（第七回断教育蟻躰鮪局）．

　　〔書〕「宗教的自覚と教育」（福本政雄）。

圏「細細軸簾灘轍血目」（文部省）・

　　〔書〕「修身教育」（Jlift次郎）。

　　〔書〕「審釜観霧耳糞裏面実際」（鑑里箆嘉）・

　　〔書〕「土の労作教育」（野尻重雄）。

　　〔書）f美沢先生（横浜教育会）」（山本和久三）。

　　〔書〕「乳井貢全集（金煕巻）」。

　　〔書〕r教職十年師父に弓ひくもの（前・後編）」（田淵巖）。

　　〔書〕r日本教育行政法」（山崎出迎）。

　　〔書〕「文部省各科視学委員祝察復命書全輯」。

　　〔書〕「普通教育関係法規」（文部省普通学務局）。

　　〔書〕「教育鰯度改案」（教育改革同志会）。

　　圏「護蘇軍議鵠研究」（友絋次f・B・）・

　　〔書〕「教育塔誌」（帝国教育会）。

　　〔書〕f書本教育史資料館　第一，二，三，五輯」（国民精神文化研究所）

　　圏螺羅毒針ザ覧昭rCt＝年度」．

　　〔書〕「昭和十年度教育研究報告」（東京府学務部）。

　　〔書〕「新幼稚園ぱなし」（長尾豊）。

　　〔書〕「大β本婦人教育会五十周年記録」（大日本婦人教育会）。

　　〔書〕「画趣主義の教育」（新見吉治）。

　　〔書〕「幼児期の教育」（霜田静志編）。

　　〔書〕「児童生活　73．75．78．？9号」（児童生活研究会。～昭和

15年度）。

　　〔書〕「低学年綜合教育の実際」（東京府青山師範学校附属小学校）。

圏儒雛撫校一覧炎丁丁鍔」（綱県豊津中轍）．
　　〔書〕「全国壮丁の教育情況」（文部省社会教育）。

　　〔書〕「修身公民科叛要目解説（上・下巻）」（安部清見）。

　　〔書〕「青年の心理と教育」（野上俊夫）。

　　〔書）「独逸青少年団運動」（文部省社会教育局）。

圏礫鑛謝鱗ける」（轍二朔）・
圏略細螺法の珊（広島高等師範学校国ｮ小学校）・

　　〔書〕「理科教育の実際的研究」（福農県初等教育協議会）。

　　〔書〕「実験活用一坪学校園」（森田潔）。
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項 農

〔書〕「英語教育の理論と問題」（石川林四郎）。

〔書〕r雷語学通論」（小林英夫）。

〔謝「藷文倣系（鶉難生還暦総）j．（晩sc会編）．

〔書）「点字発達史」（大河原欽署）。

團「尋六諦体操灘指導劉（坂本　豊{田覚造）．

〔書〕「位相心理学」（久保良英）。

〔書〕「法律学辞典（全五冊）」（岩波書店）。

〔書〕「ナチス経済法」（日払財政経済研究会）。

〔書〕「朝鮮肩等法院判例要旨類集」。

〔書〕「大阪弁護史稿（正続）四冊j（～昭稲43年）。

〔書〕「随想と園想」（滝川幸辰．）。

〔書〕「弁護士三十年」（塚崎薩義）。

〔書〕「中田先生還暦祝賀法旧史論文j（石井良助）。

〔書〕「松波博士古稀祝賀記念論文集」（北本大学）。

〔書〕「国家学会五十周年国家学論集」。

〔翻沓顯蓋蘇・闘（松波仁一・・g編）・

〔詞群肇離藻琴型立時文化史論翻（濾玄智）・

〔書）fdエリング権利闘争論」（尾崎賢三郎訳）。

〔書〕「不動産賃貸借法史論ま（村　教三）。

〔書〕f利息法史論」（二本頴）。

〔書〕fザクセン・シユピーケル（正。続）」（金沢理事。～昭和14年）

團r立糀灘二品輔法の闘（宮沢俊義ｬ中二郎）．
〔翻「大日本帝國憲法の根本義」（箆克彦）。

〔書〕r俳藤博文公修正憲法稿本」（平塚篤校訂）。

〔書〕「選挙罰劉の研究jぐ美濃部達吉）。

〔書〕「行政学原論（eg一一一巻）」（蝋山政道）。

〔書〕「社会行政」（藤野　恵他）。

〔書〕「地方行政論」（蠣山政道）。

〔書〕「都市行政と地方霞治」（菊池慎三）。

〔書〕「調度事務」（大阪帯役所）。

〔謝「第ｾ羅鑛論難齢研究難」（都族齢）・

〔書〕「欧州に於ける大都布行政制度」（東京市役所）。

〔向学欄町憎憎」（入江俊郎齋井書美）・

〔書）「東京幽幽幽魂同盟活動経過概要」（幽幽市政革薪同盟）。

一23　一一



西暦
7391

〃

〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

〃　
　
〃

　
　
　
〃

　
　
　
　
　
〃

　
　
　
　
　
　
　
〃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
〃

年 代

（曙和12年）

　　tl
t／

ll

t1

11

tl

t1

1／

tt

tl

ll

tt

tl

t！

11

tt

t／

tt

tt

tt

tt

tl

t／

11

tt

tt

tt

tl

tt

11

tl

tt

項 欝

〔書〕「区の制農」（東京市役所）。

〔書〕r市街地価格論」（杉本正幸）。

〔書〕「建築土木資料集覧（昭和12年版）」（肇義心覧刊行会編）。

〔書〕「土地所有権論」（吉田久）。

〔書〕「知恩院史」（藪内彦瑞）。

〔書〕rアリストテレス国家学」（青木血忌）。

〔書〕「大日本は神国也」（三浦関造）。

〔書〕「精神文化淵叢」（政経学会編）。

劇毒灘講ヒ」（村上素道）・

〔書〕「史的研究　日本の特性」（粟田元次）。

〔書）「欝本武士道の再吟味ij（斉藤要）o

〔書〕「鳥指吉磁松陰殉濁詩歌集」（福本義亮）。

〔書〕「β本国家と聖徳太子」（真宗各派協和会編）。

〔書〕「現代政治の諸問題」（高橋論著）。

〔書〕「政治科学面面」（高橋清吾）。

〔書〕「政治思想史（上巻）」（高橋清吾）。

〔書〕「政治と社会」（堀真琴）。

〔書〕「現代哲学とファシズムj（秋沢修二著）。

〔書〕「政治家」（戸沢鉄彦）。

〔書〕「明 ﾇ姦騒翻」（東京日日i新聞大阪毎日新聞）・

〔書〕「晶出精神総動員教程」（景山鹿造）。

〔書）「政界夜話」（城南隠士）。

圓蝦薙無難鎚と」（離敏雄）．

〔書〕「黛病歴史論」（早川二郎）。

〔書〕「放送＝　・・　一一ス解説」（顕本放送協会。～昭和16年）。

〔劃「ナチスの経済・翻（グmックナー@秋沢修二訳）・

圏「鞄聾嚢1の囎」（安江鰯）．

〔書〕F岡崎邦輔伝（政友会）」（小池龍信）。

〔書〕「溢泌上原勇作伝（上・下）」（荒木貞夫編）。

〔書〕「宇垣一成」（鎌田灘一郎）。

〔書〕「解説二宮尊徳翁全集（全六巻）j（同刊行会）。

圓構宇内瀾秘策」（鴇田恵吉）．

〔書〕「中島半次郎先生（早稲田大学）」（中島会）。
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項 農

〔書〕「行々坊行熟睡（一一一ms校長）」（菊地寿人）。

〔書〕「松陰本山彦一翁（大阪毎H新聞）」。

〔書〕　「原田こ＝二養護（実業家）」土・下」　（～昭和13年）。

〔謝「・ヴー・臨灘謝（バシ ﾗ菌論）・

〔書〕　「空襲と国際法」　（磁器婁，一）o

〔書〕「近世支邦外交史」（矢野仁一）。

〔書〕r露国政府の極東外交機密文書（第三巻）」（外務省）。

〔書〕「米国中立法に関する調査」（外務大臣窟房）。

1蓉1陪諜綴晶ll轟1．

〔書〕「貝独防共協定の意義」（粉岡洋右）。

蘭書綱国防緬の全劉（バー _嚢虫臨イう・

〔書〕「戦争と戦費」（斉藤直幹）。

〔番〕「軍機保護法」（属高已雄）。

〔書〕　「支那事変写真三三（三≡三冊）」　（朝鐵彦斥聞社◎～霞召和13禽三）。

〔書〕「北支事変誌」（久志：本喜代士）。

〔書〕r満洲事変と鉄道隊（上・mi　），」（内田少将編）。

〔書〕「戦争と思想変革」（本荘可宗）。

〔霞〕r刑事法判決撹評（一二巻）」（滝JIi幸辰）。

〔書）「刑法雑筆」（滝川無窓）。

〔書〕fH本塵事訴訟法論（ま：・下）」（樫閣忠美）。

〔書〕「刑事訴訟法大綱」（宮本歯面）。

圏rr壬嶽磐㌶霜翠的研究一」（佐藤影訳）・

〔書〕「酩酊責任論」（菊池甚一）。

〔書〕r教謁創始の苦心を語る」（六七会）。

幽幽講婁齢対する」（欄究所）・

〔書〕「註釈醸本昆法（全五巻）」（近藤英吉他）。

〔書〕rナポレオンとフランス民法」（宮崎孝治郎）。

〔書〕「民法上の諸問題」（末州博）。

〔書〕r不動産賃貸借法史論」（村　教三）。

〔書〕「英契約法に於ける畏追の研究」（末包留三良）。

〔書〕「判例契約解除法（上下）」（和田干一）。

〔書〕r利息法史論」（西本穎）。

㈲輔難叢（上丁）」（幅難）。
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項 貧

〔書〕「親族法論考」（角田幸吉）。

〔霧〕「比較婚姻法（一一部）」（台北帝大）。

〔書〕r新民訴強行執行の手続」（前野順一）。

〔書〕「商事法鞠例研究（全三柵）」（高法研究会）。

〔謝摘瀞薩辮羅由書（製）」（司麟購局）。

〔書〕「株式会社」（聖地庸治郎）。

〔書〕「株主総会決議無効言剣（西原寛一）。

〔書）y商行為法概論」（中村　武）。

〔書〕「証券法」（高閉源清）。

〔書〕「海上損害論」（加藤由作）。

〔書〕ヂ財界変動と生命保険」（名敢夏司）。

〔書〕「貨物海上保険協約沿革史」（南部正寛）。

〔書〕「手形法論（一～三巻）」（：水口吉蔵）。

〔書〕r信託法判決例輯」（井上　勇）。

〔書〕「昭和十一一年度実施調査報告」（預金部）。

（書〕「日本財政論」（牧野輝智）。

〔書〕「囎細辛盤難i難笏（譲毒器轟塁課編）・

〔書〕「現代公債政策」（高橋亀吉）。

〔書〕「現行租税制度ノ概要」（大蔵省主税局）。

〔書〕「取引税の研究」（安藤春夫）。

㈲「爵鶉；綿噛鑛磁」（阿知湘嘉一一郎）．

〔書〕「印紙税法の起源と其の史的展開」（照中秀吉）。

〔書〕「明治維新後に於ける両替商金融」（松田貞夫）。

〔書〕「特殊金融機関史論」（石浜知行）。

〔書〕「利子論」（高田保馬）。

〔書〕「アフタリヨン貨幣・物価・為替論」（松岡孝児訳）。

〔書〕「通貨価値変動の実証的研究」（原　祐三）。

〔書〕「銀の問題」（外務省調査部）。

〔書〕r朝近社会学の動向」（黒川純一）。

圏「噸翻解け。工業二村三態」（藩国大学欝部）．

〔書〕r出村研究（第一一・二毛）」（農村更生協会）。

〔書〕「戦時社会事業の諸方策」（社会事業研究所）。

圏蠣馨艶三三三三る」（社会局）・
〔書〕「傷夷軍人及軍人遺族の保護嗣度概要」（社会局）。
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項 翻

〔書〕「水上生活者調査」（大阪肩）。

〔書〕「東京帝国大学セツルメント牽二年史」（大森俊雄編）。

〔書〕「福荊施設の現状」（井上信明）。

圓欄離灘。灘（中綿欄議会）．
〔書〕「東京：市方面委員名鑑」（千葉廟議）。

〔書〕「霜融講轡灘馨」（社会事業所）．

〔書〕r特別衛生地区保健館年報」（東京布役所）。

〔書〕「国論保健二関スル統計資料（本文）」（B本学術振興会）。

〔書〕「科学より学問へ
@一日本保健手提曝」（多ff政一）．

〔書〕「衛生試験所沿革史」（内務省衛生試験所）。

〔書〕「少年・社会関係の異醐（（財）憲難砿業協会）．

〔書〕「痴人冠全集（12巻）」（杉村広太郎）。

〔書〕f宣伝技術論」（小山栄三）。

〔書〕「天神さまだより（武井武雄画）」（吉田一太郎編）。

〔書〕「出羽國風土略記」（出羽国風土略記刊行会）。

〔書〕「バタビヤ城日誌（上・中巻）」（村上直次郎訳註）。

〔書〕「楽器幽（無妻魏）．

陰灘薪樵1鐸饗㌘岬．

〔書〕「就職詣導職員の設麗に就て」（社会局社会部）。

〔書〕「日：本科学発達史」（寺島征史）。

囲「海面鷲君油関係一（中里：重次）・

〔書〕「北支石面界の現況」（日満商事株式会社）。

〔書〕「航窒五年」（片岡直道）。

〔書〕「石駕県早業史」（石千若織物検査所）。

〔書〕r福井織物同業組合五十年一史」（福井県織物同業組合）。

〔謝幽幽影事業成灘鵠」（奈良霧勤．
〔書〕「河想講演集」（土木協会）。

〔書〕「函館大火災害誌」（（財）北海道社会事業協会）。

〔書〕「重要万羅博覧会概要」（商事省）。

鷹曝麟辞劇（農業教育会）・

略画鍵鶉脚鮒鱒糊究鹸録（eg一輯）」（帝醸会）・

〔書〕　北海道調査報告」（農村更生協会）。

〔書〕「農家経済調査j（千葉県農会）。
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項 霞

1薯；薩灘難難ll援叢蕪・

〔書〕「石川県経済更生資料（第一～三集）」（同県経済部）。

圃櫻難雛軸簾度」優知県農会）．
〔劃「穐猿轡擁．講察」（岐縣農会）・

〔書〕f植民地農業」（鶴藤兆司）。

〔書）f欧州大戦下の参戦列圏の農業政策」（帝国農会）。

〔書〕「農業調整資料　ec一一輯～第八輯」（帝国農会。～昭和13年）。

〔書〕「ケニネー商i業と廉き」（堀信一訳）o

〔書）「：重要農産物経営調査成績」（三重県農会）。

〔書〕「煙葦販売官署販売区域」（専売局）。

〔書〕「松川葉主産地要覧」（煙草耕作組合連合会）。

儘嚇難癖鞭給翻」（鈴木薩二）．
〔書〕「諸外国に於ける＝ヒ地政策」（農林省）。

〔書〕r畑地利用ノ現況」（福島県農会）。

〔書〕r最近＋年間の耕地事業」（龍謝地協会）。

〔書〕「紋阜県耕地事業沿革史」（鼓皐県耕地協会）。

〔書〕「灘隻露離検討）」（静岡県）・

〔書〕「香川県下に於け’る重着的労働移動調査」（香川県農会）。

〔書〕「慣行小作権に関する研究」（野村岩夫）。

〔書〕「小作調停事務協議会要録」（北海道）。

圏幽趣翻臨策」（帝離会）．
〔書〕「農村問題入門」（猪俣津南雄i）。

〔書〕「宗教改革と母本農民戦争」（稲村隆一）。

〔書〕「如何にして農村は更生するか」（横尾惣三郎）。

〔書〕「糞痴の実態」（三重師範学校）o

〔書〕「仏独伯諸国農村の考察」（笠森伝繁）。

〔書〕「御料地史稿」（帝室林野局）。

〔書〕「牧野に関する調i査に｝」（秋田県営林局）。

〔書〕「本邦原野に関する研究」（大追元雄）。

〔書〕「農業経営より観たる甜粟」（北海道農会）。

〔書〕「書産学年報（第四輯）」（日本畜産学会）。

〔書〕「担界大戦に於ける各国の食糧政策」（糧友会編）。
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項 雇

　〔fl）　満州国，「新学鮒」（巳本語ハ日満一徳一心ノ精神二基キ国語ノー

トシテ震視ス」。’37年5月2日公布実施。各省教育庁，民生庁に改編）。

圏「離鍵罐蹴本巻二」㈱i国樋薦）．

　i新劇女優岡毬嘉子，杉本良吉と共に樺太國境な越えてソ連に亡命。

　轡鶴占領。

　外網，ディルクセン大使に中国の遂速な回答を要求。

　五台山を中心に晋察翼辺区（解放区）成立。1月1kN，漢目で中共機関紙

「新華日報」創N］。

　大本営・政府首脳による御前会議，f支那事変処理根本方針」を決定（国罠

政府が和を求めて来ない場会は，以後これを相手とせず，薪政権樹立を助長す

るなど）。

　国民政府，臼本案の具体的内容を要求。

　参謀本部，大本営と政府の連絡会議で，政府の和平交渉打切り案に反対，結

局政変回避のため屈服。

　ts月より朝鮮に志願兵麟度実施を発表。．

　政府，独駐華大使トラウトマンを通じ，中国に和平交渉打切りを通告。国昆

政蔚否認声明。〔政府声明〕（ヂ……伍て帝国政府は爾後国民政府を対手とせ

ず……」「第一次近衛声明」）。

　川越大使に帰朝命令（28日，ま梅発）。

　許駐日大梗離巳。

　〔教〕　文部省，小学校の教科の成績は10点法，操行は優良可の表記に統

一〔省令〕（’41年7月4日，すべて優良可となる）。

　〔教〕　「青年学校義務鰯」を閣議決定。

　｛N〕　新京予科・新京法政・吟爾賓工業・奉天農業・喰爾賓医科，各専門

学校，大学に昇格。

〔書〕r台湾教訓」（第四二六号）。

　　（同上）ヂ本轟人の家庭に於ける児童教育の一考察」（原恩明）。

　　（〃　）f公学校摺語読本各数材取扱の実際」（辻武夫，四二七号）。

　　（〃　）「公学校用国語読本（第一種）の送仮名について」（木村万

　　　　　寿夫，～四二：九号）。

　　（〃　）ゼー言語教育の根抵」（山口正明）。

〔書〕「南洋」（南洋協会機関誌「南洋協会雑誌」を改題）。
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項 旨

　　〔書）「英粕印刷書誌百科辞典」（大ff本印刷学会編，世紀社。「甑gli－

sin　」apanese　Dictionary　of　Graphlc　ArXs　‘Vermsj　）．

　日本放送協会創立。

　ドイソ，国防相ブロンベルク・陸軍司令長官プリッチュの解任を発表（ヒト

ラー，統飾権を掌握）。

　英米大使，ロンドン条約の制限を超える艦船不建造の保瞳を要求。2月12

H拒絶回答。

　「中ソ軍事航空協建」調印（ソ連，中国に軍用機・技徳者・操縦士提供を約

束）。

　　〔書〕「正則耳門語読本　巻一～巻四」（北支那臨時敷府制定，北京初等

教育研究会，昆国廿七年二月十N）。

　政府，国家総動員法案を議会に提出（3月24日可決）。

　中支那方面軍，上海派遺軍を廃止し，中支那派遣軍を編成。

　　〔書〕「日華大辞典原型版第二巻，第三巻」（編纂者代表平岡龍城，東洋

文化未刊群書刊行会。第一巻は昭和11年4月1◎日発行）。

　英8＊相イ　一デン，チェンバレン首椙の対伊宥和に抗議して辞任。後任ハリフ

ァックス。

　　〔謝「鞘町轄編鶴雛融文模特科書巻一」（北就儲
学図書館編纂部）。

　シュシュニック同相，オーストリアの独立を強調する演説。3月9H，独立

問題で人民投票実施を公告。

　「兵役法」を改蕉公布し，学校教練修了老の在営期間短縮の特典を廃止。

　〔日〕　第三回訪日学生見学団来日（チi）一，7名）。

　　〔書〕「台湾教育」（第四二七号）。

　　　　（同上）「公学校に於ける話方雑考j（Se磁生）。

　　〔書〕「平野」（新村出編，博文館）。

　　〔書〕「漢字＄lj限の基本的研究」（岡崎常太郎。　一カナモジカイの五百

字制限案）。

　　〔書〕「アクセント表示新辞海」（吉沢義則編，置総社）。

　　〔書〕r臼語鴬用黙語例解」（王玉泉編著，岡崎爆書店）。
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項 農

〔薔〕f博物辞典」（藤本治義，岡田弥一郎，三輪知雄編，三省堂）。

圃鵜漢献鯛（服部宇之吉・小柳感気太著，）。

〔書〕「典範糟字例」（教育総監部，川流堂）。

　〔日〕「朝鮮教育令改正」〔勅令第百三暑。公布昭和十三年三月四日〕（

嘲鮮教育令第一条朝鮮二野ケル教育ハ本令＝依ル」。普通学校・高等普

通学校・女子普通高等学校を廃止．し，内地同様の学校体系に一本化）。

　陸軍省軍務課員佐藤賢了中佐，衆議院国家総動員法委員会で説明員として答

弁中，委員に「だまれ」とどなって問題となる。3月喚日，陸栢，遺憾を表明

　満鉄，華北全線の鉄道管理開始。

　ドイソ，対中最後通牒（人民投票延期・シ＝シュ＝ック首相辞職を要求）。

ザイス・インクヴァルト（ナチス），填首相に就任。3月12E，独軍，対填

侵入開始。

　襖新首相，ドイソとの合邦を宣言（ドイツ，J8　一一ストリア合併）。

　〔ff〕「小学校規程改正」〔朝鮮総督府令第二十四号〕（r小学校規程　第

一章　総則　es一一条　小学校ハ児童身体ノ健全ナル発達二留意シテ国民道徳ヲ

瀕養シ国畢生活二必須ナル普通ノ知能ヲ得シメ以テ忠良ナル皇国臣民ヲ育成ス

ルニカムベキモノトス　第三章　教科及編制　第一節　修業年限，教科目及教

則　第十三条　尋常小学校ノ教科目ハ修身，国語，算術，国史，地響，理科，

職業，外画，手工，唱歌，体操トシ女児ノ為ニハ家事及裁縫ヲ加フ　前項ノ教

科目ノ外朝鮮語ヲ加フルコトヲ得　朝鮮語ハ之ヲ随意科Eト為スコトヲ得　第

十四条　高等小学校ノ教科自ハ修身，国語，算術，国史，地理，壇科，職業，

図画，手工，唱歌，体操トシ女児ノ為ニハ家事，裁縫ヲ加フ　前項ノ教科目ノ

外朝鮮語ヲ加へ其ノ他土地ノ情況二依り必要ナル教科目ヲ加フルコトヲ得　前

項ノ教科Eハ之ヲ随意科目ト為スコトヲ鴛……　鎮十六条　小学校二於テハ常

二左ノ事項二留意シテ児童ヲ教養スベシー教育二関スル勅語ノ旨趣二基キ属

昆道徳ノ涌養a・カメ国体ノ本義ヲ明tw　＝シ児童ヲシテ皇国臣民タルノ自覚ヲ振

起シ皇運扶翼ノ道二開脚シメンコトヲカムベシ　ニ　児童ノ徳性ヲ濾養シテ醇

良ナル人格ノ陶冶ヲ図り健全ナル皇国距民タルノ資質ヲ褐シメ進ンデ蟹家社会

エ奉仕スルノ念ヲ摩クシ内鮮一体，同胞輯睦ノ美風ヲ養ハンコトヲカムベシ

七　醗語ヲ習得セシメ其ノ使用ヲ正確エシ応用ヲ趨在ナラシメテ鵬語教育ノ徹

底ヲ期シ以テ婁国臣民タルノ性格ヲ湧養センコトヲカムベシ　へ　二三用語ハ

園語ヲ絹ウベシ　第十八条　国語ハ普通ノ欝語，日常須知ノ文字及文章ヲ難ラ

シメ正確二思想ヲ表彰スルノ能ヲ養ヒ兼ネテ皇瞬麗畏タルノ自覚ヲ鶴クシ知徳
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年 代

3015

項 鍵

ヲ啓発スルヲ以テ要旨トス　尋常小学校二於テハ初ハ発音ヲ正シ児童ノ情況二

依リテハ主トシテ近易ナル話シ方ヲ授ケ仮名ノ読ミ方，書キ方，綴り方ヲ知ラ

シメ漸ク進ミテハ日鴬須知ノ文字及普通文ノ読ミ方，詩シ方，書キ方，綴り方

ヲ授ケ及言語ヲ練習セシムベシ　読ミ方，話シ方，書キ方，綴り方ハ各其ノ主

トスル所工依り教授時閤ヲ区別スルコトヲ得ルモ三二注意シテ相聯絡セシメン

ロトヲ要ス　読本ノ文章ハSP易　＝シテ困語ノ模範ト為り且児童ノ心情ヲ快活純

正ナラシムルモノナルヲ要シ其ノ材料ハ修身，歴史，地理，理科其ノ他盤活二

必須ナル事Pt　＝取り趣味二富ムモノタルベシ　女児ノ学級工嗣ウル読本ハ特二

籔事ノ事項ヲ交フベシ　文章ノ綴り方ハ読ミ方又ハ他ノ教科cr　：於テ授ケタル

事項児童ノ日常見聞セル事項及処撞二必須ナル事項ヲ記述セシメ其ノ行文ハ平

易ニシテ旨趣明瞭ナランコトヲ要ス　書キ方二用スル漢字ノ書体ハ尋常小学校

＝於テハ楷霧行書ノニ種トシ高等小学校＝於テハ尚草書ヲ加フ　国語ヲ授クル

WW＝＝ハ語句文章ノ意義ヲ明瞭zaシ且其ノ朋法嗣全熟セシメンコトヲカムベシ

他ノ教科目ヲ授クルee　＝＝於テモ常＝言語ノ練習十文字ノ書キ顎脚注意セシメン

コトヲ要ス　第二十九条　朝鮮語ハ鼠常簡易ノ言語，文章ヲ了解シ正確二思想

ヲ表彰スルノ能ヲ得シムルヲ以テ要旨トス尋常小学校二於テハ発音ヲ正シ児

童ノ情況二依リテハ主トシテ近易ナル話シ方ヲ授ケ諺文ノ読ミ方，書キ方，綴

り方ヲ知ラシメ漸ク進ミテハ日常須知ノ文字及普通文二及ボシ又言語ヲ練習セ

シムベシ読ミ方，謡シ方，綴り方，書キ方一睡語二準ジテ之ヲ授クベシ高

等小学校幅下テハ第二項二準ジー顧其ノ程度ヲ進士之ヲ授クベシ　朝鮮語ヲ授

クルニハ成ルベク段常ノ生活工蘭聯セシメ常二国語ト聯絡ヲ保チ：皇国臣門田ル

ノ信念ヲ瀬養センコトヲカムルヲ要ス　第三ナニ条　尋常小学校第三学年以下

二三テハ学校畏＝於テ必要ト認メタル児童二対シ国語ノ毎週時数二早早学年二

時以内ヲ増加シテ国語ノ補充教授ヲ為スコトヲ得」）。

　〔日〕「中学校規程改正」〔朝鮮総督府年暦ニナ五号〕（「中学校規程潅ノ

通改癒ス　中学校規程　繁一章　総劉　第一条　中学校ハ男子二須要ナル高等

普通教育ヲ施シ特二国民道徳ヲ漉養シ以テ忠良有為ノ皇国臣民ヲ養成スル陣門

ムペキモノトス薦十条　中耳校ノ学科目ハ修身，三世科，国語漢文，歴史，

地理，外国語，数学，理科，実業，図画，音楽，体操トス　前項ノ学科目ノ外

朝鮮語ヲ加フルコトヲ得外国語ハ支那語，独語，仏語又ハ英語トス　朝鮮語

ハ之ヲ随意早出ト為スコトヲ得　第十一条　中学弓勢於テハ常二左ノ事項二留

意シテ生徒ヲ教養スベシー　教育二関スル識字ノ霊趣工基キ国民道徳ノ養成

二意ヲ用ヒ我が肇国ノ本義ト国体ノ尊厳ナル所以トヲ会得セシメ忠孝ノ大義ヲ

明ニシ其ノ信念ヲ驚嗣ナラシメンコトヲ期シ常二生徒ヲシテ実践躬行セシメ以

テ皇運扶翼ノ道二徹セシメンコトヲカムベシ　七　国語ノ使搦ヲ正確ニシ且；其

ノ応用ヲ自在ナラシメテ国語教膏ノ徹底ヲ期シ以テ皇国臣民タルノ性格ヲ溺養
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冒ンコ5ヲカムベシ　第十四条　国語漢文ハ国語ノ理会照応網ノ能ヲ得シメ漢

支ノ読方及解駅ノカヲ養ヒ我が国罠性ノ特質ト國民文化ノ由来トヲ明＝シ国劇

精神ノ溺養二資スルヲ以テ要旨トス　國語二陣テハ国語ノ構造特質ヲ知ラシメ

国語ノ正確ナル理会ト思想，体験ノ明確圏由ナル表現トエ麓キテ指導シ国語が

国華性ノ異親ニシテ国語ノ教養が国民ノ富覚ヲ促シ三位ヲ高ムル新暦ナルコト

ヲ会得セシメテ囲語愛護ノ念ヲ培フト襟脚美的，道徳的情操ノ陶冶二酉メ漢文

・・於テハ其ノ特質za留意シテ国語トノ関係ヲ明ユシ正確ナル理会ヲ得シメ漢文

ノ我が精神生ts　：対スル意義ヲ会得セシムベシ　国語漢文ハ国語講読，漢文講

読，作文，文法曳網掌ヲ課スベシ　國語漢文ヲ授クル周胎読方及解釈＝在りテ

ハ語句，文章ト思想内容トヲ一体トシテ取扱ヒ話シ方二在リテ棚方醤旧聞ヲ矯

正シ醇正三脚ナル国語ノ使用＝：習熟セシメ作文及習字工在リテハ実用＝適切ナ

ラシメンコトニ留意スルヲ要ス　第十r－t条　外国語ハ普通ノ支那語，独語，仏

語老儒英語ヲ了解シ運用スルノ能ヲ得シメ知徳ヲ増進シ国母性ノ瀬養工資スル

ヲ以テ要旨トス外国語ハ発音，綴字，聴方，読方及解釈，話方及作文，書敢，

文法ノ大要蚊二三字ヲ授クペシ　外国語ヲ授クル開戦平易ナル現代文ヲ主トシ

其ノ理会及応用ヲ容易ナラシメ外国語トノ比Wt　＝依りテ我が国民性ノ特異ナル

所以ヲ知ラシメ国民道徳ノ養成二資センコトヲカムルヲ要ス第二十四条朝

鮮語ハ普通ノ言語，文章ヲ了解シ正確且露由：思想ヲ表彰スルノ能ヲ得シメ兼

ネテ知徳ノ啓発出資スルヲ以テ下愚トス　朝鮮語ハ普通ノ覇三文ヲ講読セシメ

実用簡易ナル朝鮮文ヲ作ラシメ又朝鮮文法ノ大要ヲ授クベシ生徒ノ情況二酉リ

テハ初メハ発音，諺文ヨリ之ヲ授ク／y　tトヲ得朝鮮語ヲ授クル＝ハ成ルペク

日常ノ生活二関聯セシメ華華三極ト聯絡ヲ保チ皇国臣民タルノ信念ヲ瀬養セン

コトヲ：カムルヲ要ス第二十五条各学年帖簿ケル各学科目ノ毎週教授時数ハ

辞表工依ルベシ　第一学年　国語漢文七，朝鮮語二，外国語五，第二学年　國

語漢文七，朝鮮語二，外国語五，第三学年　困語漢文七，朝鮮語一，外国語六

第四学年　国語漠文五，朝鮮語一，外国語五，第五学年　岡語漢文五，朝鮮語

一，外国語五，　（他教科囲略），附員13　本今一昭和十三三年國月一日ヨリ之ヲ施

行kj）。

　〔鍵〕f高等女学校規程改正」〔親鮮総督府旧弊二十六号〕（r高等女学校

規程左ノ通改正ス　高等女学校規程　99一一一一章　総則　第一条　高等女学校四女

子ユ須要ナル高等普通教膏ヲ施シ特掲国罠遵徳ノ瀬養，婦徳ノ養成二意ヲ用ヒ

良妻下働タルノ資質ヲ得シメ以テ忠良蚕醇ナル画配女性ヲ養成スルユカムベキ

モノトス　第三章　修業年限，学科及其ノ程度　第十一一条　高等女学校ノ学科

濤ハ修身，公毘科，教育，國語，歴史，地理，外土語，数学，実業，関画，家

事，裁縫，音楽，体操トス　外國語ハ支那語，仏語又ハ英藷トス　外回語ハ之

ヲ欠キ又ハ随意科羅ト為スコトヲ得　±地ノ情況二依り第一項ノ学科弱ノ外朝
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朝鮮語巨匠手芸ヲ加へ其ノ他朝鮮総督ノ認可ヲ受ケ必要ナル学科目ヲ加フルコ

トヲ得　前項ノ学科§ハ之ヲ随意科邑岩壁選択科昌ト為スコトヲ得　生徒ノ特

Bilノ事情二依り学習スルコト能ハザル学科昌ハ之ヲ其ノ生徒二課セザルコトヲ

得　第十二粂　高等女学校二於テハ常二左ノ事項工留意シテ生徒ヲ教養スベシ

　一教育：関スル勅語ノ留趣致基キ国民遵徳ノ養成，婦徳ノ酒養二意ヲ用ヒ

我が騒国ノ本義ト国体ノ尊厳ナル所以トヲ会得セシメ忠孝ノ大義ヲ明ニシ其ノ

信念ヲ難儀ナラシメンコトヲ期シ常二生徒ヲシテ実践躬行セシメ以テ皇運扶翼

ノ道二徹セシメンコトヲカムペシ　ニ　酸性ノ陶冶，情操ノ溺養二意ヲ用ヒ貞

操ヲ重ンジ順良貞淑ニシテ濃情慈愛二富ミ醇風美俗ヲ尚ビ家二対スル任務ヲ重

ンジ国家社会二奉仕スルノ素地ヲ得シメンコトヲカムペシ　三　質実ヲ尚ビ勤

労ヲ好愛スルノ志念ヲ養フト共二十任ヲ重ンジ協同ヲ尚ビ内鮮一体，同胞輯睦

ノ美風ヲ養ハンコトヲカムベシ七国語ノ使用ヲ蕉確ニシ且其ノ応用ヲ自在

ナラシメテ国語教育ノ轍底ヲ期シ以テ皇国臣民タルノ性格ヲ瀬養センコトヲカ

ムベシ八各学科目ノ教授ハ其ノ目的及方法ヲ誤ルコトナク互二相聯連シテ

補益センコトヲカメ将来家庭ノ主婦タリ母タルベキ自覚ヲ促シテ女性ノ責務ヲ

理解セシメ家庭隼活上殊二須要ナル事項篇関シテハ常二反覆シテ知能ノ連磨ヲ

園ルト共二國家社会ノ進運二順応スル皇国女性ノ養成二力メンコトヲ旨トスベ

シ第十六条国語ハ国語ノ理会及応用ノ能ヲ得シメ我ガ国民性ノ特質ト国毘

文化ノ由来トヲ明エシ圏民精神ノ酒養二資スルヲ以テ要旨トス圏語＝於テハ国

語ノ構造特質ヲ知ラシメ国語ノ正確ナル理会ト思想，体験ノ萌確霞由ナル表現

トニ就キテ指導シ国語ガ国罠性ノ具翼チシテ国語ノ教養ガ国民ノ自覚ヲ促シ品

位ヲ高ムル所以ナルコトヲ会得セシメテ麺語愛護ノ念ヲ培フト共二美的，道徳

的情操ヲ陶冶シ特二婦徳ノ酒養二力ムペシ　国語ハ講読，作文，文法及習字ヲ

課スベシヌ平易ナル漢文ヲ加へ授クルコトヲ得　国語ヲ授クルニハ読方及解釈

二在リテハ語句，文章ト思想内容トヲー体トシテ取扱ヒ話シ方二在リテハ方言

誰語ヲ矯蕉シ醇正明断ナル国語ノ使用二習熟セシメ作文及習字二在リテハ実用

二適切ナラシメンコトニ留意スルヲ要ス　第二十八条　朝鮮語ハ普通ノ書語，

文牽ヲ了解シ正確且自由二思想ヲ表彰スルノ能ヲ得シメ兼ネテ智徳ノ啓発二資

スルヲ以テ要旨トス　朝鮮語ハ普通ノ朝鮮文ヲ講読セシメ実用簡易ナル朝鮮文

ヲ作ラシメ又朝鮮語文法ノ大要ヲ授クベシ生徒ノ情況二依リテハ初ハ発音，諺

文ヨリ之ヲ授クルコbヲ得朝鮮語ヲ授クルニハ成ルベク日常ノ生活漏関聯セシ

メ常工国語ト聯絡ヲ保チ皇国匿民タルノ信念ヲ瀬養センコトヲカムルヲ要ス

第三十条　各学年二於ケル各学科邑ノ毎週教授時数ハ其ノ修業年限二依リ甲号

表，乙号表又ハ丙号表二依ルベシ　甲号表　第一学年　国語六，朝鮮語二　第

二学年　国語六　朝鮮語二　第ヨ学年　国語六　朝鮮語一一第四学年　国語五

　朝鮮語一　第五学年　国語五　朝鮮語一　乙号表　第一学年　国語六　朝鮮

語二　第二学年　国語六　朝鮮語二　第三学年　国語五　朝鮮語一　第四学年
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国語五　朝鮮語」　記号表　第一学年　国語六　朝鮮語一　第二学年　国語六

朝鮮語一　第三学年　飼語五　朝鮮語一（他学科ff略）」）。

　〔日〕r師範学校規程改正」〔朝鮮総督府長客二十七号〕（「師範学校規程

ffノ通改正ス　師範学校規程　第二章　生徒教養ノ要旨　第五条　師範単校二

於テハ常二左ノ事項二留意シテ生徒ヲ教養スベシー教育二関スル勅語ノ量

趣二基キ出面道徳ヲ溺養シ我が肇国ノ本義ト国体ノ尊厳ナル所以トヲ会得セシ

メ忠孝ノ大義ヲ明ニシ其ノ心念ヲ輩固ナラシメ皇国臣罠タルノ志操ヲ振起セシ

メンコトニ留意スルト共二教育者タルノ精神ヲ瀦養振作セシメンコトニ意ヲ用

ヒ常二生徒ヲシテ笑践躬行セシメ以テ皇運扶翼ノ道二徹セシメンコ1・ヲカムベ

シ　ニ　徳性ノ洒養工留意シテ酵良ナル人格ヲ陶冶シ師表タルベキ出格ヲ具ヘ

シメ進ンデ国家社会工奉仕スルノ念ヲ厚クシ内鮮一体，同胞記法ノ美風ヲ面一

ンコトヲカムベシ　女生徒二在リテハ七二順良寅淑ニシテ温情慈愛ユ富ミ醇風

美俗ヲ尚ビ家二対スル任務ヲ重ンズルノ志操ヲ養ハンコトヲカムベシ　五　国

語ノ使用ヲ正me　＝シ其ノ応用ヲ自在ナラシメ常二之が熟達二留意シテ国語教育

ノ徹底ヲ期シ以テ皇團匝民タルノ性格ヲ漏養センコトヲカムベシ第一簾普

通科ノ程度第六条普通科ノ男生徒二課スベキ学科呂ハ修身，公民科，教育

国語漢文，朝鮮語，歴史，地理，外国語，．数学，急心，職業，図画，手工，音

楽，体操トス　外影回ハ支那語，独語，仏語又ハ英語トス　第七条　普通科ノ

女生徒工課スベキ学科鶏ハ修身，公民科，教育，国語，朝鮮語，歴吏，地理，

外国語，数学，理科，職業，圏爾，手；工，家事，裁縫，音楽，体操トス　外温

語ハ支那語，独語，仏語又ハ華語トス　外国語ハ之ヲ欠キ又ハ随意科督ト為ス

コトヲ得　第十一条　国語漢文ハ国語ノ理会及応用ノ能ヲ得シメ漢文ノ読方及

解釈ノカヲ養ヒ我が国罠性ノ特質ト国乱文化ノ由来トヲ明ニシ国民精神ノ瀬養

二資スルヲ以テ要旨トス　国語二於テハ国語ノ構造特質ヲ知ラシメ晶出ノ正確

ナル理会ト思想，体験ノ明確霞由ナル表現トニ就キテ抱擁シ国語が国忌性ノ具

現ニシテ国語ノ教養が團民ノ目覚ヲ促シ品位ヲ高ムル所以ナルコトヲ会得セシ

メテ国語愛護ノ念ヲ培フト共に美的，道徳的情操ノ陶冶二力メ漢文二瀬テハ其

ノ特質二留意シテ国語トノ関係ヲHS　＝”シ正確ナル理会ヲ得シメ漢文ノ我が精神

生活工対スル意義ヲ会得セシムペシ　国語漢文ハ国語講読，漢文講読，作文，

文法及翌字ヲ課スペシ　国語漢文ヲ授クルニハ読方及解釈屯在リテハ語句，文

1童ト思想内容トヲー体トシテ取扱ヒ話シ方目時i）テハ方書i批語ヲ矯蕉シ醇正明

瞬ナル国語ノes用　＝習熟セシメ作文及習字二在リテハ実用二適切ナラシメンコ

トニ留意スルヲ要ス　第十二条　国語ハ国語ノ理会応用ノ能ヲ得シメ我が国民

性ノ特質ト国民文化ノ由来トヲ明エシ国劇精神ノ瀕養二資スルヲ以テ要雷トス

圏語二丁テハ国語ノ構造特質ヲ知ラシメ国語ノ正確ナル理会ト思想，体験ノ明

確自由ナル表現ト蝋画キテ鮨導シ国語が国画性ノ具｝A　・＝シテ困語ノ教養が国罠
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ノ翻覚ヲ促シ品位ヲ高ムル所以ナルコトヲ会得セシメテ国語愛娘ノ念ヲ培フト

共心美的，道徳的情操ヲ陶冶シ特＝婦徳ノ瀕養二力ムベシ　国語ハ講読，作文

及習字ヲ課スベシ又平易ナル漢文ヲ加へ授クルコトヲ得　国語ヲ授クルニハ読

方及解釈点在リテハ語句，文章ト思想内容トヲー体トシテ取級ヒ謡シ方：在り

テハ：方南誰語ヲ矯正シ醇疋明断ナル国語ノ使用二習熟セシメ作文及習字二在リ

テハ実用工適切ナラシメンコトニ留意スルヲ要ス　第十三条　朝鮮語ハ普通ノ

雷語，文蓮ヲ了解シ正確且自由二思想ヲ表現スルノ能ヲ得シメ兼ネテ知徳ノ啓

発二資スルヲ以テ要旨トス　韓鮮語ハ普通ノ朝鮮文ヲ講読セシメ実用簡易ナル

翰三文ヲ作ラシメ又鞘鮮語文法ノ大要ヲ授クベシ生徒ノ情況二重リテハ初鷹発、

音諺文ヨリ之ヲ授クルコトヲ得朝鮮語ヲ授クルニハ成ルベク鶏常ノ生活論関

聯セシメ常二国語ト聯絡ヲ保チ皇圏臣民タルノ信念ヲ酒醤センコトヲカムルヲ

要ス　第十六条　外国語ハ普通ノ支那語，独語，仏語又ハ英語ヲ了解シ運用ス

ルノ能ヲ得シメ知徳ヲ増進シ国民性ノ漏養二資スルヲ以テ要雷トス　外国語ハ

発音，綴宇，聴：方設置駅，話：方及作文，書取，文法ノ大要鋭二習字ヲ授クベシ

　外国語ヲ授クルニハ平易ナル現代文ヲ霊トシ其ノ理解及応用ヲ容易ナラシメ

外国トノ比較ユ依り、テ我が国民性ノ特異ナル所以ヲ知ラシメ国民道徳ノ養成二

資センコトヲカムルヲ要ス　第二十六号　普通科各世塵二言ケル各学科自ノ毎

週教擾時数ハ男生徒二在リテハ第一号表，女生徒＝在りテハ第二号表二極ルペ

シ　第一号表　第一学年　国語漢文八，朝鮮語二，外國語三，第二学年　国語

漢文八，朝鮮語二，外国語三，第三学年　国語漢文六，朝鮮語二，外国語二，

第四学年　国語漢文五，朝鮮語一，外国語二，第五学年　国語漢文五，朝鮮語

一，外国語二。　第二号表　ag一一一学年　国語六，親等楽器，外最古二，第二学

年　臨語六，朝鮮語二，外国語二，第三学年　国事五，朝鮮語一，外韓語二，

第四学年国語五，朝鮮語，外国語一（他学科目略）。　第二節演習科ノ程

度第二十七条演習科ノ男生徒二課スベキ学科目ハ修身，公証科，教育，国

語漢文，潮鮮語，歴史，地理，数学，理科，職業，園画，手工，音楽，体操ト

ス　職業ハ実業学校ヲ卒業シタル生徒ニハ職業科目中其ノ実業学校＝於テ学習

シタル事項ヲ課セザルコトヲ得　第二十八条　演習科ノ女生徒工課スベキ学科

目ハ修身，公工科，教育，国語漢文，朝鮮語，歴隻，地理，数学，理科，職業

墨画，手工，塚事，裁縫，音楽，体操トス第三十一条教育ハ我が国ノ教育が我

が国体二基ク＝トヲ明エシ教育二関スルー般ノ知識ヲ裾シメ底入小学校教育ノ

黒蜜方法ヲge　＝＝シ教膏ノ技能ヲ翌得セシメ教育者タルノ藁菰ヲ養フヲ以テ要旨

トス　教膏二七テハ我が国教育ノ本義ヲHfi　＝：シ小学校教育ノ重要ナル所以ヲ知

ラシメ健全ナル圏民ノ養成ト地方教化ノ向上トニ奉仕セントスルノ自覚ヲ振起

deシメンコトヲカムペシ　教育ハ心理及理論ノ大要ヨリ始メ教育ノ理論，教授

法及保育法ノ概説，廃盤教育史ノ大要，教膏霧獲，学校管理法，学校衛生ヲ授

ケ又教育実習ヲ課スペシ　前項ノ外男子生徒L在りテハ外国語ノ教授法ヲ授ク
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ベシ又女生徒二在“9テハ線育学資ヲ課スルコトヲ得egE－il十二条騒語漢文ハ

第＋鋼条二準ジ現時ノ文章ヲ主トシテ講読セシムルト共工識語ノ使re　＝練熟セ

シメ実用簡易ナル文ヲ作ラシメ又平易ナル漢文ヲモ講読セシメ女生徒＝在りテ

ハag＝＝婦徳ノ瀕養二力メ且教授法ヲ授クベシ　第ヨ十三条　朝鮮語ハ第十三条

二準ジ普通ノ文章ヲ選ビテ之ヲ講読セシメ又言語ノ使用二練熟セシメ実用簡易

ナル文ヲ作ラシ〆且教授法ヲ授クベシ　第四十条　演翌科斗学年二於ケル各学

科囲ノ毎週教授時数ハ男生徒n在りテハ繁三号表，女生徒二在リテハ第四号表

二依ルベシ第三号表第一弊国語漢文四，朝鮮語二，第二学年．国語漢

文四，朝鮮語二。第四号表　第一単年　国語漢文四，朝鮮語二，第ご学年　国

語漢文四，朝鮮語二（無学監護略）。　第三節　尋常科ノ程度　第㈱十一条

尋常科ノ男生徒二三スベキ学科目ハ修身，公民科，教育，国語漢文，朝鮮語，

歴史，地理，数学，理科，職業，魍瓢手工，音楽，体操5ス　学校長ハ必要

＝応ジ朝鮮総督ノ認可ヲ受ケ前項ノ学科昌ノ外随意科昌トシテ必要ナル学科目

ヲ加フルコトヲ得　第四十二条　尋常科ノ女生徒＝：課スベキ学科目ハ修身公民

科，教育，国語，朝鮮語，歴史，地理，数学，理科，職業，図颪，手工，家事

裁縫，音楽，体操5ス　第四十六条　国語漢文，国語，毒血語，歴隻，地理，

理科，手工，家事，裁縫，音楽又黒体操ハ第十墜条乃至第十五条，第牽八条，

第二十一条乃篁第二十五条＝準ジテ之ヲ授ケ且教授法ヲ授クベシ　第五十条

尋常科条学年二審ケル各学科穏ノ毎週教授時数ハ男生徒二手リテハ第五号表，

女生徒二在リテハ第六号表面素ルベシ　第五号表　第一学年　圏語漢文八，朝

鮮語二，第二学年　国語漢文八，朝鮮語二，第三学年　国語漢文六，朝鮮語譜

第四学年　国語漢文五，朝鮮語一，第五学年　国語漢文五，朝鮮語一。　第六

号表　第一学年　国語八，朝鮮語二，第二学年　国語七，朝鮮語二，簗三学年

国語六，朝鮮語二，第四学年　國語六，朝鮮語嚇）

〔fl〕　禁絶語海外普及に関する第三回協議会（国際文化振興会）。

米国，バネー号賠償金221万4000ドルを要求，田本承諾。

〔書〕「日文補充読本　受賃」（北京近代科学華年館編纂部）。

圏「辮国識本巻一一六」（講南洋庁）・

　〔日〕「支那薪出漁開発の為優良教員派遣に関する三番の意見書」（衆議院

・昭和13年3月25黛）。

日華経済協議会覚書太虚。6月29臼北平で第1回会議開催。

日本軍，台晃荘で敗退（～4月6呂）。

　〔教〕　学習院初等科，外国語教育を全廃〔窟内省令〕。

中華民国維新政府，中支那派遣軍の指導で南京に威立（行政院畏梁鴻志）Q
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　漢口で国譲党臨時全国代表者大会をひらく（～4．1）。国民参政会設鷹を

決定。f抗戦建圏綱領」を発表。蒋介石，党総裁に就任し，馬煙大権を与えら

れる（醐総裁注兆銘）。

　〔K〕「国語ヲ常用スル者又ハ国語ヲ常用セサル老ノ入学二関スル件廃止」

〔朝鮮総督府令第三十九号〕（「大凶十一年朝鮮総督府令第十五号（朝鮮教育

令第二十五条二依リ国語ヲ常用スル者又ハ国語ヲ常用セサル者ノ入学二関スル

件）ハ昭和十三年三月三十一襲弊リ之ヲ廃止ス」）。

　文部省，神儒仏三教代表と国毘精神総動員・支那布教を協議，8．4宗教局

神仏基三教書支布教協議会開催。

〔書〕「速成日本語読本　下巻」（十一版在国日本教育会教科書編纂部）。

「支那事変特劉税法」・「臨時租税措置改正」各公布。

「国家総動員法」〔法律第五十五号，公布昭和十三年四月一重」）。

　〔教〕「青年訓三所規程改正」〔朝鮮総督府令第五十四号〕（「青年訓練所

規程左ノ通改旺ス　青年訓練所規程　第一条　青年訓練所ハ青年二対シ国家観

念ヲ明徴ニシ皇国臣民タルノ資質ヲ向上シ互二儒愛協力以テ団結ヲ固クセシム

ルト共二其ノ心身ヲ鍛錬シ職業及実際生活二須要ナル知識技能ヲ授クルヲ以テ

員的トス　第こ二条青年訓練所工普通科及本科ヲ置ク但シ土地ノ情況二依り普

逓科又ハ本科ノミヲ置クコトヲ得青年訓練所ニハ研究科ヲ置クコトヲ得第

三条　青年訓練所ノ教授及訓練期間ハ普通科：在りテ隅棚年，本科漏在リテハ

四年トス　研究科ノ教授及訓練期間バー奪以上トス　第十三条　修身及公民科

ハ教育二関スル勅語ノ旨趣ヲ奉体シテ我が国体ノ本義ヲ明徴ニシ国民道徳ヲ会

得セシメ丁丁ナル意志ヲ鍛錬シ殊二丁が国体二対スル確乎タル信念ヲ養フト共

二国憲二基キ国民ノ公三三生活ヲ完ウスル上二於テ須要ナル事項ヲ会得セシメ

特：遵法奉公ノ志念ヲ酒養シテ健全有為ノ皇国臣民タラシメンコトヲ期シ実践

躬行二基クヲ以テ要量トス　修身及公農科二於テハ皇国臣罠ノ自覚mリ出発シ

テ国民道徳ノ実践二関スル要領及普通ノ作法ヲ授ケ進ンデハ国民道徳ノ由来及

特質ヲ会得セシムルト共蓋時代ノ思想＝＝対スル正シキ批判力ヲ与へ一面国体及

国憲ノ本義ヲ知ラシメテ我が国統治ノ特質ヲ明ニシ之二基キテ立憲政治ノ大要

ヲ会得セシメ殊二遵法暴公ノ志念二力ムルト共ユ国畢生髪上須要ナル経済二関

スル事項ヲ授ケ沢蟹が国固有ノ醇風美俗ヲ尚ビ協同生活ノ訓練ヲ重ンジ共存共

栄ノ本義ヲ会得セシメ以テ大圏昆タルノ素地ヲ育成センコhヲカムベシ　第十

六条　普通学科ハ日常生活：須要ナル普通ノ知識技能ヲ増進シ→毅的教養ヲ高

ムルヲ以テ要旨トス　普通学科二於テハ国語及国史二関スル事項ヲ授クルノ外

地壇，数学，埋科，音楽等二関スル事項二就キ土地ノ情況二応ジテ適宜之ヲ授
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クベシ附則本島ハ昭和十三年四肩一日ヨリ之ヲ施行ス」）。

　内務省欝保局，雑誌社に対し，岡邦雄・戸坂潤・林要・宮本百合子・中野璽

治・鈴：木安蔵・堀真琴の原稿掲載を晃合わせるよう内示。

　〔日〕　中国指笛同嬉会，北京に成立（読本語教育を始める）。留書のため

の予備校として北京興亜高級中学校を附設。

　〔日〕　素面政府教育部立師資麗館を設立（3か月で修了する速成日本語教

師養成）。

　〔H〕　国立北京師範大学日文系及び外国語専科学校において日本語教師養

成を開始。更に文部省から専門家を擢膀。

〔書〕「中学校英語科全廃論」（藤村作，「文芸碁秋j3月号）。

圃「睡縫両転出」（周画幅BAtWil！i。民国廿七年三熱版）．

〔書〕「台湾教育」（第四二八号）。

　　（同上）f「単語かるた」について」（出島満）。

　　（〃）「文話に対する鄙見と文話例「みる」（井上肇三）。

　〔B〕f実業学校規程中改正」〔朝鮮総督府令第六十六号〕（「実業学校規

程中庇ノ通改正ス　第一条　実業学校ハ実業二従事スル者二須要ナル知識技能

ヲ得シメ五二国民道徳ヲ瀕養シ以テ忠良有為ナル皇国匝民ノ養成二力ムヘシ

第十一一一ec実業学校二於テハ常二左ノ事項二留意シテ生徒ヲ教養スヘシー教

育二関スル勅語ノ旨趣口輪キ国民道徳ノ養成二品ヲ爾ヒ我力肇国ノ本義ト国体

ノ尊厳ナル所以トヲ会得セシメ忠孝ノ大義ヲ明ニシ其ノ信念ヲ鷲固ナラシメン

コトヲ期シ常二生徒ヲシテ実践躬行セシメ以テ皇運扶翼ノ道工徹セシメンコト

ヲカムヘシ　六　国語ノ使用ヲ正ee　＝シ且其ノ応用ヲ自在ナラシメテ国語教育

ノ徹底ヲ期シ以テ皇国臣民タルノ性格ヲ凝念センコトヲカムヘシ」）。

　〔日〕「実業補習学校規程中改正」〔覇鮮総督府令第六十七号〕（r実業補

習学校規程中左ノ通改正ス　第一条　実業補習学校ハ国民生活二須要ナル職業

二関スル知識技能ヲ得シメ特二國民道徳ノ酒養二力メ以テ忠良有為ナル皇国随

民ヲ養成スルヲ自的トス　第十二条　実業補習学校二於テ直面二左ノ事項二留

意シテ生徒ヲ教養スヘシ　一教育二関スル勅語ノ旨趣二基キ国民道徳ノ養成

＝意ヲ用ヒ我が肇国ノ本義ト国体ノ尊厳ナル所以トラ会得セシメ忠孝ノ大義ヲ

明ニシ其ノ信念ヲ輩圃ナラシメンコトヲ期シ常二生徒ヲシテ実践躬行セシメ以

テ皇軍扶翼ノ道二徹セシメンコトヲカムベシ　五　国語ノ使用ヲ正確ニシ其ノ

応用ヲ自在ナラシメ国語教育ノ徹底ヲ期シ以テ皇国匝民タルノ性格ヲ漉養セン

コトヲカムベシ」）。
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　〔日〕「水原高等農林学校附置農業教員養成所規程中改正j〔朝鮮総督府令

第六十五号〕（「水原高等農林学校附置農業教員養成所規程中薦ノ通改正ス

第三条第一項中，「朝鮮語」ヲ湖り下条第二項ヲ左ノ如ク改ム　生徒ノ情況二

依リテハ国語篇代へ朝鮮語ヲ課スルコトヲ得」）。

　「国家総動員法」公布。5．5施行。

　圃胡弓致究所設立（？月r回数圏」創刊。’4◎年，研究所と一称。～’45

年）。

　〔N〕　薪京に建国大学設立（関校5月2B）。

　重光中ソ大使，ソ連の対中国援助に抗議。

　国毘党珊中全会開催（～7日）。

　第ナ師団の瀬谷支隊，徐州東北方面台児荘で苦戦し退却。

　大本営，徐州作戦無才。

　燈火管制規則実施。

　国民参政会組織条例（参政員に毛沢東など七名の中共党員を加える）。

　米大使，華北における弾帯の通貨管理に抗議。

〔書〕「初等日本語読本　巻三」（十版。在満日本教膏会教科書編輯部）。

　騰勢協定調印（英国，エチオピアでのイタリアの主権を承認。両国，紅海の

環状維持で協力を約束）。ll揖16日発効。

　〔日〕　第四回訪日見学団来鑓（～5月17日。ブラジル，22名）。

　「北支那開発株式会社法］・ザ中支那振興株式会社法」〔法律〕公布。ll

月7日爾今設立。

　〔ff〕　国語卜者調（4月末現在，公学校生徒数527127，同上卒業考累

計5942姐，国語普及施設生徒撒317756，同上修了者累計765157，金

計22◎4281，本島入人口5263389，国語解者百分比41．9）。

　　〔書〕「カナ付磯蒙名詞集」（徳広弥十郎編，大阪・甲文堂書店）。

　　〔書〕r蕩式漢和大字典」（土州忠夫著，集栄館）Q

　　〔書〕「語原解説俗語と隠語」（渡部善彦，i桑文社）。

　　〔書）「商業経済辞典」（高：壇寅次郎編，日本評論社）。

　　〔書〕f母野湘新訳薮歯科辞典」（松紹笹身薯，小笹商店。New　Eng－

lish－Latin－Japanese　DenZal　Di¢stonaryj　）．

　　〔書〕「新仏和中辞典」（井上源次郎・畷島清共編，白水社。「Dicti－

onnaire　Pratique　Franga　ls－」aponaisj）．
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項 淺

〔書〕「暫中陣　第1号」（挙国廿七年四月）。

〔日〕　満州国建濁大学開学式6

蝋燭瞳本巻二」㈱欄帝国翻）・

　「南洋群島二四ケル国家総動員轟関スル件」〔勅令第三百十七号，公布昭和

＋三年瑚四朗（三洋群島二於グ・咽家総動員二関シテ・・国騰動員法二

三ル　附則　本再帰昭和十三年五月五日ヨリ施行ス」）。

　「国家総動員法施行期日ノ件」〔勅令第百十五号，公布昭和十三年五月四日

（r国家総動員法ハ昭和十三年五月五鼠ヨリ之ヲ施行ス）。

　「国家総動員法ハ之ヲ朝鮮，台湾及樺it　＝施行スルノ件」〔勅令第三蒼十六

号，公布畷和十三年五月四目〕（「国家総動員法ハ之ヲ朝鮮，台湾及樺太ユ施

行ス　附則　本四ハ昭和十三年五月五Hヨリ施行ス」）。

　「馬事総動員審議会官勧」〔勅令〕公布。

（書〕9明治以降教育丁度発達史」（教育会編纂会編）。

維新政府，上海海関接収。

　　〔謝r教翻醜縮鰹噸敗簾教礪巻ゴ（鯨猷群
図書館編纂部）。

　独満修好条約，ベルリンで調印（ドイツ，満州困を正式承認）。7月期日

実施。

〔書〕「国語音韻論」（金田一京助，刀江書院。薪訂増補版）。

　園際蓮盟理事会，日本の毒ガス使用に関し，非難決議案を採択。

　日本軍，三州占領。

　某国機（中国劇と推定），熊本・富崎上空に飛来，反戦ビラをまく。

　独，在申国軍事顧問団引揚げ決定。

　学生の夏季集団勤野を輝輝。

　近衛内閣改造（外相宇垣一成・蔵回兼商工；相池照成彬。文粗荒木貞夫）。新

外相字解一成，孔緊縛を通じての和平交渉に着手（舗3◎醇垣辞任で中絶

　毛沢東，延安の抗日戦争研究会で講演（～6月3醸），「持久戦論」を発＝t”

　霞本青少年ドイツ派遣圏出発。8月16信ヒトラー・ユーゲント来日。
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項 自

日本’言語学会創立大会（・39年1月「言語研究」創刊）。

〔日〕　満州国留日学生会館開館。

〔日〕　吉林師道高等学校開校。

　　圃麟・調職本（一～二）」（民生部編，満州図書株式会社）．

　　〔書〕磁本文法輯要」（i新中華学校，商務印書館。民国十四年十月初版

民国甘七年五月再版）。

　　〔書〕「漢英合解日本実用語大辞典」（連理中編，山海堂）。

　　〔書〕「方言と方書学」（東条操著，春陽堂書店）。

　　〔書〕「工員必携　工業用語と略解」（蟹田鎮一著，知進社）。

　　〔書〕「新譜鉄道旅行案内辞典」（奈良益次郎，大洋社。上下二巻）。

〔書〕「台湾教育」（第四三〇号）。

　　（同上）F巻頭書　賃本語の進出」。

　　（〃　）「童話の本質と実演に就いてj（宮代不二夫）。

　〔日〕　日本語海外普及に関する第四回協議会（国際文化振輿会）。

　板垣征四郎を陸絹に任命。

　〔教〕　文部省，「集団的勤労作業運動実施二関スル件」を通牒（勤労動員

はじまる。’39年3月31日，作業の漸次恒久化と準正課の扱いを指示）。

　閣議最高国策検討機関として5相会議（首・陸・海・外・蔵町）の設置決

定。

　議会制度審議会宮制〔勅令〕公布（議院・貴族院・選挙各制度調査会宮制は

廃止）。

　中国軍，黄鐘堤防決壊。

　大本営，御前会議で，武漢作戦・広東作戦実施を決定。6月18賦，作戦準

備を命令。

　五千会議「今後の支那事変指導方針」（本年中に戦争目的達成）を決定。

　〔日〕　満州国民生部，「奉天農業大学規程」・「新京医科大学規程」公碗

　大日本陸軍従軍画家協会結成。

〔書〕「台湾教育」（第四三一号）。

　　（同上）「公学校に於ける聴き方雑考」（SemS生）。

　　（〃）r国民精神の麗麗と国語教育」（木村万寿夫）。

　　〔書〕「學　叢　ag　1～8号」（加藤諄等編。月刊。昭和13年6月～

14年7月）。
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　　〔書〕「現代日語論話」（程柳枝，上海読者書誌。乱国廿七年六月初版）。

　　〔書〕「傍日辞典」（吉田弥邦・藤堂高紹共編，伊日辞典刊行会発行，鳳

鳴堂書店発売。　「Vocabolaroiエtarian。一Giapponess　」）。

　　〔書〕「i新国定読本一二年生ノカン字三一六字ノ考察」（岡崎常太郎著，

松琶三松堂）。

　　〔書〕「日本人名辞典」（松発竹二編（代表），成光館出版部）◎

　　〔書〕「目蕩考」（辛川十歩著，刊）。

　　〔書〕「琉球戯曲辞典」（涛波普猷，郷土研究社）。

　　〔書〕「基本語彙学」（垣内松三）。

　朝鮮のキリスト教長老教会派，神社参拝を承認。

　スペイン内乱不干渉委員会，義勇兵撫退案を採択（スペイン共和国政府，賛

意を表明）。

　武漠で国毘参政山畑一一次大会ひらく（毛沢東ら中共党員も参議員となる）。

　　〔書〕「東北読本　上」（文部省編。下，’39年5月26日。東北地方の

小学校高等科・青年学校生徒に無料配布，東北対策の一環）。

　五稲会議，中麟中央政府屈伏の場合，屈伏せざる場合の対策決定。

　張鼓峰で国境紛争起こる。7月29蹟，沙草峰で鑓ソ軍衝突。7月31日，

賑本軍夜襲。8月6田，ソ達軍大規模な反撃（日本軍の死傷者1覗3人）。

8月1◎日，Hソ停戦協定成立。

　働盛会議，r時局に伴う対支謀略」決建（一流入物を起矯，薪政権成立を期

す）。

　〔国〕　国語審議会第三回総会，「漢字字体整理案」議決答申。

　漢口作戦はじまる。

　五相会議，「支那政権内払指導大綱」を決定。

　五霞会議，防共協定強化問題に関し，ドイツと対ソ軍事同盟締結の方針を決：

定。

　　〔書〕「速成ヨ本語讃本　上巻」（十四版，在満閉本教育会教科書編纂部

　宇垣外相・クレ　一一ギー英大使の問で臼英会談開始，英大使，天津租界問題を

はじめ在華権益に関する懸案を一括提出。

　CH〕疇文化学校の松宮一也，外務省文｛出語部の海流より1バン＝

ックに鶏本文化研究所を設立，その事業として田本語学校を経営。

一4“3一



’西暦

1938

〃
〃
〃

〃
〃
〃
〃
〃
〃

〃　
　
〃

t
l

〃　
　
〃

〃

〃
〃

〃
〃
〃
〃
〃

〃

年 代

7・

〃
〃
〃

〃　
　
〃

　
　
　
〃

8・　1
〃

8・le

8・15

8・19

8・2e

8・22

8・29

8e

〃
〃

9．　1

9・　5
〃

9・　9

g・｝e

〃

項 g

〔書〕「台湾教育」（第四三二号）。

　　（同上）「公学校用国語読本巻三・四編纂要旨」（加藤春城）。

　　〔書〕「岡語音声の特質と国語教育」（木村：万寿夫，台申・棚辺書店）。

　　〔書〕「台湾島罠の皇民化と国語普及j（西悶英夫，r音声教育」）。

　　〔書〕「基本H本語」（唐真如，上海百新書局，民国廿四年九月初版，民

国廿七年七月再版）。

　　〔書〕「国語講習所用国語教授書」（安田友明編）。

　　〔書〕「植物学語彙」（山下助四郎著，富山房）。

　　〔書〕「大衆の故事と熟語」（桑文社編・刊）。

　　〔書〕r国語絵読本　巻一」（台北国語教励会）。

　　〔書）「日本語読本　巻九」（再版。布掘教育会）。

　　㈲鱗籍義我・騨に於け・和」（文雛教学局騰内閣瞬

局手捌発行）。

文部雀に科学振興調査会を設置〔勅令〕。

蒋介石，共産系十六団体の解散を命令。

〔書〕「初等日本語読本　巻一」（四版。在満B本教育会教科書編輯部）。

大本営，武漢攻略を命令。

（教〕　文部省，融和教麿の徹底を訓令。

　　〔書〕「日本語教科書」（四冊。維新政府教皇部編，維新政府教育部。民

国廿七年八月初版）◎

　　〔書〕「台湾の困語教育」（蓮田善明，r教膏」）。

　　〔書〕「書　滲（北京近代玉髄欄書館月報）第1号～」（北京近代科學圏

書館編，北京・北：京近代科学翻書館。月刊）。

　東亜研究所開所式（総裁近衛文麿）。

　〔目〕　在留外人学生のための日本文化講座準備協議会（国際文化振興会）。

　メキシコ，独・俳と石油バーター協定を調印。

　五相会議，「中蘂民国連合委員会樹立要綱」決定。

　外交顧問を設置する雷公布〔勅令〕，佐藤尚武・有田八郎を任命（10月6

日罷免）。

　大連で臨時・維新政府代表と臼本側協議（9月22日北平に成立，主席委員

王克敏）。
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項 g

従軍作家陸軍部隊漢ロへ出発（内閣情報部委嘱，久米正雄・丹羽文雄・岸

由国士・林芙美子ら）。9月14鎖海軍部隊出発（菊池寛・佐藤春夫・吉屋信

子ら）9月27日～28日詩曲部隊出発（西条八十・古関祐而ら）。

　〔H〕　在留外人学生のための臼本文化講座準備協議会（国際文化振興会）。

　ヒトラー，ニュールンベルクの演説で，ズデL－tテン・ドイツ人の鶴決権を虫’

張。

　英首相チェンバレン，ベルヒテスガーデンでヒトラーと会談。ヒトラー一，ズ

デーテン割譲要求を出す。

　　［書〕f呂語捷径」（台湾総督府文教局学務課編。83P）。

　　〔書〕「日本語教本　巻一」（台湾総督府文教局学務課）。

　　圓「翻標蜘輔辮拳二」（臓大出礁灘文化甑
会）。

仏首相ダラディエ・外転ボネ，ロンドンを訪問。9月19日，英仏，チェコ

にドイツの要求受諾を勧告Q9，月21日，チェコ受諾。

大本営，広東攻略を命令。

　中華民国政府連合委員会，北平に戒立（主席委員王克敏。臨蒔・維新両政府

の連合）。

　チェンバレン，ゴーデスグルクにヒトラーを再訪問（～9月23日）。ヒト

ラー，対チェコ強硬策を提示。

　陸軍省，葱聞班を情報部と改称。

　英・仏・独・僧4国のミx・ンヘン会談。スデーテン地方のドイツへの割譲決定

（「ミ＝ンヘン協定」。9月30窺調印）。

　ポーラント¢，チェコにテッシェン地方の翻譲を要求。1◎月2臼，同地方占

領。

　宇塩外相，対支中央機閣設置に反対し，辞任。

　〔日〕　在留外人学生のための臼本文化講座（国際文化振興会）。

　〔日〕　磐谷B本文化研究所開設。

　東亜研究所設立（「東亜概究所は帝国の海外発展に資する為，東亜の人文及

自然に関する綜合的調査研究を行ふ」）。

〔書〕「台湾教育」（第四三四号）。

　　（同土）「飛躍しつつある国語の力」（長団新つ。

　　（〃　）「公学校読本巻三第十四r花火」鮨導の研究座談会」（？・

　　　　　s・u生）。

　　（〃　）「公学校用国語書方手本第二学年罵編纂要旨並に書方解説」

一4毒一



西暦

1938

〃　
　
〃

〃
〃

〃

〃
〃
〃

〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

l
l

〃
〃

〃
〃

〃

〃

〃

年 代

O

〃

9

〃
〃

〃

〃
〃
〃

lo・

　　tt

　　tt

　　lt

IO・

IO・

｝e．

I
t

1

4
5
n
◎

IO・IO
　　tl

IO・12
　　tl

〃

10・｝強

le・18

項 自

　　　　（加藤春城）。

（〃　）「国語と国民性」（木村万寿夫）。

　　〔書〕「国民辞典．（Ar　Eの書葉）」（関田生吉著，厚生閣）。

　　〔書〕「辞書式親g対照解剖学名台覧」（高木耕三・岡持昌次共編，南山

堂書店）。

　　〔書〕r疋しい漢字の運用j（三文三編・刊）。

　　〔書〕「鉄道関係露語五千」（原田千三著，大連・南満州工業専門学校。

初版と改訂版（昭和14年4月）は，満鉄に嵜贈，ノモンハン箏件後，昭和15

年2月，第三版から一般に発売）。

　　〔書〕「東亜葭本語辞典」（東亜学校編・刊。中国からの在日留学生のた

めの日本語辞典）。

　　（書〕f実用取引用語辞典」（二手著，同文館）。

　　〔書〕購本地理教材辞典」（西亀正夫著，厚生閣）。

　　〔書〕「類語文例文章大辞典」（水守亀之助編，至誠書院）。

閣議，対支中央機構として対支院の設置を決定。

　「作戦要務令」制定〔陸軍〕。

　日満支連絡運輸協定実施。釜山・北京間直通運輸を開始。

三軍，ズデーテン進駐。

仏下院，ミュンヘン協定単蹄（社会党棄権，共産党反対）。

チェコ大統領ベネシュ辞任，麟外亡命（のち米国へ）。

東京帝大経済学部助教授有沢広巳，12月ll日，脇村義太郎教授，玉2月

24日，大内兵衛教授，それぞれ休職となる。

米国，中国における爲本の独占・特権の停止要求。

圏細断国購本巻：一・：」（満州国帝国政府）．

圓「離講日華賭本巻一・911一・」（満州国帝国政府）．

　鑓本軍，華南のバイアス湾に上陸，10月21日，広東を占領。

　薙髪で中共第六期観閲全会ひらく（～ll月6日。王明らの右翼日和見主義，

合法主義を批判。蒋委員長擁護・國共合作による長期抗戦を決議）。

　荘兆銘，9本の和平条件が中国の盤存を妨げなければ討論の基礎とすべき旨

ロイター風騒者に語り反響惹起。

　閣議，国際連盟との協力関係終止を決定。ll・2実施。

圃「誰ζド謡鞭謝（蜘勝二訳，刀曙院）．
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項 目

H本軍，広東占領。

　　〔謝「轄纏轄編審会雛艶蠣鰍科謝（翫凱鶴
再版。巻軸，三版。北京近代科学閣書館編纂部）。

　日本軍，武漢三厩占領。

　ダラディエ首絹，人民戦線離脱を当言（ll月1◎日人昆戦線に通告）。人

民戦線崩壊。

　近衛首稲，仏印経由の虚心物質にっき対仏論告。

　第一期第二次国罠参政会（～ll，月6日，重慶）。

　外稲有磁八郎任命。

〔書〕「初等H本語読本　巻四」（小鼻。在満臼本教育会教科書編輯部）。

〔書〕「大日本維新史料」（維新吏料編纂会編）刊行開始。

　　〔書〕「南洋群轟教育史」（南洋群島教育会）。

　　〔書〕f台湾における点語教育の諸問題」（木村万寿夫，「国文学考」四

巻一輯）。

　　〔書〕「巖：懸農学用語辞典」（石川勝蔵編・署，大明堂）。

　　〔書〕「世界名著解題」（柳田窺薯，春秋社。三冊）。

　　〔書）「東方文化　第1巻6期」（北京・東方文化月刊社刊。月刊。民国

廿七年十月）。

〔書〕「台湾教育」（第四三五’号）。

　　（同上）「古事記の訓について」（有福友好。～第四三六号）。

　〔鶏〕　11月1貝現在の台湾教育会総会員数10779名。

　上海を除く華中南に軍票制実施。

近衛首網，東亜新秩序建設に国民政府といえども参加を拒否せずと声明

（「第二次近衛声明」）。

　　〔書〕「教育部薩轄編審会審定羅日文模範教科書　巻三」（北京近代科学

晒書館編纂部）。

国艮精神作輿週間始まる。

中支那振興（株）（本社上海・資本金一一億円。総裁児玉謙次）・北支那開発
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（株）（本社策京。資本金3億500◎万円。総裁大谷薄由）各設：立。

　上海で影佐大佐，犬養健・高宗武・梅雨平ら，鷺中和平に関する「田面協議

言己録」と諒解事項に調印。

〔書〕「岩波瓦書」刊行開始。

〔書〕「現代支那批判」（尾崎秀実）。

　f文化協力二関スル臼本国独逸国間協定」〔条約第八号，公聯昭和十三年十

一月二十六B〕（F日独文化協定」）。

　ソ連・ポーランド不可侵条約（’32年7月25日高高，更薪される）。

　IH唯物論研究会関係老検挙。東京帝大・早大・外語・訟高などの学生霞治運

動グループ「インターカレッジ」関係の検挙誌面。

　御前会議，「H支藩関係調整方針」を決定（華北・揚子江下流地域等を特秩

地域とするなど）。

　日本軍，延安空爆開始。

　　圃螺鵠騨躰灘9一一一j（＋八版，大出礁酬文化普

及会）。

纏緬公路（ビルマ鉄道より雲南の昆明に至る援蒋ビルマ］V・一一ト）完成。

　　〔書〕「標準日本語読本（一～三）」（大出正篤，満州麟書文具株式会社

　　〔書〕「支那に於ける日本語教育状況」（外務省文化事業部）。

　　〔書〕「造船用語辞典」（倉田音管著，晶晶社書院。「Ship　Building

English－gapanese　Japanese－English　Glossaryj　）．

　　〔書〕「内外経済問題辞典」（大阪毎臼・東京鷺日新聞社エコノミスト部

著，一元社）。

　　〔書〕「朔　風　第1，2，12期」（民国方紀生，陸離編，北京・東方

書店。3冊。月刊。民国廿七年十一月～廿入年十月）。

　　〔書〕F新興文化　第三巻1号」（横山元吉編，北京・新興文化社。146

P。月刊。昭和13年11月）。

　　〔書〕「華文毎日　1～13墨号」（大阪・毎日薪聞社。半月刊。昭和13

年ll月～19年10月）。

　　〔書〕「首都鰻刊　第5～9期」（新民會首都詣導部編，新罠会首都指導

部。月刊。民国廿七年十一月～廿八年三月）。

　　〔書〕「新青年　第1巻1号」（天津・新青年月刊社。月干lj。下国甘七年

十一月）。
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項 昌

　　〔書〕r青　年　第1巻10，11期」（薪民會首都指導翻措導科宣鰹股

編。半月刊。民国廿七年一トー月）。

　　〔書〕f台湾教育」（第四三六号）。

　　　　（同上）「公学校用量語読本巻一，二及び巻三，四に於ける語彙」

　　　　　　　　（辻武夫）。

　　　　（〃）「歴史教団上より見たる教科書の振仮名について」（高橋正

　　　　　　　尾）。

　　〔書〕「日文補充過越　巻三」（北京近代科学図書館編纂部）。

陸軍中央部，進攻作戦の打鋤，戦略持久への転移方針を決定。

　仏・独外絹（ボネ・リッベントn一プ），独仏善隣協定（不可侵共同宣言）

調印。

　〔国〕　教育審議会より内閣総理大艶あて国語に関する建議を提出，可決。

　陸軍航空総監部設置を公示〔陸軍〕。12，月10N，海軍連合航空隊令公示

｛海軍〕。

　〔日〕　第二十五回全島国語演習会（場所，台中市樺山小学校講堂，参加人

数360名，番外を含む）。

　　〔書〕　「禽ljラ℃選書」干ij行開始。

　　〔書〕「支那事変歌集・戦地篇」（大貝本歌入協会編，’姐年1◎月，銃

後篇刊）。

　〔日）漸江省，「断江学資貸与規則」・「漸江省幼稚園規則」公茄。

　米・中間にトラック・ガソリンと桐油㊧バーター借款（2500万ドル）調印

　f興亜院三綱」〔勅令第七百五ナ八号，公布昭和十三年二月十六H〕（総務

長窟柳川平助陸軍中将）。

　｛日〕　牡：丹江省，「牡丹江省学校授業費規則」公布。

　〔朗盤谷第一日本語学校開設（所在地盤谷ターチャンワン）。H泰協会

（会長泰人）の鷺泰文化研究所経営。臼語文化協会主事一画一也の努力により

設けられた。

　涯兆銘，重慶を騰出してハノイ薦，　12月3◎H，対日和平声明。

　独，中国におげる優越権癒持。

　　〔書〕r初等葭本語讃本　巻二」（再版。在満H本教脊会教科書編輯部）
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項 麹

　近衛首相，日中国交調整の根本方針として善隣友好。共同防共・経済提携の

近衛三原則を声明（「第三次近衛声明」）。

　日本軍，天津英仏稲界への交通を制限。

　閣議，新南群島の領土編入を決定。12月28日，台湾総督府の管轄下に入

れる。

　スペインのフランコ軍，カタmニァ進撃開始。

　汎米会議，「リマ宣言」を採択，米州諸国への外国の干渉反対を声明。

　国府軍と八路軍交戦（r張蔭格事件」）。

　満州国民生部，「公立私立学校認定規則」を公布。

　東条陸軍次官，「ソ支瓢正面戦争」準備の発言。

　米国，門戸開放無視の申国の薪秩序承認せずと対日通牒。

　〔国〕　團語審議会より「仮名璋改定論議要略」発表。

　〔日〕　中華民国政府教育部立臨時教員養成所設立，日本語教員養成班を組

織（日本語教科書の編纂を日系専員数名によって行う）。

　　〔書〕「目語之門」（湯導燈，啓明難局，民圏廿七年十二月初版）。

　　〔書〕「英和独仏・独和英仏土木埋築用語新辞典」（建築資料研究会編，

太陽堂。「NEW　DICTIONARY　OF　CエVIL　ENGINEERING　AND

ARCNZ　WECTUREJ　）．

　　〔書〕「日本放送協会採定標準洋楽語彙」（大日本音楽協会楽語統一調査

事業委員会編，共益商社書店）。

　　〔書〕「分類漁村語彙」（重曹国男・倉ff一郎共著，畏間伝承の会）。

　この頃，「戦時国家独占資本主義体制」確立。

　〔田〕　この年，泰国には，外務省文化事業部の企藤により，E泰協会を経

営主体として，日泰文化硫銀盤と併せて盤谷醸本語学校を設置し，員本語の教

授を中心とする文化事業が育成された（開校巌時は，生徒150ぐらい，二部

教授）。

　〔日〕　旗：立小学校創立（蒙tr　，成紀七三三年。鑓本語は，1年～4年まで

毎週2時間）。

　〔H〕　ブラジル，1蛋歳以下の児童に対する外圏語教授法の禁止令公布。

　〔日〕西部日本語学校（モmン）開校。

　〔貝〕　事変以来，中等学校・小学校の教員で，満州・支那・台湾・朝鮮・

関東州・南洋などの外地海外へ行ったもの，〔昭和13年〕k17名。

　〔臼〕　満州国，この年，麟民学校13886，学生数1429805，中等学

校｝89，　学生数曇7◎08，　高等教育機関1◎，　学生数25290

　〔田〕　満州国における語学試験受験者数・合格者数（〔日本語〕特等受験
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項 自

者数139，合格回数9，一等受験者tWl167，舎格者数59，二等受験者数

3429，合格者数269，三等受験者数12294，倉格者数1931，合計受験

者数17083，金計合格者数2268）o

　〔H〕　師範教育を受けた本臨人生徒数・卒業数（師範学校，学生数344，

卒i軽骨67）。

　〔日〕　台湾の公学校高等科・補習教育を受けた本島人児童数・卒業数（生

徒数，：本島人13898，高砂族64，卒業数，本島人5517，高砂族25）。

　〔鶏〕　台湾の小学校でr国語教育」を受けた本島人児童数・卒業数（小学

校，生徒数，本島人30◎7，蕃入28，卒業数，本島人狙◎，蕃人6，小学

校高等科，生徒数，本島人204，蕃人ll，卒業数，本島入9◎，　i蕃人5）。

　〔日〕　中等教育を受けた本島人生年数・卒業数（生徒数，本島人9269，

高砂族2，卒業数，本島人425，高砂族0）。

　〔H〕　高等女学校教育を受けた本尋人生徒数・卒業数（女子葛等普通学校

生徒数，本島人2287，高砂族0，卒業数，本島人577，高砂族0）。

　〔貝〕　f実業教育を受けた本島入生徒数・卒業数（実業学校，生徒数，本

島人1992，高砂族8，卒業数，本望人259，高砂族1，爽業補習学校，生

徒数，本島人44，51，高砂族2◎5，卒業数，本島入1159，高砂族87）。

　〔H〕　各種学校教育を受けた本島人生徒数・卒業数（生徒数，本臨入

4088，高砂族16，卒業数不明）。

　〔H〕　高等学校の本臨人生徒数・卒業数（生徒数ll幽，卒業数碧）。

　〔日〕　大学教育を受けた本島人学生数・卒業数（台北帝大，学生数7◎，

卒業数10）。

　〔臼）　専門教育を受けた本島人学生数・卒業撒（学生数168，卒業数？0）。

　〔H〕　蕃童教育所の生徒数・卒業数（所tw　185，生徒数9392，卒業数

21ワ3，就学歩合84．52）。

　〔日〕　「国語」保膏園，幼児国語普及施設罪数・生徒数（回数313，生

徒数139◎31）o

　〔H〕　国語講習所調（国語講習所3454，生徒数214865，簡易国語講

習所3852，　生徒数257277，　合計所数73◎6，　！≦≧・計生徒数4f　72142）o

　〔鎖〕　睡語講習所の所管・会員数・普及歩合（所数269，会員数17223

普及歩合32．Ol）。

　　〔書〕「公学校用国語読本（改正出版）第一種巻五・六同掛図巻四，五」

（台湾総督府）。

　　〔書〕r公学校用書方手本第三学年用上下」（台湾総督肩）。

　　〔書〕「公学校数科書編纂趣意書」（台湾総督府）。
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　　〔書〕「初等黙劇高等科用編纂趣意書」（台湾総督府）。

　　〔書〕「中等公民科教科書巻一一，二改訂版」（台湾総督府，昭和13年～

14年）。

　　〔書〕「女子公民科教科書巻一，二改訂版」（台湾総督府，曜和13年～

lk年）。

　　〔書〕「公学校高等科女子農業書巻一，二」（台湾総督府）。

　　〔書〕「公学校國史無二　第一種」（台湾総督府）。

　　〔書〕「公学校家事教科書巻一，二，三」（台湾総督府）。

　　〔書〕「公学校高等科女子商業書巻一，二」（台湾総督府）。

　　〔書〕「公学校高等科家事書第一，二学年用」（台湾総督府）。

　　〔書〕「新訂日台大辞典」（台湾総督府）。

　　〔書〕「公学校高等科裁縫手芸教授書一，二」（台湾総督府，昭和13年

昭和14年）。

　　〔書〕「教授研究発表会発表要項第六回」（台南師範学校　附属公学校編

　　〔書〕f綴り方科教授細筆」（台北市松山公学校編）。

　　〔書〕「全村学校教本」（塩蒲庄編）。

　　〔書〕「あけぼの読本第三学年用」（富田：豊）。

　　［書〕「国語教本教授書（全）」（台湾総督府銀製局）。

　　〔書〕「公学校用国語読本教授細駐並に教材研究」（巻一～十二）」（台

北一能二公光昭会意，昭和13～17年）。

　　〔書〕「国語教本」（新庄郡教育会編）。

　　〔書〕「属語講習所教本」（海由郡鴬垣庄）。

　　〔書〕「国語講習所用圏語教授案（巻一）」（山口正明）。

　　〔書〕「公民国語読本」（内寮公学校）。

　　〔書〕「皇畏塾生国語教本巻一」（宮田庄国語普及研究部）。

　　〔書〕「公民塾国語教本」（北港郡）。

　　〔書〕［国語講；習所国語教授書」（樹林公学校）。

　　〔書〕「国語講習新講師用教育学と国語教授法」（栗原源七）。

　　〔書〕「國罠塾読本巻一」（鳳山郡民風作興会）。

　　〔書〕「簡易速成国語捷径」（許遜謙）。

　　〔書〕「国語教本」（蘂石公学校）。

　　〔書〕「国語教本巻一一一」（石榴班国語普及研究部）。

　　〔書〕「国民塾話方唱歌教授細剴（新営郡国語常用聯盟）。

　　〔書〕「国語図解j（郭讃基）。

　　〔書〕「皇畏読本」（金井塚巳着）。

　　〔書〕r台湾の社会教育」（台湾総督府，暇和13年～18年，「各年度」）。

　　〔書〕「北部台湾に於て福建系本鳥人の使用するアクセント研究」（寺狽
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項 短

慮四男）。

〔書〕「台湾教育」（第四二六号～第四三七号発行）。

　　〔書〕「露語俗語日本現代語法」（松浦鼠戸，文面堂）。

　　〔書〕r日J4F語会話（三巻）」（松宮弥平，日計文化学校）。

　　｛書〕「漢語詳解標準日本語翻修全書」（岩井武男，文求堂）。

　　〔書〕「改定中等ff語課本　前後編」（五薫木元著，新京・満洲電信電話

満洲国康徳五年刊。2冊）o

　　〔書〕「漢語解輝日語尺臓之羅識法及作法」（岩井武男署，民蟹蓬文選校，

東京・文求堂。IOlP）。

　　〔書〕「簡易鶏官暦話」（岩村成正著，東京・尚文堂。139P）。

　　〔書〕9初等土語臨本j（高富幽幽署，東京・満洲電信電話。満洲国康徳

五年刊。50P）。

　　〔書〕「日轡會血振本」（長野政論，神自画共藩，台北・福大公司。166

P）o

　　〔書〕「日面晶出」（橋川時雄署，北京特別市公署社会局。民圏廿七年刊

51P　）o

　　〔書〕「最新蘭語基礎臨本」（民国張虚血編，天津・世界図書公司。民国

士レ七年干lj。　164P）o

　　〔書〕「原文封照日本現代新語僻典」（日出研究社台，北京・新民書判。

民法廿七年刊。430P）。

　　〔書〕「日語義出品藍鼠語面出指南」（民国御悩面面，民国蘇醸畑瀬，北

京・華昌書局。畏国廿七年覇。166P）。

　　〔書〕「H語華課三山H語會話指南」（民園柳篤檀著，北京・華昌書局。

民国甘七年刊。241p）。

　　〔書〕「N語話本」（満洲劉潤圃編，奉天・徳和義書局。満洲康徳五年刊

22P　）o

　　〔書〕「日本語教本　3巻」（台湾総督府文教局学務課編。3冊）。

　　〔書〕「東游紀行」（罠国国海鳴薯，天津・庸官社。昆国廿七年覇。108P）。

　　〔書〕r東遊雑感」（民国朱華薯。出国甘七年忌刊。活版。1葡）。

　　〔書〕「東遊雑感」（民国朱華署。民国甘七年序刊。43P）。

　　〔書〕「H本童話集」（満洲遣藷畏編，薪京・満洲帝罵教育会。満洲康徳

五年刊。内容：1編　賑本之初　2編　天之岩戸　k篇　因幡之白兎　7篇

猿蟹合戦　8篇　四切雀　ll篇　桃太郎　13篇　瘤取　14篇　海月之使

　15篇　文福茶釜　17篇　滞島太郎　19篇　金太郊　等）。

　　〔書〕「霞山守館門門分類目録照和12年9月末現在」（東京霞山会館
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項 飼

昭和13年刊。244P）。

　　〔書〕「日本漢學史」（牧野謙次郎著，東京・世界堂。昭和13年刊。

336P　）o

　　〔書〕「〔佛直書翼〕」（〔庚申佛経流通腱編〕，北京・庚申仏教流通処

民匡饗廿七年干ISe　29◎P）o

　　〔書〕「中華文戴蓮識：本」（宗教問題研究所編，東京・宗教問題概究所。

艮召和13年Iljo　「1ヨ本：宗激譲1本第2篇j　o　48P）o

　　〔書〕「近衛内閣論」（民国孔志澄著，日本間題研究會編，長沙・商務印

書館。民国廿七年前。　「β本知識叢刊」。64P）。

　　〔謝瞠中支那全副（木崎糸堪一編凍．偉櫓店岬秘3年刊・

地麟13放。1柵）。

　　〔書〕「最薪北京指南」（民国田悪感編，北京・自罫書局。民国甘七年9i

ユf母）。

　　〔書〕「福建省地圏〔及〕福州市街麟」（璽灘総督暦文教周學務課編，

〔台湾総督府〕。昭和13無二刊。2枚）。

　　〔書〕ダ心血贋測西京地園」（上海・至誠堂。昭和13年刊。1枚）。

　　〔書〕「〔慶門地麟〕雷門農全閥　慶門細論閥　鼓浪婆動転」（蔓灘総督

府文数油壷務課編，台湾総督府。昭和13年刊。3舗）。

　　〔書〕「廣東省慮及廣東市街閥」（蔓灘総督府文教局商務課編，台湾総督

府。昭和13年刊。2舗）。

　　〔書〕「与頭地醐〕飯頭帯街翻・潮油地方圏」く難麟総督府文激局畢務課

編，台湾総督府。昭和13年目。3枚）。

　　〔書〕「最新北支那要圓」（満洲日日新聞社編，濡洲・満洲HM新し聞社。

昭和13年刊。1枚。「満洲藏血縁聞11姐7第号附録」）。

　　〔書〕「最新地番入新京市街：地圏」（暫京・三重洋行。満洲康徳五年刊。

1枚）。

　　〔書〕「新麗町名入吉林市街地欄」（黒木正明編，吉林・吉林広告社。昭

和13年刊。1枚）。

　　〔書〕「吟爾濱市：全圏」（廣岡光治編，吟爾濱・恰爾濱興信所。昭和13

年刊。玉枚）。

　　〔書〕「吾懸與吾罠」（民圏林語堂著，難官訳，世界新聞出版社。民国廿

七年刊。166p）。

　　〔書〕「東亜聯盟結成論」（儲東六十次郎著，東京・大陸思想戦研究会。

日召和13年干llo　262P）o

　　〔書〕「長近日本政治的剖視j（民国龍象著，藏本問題研究會編，上海・

商務印書館。民国甘七年刊。「鼠本知識叢刊」。94・P）。

　　〔書〕「孫丁丁及三民懲之丁丁」（西洋卜丁丁著，丁丁丁丁和訳，新中国
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項 昆

社。民国三七年刊。26P）。

　　〔書〕「東亜外交史論」（青柳篤檀弓，粟京・世罫堂。昭和13年刊。

thO2P　）o

　　〔書〕「満洲農業二二入植圏」（濡洲拓植委員會事務局編。昭湘13年刊

1放）。

　　〔書〕「最近日本之三際収支」（民国孔志旧著，日本間題研究曾編，上海

・商務印書館。民国甘七年利。fR本知識叢刊」。1購）。

　　〔書〕「赤色支那j（大久保引一著，東京・高山書院。昭和13年刊。

338P）o

　　〔書〕「修正初小國語教科書」（教三部編審會編，北京・新民印書館。畏

国廿七年干の。

　　〔書〕「修正高小三富敏科書　3，4冊」（敏育部編審會編，北京・新罠

印書館。民国三七年刊。2冊）。

　　〔書〕「初中記文　6巻」（敬育三編審會編，北京・新民印書館。民国甘

沼年刊。6冊）。

　　〔書〕「支那人に接する心得」（原口統太郎著，東京・実業之日本社。昭

和13年刊。342p）。

　　〔書〕「日本二時貿易政策」・（罠国符旧著，日本問題研究會編，上海・商

務印書館。三二廿七年刊。　「日本知識旧刊」112P）。

　　〔書〕「〔満洲放送資料〕」（満洲電信電話株式會社放送部編，満洲電信

電話株式二二。昭和13～14年刊。タイプ。5冊）。

　　〔書〕「中子親代文調本」（山室三良等編，北京・近代科学図霧館。昭和

13年刊。17◎P）。

　　〔書〕「支那語讃本」（日本評論三編，東京・日本評論社。昭和13年刊

252P。「麟本評論」昭和13年3月号別柵付録）。

　　〔書〕「亜細亜雪語集　支那官話部7巻」（廣部精編，棄京・膏山清吉。

昭和13年干1｝。2冊）。

　　〔書〕「親標準英文問答百日通」（春明書店編輯部編。上海・春明書店。

艮国忌七年刊。88P）。

　　〔書〕「日慶二三」（璽灘総督府文教局畢務課編，台湾総督府文教局。昭

和13年干1］。　3◎6P）。

　　〔書〕「簡易廣東語二二」（三国二三麟編，東京・文求堂。昭和13年刊

112P　）o

　　〔書〕「支那語素話初級編」（矢野三助著，東京・尚文霊。昭和13年

刊。76P）。

　　〔書〕「憎憎憎憎（憎憎紀行）」（岡田刃（鹿門）著。昭和13年刊。孔

版。1柵）。
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項 臼

　　〔書〕「雪泥鴻爪　3巻」（閾千刃（鹿門）著。昭稲13年刊。孔版。3

冊）。

　　〔書〕「長篇痴情小説怨鳳密画　2巻」（民国張帳水著，奉天・中央書店

満洲康徳五年刊。2冊）。

　　〔書〕「春風楊柳」（瀧洲方奈何著，大連・商業書癖。昭和13年刊。

278P　）o

　　〔書〕「蕎鳥集」（民国蘇雪林署，商務二二館。民国急走年刊。「現代文

藝叢書：jo　27をP）o

　　〔書〕「江水集」（満洲徐瀦著，吟爾浜，商務印書館。瀧洲康徳五年刊。

257P　）e

　　〔書〕「初等日本語読本（巻一～巻四）」（在満日本教育会教科書編輯部

編）。

　　〔書〕「現代語成日語會話教科書」（華永高。民国廿七年）。

〔書〕「山下先生還暦記念東洋論文集」。

〔書〕「東亜連盟論」（窟崎正義）。

〔書〕「朝鮮殖産銀行廿年志」（守屋徳夫）。

〔書〕f京城府税制一班」。

〔書〕「京城府の財政」。

〔書〕「京城府土木事業概要」（京城府）。

〔書〕「京城勧業一一班」。

〔書〕「平安北道史」（平安北道編）。

〔書〕「半昆の近影」（朝鮮総督府鉄道局）。

〔書〕「協和会の概貌」（呂作新。康徳五年）。

㈲幽幽轟撫（満洲帝国協和会。康徳五年）．

〔書〕「満洲国及北支の金鉱及砂金」（小山一郎）。

〔書〕「北面鉄道背後地圏調査統計篇（地方中心市場）」（満鉄）。

〔書〕「満洲移民の環状と百万戸移民計画（他十点）」（拓南局）。

陰面民会融融（灘臨民会・民国確）・
〔書〕「新支那親勢要覧」（東亜同文会）。、

〔書〕「支那各省経済事情（上・中・下）」（赤松祐之）。

〔書〕「面倒経済政策ノ或基本問題」（斉藤良衛）。

〔書）「支那財政経済論」（小林幾次郎）。

〔書）「E・カン・戦時下支那の貿易・金融」（森沢昌輝訳）。

〔謝沖国の蹴創（長　　江ｼ枝茂夫訳）・

　　　　　　　　　　　　　　　ロツシング◎パック
〔書〕f支那農業論（土下巻）」（三輪　孝　　　　　）。
　　　　　　　　　　　　　　　加藤健郎訳
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代 項 麹

　　〔翻心倣那吐血題」（霧謄準済研究会編）・

　　〔書〕礎纒」（衛藤利夫）。

　　〔書〕「支那正史（全期聡）」（高山洋壱）。

　　〔書〕「支那及び支那人」（村土知行）。

　　〔書〕「北方大港事情（謄）」（満鉄北支事務所）。

　　〔書〕「北享那経済綜観」（満鉄産業部品）。

　　〔書〕「支那棉花の問題」（国松文雄・岩闘弥太郎訳）。

　　〔書〕「茶道支那行脚」（後藤糊太郎）。

　　〔書〕「北支・シベリア・蒙古」（佐藤　弘編）。

　　〔書〕「台湾の産業」（台湾総督府）。

　　圏「馨離響門門）」（台血温府）．

　　〔書〕「高雄高下農家実行組合の機要（台湾）」（竹本俘一郊）。

　　〔書〕「台北市統計書（昭和13年）」（市役所）。

　　〔書〕r農家実行小邸体の現況と指導奨励計繭」（台湾総督府）。

　　〔書〕「台湾農業倉庫事業成績統計」（台湾総督府）。

　　〔書〕「拓けゆく内南洋上（佐々木喬）。

　　〔書〕「インドの瞬びj（ボーース・ラスビハリ）。

　　〔書〕「世界植民地の資源と経済」（益国直彦）。

　　〔書〕「アイヌ英和辞典（第墜版）」（ジョン・バラ㎞，岩波書店）。

　　（es）　fWatewakl’s　Short　Cut　So　Japanese　Conversation

for　bigtnners」（帯刀要哉）。

　　〔書〕r論語地理学」（ドーザー著，松原秀治訳，改訳漏出33年，「フ

ランス国語地理学」と改題）o

　　圃韓語翻・その離」（今泉忠義。臼官社）．

　　〔書〕「読本：の語法（国語構造要説）」（鶴田常吉，：晃文社）。

　　（書〕　「明治以降教育籍通点心達史」　（教育更編纂r会編，　～，39脅三3月。

12巻）。

　　〔as　）「最近の教膏哲学」（長田新）。

　　〔書）r教膏血忌単」（伏見幅出）。

　　〔書〕「各科教授案の研究」（広島高等師範学校附属中学校）。

　　〔書〕「教育断想」（篠源助市）。

　　〔書〕　1一寒斤学習才旨導要論」　（石山脩平）。

　　〔書〕「生活・科学・教育」（中村清二）。

　　〔書〕ヂ先づ教膏を革面せよ」（野口援太郎）。

　　［書〕9現下の数膏問題」（小川正行）。

　　〔書〕r田本教膏への反省」（丁丁浅太郎）◎

　　〔書〕「親興報徳教膏」（加藤仁平）。
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項 農

〔書）「新撰実業修身書（全：五柵）」（豊理章三郎）。

圓囁曝露騰糊（欄公孝）．
〔書〕　「時局と教面的対策」　（佐々木秀一）o

〔書〕r国民教育の諸問題再検討」（佐藤熊治郎）。

〔書〕「集団勤労の本質及方案」（岡照始川）。

〔書〕「親と子の為に語る」（名取夏司）。

團「教育審議罐燧頁聾璽竺輔事録」。

階謡講羅認離整難輿論」（文部省）・
〔書〕「愛媛漿教育史（前編）」。

〔書〕「津市文教隻要」。

圃爾無籍録」（函館教育会）．

〔書〕「熊本高等工業学校沿革史」（熊本高等工業学校）。

〔書〕「師範学校法令の沿革」（文部省）。

〔書〕「京都師範学校沿革更」。

〔書〕「学寮史」（山形高等学校学寮隻編纂委員会）。

〔書〕「習学寮史（五高）」（習学毒念編纂会）。

〔書〕「幼児の精神」（千葉胤成）。

圃「禁鳥無二（上・稽）」（繋墓毒）・

圃「翻鋒教育学校搬酬（栖重直）．

〔書〕「帝塚山文集（四冊）」（児童生活研究会編輯。～照和17年）。

圏「小w欝育腱設」（野瀬寛顕）．

〔書〕「学校教育学」（古豪真衛）。

〔書〕「学校訓育の具体的研究」（茨城県初等教育連合研編）。

〔書〕「創立三十周年記念誌」（奉天敷昆尋常小学校）。

〔書〕「青年学校経営」（山口晶帯）。

〔書〕「青年教育の革薪」（粟原美能留）。

〔as　］「社会教育の革薪」（樋上亮一）。

團「獄文化と駅教創（癖馬話蓑う・

〔書〕「数学方法論」（伊藤至郎）。

〔書〕r綴方教具」（清水幸治・他）。

〔書〕「読方教育実践諸問題」（徳田　進）。

1諜難灘罐勲）媒）．
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項 昌

〔書〕「形象理論と国語教育」（西原慶一一編）。

〔書〕「書方教授の実際的薮主張」（水戸部寅松）。

〔書〕「教育書道の理論と実際」（石橋啓十郎）。

〔書〕「児童心頭学」（安倍三郎）。

〔書〕「新法律の解説（自？3～8◎議会）」（法学協会。～昭和17年）。

〔書〕「法学評論（上下）」（小野清一一郎）。

〔書〕「朝鮮司法協会決議回答輯録（続）」。

〔書〕「イギリス証拠法研究」（峰岸治三）。

〔書〕「教養と文化の基礎」（田中耕太郎）。

〔書〕「独裁政と法律思想」（高柳賢三）。

圏「難喜錘露藁獺長、藻9」（商工経甑一昭和・・年）

〔ee　｝「法律に於ける思想と論理（牧野先生還麿祝賀）」。

〔書〕「佐々木博士還潜祝賀寵念」（佐々木博士還縢祝賀会）。

〔書〕「牧野教授還暦祝賀刑事論集」（小野清一郎）。

面癖篶臨池蜘（楳漢土）．
〔書〕「日本文学論致」（垣内先生雪乞記念会編）。

〔副鳴題画盛代法の出題」（躰傭法曹会）．

〔書〕「国司制度崩壊に関する研究」（吉村茂樹）σ

〔書）r面面憲法講義」（佐藤丑次郎）。

〔書〕「明治初年の：立憲思想」（鈴：木安蔵）◎

〔書〕「行政法学概論（二巻）」（田村徳治）。

〔書〕「行政機構の基礎原理」（田村徳治）。

〔書〕「朝鮮行政法概要」（内謁達孝）。

〔書〕「地方磨治制の研究（1）」（渡辺宗太郎）。

〔書〕f英国霞治制度の研究」（小川帯太郎）。

〔書〕「自治制発布五十周年三己念論文集」（東東市政調査会）。

〔書〕「都市と農村」（藤沼宗光）。

面隠灘麟鶏議会操物＿」（大阪都市協会）・

〔書〕「都市計画概要」（朝鮮総督肩内務局）。

〔書〕「欧州大戦と住宅問題」（大阪市社会部）。

團戸戸霧員（第一厩～八四）」．
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項 目

〔書〕「水の法律」（安田三鷹）。

〔書〕「森林法律学」（池野勇一一）。

〔書〕f郵便法論」（奥村喜和男）。

〔書〕r経済警察は斯く鞭締る」（読売薪聞）。

　　〔書〕「日本学としての溝本国家単」（佐治謙i譲）。

　　〔書）「帝室制度史（全六巻）」（帝国学士院。～昭和17年）。

　　〔書〕「紀元二千六着年（一～三巻）」（内閣紀元二千六百年祝典事務局。

～昭和15年）。

　　三野器編簾．町（菰田萬一郎）．

　　〔書〕「古事記神代篇の正しき解釈）」（二木謙三）。

　　〔書〕「皇道と徳育」（荻原　拡）。

　　〔書〕「創立二十周年記念誌」（斯文会長岡支部）。

　　〔書〕「国体の本義と基督教の神髄」（fi野真澄）。

　　〔書〕「農本維慧論」（佐藤慶次郎）。

〔書〕「敷治統制論」（今中次麿）。

〔馨）「日本政治思想研究」（内田繁隆）。

〔書〕「ヒューマニズムの政治思想」（蠣山政道）。

〔割「・・シズ備」（パimム・ダット@　松原宏訳）・

〔書〕ヂ吉野親の越後勤王史」（斉藤秀平）。

〔書〕「明治初年の立憲思想」（鈴木安蔵）。

圏雌魏♂藏二於ケノレ」（三省欝保局）．

〔書〕「魂を吐く」（中野蕉岡）。

〔書〕「総動員」（飯沢章治）。

〔書〕r全ソ連盟共産党史（上・下）」（外務省）。

〔書〕「亜細亜罠族の研究」（須出　卓）。、

〔as　］Fシ・一一ボルト研究」（日独文化協会）。

こ書〕「⑱勲功華族授爵表」（貴族院調査課）。

〔書〕「大名華族授爵表」（二二院調査課）。

〔書〕F⑳公家蘂族授爵表」（貴族院調査課）。

〔書〕「大陸外交の先駆山地公使」（長谷画幅）。
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代 項 霞

〔書〕r海老名弾正先生伝」・（渡瀬常吉）。

〔書〕「菊地先生伝（中央大学）」（新井要太郎）。

〔書〕「竜城雑稿（弁護士）」（播磨籏次郎）。

〔書）「山内喜之助氏遺掛劉（想上留吉編）。

〔書〕r柳沢論文集（畜産論）」（柳沢銀蔵）。

（書〕「男爵団琢磨伝（上・下）」（同刊行会）。

〔書〕「岡本桜伝（瓦斯・工博）」（野依秀市）。

〔書〕「高橋長秋伝（肥後銀行頭鞭）」（千丁栄次）。

〔書〕「木村長七自伝（斎淘鉱業）」（茂野吉之助）。

〔書〕「稲畑勝太郎君低（関西財界）全二冊」（高梨光司）。

〔書〕「小松台文存（満鉄技術籔）」（員瀬謹暑）。

圏r…ン・伝一平細めて司（ジューン・ビンガム鹿島平和研究所）・

圏騨合關激論講（政治経済ｶ化三冊）騰」（蠣省）．
〔書〕「ソ聯邦ノ支那事変観」（満鉄調査部）。

〔謝騰・鮫・關の憶咄（エドワルド xネ薄（チェコ））．

〔書〕「国際ヨ本の地位」（白鳥敏夫）。

〔書〕「国際読本（一～ナ巻）九冊」．（外務省）。

〔劃…ゼヴ・・ツの戦争論」（奏久篠蕪訳）．

〔書〕「日本経済の軍事的態勢」（小浜重雄）。

圏購・経済謡講（ペルリ ﾗ書暴璽究所）．

〔書〕「ソ聯・英・米・仏侵略の跡を顧みて）（小玉興一）。

〔書〕「蜜国徴兵発達史」（天野強E－ll：郎
∮c信三）．

〔書〕「情勢寛伝研究資料（七冊）」（内閣年報部）。

〔書）「イギリス証換法研究」（霊岸治三）。

〔書〕「犯罪論序説」（滝川幸辰）。

〔書〕「レンツ犯罪生物学原謝（吉益若夫）。

〔書〕「少年保護要論」（谷　丁年）。

〔書〕「司法保護事業の動向　九～十六輯」（全N本司法保護事業連盟）。

圃「難講暴ひ諭する」（小職究所）・

〔書〕「舶用法医学（増訂六版）」（小南又一郎）。

〔書〕「民法要義（全篇）」（近藤英吉）。

〔書〕「概説民法繁百七捨七条」（土生滋穂）。

〔書〕f報続法論（上下）」（近藤英告）。

〔霧〕「翻例遺言法」（近藤英吉）。
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項 目

〔警｝「家族制度全集（全十巻）」（中川蕃之助）。

圃睡馨讐蝦議決講覧」（右仙常吉弛）．

〔書）「訴訟法学の諸問題（一一巻）j（訴訟法学会）Q

圏陶産物謡講講（ま二藍）」（撚諏他）．

［書〕「強制執行法論」（壷井籏蔵）。

〔書〕r強制執行法論」（小野木　常）。

儘嶋雛訴・戴調（上圏ド）」・（樹齢治）・

〔書〕「判例競売法」（金　澄）6

〔書〕「破産理論の研究」（小野木　常）G

〔書〕「判例不動産法の研究」（浅井清信）。

〔書〕r経済的需要と商事判例」（西原寛一一）。

〔書〕「商事判例回顧」（小町谷，伊吹）。

〔書〕「改正商法総周概論」（華中耕太郊）。

〔書〕「黛本三会商法（上・下巻）」（佐々　穣）。

〔書〕「株式会社発生史論j（大塚久雄）。

圃轡綴＋三韓主峰聾法律‘k、e－」（山一証券）．

〔書〕「株券法論（上巻）」（寺尾元彦）。

〔書〕「海上保険特殊問題」（藤本幸太郎）。

〔書〕「小切手実体論」（糞玖月尻夫）。

〔書｝r財政学原理」（土方成美）。

こ書〕r財政学新講」ぐ北崎進）。

〔書〕「日本財政政策」（汐見蕊郎）。

〔謝「国家融の戦観照」（ゼー ﾙ　撫）・

〔書〕「莫國議会における予算案審議の次第」（大蔵省kl　t局）。

〔書〕「産業組合政策と下説問題」（本位国祥男）。

こ書〕f闘接税の研究」（松野賢吾著）。

〔書〕「近世の産業と両替商金融」（金融研究会）。

〔書〕「野村銀行二十年史」。

〔書〕「朝鮮殖産銀行二十年志」（同銀行）。

こ書〕「社会学論研究（増補版）」（岩崎卯一）。

〔書〕「帝国議会農村問題年報」（森　徳久毒素）。

〔書〕納本に於ける農村問題」〈稲村薩一）。

〔書膿榔離醐査（実態編T説論）」（農林省）．
〔割「蟹醐の研究（舗瞥羅）・

〔書〕「鷺本精神に基く優秀村の建設」（香月秀雄）。
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項 鐘

　　〔書〕「分村両腰の樹て方ま（長野県厚生協会）。

　　〔轡〕ヂ銑後の護｝）勤労奉仕施設の概況」（山梨県経済部）。

　　〔書〕「農山漁村　銑後対策脇議会要録」（滋雨農会）。

　　〔書〕謬罵錨縣：心として一（大谷省三）．

　　ξ書〕「戦時体欄下の農村対策」（助川啓四郎）。

　　〔書〕「霜露　社会事業綱要」（生江孝之）。

　　〔書〕「・念・三三に於ける社会事業教育に就て」　（大阪霧社会部）。

　　〔書〕「米国に於げるスラムと其の対策j（大阪市祇会部）。

　　〔書〕「最近制定の椎会麗孫法規集録」（東京市役所）◎

　　〔書〕「軍事援護事業概況（第2輯）」（厚生省）。

　　〔書〕ギ標灘生活の研究」（添原平八）。

　　〔三冠鑑論三冠」（鵜ジ訓．
　　〔書〕r（救癩手記）／1暢の春」（小川正子）。

　　〔書〕r歯面県体膏出生概要」（静岡県）。

　　〔書〕「国民生活と国民面出jC騰崎文規）。

　　〔講〕f職業婦入に麗する調査」（大阪布社会部）。

　　〔書〕r小学校卒業児童就職事情調査j（東京市役駈）。

　　〔書〕r国民精神総動貫と基督者」（釘宮辰生）。

　　圏「・・／ラー・辞」嘆無徳勝）．

　　〔書）「ヒトラL一一一・ユーゲント」（報知薪聞社逓信部）。

　　〔書〕「和英　邸鵬・書誌百科辞典」（H本印刷学会）。

　　〔書〕ギ旧萩藩非常用貯蓄金穀」（三輪為一）。

　　〔書〕r謬至愚暴露歩留寧心嚢解讐護㌍講瓦．彫刻（6・羅）」（帝窯博物

館）。

　　〔書〕r戦時戦後の労働敷：策」（（財〉協調会）◎

　　〔書〕r労働統計論」（水谷良一）。

　　囲「工臨勿鼠壁繋用（其ノニ）交替畿（離雛産鞭

委員会）。

　　〔書〕「瀬頭に於ける我圏労働市場の状況」（協調会）。

　　〔書〕r産業心理学」（語原露見）。

　　こ書）ヂ工州内福利施設に鯛する研究」（大塚一朗）。

　　翻鯉蒲篠欝」（厚蛯社会周）・

　　こ書）ギ菓京第中央職業紹介事業要覧」（棄練布役所）。

　　〔書〕「職業獅産業上ノ地位年令劉人口」（大阪府職業課）。

　　〔書｝ギ職業捲導と労務輔導」（桐原藻晃）。
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項 目

〔書：〕「東北振興史（上・中・下巻）」（浅野源吾。～昭和15年）。

〔書〕「技術史j（桝本セツ）。

〔書〕r科学的入生観」（江原小弥太）。

〔書〕「鉄鋼及葬鉄鋼金属ノ統制二関スル資料」（目本商工会議所）。

〔書〕「内外地誌業調査書」（専売局）。

〔書〕「新露払水利概況（台湾）」（新竹丘水利組合）。

〔書〕f農本維三論」（佐藤慶治郎）。

團「腱総総温温査難」（企醗業部）．
〔書〕「戦後農村対策専門委員会N誌（一月～七月）」（中央農林協議会）

〔書〕「事変下に於ける農家経済」（石川県農会）。

面罵諾鎌簾講羅」（躰勧業銀行）．
屠〕「麟歯学（k・下）」（リ 燈淘Aコ）・

〔書〕「本年の豪讐に困る農作物其他被害状況」（帝国農会）。

〔書）「農村工業地理」（尾原信彦）。

〔書〕「農村の機tw　［業」（大河内正敏）。

〔書〕「善光寺平農業水利改良事業沿革史」（長野県経済部）。

㈲鞭黎繋る麟蠣鳩（謄）」（無点）．
圃離婁鞠調整聯」（重餅羅難会）・
〔書〕「勤労奉仕計画樹立指針」（岩手県）。

〔書〕「勤労奉仕爽綾調」（長野県経済部）。

圃「離層譲魏灘稗礫騰）」（福井県農会）．

〔書〕「労力移動班の組織と活動」（帝国農会）。

〔書〕「岩手県に於ける馬小作に関する調査」（馬政局）。

面識繍鮭無難給ノ」（大分県）・

〔書〕「実行小組合法針」（愛媛県農会）。

〔副螂鎌難於いて制定せられたる」（中幽幽齢）．

〔書〕「初等中等諸学校の学林」（農林省由林局）。

〔書〕「海外水産問題」（農林省水産局）。

〔書〕「漁村に輝く入々」（水産学校長協会編）。

〔書〕「牛馬移動二関スル調査」（窟由県経済部）。

圓幽魂㌶蕪雑隔一（A・チシユカ救仁郷繁）。

幽晦蒲難敵る」（帝膿会）．
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前 聞

　〔H〕　1月1日現在，南京におけるH語状況（市立小学校25校，児童

5980人，私立小学校不明，児童数2897人，寺小屋式私塾不明，児童数

120◎人，合計10，0ワ7人）。

国艮党，洗出銘を永久除名。

近衛内閣総辞聯。

平沼麟一一郎内閣成立，近衛，無任相として留任，有撫外相留任。

盤外棉，三国岡盟を正式提案。

　陸軍，内閣に今後の支那事変処理は興亜院を中心にと要望。

〔書〕「日本語教本　巻二」（台湾総督府文教局学務課）。

　挾貫寧辺垂，第一鳳参議会（鬼灯）。

　閣議，生産力拡充計画要綱を決定。

　5相会議，三国岡試案に関し，日面僻相互蔵力援助は，ソ連のみを対象とし

第三国は状況により対象とするとの妥協方針を決定。

　重慶で国罠党五中金大会開く（～1月29H。反共強化に向かう）。2月，

国民党，「異党活動制限弁法」（反共法）を秘密裏に制定（6月実施）。

　国際連盟理事会，血豆決議採択。

〔書〕「臼本語の概究」（兼常清佐，中央公論社）。

　フランコ軍，バルセロナを占領。

　〔教〕　東京帝大総長平賀譲，経済学部河合栄治郎・土方成美両教授の休職

処文を文相に上申，1月31日河合教授を，2月13巳±方教授を休職処分

（平賀粛学）。

　〔日〕　新京法政大学・薪京島鉱技術院・奉天工鉱技術院開校。恰爾寳学院

大学昇格。

〔書〕「台湾教育」（第四三八号）。

　　（同上）ド漢字の筆順」（坂本竹喜）。

　　（〃）「公学校用西語読本巻一より巻四に至る母性愛教材とその教

　　　　　育」（辻武夫）。

〔書）r日語講座第一輯」（鳥盛明），大隆暫三社。罠国廿八年一月初版

〔書〕「台北市児童の方言」（斎藤義七郎，「国語研究j）。

〔書〕丁丁習俗語彙」（丁丁男鵬民間伝承の会刊，岩波書店発売）・
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項 量

　　〔書〕f称漢故事成語辞典」（閣漢学院編，大洋社）。

　　〔書〕「『東亜共同体3の理念とその成立の客観的基礎」（尾崎秀実，

r中央公論」。このころ，東璽共同体論盛ん）。

　　〔書〕r藻玉堂書農　第2期」（北京・藻玉堂。1冊。民国廿八年一月）。

　　〔書〕「新民週刊　第16期」（新民会。週刊。民国廿八年一月）。

　　〔書〕「業務資料　第6巻1号」（満洲電借電話株式護国考査課編，満洲

電信電話株式会社。月干lj。昭和14，〔康徳六〕年1月）。

　ロンドンでパレスチナ円卓会議ひらく（～3月17日）。アラブ諸国代表・

ユダヤ代表，それぞれ別個に英政府と協議。

　政府，「国民精神総動員強化方策」を忌事。3・28「国民総動員官制」

〔勅令〕公布。

　H本軍，海南島上陸。

〔書〕「日文補充読本巻四」（北京近代科学自書館編纂部）。

〔書〕「教養文庫」（弘文堂）刊行蘭始。

　第一期第三次国民参政会（～21日）。

　〔N〕　財団法人賑語文化協会設立許可（設立者阪谷芳郎）。

　〔教〕「明倫専門学院規程」〔朝鮮総督府令第十三号〕（「明倫専門学院規

程左ノ通鑓ム　明倫専門学校規程　第一条　明倫専門学院ハ皇国精神二基キ儒

学ヲ研鐵シテ国畏道徳ノ本義ヲ閾明シ忠良有為ナル皇国臣民ヲ養成スルコトヲ

以テ自重トス　明倫専門学院ハ之ヲ経済学院二附置ス　第二条　明倫専門学院

二本科斗研究科ヲ置ク　本科ノ修業年限ハ三年，研究科ノ研究期閤ハニ年以上

トス　明倫専門学院ハ随時講習会ヲ開催スルコトヲ得　第三条　明倫専門学院

本科ノ学科呂ハ国民道徳，経学，儒学史，支那哲学，支那文学，国語，国史，

社会教育，体操，教練及支那語トス明倫専門学院研究科ノ研究科上期経学，子

学，支那哲学，支那文学，支那史学及作詩文トシ其ノ中二就キ生徒ヲシテ之ヲ

選択セシム　明倫専門学院ハ朝鮮総督ノ認可ヲ受ケ前二：頃以外ノ学科自又ハ研

究科囲ヲ加フルコトヲ三食四条明倫専門学院ハ学則ヲ定メ朝鮮総督ノ認可

ヲ受クベシ　第五条　明倫専門学院ハ生徒ヨリ授業料ヲ徴収スルコトヲ得ズ

第六条　明倫専門学院ノ生徒数ハ本科九十人，研究科二十人ヲ以テ定員トス

毛茸　ZSI　〈〉ハ昭和十四年四月一飯ヨリ之ヲ施行ス」）。

　注兆銘派の高宗武，鎗申和平案を携行して長崎着。

　〔国〕「電気関係標準用語j，内閣より告示。

　満洲国・ハンガリー，臼独静防共協定参加に関する議定書調印。

　国毘党，9異党活動捌限弁法」（反共法）を秘密裡に制定（6月発令）。
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項 g

　　〔書〕「皇民化運動と産業報国」（永田城大編纂，実業之台湾社）。

　　〔書〕「小学読方叢書　小学校における言語の教育」（大槻芳広，小学出

版社）。

英・仏，フランコ政権を承認。

〔国〕　国語審議会より「仮名遣改定に関する諸案集成」発表。

〔臼〕　信陽日本語学校創設（校長藤照奮備隊長ほか）。

〔書〕「台湾教育」（第四玉九号）。

　　（同上）f残された国語問題」（南真穂）。

　　（〃）「入学試験の作文答案を見て」（小山朝丸）。

　　〔書〕「綜合漢和辞典」（小柳司気太署，博文館）。

　　〔書〕「婦女雑誌　第2巻2，3号」（満洲王霊媚編，奉天。婦女雑誌社

月刊。満洲康徳六年二～三月）。

海軍航窒隊，：重慶を爆撃，以後反復爆撃。

大陸開拓文芸懇話会結成式。4月25欝国策ペン部隊，満洲へ出発。

英國，中国と法幣安定借款（1000万ポンド）協定調印。

「兵役法」改正〔法律〕公布（兵役期間延長，短期現役制廃止）。

　　〔書〕「北部台湾に於て福建系本昆人の使用するアクセント研究」（寺川

喜四男，早稲田大学言語学会）。

　ドイツ，ボヘミア・モラビア占領。

　ヒトラー，プラハでボヘミア・モラビアのドイツ保護領化を宣言（チェコス

ロバキアの解体）。

　内閣に生産力拡充委員会設置（会長は企画院総裁）。

　〔N〕「満州国二於ケル初等学校ノ在学者及卒業者ノ朝鮮内ノ学校ヘノ入学

転学二関スル件」〔朝鮮総督府令第三十二号〕（「満《個二於ケル初等学校ノ

在学者及卒業者ノ朝鮮内ノ学校ヘノ入学転学二関スル件左ノ通定ム　第一条

在満学校組合令二依ル学校組合ノ設立シタノ噌通学校ノ児童及卒業考ハ朝鮮教

育令＝＝依り設置シタル学校ヘノ入学転学ノ関係二付修業年限ノ相嶺スル小学校

ノ児童及卒業者ト同一ノ取扱ヲ受ク　ag　：条　満州国ノ法令二丁リ設置シタル

国警学校ニシテ朝鮮総督ノ指定スルモノノ学生及卒業者ハ朝鮮教育命一中リ設
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項 E

置シタル学校ヘノ入学転学ノ関係口付修業年限四年ノ尋常小学校ノ児童及卒業

者ト同一ノ取扱ヲ受ク　第三条　満洲国ノ法令二依り設置シタル国民優級学校ニ

シテ朝鮮総督ノ指定スルモノノ学生晶晶業者ハ朝鮮教育令二瀬り設置シタル学

校ヘノ入学転学ノ関係＝付修業年限六年ノ尋常小学校ノ児童及卒業者トee一一一ノ

敬扱ヲ授ク」）o

　ドイツ，ポーランドにダンチヒ割譲を要求。3月26日ボーーランド拒絶。

　注兆銘襲撃され，腹心の蛍仲鳴死亡。

　ドィッ，リトアニアの強制的国家条約（3月22貝）によりメール地方を占、

領・合併。

　「軍用資源秘密保護法」〔法律）公布。

〔書〕「国語法大綱］（松尾捨次郎，文学社）。

〔書〕「維新史」（維新資料事務局編。～’侃年12月20日。6冊）。

　「文化的協力に関スル日本国僻太利国聞協定」〔条約第三号，公布眠和十四

年三月二十八日〕（旧僻文化協定」）。

　フランコ政権，日独伊防共協定二加入。

　フランコ軍，マドリッドに入る（スペイン内乱終わる）。曇月1鷺米国，フ

ランコ政権ヲ；承認。

　東方会，議会行動の解消，国民運動に直進を申し舎わせ，4月4日院内団体

解消。

　南昌陥落。

　〔教〕　文部省，大学における軍事教練を必修とすることを通達。

　〔教〕　名古屋帝国大学を設置〔勅令〕（名古屋医大を医学部とし，’40年

4月1日理工学部開設）。

　英首記チェンバレン，英仏の対ボーランド援助を保障。k月6醸英仏，対ポ

ーランド相互援助条約を声明。8，月24臼調印。

　米国，中国と軍用機・発動機購入用の1500万ドル借款契約調印。

　〔日〕　ブラジルにおける3月現在の日本人小学校486。

　　〔書〕「中言人日本留學史稿」（実藤恵秀署，砂田蜜編，東京・日華學會。

昭和｝4h年3月干ljo　368P）o

　　〔書〕「現代標準目語初階」（顧1梵，ま：海中央書鷹，罠国民六年初版，民

国廿八年三月改訂再版）。

　　〔書〕「E語教程上巻」（史填・黄鑑樹，維藷政府緩靖軍窟学校，畏毒素

八年三月初版）。

　　〔書〕「B語教程申巻」（史墳，黄鑑樹，野州政府綾勢門窟学校，民国甘
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八年三月初版）。

　　〔書〕「日語教程下巻」（史環・黄鑑樹，維新熱演藩論軍官学校，民国廿

八年三月初版）。

　　〔書〕「公学校用属語読本を中心とせる綜合的取扱の実際巻一一，二」（台

南師範附属公学校研究部，台南・台西師範学校）。

　　〔書〕「国語発達史大要」（今泉忠義，白帝社）。

　　〔書〕「最新英作文法辞典」（小山桂一郎，尚学社。　「ANew　Dictio

nary　of　English　Grammar　＆　Compositionj　）．

　　〔書〕「経済欝察辞典」（夏目義明，松永信夫共著，松華堂書店）。

　　〔書〕「最新中華罠國満洲帝国人名地便覧」（タイムス出版社編。刊）。

　　〔書〕「貫華実用辞典」（呉叢恵署，文求堂。付録「日華外来語新語辞

典」）。

　　£書〕「薪満洲　第1巻3号」（満洲王光烈編，新京・満洲園書。月刊。

満洲康徳六年三月）。

　　〔書〕「漸中國　第2巻2～4，期」（大民愈宣傳部編，南京・大民会。月

刊。民国廿八年三月～六月）。

　　〔霧〕「満洲教育　第5巻3号」（満配逡謁民編，満洲帝國教育会。月刊

満洲康徳六年三月）。

　　〔書〕f社會月刊　第1巻3号～3巻1号」（上海特溺出社副官第一科編

纂股編，上海・特別市社会局。月刊。蔑国廿八年三月～廿九年一月）。

　　〔書〕r難民會報　第3～11期工（南京・大晦会総本部。半月刊。民国

廿八年三～七月）。

　　〔書〕「拓植教科書」（金国農業学校長協会編組京農業図書刊行会）。

〔書〕「台湾教育」（第四四〇号）。

　　（同上）「巻頭言三たび鎖壌語の海外進出に就いて」。

　「醒境取締法」｛法律〕公電。

　興亜院会議，豊漁銘工作への資金援助決定。

　満洲国，f陸軍軍官学校規則」制定。

　米，フランコ政権承認。

　回縁大使白鳥敏夫，轡外相に対英仏戦の場合も参戦と雷明。亀月3鶏駐独大

使大島浩，独外回に同様言明。

　〔教〕文部省，大学予科高等学校の教科書認可制を強化。このH・ハbu”一

ディーrテス物語」など2垂偶を部下。

　映画法〔法律〕公布（脚本箏前検閲，製作数制限。10月1鶏施行）。

　Kタリア，アルバニアを占領・併合。国王ゾグ1世亡命（4月12Hイタリ
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項 穏

アと同君達合）◎

　天津英租界で，天津海開監督程錫庚暗殺。5月31H日本，英総領事に期限

付（6月7日）犯人引渡要求最後通牒◎6月6田英躍拒否。

　総軍美術会結成（会長陸軍大将松井岩根，藤沼嗣治・中村研一ら）。

　英・仏，ルーマニア・ギリシアへの援助保瞳を声明。

　〔摂〕　満洲国民生部，「私立匿科大学指定規則」公布。

　華北交通（株）設立（資本金3億円。総裁宇佐美寛爾）。4月30日華中鉄

道（株）設立（爾社により中麗占領地域の鉄道経営を支配）。

　〔鶏〕　満洲國民生部，「賑本国在庫学校組合蚊二朝鮮教育令二依リ設置シ

タル初等学校ノ在学生及卒業生ノ満洲国内学校ヘノ入学転学二関スル件」公布》

　影佐大佐，犬養健，矢野外務書記官，ハノイで注兆銘と会見。脱出を計画。

　〔教〕「朝鮮総督府中堅青年修練所規程」〔朝鮮総督府令第五十九号〕（「

朝鮮総督府中堅青年修練所規程左ノ通定ム　朝鮮総督府中竪青年修練所規程

第一条　朝鮮総督府中堅青年修練所ハ社会ノ詣導的地位二立ツベキ青隼男女二

対シ堅実ナル国家観念ト輩固ナル国民的信念ヲ瀧養シ皇国臣民タルノ主持ヲ確

保セシメ社会指導ノ中堅入物トシテ活動スベキ資質ヲ練成スルヲ以テ饅的トス

1　）o

　〔教〕「朝鮮総督府教学研修所規程」〔朝鮮総督府令閨六十号〕（「朝鮮総

督府教学研修所規程左ノ通定ム朝鮮総督府教学研修所規程繁一条朝鮮総

督府教学研修所ハ学校教員二対シ国体ノ本義二基ク皇国中藍教育ノ真髄ヲ会得

セシメ師道ノ振興及教学ノ墨壷ヲ図ルヲ以テ目的トス　第五条　本所二丁ケル

研修科穏ハ国民科，師道科及修練科トス　第六条　国民科ハ教育二関スル勅語

ノ旨趣＝基キ国体ノ本義ヲ閥明シ皇国ノ道二徹セシムルト共二東亜及世界二於

ケル皇国ノ使命ヲ体得セシメ国民的信念ヲ森羅ナラシムルヲ以テ要旨トス．蛮

民科ハ躍体，H本精神，国民道徳，国史，国際購勢，国防等量二岡体観念ヲ明

徴ナラシムルニ必要ナル事項二付研修セシムベシ　第七条師遵科ハ皇国臣民

教育者トシテノ教養ヲ深カラシメ時代ノ先覚タルノ修養ヲ積ミ教育ヲ以テ無難

ヲ翼賛スルノ信念ヲ養フヲ以テ要冒トス　師道科ハ教育精神，教育及教授法，

教育思潮，鑓本教膏等等師道ノ振興二必要ナル事項二付研修スベシ　第八条

修錬科ハ実践ヲ通ジテ皇國臣民教育者タル心身ノ錬成ニカムルヲ以テ要旨トス

修錬科ハ武道，体操，教練，行事，作業等貝本精神及教育精神ノ昂揚＝必要ナ

ル事項ノ実践地力ムベシ　第九条　各研修七三ハ相互二聯絡補益シ且理論ト実

践トノ聯繋合一二留意スベシ」）。

〔ff〕ギ関東州掛学校官制中改正」〔勅令第二百四十一号。公布昭穂十四年
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四月二十六巳〕（「関東州小学校筥藩中左ノ通改正ス　「関東州小学校jヲ

r関東小学校」二改ム」）。

　〔艮〕「関東州公学堂官制中改正」〔勅令第二百四十二’号。公騰昭和十四年

四月二十六日〕（r関東黒瀬学堂」ヲヂ関東公学堂」二改ム」）。

　〔fi〕「麗棄州学校職員任柱脚麗スル件中改正」〔勅令第二百四十四号。公

布昭和牽四年四月二十六日〕（「明治四十年勅令第五十一号中荏ノ通改正ス

第一条中「関東州小学校jヲ「腿東小学校及閾蘂州公立小学校」二改ム　eg　：

嚢中「関東州公学堂」ヲ「関東公学堂及関東州公立公学堂」＝：改ム　附則　本

令ハ昭和十四年五月一鼠ヨリ之ヲ施行ス」）。

　女気軍，「満ソ国境紛争処理要綱」を示達（国境紛争に対する強硬方針）。

　〔教〕　青年学校を義務制とする〔勅令〕（満12歳以上，19歳以下の男

子）。

　こ日〕「小学校支那語強磁規程」〔関東局令第三十七号〕（「小学校支那語

加設規程左ノ通論ム小学校支那語稲藁規程ng一一一条関東師範学校附属小学

校，関東小学校及関粟州公立学校ノ教科目　＝・支那語ノー科昌ヲ加フ　支那語ハ

特劉ノ事情アル場合二限り関東小学校及関棄州公立小学校二在リテハ布三又ハ

畏政署長二於テ閣東州庁長寝ノ，麗東師範学校附属小学校二在リテハ学校長二

於テ満州国乱劉特命金権大使ノ認可ヲ受ケ之ヲ随意科§ト為スコトヲ得　第二

条支那語ハ専ラ田常簡易ノ誉語ヲ了解シ用務ヲ辮ズルノ能ヲ得シムルヲ以

テ要旨トス　高等小学校工於テハ前項二準ジー曙其ノ程慶ヲ進メテ之ヲ授ケ漸

ク進ミテ青目常須知ノ文字及語句ノ読ミ方，書キ方，綴り方ヲ知ラシムペシ

第三条　支那語ノ教授程度及毎週教授時数ハ左表二依ル（：笙蓑省略）　第四条

前条支那語ノ毎週教授時数ハ便宜他ノ教科目ノ毎週教授時数ヲ勘醐シ闘東小学

校又ハ関策州公立小学校二在リテ南関東州庁長官ノ認可ヲ受ケ帯長又ハ民政署

長之ヲ定メ関東師範学校附属小学校二在リテハ大使ノ認可ヲ受ケ学校長之ヲ定

ム　附則　本令ハ昭和十四年五月一日ヨリ之ヲ施行ス　関東州小学校支那語加

設規程ハ之ヲ廃止ス」）。

　〔H〕ヂ閣東岳普通学堂日本入教員採用規則」〔関棄高直第三十五号〕（「

関東州普通学堂臼本人教員採用規則左ノ懸盤ム　関東州普通学堂日本人教員採

用規則　第慣条　関東州普通学堂ノ顕本人タル教員ハ左ノ各号ノー二該当スル

者ノ中ヨリ之ヲ採用ス　一　関粟小芋校又ハ関東州公立小学校ノ訓導タル資格

ヲ有スル者　二　関東公学堂又ハ関東州公立公学堂ノ教諭タル資格ヲ有スル者

　三　関東獄丁窟ノ認可シタル者　第二条　関東州普通学堂ノB本人タル学堂

長ハ前条第一号又ハ第二号晶該当スル者ノ中ヨリ之ヲ採用ス　附則　本四ハ昭

痛十四年五月一一Nncり之ヲ施行ス　本令施行ノ際現工関東州普通学堂ノ臼本人
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項 屋

タル学堂長及教員ハ本令二依り採用セラレタルモノト看緻ス」）。

　ヒトラー，国会演説で独・ポーランF不可侵条約（’34年）・英独軍協定

（，35年）廃棄を声明し，フランスによるアルザス・．．Fレーーヌ領有を拒否。

　南愚占領。

　政友会：革新派大会で，中島知久平，総裁に就任（政友会の分裂）。

　〔B〕　国民政府，教員養成所設立（南京）。

　〔日〕　法政大学，専門部内に大陸部開設。

　〔日〕　国語解者調〔4月末現在，公学校生徒数5騒632，同上卒業者累

計6◎5158，睡語普及施設生徒数496531，嗣上修了者累計812139，合

計2輔8惑60，本島人人II］5392806，圏語解者百分比曇5．59〕。

〔書〕「台湾教育」（第四四一号）。

　　（同上）「児童心理からの話方教育」（素澄生）。

　　〔書〕「標準綜合素語」（史墳，黄鑑樹共著，南京日語叢書編輯所，民国

甘八年四月初版）。

　　〔書〕「日文自修読本」（殼師竹，上海外語画品社，民国廿八年四月初版）

　　〔書〕「目語着目通」（苑天馨，百新書局，民国廿八年四月修正再版）。

　　〔書〕温語講座第二輯」（高盛明，大陸新報社，罠憂慮八年霜月初版）。

　　〔書〕「現代日語会話」（藤剣青，語文編訳社，民国廿八年四月初版）。

　　〔書〕ヂ新訂漢和中辞典」（幸田露伴監修，興函館）。

　　〔書〕「発音カナ付き新土木建築用語辞典　和英一英和対訳」（太陽堂編

輯部編，太陽堂。胸aiyQdo’s　C。ncise　Dict±onary　of　Civil

rengineering　＆　Archltecturej　）．

　　〔書〕「毎日新語辞典」（英文大阪毎譲学習号編輯局編，大阪・大阪出版

社）。

　　（書〕「隣邦留学生教育の園顧と出来」（松本亀次郎，『教育』第七巻第鴎）。

注兆銘一行，上海に鋼着。

　　〔書〕「漫語の世界的進出・海外外地日本語読本の紹介」（石黒修，「教

育・国語」五月号別流付録，厚生閣）。

ソ連外務人毘委員リトビノブ辞任し，｛1　mトフと交替。

閣議，中央物飯委員会の答申した物価統制の大綱を承認。

　〔H〕f台湾膏年学校規劉」〔台湾総督府令第六〇号〕（「台湾青年学校規

則左ノ通り定ム　台湾青年学校規劉　第一章　総則　第一条　青年学校ハ男女
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項 羅

青年二対シ国体観念ヲ明徴ニシ其ノ心身ヲ鍛錬シ徳性ヲ溺養スルト共二職業及

実際生渚工須要ナル知識技能ヲ授ケ以テ皇寵臣畏タルノ資質ヲ向上セシムルヲ

目的トス　第二条　窃街庄，帯街庄組合三略街庄組合ハ青年学校ヲ設置スルコ

トヲ得　第一章　墨斑教授及固練期閥，教授及訓練科羅　tW　＝＝教授及廃怠時数

　第十九条修身及公論科丁数欝二関スル勅語ノ旨趣ヲ奉体シテ徳性ヲ漉養シ

公共生活ヲ完ウ堺ル前足ルベキ性格ヲ育成シdW＝＝我が商圏ノ本義ト国体ノ壷掘

ナル所以トヲ会得セシメ忠慰愛国ノ大義ヲ明ニシ献身奉公ノ心操ヲ確立セシメ

常二生徒ヲ実践躬行二導クヲ以テ要旨トス　第二十条　普通学科ハ溝営生活二

須要ナル普通ノ知識技能ヲ増進シー一一tw的教養ヲ高ムルヲ以テ要旨トX　普通学

科ハ謙語及薩隻二関スル事項ヲ授クルノ外地理，数学，理科，音楽等ユ関スル

事項二付土地ノ情況轟応ジテ適宜之ヲ授クベシ」）o

　満蒙国境ノモンハンで，満・外回両国軍隊衝突（「ノモンハン事件．1の発端

　「鼓浪纏事件」発生，日本陸戦隊，17羅，英米仏も陸戦隊派遣，賃本軍の

撤兵要求。

　英・トル＝相互援渤条約公表。6月22嬢，仏・トル3相互援助条約調印。

　〔教〕　天皇，r青少年学徒二賜ハリタル勅語」を下賜。

　全国王8◎◎校の学生生徒代表3万25qo入e執銑・帯剣・巻ゲー｝ルで二

重橋前に参集，天皇親閲武後，市内大行進。

　独俘軍事同盟〔鐡鉄協約〕調葡（ベルリン・m一一マ枢軸の完成）。

こ書〕r困語観　i新円本語の建設」（岡本千万太郎，白水社）。

　閣議，昭和三6年度物資動員計爾を決定。

　ノモンハンで段本軍蘂支隊偏愛。

　〔教〕文部省，小学榔・　6　OPと高等科の男子に武道（柔・剣道）を課丸

　藻藍鼠，粟京着，首相らと会談。（6。x8離ヨ）。

　程画壇射殺犯入引渡しで天津総領事，期限附最後通牒を英総領事に手交（6

月6日拒絶園答）。

　〔N）　五月末ff現在，文部省専門学務局学務課調査による外国人学生生徒

数（帝大公私立大学愛男11徳2，女32，高校65，大学予科｝99s高師156

女高師3唾，専門学校，男599，女1騒s実業専門学校s男351，女5，総

計男2卿7，女226。中等以下の学校，勇33！9，女183垂。帝大竃私立大

学国別，満州匡i2？L中国8◎2，タイ2｝，米国蛋7，ドイツ6，島国3，ア

フガン5，§渡5，フランス馬薮古臨オランダ2，フィリッピン1，ビル

’g　［t，　tw　FLg］　1　）．
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項 農

｛書〕「台湾教育」（第照四二号）。

　　（同上）「子供ニュースと読：方話方の問題」（田淵武吉。四四三号）。

　　（〃）「公学校国語読本湿糠第三学確上下編纂要旨及び教材解説」

　　　　（加藤春城）。

　　（　〃　）「国語の力」（木村万寿夫）。

　　〔書〕「日華學會二十年誌」（砂田実，財脇法人H華學會発行。昭和14

年干li。　173P）。

　　〔書〕「英和活用大辞典」（勝俣鐙吉郎編，研究社。「Kenkyusha’s

Dictionary　of　EngZish　CoUocationsj　）．

　　〔書〕「カナノコワイmj（足利武千代雄，三省堂）。

　　〔書〕「β支英工業用語辞典」（永井紹勝著，大阪・日満工i業穎聞社。

rJapanese－ChMese　English　Diceionary　of　lndustrabal

IermnoXogyj　）o

　　〔書〕「文学要語小辞典・」（福原麟太郎編，研究社。「ADict・ionary

of　Ltterary　Terms　for　Students　of　British　and　Ameriean

L主もeratULre」　）o

　　〔書〕「醸語月刊　1～12号」（田中慶太郎編，藥京・受壷堂。昭稲

14年5月～15年6月）o

　　〔書〕f室　撫　第1巻5号」（軍寛撫班本部編。月刊。昭和11年5月

　膏血会議，中国に新中央政府を樹立する方針を決定。

　満蒙開拓青少年義勇軍25◎0人の壮行会挙行。6月8鶏市内大行進。

　国払党軍：，懸L四番を攻懸i，幹部を虐殺（「平江事件」）。

　ソ連，「対中国借漱（1億5◎00万ドル）協定」調印（ミコヤン。孫科閣）

6月16臼「中ソ薪通商協定」調邸。

　貧本軍，天津英仏租界を墾鎖。

　〔日〕　激語対策協議会開催（～22日）。（文部省，東亜各地域の日本語

教育実践家を東京に招いて，第一圃転語対策協議会を開催，日本語読本の編纂

に着手）。

　鼠本軍，油頭上陸。

〔書〕「支那社会の研究」（清水盛光）。

涯・王克敏会談。

〔書〕r東洋的社会の理論」（ウィットフォーゲル著，森谷克己・平野義

一7　4，　一



西贋

1939

〃　
　
〃

〃

〃

〃

〃

〃　
　
〃

　
　
　
〃

〃

〃　
　
〃

　
　
　
〃

〃
〃

〃

〃
〃
〃

年 代

6・28

6・29
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7．・7

7・12

7・14

7・15

〃

7・18

7・26

項 昌

太郎訳）。

　荘・梁心志会談。

　〔H〕　満州国払生部，「公立学校官制・師道学校官制・臨時初等教育教師

養成所官制」公布。

　〔日〕　6月現在，南：京におけるB語状況（市立小学校35，児童数1188

7入，私立小学校19校，児童数5◎77人，寺小屋式私XL　174校，児童数

k500人，合計21464人）。

〔書〕「台湾教育」（第四四三号）。

　　（同上）「公学校用国語読本巻五・巻藁編纂要旨」（加藤春城。～第

　　　　　四四三号）。

　　〔割翻麟僻二・・α（据醐翻民国廿八年六胸
版）。

　　〔書〕「標準総合臼語」（晶晶，黄鑑邨共署，南京補語叢書編輯所，民麗

廿八年四月初版，民国廿八年六月再版）。

　　〔書〕「現代常識i新辞典」（愛之事業社編・刊）。

　　〔書〕「商贔辞典」（中外商業薪報社編，東洋経済新報社）。

　　〔書〕「独英和対訳電気絹語i集」（伊藤栄三郎，太陽堂）。

　日本軍，ノモンハンで攻撃開始，7月3日敗退。？月23日攻口再開，7月

24日再度失敗。

米内光政海梱暗殺計画発覚つづいて右翼の親英派要人暗殺計画発覚。

　〔日〕　満州国民生部，9国立大学僧録渓学院規程」公言。

　第1園聖戦美術品（乱軍美術協会・朝賃断聞共催，府美，～7月2，3日）。

藤島武二「蘇州河激戦の跡」など。

　「国記徴用令」〔勅令第四百五十一号，公布昭和十四年七月八日）。

　天津英穏界問題に関し，対支同志会主催の英国排撃市民大会，東京日比谷公

会堂で開催。

　国民党，周鳥海らを除名。

　外相有田八郎，英駐日大使クレーギーの間に，天津穏界封鎖問題，その他に

関し，B英会談開催。8月21B決裂。

　軍事保護院宮糊〔勅令〕公布。

　朱徳，嬉安の薪聞に「国民党反動勢力の増大と二重の危険」発表。

　米国務長窟，「日米通商航海条約」及び「付属議定書（’ll年2月21調印

）」の廃棄を通告。，齢年1月26失効。
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7”28

〃
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〃

〃　
　
〃

　
　
　
〃

8一　｝

8一　2

8
∩
◎
墨
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　lt
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8・亙6

8e2e
8・23
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8－2k
　it

8“25

8“28
　f1

8“29

8e3e

項 E

　　〔as　｝「支那人に対するll本語の藪へ方」（阿部正直・魚返善雄，東亜同

文会。補翻して漁礁善雄岐那国民に対する伊語教授の要細がある）・

　〔fi〕　奉天商科学院開校。

　こH〕　長沼薩兄，．文部省より臨時B本語教科書編纂，麟書局事務を嘱託さ

れる。

　　〔書〕「英和商業経済辞典」（加藤安里著，知童顔。「　EngXsh－Japa－

nese　Dictiollary　Business　＆　Economicsj　）．

　　〔書〕「古今作家人名辞典」（広葱吉久雄編，大阪・葛城書店）。

　　〔書〕「戦時社会常識百科辞典」（志摩達郎編，研文書院）。

　　〔書〕r新江第1巻1号」（慶鼓文藪協會編，渡鼓文芸協会。半月刊。

民團廿八年七月）。

　国民徴用令による初のr出頭要求書」，建築技術者に発送（合格者に徴用令

書「白紙の召集令状」送付）o

　〔戴〕　満州国民生部，　r中等教育＝＝関スル件」改正，「職業教育二関スル

件」公布。

　閣議，「蒙彊統一・一tW権設立要綱」決定。

　五格会議で，陸相板壇征四郎，留保なしの三国同盟締結を強硬に主張して意

見不一一致。

　「興亜奉公田設定二関スル件」〔閣議決定〕◎

　モスクワで英仏ソ三国軍事協定の交渉開始。8月｝？沼，中断。8月19臼

ベルリンで独ソ通商条約調印。8月21鑓，莫仏ソ三国交渉失敗。

　〔教〕　文部省，学生の運動競技を休ff・土曜午後以外禁止と通牒。

　ノモンハンで，ソ連軍・外蒙軍，総攻雛開始，臼本軍第23師団全滅的損害。

　〔日〕　台湾総督府，r臨時教育調査委員会」を設置。

　モスクワで独ソ不可侵条約調印◎

　内務省，家庭防空隣保組織要綱を通牒。

　英仏，対ポーランド援助条約調印。

　閣議，ヨ三国同盟交渉打劒りを決定。

　平沼内閣，欧州情勢複雑怪奇と声明して総辞職。

　薮兆銘，上海で国血塗六全大会開く（～8月30巳。臓中矛日平を決議）。

　ヒトラー，対英園答でダンチヒ・ポーランド回廊の劇譲要求を繰り返す。8

，月30日，ポーランド，一部動員を布告。

　阿部信行内閣成立。
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Ω
β
Ω
◎

幽
5

項 爵

　申央物価委員会，物価統制実施要綱を答申。

　ドイツ，対ポL一一ランボ16項§の提案公表。ヒトラL一一N，ポーランド攻繋を命

令。

　〔日〕r高砂族社会教育要綱」〔露寒重継年八蝿，警務局長依命通達〕（f

一　高砂族社会教育ノ本旨ハ教育所演家庭ua於クル教膏ト連繋シ総ユル施設機

会ヲ通ジテ高砂族二対ミ国民精神ヲ濾養シ国語ヲ普及シ道徳ノ実践ヲ指導シ日

常生活藁須要ナル知識技能ヲ得シメ情操ヲ陶冶シ体位ノ向上ヲ図り以テ健全ナ

ル皇国罠ノ育成ヲ期スルニ在リ」）。

〔書〕「台湾教育」（第四購五号）。

　　（同土）r国語対策協議会に就いて」（加藤春城）。

　　（〃　）「学習の文化と綴方実践」（松本龍朗）。

　　圏蝿欄照会話難」（陳鯉中・語研難民謝八年
八月初版）。
　　　　　　　　　商業
　　〔書〕「中臼対照旅行会話読本」（陳萬里，中H語文研究社，民国廿八年
　　　　　　　　　交際
八月初版）。

　　圃「疇毒蛇通」（議翻上甑通舗畑打八年八胸版

　　〔書〕「支那事情辞典」（大宅壮一編，今臼の問題社）。

　　〔書〕「実用蕎露語辞典」（臼蘇通信社編，刊。「BO雛疑b痢

PgCCKO5inO銭CK擁fi　只JIOHO一蚕）yCCK鋳ta　C護OBA誓）b」　）o

　　〔書〕r独英和対訳土本建築用語集」（建築資料研究会編，太陽堂）。

　ドイツ陸・三軍，ポーランド進撃を開始（r第二次世界大戦」始まる）。

　初の「興亜奉公日」（毎月一鑓実施）。

　蒙省聯合自治政府成立（主席徳王，察南省自治政階・署北自治政飛：・蒙斎聯

盟自治政府の統一政権）。

　ダンチヒのナチス指導者フォルスター，ドイツとの合併を1壼琶’。

　英・仏，動員開始。独軍のポーランド撤退を条件に交渉の用意を表明。

　毛沢東，「国際情勢について」談話発表。

　イタリア，中立を衰明し五爵会議を提案（英国拒；否）。

　大本営，関東軍にノモンハン作戦中止を命令。

　英・仏，ドイツに室戦布智（第二次欧州大戦開始）。

　ee　：次欧州大戦勃発により，株式・蕎贔帯場暴騰。

　米麗，欧州戦争に中立を宣言。

〔書〕f口語辞典Hanasi｝〈Qtoba。blku　Zibik1」（福永恭助・岩倉
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9・　9

　11

9・1｝

9・12

9・15

〃
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〃
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9・23
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9・29
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■

〃

9

〃

項 目

具実。「口語辞典出版会」，日本のU　一一マ字社）。

関東軍司令官植田謙吉解任，後任に梅津美郎中将任命。

駐ソ大使東郷茂徳，ソ連にノモンハン停戦・通商条約締結など申し入れ。

第一期第四次国民参政会開催。

毛沢東，「人もし我をおかせば我も必ず人をおかす」声明。

支那派遣腐心司令部設置。

モスクワで，東郷大使・モロトフ外粗聞に「ノモンハン事件停戦協定」成立）

〔書〕「血忌の将来」（柳田国男）。

　独軍，グレスト・リトウスクを占領。ソ連軍，東部ポーランド進出。

　試訳大使大島浩，ドイツに「独ソ不可侵条約（8月23日）」は協定違反と

抗議。

　閣議，9月18日の価格に物価を停止する緊急策を決定，発表（1◎月18

匠ヨi！21tSlsイヒ）o

　南京で注兆銘・玉克敏（臨時政蔚首班）・治癒志（維暫政府首斑）3者会談

ひらかれ，中央政治会議開催で合意（血忌面上心の新中央政権樹立運動進む）。

　商工省，面面州・満州羅・中華民国向け輸出調整に関する件公布。

　大本営，支那派遣軍総司令部設置を命令（総司令宮西尾寿造大将，参謀総長

三熱征四郎申将。指揮発動は10月1日）。

　外相に野村吉三郎を任命。

　ワルシャワ，独軍の空爆で陥落。

　〔教〕　文部省，中等諸学校の入学：者選抜は筆言己試験を止め，内申書・口等

試問・身体検査とするよう通牒。

　モスクワで独ソ：友好条約調邸（ボーランド分翻占領を決める）。

　ソ連，エストニア（10．5ラトビア，10月10Hリトアニア）と相互援

助条約調印。

　〔fi〕　9月末直島のハワイ教育会所属日本語学校17◎，生徒総数37915

人（男19◎00人，女18915人）。

　〔N〕　国語文化学会設立。機関誌「コトバ」創刊。

　〔醸〕　蒙古連合自治政府，巳本語の普及とその向上をはかる（臨本語教育

は，小学1年目ら中学卒業まで必修科目とし，そのため鶏系教員が各校に配置

された）。

　〔日〕　蒙吉連合自治政府，「日本語教育検定制度」を実施（含格者には，

語学手当を支給）。
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項 匿

〔書〕「台湾教育」（第四四六号）

　　（同上）「公学校用語読本教材研究」（台北第二師範附属公学校読方

　　　　　研究部。～四四八号）。

　　（〃　）「謡蘭三井寺と小学国語読本巻十二修業者と羅刹」（北畠現

　　　　　映）。

　　〔書〕「台湾に於ける支那文字のいたづら」（土屋寛，「n　一一マ字漫界」）

　　〔書〕「最：新客貨車名称鑑」（大久保寅一編著，検車界刊行会）。

　　〔書〕「工学共通用語集」（H本工学会編・刊，竜吟社発売）。

　　〔書〕f口語辞典」（福永恭助・岩倉具実編，口語辞典出版会発行，日本

のm一マ字社発売）。

　　〔書〕「支那料理辞典」（大日本料理研究会編，料理の友社）。

　　〔書〕「分類全国方醤辞典j（橘正一編・刊，孔版捌）。

　　〔書〕「色釈図版全植物辞典」（本霞正次，河野成光館）。

〔日〕　国語文化学会，機関誌「コトバ」発刊。

　〔書〕「コトバ」（第一巻第一号，主題　呂本語の語法と語法教授）。

　　　（同上）「発刊の辞）o

　　　（〃）　「文法教育の出発」（三宅武郎）。

　　　（〃　）「文法学の使命」（長谷想松治）。

　　　（〃）「詩教と文法，特に俳句文法に就いて」（石井庄司）。

　　　（”　）「田感動詞の語尾に就い’（　」（湯川清）。

　　　（〃）「日本語法の歴史的展望概略」（菊沢季生）。

　　　（　〃　）　「現代日本語とノ」、学国語読；本」　（今泉忠義）o

　　　（〃　）「外国語習得に於ける文法の地位」、（松原秀治）。

　　　（〃　）「言語学習に於ける語法の地位」（大頭雅雄）。

　　　（〃）「小学校に於ける語蘇教授の実際」（岡島繁）。

　　　（〃　）「国際語の文法」（石黒修）。

　　　（〃）「シ・ポジ・・欝薯に語蝋授の限度・捌σ擦

　　　　　　と総括」輿水実，f二つの立場」大西雅雄，「国語教育は国

　　　　　　語教授から」石黒修，「言換へを利用して」今泉忠義，「提

　　　　　　案に賛成，ただ二三の注意を」石井庄司）。

パナマの汎米会議西半球にf安全地域」設定。米州諸国の中立宣書発表。

閣議，貿易省新設を決定。1◎月11節外務省課長ら，辞職で抗議，10月

13日中止。

　〔日〕　間島省，「間島省視学委員規程」公布。
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項 目

〔日）　満州国語研究会，新京大興ビル賜階講堂で発会式。

〔劃畷疇国購本巻一」（満州国管国政府）・

　（日〕　台湾の臨時教育調査委員会，「義務教育実施要綱」を決議。

　日本軍，南寧占領。

　為替基準，ポンドをドルに変更。

　〔H〕　維新政府教育部の要請で，臼語教員33名が派遣され，その後数十

名に増力ll，　各省！」、報に論調。

　〔日〕　10月現在，南京におけるH語状況（布立小学校4◎校，児童数

1750人，私立小学校19校，児童数5H2人，寺小屋式私塾16◎校，児童

数61藍人，合計28759人）。

　〔s〕　青島では，私立中学にも日本人教員配置。

〔書〕「台湾教育」（第四四七号）。

　　（同上）「国語教材としての天の岩屋神話について」（木村万寿夫）。

　　〔書〕「国語運動」（十月号）。

　　　　（同上）「わが国の外地における日本語教授のi変遷i」（山口喜一郎）o

　　〔書〕「鷺語講座第三輯」（高盛明，大陸新報社，罠国廿八年一月初版，

毘国廿八年十月四丁）。

　　〔書〕「日本語文鍵」（蘇灘知，三通書局，民国廿八年十，月初版）。

　　〔書〕「揖支対照薬名字典」（恩田重信・伊藤董，申外tll版社）。

　E本と注派の間に，上海で日華国交調整に関する協議会（周仏海，三思平，

観官聖，影佐少将，須加大佐，犬養健）を開催。12月3◎藏日華協議書類を

作成。

　舞鶴鎮守府設置〔勅令〕公布。

　　〔書〕ヂコトバ」（第一巻第二’号，r空題　形象理論今後の動向，シンポ

ジムウ垣内学説の真髄と今後の動向）。

　　　　（同上）「語形象性への反省」（渡辺茂）Q

　　　　（　〃　）r語法教授の具体的な場」（中田憲久）。

　　　　（〃　）「小学校に於ける語法教授について」（湯谷政春）。

　　　　（　〃　）「シンポジウム　面内学説の真髄と今後の動向に就いて　発

　　　　　　　表者　袖崎修）。

　　　　（〃　）「観念主義の内部における摩擦」（山下徳治）。
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〃　）rあらはれたものの背後にあるもの」（波多野完治）o

〃）r形象理論によって形象理論のうへに」（石井庄ff）。

”　）rシンポジウム感想」（斎藤i清衛）o

〃　）　「形象理論は如何なる哲学か」　（輿水実）o

〃）r言語に於ける具体的関聯の問題」（大野静）。

〃）「形象理論と国語教鳶」（下美郷）。

〃）r形象の生活を」（上紹庄三郎）。

”　）f形象論の生命力j（湯原静）。

〃）「形象論と私の実践」（飛田多喜雄）。

〃　）ヂ形象論と芦醗先生の教壇」（石崎正）。

〃）f形象論の理会より行動まで」（菱遜譲一郎）。

〃）「形象論生活数膏1書語教育の三者に関聯して」（滑川道

　　夫）。

〃　）「国語教導史に於ける形象論の影響について」（渡辺茂）。

〃　〉「教育者の文学作最について」（石山僻）。

　米大統領，r中立法修業案」に署名（武器禁輸を撤廃し，交戦困への輸出を

現金・醤国船主義に変える）。

　野村外；翻，グル・一，日米圏交調整につき会談開始。

　農林省，米穀配給統制応急携置令を公布（米穀強制買上制実施）。

〔書〕r日本主義文化宣言」（倉磁薫三）。

　兵役法施行令改正｛勅令〕公布（徴兵合格に第三乙種設楚）。

　国疑党第五三六中全会開催（～20瞬。蒋，行政院長兼任）。

　英大使，野村外相に，鰹本の申入れに従い，蘂北駐屯英軍を引き揚げると通

皆。12月12H撤退難解。

　9本郵船の照国丸，英国東海津で触tt沈没。

〔書）泊本語教授の実際」（国府種武，台北東部書籍株弍会祉）。

　フdンランド，ソ連の絹互援助条約締結要求を拒絶。11月30饅ソ連軍，

フdンランド攻繋開始。f冬期戦争」始まる。12月1喚日ソ連，これを理由

に国際連盟を除名港れる。

　〔B〕F文部省内臨時職員設置的中改正」〔勅令第七九一号〕（東亜＝於ケ

ル日本語普及ノ騒的ヲ以テスル教科用図書ノ編纂工関スル事務：従事スル者，

幽書監修官専任二人，属専任一人，麟書監修官補一人」）。
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　野村外絹，仏大使アンリに，仏印経由中国援助の停止，軍事監祝随のハノイ

派遣などを申入れ。

　〔醸〕　中華民国政府教育部の要請により，日本語教員33名を派選，各地

の小・中学校に配置，続いて数十名が派遺された。

〔書〕「台湾教育」（第四四八号）。

　　（同上）r歌はれる場合の国語の発音について」（勝山文吾）。

〔書〕「台湾時報」

　　（同上）「国語普及上に於げる常用語の地位」（山崎睦雄）。

　　〔書〕「公学校国語教育と英語教育」（米村健寿，「英語の研究と教授」）

　　〔書〕「英会話小辞典」（「THE　NEW　UP・TO－DATE・9NGmSH－

JAPANwsM　CONVERSATION－DICMONARY　BY・MR・AND　MRS，
O・VACCARエ」，英文法通論発行所）。

　　〔書〕「新撰支那時文辞典」（長沢規矩砲編，三省堂）。

　　〔書〕f州柳辞彙」（～昭和16年8月◎一一六柵。川柳辞彙刊行会編・刊

非売）。

　　〔書〕「国語対策協議会議事録」（図書町）。

　　〔書〕「コトバ」（第一巻第三号，r標準語及び標準語教育，シンポジウ

ム　標準語教育と切語生活の指導」）。

　　　　（同上）「標準語論」（大西雅雄）。

　　　　（〃　）「音声標準語の設定について」（家永英吉）。

　　　　（〃）「フランスに於ける標準語化の歴史」（訟原秀治）。

　　　　（〃）「言文一致と俗語の精神」（吉武得孝）。

　　　　（〃　）「：方言と芸術的価値」（奥田勝利）。

　　　　（〃　）「標準語に就いて」（今泉忠義）。

　　　　（〃　）「標準語の移動」（菊沢季生）。

　　　　（〃）「シンポジウム　標準語教育と言語生活の指導，発表者　熊

　　　　　　　沢龍）。

　　　　（　〃　）「雷語生活の指導に就いて（三牽：五枚）」（御沼困男）。

　　　　（〃　）「話し方教育をおこせ（十枚）」（佐久閥鼎）。

　　　　（　〃　）「標準語とその教育」（菊沢季生）。

　　　　（〃　）「標準語といふ概成観念に問題」（大西雅雄）。

　　　　（　〃　）「国語政策か圏語教育か」（輿水実）。

　　　　（〃）「標準語の備へるべき要件」（石黒修）。
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〔田〕　間島省，「幼稚園規程」歯痛。

〔書〕「論語之研究」（武内義雄）。

　興亜院会議で，中国中央政権樹立工作に関する申合せ成立。

　〔H〕「日本語教科用図書調査会官制」〔勅令第八二九号〕（「第一一条　田

本語教科髄書調査会ハ文部大臣ノ監督m属シ其ノ諮問諜応シテ東亜二於ケル

巳本語普及ノ昌的ヲ以テスル教科用図書ノ編纂二関スル事項ヲ調査審議ス　第

二条　日本語教科用翻書調査会ハ会長一人委員一六人以内ヲ以テ之ヲ組織ス

高話ノ事項ヲ調査審議スル為必要アルトキハ臨時委員ヲ置クコトヲ得　第三条

会長，委員及臨時委員ハ文部大距ノ奏請二依り内閣晶於テ之ヲ命ズ　第四条

会長ハ会務ヲ総理ス　会長事故アルトキハ文部大臣ノ捲名シタル委貫其ノ職務、

ヲ代理ス　第五条　藏本語教科用図書調査会二幹事ヲ置ク文部大臣ノ奏請工依

リ内閣二面テ之ヲ命ス　幹事ハ会長ノ詣揮ヲ承ケ庶務ヲ整理ス　第六条　田本

語教科用愚書調査会二書記ヲ置ク文部大臣之ヲ命ス　書記ハ会長及幹事ノ旛揮

ヲ承ケ庶務二従事ス」。文両省の諮問機関で，東亜における醸本語普及を呂的

とした）。

　〔N〕「繊本語教科用図書調査会官制」公布。

　軍機保護法施行規則改正で，ビルや高台からの偲鍬撮影禁止。

　國際連盟，ソ連を除名。

　総動員物資使用収容令〔勅令〕公布。

　〔葭〕　台湾国語研究会，発会式。

　国民党軍（閣錫山・三徳泳），陳立面辺区（解放区）の八路軍を三品（「十

二月事件」）。

　　〔書〕「正則揖本語講座第三出面誰・物語篇」（田中荘太郎編，面心印書

館）。

　　〔書〕「圃語学読本」（菊沢季生，思潮社）。

陸軍，「軍備充実卿か年計画」を策定（，34年度までに地上65師覇’航空

16◎イ固中隊を整備），　薮藍靖｛ヨ。参蓬撃≡総長カミ」：奏。

グルー一大使，欝米薪通商航海条約又は暫定取極めの締結を拒否。

　H本近衛首相，H中品論調正の根本方針を声明（いわ頃る「近衛三原則」）。

鹿地豊ら，桂林で日本人昆反戦同盟結成大会（機関紙「人民の友」発行）。

朝鮮総督府，「朝鮮人の氏名に関する件」公擶（日本式に創氏改：名）。

衆議院議員240人，阿部内閣不信任案を決議，12月27日決議文を丁丁に
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項 目

手交。

　〔日〕「東亜同文会ノ設立スル東亜岡文書院二関スル講中改正」〔勅令第八

百七十四号。公布昭和十四年十＝二月二十七黛〕（「大正十年勅令第三薫二十八

号中注ノ通改正ス　「東亜同文書院」ヲ「東亜同文書院大学」二，「専門学校

令」ヲ「大学令」二改ム　附則　本令ハ公窟ノ日ヨリ之ヲ施行ス　本令施行ノ

際現二東亜同文会ノ経営スル東亜同文書院二関シテハ勢従前ノ例二依ル」）。

　野村外相・細俊六陸稲・吉照善吾海粗，r対外施策方針要綱」を決定。

　注兆国側と，梅機関の間で鎖華協議書類作成。

　〔B）　台湾総督府文教局編修課出版教科用図書287種（昭稲14年中の教

科書及び教授参考書563万冊）。

　　〔書〕「日本語讃本」（満鐡総裁室人事課臨時翻繹班）。

　　〔書〕r鶏語調本」（三冊。許仲良，世界轡局。畏国廿八年十二月再版）。

　　〔書〕「新明解英和辞典改訂版」（量省堂編集三編，三省堂。fSa塗sei

dog　New　pocket　EngXish－Japanese　Dietlonaryj　）．

　　〔書〕「日露辞典」（湯山昇編，類本評論社）。

　　〔書〕「N華時報　第3巻3号～6巻4号」（日華倶楽部編，東京・日華

倶楽部。季刊。昭和14年12月～17年12月）。

　　〔書〕「中華膏年　第1巻2期～3巻4期」（内政部中華膏土魍指導部編

内政部中華青年詣導部。月刊。民国骨八年十二月～揖年五月）。

　〔目〕　カルカッタ大学に日本語講座開設。

　〔顯〕　徳化蒙古中学校女子部設立（蒙古聯合自治政府経営。成吉汗紀元七

三一年）。

　〔E〕　興亜院は，華北に臼本語普及会を設立，北京に日本語学院を，華北

に華北日本語学院をつくり，華北日本語教育研究所を付置（’40年9月），各

地方にも殿本語学院を設置した。

　〔鼠〕　この年，満州国，国民学校19338！．学盤数1681？27，中等学

23k，学生数60129，師道高等学校1，学生数50を。

　〔鼠〕　満州国における語学試験受験者数・合格者数（〔鑓本語〕特等受験

老若133，　合格者数16，　一等受験考数1127，合格者数19290，　合格者

3263，　合言†受験者数2452？，　含言ナ合絡者数3825）o

　〔鼠〕　朝鮮総督府の調査（穂々解し得る者1愚9U2◎，普通会話に差支な

き者1577912，計3069032）。
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　〔臼〕　京城漢洞小学校児童家庭の国語普及調査（調査人員106e6名中，

会話に差支なき者⑳68名で3割9分，蝶々解する者27無名で2割5分目

霞壼i語謎解者3害ij　6分）o

　〔鎖〕　事変以来，中等学校。小学枝の教員で，満州・支那・台湾・朝鮮。

関東州，南洋などの外地海外へ行ったもの，〔昭和14年〕1780名。

　〔日〕　師範教育を受けた本畠人生徒数・卒業数（師範学校，学生数，本島

人352，高砂族2，卒業数，本島人90，高砂族◎）

　〔日）　台湾の公学校高等科・補習科教育を受けた本馬人児童数・卒業数

（生徒数，本隊入15382，高砂族84，卒業数，本島入6293，高砂族34），

　〔臓〕　台湾の小学校で「国語教育！を受けた本島人児童数・卒業数（小学校

生徒数，本盛入3186，蕃人31，卒業数，本島人430，蕃人6，小学校高

等科，生徒数，本島人323，i蕃人？，卒業数，本島人101，蕃人ig）。

　（日〕　中等教育を受けた本島人生徒数・卒業撒（公立中学校，生徒数，本

島人狙王7，高砂族慮，卒業数，本島人597，高砂族0）

　〔B〕　高等女学校教育を受けた本島人生徒数・卒業数（女子鳥等普通学校

生徒数，本島人25難，高砂族◎，卒業数，本島人684，高砂族G）。

　〔臼〕　実業教育を受けた本島人生徒数・卒業数（実業学校，生徒数，本島

入261◎，高砂族6，卒業数，本島人326，高砂族1，実業補習学校，生徒

数，本丁人5537，高砂族211，卒業数，本島人1639，高砂族88）。

　〔日）　各種教育を受けた本島人生徒数・卒業数（生徒数，本島人3695，

高砂族13，卒業数，不明）。

　〔臼〕　高等学校の本島人生徒数・卒業数（生徒数玉◎2，卒業数，高等学

校29，中学校に相i慶する下塵科3）。

　｛H〕　大学教育を受けた本島人学生数・卒業数（台北帝大，学生数90，

卒業数20）。

　〔H〕　専門教育を受けた本島人学生数・卒業数（学生数142，卒業数34），

　〔日〕　i蕃童教育所の生徒数。卒藁数（所数181，生徒数9魏3，卒業数

277◎，就学歩合86。66）。

　〔日〕　国語講習所の所課・会員数・普及歩合（所数265，会員数1？921，

普及歩合36．41）。

　〔目）　国語講；習所調（国語講習所6388，生徒数38734，8，簡易国語講

習噺8？38，生徒数5◎喚3312，合計所数1’5126，合計生徒tw　891660）。

〔書〕「日本語読本」（三巻）（台湾総督蔚）。

（書〕「麺国語読本艮案式指導細案（巻一下篇）」（台湾教育研究会，台
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項 g

北神保商店）。

　　〔書〕「新国語教本巻一教師用」（台湾教育会）。

　　〔書〕「公学校用国語読本（改正出版）第一種血糊，同掛図巻六，七j

（台湾総督府）。

　　〔書〕「公学校用書方手本第四学年用上」（台湾総督府）。

　　〔書〕「公学校國語教育の三際」（薩府種武，東京集：都書籍株式会社）。

　　〔婁〕「公学校国語教授の実際」（国魂種鼠，台北東都書籍株式会社）σ

　　〔書〕「小学国語読本教授血温巻十二」（台中帯教膏会）。

　　〔書〕9公学校各学年用話方教授細層」（豊原郡瑞穂小学校話方研究部，

豊原瑞穂公学校）。

　　〔書〕「国語講習所話方教授細島一，二年用」（豊原郡瑞穂公学校謡方研

究部，豊原瑞穂公学校）。

　　〔書〕「全保学校話方教授細目」（台南州虎尾郡，虎尾郡役所）。

　　〔書〕「幼児国語講習所用保育雄島」（台南州虎尾郡，虎尾郡役所）。

　　〔書〕［台南国語講習所国語教授案第二期生土」（台南末広公学校，台北

末広公三青墨）。

　　（書〕「公学校趨語読本教授書巻一四」（台北二師附属公学校啓明会，台

北，台湾子供世界社）。

　　〔書〕「国語読本と連絡したる公学校話方教授細目第一学年用」（台湾教

育研究会，台北，神保商店）。

　　〔書〕「国語読本と連絡したる公学校話方教授細目第一学年用第二学年用

下」（台湾教育研究会，台北，神保商店）。

　　〔書〕「青年修身補習公民教科書巻一一，二」（台湾総督府，昭湘14年～

15年）。

　　〔書〕「公学校用轍魚読本巻一～七（全）」（台湾総督府，昭和14年～

15年）。

　　〔書〕「中等国語読本巻心」（台湾総督府，台北，密画口商会，昭和14，

年～15年）。

　　〔書〕f中等一一般理科」（台湾総督府）。

　　〔書〕「尋常小学農業書巻壷，二」（台湾総督府）。

　　〔書〕「師範学校農業教科審上，中」（台湾総督府，昭稲14・年～15年）

　　〔書〕「簡易実用国語読本」（竹南郡国語普及会，竹南（新竹））。

　　〔書〕「新国語教本教師用巻二」（台南教育会，台北台湾教育会）。

　　〔書〕「話方教本第五，六学年」（台南帯宝公学校，台南，宝公学校）。

　　〔書〕「実用本位日本語宝鑑上」（山崎陸雄，台北，野照書房）。
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項 臣

　　〔書〕「羅語教本」（文山郡教育会，新竹文ゆ郡教育会）。

　　〔書）「公罠塾国語教本」（台北面出蘭郡，宣蘭竃蘭郡）。

　　〔書〕ヂ国語教本」（台北工業講習所）。

　　〔書〕「穎国語教本巻：」（台湾藪密会，台北，台湾教育会）。

　　〔書〕「新困語教本教師用巻一二」（台湾教育会，台北，台湾教膏会）

　　〔書〕「薪国語教本巻一」（台湾教育会，台北，台湾教育会）◎

　　〔書〕「対訳国語自習読本改定六版」（李献璋，台北対訳出版所）。

　　〔書〕r量感読本」（國姓庄教化聯画会，台中国姓教化聯合会）。

　　〔書〕r尋常小学農i業教授書」（台湾総督府）。

　　〔書〕「初等理科教授書高等科一，二」（台湾総督府）。

　　〔書〕「公学校高等科家事教授書一一，二j（台湾総督府，昭和14年・昭

和15年）。

　　〔書〕r公学校教授細匿　eg・一一学年用」（天道環）。

　　〔書〕「本校読方教育の実際」（台北州七星郡汐止公学校編）。

　　〔霧〕「薪読本に就いて」（台北娼七星郡汐正公学校編）。

　　〔書〕f碕究発表要項」（後漿庄聯合青年國編）。

　　〔書〕ギ話方教本巻一」（潮州郡罠風作興会）。

　　〔書〕「話方教本第五～第六学剰（台南語頭公学校編）。

　　〔書〕「全心学校国語読本」（馬公卿公学校）。

　　〔書〕r日本語教：本巻一一・」（台湾総督府文教局学務課）。

　　〔書〕ヂ新國語読本（教師用）巻一一～二」（台湾強暴会，昭和lth年～

15年）。

　　〔書〕「国語教授案」（台南末広公学校編）。

　　〔書〕「国語講習所話芳数授細員（一・二年用）」（由崎睦雄）。

　　〔書〕「常用語辞典」（台北第二申学校編）。

　　〔書〕「台湾教育沿革誌」（台湾教育会）。

〔書〕「台湾教育」（第四三八号～第四四九号発行）。

　　〔書〕「二語併用地における圏語問題の解決」（山崎睦雄）。

　　〔書〕「申国人に対する鍵本語教授法」（渡辺正文，上海・三通書局）。

　　〔欝〕ヂ正則類本語講座　第一巻」（難中荘太郎編，北京・i新畏印書館。

民国廿八年刊。229P）。

　　こ書〕f日語動詞要法」（大黄學耐画版部編，東京・大黄国社畠版部。

157P　）o

　　〔書〕r録海會話」（台湾総督府文教局学務課編，台湾総督府文教局。

29kP）o
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　　〔書〕「國民畢校H語國罠讃本（八巻）」（満洲国政府，満洲国政府民政

部）。

　　〔書〕「課註諸語薪講本」（劉如，昆国画八年刊）。

　　〔劃蕪・離肱○O」（鷹購廿八鞘．

　　〔書〕「皇民読本」（上田光輝）。

　　Cas）　r　GrundzUge　der　Phonologlej　（　Trubetzkoy，　189e

’v P938）o

　　〔書〕「言語研究」（言語学会）創Fll。

　　〔書〕「明治以降教育制度発達史第牽一巻」（文部省教育史編纂会）。

　　〔書〕嗜語の構造」（泉井久之助，弘文堂書房，「教養文劇）。

　　〔書〕「東西洋考察記」（罠国伸晒翰著，世界書局。民国廿八年刊。

｝76？　）o

　　〔書〕f畑田四三兵隊」（火野葦平薯，艮國雪笠訳，懸京・満洲国通信社

満洲康徳六年澗。216P）。

　　〔書〕「日本外交」（小謡斗帳著，三通無爵編輯面子，上海・三通書局。

民国廿八年刊。「三通小叢書2。9？P）。

　　〔書〕「東洋文庫十五年史」（岩井大豊編，東蕉・棄洋文庫。昭和14，年

F5e　883P）o

　　〔書〕「大陸に於ける宗教工作状ZE　一息激工作を主として一」（大倉

精神文化研究噺調査部編，大倉精神文化研究所。紹和14年刊。「調査報告書

第1号jo　22P）o．

　　〔書〕「左傳真偽考　附支那古典籍の真偽について」（カール・グレン署

小野忍訳，東京・感心堂。昭和14年干il。「支那簗盆点叢書6」。154P）。

　　〔書〕「上代の儒家に見える一一傾向」（栗照直躬著，1939年刊。79P

哲學年誌第9巻男lj届［］）o

　　〔書〕「孔子論」（民国塾主堂著，川口浩訳，東京・育生社。昭和14年

干ljo　429P）o

　　〔書〕「博大翼人全集　下巻　面素鹿島（性命謡言萬騨圭旨）　存2集

（利貞集）」（蘇証文，民国廿八年刊。39P）．。

　　〔書〕「文昌帝君戒淫寳録　2巻」（〔周張揮著〕，蘇錫文。民国甘八年

Yl．　97P）o

　　〔書〕「盛相伯先生年譜」（民国自若払出，商務印書館。民国廿八年刊。

1一

?垣史學叢書jo　298P）o

　　〔書〕「上海新指南」（民国費函疇編，上海・声々出版。民国廿八年刊。

1冊）。

　　〔書〕「最親大上海地懸」（杉江房造編，圭海・B本堂書店。昭和14年
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項 g

刊。1放）。

　　〔書〕「南京指南」（行政院主管毛i新聞調練所編，南京・薦京薮報社。民

圏廿八年刊。u垂P）。

　　〔書〕「日本一鑑　窮河話海9巻　髄農薪編＆巻　檸海騰経3巻」

　　〔書〕「洋　車」（須躍完次署，東京・古今書院。黙秘1＆年刊。166P）

　　〔書〕「満洲瀾拓農民入植鰯」（瀟洲搦植公社。昭和14年刊。1敦）。

　　〔書〕「懸京案内　附薪京案内野卑」（永見文太郎編，懸京・款京町郷社

満洲康徳六年刊。312P）。

　　〔書〕「建設東亜新秩序文選」（民需三間平，帯解誠共編，大風輝輝本部

罠国廿八年刊。46P）。

　　〔書〕r輩南文化協會卑下」（華爾文化協会。昭和1垂年鞘。孔版。1珊）

　　〔書〕「〔華南文化協會中央本部章程〕」（華爾文化協会。昭和1ts年刊

孔版。1冊）。

　　〔書〕「中耳文化之精紳」（罠圏郭明昆編，策京・大醗堂書店。畷和lk

年刊。孔版。78P）。

　　〔書〕r日支交渉外史　2巻」（葛生能久，東京・黒龍会出版部。昭和

14年刊。2冊）。

　　〔書〕「古代中鷺関係之圃潮」（艮国轍賑著，H本問題研究禽編，上海

・商務印書館。民騨骨八年刑。「欝本知識叢刊」。66P）◎

　　〔書〕「愚女苑年鑑」（（昭和1患年）　511。　12◎P。新」女苑附録）。

　　〔書〕f中印入N本四學吏稿」（蟹藤懲秀著，砂田蟹編，東京・H華攣会

β召和：L4，年干llo　368P）o

　　〔書〕「倉石中等支那語　巻肩（倉石武四郎編，東京・弘文堂。照和

16年『Fljo　l　28P）o

　　〔書〕r興亜支那語講本」（武田寧信編，東京・三省堂。昭和！藤年刊。

88P　）o

　　〔書〕「北京年中行事」（加藤新書薯，北京・満灘北支事務局。照和16

年刊。「北支叢書2」。44P）。

　　〔書〕「支那に於ける化學工業調査の画筆」（小林久平著，東京・皐叩打

応用化学会。昭和1垂年刊。　「早稲田癒用化簗画報38」。1冊）。

　　〔書〕ヂ瀧洲農村雑話」（小山旧知編，大連・満洲評論社。昭湘14年刊

2egP　）．

　　〔書〕「四聖省に於ける製盤と石抽」（小林久平著，化学機械協会。昭和

14年刊。8P。ヂ撃手機械3巻｝号」抜鰯）o

　　〔書〕「満沸倣送聴取看数分擶關　昭和1di年1月1日現在」（灘洲電信

電話株式會社纏務部考査課統計係編，満洲電信電諮昧式会社。紹和14年刊）。

　　〔書〕f漢文から時文へ」（蜜藤恵秀著，東京・三修社。昭和14，年Bj。
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項 g

2ekP　）．

　　〔書）「男女交際現代白話尺腰」（民昏倒彷吾編，北京・群英書局。民国

甘八年刊。22◎P）。

　　〔書〕「支那語法入門」（倉石武四郎著，棄京・弘文堂。昭和lig年Fll。　’

108P　）o

　　〔書〕「現代支那語科攣」（デンソェル・カー著，魚返善雄訳。東京・文

求堂。　空喜和14，年干縫。　l4墨3P）o

　　〔書〕「醤油會話」（豊漁局學務課編，台湾総督府文教局。昭和1ts年刊

325P　）o

　　〔書〕「支那点々」（井野心平著，東京・三和書房。昭和1躯年刊。Z57P）。

　　こ書〕「〔明治十＝：年〕游晃日乗」（星野恒等著，昭和14年刊。孔版。

1柵）。

　　〔書〕「繁　星」（昆国謝汰心著，飯塚朗訳，粟京・伊藤書店。昭和14，

年干iio　l　68P）o

　　〔書〕「醒盤小説九尾覇　4巻」（民国湖上濾点，上海・達文書店。昆国

甘八年刊）。

　　〔書〕ヂ陰山背後」（罠国論仲訥著，天津・大業書軸。民蟹廿八年刊。

132P）o

　　〔書〕「〔支那義代文學叢Flj〕」（中國文學研究翁面，東京・伊藤書店。

昭和14年刊。258P。内容：春桃（民国許地山著，松枝茂夫訳）　超人　う

つしゑ（民国謝螢著，猪俣庄八訳）　稲草人　古代英雄の石像（罠国睡臥潔白

猪俣庄八訳）　黒猫（民国郭沫若著，岡崎俊夫訳）　自叙侮（民圏郵沫若著，

吉村永吉訳））。

　　〔書〕「〔支那現代文學叢刊〕第2輯」（中國文學研究會編，東京・伊藤

書店。昭和蝕年刊。246P。内容：慧　小巫（民国茅麿著，曹鈎出帆）　大

悲寺外（民国老舎著，猪俣庄八訳）　山道中（民睡沈賦払署，松枝茂夫訳）

山中送今旦（昆国交蕪著，松枝茂夫訳）　松嶺にて（昆国黄蕪著，岡崎俊夫訳〉

蔦羅行（民国郁達夫著，飯村聯画論）　懐郷病老（民国郁達夫著，小田嶽夫訳）

　傑老懸（罠騨歌陽山著，山本三八訳）　我家の出来事（民国魏金枝著，武賑

泰淳訳）。

〔書〕「アジア問題講座（十二澱）」。

こ書〕r大谷光瑞興亜計爾（十縄）」（～昭祁15年）。

［書〕「東洋文化史概説」（上野菊爾）。

〔書〕「東洋史概観」（上野菊爾）。

〔書〕「東洋文庫十五年史」。

〔書〕「東亜学（一～九巻）」（米村冨男。～昭和19年）。
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代 獣 心

〔書〕「東亜協同体の理想」（漸明正道）。

闇噺麺舗設繍羅」酬伝三）．
〔　書　〕　　「東亜＝藍重工業言念」　　（　／」＼島精一）　。

〔書〕「朝鮮経済年報」（全園雪丸今旦。～昭和1？年）。

〔無職鑛集（手燭鶴）」（肱代吉）。

〔劃「全難癖熱文）」（満帆国謙会・締六年）．

〔書〕「満洲の苦力」（満鉄調査部）。

〔書〕「満洲本状建設誌」（満鉄）。

〔書〕「満洲國策会社綜合要覧」（満洲事情案内所編。康徳六年）。

〔書〕「満洲国主要経済統捌法令」（日本商工会議所）。

〔書〕「満洲の物産」（満洲事情案内所編。康徳六年）。

〔書〕「商工公会類同施行規剛（奉天商工公会。康徳六年）。

㈲轍難鯉蓄」（灘耀協檎麟禰．
〔書〕「大陸開発衛生展」（日本赤十字社）。

〔書〕「ヨ満農政概究会第一圓総会速記録」（康徳六年）。

〔書〕「満洲農業要覧」（日満農政研究会）。

〔謝断熱羅難熱㈱協和蠣徳六年）．
〔書〕「浜江省珠河県帽児山地区営鯉標準案」（開拓総局。康徳六年）。

〔劃離風俗謝（F．A．ラルソン@　　高山洋吉訳）・

〔書〕ヂ蒙彊の自然と文化」（京城帝大学術報告）。

〔書〕「巴彦塔拉盟鎮県政概要」（縣公署）。

こ書〕「半睡墾殖と対支移畏」（永田　稠）◎

團臓聯繋（三鳥康夫纉｡窟夫）・
〔劃晒主群記」（禽膳勲ヘアイン）・

〔書〕「中華民国に於ける列魍の条約権益」（英修道）。

こ書〕「孫文主義（上巻）」（外務省調査部）。

〔as　］「支那に於ける言論の発達」（林語堂）◎

〔霧〕「蜜蝋文化工作草案」（字田　尚）。

〔書〕「H支共存史」（常田　力）。

〔書〕「田支交渉史研究」（秋由謙蔵）。

〔書〕ド支那社会構成」（秋沢修二）。

圏岐粥蜘（サファロフ√ﾄ二郎）・
〔書〕「支那原始社会形態」（井上芳郎）。

1蓉1離瓢1蕪・
國f縫灘難婆織編問題」（満鉄・北支事務局　　　　　調査部）・

〔書〕r賢本の対支投資研究」（樋口　弘）。
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項 g

　　〔書〕「支那貨幣論」（・用謙次郎）。

　　〔書〕「支那貨幣金融発達更」（広畑　茂）。

　　〔書〕「近一世支那外国貿易更」（米谷栄一）。

　　圃伎那吐地・N（クレツシイ著三好武二訳）・

　　〔書）r支那ノ文献ニヨル黄河問題綱要」（菓亜研究所）。

　　〔書〕沖支那鞍都市開醐購情」（満鉄讐曇）．

　　圏「螂の水稠題（上・下巻）」（菱羅蕪藷）・

　　〔書〕ヂ南支那の資源と其の経済的価値」（福綴　要）。

　　〔書〕「支那の工業機構」（尾崎五郎）。

　　〔書〕「広東福建読本（附海南島事情）」（東亜実業文化協会訳）。

　　〔書）「南支那」（大阪毎日新欄社編）。

　　〔書〕「比律餐に於ける華僑」（南洋華僑双書三巻）。

　　〔割「螂の鎌工業」（濾松佐美太郎牛島友彦訳）。

　　圏「支那救制（郡　雲　特狽崎正雄訳）。

　　圏南緯蔽懸け磯柵会」踏襲鍵訳）．
　　〔書〕「北支農村概況調査報告（謂）」（（株）南満洲鉄道。～昭和

15年）。

　　〔書〕「江北塩墾植棉事情」（榎本中衛）。

　　團嘆鱈箔藤釜蹴樵鋤蝉的深醐査」（満鉄）。

　　｛書〕「戦時下の台湾経済」（林仏樹）。

　　〔書〕「台北市統計書（影画laj年）」（市役所）。

：欝欝灘1欝∵騨済部）・

　　〔書〕「中南米より帰りて」（丸山鶴吉）。

　　〔書）「蘂洋吉代民族史」（赤松啓介）。

　　〔書〕「拓殖研究　第五号」（拓殖研究会）。

　　〔書〕「英国の殖罠政策」（斉藤栄三郎）。

　　罐囑灘藤糠鈍（拓政司・満拓・満鉄・公主嶺農試）」（隔繊贈六

年）。

　　圓「改舞興醒」（張比島須佐嘉橘訳）．．

　　〔書〕「薩鞍下一　漿i韮：釜蒙：舞舞（七柵）」（台湾総督府殖産局）。

　　〔書〕「台北市統計書（照科ltS年）」（帯役所）。

　　〔書〕「塵律学習の訓練」（広島高等師範学校附属中学校）。

　　〔書）「菱織の修身教育」（堀之内覆夫）。

　　〔書〕「行の訓育」（土方憲治）。

　　〔割謬轍丁丁期蜥一（大倉諺〉・
　　〔書〕「生活行の修身教育」（松田：友吉）。
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代 項 s

〔書〕「全体観と国罠教育」（佐藤熊治郎）。

〔書〕「教膏行政顕教膏問題の研究」（川地丸井）。

圏畿瀦難蝋員研究会」（大阪府立聾口話学校）。

〔書〕「広嵩県学事要覧」（広島県）。

〔書〕「教科書行政法」（谷源：昭）。

〔書）「帝大の粛正はこれからj（平鑓元吉）。

〔書〕「東京商業学校五十年史」。

〔書〕r興亜時習社要覧」（興亜時習社）。

〔書〕「公民科の本義」（広浜嘉雄）。

〔謝「例初辮罰」（晶離譲）。
〔謝「暴舗難魂棚年轍輸（文音5省）．

〔書〕r青年学校教練科指導経営洗」（松永一六）。

〔書〕ギ⑱加越能育英社貸費生名簿」。

〔書〕「教育勅語実践への学校訓練」（松本浩寵）◎

〔割緻離讃拝読・て」（小野疋康国民精神文化研究所）．

こ書〕f国譲教育原理」（栗田元次）。

〔書〕「薮小学算術教育原論」（高木佐加枝）。

〔書〕「綴方環地報告」（i新居蝦蟹）。

〔書〕「綴方表現学」（金原省吾）。

〔書〕「綴：方教育の学年的発展」（飯田恒作）。

〔書〕r読方教育」（佐藤末吉）。

〔書〕r育てる読方教育の建設と指導」（太田久四郎）。

〔書〕r読書の心理」（武政太郎著）。

〔霧〕「読方の研究授業」（佐藤末省）。

〔書〕「教育的性格学」（関謝’夫）。

〔書）r教育心理学（上巻・下巻）」（丸山良二）。

〔書〕「スレツサー英法概論」（湯浅恭三訳）。

圓磯鵜無細工執（篠麟生訳）。
〔書〕「法学蜜論」（東北大学法学会）。

〔謝礁国家緬則（法鱗報社）・

〔書〕「経済統制と入事調停」（末川専）。

〔書〕f叢叢政治の諸問題」（佐藤教授退職記念）。

〔書〕rN本哲学及議本法理学（金三三冊）」（辻本正一）。

〔書〕「日本的潔渡論考」（広浜嘉雄）。

〔書〕r．上代支那法綱の研究（刑事行政）Il’eej（根本　誠）。

〔謝「ナチス・ドイ・離謝（美蔀晶：畠構≦羨一）・
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項 昌

〔書〕「日本憲法とグナイスト談話」（蜷廻新）。

〔書〕「切子投票制度の研究」（大石義雄）。

〔書〕「兵事事務」（大阪帯役所）。

〔書〕「巴墨都市計画の環状と蒋来」（東京市役所）。

圃螺翫緬法令集」（内務省計画局都市計画課編）．

〔書〕「全国に於ける毎年の穎築住宅棟数調」（厚生省社会局）。

〔書〕「都市不良住宅に関する文献問題」（単帯学会編）。

〔書〕「河川法論」（安田正鷹）。

〔書〕「温泉法に関する文献」（国際観光局）。

〔書〕「道路行政」（ff中好）。

〔書〕ヂ神遵史」（清原貞雄）。

〔釧網幣薯聯門神社誌」（沢田総重）．

　　　　　　　　　　　　　カールシュミット〔書〕「国家・議会・法律」（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）o　　　　　　　　　　　　　堀・青山共訳
〔書〕「全体主義国家論（シ＝パン）」（三沢弘次訳）。

国隣鰐錨ける（上下）」（醐清報部）．

〔書〕「新独乙国家大系（全十二巻）」。

〔書〕「国体科学研究（第一）」（里見岸雄）。

〔書〕「神武天皇御東遷聖蹟考」（藤井　純）。

〔書〕FH本諸学研究（第一～五山）」（H本文化中央聯盟）。

〔書〕「我が日本学（改訂）」（中山忠直）。

〔書〕「御嶽教祭事規範」（御嶽教大本庁）。

圏「躰・引照襯醐（田川大吉郎ｫ野岩三郎）．

團趨叢膿道の三一（菅願治）．

〔書〕「政治学の根本問題」（大石兵太郎）。

　　　　ウエーバー〔書〕r　　　　　　　　政治の本質」（清水幾太郎）
　　　シP．ミット

〔書〕rリップマン自由金轡主義」（服部弁之助）。

圏「錐蟻政策」（騰髪零丁）．

〔劃「錐蟻の腱」（オトマール・シュパン
H沢修二訳）。

〔割縫鞭白」（浅野；研真校訂若干lj@　　佐田介石）。

〔書〕［憲政殊勲平年譜表」（小久保喜七）。

〔書〕顯本憲政基礎史料」（議会政治社編輯部編）。

〔書〕［委員会制度の研究」（田霞蝿一）。

〔書〕「常設委員会制度」（大爾芳雄）。

闇丁丁丁犠動員」馨難盤動）。
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代 項 自

〔書〕「財団法人日本文化中央連盟要覧」（日本文化中央連盟）。

〔劃f常会の組織とその運営」（・Xi・ft井信太郎）。

圏「画聖欝磐資料」（国民精神総動員中央連盟）。

〔書〕「産業報告連盟要覧」（産業報国連盟）。

〔書〕「産業三組運動要綱j（厚生省労働局）。

〔書〕「田本と新蟹際主義」（田村徳治）。

〔書〕「東西交渉史論（上下）」（史学会創立五十周年認念）。

〔書〕「極東ソ連要覧」（阿部武志）。

〔書〕「ソ聯邦国力綜合調査第一次報告」（外務省調査部）。

〔書〕「ソ聯報告」（布施勝治）。

團「灘鮭雛」（アルフレッド・ローゼンベルク花園兼定・小宮山風禅訳）・

〔書〕「独逸及び独逸人の閥題」、（大泉行雄）。

圃瀦・おけ・・／ラアの糊（M・W。フォダー一著@　　　鈴木東艮訳）．

〔書：〕　「ユダヤ問題’と監本」　（宇都筥希洋）o

〔書〕「ソ連邦諸民族の分子状態」（（株）南満洲鉄道調査部）。

〔書〕「日本民族理想」（酉村真次）。

〔書〕『東亜民族論」（高照保馬）。

〔書〕「民族と戦争」（薪明・加田他）。

〔書〕f螢雪余聞（近衛霞山公随筆）」（水谷翔忠麿）。

〔書〕「明朗政治家山目義一君（政友会）」（玉置住定）。

〔書〕「千石重太郎（産業組合）」（石井満）。

〔書〕ヂ水島知解先生伝（神戸高商校長）」（渡辺義雄）。

〔書〕「児島・麟伝（大審院長）」（原田光三郎）◎

〔書〕「岸清一伝」（伊藤和三郎編）。

〔書）「六出武田信保追想録」。

〔書〕「福沢桃介翁伝」（大西埋平）。

こ書〕「藤山雷太博（N糖・商工会頭）」（藤出愛一郎）。

〔書〕「松本留吉（藤倉電線）」（編纂委員会）。

〔書〕r速水太郎（貿易・鉄道・電気）」（同編纂委）。

〔書〕「実伝　紀俳国膣文庇衛門」（上蜘勘太郎）。

〔書〕「ベルツのN記」（渡辺疋難聴）。

圏「解そ麓諜一（F．グルナール後藤富男訳）．

〔書）「台湾銃後美談集」　（前紐倉吉編，同刊行会）。

〔書〕「国際法学講義要綱（一巻）」（安井　郁）。

〔謝「楚麟耀三条織（蠣省）．
〔劃踵勲於け・蠣の鮫戦」（タラクナス・ダス著林正義訳）。
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項 g

〔書〕「H支交渉史研究」（秋山謙卑）。

〔書〕「最近支那外交史（上・中巻）」（照村幸策）。

〔書〕「時局と亜細亜問題」（北田正元）。

〔書）f亜細亜を降る闘争」（岡田永太郎）。

〔書〕「ロシア侵謹盛年」（山本桂捌）。

〔書〕r総本戦争学」（多田督知）。

圃「な訣u露要か」（梶原景親）．

ζ謝熾簗灘」（難財馴ンチ。）・

〔書〕「軍事援護制度の実際」（吉富　滋）。

〔書〕「英国刑事裁判の研究」（田村　豊：）。

〔書〕「公務員賄賂罪の研究」（美濃部達吉）。

〔書〕「行政刑法概論」（美濃部歴青）。

〔書〕「巖液の審判」（式場隆三郎）。

〔書〕「民事判例研究録（全三巻）」（中央大学）。

〔書〕「消滅時効の理論と実際」（風間鶴寿他）。

〔書〕「所有権契約その他の研究」（麗麗博）。

〔書〕ザ債権各論（一一巻）」（末川博）。

　　　　　　　　　　　オーゼル〔書〕「スイス債務法」（　　　　　　　　　　　　　　　）o　　　　　　　　　　　司法省
〔書〕「遅延利息論」（岩田　薪）。

〔書〕F履行；補助：者の研究」（松阪佐一）。

劇職法の法理・実際（記載例腰_篇）」（鎌田統紹秘6年）．
〔書〕「財産法概論」（林信雄）。

〔書〕「商法総論（原理一巻）」（寺尾元彦）。

〔書〕「改［E株式会社法精義」（佐々　穆）。

〔書〕「薪訂会社定款論」（高山藤次郎）。

〔書）「株式裏書譲渡の解説」（小田井漢蘭）。

〔書〕ヂ改正商法及有限会工法概＝Ut’」（田中耕太郎）。

〔書〕「企業合同法の研究」（大隅健一郎）。

〔書〕「船荷証券免責条款論」（田中誠二）。

〔書〕r改正保険業法研究」（保険政策雑誌社）。

〔書〕「被保険爬益の構造」（加藤由作）。

〔書〕「保険文集（上下）」（麻生義一郎）。

〔書〕「農業保険精説」（重政誠之）。
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〔書〕「有価証券法概論」（中村　武）。

〔書〕「金融熱電法解説ユ（妹尾一一雄）。

〔書）r財政学体系の研究」（大谷敷敬）。

〔書〕ヂ支那の戦時財政」（大蔵省）。

〔書〕「公債政策に関する螢料」（衆議院調査部）。

〔書〕「母親論」（神欝正雄）。

〔書〕f国有財産簿鍍：論」（多田喜一）。

〔書〕r専売法規綱要」（專売局長官耳蝉）。

〔書〕「金融の理論と政策」（佐野善作博士記念論文集）。

〔書〕「戦後に於ける我国の経済及金融」（井．上準之鋤）。

〔謝r躰：の金融機関其の生Ptと発展」（臼井規短雄）。

〔書〕r福岡県信用組・＄・me合会二十周年号」（周連合会）。

〔書〕「流通経済の貨幣的機構」（山口　茂）。

〔書〕「最近の社会運動」（協調会）。

〔書〕r事事の人々を護り“（　」（山田節男）。

〔書〕「農村調査報告書」（京都帝国大学）。

〔書〕f土を語る」（有馬頼寧）。

〔書〕「農民講道館の真精神」（横丁惣三郊）。

〔書〕f農村婦入産業指導要綱」（窟崎県農会）。

〔書〕「農業報国達盟増産指導督励班報告（上）」（農業報国連盟）。

｛書〕「事変下近郊農村の実柏」（協調会）。

〔書〕「事変下＝於ケル農村対策ノ概要」（帝国農会）。

〔書〕r厚生館の地域と箏i業」（爆撃館）。　　　　　　’

〔書）9水上の友」（大阪水上隣保館）。

〔書〕「紐蕎布の住宅閥題」（大阪富社会部）。

こ書〕r借家の調査」（大阪市社会部）。

〔書〕rB本麟蛇生活の発達」（内闘銀蔵）。

〔書〕「東京溝掃協会沿革吏」（町議州棲監修）。

劇戦麟樋の餓（大引永次郎）・

〔書〕r江東愛育連呼会員名簿」（江東愛欝連盟）。

〔書〕f世界の特種」（中i野置郎訳編）。

〔書〕f新聞記者生活五九年」（福良虎雄）。

闇麟働の醐（ジョヴアン“”　’ジ L高高レ）・

〔書〕「中世鴛会の研究」（中村吉治）。
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項 欝

〔書〕「労働法と時代精神」（後藤　清）◎

〔書〕「戦争と労働」（日本工業協会）。

こ書〕秣ヨ本産業労働機構と戦時労働政策」（（財）協調会大阪支所）。

〔書〕r労務動態調査提要」（厚生省）。

〔書〕「増補　新工場法」（飯豊武雄）。

〔書〕「能率賃金支払法」（井上好一）。

〔書〕「戦時経済と熟練：：燗題」（ヘルバルト・スツソデル）。

〔書〕「産業福利年報昭8～ll．3」（（財）産業福利部）。

1喜1難灘薙撫撫壽1．
團「霧爾翻翻今繋成（…一一t二）」（樋齢）．

〔謝F鞘鹸穣科」（泉蕪三子岩薫熱蘇撃鵬謹共訳）。

圏「瀦呈中花ウエハ」（三枝博音吉沢志雄）・

〔書〕f蚕立業経済の研究」（平岡謹之助）。

〔書〕f尾西織物史」（森徳一郎）。

〔書〕「西陣織物同業組合沿革史」（大槻喬編）。

〔書〕「水利と水源」（斉藤美代司）。

〔書〕「治水事業概要」（内務省）。

〔書〕「早魑記録」（高梁州東西用水組合）。

〔書〕「mシや土木工学の研究　第一輯」（漂沼千ε編）。

〔書〕「昭和9～lk年上楚腰線図（航空気象図）」（中央気象台）。

〔書〕「昭智9～14年北半球の気圧の偏俺」（中央気象台）。

〔書〕r時局下農業経営及び農家経済の動向」（帝国農会編）◎

〔書〕「農山漁村経済更生特別助成施設要覧j（農林省）。

〔書〕「轟簑畿海幸篶藷繭糸圭叢論事例＿」（帝国農会）．

㈲「支醜業論（上・下）」（呈鰹で主辞ツグ）・

〔書〕「栽植企業方式論」（根痒勉治）。、

〔書〕「第八回煙草定価改正の顛宋」（阿知波嘉一編）。

〔書〕「農業保険の概要並諸規約」（帝国農会）。

〔書〕「農業保険に於ける損害評価に就いて」（帝鼠農会）。

〔書〕「冷審関係資料（第一～四輯）」（農林省）。

圏糠油講粛灘鰐墜。て一（（財）騰会綱支所）。

〔書〕「上襲欝麓覇竺二二鳶事例＿」（帝圏農会）・

〔書〕「第lk～16次耕地拡張改良事業要覧」（農林省。～昭和16年）。
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項 f
i

〔書〕「事変下農繁期：於ケル労力需給計鍛書」（滋賀県経済部）。

團塒局産業締轡繍驚覇轡」（帝國農会）。

圓「蠣力不足筋轡麟糊毯」（耀農会）．
〔書〕「農業労力補給調整事業成績」（佐賀県農会）。

〔書〕「農i業労力移鋤実施成績」（岩手県農会）。

〔謝「事変ドの農村諸問題」（（財）協調会）。

〔書〕「農村事情調査」（鹿児臨県農会経営部）。

〔書〕「牧野に関する調査（三）」（秋田営林局）。

團隊畜保灘麹刻（帝国馬匹協会中央畜産会）．

〔書〕灘を中叱羅輩繊恥（帝国齢）．
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項 g

〔書〕「コトバ」（第二巻第一号，「麗語生活の将来，シムポジウム大

　　　　　齢…営とわが書画政策」　）。

　　（同上）r藩士文化の考へ方。作り芳。見方（四十枚）」（垣内松三）

　　（〃）「発想の変：革一国文学の将来一」（清水文雄）。

　　（〃）「文学的から語学的ヘー国語教育の将来」（大久保驚太郎）

　　（〃）「時枝誠量地の学説に対し所見を述ぶ」（小谷照雄）。

　　（〃）「標準語の問題（前号シムポジウム補稿）」（藤山脩平）。

　　（〃）「標準語教育への批判に対して」（熊沢龍）。

　　（fl）「垣内学説今後の動向の提案者としてj（袖瞭修）。

　　（　〃　）「組織言語学に就いて」（石黒修）。

　　（　〃　）　「新干1嫌召介」　（輿水実）。

　　（〃）「シムポジウム大陸経営とわが言諦敦策発表者石黒修）。

　　（　〃　）「大陸政策と国語問題の解決」（下村海南）。

　　（　〃　）「外地国語教育者として」（森鐙櫓郎）。

　　（〃）「石黒氏の大陸経営とわが雷語政策を読む」（福井優）。

　　（〃）f大陸経営とわが言語政策に就いて」（山口察常）。

　　（　〃　）「大局的眼光と正しい優越感」（魚返善雄）。

　　（〃　）r大陸経営上の言語政策の精神と技術」（岡本千万太郎）。

　　（〃　）「国語醇化を一大国罠運動とせよ」（鶴見祐輔）。

　　（〃　）「話語による盤面改造」（松宮一也）。

　　（〃）「要は人の問題j（大志万準治）。

　津田在右吉，東京帝大講師就任を機に右翼からの攻繋が高まり，このB，早

大教授を辞任。

　阿部信行内閣，陸海軍の支持を失って総辞職。

　米内光政内閣成立（外相壷鐙八郎）◎

　毛沢東，「新民主主義論」発表。

　高宗鼠。陶希聖，　r香港大公報」に蕨華協議書の内容暴露。

　英国軍艦，千葉県沖で浅間丸を臨検し，ドイソ船客21名を引致p右翼の反

英運動再び高まる。

　青島で，荘・王・梁三者会談。

　〔ll〕　黒河省，　「黒河省学費貸尊規程」公布。

　〔欝〕　青畠，各学校の数職員に対する鼠本語講習を実施。

　〔田〕　台湾国語研究会，特別委員会を開催。

〔書〕「国語より見た台湾教育雑感」（上野広二，国語教膏」）。
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項 g

　　〔書〕「英語学辞典」（市河三喜編，研究社）。

　　〔書〕f支那事典」（長野朗編著，建設者）。

　　〔書〕「明解繍群剣（石原質編南山褒塗。ギDeutsch－」apanis－

ehes　Taschen　wdrterbuchj　）e

　　〔書〕「鷺本経済史辞典」（経済史研究会編，日本評論社。3柵）。

〔書〕「コトバ」（第二巻第二号，r解語と国民性，シムポジウム国語

　　　　　教育に於ける具体化の問題」）。

　　（同上）「わが国民盤と国語改善の方針」（斎藤清衛）。

　　（〃　）「国語の性質を再検討する必要」（湯山清）。

　　（〃）ギ国語と国民性（三十枚）」（菊沢季生）。

　　（〃）F国民的教材の研究」（奥田勝利）。

　　（〃）「国語形成力下に位置するこどもへの態様」（菱伊新一郎）。

　　（　〃　）「圏語教育に於ける国民性陶冶の方法」（中田憲久）。

　　（　〃　）「言語と民族文献抄」（輿水実）。

　　（〃　）「難語の優劣に就いて」（松原秀治）◎

　　（〃　）「シムポジウム　国語と国野性との関聯及びこれが国語教育

　　　　　に於ける具体化の問題、提案者　石井庄司）。

　　（〃）「如何なる古典を選べぶきか」（粟条操）。

　　（〃）ヂ統合の精神」（石山脩平）。

　　（〃　）r機能と体制に於ける卓見と固定」（臨原慶一）。

　　（〃）f具体化に於ける二三の問題」（篠原利逸）。

　　（〃）fr標準語論」に就いて一主として立場に関して大西雅雄

　　　　　氏に問ふ」（中尾清）。

　　（〃）「拙稿f標準語論」に対する中軍勢の問に答へる」（大西雅

　　　　　雄）。

　　（〃）「大陸に対するR本語政策の諸問題」（石黒修）。

民政党斎藤隆夫，衆議院で支那事変への疑義蓑明（3月7日除名〉。

　〔教〕　文部省，専門学務局に科学課を設置。’42年3月24日科学富を置

く。

〔書〕「国語学論考」（湯沢幸吉郎，八雲書林）。

　日英両国，「浅間丸事件」公文発表。

　山形懸で村山俊太郎隠か2人，検挙，この後，全閣で生活綴方，「生活学校」

関係教員300人検挙。
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項 臼

　〔日〕　新中央政府，中央に教育部，各省に教育庁を置く。

　米中間に錫借款協定。

　灘雷窪闘志，「古事記及日本書記の研究」r上代H本の社会及恩想」「B本

上代史研究」発禁。3月8巳出版法違反で著老と出版者岩波茂雄起訴。

　台湾・朝鮮に「改姓名・改名許可制度」発足。

　独ソ通商協定調印。

　今井参謀，香港で「宋子良」と会談（桐工作の発端）。

　厚生大臣吉瞬茂，議会答弁で労働組合の霞発的解消を要望。

　〔日〕　台湾国語研究会「文献蒐集整理委員会」会議開催。

　〔日〕　出口喜一郎，北京興亜院連絡部主催E本語教授法講習会指導（～26

日）。3月1臼～3月3日天津で指導。

　〔日〕　台湾国語研究会「語彙表現様式調査委員会」第一一回協議会開催。

　楊靖宇，日満軍警により射殺。

　〔騒〕　陸軍，「兵器名称簡易化に関する規定」発表（兵器名称用制限漢字

一級九五九，：二級二七六，計一二三五）。

　〔日〕　台湾国語研究会「文献蒐集整理委員会」会議開催。

〔書〕「台湾教育」（第四五一一号）。

　　（同上）「巻頭欝　国語研究会の誕生」。

　　（　〃　）「申等国語教育と短歌」（秋月豊文）。

　　〔書〕「支那に対する製本語普及と教科書編纂」（石黒修，「教育」2月

号）。

　　〔書〕「地名人名英独仏語対照表」（斎藤阿具，興文社）。

　　〔書〕F校文環本訳語」（浅井恵三校，三省堂）。

　　〔書〕「興　璽　第1巻i号～2巻3暑」（神鐙孝一編，菓京・興亜下野

聯合会。月刊。昭和15年2月～16年3月）。

インド国民会議派，全インド不服従運動開始を決議。

〔書〕「ソシュール舞語学原謝（小林英夫，岩波書店）。

〔書〕「コトバ」（第二巻第三号，「再吟味号，シムポジウム話方教育

　　　　　の動向と対策」）Q

　　（同ま：）「敬語と国生性」（今泉忠義）。

　　（　〃　）「国語漢字遣ひ法」（橘純一）。

　　（〃　）「文法と文体」（脹宮栄）。
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）r時枝講己氏の学説に対し所見を述ぶ」（小谷照雄）。

）「シムポジウム再吟味　語法教授について」（松尾捨治郎）。

）「シンポジウム再吟味語法は消化吸収して」（木枝増一）。

）「シムポジウム再吟味　小学校語法教授を読んで」（徳田浄）

）「シムポジウム再吟味形象理論について（書簡）」（百田

宗治）。

）yシムポジウム再吟味標準語教膏シムポジウム」（神保格）

）rシムポジウム再吟味標準語シムポジウム読後感i（山崎

謙）。

）f反響「朝鮮の現状」鈴木隆盛，「読方教室の形象論へ」芦

沢清，「標準語シムポジウム」清野高堂，f美しい日本語を」

野上政治，F地方的性格」青山栄）。

）「シムポジウ云話：方教育の動向と対策」（提案者輿水実）

）「シムポジゥム　話せない人を作る教育」（柳田国男）。

）「シムポジウム　話方指導と謡書葉」（佐久間鼎）。

）「シムポジウム　話方の道」（原勝）。

）「シムポジウム　話方の道を拓く」（家永英着）。

）「シムポジウム　ギ音読から「黙読」へ」（大西雅雄）。

）「シムポジウム　自己表現と社会的義務意識」（熊沢龍）。

）「国語と国罠性一諸家の御意児を拝見して」（石井庄司）。

　衆議院，対中国政策を批判した斎藤隆夫の除名を可決。3月9臼社会大衆党

斎藤除名に反対した片山哲らを除名。

　米・中間にr錫借款協定」（米国，錫を担保に蒋政権に2◎00万ドル薪借款

供与）。

　衆議院，「聖戦貫徹決議案」可決。

　〔日〕　昭和十四年獲国語講習所指導者講習会開催（～2◎貝。主催台湾総

督府・台湾教育会，会場台湾総督府平平精神研修所，講習員61名）。

　注兆銘，上灘で「和平建國宣言」を発表。3月30日r圏畏政府」の南京遷

都を宣言。漸中央政府成立（主席注兆銘）。

　モスクワでソ連・フィンランド講和条約調印（フdンランド，カレリァ・ヴ

ィボルク等を三哲）。

　〔鼠〕　30AK海外放送，「日本語読本」などの馨者グァカリー氏を講師と

して，南北米へ鐵本語講座を放送，6月まで。

　ダラディエ内閣総辞職し，レノー内閣成立。

　各派議員100人余，聖戦欝徹議員連盟を結成。

　〔教〕f義務教育費国庫負撫法jCblii律〕公布（俸給の半額を国庫負担とす
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る）。

　　〔書〕「独和辞典」（木村謹治・相良守峰共著，博文館。「　Deutsch－

Japanisches　Taschen　Wdxterbuchj　）．

ハル米国務長官，重慶政府支持を表明。

注乱軍の「国罠政府」南京南都。

　　〔書〕r支那民俗誌」（永尾竜造。～’42・7・30。6冊）。

　　〔書〕「東亜研究叢書」（リヒトホーフェン「支那」など。～’蛉・3・

30。8柵。岩波書店）。

　　〔書〕「日本文化の問題」（西田幾多郎）。

　　〔書〕「近代日朝関係の研究　上下」佃保橋潔執筆，朝鮮総督府中枢院）。

　〔fi〕　近代科学図書館の調査（葦北，一般学習所32種，読本58種，文

法書26種，会話書29種，計1垂5種，調査で落ちているもの，その後，新

刊されたもの86種，wa）st　2　3　2種）。

〔書〕「台湾教育」（第四五二号）。

　　（同ま：）「左横書き論」（木村万寿夫）。

　　（〃　）「公学校用国語読本教材研究四」（北二陣附公読方研究部）

　　〔書〕「聾学校国語読本教授三吟蚊に教材研究」（台北第一師範附属小学

校）。

　　〔書〕「H語一一月通」（世界言学社編訳，世界書局，民国廿八年十二月初

版，民国廿九年三月再版）。

　　〔書〕「早撃之門」（湯撃墜，啓明書局，民国廿七年十二肩初版，民国廿

九年三月再版）。

　　〔書〕「新聞語辞典」（千葉亀雄編，栗照書店）。

　　〔書〕「和独辞典」（木村謹治著，博文館。「rapanisch－Deutsches

Wdrterbuchj　）．

　〔日〕　「旅順高等学校規則」〔関東局令第二十四号〕（「旅順高等学校規

則左ノ通定ム　旅順高等学校規則　第一章総劉　第一条　旅順高等学校＝ノ・高

等科ノミヲ置ク　第二条　二二高等学校二二テハ高等学校令第一条ノ旨趣二依

り生徒ヲ教育シ殊二皇道精神ノ瀬養ト国民道徳ノ充実トニカメ何レノ学科二二

テモ常二之二留意シテ教授スベシ　第二章　学科課程及教科用圏書　第五条
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国語及漢文ハ言語文章ヲ了解シ正確且自由二思想ヲ表ハスノ能力ヲ得シメ智徳

ヲ啓発シ文学上ノ趣味ヲ養フヲ以テ要旨トX　蟹語及漢文謀査リテハ近世，近

齋及中畜ノ国文ヲ授ケ進ミテ上賓文ノー般二及ボシ又普通ノ漢文ヲ講読セシメ

国語文法及国文学受ノ大要ヲ授ケ作文型押熟セシメ理科工在リテハ近世及近古

ノ圏文蚊二普通ノ漢文ヲ授ケ習熟セシムペシ」）。

　〔教〕「大学規程中改正」〔朝鮮総督府砲手七十九弩〕（「大学規程中左ノ

通改正ス　第一条ヲ第二条トシ以下順次繰下グ　第一条　大学ハ国家二須要ナ

ル学術ノ埋論及応用ヲ教授シ蚊二郷ノ悪ヲ攻究シ蒋二皇国ノ道二基キテ国家思

想ノ瀬養及人格ノ陶冶二留意シ以テ国家ノ柱石タルニ足ルヘキ忠良有為ノ皇国

臣民ヲ錬成スル＝カムヘキモノトス」）。

　〔教〕「京城帝國大学予科規程中改正」〔朝鮮総督府令第八十号〕（「京城

帝国大学予科規程中左ノ．通改蕉ス　第一条中「国民道徳ノ充実二力ムルヲ以テ

ヲ「皇国ノ道二基キテ國体観念ノ洒養及人格ノ陶冶＝留意シ以テ忠良有為ノ皇

国臣罠ヲ錬成スルヲ」二改ム」）。

　〔教〕r水原高等農林学校附置農業教員養成所規程中改正」〔朝鮮総督府令

第八牽八号〕（「水原高等農林学校附置農業教員養成所規程中左ノ通改崖ス

第一条中r農業教員タルベキ者ヲ養成スル所トス」ヲ9特＝皇醒ノ遵二基キテ

国体観念ノ漉養及人格ノ陶冶豊玉メ農業教員タルペキ者ヲ養成スルコトヲ鍵的

トス」二重ム第三条第二項ヲ削ル」）。

特命全権大使附部信行任命（23日，南京着）。

重慶で国民参政会第五次大会開く（国共両党・国民党左右両派対立）。

〔書〕ヂコトバ」（eg　：巻第四号，「小学国語読本の検討と国民学校案へ

　　　　　の註文，シムポジウム提案者　石山｛解」）。

　　（同上）ヂ皇整敬語の用法について」（三宅武郎）。

　　（　〃　）　「初等教育に於ける語法教授」　（’今泉忠義）o

　　（〃　）「国語教授上の一大問題」（湯山清）。

　　（〃　）f送仮名遣の問題について」（菊沢季生）。

　　（〃　）ヂ漢字の問題」（岡綺常太郎）。

　　（〃）r語法教授の問題」（老懸行蔵）。

　　（”　）「新読本に求める文学性」（名取髭）。

　　（　”　）f日：本語読本としての諸問題」（石黒修）o

　　（　〃　）f国語教育者の問題として」（西原慶一）。
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　〔羅〕　閣議決定，「教職員の外国及び外地派遣に関する件」。

　〔日〕　間島省，「間島省初等教育教輔ノ件」公布。

　端唄，ノルウェーを急襲。

　独軍，デンマL一一・クを無血占領。

　閣議，科学動員計画要綱を決定。

　〔ff〕「関棄局二在満教務部ヲ設置スル等ノ件」〔勅令第二百六十八号，昭

和一五年四月一五日公布〕（「第一条　帝国が満州国二於テ行フ神社及教育ノ

行政二開スル事務ヲ掌ラシムル為関東局二在満教務部ヲ置ク」）。

　〔日〕　濤独文化協会，第一圓鼠独学徒大会を開催（～4・21。外務・文部

省後援）。

　海軍，パラオ集結開始。

　〔日〕　日本語教師養藤芝蝦会（～6月21滋。毎週月水金3園。　3月3◎縁

～6月30日課外7．00～9。00。会場芝公園日南文化学校）。

　米国務長窟ハル，蘭印の貌状維持に緩して対日欝告を表明。

　〔賦〕「満州国二於ケル初等学校ノ在学無意卒業老ノ朝鮮内ノ学校ヘノ入学

転学二関スル件中改正」〔朝鮮総督府令第蕎八号〕（「昭和十四年朝鮮総督府

令第三十二号（満州国二於ケル初等学校ノ在学者及卒業者ノ朝鮮内ノ学校ヘノ

入学二関スル件）中左ノ通改正ス　第一条中　「普通学校」ヲ「小学校」二改

ム附則本令ハ発布ノ日ヨリ之ヲ施行ス本営施行前議於テ在満学校組合令

二依ル学校ノ設立シタル普通学校ヲ；卒業シタル者ハ朝鮮教育令二依り設立シタ

ル学校ヘノ入学転学ノ関係二付之ヲ在満学校組合〈〉　＝＝依ル学校組合ノ設立シタ

ル小学校ノ卒業者ト看傲ス」）。

珠江を制限附解放。

〔書〕「田代日本語法の研究」（佐久間鼎，潭猛閣）。

　「陸軍志願兵令」〔勅令〕雨露。

　ドイツ，ノルウェーのドンバス占領。国王バーwン7雛，ロンドンに亡命。

5月5Hロンドンにノルウェー亡命政権成立。

　〔日〕　財圃法人日華学会，留誕生教育部を特設。

　〔臼〕　青島で，小学生の田本語学芸会を開催。

　〔日〕　親竹師範学校，屏東師範学校設置。

　〔日〕　国語解者調（4月末現在，公学校生徒数582615，同上卒業者累

計616394，国語普及施設生徒数763263，同上修了者累計855631，合
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計28179◎3，本島人人口552699◎，国語解者蒼分比51．00）。

　〔H〕　4・月家，台湾における公学校数八百二十余校，児童数六十三万余人

就学歩合，男女平均53。15。

　〔教〕r小学国史尋常科用ま：巻」豊漁開始（巻頭にr神勅」掲載。「下」

　狙年ab月）。

〔書〕「台湾教育」（第四五三号）。

　　（同上）r国語闘題について」（安藤正次）。

　　（〃）「連濁音の読みについて」（木村万寿夫）。

　　（〃）「国語国字運動の側から眺めた国語国字重手のあらまし（上）

　　　　　　（下）」（土屋寛。～四五四号）。

　　（　〃　）ギ長編教材の取扱■（台北甫朱潜総公学校圏語研究部）。

　　（〃　）ヂ俳句鑑賞の一過程」（paJ　U燕城）。

　　〔書〕「初等圏語読本　三三」（教師用。朝鮮総督府）。

　　〔書〕「最漸歯糞会話」（金文亮・初学讐共著，k海琳瑛書店，昆國甘九

年四月初版。

　　〔書〕「文学」（特輯「東亜に於ける自立語」）。

　　　　（同上）「日本語の撹界的進出と教授法の研究」（大出正篤）。

　　〔書〕「江戸文学辞典」（曝峻康隆，審山房）。

ヒトラー，麺部戦線攻撃開始を指令（黄色作戦）。5月｝OH，独軍，北仏

・オランダ・ペルee“　・一・ルクセンブルクに奇襲攻撃開姶）。

〔書〕「コトバ」（第二巻第萱号，f文章批評の基準」）。

　　（同土）「放送用語と外心音転写の問題」（佐藤孝）。

　　（〃　）f綴方教膏上の言語問題」（渡部須賀雄）。

　　（〃　）「一頁評論　文章と文学」（大藪雅雄）。

　　（〃　）「国民科国語の観点」（志波末吉）。

　　（〃　）「全然賛成，直ちにも爽施を」（岩下吉衛）。

　　（〃）「国民学校国語科シンポジウムについて」（石山脩平）。

　　（〃　）「『琶語形象性を語る』」（久松潜一）。

　　（〃）「凝集する力」（清水文雄）。

　　（　〃　）r新刊紹介」（輿水実）。

　　（〃　）「話方教育雑感」（井土一一男）。

　　（〃　）「義太夫の文句と発音問題j（岡田道一）。

　　（〃　）「シムポジウム　文章批評の基準　提案者　名取i発」
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5　・22

5・25

5・28

〃
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〃

項 臼

（〃）「全世昇を得るともその生命を失はば僧の益かあらん」（栗

　　　山理一）。

（　〃　）「作品損1評の基準」（吉田精一・一・・）。

（〃）「批評の論理と倫理」（山崎謙）。

（　〃　）「文章批糊の基準」（小口優）。

（　〃　）「外地版書落について　附情報」。

（　〃　）「日本語の語形成について」。

　〔教〕「朝鮮総督府中堅膏年修練所規程中改正」〔靭鮮総督府令第百二十号〕

（r朝鮮総督府中堅青年修練所規程中左ノ通改正ス　第五条　修練期問ハ四月

一β＝始り翌年三月三十一日二終ル修練期闘ヲ分チテ五期トス各期ノ修練H数

ハ必ee　：応ジ朝鮮総督ノ承認ヲ得テ所長之ヲ定ム　第七条　各期ノ修練人員ハ

朝鮮総督ノ承認ヲ得テ所長之ヲ定ム」）。

　〔H〕　満州国罠生部，「師道学校進学志顯者学資支給規程」公布。

　ドイツ軍，北仏・オランダ・ベルギー・ルクセンブルグに奇襲攻繋。

チェンバレン内閣総辞職。チャーチル連合内閣（保守・労働・自由）成立。

12月23日イーデン外相就任。

英外務次官，中国薪政府否認を声明。

外寸有田八郎，蘭翻の現状維持を交戦国駐鷺大公使に申し入れ，爾・米・英

・仏。独，同意を表明（～5月22日）。

独軍，セダン付近でマジノ線突破。5月17日独軍，ブリュッセルを占領。

5月27鼠英軍，ダンケルク撤退を醐始（6月4日完了）。

オランダ軍，降伏文書に調印。

　〔8〕　眠本語教科用図書調査会総会開催。

〔書〕「譲本語の大陸進繊2（文部省中書局，「週報」）。

〔書〕r国語問題と英語問題」（藤村作，白水社）。

　ベルギー国王レオポルト3世，降伏文書に署名。ベルギー内閣，対独抗戦を

声明。5月29Hmンドンに亡命政権樹立。

　谷次官，英大使に援蒋敢策放棄を申し入れ。

　〔臼〕　5月現在，ハワイの日本語教師631名（非帯民314名，市民317

名）。

〔書〕「台湾教膏」（第四五四号）。

　　（同上）「鍛近の国語問題について」（西岡英夫）。
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項 蟹

（同上）「言葉の鑑賞」（鈴木篤三郎）。

　　〔書〕「初等国語読本実践指導下説巻一」（和繊重則・久保次郎，朝鮮公

民教育会）。

　　〔書〕「現代情語会話」（呉主恵，譲本東葦文求堂，昭和十ny年六月発行

昭和十五年五月七堂〉。

　　〔書〕「カジトカニ」（三通書局，三通書局，罠圏廿九年五月初版）。

　　〔書〕r公学校劇国語読本の発音。アクセント及朗読巻一一，二（合訂）」

（川見駒太郎）。

　　〔書〕「満州国語」翻覇（満州國語研究会。醸語版・満語版の2種）。

　　〔書〕「日支英対照興亜新辞典」（高野籏之編，成興館）。

　　〔書〕「言語教育概論」（興zk実．，東京神照晃文物）。

　　〔書〕「回申実用薪辞典」（松田武夫監修，冨文館）。

　　〔書〕「類語活用必携」（三省堂編輯願編，三省堂）。

木戸孝一を内大臣に任命。

　　〔書〕fコトバ」（第二巻第六号，f国民学校制と教師，シムポジウム

師範学校の国語科に臨む」）。

　　　　（同上）「国民学校糊と数師の教養問題」（梅根悟）。

　　　　（〃）「国民学校欄と教育学及び教育実際家」（大野静）。

　　　　（　〃　）r国民学校教師の問題」（上欝庄三郎）。

　　　　（li）「国母学校国語科詣導者への希望」（今康忠義）。

　　　　（〃）「国罠学校教師と国語の知識」（菊沢季生）。

　　　　（〃　）r国悶悶国語と教師」（大久保正太郎）。

　　　　（〃）「言葉の力」（片山敏彦）。

　　　　（〃　）「「文芸批評の基準」について」（名取発）。

　　　　（〃）f同人の頁　同音異義語」（松原秀治）。

　　　　（　〃　）r門門紹介］（輿水実）。

　　　　（〃）「エムポジウム　師範学校の国語科に望む　提案者　大薦雅

　　　　　　　雄）。

　　　　（〃　）「考へ方の転換」（留醐清男）。

　　　　（〃）「本立って道生ず」（石黒魯平）。

　　　　（〃　）「考へ方の転換」（留岡清男）。

　　　　（〃　）「生きた言葉を教科書として」（岡崎常太郎）。

　　　　（〃　）r師範学校の国語科について」（保科孝一）。

　　　　（〃　）「日本語の語形成とアクセント形成（続）」（三宅武郎）。
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　1／
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項 昌

　ノルウェー困王，対独戦中止を命令。6月1◎摂ノルウェー軍降伏。

　イタリア，英・仏に宣戦布告。南仏侵入。

　有田外相，グルー米大使と国交調整の会談。

　聖戦貫徹議員連盟，各党党首に解党を進醤。

　仏政府，パリからツールに移転。

　天津英稲界問題に関し，日・英傑仮協定成立。6月19日公文交換。

　友好関係存続と根互領土尊重に関する日本・タイ悶条約調印。12月23日

実施。

　米国務省，賃本軍の：重慶爆繋非難。

　三軍，パリを撤退。6月14日独軍，パリに無血入城。仏政府ボルドーに移

転。

　有田外相，各国大使に在重慶各国人の撤退を勧告。

　ペタン琴師，レノーに代り仏主席に就任。6月17日独軍に休戦提議。

　ソ連，エストニア・ラトビアに最後通牒。6月17日ソ連軍，両国に進駐。

　仏，独に降伏。

　ドゴール将軍，ロンドンからの放送で対独抗戦継続を呼びかける。自由フラ

ンス委員会を設立（6月27B英国承認）。

　仏大使，谷次官の仏印経由援蒋行為への抗議に，仏印総督が17日以降援母

物資輸送停止を決定と回答。母本，停止状況監視員派遣を申し入れ。

　〔H〕　文部省霊園第一圓国語対策協議会開催（～21日。次の六項を決議

「・一一・・困語ノ調査統一機閣設置ノ件　経本語ノ海外普及ノタメニハ巳本語ノ整

理統一ヲ以テ喫緊ノ事トナス宜シク文部省二強力ナル國語ノ調査統一機関ヲ新’

設シテ速二国語問題ノ解決ヲ図ラレタシー　H本語教育連絡機関設置ノ件

一　N本語振導者養成ノ件一　標準日本語辞，典編纂ノ四一　5本歌詞，楽

麹撰定ノ件一　レコード並二発声映画製作ノ件」）。

　〔日〕　睡際学友会第十回理事会，財囲法人に改組を承認決議。

　天津英仏穏界封鎖解除。

　〔教〕　文部省，修学旅行の制限を通牒（’43年以後全面的に中止）。

　コンピェーヌで独仏休戦協定調印。6月24露ローマで伊仏休戦協定調印。

7月2銭仏政府，葬占領区のビシーに移転。

　〔鶏〕　満州国語学力検定試験〔零本語〕（6月29Buシア語，6月30揖

蒙吉語，？月7繊満州語）。

　外務次官，英大使にビルマルート閉鎖及び香港経由の援蒋物資停止を申し入

れ。

　近衛文麿，極密院議長を辞任。薪体制運動推進の決意を表明。

　大本営，仏印の援蒋物資輸送禁絶監祝員を陸・海・外3省より4，0人派遣す
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項 屋

ると発表。6月29日団長西原一策少将ハノイ着。

　満州国皇帝来日。

　ソ連，ルーマニアにベッサラビア，北ブコビナの割譲要求の最後通牒。6月

28日～7月1日ソ連軍，両地方を占領。

　〔騒〕　国語教育学会総会（～？月1N。荒木文部大臣，「新東亜建設二於

ケル国語教育ノ使命如何」を諮問，答申中に「標準語ノ確立ヲ始メ，国語教育

発展ノ根抵トナルベキ国語二関スル諸問題ヲ速カニ解決スル為，強力ナル調査

統一機関ヲ設置スルコト」の一項が挙げられた）。

　〔教〕　文部省，絶対音感教育を採用，ドレミ階名唱法をハニホ名唱法に改

正。’姐年4月より実施。

〔書〕「台湾教育」（第四五五号）。

　　（同上）「形容詞の一側面」（有福：友貯）。

　　（　〃　）ヂ公学校用国語読本巻七研究←r｝～倒」（北二師附公読方研究

　　　　　部。～四五八）。

　　〔書〕「全醸本アクセントの諸相」（平由輝男，育英書院）。

　　〔書〕F支那問題文献辞典」（馬場明男著，慶応書房）。

　　〔書〕「日華会話辞典」（三省堂編・刊）。

　　〔書〕「和仏大辞典」（セスラン著，丸善。「D±cti。nnaire　Japo－

nais－Frangais　Par　G．　Cesse！ln，　M．　Aj　）．

　　〔書〕「満鐡資料彙報　第5巻6号」（〔満鐵〕調査部資料課編，南瀧洲

鐵道◎昭和15年6月）。

圏民党七中金会開く（～7月7B。連ソ容共派の羅共関係調整案を否決）。

〔書〕「コトバ」（第二二巻第七号，　FN本語の性格，シンポジウム　日本

　　　　　語の十年進出と教授者養成問題」）。

　　（同上）「書語に対する二の立場」（時枝黙認）。

　　（〃）r読書力，構文力について」（松原秀治）。

　　（〃）fi新井白石の所謂方言について」（松羅捨次郎）。

　　（〃）「田本語の超人称的性格j（熊沢龍）。

　　（　〃　）「日本語の研究と文字の問題」（菊沢季生）。

　　（〃）田本の言語と学問」（岡本千万太郎）。

　　（　〃　）「師範学校国語科の進路」（大西雅雄）。

　　（〃）「同入の頁　独善と追随」（輿水実）。

　　（〃）「書評」（大藪雅雄・輿水実）。
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項 屋

（同上）「シムポジウム　日本語の月球進出と教授者養成問題　提案

　　　者　松宮一也」。

（〃）「支那は外国である」（魚返善雄）。

（〃　）「H本語教師は言語学を学べj（黒野政一）。

（〃）「松宮氏の提欝に対して」（倉野憲司）。

（〃）f外地版　満州の日本語問題」（松本重雄）。

　米大統領，r国防法」に署名。石油・屑鉄以外の軍需資材に輸出許可制施筏

　英艦隊，アルジェリアのオラン港停泊中の仏艦隊を盤滅。7月5日ビシー一仏

政府，対莫国交断絶。

　陸軍首脳部，米内内閣打倒のため，陸相畑俊六に単独辞職を勧告。

　社会大衆党解党。

　中共中央，抗戦三周年宣言を発表，八路軍，新四軍が在中pa　H本軍の半数以

±と戦闘中と声明。

　〔賑〕　紀元二千六菖年配念東亜教育大会開会式（荘政権代表載英夫ら参加）

　内務省，左翼的出版物に対する弾圧を一段と強化。30余社の出版物13◎余

点を発禁，同時に紙型を押収，吉本麗在庫の検索にも及ぶ。

　ルブラン仏大統領辞職。ビシーの議会，ペタン元帥を独裁権をもつ国家主席

に選出（副主席ラヴァル。第三共和制終わる）。

　英大使，有霞外相に3か月間ビルマルート閉鎖を鳳答。7月17日発表。

　満州国，建国廟創建（長春）。

　細螺紹の単独辞職により，米内内閣総辞職。

　政友会久原派解党。

　米内内閣総辞職。

　近衛文麿に組閣命令。

　近衛文麿・松岡洋右・東条英機・志田善吾の首・外・陸・海の墨相候補会合

国策を協議（「荻窪会談」）。

　〔国〕「国語審議会官記」改正。

　ヒトラー，国会で英国に和平を提唱。7月22霞英國拒否。

　バルト3園にソビエト共和国復活。7月22H人民議会，ソ連那へ加盟を決

定。

　第二次近衛文麿内閣（外相松岡洋右）。

　〔教〕　東京帝大教授橋田邦彦，文相に就任。

　閣議，「基本国策要綱」を決定（大東亜薪秩序・国防国家の建設方針）。

　米大統領，石油・屑鉄を輸出許可制適用品目中に追加。

　大本営。政府連絡会議，「世界情勢の推移に伴う時局処埋要綱」を決定（武

力行使を含む南進政策決まる）。
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項 昌

　スパイ容疑で，英人多数逮捕。7月29日収容中のロイター通信員コック自

殺。

　政友会中島派解党。

　汎回外梱会議，共同防衛決議を採択（ハバナ宣雪）。

　米国，航空用ガソリンの西半球以外への輸繊を禁止（対日輸出禁止）。8月

2日駐米大使堀内謙介抗議。

　東京憲兵隊，救世軍植村司令窟ら7人をスパイ容疑で取調。9月23貝救世

軍，救世随と改称。

　　㈲蠕基本躰誠本」（張鵬三通翻購廿九靴肋
　　〔書〕「現代日語会話」（程柳枝，上海読者書局。民国廿七年六耳初版，

昆圏廿九年七月置版）。

　　〔書〕「医薬処方語羅和和羅辞典」（朝日奈泰彦，清水藤太郎共著，南江

堂）。

　　｛書）f例解化学英語新辞典」（立窪謙一署，太陽堂）。

　　｛書〕ヂ山東文化第1巻1，2号」（知久弐雄編，青島・山策文化協会。

年6日刊。2聡。昭和15年7月～9月）。

〔書〕「台湾教育」（第四五六号）。

　　（同上）「公平校門国語書方手本第四学年用上下編纂要旨及教材解説

　　　　　8」（加藤春城。～四五七号）。

　　（〃）「口語法指導に於ける言語文字の訓練e～㈱」（木村万寿夫

　　　　　～四六一号）。

　　（　〃　）「本臨説音の国語音韻史的考察」（吉原保）。

　　（〃）「ロ語文体の文に現はれる誤り易い助動詞に就いて」（鈴木

　　　　　二三郎）。

　「基本国策要綱」〔閣議決定〕。

　松問外禮，仏大使アンリに臼本軍隊の仏印通過及び仏邸飛行場の使用などを

要求。

〔書〕「コトバ」（第二巻第八号，「敬語法の問題，シムポジウム　給ふ

　　　　　　・給ふる考」　）。

　　（同上）「語法体制における敬語法の地位」（佐久間鼎）。

　　（〃　）「敬語を制限する語調」（黒野政市）。

　　（〃　）「「ます」と「ですjj（三宅武郎）。

　　（〃）「ド御」の性格」（土屋寛）o
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項 B

（同上）「チェンバレンの敬語論」（黒野政市）。

（〃　）舶塞語の語形成とアクセント形成（続）」（三宅武郎）。

（〃　）「日本の言語と学問（続）」（岡本千万太郎）。

（〃　）「満州圏に於ける日本語教授の現状」（高萩精玄）。

（〃　）r台湾の国語教育」（永井洗）。

（〃　）f朝鮮の国語教育について」（洪雄善）。

（〃　）「満州國語教育界の進むべき道」（小林藤次郎）。

（〃　）「外地版・情報（石黒修編）」。

（〃　）「宮か私か一対支類本語教授者養成問題について」（松宮

　　　一也）。

（〃）「シムポジウム　給ふ・給ふる考　提案者　今泉忠義）。

（〃　）「今泉式の考説に就いて」（山岸徳平）。

（〃　）「意味内容の変化」（藤田徳太郎）。

（〃）9給ふ・給ふる考を読んで」（松尾捨次郎）。

（　〃　）　「給フ。給フルについて」　（笹月清美）。

（〃　）「敬語分化の問題」（浅野信）。

〔教〕　橋田文輯，国体の本義発揚と科学技術振興の両立を説く。

八路軍40万，華北で大規模な遊撃戦（蕎國大戦）を開始（～12月）。

民政党の解党で全政党終了。

日本銀行の満州中央銀行に対する1億円の借款供与契約成立。

解党した諸会派，薪体制促進同志会を結成。

米大使，日本の対仏印軍事要求に関し松岡外絹に警告。

朝鮮諺文新聞r東亜日報jr朝鮮銭報」廃刊。

罠政党解党。

　　圏疇薫漢訳躰文典（訂正第四十版）」（軽羅蹴国状翻

総発讐所上海B本堂書店）。

　満州国，f建国忠霊廟創建二関スル件」公環。

　賀川豊彦，渋谷憲兵隊に反戦的平和論で絢引。（’43年5月27籍神戸で，

ll月3鍵東：京憲兵隊で留置取調を受ける。’心嚢10月20礒宗教使飾とし

て中国へ赴く）。

　仏大使，N本丁要求につき仏印現地交渉で事実上承認する旨回答。

　〔艮〕　音声教鷺講演会（音声教育研究会憲催，講師神保格「臨語学習の諸

問題に就いて」，朝鮮京城）。

　蘭領インド特派大使に商桐小林一三を任命。8月3◎鷺出発，9月12日バ
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項 g

タビア着。

　松岡外相，アンリ大使間に北部仏印進駐に関し公文交換。

　ルーマニア，丁丁の圧力でハンガリーへの一一部領土割譲に同意。

　〔田〕　棄亜学校，文部省令第三十五号により，同校高等科卒業港は大学入

学に関し，蕩等学校高等科卒i業と同等の資格を得る。

　〔H〕青島，小学教員の貝本語講習会を3週間余合宿訓練によって実施

（鷺語教員は特写瑳Eとして再教育）。

〔書〕「台湾教育」（第四五七号）。

　　（同上）「形容動詞を立てない教科書のそれらの語の取扱ひに就て」

　　　　　　（鈴木篤三郎）。

〔書〕f圏語運動」

　　（同土）「台湾での文字普及運動と国字問題」（土屋寛）。

〔書〕f田本語の諸問題」（石黒修，修文館）。

〔書〕「コトバ」（第：二巻第九号，「：再吟味・敬語法（続），シンポジウ

　　　　　ム　国文学は如何に進むべきか」）。

　　（同上）「敬語法私見」（新村出）。

　　（〃　）「敬語法の成立と発達」（菊沢季生）。

　　（　〃　）　「文章の敬語j（三宅武郎）。

　　（　〃　）「文輩分類について一つの立場」（三尾砂）o

　　（　〃　）　9再吟味　 国語と三民性」　（∫嶺沢意墓）o

　　（〃　）「再吟味　言葉の原型性」（大場俊助）。

　　（　〃　）「再画面　大切な基礎工事」（湯山清）。

　　（〃　）r再吟味　日本語普及問題の再吟味」（松宮一也）。

　　（〃　）f：再吟味　話し方教育の反省」（廣沢栄次）。

　　（〃）rシムポジウム　国文学は如何に進むべきか　提案者　池田

　　　　　勉）。

　　（〃）rある風潮に対して」（池縣亀鑑）。

　　（〃　）「國文学の前進」（杉浦正一郎）◎

　　（〃　）「国文学将来の問題二つj（井本農一）。

　　（〃　）「現代の学的組織が緊要」（斎藤清衛）。

　　（〃）「外地版　日語教授雑感」（困府種武）。

　　（　〃　）「情報」（石黒修編）。

　　ぐ　”　）「国語運動の行き：方」（岡田道一一）。
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項 賛

（同上）r平骨輝男著『全日本アクセントめ諸槽』」（馬鞭義雄）。

（　〃　）『「清水文雄著『女流葭記』と大西雅男著『国語音声論』」

　　　　（輿水実）。

（〃）「日本語の語形成とアクセント形成（基本動詞の名詞化アク

　　　セント）」（三宅武郎）。

　〔巳〕「難語教膏の諸問題に就いて」（講師神保格，満州国民生部・満州国

語研究会共同主催）。

　米英防衛協定調印（米国，駆逐艦50隻供給，英領諸臨の海空軍基地程借）。

　西漂少将と仏司令窟間に，北部仏印進駐及び飛行場使罵などに関する現地協

定署名。9月6醸第5師照の独断越境事件のため，細琶協定延期される。

　ルーマニア国王カロル退位（国外逃亡）。アントネスク将軍，独裁権を掌握。

　諸軍，ロンドン猛爆撃（以後65賃問，夜間爆撃続く，「ブリテンの戦」）。

　内務省，部落会・町内会・隣保班・市簿村常会整備要綱を府県に通達。

　〔教〕　文部省，中等学校教科書の検定制を廃止し，脂定制とする（各教科

5種）。

　小林爾領インド特派大使，謎爾邸経済交渉開始。

　俸軍，リビアからエジプトへ侵入。1◎月28臼アルバニアからギリシア侵

入開始。

〔書〕FB語工作論」（松田敬基，　F華北評論」）。

　米国，選抜徴兵法公擶。

　御前会議，日車伊三国同盟締結を決定。

　婦選獲得同盟解散。

　N・仏印軍事緬屋協定成立。9月23B臼本軍，北部仏印に進駐開始。現地

フランス軍と衝突。

　米国務長官，強迫による仏邸の現状変更不承認の声明。

　米国，：重慶政府に2500万ドル借款供与（為替援助）。ll月3◎日米大統

領，5◎0◎万ドル追加借款を発表。12月2B米議会，1億ドル借款案可決。

12月10貝英国もleOO万ポンドの借款供与。

　北部仏印ハイフォンに上陸。

　南支方面軍司令官安藤利吉，独断越境事件の責任で更迭b

　〔臓〕　日泰学院設立（院長林銑十郎，学監安岡正篤）。

　日独伊三国同盟ベルリンで調印（松岡外相・オットー一ig大使問に秘密交換公

文）。

　「臓本国，独逸国及俳太利国間三国条約締ma＝＝関スル詔書」。
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項 自

（書〕「爲本語の構造」（堀：重彰，畝傍書房）。

〔書〕「標準語と国語教脊」（国語教育学会，岩波書店）。

　〔田〕　北京近代科学愚書館主催第十回臼語講座開講（申込者217名，入

学許可ま13名，更に補欠試験によりワ名許可）。

　〔露〕　北京中央艮語学院開設（9月はじめから師範科男子の組2k名，10

月から女子の組24名。院長中昌魔）。

　〔譲〕　青島，帯立の饅語夜学校3校開設，商業補習学校2校開設，日本語

が教えられる。

　〔欝〕　中華民国政府教育部の設立にかかる部立師資講雛館は中等教員の再

教麿機関となる。ヌ．岡宮に男女師範学駐を開設（日本語藪師養成機関の増設を

はかる）。

〔書〕「台湾教育」（第四五八号）。

　　（同上）「国語に見る色」（土屋寛）。

　　（〃　）「公一の国語教窒を語る←う口」（松沢源治郎。～四五九号）。

　　〔書〕「東亜学校案内」。

　　〔書〕「落語問答指導」（沈中植，上海白虹訳文社，民国廿：九年九月四

　　〔書〕「国語と国民姓」（菊沢季生，修文館）。

　　〔書〕「クラウン英語辞典」（日本辞書出版社編・刊。「CrOWn　Eng一一

Msh　Diestonaryj　）o

　　〔書〕「永字式索引漢稲辞典」（恒藤終著，三省堂）。

　r総力戦研究所官制」〔勅令〕公布。’藍年4月，憲吏など36人，研究生

として入門。

　外郭海三絡，：重慶政蔚との和平交渉実施につき同意。

人口調査（内地人口7311万43◎8人，外地人口3211万1？93人）。

〔書〕「コトバ」（第二巻第ナ号，f国語学習の基本・シムポジウム　N

　　　　　本語教授用基本文法」）。

　　（同．上）「新制困民学校に於ける音声言語の教膏に就いて」（山口喜：

　　　　　一一一e5　）　e

　　（　〃　）「国罠学校国語教則要項に関し私見を述ぶ」（輿水実）。

　　（〃）「子供が読方を学ぶ上に基本となるものは何か」（西原慶一）

　　（〃　）「読まんとする心」（沖壇寛）。
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項 自

（同上）「他山の石」（百事宗治）◎

（〃）「綴方を学ぶ上に根本となるものは何か」（働事水穂）。

（〃　）「話方教育の第一歩」（上飯坂好）。

（　〃　）　「雰囲気と型」　（野ξコ秀寛）o

（〃　）「文字を学ばせる為の準備」（沼巻素光）。

（〃）「私がこれまで研究してきた問題，これから研究しようと思って

　　　いる問題」（中田憲久・加藤廉潔・高橋安造）。

（〃）fシムポジウム　日本語教授用基本文法の問題・提案者　菊沢季

　　　生」。

（〃）「国語の種々相を教へたい」（東条操）。

（〃　）「古文支那語文法の影響」（乾輝雄）。

（　〃　）「菊沢季生氏の提案について」（松尾捨次郎）。

（〃　）「基本文型と基本文法」（石黒修）。

（〃　）「獲本語教授に於ける文法教授」（松嘗弥平）。

（〃　）r日本語教授法の諸問題j（黒野政帯）。

（〃　）「外地版　情報（石黒修編）」。

（〃）「外地版　二：重言語と朝鮮の子供」（和照重則）。

（〃）「『国語の論理邊を語る」（大場俊助）。

（〃　）「西原慶一著『国語のはたらく教甕』と石黒修『日本語の問題劃

　　　　（輿水実）。

（〃　）fβ本語の語形成とアクセント形成（纏）j（三宅武郎）。

　閑院富，参謀総長を辞任，後任に杉山元大将を任命。

　商工省，砂糖・マッチ配給統制規則各公擶｛省令〕（11月IH，切符制：全

国実施）。

　赫四国，下北で国民党軍と衝突◎

　大政翼賛会発会式（総裁近衛首糧）。

　ヒトラー，本土土陸の「あしか作戦jを’41年春までに延期決定。

　〔ll〕　満州国，　f学校教練教授要圏二関スル件」公布。

　日・蘭印交渉に関し，共同声明発表。10月2◎日小林代表召還を通告。

　莫，ビルマ・ルート再開。

　日本軍，独逸国及伊太利国三国条約」〔条約第九号。公布昭和十五年十月二

十一日〕（「日独摂三盛同盟条約」）。

　国民政府，黄河以南の薪下絵・八路軍に黄河以北への移動を命令。ユ0月，

国民党軍2◎新羅，陳甘寧辺区を封鎖。

　東方会解散，大日本青年党も政治団体より思想圃体に改変。既存の政治園体

すべて解党。
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項 R

　〔H〕「修正詠出市立及公立学校外国人外国譜教員聰任辮法」（民国二十九

年十月二十三日　行政院公布，「第一条　教育部ハ省立帯立及公立学校外国人

ノ外国語教員ノ統一任用ヲ謀り出血S便ナラシムル為特二本辮法ヲ訂定ス　第

二条　擁立一品及公立学校二品テ外国人ノ外園語教員ヲ聰任スル場舎ハ本辮ユ

依り麗理スベシ　第三条　各省立市立及公立学校外国人ノ外国語教貫ハ左記各

項ノ資格ヲ具｛薦スノレコトヲ要ス　一，中学以土ノ外国語藪：員ハ大学及高等専F『

学校文科ヲ卒業シ検定二合格セルモノトシ小学ノ外国語教員ハ師範学校ヲ卒業

セルモノトス　ニ，一年以上轟該国語教員工在職セルモノ　三，教授二際シ能

ク当該国標準語ヲ話シ得ルモノ　第四条　各省立市立及公立学校二於テ外国入

ノ外国語教員ヲ聴任スル場合ハ各誌二二教育行敢機関ヲ経由本部二申請シ本部

ノ要請唾壷キ乱漫濁大使館ヨリ書爾ヲ以テ紹介アリタル後本部ヨリ圏立各校又

ハ各省市上虚心局二派遣聰任セシメ所属各校二服務セシムルモノトス　各省市

各校直接二聰任スルコトヲ得ズ　第五条　外国人ノ外国語教員ノ俸給ハ其ノ資

格経歴二面ジ本国専任教員待遇鵡比シ三割増ヲ原則トシテ支給シ事情：依り住

宅又ハ住宅料ヲ支給スベシ　第六条　各省帯教育庁局ハ学期終了前二所属各学

82＝＝於ケル次学期所要夕魑人外国語教員員数を本部二報告シ本部ノ統轄処mp　＝

便ナラシムベシ　第七条　本紙法ハ行政ee　＝縞目シテ皿山アリタル後施行ス」

　閣議，「対蘭印経済発展の為の施策」を決定。

　「支那旧記生教育に就て」（講演，蟹藤恵秀。同氏著・刊。30P。発臼1年

月日不明）。

　「教育工関スル勅認濾紙五＋年記念式典工於テ賜ハリタル勅語」。

　駐ソ大使建治美次，訓令によリソ連に不可侵条約締結を提議。1］．月｝8藏

モUトフ外相，北樺太利権解消を条件に中立条約を提議。

　たばこバットを金蓼島に，チェリーを桜に新製品より改名を発表。

　〔fi〕　台湾総督府，皇畏奉公会を組織，大畠国民の錬成，皇民化の促進に

内台人の通義を開放。

　〔日〕　陰爾蜜日本語教育研究会発足。

〔書〕「台湾敦育」（第四五九号）。

　　（同上）「公学校用薪国語読本の体系的研究（一一）」（田口実）。

　　〔書〕r初等困語読本実践捲無精説ig　：」（和田重則・久保次郎，朝鮮公

罠教育会）。

〔割r姻謝礪濫酬（石黒魯平，開拓社）・

圃蠣欄干謹門門醍中・野畑瓶勢門碑
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項 自

，八月初版，蔑国骨九年十月八版）。

　　〔書〕「日語華訳公式」（王玉泉，

初版，昭和十五年十月十ヨ版）。

H本大阪岡崎屋書店，民国廿四年九月

　　〔謝「謬曄辮典」（三翻騙轍三通舗，民国甑年＋肋

版）。

　　〔劃沖，対照薦会翻本」（陳観中，語文研購購翻年
　　　　　　　　　交際
八月初版，民国廿九年十月四版）。

　　〔書〕r台湾に於ける国語教育」（安藤正次，「学苑」）。

　　〔書う「化学工業大辞典」（非凡閣編・刊。～昭鵜19年9月。八冊）。

　　｛書〕「国体禰辞典」（小倉鰹爾署，錦正社）。

　　〔書〕「支那文を読む為の漢字典」（田中慶太郎編訳，文求堂）。

　　〔書〕f中国文化界人物総鑑」（橋高慮雄編，北京・中華法令編印館）。

　　圃r薙鰍掌名㈱（山本茂三郎著・刊。非売）．

　　〔書〕「電気工業大辞典」（～昭和18年10月。七冊。葬凡閣編・91）。

　　〔書〕「中國月刊　第5巻1，2期」（中宮月Flj編輯部編，上海・中国文

化服務社。月刊。昂心血九年十月～十一月）。

　　〔書〕「コトバj（第二点画十一号，「音声教育と文字教育，シムポジウ

ム　話し言葉と書き醤葉との関係」）。

　　　　（心土）「言語の山号性と記号性」（大西雅雄）。

　　　　（〃　）「文字の本質・起原・発達」（熊沢龍）。

　　　　（〃）「音声教育と文字教育との関聯」（秋田喜三郎）。

　　　　（〃）「国民学校に於ける音声教育と文字教育」（志波末吉）。

　　　　（　〃　）「漢字教育の具体的実践報告」（皆州長男）。

　　　　（〃　）「知性臭文章」（太幽行蔵）。

　　　　（〃）r教育の薪体制は如何にあるべきかG＞」（輿水実）。

　　　　（〃　）「外地版　情報（石黒修編）」。

　　　　（〃）「沖野岩三郎著が大人の読んだ小学国語読本』」（大西雅雄）

　　　　（〃）9シムポジウム　話し言葉と書き君葉との関係提案者松

　　　　　　　原秀治）。

　　　　（〃）「松原氏の「話し言葉と書き言i葉との関係」を読みで」（保

　　　　　　　科孝一）。

　　　　（〃）「話し昌盛と書き轡葉」（佐久間鼎）。

　　　　（〃）「書きことば・標準語・方言」（長谷川松治）。

　　　　（〃）「話すやうに書け」といふこと「聞いて分るやうに書け」と

　　　　　　　いうこと」（宮田幸一）o

　　　（〃）「偶感一眼言葉から耳言葉へ」（奥中孝三）。
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項 B

（同上）「話し言葉と書き慧葉との先後の問題」（岡崎常太郎）。

（〃　）「漢字はまた表音文字」（魚返善雄）。

（”　）f基本語彙と語彙調査」（石黒修）。

　政府，日満支隊済建設要綱発表。

　jU　一一ズベルトs共和党のウイルキーを破り米大統領に3選。

　紀元二千六百年祝典を挙行。祝賀行事多彩（ll月14日まで提灯行列・旗

行列・音楽行進・神輿渡御など続く），赤飯用もち米特配。

　〔教〕「経学院規程中改正」〔朝鮮総督府令第二百四十号〕（経学院規程中

薦ノ通改正ス　第三条二左ノー項ヲ加フ　講士ノ任期ハ三年トス但シ必要アル

場念二於テハ任期中ト難モ解任スルコ，トヲ妨ケス　eq員ij本手ハ発布ノ日ヨリ

之ヲ施行ス　本題施行ノ際現：講士ノ職二在ル者：シテ任命ノ日ヨリ昭和十五

年十二月三十一日迄二三年ヲ経過スルモノノ任期ハ同Nヲ以テ終了スルモノト

看倣ス辞令施行ノ際現二書士ノ職工在ル者zaシテdV項　＝該当セザルモノノ任

期ハ其ノ任命ノ日ヨリ三年トス」）。

　〔教〕「明倫専門学院規程中改正」〔朝鮮総督府第二再鰯十一号〕（「明倫

専門学院規程中左ノ通改正ス　第九条第三項ノ次＝左ノー項ヲ加フ　評議員ノ

任期ハ三年トス但シ必要アル場合：於テハ任期中ト難モ解任スルコトヲ妨グズ

　附則　本豊肥発布ノ日ヨリ之ヲ施行ス　本気施行ノ際現＝評議員ノ職二在ル

者ニシテ任命ノ日ヨリ事由十五年十二月三十一賑迄二三年ヲ経過スルモノノ任

期ハ同憂ヲ以テ終了スルモノト難平ス　本令施行ノ際親二評議員ノ職服在ル者

ニシテ前項嵩該轟セザルモノノ任期ハ其ノ任命ノ陰ヨリ三年トス」）。

　ソ連声稲モロ｝フ，ベルリン訪問（～11月13R），ソ連の継軸側参戦問

題についてttトラーと会談。11月25Nソ連，対独覚書で参戦の条件提示

（対ソ交渉決裂）。

　御前会議，「日華基本条約案」及び「支那事変処埋要綱」を決定。ll月

3◎臼　lf．政権と条約調邸。

　〔国〕「文部省官制中改蕉」〔勅令第七菖六十八号〕（国語調査官専任2名

を置き，国語の調査を掌る）。

　ハンガリー（1｝月23Hルーマエア，11月24艮スnバキア），日独伊

三煽同盟加入。

　タイ・仏印国境紛争おこる。

〔書〕「カトリック大辞典3（上智大学編纂，5巻。三木清・戸坂潤・古
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項 農

在由重・栗露賢三・清水幾太郊ら参加，5◎年再開，～60年8月30日。冨

山房）◎

　〔教〕　文部省，高師・専門学校等の教科書も文相の認可制とする。

　駐米大使に野村吉三郎任命。

　｛国〕　文部省，「分課規程」改正。洋書局に国語負薪設（「一，国語ノ調

査二関スルコトニ，日本語教科用麟書ノ編輯二関スルコト三，国語審議会

二関スルコトjの事務を所掌，図書監修宮大岡保三が国語課長に任ぜられた）。

　重慶稲平工イ乍打切り決定。

　〔日〕　文部省分課規程中改正（「一昨二十八fi文部省分課規程中左ノ通り

改正セリ　第六条第一項中「発行課」ノ下二r及国語課」ヲ加へ，第二項中第

四号及第五号ヲ削り第三項ノ次：左ノー一Ptヲ加フ　国語課二於テハ左ノ事務ヲ

掌ル　一国語ノ調査二関スルコト　ニ日本語教科用閣書ノ編輯二関スルコト

三国語審議会二関スルコト」）。

　注政権と「日華基本関係条約・付属議定書」調印及び「日満華共岡寛器」調

印。

　国民政府，八路軍・新四軍への軍費支払停止。

　〔臼〕　青島で中等学校田本語弁論大会開催。

〔書〕「台湾教育」（第四六〇号）。

　　（同上）「公学校用国語読本の語法日」（志原保）Q

　　（　〃　）「単語の意味と術語の意味：特に「なかり」について」（鈴木

　　　　　篤三郎）。

　　（　〃　）r標準語読義」（土屋寛）。

　　〔書〕「公学校用国語読本の発音，アクセント及朗読巻三，四（合訂）」

（川見駒太郎）。

　　〔書〕「傍日辞典」（グリエルモ・スカリー二更，ドン・ボス氏社。

rDizionario　ICaklans－Giapponesej　）e

　　〔書〕「英米社会事務事典」（芝染太郎，研究社。「AManual。f

Business，　Social　and　Legal　Forms　j　）e

〔書〕rコトバ」（第二巻第十二号，r理会力の養成，シムポジウム　国

　　　　　民学校に於ける読み方の指導様式は如何にあるべきか」）。

　　（同上）「理会力の養成と奮葉の教育について」（山崎謙）。

　　（〃　）「解釈学の再：興」（輿水実）。

　　（〃）「言葉の理会について」（袖崎修）。
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（同上）「子供の理会について」（岩瀬法雲）。

（〃）編曲語の語形とアクセント形成（続）」（三宅武郎）。

（　〃　）「文字の本質。起原・発達図」（熊沢龍）。

（〃）「松原氏の御提題を読んで」（哀井久之助）。

（〃　）9たて・よこ致」（闘中重太郎）。

（〃）「台湾での国語問題のあらまし」（土膣寛）。

（〃　）「語彙調査に関する新著」（石黒修）。

（〃）「教育の薪体制は如何にあるべきか（2）j（輿水実）。

（〃）rシムポジウム　国罠学校に於げる読み方の指導様式は如何

　　　にあるべきか　提案者　大久保正太郎）。

（〃）「なほそのほかに」（石山脩平）。

（〃りf那一点としての醤葉」（木村房着）。

（〃）「実践者の立場から」（輿水実）。

（〃　）「一つの註文」（西尾実）。

（〃　）「手紙」（滑想道夫）。

（〃　）「外地版　情報（石黒膨面）」。

　「黛本軍，中華民国基本関係工関スル条約及附属文書」〔条約第十条。膨面

昭和十五年十二月三貝〕（阿部信之・薮兆銘。「日華基本条約」）。

　「N満華共同宣言」〔条約第十一号，公布昭和十五年十二月三日〕。

　「情報局官制」〔勅令〕公布（内閣情報部は廃止）。

　｛日〕　国際学友会，財囲法人設立許可。外務省文化事業部の所管から情報

局に移管。

　駐華大使に本多熊太郎任命。

　〔臓〕　第二十七罎全島國語演習会（場所，台中州彰化帯魁公学校，参加人

数113名）。

　〔臼〕　満州国手生部ヂ教蕾課程」改革，（「国畏学校規程中修正，蟹民学

舎及國畏義塾規程中修正，国民優画学校規壷中修正，国民高等学校規程中修正

女子国民高等学校規程中修正，師道学校規程中修正，職業学校規程中修正」公

擶）。

〔書〕「音韻論」（有坂秀撹，三省堂）。

　〔国〕　大政翼賛会臨時中央協力会議に，文壇代表山本有三議員から「仮名

といふ名称の改正」が提案され，満場一致で通過。

　ヒトラー，，41年5月までに対ソ戦「バルバnッサ作戦」準備を命令。

　〔H〕　牡丹江省，「牡丹江省視学委員祝学規程」公布。
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衆議院議員倶楽部結成（尾崎行雄ら7人を除き全員参加）。

〔書〕「日本語の問題一国語問題と国語教育」（石黒修，教文館）。

支那方面艦隊司令長密，華中南沿岸封鎖強化轟轟。

ルーズベルト，米国が民主主義の兵器巌となる旨の炉辺談話発表。

〔教〕　京都帝大文学部に餌太利語学・伊太利文学の講座開講。

〔N〕　臼語文化協会内に黛本語教育振興会設置。

〔日〕　青島，第二面教職員日本語講習会開催。

〔書〕「台湾教育」（第四六一号）。

　　（同上）「公学校用務国語読本の体系的研究口」（繍口実）。

　　〔書〕　「日本語教科蓬｝（基礎篇）Basic　Japanese」　（国際学＝表二会）o

　　〔書〕「大陸の言語と文学」（魚返善雄，三省堂）。

　　〔書〕「日語教本」（黄南鳴，維新政府綾靖部，民国廿九年十二月初版）。

　　〔書〕「国罠学校国語教育の研究」（国語文化学会，半語文化研究所）。

　　〔書〕　r新語と表罫形容」　（書本英一著，桑文社）o

　　　　　漢訳　　　　　　　梵窟大辞典」（萩原雲来編，初版は大正大学刊行。～昭稲　　〔書〕「
　　　　　対照
18年。六分冊）。

　〔日〕　満州国国語研究会発足（日本語の研究と普及に力を注ぐ）。

　〔日〕　この年，満州国では，初等学校数22821，学生数2145838人，

中学校学校数3錨，学生数82312人。

　〔日〕　成紀七三五年（昭和15年）に行われた蒙右聯合自治政府第一回語

学検定試験（〔日本語〕受験者1364，合格者640，〔華語〕受験者428，

合格ig　155，（蒙古語〕受験者56，合格者17，合計受験者18惑8，合計合

幡者612，検定試験問題は〔政府公報〕第二〇四号に公示）。

　〔日〕　師範教育を受けた本島人生徒数・卒業数（師範学校，学生数，本島

人437，高砂族5，卒業数，本島人108，高砂族1）。

　〔日〕　台湾の公学校で日本語教育を受げた本島人児童の就学比率57・57

％e

　〔日〕　台湾の公学校高等科・補習科教育を受けた本臨人児童数・卒業数（

生徒数，本島人163劔，高砂族120，卒業数，本島人5913，高砂族45）

　〔艮〕　中等教育を受けた本島人生徒数・卒業数（公立中学校，生徒数，本

島人55◎0，高砂族5，卒業数，本島人837，高砂族0）。
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項 醒

　〔瞬〕　台湾の小学校で「国語教育」を受けた本島入児童数・卒業数（小学

校，生徒数，本島人3k52，蕃人31，卒業数，本島人523，蕃人5，小学

校高等科，生徒数，本島人311，蕃人3，卒業撒，本島人93，蕃人2）。

　〔黛〕　高等女学校教育を受けた本昔人生徒数（高等女学校，生徒数325◎）。J

　（臼〕　実業教育を受けた本島人生徒数・卒業数（機業学校，生徒数，本島

入3738，高砂族7，卒業数，本島人328，高砂族2，実業補習学校，生徒

数，本島人7424，高三族258，卒業数，本農入213◎，高砂族8）。

　〔日〕　各種学校教育を受けた本島人生徒数・卒業数（生徒数，本筆入

24◎6，高砂族ll，卒業数不明）。

　〔貝〕　高等学校の本島人生徒数（生徒数，高等学校122，中学校に栢翻

する尋常科17）。

　〔爲〕　大学教膏を受けた本島人単機数・卒業数（台北帝大，学生数86，

卒i業数27）。

　〔B〕　専門教育を受けた本島入学加数・卒業数（学生数｝73，卒業数k8）

　〔賃）　蕃無教育所の生徒数・卒業数（所数18◎，生徒数loog6，卒業，’

2187，就学歩合86．10）。

　〔艮〕　「難語」保育園，幼児国語普及施設所数・生徒数（函数1583，生

徒数64223）o

　〔日〕国語講習藤の所数・会員数・国語普及歩合（虚数259，会員数

1886？，　国語普及歩合3？．？6）o

　〔H〕　轟轟講習所調（國語講習所11206，生徒数5留虫69，簡易虚語

講習所4627，生徒数215794，含座所数15833，合計生徒数763263）。

　〔日〕　満州国における語学試験受験者数（〔日本語〕特等受験者数14・3・

一等受験者数1129，二等受験者数525を，三等受験者数2198＆，合計受

験者数3齢GO，蒸立語の受験者中，満弼語を受験用語とするもの2779鮎

蒙古語584，ロシヤ語122）。

　c日〕　満州濁語学試験第一次合格者〔｛ff本語〕特等35，一一等圭52・二

等659，三三等31349，　〔満タ艦語〕特等20，　一等49，　二＝二等3？1，三三等

｝k75）o

　〔日〕北京近代科学paas館編纂発行の露語教科書発行部数（初級巻・一・・

一〇版29kO◎0部，同巻軸，六販125◎0部，右巻三，四版90◎◎部，高級

巻一，二障5G◎◎部，同巻二，一一一版3eeQgS，同意三，一拍2000部。利用

先，南は徐州，西は包頭に及ぶ）。

　昭稲15年現在，在満日本人人口（関東局調査），（関東州202，827人

以上の地域外862，245，総計鎗65，◎72人）。
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　　〔書〕「圏語の世界的進出」（石黒修，厚生閣）。

　　〔書〕「Aαrammar　of　Spoken　Japanese」（山本晃紹・山本信夫，

岡崎屋書店）。

　　〔書〕r正則露量語講座（12巻）」（藤村作・銭稲孫・山X喜一郎監修

北京新民印書館。（1旧懐語入間（2）初等会話篇（3戯話物語篇（4旧本事情篇㈲文語、

翻6）語法篇（7＞尺繍作文篇⑧狸諺篇翻訳法（9）演説式辞篇⑬日本語学概論11旧本文

学篇（IZ　H本語教授法。一中国人のためのN本語学習講座。中国語で注と訳が

つけてある）。

　　〔書〕「日本語入門」「同初歩」「同大要」「同大成」（山口喜一郎・益

田信夫，北京親民印書館。ラジオテキスト，～昭和18年）。

　　〔書〕「単習日語小叢書」七冊（三通書局編輯部，三通書局，昆国廿九年）

　　〔書〕「英語学辞，典」（市川三喜編）。

　　〔書〕「日；本語は：斯うして：支那語に訳しませう」（中谷鹿二，十二版）。

　　〔書〕「大東亜共通語としての配本語教授の建設」（平松誉資事）。

　　〔書〕「台湾国語関係文献目録」（台湾国語研究会）。

　　〔書〕「公学校用国語読本（改正繊版）第一種巻八同掛図巻八」（台湾総

督府）。

　　〔書〕「公学校用書方手本第四学年臨写，五上」（台湾総督府）。

　　〔書〕「国語読本と連絡したる公学校話：方教授細警手二学年用」（台湾教

膏研究会，台北，神保商店）。

　　｛書〕「国語読本と連絡したる公学校話方教授細厨第三学年用」（台湾教

育研究会，台北，神保商店）。

　　〔書〕r薪国語教本青毛式指導細案附掛図解説」（台湾教育会，台北，神

保繭店）。

　　〔書〕「公学校用語読本の発音アクセント及朗読巻一・二」（川見駒太郎

台北，新高堂書店）。

　　〔書〕「R本語学習絵図教程国語講習所用全村学校用」（茂庭鉄太郎，嘉

義，台持重報社）。

　　〔書〕「掛劉連絡話方教授細目」（共栄会t．台北，迂本博意解）。

　　〔書〕「公学校用国語読本教授細百並に教材研究巻五・六」（台北一師範

附属公学校，台北，神保商店）。

　　〔書〕「町民塾教授細9」（魍語常用聯盟柳営支部，新営柳営支部）。

　　〔書〕ヂ国語講習所周語方読方教授細蟹」（潮州郡仁君作興会，高尾碁風

作興会）。

　　〔書〕「公学校綴：方教授細K第一～六学年」（皇月会，台南，啓南社）。

　　｛書）「初等理科書児童用第四学年」（台湾総督府）。
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代 項 農

〔書〕「女子植物教科書」（台湾総督府）。

〔書〕「中等植物教科書」（台湾総督府）。

〔書〕「高等小学農業書巻一，二」（台湾総督府）。

〔書〕「国語教膏工業読本全」（台湾総督府）。

〔書〕「綴方教本第二～第六学年」（綴：方研究年月会，台南，啓南社）。

〔書〕「話方教本巻：」（潮州郡民風作興会，高雄・民風作興会）。

〔書〕「叛旗語教本教師矯巻一」（台湾教育会，台北・台湾教育面）。

〔書〕「激語講習会読本巻一」（台南州虎尾郡役所，虎尾，虎尾郡役所）

〔書〕「国語講習会読本巻＝：」（虎尾郡役所）。

〔書〕r公学校修身掛図第一種一年……」（台湾総督府，昭和：15年～）

｛書〕「初等理科教授書第四」（台湾総督府）。

〔書〕ヂ掛図連絡話方教授細gj．（慶門共栄会編）。

〔書〕「公学校綴方教授細目」（隔月会編）。

〔書〕「各科教授案集」（台北第二師観学校附属公学校啓明会編）。

〔書〕「各科教授案例」（台北第一師範学校附属公学校編）。

〔書〕「公学校話方教授細自」（台北第二師範学校附属公学校諮明会編）。

〔書〕「公学校綴方教授綱則（台北第二師範学校附属公学校啓明会編）。

〔書〕「話し方教育の諸問題と其の解答」（台湾教育研究会編）。

〔書〕f毅国語教本日案式指導細案（巻一上下）」（台湾教育会）。

〔書〕「新国語教本B盗癖指導細身（巻二上下）」（台湾教育会）。

〔書〕r国語講習所用話方教授細昌巻一」（潮州郡）。

〔書〕「台湾教育」（第四五〇号～第四六一’号発行）。

　　〔書〕「Languageτext。f　Nipp。n巻：」（稲垣蒙志，東京敬文館）

　　｛書〕「華謬霞本：語禽話教典」（松本亀次郎署，東京有隣書屡。324P）。

　　〔書）「欝出つる國へ赴二見學旅行關紀行感想文集」（小想薩秀編，国

立北京大学匿学院。民国嚢虫年刊。219P）。

　　〔書〕「日本遊記」（民国翫十村薯，北京・翫蔚村。民国廿九年号。lll

P）o

　　〔書〕「願民政府使節醐赴鑓答禮記」（単願周爾人編，中央書報。畏国廿

九年刊。172P）。

　　〔書〕r東遊魚食」（民国目凹唐著，北京・新民印書館。民国廿九年刊。

130P）o

　　〔書〕「康徳七年度第二回訪鍵修學旅行報告書」（安東省公立女子國畏三

校師道科編。〔満洲康徳七年序〕刊。62P）。

　　〔書〕「臼本留學中華民國人名調」（興亜院政務部編，興亜院。昭和15
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項 目

年刊。1柵。「調査資料9」）。

　　〔書〕「某聖子的一生」（芥川龍之介著，昆国葦子鞘訳，上海三通書室。

畏国廿九年覇。93P。合刻：樗軍（芥州龍之介　罠国縄子麗訳）　猴子（芥川

龍之介著　民営丘暁濾訳））。

　　〔書〕「美少年」（有晶生馬著，民国査士藤織，上海三通書局。民圏廿九

年潤。107P。金鉱：母親（芥川龍之介著　民国新子覇訳）　南京之基督（芥

川龍之介著　民国高汝鴻訳）　焚火（志賀直哉著　昆国謝六逸訳）。

　　〔書〕「男清姫」（近松秋江著，民国査士元訳，上海・三通書局。罠国廿

九年刊。9GP。合刻：蜜柑（芥介龍之介著　罠国高汝鴻訳）　陽傘（藤森成吉

著　民国高手鴻））。

　　〔書〕「泳結的淫心場」（中河輿一著，民困高汝鴻訳，上海・三通書局。

罠国廿九年刊。84P。　k刻：緩鶴　圧義派（志賀直哉著　毘熟酢感歎訳）　頑

童（井伏鱒二碧：罠国高汝鴻訳）　貞淑的弓（貴司山治著　罠圏高汝旧訳）

荒絹（志賀直哉著　立国素立逸訳））。

　　［書〕「鐵窃之花」（林房雄著，民国高汝鴻訳，上海・三通書局。民国廿

九年刑。85P。金却：刺青　購（・谷崎潤一郎著　民国査士元訳）　死母庶

母（志賀直哉著　民国謝六逸訳））。

　　〔書〕「譲国會館團書室増加翻書分類邑録　第1輯（昭ラ穣12年10月～、

昭和鍾年12月）」（東京・霞山会館。昭稲15年刊。163P）。

　　〔書〕「支那基督遺徳」（比屋根安定著，東京・生活社。昭湘15年刊。

32　4‘P　）o

　　〔書〕「新訂B本二千六百年史」（大州周明碧，東京・第一書房◎昭和三

年二日玉0　337P）o

　　〔書〕f光緒秘史」（清徳菱（裕徳齢）著，紅蓮鴎訳；上海・春江書局。

民国甑年干llo　300P）o

　　〔書〕「現代支那史」（小竹文夫薯，東京・弘文堂。昭和15年刊。15＄

P）o

　　｛書〕r瀧洲及満洲人」（盤藤慎一郎著，満洲事情案内所。満洲康徳七年

二臼］o　l661））o

　　〔書〕「清の歯元策について一清代の科暴と其の文献」（池田孝道署，

満鐵調査部。昭和15年刊。lkP。溝鐵資料彙報抜届の。

　　〔書〕「日支交渉二千年譜」（秀文閣書房編輯部編，東京・秀文閣。昭湘

15年刊。2鰻P）。

　　｛書〕「支那語敏程　初等科絹」（皐稲田密密支那語研究下編，東京・文

盲堂。昭和15年刊。l14P）。

　　〔書〕「中瞬化膿史」（民国李喬箪著，上海・商務印書館。民国甘九年覇

198P　）o
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　　〔書〕「支那劇曝露」（波多野乾一薯，東京・大東出版社。昭禰掛年刊

k28P）o

　　〔書）9支那翼代独特戯劇集」（三越健太郎編，東京・文求堂。曜和15

年刊。279P。内容：農家（民国銀棟，廣寒富（童話劇）（民国郭沫若）

終身大事（民国胡適）　宋江（民国伯顔）　濃婦（三国欧陽予構）　懇親會（

民国葉紹鈎）　残照的網子（民魍蘇宗悉）　英雄與美人（民国劉大乱）　一一隻

馬蹄（雌羊丁西林）　馬蹄（詩劇）（民国田漢）〉。

　　〔書〕f瓜豆集」（罠国難作人署，松枝茂夫訳，大阪・創元社。昭和15

年刊。「創元支那叢書」。396P）。

　　〔書〕r周作人文翻随筆抄」（民国周作人薯，松枝茂夫訳，東京・冨山房

曙和15年刊。「冨山房百科文庫」。329P）。

　　（書〕r清宮二年記（千曳太后）β（清徳菱（裕徳齢）著，国華先，陳監

置訳，商務印書館。民麗廿九年刊。149P）。

　　〔書〕「ポット上海史j（エフ・エル・ホークス・ポット薯，土方定一t

僑本八男共訳，東京・生活社。昭稲15年刊。4？6P）。

　　〔書〕f支那近代文化史」（民国錬手原襲，同車訳，東京・人文閣。昭和

15年刊。r支那文化叢書」。819P）。

　　（書〕「臼本文化の支那への影響」（賢藤華墨著，東京・螢雪書院。昭穂

｝5年干ljo　313P）o

　　〔書〕f東塑振興會の近況　纂2号」（東京・東亜振興会Q昭禰15年利

32P）o

　　〔書〕「華語登音提要」（宮島寅亮編，東奈・金文堂。昭和15年刊。

3thP）o

　　〔書〕「注音符號争乱」（畏国康樹蔭，宮島貞亮共編，東京・善郷書院。

昭和15年刊。＆7P）。

　　〔書〕「支那現代文選2（蜜知的秀編，東京・文求堂。昭和15年刊。

82P）o

　　〔書）r標準支那語會話教科書」（轡纏冷戦，興主恵共著，東京・松琶三

松堂二〇昭和15年干騒。　l12P）o

　　〔書〕r雑誌昌録」（中華民國新民會中央黙劇設計部資料科編，民国廿九

年干lj。　217P）o

　　〔書〕r申懸文學　第60～92号」（竹内好編，東京・生潜社。月刊。

昭和15年，92号をもって廃刊）。

　　〔謝簾鶴櫻綴華華鑑華墨曇羅離鐸鍮蛙董1講

門家幽幽膿）」性灘版・紹租？年）・
　　〔謝陳亜譲に～講）」（蔓門学者．～昭梯3年）。
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項 百

　　〔書〕r東亜古文化研究」（原田淑入）。

　　〔劃随の雛・Pt業・j（フォスター一・ペイン　　加藤健訳）・

　　〔書〕「琉球史料叢書全五巻」。

　　〔書〕「施政三十年史」（朝鮮総督府）。

　　〔書〕「躍進半島と朝鮮殖産銀行」（本田秀夫）。

　　〔書〕「朝鮮の農業地帯3（印貞植）。

　　〔書〕「朝鮮の林業」（総督府農林局）。

　　〔書〕「満洲娘娘考」（奥村義信。康徳七年）。

　　〔書〕「満洲基督教史話」（竹森満佐一）。

　　〔書〕「満鉄の経理研究」（坪山　一）。

　　〔書〕「B満経済懇談会報告書（一，四回）」（東亜経済懇談会）。

　　〔書〕r奉天経済三十年史」（佐々木孝三郎。康徳七年）。

　　團「牡擁木材工業株式会社翻陛諸職社。康鮪）．

　　〔書）「満洲河川誌」（谷光瞳）。

　　㈲「影戯騒下腿繍」（灘・官司．囎七年）．

　　〔書〕「日満農政研究会々務報告（二柵）」（同・新京・東京事務所）。

　　〔書〕「日満農政研究報告（第一～十輯）」（H満農政研究会東京事務局）

　　〔書〕r満洲の農業機構」（鈴木小兵衛）。

　　〔割翅審議言・」（グラハム・ペック　高梨丁丁郊訳）・

　　〔書〕「青墨調査報告」（京城帝大大睦文化概）。

　　〔書〕「虚構に於ける土地改良に間する調査」（興亜院）。

　　〔書〕「蒙彊に矧げる農業資源調査」（興亜院）。

　　〔書〕「大陸文化研究（正）」（京城帝國大学大陸文化研究会）。

　　〔書〕「孫文主義（中巻）」（外務省調査部）。

　　〔書〕「フリーマン黄河評論集編（eg一一一・輯）」（東亜研究所）。

　　〔書〕「支那近世政党史」（佐藤俊三）。

　　〔謝r胴の翅共陥埋謝（アペンド末永一三訳）．

　　圏「螂問題臓」（マヂャール安藤英夫訳）・

　　團麟文披大毛（全・躇）」（幣難之助伽幌一・・棚

年）。

　　〔暴騰絵の騰・腱」醐美華華）．

　　圏幅毒鋤嶽生活」（福館訳）・
　　圃伎獺潮騒総覧護難」（呉承洛藤枝丈夫訳）・

　　〔書〕r上海国際救済会年報」（興亜院政務部）。

　　圓離礁経酬（陶希聖矢野元之助訳）．

　　〔書〕「日本の対支投資」（樋臼　弘）。

　　〔書〕「支那における特殊通貨の研究」（小島畠太郎）。
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代 項 爵

〔書〕「支那貨幣制度論」（営丁忠雄）。

圏岐彌制の性紬醜（リヨウ・パオセイン汳J左登訳）．
〔書〕f支那幣制論一その興廃と再建一」（飯島幡司）。

〔書〕「鉄路愛護村実態調査報告書（膠済線）」（華北交通KK）。

〔書〕「支那占領地域の現状j（太平洋問題調査部）。

〔書〕「山東省港湾視察報告（謄）」。

〔書〕「満支の水産事情」（岡本正一）。

〔書〕「北支那経済開発論一由東省の再認織一」（松崎雄二郎）。

〔書〕9北支那鉄鉱・硫黄砿資源」（門倉三能）。

〔書〕「W・ウイルマンス　支那農業機構論」（勝谷左登訳）。

〔書〕「支那農村経済の薪動向」（刈屋久太郎掌編）。

〔書〕「カルプ　南支那の村落生活」（喜多野清一訳）。

〔書〕「支那精神と其の民族性」（金孝敬）。

〔書〕r支那山水随縁（絵と文）」（橋本関学）。

1嚢1離離講総1．
〔書〕「歌笛開村五十年史」（同記念会）。

〔書〕「台北洲統計書（照和15年）．」。

〔書〕r台北市統計書（昭和15年）」（布役所）。

〔書〕「台湾貿易年表（照和十四年）」。

〔書〕「支那南洋交通史（薦野釣）」（井東　憲）。

〔書〕「南洋鉱産資源」（南洋協会調査部編）。

〔謝謝鑛撫漁」傑田添事訳）・

〔書〕［爪痙の三代芸衛」（太田三郎）。

〔書〕「仏領印度支那一政治・経済一」（太平洋協会編）。

㈲「断章毒蘇於クノレ（騰）」（顛研究所）．

〔書〕「N琶通商懇談会議事録」（日本南米輸出入組含連合会）。

〔書〕r各国植罠史及植民地の研究」（大塩亀雄）。

〔書〕「拓殖研究　第六号」（拓殖研究会）。

〔書〕「聾敷欝学精説」（州本宇之助）。

〔書〕「教膏と伝統的精神」（由良哲次）。

〔書〕r教膏審議会資料」（E本文化協会編）。

〔書〕「小学校教員生活調査」（松本正男編）。

圃儲灘難瞬発（全三巻）」個購ネ申文化研究所）。

〔書〕「鞭近系統的教育史提要」（小野久）。

〔書〕「創汳kｪ一院記念誌」・

〔書）「桜蔭会史」（桜蔭会）。
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項 穏

〔書〕「会津中学校五十年吏」（斉藤善司）。

国焼鎌脚（金二巻）喬8ご卿（水醐．

〔書〕「興亜民心（旅順工大）」（関口吉弥）。

圏f重襯監2羅」（鯨府中総画騰協会）．

〔書〕「画調学校の研究j（：岩下吉衛）。

〔書蟻難校鍵放送講」評論薬研郷）．

〔書〕「会津中学校五十年史」（岡校）。

〔書〕「青年学校教育に関する論説」（文部省社会局）。

〔書〕「芸能科音楽の掲導原理と実際」（北村久雄）。

〔書〕「学校養護婦養成二関スル調」（文部省大霞官房体育課）。

〔書〕「転換期の法律思想」（後藤　清）◎

〔書〕「司法沿革史」（法務大臣官房）。

圓群論熟議畢舖套回乃至」（司法制度調査委員会）．

〔書〕「ラテン・アメリカ紀行」（田中耕：太郎）。

〔書〕ギ総動員体面」（油壷　博）。

〔書〕「法と政治の諸問題」（京城帝大）o

〔書〕r判例と理論」（京城帝大）。

圃医籍繍集（第一二部）」（中央大学）．

〔書〕「明治大学創立6◎周年記念論文集」（法学部）。

〔書〕「法律史の諸問題」（栗生武夫）。

〔書〕「リブアリア法典」（久保正幡）。

〔書〕「支那法捌史研究」（滝川政次郎）。

〔書〕「選挙法」（河村又介）。

〔書〕「日本行政法（下巻）」（美濃部達省）。

〔書〕「改訂国本行政法（上・下）」（渡辺宗太郎）。

〔書〕「行政法要論（各論）」（島村他三郎）。

〔書〕「行敷法に於ける全体と個人」（渡辺宗太郎）。

〔書〕「市政一「般講義，未定稿」（大阪市事務講習会）。

〔書〕「京都帯政史（金2巻）」。

〔書〕ギアメリカ地：方制度の研究」（山家七郎）。

〔書〕「Fイツの国土計画に就て」（幽遠耕地協会）。

麟曙藩難方緬」（内務省講局）・

〔書〕「立憲計画に立て」（中央農林協議会）。

囲「±地収融蜘（駒崎熊次ﾐ野真猛）・

｛書〕ギ土木行政双書（八冊）」（田中妊編）。
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項 麗

〔書）編方の将来性一台湾と蘭晦語る」（大阪蜘新聞社鵬：Ffl）。

〔書〕f異安心史」（中島生意）。

〔書〕「日本国家主義の発展」（加田哲二）。

〔翻「ナチス細鳶職」（mバートA・プレイデKg本青年外交協会）．
〔書〕「ナチス及ファシストの国家灘」（外務省調査部）。

〔書〕r国体の本義精解」（三浦藤作編）。

〔書〕「大疑本暫学」（佐藤清勝）。

〔書〕購本精神の要諦と惟神の大道」（橋本文寿）。

〔書〕「水戸学大系（金十器）」（高須芳次郎。～昭和17年），、

〔書〕　「隔議了事言己概説」　　（　山日ヨ壕墾雄）o

〔書〕「精神報国と基督教」（今井三郎）。

〔書〕「東洋細意の研究」（菅原兵治）。

〔書〕「露国日本の真義」（谷本亀次郎）。

〔書）「事変と台湾入」（竹内清，台湾新民報社）。

〔書〕「政治学概論」（戸沢鉄彦）。

〔書〕「合理的全体主義」（秋沢修二）。

〔書〕「政治史（現代文明史）」（蠣山政道）。

〔書〕「箏肇思為穆iiさ隻多主義」（蓑田胸喜）。，

〔書〕「新体制とはどんなことか」（報知新聞社政治部）。

〔書〕「薪体制読本」（大渡順二）。

〔書〕「隣組と常会」（鈴木嘉一）。

〔書〕「第一圓中央協力会議会議録」（大政翼賛会）。

〔書〕「臨時中央協力会議会議録」（大政翼賛会）。

〔書〕f移動調査理i報告書」（大政翼賛会総務局）。

〔書〕r世界に於ける臼本」（内閣情報部）。

〔書〕r鴛主制（マクァグェリー）」（多賀善彦訳）。

麟音曲欧鞭（上・下巻）」嘱証・藷チ）・

〔書〕「世界政治と支那劇変」（貝層兼三郎）。

〔書〕「独逸の経済体制及国防資源」（外務省調査部編纂）。

〔書〕「ナチス独逸の経済的発展」（大原社会問魎研究所訳）。

（書〕「独逸ノ採りタル非常措置工臨スル諸法令」（商工省）。

團r・・ラー・その翻」（扁赫譲アベノレ）・

〔書〕rムッソリ・一一・＝＝・他一党政治論」（丁丁文化研究会）。

〔書〕「へUド5ス歴史（古代東西闘争蔓）上」（青木巖訳）。

〔書〕r英国の制覇」（日満財政経済研究会編）。

〔書）「米国（白書）」（丁丁鵬）．

〔書〕r世界顯覆の大陰謀ユダヤ議定書」（久保照栄吉訳）。
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項 g

謝灘灘響1纐）．
〔書〕「スターリン罠族問題」（興亜院政務部）。

〔書〕「爾印に於ける民族医学」（久保辰二）。

〔謝「支那民搬」（宋　文柄
ｬ繭五郎訳）．

〔書〕「太平洋二千六百年史」（海軍有終会）。

〔書〕「台湾と乃木大将」（渡辺求，大日本文銘協会）。

〔書〕「藤樹先生全集（全五冊）」（藤樹書院）。

〔書〕「平賀源内金集（全2巻）」。

〔書〕「本居宣長」（村岡典嗣）。

〔書〕「牧野伸顕俵」（下岡佐吉）。

〔書〕「米田奈良吉小伝（電信）j（佐谷台二他）。

〔書〕「新島先生記念集」（同志社校友会）。

｛書〕「高島半峰片影」（薄田貞敬）。

〔書〕「男爵辻新次翁」（安倍秀雄）。

〔書〕「小林夢郎翁伝（検事長）」（望月　茂）。

｛書〕「村田：重次翁（林学博士）」（山林会）。

〔書〕「和照＝豊治（財界・富士紡）」（喜田貞吉）。

〔書〕f大林芳五郎伝（土木）j（長和喜八郎）。

〔書〕「国際法概論」（松原一雄）。

〔書〕r農本の外交」（伊藤述史）o

〔書〕「H支交渉二十年譜」（宇野正盛）。

團「姻罪悪則（エヴアルト・マイヤー
ｽ田元吉訳）・

〔書〕「独逸外交史論（第一巻）」（田中直吉）。

圏糠耐・独勘権益・酬（上海事務所調査室訳@　　　伊藤武雄著）．

〔謝「ζ瞬時繍鋼（鯛綴）．
〔書〕「典令範現地研究（一～三篇）」（教育総監部編）。

〔書〕「闇取引と刑罰」（猪俣浩三）。

〔書〕「改訂　刑事訴訟法」（牧野英一）。

〔書〕「検察馬蹄（聖職に捲く）（北村久直。康徳七年）。

〔書〕「刑事心理学」（墨水淳行）。

〔書〕「実践捜査手続論（附実話）」（岩谷芳松）。

〔書〕「司法保護事業年鑑」（輔成会）。

〔書〕「二二講二二蘂儲鰭」（同搬）．
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項 屋

〔書〕「昆事裁判の研究」（村末俊夫）。

〔書〕「売渡担保論」（小野　久）。

〔書〕「欄例に現れたる信義誠実の原則」（林　信雄）。

團附省離：馨先例大剰（辻野郎・他）。

〔書〕「判例親族法の研究」（杉之原fa一・一・）。

〔書〕「法定家督相続人の順位」（小石寿夫）。

〔書〕「支那の家族制」（諸橋丁年）。

〔書〕「保全処分判例研究（一巻）」（吉州大二郎）。

〔書〕ギ仮差押仮処6｝手続」（谷井辰蔵）。

〔書〕「人事訴訟手続法要論」（三田高三郎）。

｛書〕f難事裁￥ljの再検討」（奥野健一）。

〔書〕「競売法論」（井野博道）。

〔書〕「無体財産法論」（飯塚半纏）。

〔書〕「財産法における動的理論」（石田文次郎）。

〔書〕「比較破産法論」（斉藤常三郎）。

｛霧〕「株式会社法釈義」（依々木良一他五氏）。

〔書〕珀本有限会社法論」（佐々　穆）。

〔書〕r空中運送法論」（小町谷操三）。

〔書〕「海上売渡論」（上坂酉三）。

〔書〕「生命保険経営論」（末高　信）。

〔書〕「損審保険経営論」（葛城照三）。

〔書〕「不動産金融原論」（玉塚織五）。

圏r整薦税収窺上・調馴陳京手形交獅）．

團輔翼撚糊（謙画学）・
〔書〕「地方税制の沿：革」（藤田武夫）。

〔書〕「中小商工業金融関係規程」（商工省）。

〔書〕「新利子論研究」（高田保馬）。

〔書〕「銀行生活20年史（謄）」（笠井次作）。

〔書〕「株式会社十七銀行六十年史」（（株）十七銀行）。

〔書〕「金本位制離脱後の通貨政策（増補）」（深井英五）。

圏「世界経済跡服び剃（オットー・プフライデラbU一坙{青年外交協会訳）・・

〔書〕「金」（服部文一一）。

〔書〕「経済資料総覧」（大阪商科大学）。

〔書〕「紙魚の昔がたり」（訪書会）。

｛書〕「山の憶ひ出（全2巻）」（木暮埋太郎）。
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項 g

〔書〕「心理学要論」（久保良英）。

〔書〕「郷土盗癖の研：究法」（柳田國男）o

〔謝嘆辮筆軽勘幾太郎）・
〔書〕「慈方取直B掛縄索手段帳　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　」（佐々井信太郎）。

〔翻誘鍬懸灘麟輝㌔震騨ξ蝕保灘）。

〔書）F融和塗筆七ケ年」（中川満雄）。

｛書〕「優生学の理論と実際」（吉益脩夫）。

〔書〕「方薦委員必携」（京都蔚）。

〔書〕「婦人方面委員の栞」（京都府）。

〔書〕f健康保険法精義」（熊谷憲一）。

〔書〕「東北一純農村の医学的分析j（高橋　実）。

翻「環?籍北畑賜（大肺保健部）。

〔書〕「豊本薪出広告史」（類本電報通信社）。

〔書〕「豊本メソヂスト教団条例改正要項」（木村蓬伍）。

〔書〕「事変下の基督教奉仕事業一一班」（海老沢亮編）。

｛書〕r原始仏教の実践哲学」（和辻哲郎）。

〔書〕r新約聖書を中心とせるパピルスの話」（神照盾夫）。

〔書〕「労働の理論と政策」（風早入牽二）。

〔書〕「独乙に於ける蛍働配置政策」（厚生省職i業部）。

〔書〕「女子労働に関する報告」（昭和研究会事務局）。

〔書〕「生産と労働ユ（曝綾　義等）。

〔書〕「労働と青年2（桐原；藻見）。

圓蝿：霧響従業賄遇法鳩」幌翻）．
〔書〕r職業対策」（木繊徹郎）。

〔書〕「職業適正研究報告」（厚生省）。

〔書〕f地方情況（4，・5輯）」（商工大臣官房）。

〔書〕r工場適地調査摘要」（爾山県）。

〔書〕「最新大N本鉱山史」（臼本産業調査会）。

㈲「疑麓鑛景趣（北日本汽船株式会社）．

團「融融脇デ㎞」（雛連盟調査繍）・

〔書〕「アッシャー機械発車史」（富成喜馬平）。

〔書〕「京都富商組合沿革更」。

〔書〕泊本醸造協会沿革史」（日本醸造協会）。

〔書〕「大臼本織物二千六百年史（上下）」（H本織物新聞社）。

〔霧〕「米沢織物同業組合更」（今井清見）。

〔劃「朔；契ス．欝・翻」（京町樹）．
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項 霞

〔書〕ギ河川浄化に関する資料」（大阪市保健部）。

〔書）「昭和十顯年天津水災誌」（本間部隊本部）。

〔書〕「無体財産法論」（飯塚利衛）。

〔書〕「農家統制資料（其一・三・四）」（帝国農会）。

〔書〕「農林漁業翅体統制試案」（帝国農会）。

〔書〕「農産物価格統制論」（山岸七之丞）。

〔書〕欝讐購灘鯉に」（専売局収繍）．

〔書〕「米作の研究」（鈴木直二）。

〔書〕「農地審議会第一～第三圃総会議事録（四聡）」（農林省）。

　　　　　　　　　　ノレイズ。イー。ノ、ワァド〔霧〕「農業労働論」（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）o
　　　　　　　　　　　　　　　　帝園農会
〔書〕「群馬県に於ける農村労働事情調整（其ノー）」（帝国農会）。

圏蟷襟雛の実撫・翻（帝国齢）．
〔謝喫紮雛轟編入状況」（帝国農会）・

〔書〕ギ分村の前後」（東京帝国大学農学部）。

〔書〕「農村隣保事業」（京都府社会課）。

圓「三業状欄回報鵠（後翻（暴離絡部）・

〔書〕f中央蕾産会ニナ五年史」（（財）中央畜産会）。
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項 B

全国の映画館でニュース映画の強制上鋏実施Q

〔書〕「コトバ」（第三巻第一号，「発音・アクセン＞」）o

　　（同上）「承合のアクセント例」（三宅武郎）。

　　（　〃）「国語の発音問題に関聯して」（家永英吉）。

　　（　〃　）「放送用語発音規準の問題」（佐藤孝）Q

　　（〃）f魚返善雄氏の薪薯『大陸の書語と文学』を読む」（大西雅

　　　　　雄）。

　　（〃）「菊沢季生一著『国語と国罠性』を読みで」（井ま：一＝男）。

　　（〃）「新刊四種」（輿水実）。

　　（〃）「静態醤語学の課題について（ヴァンドリエス）」（小林英夫）。

　　（　〃　）「言語体制と話し方指導の場」（松田文次郎）o

　　（　〃　）「昭和十五年の国語国文学会津顧」（石井庄司）。

　　（〃）「外地版　情報（石黒修編），台湾より」（斎藤義七郎）。

　　（〃）「協同研究　国語アクセントの諸問題　提案者平山輝男」

　　（　〃　）「国語教育とアクセント」（保科孝一）。

　　（　〃）「一型アクセントと近畿アクセント」（東条操）。

　　（〃）「アクセン｝の問題につい一C　」（佐久間鼎）。

　　（〃）「標準アクセント選定上の手続について」（三宅武郎）。

　　（〃）「アクセント研究基本論」（大西雅雄）。

　　（〃）「アクセントの教育について」（輿水実）。

　米大統領ルーズベルト，年頭一一ge教書で「四つの自由」を演説Q

　国民党軍（何応欽），移動中の親閥軍：を包囲攻繋～1月農日。軍長葉挺は捕

えられ，副軍長先英戦死。（「院南事件」，第二次反共攻勢）。

　東条首糧「戦陣訓」を示達。

　毅聞紙等掲載制限令〔勅令〕公茄。

　大日本青少年団結成。3月21日大日本壮年麟連盟結成。

　国民党，新四軍に解散命令。

　〔日〕　文部省，第二回国語対策協議会開催（～23日。　「議題一一一t各地二

於ケルB本語普及ノ状況二関スル件，一，鼠本語教授上囲難ナル諸問題卜其ノ

対策並二実績ご関スル件，一，臼本語教育振興二関スル希望並二意晃。　決議

　一一，内外二於ケル日本語教育ノ連絡ヲ図ル件s一，艮本語教授者養成ノ件，

一，国語ノ整理統一機関拡充強化ノ件」　嵐晶晶，大臣，次官，各局長，課長

及ビ図書局全員，企画院，情報局，興藪院，大政翼賛会文化部員，学者及ビ外

地ノ実際家等）。
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項 目

　外相松岡洋右，泰・単寧国境紛争に関し，iE式に調停を申入れ，両国受諾。

2肩7貝東京で調停会議開始。3月1貝公文署名。

　中共，癒四駅を再編，1月22臼才女事件に抗議し，国罠政府に「国共調整

臨時弁法」十二か条を要求。

　野村駐米大使出発。

儒〕「神妙隅制（駅圏際学友会）．

　松岡外相，米国が中国援助を続行する限り黛米の国交改善絶望と議会で演説。

　〔臼〕　基本文典委員会（業際文化振興会，書巻国男，橋本進吉，菊沢季生，

三宅武郎，石黒修）。

　〔臼〕　基本文典委員会（青年文化協会，今泉忠義，大西雅雄，黒野政市，

輿水実）。

　ワシントンで米虫参謀本部の秘密戦略会議始まる（～3月29葭。米国参戦

の場合の共同作戦を討議。対空戦優先を決定）。

　解放区に対する日本軍の三光作戦始まる。

　　〔書〕「台湾教育」（第四六二号）。

　　　　（同上）f公学校用新国語読本の体系的研究（三）」（田口実）。

　　〔書〕「台湾時報］

　　　　（同上）「言葉について（皇民牝の再検討）」（中村美治）Q

　　〔書〕「ハワイの日本語」（車中豊太郎，「実践国語教育」一月号）Q

　　〔書〕「最新理科学辞典」（関原吉雄著，莱泉社）。

　　〔書〕「支那語雑誌第1巻1号～第2巻12号」（石橋鎮雄等編，東京・

螢雪書院。月利。昭南16年1月～17年12月）o

〔書〕「コトバ」（第三巻第二号，照本語の基本文型」）◎

　　（同ま：）「基本文型の問題j（垣内松三）。

　　（　〃　）「『基本文型』の問題一文型と文体と」（浅野信）。

　　（　〃）「外国人に教へるB本語の基本文型」（松尾捨次郎）。

　　（tt）細本語の基本型」（乾輝雄）。

　　（　〃　）「書表の典型について」（輿水実）。

　　（　〃　）「臼本語振興の夕（岡本記）」

　　（　〃　）「小学国語読本の類型的観方と指導の着眼」（中醗憲久）。

　　（〃）「協同研究基本文型への手がかり提出者三尾砂」
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項 臼

（同上）「基本文型存疑」（安藤正次）。

（〃）f基本文型への探求」（吉濁修一郎）o

（　〃）「三尾民の提題を読んで」（松原秀治）。

（〃）「基本文型への季がかりは論理的にのみ求めてよいか」（黒

　　　野政市）。

〃
〃
〃
〃
〃

〆
㌔
〆
＼
！
＼
（
（

毛沢東主席，

大本営連絡会議

〔日〕　満州ガナ懇談会。

）「ふたつの欠点」（岡本千万太郎）。

）「基本文型への季がかりについて」（佐久問鼎）○

）「旧刊紹介（輿水実）」

）「外地版　資料。報道（石黒三編）」。

）「潜格助詞の発堀（単語形成とアクセント法則八）」（三宅

　武郎）。

「党の作風を整頓しよ．う」。

　　「対独鋳ソ交渉案要綱」を決定（「日ソ国交調整」）。

　　〔謝薦蠣日大辞剣傭満州鉄道株式会社調査部編石町胴

ア・パ・ピー一…・ン嬬難学芸社）・

　〔日〕　満州ガナ講演会（国語協会主催）。

　〔潤〕　日本語教育講翠会（～22ヨ。ま：催野馬語教育振興会，後援，文部

省，名古屋市，名古屋商工会議所，会場，名古屋斎東新小学校，派遣講師7名

講醤［生75名）o

　〔H〕　H本語教育講習会（主催β本語教育研究所，会場北京興亜中級学校

45名。～1週間）。

　〔日〕　東亜教育協議会（主催教学局，参加者文部省各局長，外務省，興亜

院，陸海軍等関係官出席）。

　〔国〕　定例閣議の席上，橋田文相より早書Q（国語国字の整理統一に関す

る次の申合せを行う。　「一，文部省で国語国字の調査研究並に整理統一を促進

し，内閣及び各省はこれに協力すること。一，文部省の整理統一したる事項は

閣議の決定を経て，内閣及び各省は速かに実行すること」）。

　情報局，各総合雑誌に執筆禁止者名簿を内示（灸内原忠雄・馬場恒吾・清沢

｛列・田中耕太鄭・横田喜三郎・水野広徳）。

　童慶でで国昆参政会，第二期第一次大会開く（～3月1◎日）。3月6貝一

致会，毛沢東・周恩来らの中共代表の出席を求める。3月8臼中共，強硬拒否

を通電。

　毛沢東，「中国革命戦争の戦略問題」発表。

　〔E〕　膏轟興亜教育会，巳語教貴の再教育を一週間行う。
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項 濤

　〔爲〕　エスコバーール霞本語学圏（エスコバール。ベレ公園区）開校。

　　〔書〕「米國に於けるE本語研究」（由極越臨　「国語と国文学jla月

号）。

　　〔書〕「外地用日本語教科書ハナシニトバ（上・中・下）」文部省編，H

本語教育振興会）◎

　　〔書〕「国定初級申学籔本語数科書（六冊）」（教育部編審委員会編，罠

国政府教育部。　欝年二月初版）。

　　こ書〕「中B会話集」（申事，三通書局，民国廿五年十二月初版，民国欝

年二月十版）。

　　〔書〕「台湾教膏」（第霞六三号）。

　　　　（同ま：）「巻頭書　国語発展の機運に際して」

　　　　（〃）「公学校に於ける圏語教育の前進」（松沢源次郎）。

　　　　（　〃　）「尋常科一学箏の平仮名旛導案」（田淵武吉）Q

　　〔書〕「満州国語」（二月号）。

　　　　（問上）「日本語の諸問題と貝本語教育（承前）」（；神保格）。

　　　　（．〃　）「満州国中等学校におけ’る葺i＝本語教授」（堀敏夫）o

　　　　（　〃）順本語教授随感」（大塚俊秀）。

　　　　（〃）「語学検定委員座談会（承前）」

　　　　（　〃　）「敬語法」（丸山林平）。

　　　　（〃）f現代支那語法」（縣中振三郎）。

　　ξ書〕旧本語教授と薪体制」（黒野政霧，　ヂ興亜教育」二晃号）。

　〔教〕「国民学校令j〔勅令第百四十八号〕公布（嗅月1日小学校を踊躍学

校と改称し，教科を「國蔑科」「理数科」「体錬科及芸能科3に統含，昭和

19年度より義務教育8年鰯を実施予定）。

　〔麟〕　音声学協会第五十七回研究会，外地向教繕用国語音の仮名表記につ

いて協議。

　ブルガリア，貝独伊三国同盟擁入。3月2B独軍，ルーマuaアからブルガリ

ア進駐。

　　〔書〕「コトバ」（第三巻第三号，「再達士・鼠語対策・話方教授体系」）

　　　　（同上）「明治文章吏に及ぼした外国文学の影響」（吉武好孝）。

　　　　（　〃　）f基本文型の細論」（浅野儒）。
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項 屋

（嗣上）「満州国の言語的概観」（野村正良）。
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〃　）「文部省第二鷹国語対策協議会決議事項」。

〃　）「内が先か外が先か」（魚返善雄）。

〃　）「造：語の問題」（松原秀治）。

〃　）「自分はかう見る」（輿水実）。

〃）f『ハナシコトバ』の研究会から」。

〃）「基本文型の問題，再び」（三尾砂）。

〃）「国民学校に於ける読み方の指導様式は如何にすべきか」

　　（秋田喜三郎）。

〃）「国民学校に於ける読み方の指導様式は如何にすべきかにつ

　　いて」（下山懲）。

〃）f生きたことばの芽をみつげる方式j（西原慶一一）。

〃）「再び国語アクセントの諸問題について」（平山輝男）。

〃　）「国畏科話し方教授体系」（愛知99一一一師附小芥子趨律治）。

〃）「「国民科国語話し方教授体系」について」（輿水実）。

〃　）「垣内先生国語文化賞受賞者（大槻芳広氏）略歴及び謝辞」

〃）「推薦のことば」（石黒修◎岡本千万太郎’三宅武郎）。

〃　）「外地版報道（石黒修羅）」。

〃　）f国語教室の言語学（講座）」（石黒平平）。

　潭生省・産報青年隊結成に関し通牒（エ1月2G日現在，背聯隊数5◎◎0，

隊員15◎万人）。

〔書〕旧本語教科用ハナシコトバ学習指導書上」（東亜岡文才）。

　ヒトラL一，対鶏協力に関する指令（日本のシンガポール攻撃を促すヵミ，対ソ

ドバルバッサ作戦」は巳本に秘密にする）。

　米・パナマ防衛協定調印（パナマ，運淘地帯外で米国の防窓権を認める）。

　〔臼〕　満州国康徳八年語学検定試験願書受付開始（4月5fi願書締切，5

月25日第一次試験，5月25臼ヂ臼語」，6月7日「ロシア語」，6月8艮

「満州語」，8月1日第一次及格者発表。9月1臼第二次試験開始，10月

2◎日及格者発表）。

　〔N〕　日本語教蕾振興会第一圓委員会。

　「国防保安法」〔法律〕公窃。

　「左翼」関係出版物，約66◎点一括発禁。

　「治安維持法」〔法律第五十四号，公布曜和十六年三月十N〕（予防拘禁嗣

を追加）。5月14爲f予防拘禁所筥制」（勅令〕公茄。
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項 屋

〔書〕「二本語の精…質」（佐久間繍，育英書院）。

　米大統領，武器貸与法に署名。成立。

　松閥外相，ソ連経由で独傍訪問に幽発。3月26日ベルリン慈。

　大B本壮年蹴連盟結成◎

　訟岡外相，モスクワで駐ソ米大使，スタインバートに日支事変解決に関する

米大統領と松闘外相との会談あっせん依頼。

　〔財〕大日本仏教会結成。10月6N東京で仏教徒銃後奉公大会。

　国民党八中全会開催（～4月2B）。

　国民政府軍事委員会，　「中共過激党徒活動三期条例十二箇条j制定。施行を

通達。

　ユーゴ，6独伊三国同盟に加入。3月27艮反独的ク㎞デタ成功（中立敬策

を表門）。4月6日モスクワで不可侵条約（婆月5毛付調印）。

　　〔書〕「イ＝スペルセン語学教授法新論」（前田太郎訳，大塚高信補訳，

冨山房）。

　〔日〕「台湾教育令」改正〔勅令〕公布（小学校・公学校を廃止して国民学

校に一本化）。

　松岡夕＄相，ヒトラー総統と会見。

　〔鼠〕f南洋庁小学校官暦改正」〔勅令二百八十四号。公痛昭和十六年三月

二十九N〕（「南洋庁国民学校筥制　第一条　南洋庁国民学校ハ皇国ノ道工則

i）テ初等普通教育ヲ施シ国筏ノ基礎的練成ヲ為ス所トス」）o

　〔臼〕「国民学校令施行ユ関スル諭告」〔台湾総督府諭告第一号〕（本総督

ge　＝＝大命ヲ拝シテ任ヲ本島　：twクルヤー一・意　聖旨ヲ奉体シテ購島ノ衆庶普ク

内台一如ノ完成工門田皇国臣艮タルノ本質誤徹シ弱テ以テ台湾ノ負荷スル使命

ヲ完遂シ真工帝蟹ノ重要ナルー環タルノ機能ヲ発揮昂揚スルヲ以テ統治ノ大本

トスベキヲ明記シ更工島民ノ福祉ヲ進メ本島文化ノ向上ヲ図ルエハ特工教学ヲ

刷新シテ国民精神ノ振作更張二力メ国民的信念ヲ澗養スルヲ以テ其ノ根幹トナ

スベキ旨ヲ述べタリ

　由来本島二於ケル教育：方針バー視同仁ノ聖旨畠只管シ教育ユ蘭スル勅語

ノ雅趣ヲ聖体シテ皇国臣民ヲ育成スルニ在り此ノ＝ト圏ヨリー貫シテ喩ル所ナ

シ今厳轟台湾教膏令ノ改正ヲ見小学校公学校ノ別ヲ廃シテ内台入斉シク國民学

校令二依リ国民ノ基礎i的錬成ヲ為スニ三塁リタルハ　聖慮宏遠誠二恐隈感激za禁

ヘザル所ナリ

　今や国運未葡有ノ停張二伴ヒ東亜蚊二世界二於ケル帝国ノ地位ト使命トハ益
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々重キヲ加へ国畏脚質ノ醇化向上ヲ期スルノ要愈々緊切ナルモノアリ此ノ秋二

嶺リ：本塩初等教育史上劃時代的ノ改正ヲ見ル本島ノ帝国二於ケル：地位ト使命ト

＝鑑ミ島民二期待スル所大ナルモノアルヲ懐ハザルベカラズ庶クバ衆庶克ク今

次改正ノ精神ヲ了得シ教学ノ本義ユ徹シテ岡岬ノ運行ヲ懸ラズ本島初等普通教

育ノ下帯ヲ輩固ニシ以テ国運ノ進展口寄募セムコトヲ鰯ムベシ）o

　〔黛〕　台湾公立幼稚園規則中改正〔台湾総督府令第五十号〕（「第七条中

f国語ヲ常用スル幼児」ヲ「国語生活ヲ為ス家庭ノ幼児」二s　「国語ヲ常用セ

サル幼児」ヲ「国語生活ヲ為ササル家庭ノ幼児」ユ改ム　第八条第二項中「国

語ヲ常用セサル幼児」ヲ「国語生活ヲ為ササル家庭ノ幼児」二改ム）。

　〔日〕　台湾公立小学校規則及台湾公立公学校規則改正〔台湾総督府令第四

十七号〕（第十四条　国民科国語ハ日常ノ国語ヲ幾等セシメ其ノ理会力ト発表

力5ヲ養ヒ国民的思考感動ヲ通ジテ国民精神ヲ酒病スルモノトス　圏語二於テ

一読ミ方，話シ方，綴り方，書キ方ヲ課スベシ児童ノ情況二依リテハ話シ方

教授ヨリ始ムベシ　読ミ方二於テ矯正シク読ムカヲ養フト共二言語ノ練習　：ee

意シ且正確二書写スルコトヲ指導シ以テ読解力ト発表力トヲ醸スベシ　読ミ

方ハ児童ノ生活団円スル言語二鷺リ始メ臼常ノ書語ヲ基礎トスル国語文二進ミ

eq　：平易ナル文語文二及ブペク児童生活ノ表現二軍発シテ国民生活ノ諸梱工興

野セシムルト共二国語ノ規準ト為り創造力ヲ養フニ足ルモノタルベシ高等科二

於テハ著名ナル作品ヲ頽フペシ．話シ方二於テハ児童ノ自由ナル発表又ハ近易

ナル国語ノ教授ヨリ始メ次第工之ヲ醇正ナラシメ併セテ聴キ方ノ練習ヲ為スベ

シ　話シ三共主トシテ読ミ方綴り早戸二於テ之ヲ指導シ衛各教科，諸行事等ユ

現ルル事項ヲ話題トシテ練習セシメ実際的効果ヲ挙グル＝カムベシ但シ情況二

依リテハ特二時間ヲ設ケテ之ヲ指導スベシ　発音ヲ歪シ貸下轟留意シ進ミテハ

文童口才シテ適宜語法ノ初歩ヲ授ケ醇正ナル国語ノ使用二翌熟セシムベシ綴り

方同県テハ児童ノ生活ヲ申心トシテ事物現象ノ見方考へ方二三適正ナル指導ヲ

為シ平岸二表現スルノ能ヲ得シムルト共轟創造力ヲ養フペシ　書キ方二野テハ

文字ヲ明確端正二書クカヲ養フベシ　他ノ教科及児童ノH常生活＝於テモ酵蕉

ナル国語ヲ使用セシムルコトニ留意シ児童ノ情況謀略リテハag　＝＝国語ノ生活化

二力ムベシ　我が国語ノ塒質ヲ知ラシメ国語ヲ尊重愛護スルノ念二培ヒ其の醇

化二力ムルノ精神ヲ養フベシ　第三十五条　国語生活ヲ為ス家庭ノ児童二対ス

ル課程ハBlj表第一号表二依り国語生活ヲ為サザル家庭ノ児童二対スル課程ハ別

表第二号表二階ルベシ）

　こH〕「台湾総督蔚高等学校規則中改正j〔台湾総督府令第五十三号〕

（「大正十一年府令第八十四号台湾総筒府諸学校規翔中左ノ通改正ス　第三十

：五条中「修身，国語，算術，国史，地理，理科工就キ尋常小学校ノ程度」ヲ
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掴民科修身，国民科国語国罠科国史，国畏科地理，理数科算撒及理数科理

科鵡就キ国民学校初等科修了ノ程慶」　：，「韓常小学校ヲ卒業シタル巻jヲ

r国民学校初等科ヲ修了シタル者」二改ム　第三十六条中「尋常小学校卒業ノ

程度」ヲ「国民学校初等科修了の程度」工改ム　附鋼　本令ハ昭恭十六年颯婦

一騎ヨリ之ヲ施行ス」　）o

　〔H〕「小学校規程改正」〔朝鮮総督府令名九十弩〕（ヂ小学校規程左ノ通

改正ス　国民学校規程　第一章　教則笹戸劉　繋一節　教科及科§　第一条

外窄学校ノ教科ハ国罠科，理数科，体蘭科，芸能科及職業科トス　国民科ハ之

ヲ脅チテ修身，国語，国史及地理ノ科琵トス　理数科ハ之ヲ秀チテ算数及理科

ノ科囲トス　体錬科ハ之ヲ分チテ体操及武道ノ科邑トス　芸能科ハ之ヲ分チテ

音楽，習字，図颪及工作ノ科自トシ女児型付テハ家事及裁縫ノ科目ヲ加フ　職

業科目之ヲ分チテ農業，工業，商業，又ハ水産ノ科霞5ス　前田Pt　＝掲グル科

§ノ外朝鮮語ヲ設ケ及高等科謀於テハ外国語其ノ他必要ナル科昌ヲ設クルコト

ヲ得　前項ノ規定二依リ設クル科臼ハ之ヲ随慧科ト為スコトヲ得　鍵：二条　国

昆学校・・於テハ常ユ薦ノ事項二等葱シテ児童ヲ教膏スベシー教令凱麗スル

勅語ノ留趣隠事キ数育ノ全般工互リテ皇国ノ道ヲ修練セシメ聴二国体ユ対スル

信念ヲ盤固ナラシメ皇国距罠タルノ自覚二徹セシメンコトヲカムベシ　ニー

視同仁ノ聖霊ヲ笹蟹シテ忠良ナル皇国臣蔑タルノ資質ヲ繕シメ内開一一一Ptie信愛

協力ノ美風ヲ養沢ンコトヲカムベシ　十三　醇正ナル国語ヲ習得セシメ其ノ使

用ヲ正確，浅在ナラシメテ国語教育ノ徹底ヲ期シ以テ皇無考畏タルノ性格ヲ酒

養セン＝トヲカムベシt閥授業下野ハ国語ヲ用フベシ第五条国民科国

語ハB常須知ノ国語ヲ習得セシメ其ノ理会Pt　y　ee表力トヲ養ヒ国民的思考感動

ヲ通ジテ蟹民精神ヲ酒糟スルモノトス　國語二於テハ読ミ方，聴キ方話シ方，

綴り方，書キ方ヲ謙スベシ　読ミ方ハ　近易ナル偶語ヨリ飛騨テ霜常ノ平語ヲ

基礎トスル国語文Ut進ミ更工平易ナル文語文凱及ブベク児童生活ノ表現工出発

シテ国欄外活ノ諸絹工展開セシムルト共ユ国語ノ規準ト為り創造力ヲ養フ四足

ルモノタルベシ高等科工於テハ名駅ノ作品ヲ加フベシ　聴キ旛シ方：於テハ

正シキ聴キ方ノ旛導ヨリ始メ児童ノ発表ヲ基トシテ話聴力ヲ陶冶スベシ　聴キ

方話シ方ハ主トシテ児童ノ生活及各教科諸行事等ユ親ハルル事項二依リテ練轡

セシメ実際的効果ヲ挙グju　＝カムベシ　綴り三二於テハ児童ノ生活ヲ中心トシ

テ學物現象ノ晃方響へ方ユ付キ適正ナル詣導ヲ為シ平明ユ表翼スルノ能ヲ得シ

ムルト共ユ劇造カヲ養フベシ　書キ方略於テハ文宇ヲ萌確端正工学クカヲ養フ

ベシ　発音ヲ正シ沸揚工留意シ進ミテハ文章二階シテ適宜語法ノ初歩ヲ授ケ醇

正ナル国語ノ使爾轟習熟セシムベシ他ノ数豊麗児童ノ巳常生活二選テモ醇蕉

ナル国語ヲ使用セシム課トニ留意スベシ　我が国語ノ特質ヲ知ラシメ国語ヲ尊

重愛護スルノ念二培ヒ其ノ醇化：二力ムルノ精神ヲ養フベシ第十六条芸能科
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項 E

習字ハ文字書写ノ技能ヲ修練セシメ作品ヲ鑑賞スル能力ヲ養ヒ皇国臣罠タルノ

情操ヲ醇化スルモノトス　初等科二於テハ「カナ」，楷書及行書ノ書法ヲ授ク

適宜鑑賞ヲ加フベシ高等科二於テハ其ノ程度ヲ進メ更二草書ヲ加フベシ圏

民科国語トノ関聯二留意シ生活ノ実際en適切ナル教材ヲ選ブベシ　躾ヲ重ンジ

姿勢態慶ヲ正シ精神訓練ノ実ヲ挙グルニカムベシ　附則　本令ハ曜湘十六年四

月一日ヨリ之ヲ施行スj。　この「小学校規程改正」によって朝鮮語の学習は

実際上廃止されることになった）。

〔書〕「国民科国語」（台南師範学校国民学校研究会）。

　〔日〕

よる）。

夜間の興亜臼本語学校創設（宣化省。蒙古教育会，大使館の助成に

　　〔書〕「スタンB’　一一ド騨英辞典」（竹原常太編，大平館。　「Standard

ifapanese　Eng±ish　Dietionary　（A　bridged　redieioR　）」　）．

　　〔書〕「H語問題百ヨ通」（沈紹基，B語編訳社，民国滑年三月再版）。

　　〔書）「中国公論　第4巻6期～第10巻4期」（北京・中国公論社。月

刊。民国報年三月～舞三年一月）。

　　〔書〕「日本語海外発展の現段階」（石黒修「国語教育」三月号）。

〔書〕「国語運動」（三月号）。

　　（髪上）「国語海外発展と諸問題」（大久保正太郎）。

　　（　〃　）「留学生と国語問題」（国府種武）。

　　（　〃）「第七十六園帝国議会における国語問題（速記録）」。

こ書〕「台湾教育」（第⑳六四号）。

　　（同上）「実業学校文法教育に於ける二三の問題」（秋月豊文）。

　　（　〃　）「小学国語読本巻十二万葉集雑考」（坂本竹喜）。

　　（〃）fアイウエオ音名の原理」（望月桑太郎）。

〔書〕「満州国語」（三月号）。

　　（同上）「巻頭言　大東亜共栄園と日本語」。

　　（　〃　）「朝鮮に於ける国語教育」（丸山林平）。

　　（　〃　）「蒙醗に於ける藍本語教育」（大引正男）。

　　（　〃　）ヂ新満州文化と日本語」（津：村雅雄）。

　　（〃）「ジズとヂヅのはなし」（一谷清曜）。

　　（　〃）「敬語法」（丸由林平）。

一｝th　6一



西贋
1941

〃

〃

f
l

t
l

年 代

3・

〃

4．　2

〃

項 臆

（同上）「現代支那語法」（磁中振佑武郎）。

（〃）「満系学生の日文書簡jo

　〔臼〕　満州國語研究会機関誌「満州国語」（日本語版・満州語版），3月

号をもって休覇。

〔書）「郷土民謡舞踊辞典」（半寿融吉薯，冨山蕩）。

文部省「礼法要綱」を作成。

　〔呂〕「関東小学校規則改正」〔関東局令第四十号〕（「関東小学校規則左

ノ通改正ス　関東国民学校規則　第一章　自的　関東国民学校ハ皇国ノ道二則

リテ初等普通教育ヲ施シ県下ノ基礎的錬成ヲ為スヲ以テ自的トス　第二章　課

程及編制，第五条　関東国民学校za於テハ第一条ノ旨趣二基キ澄ノ事項二留意

シテ児童ヲ教育スベシ　一　教育二関スル勅語ノ旨趣ヲ母体シテ教育ノ全般工

重り皇国ノ道ヲ修練セシメ三二国体二対スル信念ヲ深カラシメ尽忠ノ董誠二徹

セジムベシ　ニ　B満与国ノ不可分蘭係ヲ領得セシメ進ミテ大陸二発展スベキ

大国民軍ルノ志操ノ酒養anカムベシ（三～十二略）　第八条　国民科蟹語ハ日

常ノ国語ヲ習得セシメ其ノ理会力ト発表力5ヲ養ヒ国民的思考感動ヲ通ジテ国

民精神ヲ酒養スルモノトス　国語二等親ハ読ミ方今リ方書キ：方話シ方ヲ課スベ

シ　読ミ方二於テハ正シク読ムカヲ養フト共工言語ノ練習工留意シ且正確二書

写スルコトヲ旛灘シ以テ読解力ト発表力トヲ陶冶スベシ　読ミ方ハ児童ノ生活

二即スル言語智り始メ日常ノ言語ヲ基礎トスル目語文二進ミ半袖平易ナル文語

文二時ブベク児童生活ノ表現二鵬発シテ国民生活ノ諸絹二展開セシムルト三二

国語ノ規準ト為り創造力ヲ養フa足ルモノタルベシ高等科二於テハ署名ナル作

品ヲ加フペシ　綴り方二於テハ児童ノ生活ヲ中心トシテ事物現象ノ見方考ぺ方

二付適正ナル指導ヲ為シ平明二表環スルノ能力ヲ得シムルト共二創造力ヲ養フベ

シ書キ方工於テハ文字ヲ明確端正・・eeクカヲ養フベシ　話シ方二於テハ児童ノ

自由ナル発表ヨリ始メ次ag　＝之ヲ薄正ナラシメ併セテ聴キ方ノ練習ヲ為スベシ

　話シ方ハ主トシテ読ミ：方綴り方ag　＝於テ之ヲ指導シ陶各教科諸行事等，，・　iAル

ル事項ヲ話題トシテ練習セシメ実際的効果ヲ挙グルenカムベシ　発音ヲ正シ挿

揚ユ留意シ進ミテハ文章二即シテ適宜語法ノ初歩ヲ授ケ醒正ナル国語ノ使用二

翌熟セシムベシ他ノ教科及児童ノ賃常生活二於テモ方誉，説音ノ是正＝カメ酵

正ナル国語ヲ使用セシムルコトニ留意スベシ我が国語ノ特質ト使命トヲ覚ラシ

メ国語ヲ尊重愛護スルノ念二培ヒ其ノ醇化馬力ムルノ精神ヲ養フベシ　第十条

　国民科大陸事情及弾語ハ満州及東亜二関スル事情ノ概要ヲ知ラシムルト共二

簡易ナル満語ヲ習得セシメ大陸ユ於ケル皇国毘ノ使命ヲ自覚セシムルモノトス

一lth7一



西暦

1941

年 代

虫。　　1

項 目

初等科二於テハ満州ノ自然，風俗習慣等eeリ始メ歴史地理ノ大要及簡易ナル

満語ヲ授クベシ　高等科日豊テハ前項ノ蜜趣ヲ拡メテ之ヲ東亜二戸ボシ貝常須

知ノ満語ヲ授クベシ他教科トノ関聯ヲ密ニシ我が国ト関係深キ事項工関シテ

工特工其ノ取扱二留意スベシ　蜜語ハ発音搾鍋畠留意シ叢叢テ即時即物ノ指導

ヲ留り兼ネテ習俗ノー端ヲ知ラシムペシ」）o

　〔日〕「在留国昆学校規躍」〔在満教務部令第二号〕（「在満国民学校規則

薦ノ量定ム　在満国民学校規期　第一章　露的　繁一条　在満国民学校ハ皇国

ノ道二則リテ初1等普通教育ヲ施シ国民ノ基礎的錬成ヲ為スヲ以テ§的トス　第

二童　課程及編出　第二条　在満国民学校二初等科及高等科ヲ置ク但シ土地ノ

情況二依り初等科又ハ高等科ノミヲ置クコトヲ得　第三条　初等科ノ修業年限

ハ六年トシ高等科ノ修業年限ハニ年トス　第五条　在満屡民学校二於テハ第一

条ノ旨趣二基キ左ノ事項二留意シテ児童ヲ教育スベシー零墨二関スル勅語

ノ旨趣ヲ奉体シテ教育ノ全般二互リ皇国ノ道ヲ修練セシメ特二国体二対スル信

念ヲ深カラシメ尽忠ノ至誠諜徹セシムベシ　ニ　満州国建国ノ精神ヲ体得セシ

メ満州国民ノ中核タル責務ヲ遂行スル志操ノ瀬養工力ムベシ　三　国畏生活工

必須ナル普通ノ知識技能ヲ体得セシメ情操ヲ酵化シ墨金ナル心身ノ青成anカム

ベシ　國　我が国文化ノ特質ヲ明ナラシみルト共工東亜及世界の大勢二付テ知

ラシメ皇国ノ地位ト使命トノ葭覚二幅キ他民族ヨリ信頼ヲ受クルエ足ル品位ト

実力トノ養成anカムベシ（五～十二略）　薦八条　国民科国語ハ日常ノ国語ヲ

習得セシメ其ノ理会力ト発表力トヲ養ヒ国民的思考感動ヲ通ジテ国議精神ヲ酒

墾スルモノトス　国語工専テハ読ミ方綴方書キ方話シ方ヲ課スベシ　読ミ方二

於テハ正シク読ムカヲ養フトik　：言語ノ練習二留意シ且正確二書写スルニトヲ

指導シ以テ読解力ト発表力トヲ陶冶スペシ　読ミ方ハ児童ノ生活工即スル謙語

ヨリ始メ鶏常ノ書語ヲ基礎トスルロ語文二進ミ更ユ平易ナル文語文工及ブベク

児童生活ノ表現工崖発シテ国民生活ノ諸絹開展ee・“1シムノレb共工国語ノ規準ト

為り創造力ヲ養フua足ルモノタルペシ高等科二於テハ著名ナル作贔ヲ加フベシ

綴り方二於テハ児童ノ生活ヲ中心トシテ三物貌象ノ見方考へ方ec付適正ナル指

導ヲ為シ平萌二表現スルノ能力ヲ得シムルト共工二審力ヲ養フベシ書キ方en

於テハ文字ヲ明確端正凱書クカヲ養フベシ話シ方二於テハ児童ノ自由ナル発

表Nリ始メ次第二之ヲ醇正ナラシメ供セテ聴キ方ノ練習ヲ為スベシ　話シ方ハ

主トシテ読ミ方綴り方等エ於テ之ヲ櫓導シ尚各教科諸行事等轟現ルル事項ヲ話

題Fシテ練轡セシメ実際的効果ヲ挙グルエカムペシ　発音ヲ正シ麹揚・留意シ

進ミテハ文章二三シテ適宜語法ノ初歩ヲ授ケ酵正ナル国語ノ壁画二習熟セシム

ベシ他ノ教科及児童ノN常生ts　＝於テモ方言，羅馬ノ是if　・カメ醇正ナル国語

ヲ使用セシムルコトエ留意スベシ我が国語ノ特質ト使命トヲ覚ラシメ国語ヲ尊

重愛護スルノ念二培ヒ其ノ翻ヒ切ムルノ糊申ヲ養フベシ第＋条国民科大
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陸事情及満語ハ満州及東亜二蘭ス．ル事情ノ概要ヲ知ラシムルト共工簡易ナル満

藷ヲ習得セシメ大陸難平ケル皇国畏ノ使命ヲ自覚セシムルモノトス初等科工於

テハ奏薦ノ自然，風俗，習鱗等ヨリ始メ歴史地理ノ大要及簡易ナル満語ヲ授ク

ペシ高等科画嚢テハ前項ノ霊趣ヲ拡メテ之ヲ東亜工事ボシ日常須知ノ満語ヲ

授クベシ　他教科トノ関聯ヲ密ニシ我が麗ト関係深キ事項工関シテハ特Ut其ノ

取扱轟留意スペシ　母語ハ発音捧揚二留意シカメテ即時即物ノ指導ヲ図り兼ネ

テ翌俗ノー端ヲ知ラシムベシ」）。

　〔臼〕r為手師範学校規則」〔在満教務部令第一号〕（「在満師範学校規則

左ノ通定ム在満師範学校規則繁一章総軍第一餌壷満師範学校ハ在軍

馬昆学校ノ教員タノレペキ者ヲ錬成スル所トス　第二条　在満師範学校二於テハ

教育二関スル勅語ノ旨趣ヲ導体シ皇国ノ道黒塗リテ師道ノ修練二子メ教育春タ

ルノ信念ヲ漁養シ塒轟左ノーt項　：ee意シテ生徒ヲ教育スベシ　一　教育ノ全般

二互リテ皇国ノ道ヲ修練セシメ尽忠ノ至誠工零墨シメ実践躬行入ノ師表タルノ

儒念ヲ嵩上スベシニ満州国建国ノ精神ヲ体得センメ民族協和ノ申核タルノ

壷草ヲ自覚セシムベシ三東亜蚊二陣界総捲ケル皇国ト満州国トノ地位ト使

命トヲ盗覚セシメ教育ヲ以テ国議殉ズルノ気麗ヲ酒養スベシ（闘～六略）　第

十条　国語漢文ハ欝語文章ヲ了解シ正確且自由二思想ヲ華華シ文字ヲ端正ユ書

写スルノ能力ヲ得シメ国民精神ヲ酒養シ文学上ノ趣味ヲ養ヒ知徳ノ啓発二三シ

且在満尾昆学校二於クル富民科国語及芸能科翌字教授ノ方法ヲ会得セシムルヲ

以テ要旨トス　国語漢文ハ現時ノ国文ヲ主トシテ講読セシメ進ミテハ申古SUり

上古ノ国文聞及ボシ又普通ノ漢文ヲ講読セシメ国語文法及国文学史ノ大要蚊工

雪字ヲ授ケ作文二翌熟セシメ且教授法ヲ授クベシ第十三条大回事情ハ満州

圏ヲ主トシ東亜大陸ノ人文及地文ノ墜下爆管ル概要ヲ理解セシメ大陸二関スル

蕉確ナル知識ヲ授グ縛ユβ満両国ノ溌墨関係ヲ体得セシメ且在満国粋学校二於

ケル國民科大陸事情及解語教綬ノ方法ヲ会得セシムルヲ以テ要旨トス　大陸事

情ハ満州国ヲ主トシ東亜諸国工於ケル政治，経済，産業，文化，国防．気候風

土等轟醐スル事項ヲ授ケ且教授法ヲ授クベシ　第十四条満語ハ普通ノ満語ヲ

了解シ之ヲ運用スルノ能力ヲ響シメ大陸二於ケル皇国ノ使命ノ自覚二導キ且在

満国民学校工於ケル国民科大陸事情及解語教綬ノ方法ヲ会得セシムルヲ以テ要

論トス　満語ハ発音，聴方，話方，簡易ナル文選ノ読方ヲ授ケ且教授法ヲ授ク

ベシ　第二十二条　外国語ハ普通ノ外国語（満車ヲ除ク）ヲ了解シ知徳ノ増進

工資シテ之ヲ運用スルノ能力ヲ得シムルヲ以テ要Rbス外国語粉蝶語又ハ英

語餌付発音，聴方，話：方及簡易ナル下塵ノ読方ヲ授クベシj）。

　6：大都市で米穀配給通帳糊・外食券翻実施（1日2合3勺）。5三家庭回

木炭配給通帳嗣・酒切符制実施。
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〔書〕「コトバ」（第三上々煕号）。

　　（同上）「東京語に於ける意志形と推：量形」（中村通夫）。

　　（　〃）「明治文章史に及ぼした外国文学の影響」（吉武嬉孝）。

　　（〃）「言語島興野島と黒潮」（平山輝男）。

　　（　〃　）r基本文型に就て」（山本忠雄）。

　　（〃）「基本文型の問題」（徳毒刃）。

　　（〃）「漢字のあて方」（灘崎常太郎）。

　　（〃）「既Flj『コトバ』主題一覧」。

　　（　〃　）「『零本文法辞典』を読む」（石井庄司）。

　　（　〃　）ヂ国語文化学会「国語講演会ゴ案内」。

　　（〃）「青年文化協会「海外進出臼歯語教師講習会」案内」。

　　（〃）「六月号協同研究へ¢O　ee非国民科国語の実地指導案zeつい

　　　　　て」（輿水実）o

　　（　〃　）「外地版報道（石黒修編）」

　　（　〃　）「国語教室の言語学（2）」（石黒魯平）。

　　〔謝「譲躰小学臨謙蜷」（・ARA・・・・・・・・…雌・N

・・髄・A・A・…一・・AD…B…1一・」・三原曉・駅・本

のローマ字社）。

　〔日〕「顕本語」創刊（N本語教育振興会機関誌。編輯・発行者福田恒存，

発行所駅・轍イヒ協会）・

　　〔書〕　「日＝本語」　（創刊号）。

　　　　（同上）「発刊の辞」（松尾長造）。

　　　　（　〃　）「東亜文化圏の今際及幣串」（松村豹。

　　　　（　〃　）「臼本語の海外発展策」（小倉進平）。

　　　　（　〃　）「話言葉と書醤葉」（吉沢吉則）。

　　　　（　〃　）ヂ日本語教授のあと」（松宮弥平）。

　　　　（〃）「外国入の日本語研究（ハンガlj　一）j（波番伊江能）o

　　　　（　〃）「国語・国字聞題の展望」（倉野憲司）。

　　　　（　〃　）「「ハナシコトバ」　と発音符号」（各務虎雄）。

　　　　（〃）ff（外地に於げるβ本語教授の現況）日本語教授に関する二

　　　　　　　　三の感想」（加藤春城）o

　　　　（〃）「（外地に於ける沼本語教授の現況）満州国に於ける日本語

　　　　　　　　教授の動向」（堀敏夫）o

　　　　（　〃）「（外地に於けるN本語教授の現況）台湾に於ける國語教育

　　　　　　　　（金丸四郎）。
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項 自

（同上）r日本語教授参考文献」（長沼直兄）。

（　〃）「随筆　鷺江と爾湖」（佑藤春夫）。

　大政翼賛会改組。国民魍織を主張していた有馬頼寧事務局長ら辞職。

　〔日〕　閣議，文部省の統離縁に植民：地・占領地への教員大量派遣を決定。

閣議決定事項「外国及外地派遣教職員ノ取極要綱」。

　〔日〕　師範：大陸科薪卒業生大陸へ赴任（昭＄9　14年度から全国20の師範

学校の二部に設けられた大陸科の第一園卒業生250名，支那へ134名，満

州国118名，4月上旬赴任する。現職小学校教員110名，中等教員80名

（内10名は高等師範新卒業生）も大陸へ転任）。

　独軍，ギリシア・ユーゴ両国に侵入開始。4月17日間ーゴ軍，ベオグラ・一・一

ドでドイツに降伏，国王ペタル2担と政府は亡命。

　英軍，アジスアベバ占領（エチオピア王権回復）。5月5臼，国王ハイレセ

ラシエ帰還。

　毛唐院調奮轟轟囁博雄，経済新体鰯企画院案にからみ治安維治法違反の容疑

で検挙。ひきつづき関係者検挙（「企画院事件」）。

　〔H〕　海峡植罠地当局，甘楽学校の新教科書は，内容のある点がイギリス

の国家政策に反するとの理由で，4月8日付で輸入を禁止。

　ドラウト，米国務長官に「日米諒解私案」提出。

　〔日〕　台湾国語研究会（語彙表現様式調査委員会），委員会開催。

　〔日〕　国語講演会（主催国語文化学会）。

　日ソ中立条約，モスクワで調印。

　〔日〕　全満学生爲語朗読大会（放送），地方予選（国罠学校），（主催外事

国語研究会，満州帝国教育会，満州電信電話会社，後援罠生部）。

　〔日〕　大東亜留学生座談会（情報局・国際学友会共同主催）。

　〔鶏〕　B本語教授講習会（日語文化協会童催，会場，H語文化学校，4月

14β～6月20β，月，水，金，4時半～6時半）。

㈹難嚇教鞭麟座住儲靱ヒ鵬徽文部省療蔚
東京帯，会場，同盟会館内，4月14巳～7月11日，月，火，木，金，6時

～8時半）。

　毛管務長宮ハル，駐米大使野村吉三郎に民間私案の順米諒解案」を交渉の

基礎として提議（臼米交渉正武にはじまる）◎4月22錆，松岡外網，帰圏し

てこれに反対。

　大本営，「対南方施策要綱」概定。

　〔教〕　京城高等工業学校附’置理科教員養成所規程」〔朝鮮総督令第百十九

号〕（「京城高等工業学校附置理科教員養成所規程庄ノ通り定ム　京城高等

工業学校附置理科教員養成所規程　第一条　京城高等工業学校附置理科教員養
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項 目

成駈ハ特二皇国ノ道二基キテ国体観念の酒養及人格ノ陶冶二力メ物理又ハ化学

ノ教員タルベキ者ヲ養成スル所トス」）。

㈲全署禺麟学校・語轍大会（・月13・・地方偲出撒

223校，入選校，それぞれ24校）。

　ギリシア軍，ナ買エカで対陣降伏（国王グオルギオス2世，クレタに逃亡）。

　米，500◎万ドル，英，500万ポンドの対聯国法二安定資金借款成立◎

　「大日本帝国天皇陛下及「ソヴィエト」社会主義共和国聯邦間中立条約」

こ条約第六号，公布昭憩十六年四月三十日〕（「日ソ不可侵条約」）。

　〔H〕　全満学生臼語朗読大会（放送），（主催満州国語研究会，満弼帝国

教育会，満州電信電話会社，後援民生部）。

　〔教〕国罠学校薪教科書使用翻始（第1～第2学年，「ヨイコ｝“モ」「ヨ

ミヵタ」　「コトバノオケイコ」　「カズノホン」，教師用「自然の観察」等）。

　〔臼〕　簿華学会の所管，外務省より興亜院に移管。

　〔H〕　台北帝国大学，予科設置。

　〔国〕「文部省en於ケル国語調査ノ経過」を編集発表。

　〔呂〕「国語解者調（4月末現在，公学校生徒数691823，同上卒業者

累計736795，国語普及施設生徒数7353◎3，同上修了者累計

1076◎41，合計3239962，本署入人口5682233，国語解者
5　70　02　）o

　　〔書〕r国民教育」（初一～高二，学年劉8冊），「日本教育j創刊（文

都省の指導で教育雑誌を統合）。

〔書〕「台湾教育」（第瞬六五号）。

　　（購上）ヂー年生に於ける文字語句の指導」（下地墨画）。

　　（　”　）「その後の公一の国語教蜜」（松沢源治郎）。

　　（〃）「r国語に見る色」覚え書」（土屋寛）。

　　（〃）「芭蕉半句に関する一調査」（阿州連城）。

　　〔書〕「国語麺式辞典」（物部鼎者，受験研究社）。

　　〔書〕「支那特等俗諺集」（闘島泰平，王石子編，文求堂）。

　　〔書〕「支那地名辞典」（星斌夫署，冨蜘房）。

　　〔書〕「社会科学懸辞典」（中断俘知郎・三木溝・永田清編，河出書房）

　　〔書〕新体制辞典」（木下半治，朝日i新聞社）。

　　〔書〕　r塁上　第26巻1～4号，第27巻1～4号，第28巻1～3号

（i魏文堂書荘編，京都・彙文堂。晒和16年嗅月～18年王1月）。
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項 霞

　爾＝芝ヲ（蘭印泰）事情講習会（～7月31Eヨ。夜6時～o主｛達i興亜協釜ミ経営興爾

学院，会場こ一松学舎專門学校講堂）。

　｛日）　台湾爲霞新聞社，第五園国語普及功労者表彰（北村チヨ，福田賢一一，

騨大，閥霞福次郎，除秀香，岡崎泰彦，小池永彦の八氏）。

〔書〕「H本語」（纂一巻第二号）。

　　（同上）「日本語の進出と日本語の教育」（安藤正次）。

　　（”）「野冊に於ける日本語教齋の特殊性」（山口喜一郎）。

　　（”）ヂ教壇人の立場から」（益田信夫）。

　　（”）「文部省に欝ける国語対策の根本方針」（松躍長造）。

　　（〃）「　t“日本語普及の使命と課題”国語の学校教育と社会教育」

　　　　　（島田隼稚）。

　　（　〃　）「　｛t日本語普及の使命と課題”語法と語彙の問題」（小林正

　　　　　”’“一　）　o

　　（〃）ド隻脇本語普及の使命と課題”こ：つの困難とその野上」（大

　　　　　石初太郎）。

　　（　〃　）　「協議会而して次は？」（神保格）o

　　（　〃　）「H本語教師の資格」（東条操）。

　　（〃）「現地に於ける貝本語教授の現況　国語の歴史的現実」（森

　　　　　田梧郎）。

　　（〃）「現地に於ける鼠本語教授の現況　字音仮名遣私考」（市川

　　　　　三郎）

　　（　〃　）「日本語教育参考文献（二）」（長沼塵兄）。

　　（　〃）「随筆　従軍の思ひ鐵」（深田久弥）。

〔書〕f：トバ」（築三巻第五号，「音声表記法・日本語に於ける命題の

　　　　　基本構造」）。

　　（同上）「外来語と表記法」（大子雅雄）。

　　（〃）「音声表詑とカナヅカイの閣係」（松坂寺門）。

　　（　〃）「繭洋語について」（泉井久之助）。

　　（〃）「協同研究　日本語に於ける命題の基本構造に就て」（提案

　　　　　者三宅武郎）。

　　（　〃）「三宅氏の「ある」の研究に就いて」（三枝平門）。

　　（　〃　）「三郎武郎氏一「日本語に於ける命題の基本構造について」

　　　　　に関して」（中村克己）。

　　（　〃　）「いはゆる存：在・判定詞・間投副詞」（児山敬一）。

　　（　〃　）「命題の心理と論理」（輿水実）。

一153一



西暦
1941

〃

〃

t
t

〃　
　
〃

〃

〃
〃
〃

t
l

〃

〃

t
l

〃

年 代

5・　2

〃

5・　3

5．　6

5・　7

〃

9
0
1

　
1
1

5
5
↑
◎
〃

〃

5・13
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項 自

（同上）「三宅さんの提案について」（三尾砂）Q

（　〃　）「国民学校国語教育の研究合評jo

（　〃　）「国語講演会・圏語文化賞贈呈式記」。

（　〃　）「外地版報道（石黒修編）」。

（　〃　）「国語寝鳥の書語学③」（石黒魯平）o

（　〃　）「電話番号のアクセント⑨」（三宅武郎）。

　〔国〕「国語審議会窟制」改正，新たに幹事長を置き，幹事保科孝一が幹事

長に任ぜられた。

　反英派のイラク首栢ラシード・アリー，ドイツの援助を求め，対幅交戦開始

5月31賃英軍，反磁暴動鎮圧。

　〔臼〕　台湾花蓮港庁臨画郡下，報道推進大隊編成式挙行（服務要領」〔職

令〕第一条　隊員絹互間は勿論私生活内と雛凡て国語を常用すべし）。

　スターリン，ソ連畑稲に就任。副首相兼外相モロトフ。

　〔日〕　B本音声学協会第五八回研究例会（講演「満殉国人の葭本語発音に

就いてG（上原久），「泰国学生のβ本語発音に就いて」（黒野政市））。

　〔日〕〔モスクワ電〕ソ聯軍司令密の命により，西部軍区のソ聯将校はいず

れの部門にあるとを問わず今後すべて日本語を学ばなければいけないことにな

る。

　東京で，「泰・仏邸平恭条約」正式調印（仏・泰にバッタンバン地区を翻譲

　ドイツ翻総統ヘス，英国に単独飛行。対英和平打診を企て失敗。

　野村大使，ハル国務長官に修正案を提出。5月31呂，ハル長宮米修正案を

提示。

　東亜文化協議会第三園文学部会（会場京都，中国文化部代表周作人（華北政

務委員会教育総目督弁）esか17名，日本側13名繊席。　「一，中国大辞典の

編纂促進，一，北京附近の文化遺跡保存，一，良書の普及（特に支那青年屡へ

などの諸件を採駅」。～12鑓）。

　〔日〕　全満学生夢語朗読大会（放送），地方予選（国民優級学校），（主

催満州国語研究会，満州帝国教育会，満州電儒電話会社，後援民生部）。

　「治安維持法改疋法律施行期Hノ件」〔勅令第五百五十三号，公布昭和十六

年五月十四B〕（「昭和十六年法律第五十四号ハ昭祁十六年五月十五爲ヨリ之

ヲ施行ス」）。

　中共，蒋介石に「国共調整臨時弁法」牽二か条を再提出。6月，蒋，「共産

党問題処理弁法」を極秘裏に発す（全文数百項麗）。

　〔fi〕　全満学生歌語朗読大会（放送），決勝（国民優級学校），（主催満

州国語研究会，満州帝国教育会，満州電信電話会社，後援艮政部）。
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項 欝

　〔E〕「教科用図書調査会官制」（「第二条　調査会ハ会ft一一愚才委員六十

人以内ヲ以テ之ヲ組織ス　特溺ノ事項ヲ調登審議スル為必要アルトキハ臨時委

員ヲ置クコ〉ヲ得。附則，教科書調登会窟舗及日本語教科用図書調査会官制ハ

之ヲ廃止ス」）。

　ベトナム独立岡盟〔ベトミン〕結成（盟主ホーーチミン），反仏・反呂民族解

放路線を決定。

　〔N〕「教科用図書調査会規程」〔文部訓令〕（「第一条　教科用図書調査

会（以下調登会5称ス）二上ノ三部ヲ置キソノ所掌事項ヲ分掌セシム第一部

く略〉第こ二部〈略〉，第三部　東亜二於ケルH本語普及ノ霞的ヲ以テ著作スル

教科用図書ノ編纂工関スル事項ヲ調査審議ス」）。

　〔日〕　中央巳本語学院（華北，院長中欝覚），開院式挙行。

　米大統領，国家葬常事態を宣言。

　〔臼〕　日本語教育振興会第二回委員会。

　海軍航空隊，重慶を大爆盤。

　〔H〕　五月末日現在，日本留学生（「大学高等專門学校」2573，中国

1274，満州国949，タイ67，米国二世151等，「申等初等学校」

1955，中国832，米国二世585，満州国127，中国からの留学生は

昭恭15年に比べ約300増）。

　〔温〕　傍江簡易小学校創：立（成紀七三六年，等号部落経営，日本語毎週6

時間）。

〔書〕「台湾教育」（第四六六号）。

　　（同上）「巻頭言　難語教育の正導」。

〔書〕f東亜共栄圏と日本語」（松坂忠則，「雄弁」五月号）。

〔書〕「台湾国語関係文献自録3（台湾国諾研究会）。

〔書〕「現代文学者辞典」（野本米菅著，武蔵野書院）。

〔書〕「分類由村語彙」（柳田国男・倉醗一郎編，長野・僑外教三会）。

〔翻「饗騨齢淵（佐々木一雄編，陸軍壮丁研究会）．

〔書〕田本語」（繁一巻第三号）。

　　（同上）「国語教膏と日本語教育」（久松潜　）。

　　（　〃）摺本語教師論一霜本語聾育の文化史画意義一」（臼木

　　　　　esmm“　）　o

　　（〃）「外国語教授に於ける母国語の位置」（長沼薩兄）。

　　（　〃）「国民学校国民科の国語」（松田武夫）o

　　（　〃　）「国語教育の深化拡大」（志田延義）o
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項 g

（同上）「〔外地に於ける呂本語教授の環況、大隆に於ける日本語教

　　　授の概況」（大出正篤）。

（〃）「〔外地に於ける華南語教授の現況〕青島特携市に於ける臼

　　　本語教育」（古川原）。

（〃）r〔外地に於ける農本語教授の現況〕臼本語教授の方法的実

　　　践」（中村忠一）。

（　〃　）「朝鮮・台湾に於ける国語教育機関紹介」◎

（〃）「fi本語教授参考文献臼」（長沼直兄）。

（〃）髄釜嘉翼端とペントー売り」（釘本久春）。

〔書〕fコトバ」（第三巻第六号，「協同研究　国昆科国語旛導案・E本

　　　　　語の初歩教育から見た文型j）。

　　（同上）f日本語の初歩教授から見た文型の考察」（大出正篤）。

　　（〃）「如何なる日本語が理解し難いか」（斎藤義七郎）。

　　（　”）「南京の臼語状況j（渡辺正文）。

　　（　〃）「京城から」（森砥梧郎）。

　　（　〃　）「指導案所感」（垣内松三）。

　　（　〃）「形象と知｛生」（波多野完治）。

　　（　〃　）「型を定めて，それを生かすには」（石井庄司）。

　　（　〃　）「国民科国語の指導案について」（秋田喜三郎）o

　　（　〃）「いかに教材の特質を生かすか」（志波末吉）Q

　（　〃）f錬成と指導案の簡易化，具体化」（泉節二二）。

　　（　〃　）ヂ外地版報道（石黒修）」。

　　（f・）噺刊紹介佐久聞癩r日本語の特質』久松潜一r国学，

　　　　　その成立と国文学との関係』　波多野完治『心理学的散歩』

　　　　　前田太郎・大塚高信『語学的教授法懸論』」（輿水実）。

　　（　〃）「国語アクセント公開講演会（H本方言学会）」。

　　（　〃　）「国語資料としての夢；酔独書」（中村通夫）。

　　（　〃）「送仮名の問題」（弁上一男）。

　　（　〃　）「仮言命題の問題㈹」（三宅武郎）。

　　（　〃　）「国語教蜜の言語学（4｝」（石黒魯平）Q

　大本営，　f対今方施策要綱」を決定（仏印O泰に軍事基地設定をはかる）。

　英連邦軍と自由フランス軍，シリア・レバノンを攻慰。6月21黛自由フラ

ンス軍，ダマスカス占領。7月12臼シリアで休戦成立。

　情報局の監督下に呂本移動演劇連盟結成，発会式。5年間に約1500万入

の観客動員。礒3年8月26臼全国移動映1写連盟結成。
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項 昌

〔書〕「方言地理学の方法（赤城爾麓芋粥分布）」（上野勇，広川書店）◎

米大統領，独伊の在：短資藍凍結を命令。

〔書〕「公文書類呂語文例集」（満州国語研究会，康徳八・六・十五）。

　〔教〕　艮本教育学会翻立。

注兆銘訪H，神戸上陸（24日近衛首粗と会談）。

　蘭印特派大使芳沢謙吉，無印総督に交渉打切りを伝達（石独交渉は継続）。

　r外語教育の問題」（城戸幡太郎，f東Hj　6月17段号）。

ハル国務長官，「5月31H案」の修正案及び暗に松岡平射を非難するオー

ラルステ…トメントを野村大使に手交。

〔書〕「実践N本音声学」（佐久間鼎，同文書院）。

　出軍300万，バルト海から黒海にわたる戦線で，突如ソ連邦攻輕を開始

（「独ソ戦」始まる）。伊・ルーマニア（6月26臼フaンランド，6月27

日ハンガリー）対ソ豊戦布告。

　チ“r　一チル，ラジオ放送でソ連邦を同盟国と演説し，対ソ援助を提起。

　中共，反日独伊，反ファシスト国際統一戦線をよびかける。

　〔教〕「青年ノ覚悟及青年学校ノ本旨普及方等二関シ訓令」〔文部省訓令第

一十六号〕。

　連絡会議，「南方施策促進に関する件」を決定（「南部仏印進駐」）。

　〔爲〕　東南アジア学院設立認可（修業年限，本科一年，専攻科6か月，授

業時弊，毎週日本語20時聞，英語又はドイツ語3時聞，本科は溺にH本歴史

及び地理一時間）。

　＝一一一ゴ入民解放パルチザン部隊創設（司令窟チトー）。

　ソ連共産党中央委員会，対独裡国防衛戦争遂行を旛令。6月30日国家防衛

委員会（議長スタ・一一リン）設置。

　〔譲〕米国海軍，カリフォルエア大学（バークレー校）で銭本謬糠ブmグラムを開始。

〔書〕「台湾教膏」（第四六七号，「国民学校特輯一号」）。

　　〔書〕「本邦常用漢字の研究」（「殉閣印綱局研究報告第一号」）発行。

　　〔書〕「月刊貝語指南　第1巻1号～第2巻7号」（憲幹東京外語教授神

谷衡平，岩井武男編，神田螢雪書院◎月刊。昭＄＃　16年6月～17年7月）。

　　〔書〕「支那語研究　第5巻」（天理外国語学校海外事情調査会編，丹波

市町（奈良県）・海外事情調査会。昭瀬16年6月）。
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項 歴

〔書〕「外来語辞典」（荒川区兵衛，冨山房）。

　金国の隣組，一斉に常会を開く。放送番組「常会の時間」を通じ，内務省，

司会・指導（以後，毎月1回）。

　第2回聖戦美術農（～7月20日。書本美術協会。藤田嗣治「吟爾喰河之戦

闘」，小磯良平「士女関を征く」）。

　独伊，狂兆銘政権を承認℃7月2蟹国民政府，対独伊国交断絶。

　羅茉握寸附近より溝郷二〔作開始Q

〔書〕「鼠本語」（第一巻第四号）。

　　（同上）「文化語と生活語一特に日本語の特徴について」（長谷川

　　　　　如是閑）。

（”）「生活語としての日本語」（佐久間鼎）。

（　〃）「国語教麿の立場から見た生活語と文化語」（丸尾実）。

（　〃）「標準語教育に関する二三の問題」（東条操）。

（〃）「敬譲語を造る接辞の用法」（湯沢幸吉郎）。

（〃）「東京語のアクセントj（三宅武郎）。

（　〃）「国語教育参考文献（一）」（大久保正太郎）。

（　〃　）「特輯　H本語と日本文牝（座談会）」（方紀生，永鳥栄一

　　　郎，長沼直兄．佐藤春夫，大岡保三，大志萬準治，奥野信太

　　　郎，釘本久春，松宮一也）。

（〃）「〔現地〕灘著「贈答教翻を読みでj（瞬厳）

（　〃　）「〔現地〕直諌臼語朗読大会（今井栄）。

（　〃）「随筆　語源閑談」（大岡保三）。

〔書〕「コトバ」（第三巻繊七号，「ヴアンドリエス『経済に話す』」

　　　　　　「鼠本語教授kの音声問題」）。

　　（同上）「危険を痛感する（国語時評）」（輿水実）。

（
（
（
（
（
（
（
（
（

〃）「ヴァンドリエス『経済に話す壌（訳）」（小林英夫）。

〃　）編本語教授上の音声問題」（黒野政市）。

〃）「我が国号と国民性」（菊沢季生）。

〃）「よみかた巻蕊の注屋すべきリズム表示」（湯出清）。

〃　）「「たなばた」解義」（題下藤次郊）o

”　）fことばの場」（名】i謎甕）G

〃）「鞍壷録」（魚返善雄）。

〃　）「外地版　報道（石黒修編）」。

〃　）「国語教室の言語学」（石黒魯平）。
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項 B

　　〔書〕r重要五百漢字とその熟字」（財圃法人国際学：友会編・刊。閥崎常

太郎氏署「漢字制限の基本的研究」による）Q

　御前会議，　「情勢の推移に伴う帝国国策要綱」を決定（対ソ戦を準備，南方

進鳩のため，対米英戦を辞せず）。つづいて大本営，関特演（「関東軍特別演

習」を発動，～9月，満州に7◎万の兵力を結集）。

　大東亜興亜同盟結成大会（会場呂比谷公会堂。加盟53繍体，〔加盟団体〕

臼満中央協会，B本印度支那協会，日華学会，日華実業協会，鰻泰学駐，東方

文化学院，東洋協会，東洋婦人教膏会，東洋精神研究会，東爾亜綱亜民族解放

同盟，東亜法曹協会，東亜同文会，東亜調査会，東亜聯盟協会，東亜協会，東

壷研究所，東亜建設協会，東藪新秩序研究会，東亜振興会，東亜問題研究会

（読売），同盟東亜研究会，同仁会，中央調査会東亜班（朝H），中央満蒙協

会，中華民国法翻研究会，海洋政策研究所，騒教圏研究所，学徒至誠会，大N

本同志会，大B本圓教協会，大日本経国聯盟，大東文化協会，大東亜開拓工業

者協会，大東亜協会，大東亜青年隊，台湾爾方協会．大亜細亜協会，対支同志

会，南方調査会（報知），南洋経済研究所，南方栽培協会，興亜運動同志会，

興亜研究所，興亜滅共聯盟，興藪青奪運動本部，黒雑学，愛国社，北支那協会，

斯文会，新興学会，政教社，善隣協会，東方文化研究所）。

　第一園興亜青年運動連絡会議（～10日）。

　〔日〕　翌年文化協会主催第一線海外進出国本語教師養成講翌会修了式（修

了者，国畏学校訓導5◎名，専門学校出身者52名，計1◎2名，内女子10

名）。

　英・ソ間に根互援助協定調印（対独共同行動・単独不講瀦を約束）。

　シリアで英・ビシー仏政権闘に休戦成立。7・14休戦協定調翻（シリア全

土，；英・自由フランスに引き渡：される）。

　　〔書〕「台湾に於ける国語音韻論（音質・音量編）

発音の問題一」（寺川喜四男，台湾学芸社）。

第二次近衛内閣総辞職。

大日本興亜同盟初総務委員会開催（翼賛会本部）。

松岡無智を病田貞次郎に代えて第三次近衛内閣成立。

一外地に於ける国語

〔書〕「国語文化講座　第一巻　国語問題篇」（朝議無聞社）

〔書〕「国民学校アクセント教本」（三宅武郎，国語文化研究所）。
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〃

t
t

項 g

〔書〕「臣民の道j（文部省教学局）。

　〔N〕　響町貝本語普及に関する協議会（主催興亜院。（イ）H；本語教育教

材蚊教授法に関する件，（ロ）日本語教師養成に関する件，（ハ）略本語教育

振興に関する件等について協議）。

　ブラジル，β本語薪聞の発行を禁止。

　日・仏印問に南部仏印進駐の細目話合い成立。

　米国，在米豊本資産を凍結，7月26鶏英国，7月27日蘭邸も爲本資産凍

結。

　重慶で，米・英・中の軍事合作協議（～7月26β。ビルマルート防衛など

を協議）。

　〔日〕　日本語教授法講義（～31　．艮。主催貝本語教授研究所，講師松宮弥

平）。

　満州文芸家協会設立（委員長山田清三郎）。

　爾印，「臼繭石油畏間協定」を停止。H本軍，南部仏印へ進駐。上陸開始。

　〔日〕　鈴木忍，国際学友会を退職，外務省文化事業部から派遣され，在バ

ンコックヨ本語学校講師に就任。

〔書〕「台湾教育」（第四六八号）。

　　（同上）「国民学校新教科書「ヨミカタ」に就いて」（永井洗）。

　　（　〃　）「公学校用書方季本町五学年用上下編纂要旨」（加藤春城）

　　〔書〕「泰国学生と貝本語発音」（黒野政市，「音声協会会報」）。

　　〔書〕「南方入の日本語発音」（：大西雅雄is　「音声協会会報」）。

　　〔書〕「　ff本人の陥り易いドイツ語発音の誤り」（内藤好文，　「音声協会

会報」）。

　　〔書〕「叢近工業化学辞典」（厚木勝基・亀山鹿入・桑田勉ほか…窺丸善）。

　　〔書〕「同音語類音語」（山本放送協会編・戯言売）。

　　〔書〕「模範馬H辞典」（藤野薄愚存，文原堂，照爾花膣商会）。

　〔β〕　青年文牝協会主催第二國海外進幽臼本語教師養成講習会（～10fi。

資格28歳～4◎歳までの男女国民学校訓導並びに隅資格者。後援文部省。東

京鼠H新聞社，会場東京文理科大学。講師24名。受講者147名）。

　米国，全侵略国への石油輸出を全面停止。鼠本を9標に発動機燃料，航空機

用潤活油の輸出を禁止（対爲石油輸出は全く停止）。

〔書〕旧本語」（ee一一巻第五号）。

一一一　160　一一一一



西磨

1941

〃

〃
〃
〃
〃
〃
〃

年 代

8・　1

●

〃

8

〃

O

n
◎
8
　8

2

9
σ
ハ
◎

7

項 Q

（同上）「言語の歴史的形声」（櫛田謙十郎）。

（　〃）「中国知識人と呂本古典」（斎藤清衛）。

（　”　）「日本語における漢字と漢語」（・吉田澄夫）o

（　〃）「東京語の問題」（中村通夫）。

（　〃）「国語教導参考文献」（大久保正太郎）。

（〃）r現地蒋輯　満州に於げる日本語教育の私観」（前盟熈胤）。

（　〃　）「現地特輯　満州雑観」（森田孝）。

（　〃　）「現地塒輯　現地の日本語教育」（訟尾龍吉）o

（　〃）「現地特輯　教員養成所生活の感想」（林米子）。

（　〃）「現地特輯　簸近中支の日本語教轡」（菊沖徳平）o

（　〃　）「随筆　臼本の年中行事（一）」（三村清三郎）。

（　〃　）「随筆　語源閑話（二）」（大岡保三）。

〔書〕rコトバ」（第三巻第八号，「ヨ本語普及に関する問題」「かなつ

　　　　　かひ教授の態度と方法」「外来語の法則性」）。

　　（嗣上）「音楽における発音訓練（国語時評）」。

　　（の騰籠かなつかひ獺の態度・方法9（松尾髄）．

　　（　〃）「音声言語を仮名で表記する問題」（家永英吉）。

　　（　〃　）f国語問題の諸問題概観」（輿水実）。

　　（　〃）「外来語の法則性」（山綺末彦）。

　　（　〃）「開治文章史に及蔭した外国文学の影響」（古武吉孝）。

　　（　〃）「外地版　報道（石黒修編）」。

　　（〃）「国語教塾の齋語学（6＞」（石黒魯平）。

　　（〃）fアウンは問題」（二丁雅雄）。

　　（〃）「いつまでも」（檜田文之）。

　　（〃）「音声面の三審詣導」（石舞正夫）。

　　（〃）「日本語普及に関する諸家の意見」。

　　（　〃　）「藍本語研究・教授参考書臣」。

　大政翼賛会，みそぎ錬成講翌会開催。

　米国，対ソ経済援勧を開始。

　〔国〕　国語教育学会第三園夏期講座（会場，東大文学教豊）。

　野村大使，日本の連絡会議決定事項をハル長欝に提示。

　〔日〕　日本語教育懇談会」（興亜院）。

　豊磁外相，近衛・7Y　一一ズベルト会談提議を野村大使に訓令Q　8月17鑓米国，

貝本の態度宣明が先決と園答08月28賃野村大使，近衛メッセージを米大統

領に手交，9月3ヨ米国，事前討議が必要と回答。
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項 屋

　〔教〕　文部省，各学校に全校組織の学校報国隊（団）の編成を訓令。

　ハル長官拒否回答。

　〔日〕　満州国語研究会，「満州国語研究会報」（「満州国語」廃刊に代わ

るもの）第一号発行。不定期。

　華北の日本軍，普察短辺盤（解放区）の八路軍を攻撃（～10月15日，い

ib　＠る百万大戦）。

　ルーズベノレト大統領・チャーチル首稲，米英共同宣言（大西洋憲章）発表。

9月24日置連・自由フランスなど15か国，同憲章参加を表明。

　　〔書〕「リンデ言語教育論」（熊沢龍，罠黒書店）。

　〔日〕　日本語教育振興会改組設立、（H本語教育振興会を文部省外郭機関と

して改組。教科書編修，日本語教育の研究，教員の養成・研修などを行う申央

三体とする。長沼金魚，ff本語教育振興会理事に委嘱せられる）。

　英ソ両軍，イラン進駐開始。8日31冒英ソ両軍，キャズビーンで会合。

　〔書〕「国語文化講座第四巻国語芸術篇」（朝賃新欄社）。

　閣議，覚務緊急対策要綱決定。

　〔教〕f大学の学部にも，軍事教練担当の現役将校を配属」〔勅令〕。

　　〔書〕「台湾教育」（第四六九号）

　　　　（同上）「公学校絹国語書方手本第五学心用上下編纂要量」（加藤春

　　　　　　　城）。

　　　　（　〃）「蕊蕉俳句難義考」（阿川燕城）。

　　こ書〕「語法の論理」（木枝増一，修文館）。

　　〔書〕「台湾国藷問題覚え書」（福田良輔，「台大文学」）。

　　〔書〕「簡約英和辞典」（岩崎幾平編，研究社。　ヂKENKYUSHA’S

CONCISE　EN3USN一一ffAPANESE　DICTIONABYj　）．

　　〔書〕「研究社英和商工辞典」（藤繍仁太郎編，研究社）。

　　〔書〕「初歩宮話字彙」（木全徳太郎編，文求堂）。

　　〔書〕「新聞雑誌語辞典」（植原路郎著，八光社）。

　　〔書〕「新約聖書語句索引（希一和）」（黒崎幸吉著，日英堂書店）。

　　〔書〕「日本藷」（第一巻第六号）。

　　　　（同上）「国語政策の意義」（保科孝一）。
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項 自

（同上）「国語露覚史の一頁」（遠藤嘉基）o

（〃）「中国に於ける日本語教育の現状とその振興」（畑野房夫）。

（　〃　）「アクセントとイントネ　一一ション」（石黒魯：平）。

（　〃　）　「Ei本i潜教科書と分別書き方」（真下三郎）。

（　〃　）「東京語の問題（二）」（中村通夫）。

（　〃　）「国語教育参考文献（三）」（大久保正太郎）。

（　〃　）f東亜に於ける諸国語の進繊　独逸語」（吹田順鋤）o

（〃）「東藍に於ける諸国語の進出　英吉利語」（井上思外雄）o

（”）「東亜に於ける諸国語の進出　仏繭豪語」（中平解）。

（　”）「随筆　呂本の年中行事（二）」（三村清三郎）o

（　〃）「随筆　語源閑話（三）」（大岡保三）。

〔書〕「コトバj（第三巻第九号，「日本語研究の現段階」）。

　　（同上）「「主題」を問題として」（佐久閥鼎）。

　　（　〃　）「日本語研究の将来進むべき途」（乾輝雄〉。

　　（〃）「国語学への期待」（井本三一）。

　　（　〃）「話言葉とは何か」（大薦雅雄）。

　　（　”　）「日本語教授と教科書の問題」（黒野政市）。

　　（〃）「「文」理論の現段階」（熊沢龍）。

　　（〃）「日本語学の現状と将来vaついて」（輿水実）。

　　（〃）「流行語の発生」（山崎末彦）。

　　（〃）「「アゥン」問題追記」（大西雅雄）。

　　（〃）二本語教師養成講習会受講の記」（・」・林武雄）。

　　（　〃）「「コトバ」についての感想」（和田重則）o

　　（〃）「外地版報道（石黒修編）」。

　　（　〃）「漢語動詞のアクセントΩ明（三宅武郎）。

　　（　”　）「国語教室の醤語学（7）」（石黒魯平）。

　（教〕　文部省，学校放送を正式に教材として公認し，その番組を指定。

　衆議院議員倶楽部解消，翼賛議員同盟成立。，

　翼賛壮隼団結成。

　御前会議，「帝国国策遂行要領」を決定（10月下旬を目途として対米・英

爾戦争準備完整）◎

　英ソsイラン協定調印。イランを南（英）・北（ソ）の占領地に分劉09月

16日国王レザー・・パハラヴイー退位，その子ムハメド即位。

　防衛司丁丁の設置を公示〔軍〕。

　米大統領，米防衛水域の枢軸国艦船への攻撃を許可。
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項 厨

　〔日〕「上東州満騒人留学盤推薦試験規則」〔関東局軽量九十号〕。

情報局・文部省の監督下に黛本音楽文化協会〔膏文〕設立総会（11月29

日発会式，’45年9月27日解散）。

　〔臼〕　華北日本語普及協会経営による開封中央黛本語学院を9月に開設，

15日から開校。

〔書〕「・面取書＃」（駅国際学友会）．

〔書〕「B本語読本」（北京中央日本語学院，非売品）。

　〔H〕　帝国教育会国際部，海外教育振興委員会（委員長・岡部長景子爵）

第一回委員会を虎の門晩翠軒に開く。

音楽挺購結成（隊知田耕作，演奏家協会の全員による）。

　支那派遺軍，長沙作戦開始（～10月中旬，中国軍，長沙癒回）。

〔書〕「高等H本文法」（三矢重松，明治書院。十版）。

〔書〕「日本語の構造」（掘：重彰，畝傍書房）。

　〔臼〕　満州国語研究会，幹事会を開いて解消を決定（満棚国政府民生部に

国語調査会（仮称）が新設されることになったため）。

　モスクワで武器貸毒に関する米ソ会談。

　影佐少将，南京で日中瀦平条件記載の近衛書簡を涯主席に手交。

〔書〕「日本敬語法」（丸山林平，東京健文社）。

〔書〕「国語文化講座　第三巻　国語教育編」（朝爲新聞社）。

　〔臼〕　日本における留H学生の受入れを，中国については，財照編入臼華

学会があたり，蒙醒については，警隣協会があたることになった。中華民国政

府は，維新学院を切り替えて国立上海大学を開校，B系教授十数名を招聰した。

　（日〕　アメリカンスクール（昌黒）を接収，比島人の地域教員の養成を行

う（第一園卒業生160名）。

〔書〕「台湾教育」（第四七〇号）。

　　（同上）　「形容詞と動叢薄との関係につ㌔・て」　（有福友女子）o

　　〔書〕「日本語教育に関する問題」（篠原利逸，　「教育」九月号）。

　　〔書〕「簡易英瀦辞剣（沢村寅二郎編，開隆堂。rA　N・w　Simrplifie

rcngMsh　Japanese　Dictiortaryj　）．
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項 自

　　〔書〕「改訂瀦蒙辞典」（福隆阿校閲，大阪外国語学校蒙古語部恕蒙辞典

編塞会編，大阪・ぐうりあ書房。改謙⑳版）。

　　〔書〕「鉱山名鑑」（高橋竹蔵，河出書房）。

　　〔書〕「実紀馬来語辞典」（増淵佐平著，平凡社）。

　　〔書〕「臼本評論　第2巻9期～3巻9期j（上海・日本評論社。月干ll。

渓国揖年：九月ん’欝一年九月）。

モスクワで，米・英・ソ間に議定書調印（米英，ソ連に武器貸与を約束）。

こ書〕「日本語」（第一巻第七号）。

　　（同上）「文字と書語」（金田一京助）。

　　（〃）「仮名の発達j（松尾捨次郎）。

　　（　〃）「「ひらがな」と「カタカナ」」（戸口吉郎）Q

　　（〃）「中国と＄本に於ける漢字の稲違」（工藤箪）。

　　（　”　）f漢掌のよみかへについて」（侵藤弥太郎）。

　　（　〃）「国語教育参考文献」（大久保正太郎）。

　　（　〃）「整談会　華北に於ける日本語教育（「司会，藤村作，箆五

　　　　　百星，勝又憲治郎，久保田藤麿，小泉藤造，国府種武，高木

　　　　　千鷹，佐野憲之助，四宮春行，篠原利逸，銭稲孫，松下喜信，

　　　　　山口喜一郎」）。

　　（　〃）「日本語教育振興会の設立」。

　　（　”　）「東京語の問題（三）」（中村通夫）。

　　（　〃　）「随筆　貝：本の年中行事（三）」（三村清三郎）。

〔書〕「コトバ」（第三巻第十号，「五誌統合拡大記念」）。

　　（同上）「公認，続刊を許さる（巻頭言）」。

　　（　〃）「霞本の発展と国語教育」（保科孝一）。

　　（　〃　）「支那語と漢文」（魚返善雄）。

　　（　〃）「詩をめぐって」（菅闘宗治）。

　　（　〃　）「児童文化雑感」（波多野完治）Q

　　（　〃　）「童話教育について」（原勝）。

　　（　〃）「外地版　報道（石黒修編）」。

　　（　〃）f日本語の音韻」（三宅武郎）。

　　（　〃　）「全u：本アクセント概説（平山輝男）。

　　（　〃　）r書語教育の方法j（輿水実）。

　　（〃）「簸近の国語教育思潮に就いて」（石井庄司）。

　　（　〃　）「「文」理論の段階（続）」（熊沢龍）
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項 巨

（　〃）「国語数室の言語学（8）j（石黒魯平）。

　ハル長官，日米両国酋脳会談（8月7日H本側提案，於ホノルルの予定）に

つき，事前に源則的諒解の成立要求（一切の領土保全・主権尊重等の四聖瑚確

認，仏印・中国からの撤兵など）。

　独軍，モスクワ攻撃醐始（12月8爲攻撃放棄命令）。

　大本営，連合艦隊に作戦準備を命令。

ff主席，　U米交渉成立前の日華条約改正実施を近衛酋椙に提議。

　大本営，「繭方軍戦闘序列」・「南方攻略作戦準備」を命令。

米一期駿鯛を設置・ユ1月6日，王。億ド・・の対ソ雌購借款を決

定。

㈲輔羅文巖綱」㈱瀦岡崎屋齢）．

　近衛首相，営外荘に陸・海。外相及び企画院総裁を招集して和戦を会議，東

条陸相，中国からの撤兵に反対。

　〔臼〕　ヨ本語教育振興会翻設披露会。

　国際スパイの嫌疑で，尾崎秀実検挙。真◎月18日ゾルグら検挙，「ゾルゲ

事件」。騒4年11月7臼死刑執行。

〔書〕「日本語読本巻一」（H本語教育振興会）発行。

　第三次近衛内閣総辞職。

　〔教〕　大学・専門学校・実業学校などの修業年限を臨時短縮〔勅令第九百

二十四号〕C41年度から3か月短縮。11月1日，’42年度は予科・高校を

力圏えr6か月短縮を決：定，繰上卒業始まる）。

　ソ連政府，モスクワからクイビシェフへ移転。1◎月24日独軍，ハリコフ

占領。11月16日セバストポリ要塞包囲開始。

　東条莫機内閣成立（東条首相が現役のまま内閣を組織。外相東郷蔑徳）。

　〔教〕ギ大学学部等ノ在学年限又ハ修業年限ノ昭和十六年疫臨時短縮二関ス

ル件」〔朝鮮総督令機工百八十二号〕（「大学学部等ノ在学年限又ハ修業年限

ノ昭和十六年度臨時短縮工関スル件淫ノ通定ム　第一条　昭和十六年勅令第九

百二十四号第一条第一項及朝鮮教育令二於テ依ルコトヲ定メタル専門学校令第

八条第一項ノ規定凱依リ大学学部ノ在学年限蚊二専門学二三実業専門学校ノ修

業奪限ハ昭和十六年度＝於テハ其ノ年慶二卒業スベキ一二三夫々三月之ヲ短縮

ス　第二条　2E　＝掲グル学校ノ修業年限ハ昭瀬十六年度：於テハ其ノ年度二卒
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項 目

業スベキ者二付央々三月之ヲ短縮ス　一　国民学校初等科修了程慶ヲ以テ入学

資格トスル修業隼限五年以上ノ実業学校　二　私立学校規則二依り設立セラレ

タル学校エシテ朝鮮教子令二於テ依ルコトヲ定メタル専門学校令第五条ノ資格

ヲ以テ入学資格トスル修業年限三年以上ノモノ」）◎

　〔教〕「青年訓練所規程中改正」〔朝鮮総督府令第二百八十三弩〕（「青年

訓i練所規程中左ノ通改正ス　第十五条教練科ハ軍事的基礎訓練ヲ施シ至誠尽忠

ノ精神ヲ酒養スルヲ根本トシ心身一体ノ実践鍛錬ヲ行ヒ以テ其ノ資質ヲ向上シ

国防能力ノ増進工資スルヲ以テ要旨トX　教錬科二於テ教練．武道，体操及競

技工就キ之ヲ授クベシ」）。

　ソ連，援蒋物資供給停止通告。

〔書〕「皇道哲学」（佐藤通次）。

〔書〕「支那時文新辞典」（竹田復編，博文館）。

〔書〕「実用薪和仏語彙」（時田清砂，三省堂）。

〔書〕「中等作丈新辞典」（東京府中等研究会国語漢文部編，学生の友社

〔書〕「典範令用語ノ解」（田部聖・奥田昇共編，兵書出版社）。

　〔貝〕　台湾教育会，11月1貝現在の会員総数斗4341名。

　〔臼〕　日本英語学生協会解徹（国際学友会面隠回理事会に於てf友交部」

設置を決定，同会の事業に包含される）。

　〔国〕　E本音声学協会，第五十八園研究会並びに会員総会を開催（会務報

告“会劉改定，仮名表記の協定，音声学を師範学校で教へることの建議並びに

講演）。

〔書〕「国民学校アクセント教本」（三宅武郎，輿水実，国語文化研究所

〔書〕「心添の台湾」（創干腸）。

　　（同上）r皇国民の錬成と国語の台湾」（安藤正次）。

　　（　〃）「台湾に於げる国語の二つの姿（上）」（福田良輪）。

　　（”　）ヂ国語アクセント初歩（其一）」（川見駒太郎）。

〔書〕「コトバ」（第三巻第＋一号，fH本国語教育綜観」）。

　　（嗣上）ド圧しい書葉，きれいな十三，よい誉葉，美しい垂葉（国語

　　　　　時評）」。

　　（〃）「第三の眼一環下の情勢における国語教育の姿態」（垣内

　　　　　松三）。
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項 自

（同上）「現下の箏態におげる国語教育の正しい行き方」（輿水実）

（　〃　）f　±i5バノオケイコと読み方激授」（西原慶一）。

（〃）「闘語教育と話しことばの実践」（秋田喜三郎）。

（〃）「綴方の新しき道」（下山懲）。

（　〃　）「大都市国語教育の特殊問題」（志波末省）◎

（〃　）「都市の児童と田舎の児童との国語力箆較」（花田哲幸）。

（　〃　）「国乱学校国譜教育と中等学校国語教育」（爾意馬）。

（　〃　）f書葉の修練に就いて」（飛田多喜雄）。

（　〃　）「音声言語の修i練」（山下正雄）o

（　〃）「外地版報道（石黒修編）」。

（〃　）「蕎利　児童図書二品」（波多野完治）。

（　〃　）「紹介　国語関係四種」（輿水実）。

（〃）「国語教室の誉語学（9）」（石黒魯平）。

〔書〕「日本語」11月号休干貼

　御前会議，対米交渉の「甲・乙案」と「帝国国策遂行要領」を決定（交渉不

成立の場合e12月初旬武力発鋤決意）o．来患三郎大使を米国に派遣。

　大本営海軍部，大海令第一号発令（連合艦隊に対面・米・蘭作戦準備を命令

　大本営陸軍部，南方軍戦闘序列下令（南方要域の攻略準備を命令）。

　米，対ソ借款10億ドルの借款発表。

　野村大使，ハル長官と会見，f甲案」を提示。

　機密連合艦隊命令第二号（YBは12月8臼と予定）o

　連絡会議，「戦争経済基本方略」，11月11H「対米・莫開戦名目骨子」，

11月15日「対米・英・繭戦争終末促進に関する復案」を決定。

　〔臼〕　海外教育振興懇談会（教育研究詞志会・興亜教育委員会主催）開催

　〔教〕「大学学部等ノ在学牢限又ハ修業年限ノ昭和十七年度臨時短縮工関ス

ル件」こ朝鮮総督府畑鼠二百九十二号〕（「大学学部等ノ在学年限又ハ修業年

限ノ昭和十七年度臨時短縮二関スル件左ノ通定ム　第一条　昭和十六年勅令第

九百二十四号第一条第一再読朝鮮教膏令ca於テ依ルコトヲ定メタル専門学校令

第八条第一項ノ規定二依リ大学学部ノ在単年限tw＝＝大学予科，専門学校及実業

専門学校ノ修業確限ハ昭彩十七年度二二テハ其ノ年慶二卒業スペキ三二付夫々

六月之ヲ短縮ス　第二条　左二掲グル学校ノ修業年限ハ昭和十七年度工於テハ

其の妬三二卒業スベキ者　＝ts夫々三月之ヲ短縮ス　一　国罠学校初等科修了程

度ヲ以テ入学獲格トスル修業年限五年以上ノ実業学校及霞民学校高等科修了程

度ヲ以テ入学資格トスル修業年限三年以上ノ実業学校　二　私立学校規則二依

一168一



・西暦

1941

〃

t
t

〃
〃
〃
〃

〃

〃

〃

〃

〃　
　
〃

〃
〃
〃

〃

〃

年 代

11．15

〃

lle17
　　／f

i1・2e
　　tt

11・21

11・22

11．25

1
1

11・26
　　1t

11．27

11e

／
t

〃

t
l

項 穏

り設立弦ラレタル学校ニシテ朝鮮教育令　＝於テ依ルコトヲ定メタル三門学校令

第五条ノ資格ヲ以テ入学資格トスル修業年限三奪以上ノモノ」）。

　「兵役法施行令改麓」〔法律〕公擶（再種合格も憂集）。

〔書〕「國請文化講座　第二巻　国語学概論篇」（朝日薪聞社）。

　東条毒血の施政方針演説を録音放送（議会放送の初め）。

　企爾院研究会，　「国防国家の綱領」。

　野村・来栖爾大使，ハル長官と会見，　「乙案」を提出。

　〔貝〕　ハルビン日本語教育概究会第四躍研究発表会（「日本語教授の方法

学的実践」中村忠一，鍔ハナシコトバ諺の取扱」翻原保，「日本語教授論」

松尾藤四郎）。

、〔日〕　興亜院派遣教員第二洞協議会（～22臼。上海興亜院中連絡部大会

議室。　「議事　一　指示事項，二　研究題酬1旧本語教育普及本来ノ使命タル

日本認識，理解，親湘，協力ノ醸成z・対シ採りツ・アル方策及其ノ影響　②

「ハナシコトバ」ヲ使用シテ如何ナル程度マデ所期ノ成果ヲ上グ得タルカ，同

書使高上義目留意スヘキ諸点乱雲as　＝改善ノ余地アリヤ　三　個人研究発表

四　B本語教育za関スル協議事項」）。

　「国民勤労報国協力令jこ勅令〕公布（男子14～40歳，未婚女子14歳

～25歳に勤粥奉仕義務法認化》12月1β施行）。

　「ノ、ノレ。ノート」手交。

　　こ書〕「呈基本漢字」（栖灘・三鶴瀬1風・・◎・字・熟語・

万100◎語）。

　ハワイ作戦機動部隊，南千両のヒ5カップ湾を蛸壷。

　ハル長官，野村・来栖爾大使に「乙案」を拒否し，強硬な新提案を提議（ハ

ノレ・ノ」一ト）o

　御前会議，　ザハル・ノート」をEi本に対する簸後通牒と結論。

　中共，陳賛寧辺区で第二期参議会第一次大会開催，施政綱領採i択。

　軍報道班i員として多数の文学者徴用（マレー・ビルマ・ジャワなど各方麟へ

舞伏鱒二・里村欣三・高見順・北原武夫ら）。以後も徴用つづく（石州達三・

丹羽文雄・今日出海ら）。

　｛貝〕米国陸軍，日本語訓練プmグラム開始。

〔書〕「日本語教授法概説」（山霞喜一郎，北京新民印書館）。

〔書〕「台湾教育」（第四七二弩）。
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（同上）「公学校用国語読本の語法（二）」（吉原保）。

御前会議，対米英蘭開戦を決定。

〔書〕「日本語」（第一巻第八号）。

　　（同上）「巻頭言」（松尾長造）。

　　（　〃　）r局面語の論理性と情操性」（長谷州如是閑）。

　　（〃）「臼本語の東亜進出に幽する一感想」（出馬三郎）。

　　（　〃　）「海外で感じた貝本語の問題」（西本三十二）。

　　（　〃　）「戦争と言葉」（坂部重義）。

　　（　〃　）「書評　支那文化の紹介文献（一）」（岩村忍）o

　　（　〃　）「中国臼本語研究文麟（一）」（丁字徳平）。

　　（　〃　）「欝本語教室　叢る会話教授の批判」（日野成美）。

　　（　〃　）「日本語教室　一つの報告」（森田梧郎）。

　　（〃）「日本語白蜜　カナダに於ける日本語教育」（佐藤伝）。

　　（〃）r日本語の美しさの根抵」（佐藤春夫）。

　　（　〃　）「　ff本の小鳥」（中西梧堂）。

　　（　”　）「随筆　ヨ本の年中行事（四）」（三村清三郎）。

　　（　〃　）「随筆　言葉談義（一）」（各務虎雄）。

〔書〕「コトバ」（第三巻第十二号，「国語教授者の資格」）。

　　（同上）「初等教育の振興（国語時評）j。

　　（　〃　）「国語教育者に望む」（松尾捨次郎）。

（
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（

”）「国語教育者と方言」（今泉忠義）。

〃　）　「国語教育者と国語研究」　（菊沢季生）。

〃　）「国語教皇者と音声研究」（家永英吉）。

〃）「私の日本語教授法勉強」（入江道雄）。

〃　）「発音・アクセントの指導について」（中田憲久）。

〃）F私の実践」（塚田轟轟）。

〃）ド私の話方実践」（高橋安造）。

〃　）「国語教室から」（宮下溶久）。

〃）「「農村児童の言葉なほし」（勝山格）。

〃　）「私の実践」（鴻島義浩）。

〃）「少国民文化と童話」（原勝）。

〃　）「児童読物の感想」（波多野完治）。

〃　）「「喜界島方言集」を読んで」（大爵雅雄）。

〃　）「金国文集展望（1）」（百田宗治）。
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項 Q

（同上）「日本音声学協会の建議jo

（　〃　）「外地版　報道（石黒修編）」。

　連絡会議，「開戦に方り支那をして執らしむべき措置」決定。

　英国，対フィンランド・ハンガリー・ルーマニア宣戦布告。

　米大統領，天皇に親電。

　「米国及英国ト国交断絶」〔内閣告示第十六号〕（締国ハ今八日米国及英

国ト国交断絶シテ交戦状態。・入レリ」）。

　「米国及英国二対シ寛戦」〔詔書〕o

　「宣戦二対スル帝国政府声明」〔政階声明〕

　日本時聞午前2時，　Eヨ本軍，　マレー半島に」二陸開始0　3時，　ノ、ワイ真珠湾空

襲開始，米戦艦主力を撃破。4時過ぎ野村・来栖爾大使，ハル長宮に最後通牒

を手交。

　米英，対日宣戦三三。

　鼠本軍，上海，天津，広東などの外国程界に進駐騨始。

　独，モスクワ攻晦に失敗，東部戦線休止発表。

　国民政府，対日独餌宣戦布告。

　マレt・沖海戦，英2戦艦撃沈。

　日本軍，グアム島を占領，フィーjピン北部に上陸。

　〔呂〕　第二十八回全島国語演習会（場所，花蓮港高女構堂，参加入数54

名）。

〔書〕「国語学原論」（時枝誠記，岩波書店）。

　対米海戦共同遂行・単独不講瀦のB独伊3国協定締結。

　独伊，対米宣戦擶告。

　閣議，戦争の名称を，支那事変を含めて大東亜戦争とすることを決定。

　〔臼〕　N本語教育振興会理事会（第一國）開催。

　〔H〕　第一回B本語数授者懇談会（M催E本語教育振興会，参加者47名）

　「物資統糊令」〔勅令千百三十号，公布昭禰十六年十二月十六H〕。

　異海軍m廠，戦艦大瀦を俊工（6万90◎◎トン。史上最大の戦艦）。

　「言論，繊版，集会結社等臨時取締法」〔法律第九十七号，公布，昭和十六

年十二月十九日〕。

　「戦時犯罪処罰特例法」〔法律〕公布。

　　〔書〕「日本語の世界化一国語の発展と国語政策一」（石黒修，修文

館）。
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項 邑

　「黛本泰国同盟条約」調印。

　ワシントンでルーズベルト・チャーチルのrアルカディア」戦争蟷導会議始

まる（～喚2年1月14β米虫の統合参謀委員会設置決定。　「欧州eentj原則

を：再確i認）。

　〔日〕「北：京興亜学院二関スル件」〔勅令千百九十九号。公痛昭湘十六年十

二月二＋四日〕（「財囲法人北京同学会ノ設立スル北京興亜学院二関シテハ専』

門学校令二依ル但シ同令中文部大臣ノ職務ハ内閣総理大臣之ヲ行フ」）。

　連絡会議，r情勢の推Pt　＝＝伴う対重慶屈脈工作に関する件」を決定。

　文学者愛国大会醐催（大政翼賛会による文化職域劉愛国大会の一環，350

人の参加）。

　香港の英軍降伏。

　　〔書〕「臼本語教科用ハナシコトバ学習指導書（上・中・下）」（文部省

編，日本語教育振興会。再版）。

　重慶で，f血中軍事同盟」調印（蒋介石・英インド軍総司令富ウェイベル聞　。

　カナダでは，十二月，日本への宣戦とともに日系人の逮捕，日本語学校閉鎖，

嶺漁禁止，漁船の没収，新聞発行禁止遜り措置がとられた。

〔書〕「台湾教育」（第酋七三号）。

　　（同上）「公学校用国語読本の語法（三）」（吉原保）。

　　（　〃　）「公学校用国語読本巻十の教材研究（一）」（北：二師附公国

　　　　　語読方研究部）。

〔書〕「国語の台湾」（第工号）。

　　（同上）「台湾に於ける国語の二つの姿（下）」（福田良輔）。

（　〃）「国語教育上の雑感」（小林正一）。

（　〃）「台湾の方書について」（都留長彦）o

（　〃）r国語のアクセント初歩（其二）」（川見駒太郎）。

（〃）「国民学校に於ける国語教鳶」（金丸四郎）。

（　〃）「我が国語学翠の思い嵐」（田大熊）。

　　〔書〕「新編機械標準用語集（附工学共通用語集）」（平松秀三編，大H

本工業学会）。

　　〔書〕「新英和工学辞典」（土木学会，丸善）。

　　〔書〕「高砂族慣翌法語彙」（帝国学士院編，ヘラルド社）。

　　〔書〕「内科用語集」（B本内科学学会編，南山堂　金原商店　南江堂・
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項 屋

吐鳳堂売捌）Q

　　〔書〕「標準日本語発音比較辞典」（寺川喜四男薯，台北・興南新聞社）。

　〔日〕　満州国では，この年より初等学校の建国精神科の中に国勢科（地理

歴史を含む）を包括し，全科員の授業時間が減り，新たに勤労奉仕科を設け，

小学で年に20日の実務β，1◎βの勤労奉仕呂，中学で年に30日の実務日，

15日の教練，2◎日の勤労奉仕鶏を設ける。

　〔臼〕　アメリカの睦軍：では，サンフランシスコのPresldeQに11月，2

世をおもな対象として開き，麗戦とともにミネソタに移った。太平洋戦争が始

まると，すぐ言語学巻を動員し大々的に二本語の教師養成にあたった。ASTP

（「Armed　Servises　nVra±ning　Program」一軍事特別訓練計画）と

ばれ，27か国語が教えられたが，なかでも黛本語に空力が注がれた。アメリ

カ入の言語学者がプmグラムを作り，文法の説明を受け持ち，沼本人のインフ

ォーマントを用いて三三させた。1943年にミシガンに1年制のものが開か

れ，漢字1100を修めさせた。又，日本学（歴史，地理，その他）にも栢畿

時間がさかれた。一方，海軍では，インフォーマントを使わず臼本人教師を訓練

して説明にも当たらせた。陸軍よりも「読み」「書き」を多く行い，漢字

1800～2◎00，70◎◎～8000語の語彙の櫨かに軍隊用語も学ばせ

た。スケジ識一ルは，1臼14時間，週6β，1隼50週。のちボ“一一ドン

（B。urd・n）．から，ワシントンに移り，14力勇制になった。教材としてe3，

「標準貝本語読本」（俗称長沼シリ・・一ズ）のほか，鉱oochの「Spoken

Japanesejも響く用いられた。ハーバード大学では，基本語科生15名の他
に海軍省の特劉委託による1年間の短期速成講塵を開設（福本研究，日本語翻

訳，撮本語通信の検閲，情報蒐集などの目的から，一本語のできるものを優遇

採用），海軍軍人をはじめ，約40名の特溺学生に臼曜なしで教える。講師は，

秦：洋学部長セルゲtw・エリセbUフ他，バラ・ベンネット，マッケンジt一，エド

ウィン・ライシヤワ■一一，斎橋武彦，エリザベス・マッキンノンなど。

　睦軍日本語学校は日系二世約6000人，白人その源か葬貝系アメリカ人78◎

人，合計7◎◎9人以上の受講者に醸本語を教授。陸軍専門訓練隊（ASTP）は

15e◎0人に上る下級兵士に1◎か所の学校で霞本語教育を実施。海軍日：本語

学校は終戦までze　k　250入の雷語母校を養成Q

　太平洋戦争開始後，朝鮮では，朝鮮キリスト教徒で神社参拝に反対するもの

など，20◎◎余人が投獄された。獄死5◎余人，教会約2◎◎を廃止。

　〔譲〕　台湾総督府，嬉劉指導国語講習所を設置，親竹州高雄，花蓮港庁に

各一箇所拙定（「蒋別詣導国語講習所設定要綱一，趣旨　時局ノ要請ト本島

国語普及ノ現状工鑑ミ国語講翌所教育ノ内容競二経営工再検討ヲ加へ特別施設

・・付実際的調査研究卜強力ナル指導ヲ加へ国民学校制実施畷憾スル皇罠錬成

ノ具体的旛導方策ヲ実地嶋考究シ以テ本島国語普及ノー大推進力タラシメント
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項 屋

ス」）。

　〔H〕「教育所二於ケル教書標準」（総欝第九〇号総務長官通達）。

　〔B〕「朝鮮総督府における調査（稽々解し得る者1884733，普通会

話に差支なき者2◎87361，計3972◎97）。

　〔日〕　師範教育を受けた：本島人学生数・卒業数（師範学校，学生数，本島

入380，高砂族5，卒業数不明）。

　〔貝〕　台湾の公学校高等科・補習科教育を曼けた本島入生徒数・卒業数（生

徒数，本島人エ7624，高砂族126，卒業数不和）。

　〔H〕　台湾の小学校で「国語教育」を受げた本島人児童数・卒業数（小学校

生徒数，本島人3745，国入40，卒業数不明，小学校高等科，生徒数，本

島入358，蕃人3，卒業数不明）。

　〔艮〕　中等教育を受けた本島人生徒・卒業数（公立中学校，生徒数，本島

人6◎01，高砂族5，卒業数不明）。

　〔B〕　高等女学校教育を受けた本鵬人生徒数・卒業数（女子高等普通学校

生徒数，本島人3571，高砂族◎，卒業数，本島人826，高砂族1）。

．〔日〕　実業教育を受けた本島人生徒数・卒業数（実業学校，生徒数，本甲

人5087，高砂族13，卒業数不明，実業補習学校，生徒数，本島人9468

高砂族216，卒業数不明）。

　〔fi〕高等学校の本農入生徒数・卒業数（生徒数？，卒業数高等学校

38，中学校に栢当する尋常科3）。

　〔N〕　大学教膏を受けた本鳥入学生数・卒業数（台北帝大，学生数，本島

入77，高砂族15。昭和16年度三国大学に予科を設けた。修業年限3年，

本島人は文科1，理農類1，工類2，医類11が入学した）。

　〔ff〕　専門教育を受けた本島人学生数・卒業数（学生数244，卒業数不

明）。

　〔日〕　蕃童教育所の生徒数・卒業数（所数179s生徒数1◎310，卒

業数2141，就学歩合88・21）。

　〔日〕　国語講習所調（国語講習所5364，生徒数不明，簡易国語講習所

1◎864，生徒数372711）o
　〔日〕「国語」保育園，幼児国語普及施設記数・生徒数（所数69029）。

　〔鎖〕　国語講翌の所数・会員数・国語普及歩合（所数267，会員数，

18501，単語普及歩合48・11）。

　　〔書〕「公学校用国語読：本（改正出版）第一一種三十，巻ナー」（台湾総督

府）。
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項 鷺

〔書〕F公爵応用書方手本簗五学年罵下，六宮」（台湾総督府）。

〔書〕「コクゴ　一。三」（台湾総督府）。

〔書〕「コクゴ　一　掛図」（台湾総督府）。

〔書〕「こくご　三　掛図」（台湾総督府）。

〔書〕「モジノオケイコ　上，下」（台湾総督府）。

〔書〕「テホン上下」（台湾総督府）。

〔書〕「コクゴ教授書」（台湾総督府学務部）。

〔書〕「公学校綴方教授細9」（台北第二師範学校附属公学校啓明会）。

〔書〕「国罠科読：方教育の諸閥題と其の解答」（辻武夫）。

〔書〕「圏民科綴方教育の諸問題と其の解答」（辻武夫）。

〔書〕「国畏学校国民科綴方練成細目」（辻武夫）。

〔書〕「国民学校綴方指導書」（年月会編）。

〔書〕「魍語動勢指導警」（大漢郡教化聯合会編）。

〔書〕「国語運動の絶対理念」（台湾国語協会編）。

〔書〕「国語と台湾」（台湾の露語社）。

〔書〕「台湾教育」（第四六二号～第四七三号発行）。

　　〔書〕「ニッポンゴトクホン」（カナモジカイ）。

　　〔書〕「簡明日語丈法」（黄在江，民国借年）。

　　〔書〕「国定初級中学H本語教科書」六冊（教育部編審委員会。民国轡年　。

　　〔書〕　r＄語活動と生活J　（バイイ，！」＼林英夫改訳）o

　　〔書〕「豊本に残存せる支那古韻の研究」（飯田利行）o

　　〔書〕「大東亜書翰建設の基本」（志田延義）◎

　　〔書〕端本観光認」（即知聾慧子著，中央電訊社Q畏国措年刊Q活版。

「中央電訊社叢胃病7」062P）o

　　〔書〕「主席訪臼随行詑」（民国揚之華薯，中央電訊社。民国舞年刊。

「中央電子社叢書置5」88P）。

　　〔書〕「日本二千六百隼史」（大川周明著，満洲東光明訳，奉天・大東文

化協会。満洲康i徳八年干IS。220p）。

　　〔書〕「支那の少年は語る」（渡辺泰亮編，東京。講談社Q昭和16年刊0

326P　）o

　　〔書〕「小児病」（片潤鉄工著，毘圏高汝鴻訳，上海・三通書局。民国借年

刊。85P。合刻：謡言的発生（菊池寛薯　毘国侍桁訳）　魔術（芥川龍之介

著，民国五寸訳））。

　　〔書〕「無名作家的日記」（菊池寛著，民国査士子鼠，上海・三通書局。

罠国・斯年刊。94P。合刻：苑某之犯羅（志賀衛哉，三国査士元訳）　厭世家

的誕生陽（佐藤春夫著　罠国査士元訳））。

一175一



西暦
1941

〃

t
f

〃

〃

l
l

〃

〃

t
l

〃

〃

〃

t
f

〃

t
l

〃

l
l

年 代

（昭牽舞16年）

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

項 屋

　　〔書〕ヂ定　評」（久米正雄署，門門下野訳，上海・上海三通書局。毘国

滑子干曳90P。合刻：騒的墓（夏自漱石署　民國謝六逸訳）　該隠的末蕎

（有島武郎著　罠国沈端先訳）　女髄（芥川龍之介薯　三国野守逸訳）。

　　こ書）「雪的夜話」（墨見回著，民国高汝鴻訳，上海・三通書局。昆国舞

年刊。iO2P。合子：馬糞石（葛西善雪笹民国高汝早早）　工人之子（豊

島与志雄署　民国高吟鴻訳）　一位纏操教員之死（藤森成菅薯　民国高汝鴻訳

　　〔書〕旧帯下歌選」（子鼠銭穏孫訳，東京・文求堂。昭称16年蔀L

130P）o
　　〔書〕「近代中国人垂下遊記類陳列目録」（昭和16年糺孔版。1冊。

翼賛図書展覧会第4部に出陳：した資料目録）。

　　〔書〕「一中華入の見た艮本精神」（民国ヨ三世民著，東京・青年書房。三

極鐸16年『F｛1◎　245P）o

　　〔書〕「正宗豊道篇　1巻　続1巻」（民国吉永真弓，天津・正宗救済会

民国ま汁年干ilo　2冊）o

　　〔書〕「西町東漸の史的展望」（東亜調査会編，東：京BB新聞社。昭和

16年中。　f東亜問題研究」。258P）。

　　〔書〕r臼本時人辞典」（外交部亜聖司研究室編，南京・中央電門門。民

国借年刊。1冊）。

　　〔書〕「聯弾外伝」（清徳菱（裕徳齢）著，泰痩旧訳，上海・春江下局。

民｝国・警ナ年三麺0296P）o

　　〔書〕「康煕大帝」（西本白川著，東京・大東出版社。昭和16年刊。

「東亜文化叢書3」。362P）。

　　〔書〕「β本の風土・支那の風土」（脇水鐵五郎薯，東京・艮本放送出版

協会。昭和16t年鶏　「ラジオ薪書47」。152P）。

　　〔書〕「支那赤色圏を行く」（民国陳腰雅署，池田旧訳。昭和16年干IL

「社員会叢書第51輯」。374P）。

　　〔書〕「北京案内記」（安藤更生編，北京・町民印書館。昭和16年鶏

392P　）o

　　〔書〕f歴史より潤たる支那山東省」（馬場春吉藩，東京・由東文化研究

会。ue＄P・16年蔀1。「山東文化研究叢書第4編」。76P）。

　　〔書〕「近代日支文化論」（実藤恵秀著，東京・大東出版社。昭和王6年

刊。　r東亜文化叢書1」。269P）。

　　〔書〕「西洋文化の支那への影響」（民国張星娘著，実藤恵秀訳，東：京・

田本青年外交協会出版部。昭瀦16年干ij。278P）。

　　〔書〕「続鉗支素点録　2巻j（対支功労者伝記編纂会編，東京・大B本

四斗図書。鐸召ラ罫B16～17年『F｛」◎　2冊）o

　　〔書〕「赤色支那の究明」（波多野乾一著，東京・大東出版社。昭湘16
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項 g

年刊。384P）。

　　（書〕「支那女性生活史」（民国陳東原著，村田孜郎訳，菓京・大東出版

社◎昭瀬16年鶏　「支那文化史大系11」。343P）。

　　〔書〕「支那の少年は語る」（渡辺泰亮編，東京。講談社◎昭和16年刊。

326P）o
　　〔書〕「初等華語教程」（宮島貞亮編，東京・金文堂。昭和16年鶏

83P　）o

　　〔書〕「支那化学工業史」（民国出島論著，実藤恵秀訳，東窟・大東出版

社。昭葎16年鶏　「支那塩化史大系12」。262P）。

　　こ書〕「中国文法通論」（畏国劉復著，田中精一郎訳，東京．文求堂。昭

痢ユ16年？lo　214P）o

　　〔書〕「高級華語新島」（民国王化著，東京・文求堂。昭和16年干ll。

15eP）．

　　〔醤〕「高級華語新集総舞」（三国王化著，小川尋一訳，葉京・文求堂。

昭瀦16年干｛jo　103P）o

　　〔書〕「長耳国漂流記」（中村：地平著，東京・河出書房。二二16妬孤

287P　）o

　　〔書〕f揚子江丈学風土記」（小面二夫，武田泰淳共署，東京，龍吟社。

昭禾016年干｛je　299P）o

　　〔書〕「家」（民国巴金箸，大連・実業洋行幽版部。昭和16年刊）。

　　〔書〕「B支交通史」（民国王輯五著，今＃啓一訳，京都・立命館出版部。

昭琴B16年置ll◎391P）o

面面アジア文儂謝（松田寿男ｬ林　元）。

〔書〕「西域史研究（上巻）］（白鳥庫吉）。

〔書〕「バルトリ5“東洋概究史」（外務省調査部訳）。

〔書〕「東洋史観」（鳥山喜一）。

〔書〕「東洋史の時代と入々」（国民精神研究会編）。

〔書〕「ヴアイナック　東亜近憧史（上巻）」（荒畑勝三訳）。

〔書〕「東亜文化の成立b（世界歴史　二巻）」。

〔書〕「東亜共栄圏史」（宗幸一）Q

〔翻「魎政治・油鼠綱（鍼蓬諜）・

〔書〕「東亜綜合体の原理」（蒼臼吉彦）。

〔書〕「東亜経済年報j（山口高商東亜研）。

〔書〕「東亜国土計画」（一井　修）。

〔書〕「満州国現勢」（康徳八年版）。

〔書〕「満州産業概要」（河村　門門，康徳八年）。
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〔書〕「満弼特産中央会略吏」（満州特産中央会。康徳八年）。

〔書〕「会員名簿」（奉天市蛍王統綱協定加入春会。康徳八年）。

〔翻「霧黄羅済魏（燵紅鱒所編）．

〔書〕「満弗平均気温・降水量及土壌図」（臼満農政研究会）。

〔書癖購鰯購告（靴一＋構）」（・満鋤研究会新隷

務局。康徳八年）。

〔書〕「臼満農政研究会懇談会速記録」（康徳八年）。

〔書〕ヂ北海道視察座談会速記録」（日野農政研究会。康徳八奪）。

〔書〕「満州農業懇話会報告書」（（社）東璽経済懇談会）。

〔書〕「満州小麦作の研究」（満州農学会編。康徳八年）。

〔書〕「蘇聯側より観たる奥地支那経済論（ny）」（東亜研究所）。

〔書〕「満州開拓年鑑」（藤沢忠雄。康徳八年）。

〔書〕「北満開拓地を見る」（大阪商科大学）。

〔書〕「黄土に祈る」（天理教伝道）」（佐藤軍紀）。

〔書〕「蒙薩年鑑（濃密十六年版）」（蒙畷新聞）。

〔書〕「i蒙懸の経済（資源と翻発）」（中村信）。

〔書〕「蒙麗拓殖事情調査報告書1（拓務省拓北局）。

〔書〕「外　蒙」（興亜院蒙麗部）。．

〔書〕「孫文主義（下巻）」（外務省調査部）。

㈲随支那の醐麟薩　ノレス）・
〔書コ「蟹隈地方法院民事判決及裁定（一，二）（謄）」（満鉄調査部）

〔書〕「補訂　支那古代史論」（飯島忠夫）。

〔書〕「：支那近世史講話」（稲葉岩吉）。

〔書〕「支那文獄論」（故山田岳陽先生記念事業会）。

〔書〕「極秘薪四々二関スル実体調査報告書　蘇院女車津浦線東部地区ノ

部」（興藪院華中連絡部）。

〔書〕「支那社会生活の性向一教育的角度よりの一向察」（吉川哲太郎

〔書〕「：支那経済の源流」（原　富男）。

〔書〕「支那経済建設一事前と事後一」（目崎憲司）。

〔書〕陳謝経敵」（素戴一訳）・

〔書〕「支那国際収支論叢」（満鉄調盃部編）。

〔書〕「支那銀行捌農園」（宮下忠雄）。

〔書〕「支那法幣インフレーシ・ン馴創（（社）東亜経済懇談会）。

｛書〕丁欧米の対手経済侵略史」（井村薫雄）。

〔書〕「罠留民団の研究j（中内二郎）。

〔書〕「上海共同租界工部局年報（一九四〇年・一九四一年版）二冊」

（岡本事務所訳他）。
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項 濤

〔謝「鉦望地騨魏白癬（伊藤蹄他訳）．

　　〔書〕「支那地震史の研究　一　古代より西紀二六五年に至る一一」（慶

松光雄）。

　　圓「支一二品品（漏壷譲スカラ）．

　　〔書〕「阿波入麗発支那海漁業誌」（同刊行会）。

　　〔書〕「中支那慣行調査参考資料（123輯）」（満鉄上海事務所。～昭

憩17年）。

　　〔書〕「支那及印農経済論」（財部静治遺稿）。

　　〔書〕「華北石炭販売株式会社」。

　　〔書〕「支那霊要国防鉱産資源調査報告（附図共）」（興亜院）。

　　〔謝三国燭輔」（凝議レン“）．

　　〔書〕「支那箆閲の神々」（澤村幸夫）。

　　〔書〕「中国に於ける合作運動の今昔」（興亜院政務部）。

　　〔書〕「支那土地制齢（蘇杢三論ラン曙）・

　　〔書〕「支那に於ける食糧問題」（山名正孝）。

　　〔書〕「支那食糧政策史」（高柳堂・三儀一二）。

　　〔書〕「支那農村厚生問題」（回心哲・李三七・呉至信・藤田実三編）。

　　〔書〕「日支蚕糸業の調整方策」（興亜院）。

　　〔書〕「儒教の実態」（興亜宗教三会）。

　　〔書〕「北支那に於ける右回古物の概況」（興亜宗教協会）。

　　こ書〕楠支遊記」（ぐり、・フランク著・満鉄弘報二二）。

　　〔書〕「老残遊記」（三雲鉄・岡崎俊夫）。

　　〔書〕「北京の市騨（羅儲衝式場隆三郎訳〉。

　　〔書〕「ソ聯科学技術水準調査」（東亜研究所）。

　　〔書〕「台湾経済年報（一）」（台湾経済年報刊行会）。

　　〔書〕「二方圏の経済的価値」（緒方正編）。

　　〔欝〕「爾洋文献目録」（太平灘協会調査都）。

　　〔書〕「大南洋鵡」（南洋協会）。

　　〔書〕r南洋興発株式会社弐十周奪　所感共二冊」（吉露久一編）。

　　〔書〕「改訂　海南島誌」（井出季和太）。

　　〔書〕r安南通史」（岩村成允）。

　　〔書〕「安南山講義」（東亜研究所）。

　　〔書〕「スマトラの苦力」（ルロフス・佐藤訴一）。

　　〔書〕「親嘉披と馬来半島」（野村貞吉）。

　　〔書〕「印度思想史」（木村泰賢）。

　　〔書〕「仏領印度支那事情概要」（拓務省妬南局）。
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項 厨

〔書〕「仏印は招く」（金子辰太郎）。

〔書〕「蘭領印度事構概要」（拓務省拓南町）。

〔書〕「繭印を斯く中たり」（小林一三）。

〔書〕「蘭印生活工十年」（職尊重治）。

〔書〕「繭的・翻印・仏印」（井蚕室一郎）。

〔書〕r比律浜に於ける政策の変遷」（永丘智：太郎）。

〔書〕「比島農業事情」（児島宇一）。

〔書〕「南洋の畏族と文化」（井東憲昭）。

〔書〕砒酸賓民族史」（外務省）。

〔書〕「徐松石著・南支那民族史」（井出季和太）。

㈲「これが翅 ?離籍の」仙崎醐．
〔書〕「農業支那と遊牧民族」（後藤富男）。

〔書〕「和衷の南洋植民史（第一部）」（鳥養太　郎）。

〔書3「満洲及支那の組合制度」（高田源清）。

〔書〕r台湾激騰皇民化読本」（鷲巣敦哉，台湾警察協会）。

〔書〕「大東亜の教育」’（幣原坦）。

〔書〕「教育哲学」（稲毛金七）。

〔書〕「最近教育の思潮と実際」（入沢宗寿）。

〔書〕ギ女子基督教読本」（宮島Pt一一一）。

〔書〕「由口県健民修錬手牒⊥。

㈲幽幽実駝麟囎一」（顛研究所）．
こ書〕「教室風土記」（須藤克三）。

〔書畷霰係獺録」（鯨澱所）．

〔書〕荻三三二二」（北京娠弘塾）。

〔書〕「教育国家論」（田村敏雄）。

〔書〕「各種学校一覧j（東京府学務部学務課）。

〔露〕「京都府教育会最近十子嚢」（吉村保）。

〔書〕「創立七十年（東京文理科大学・東京高等師範学校）。

〔書〕「育児会五十隼史」（（財）婦入共立育児会）。

〔書〕「女子回教蘭学」（久保良英・高木誠四郎）。

〔書〕「女子国民教育学」（佐々木秀一）。

〔謝製震騨奮鰯燃ける」（脇莚美）．

〔書〕「児童文化論」（国語教育学会編）。

〔書〕「初等教育者著書解題」（初等教育奨励会）。

〔書〕「国民学校令及学事関係法規」（長尾陽太郎）。

〔書」　「国民学校教育原論」（山濁栄）。
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項 欝

〔書〕「国民学校経営の基調」（武山孝助）。

四壁無難る」（橋本健太郎）．

〔書〕「公私立中等学校一覧」（東京府学務部学務課）。

〔書〕「教育に関する勅語湊発五十奪無念資料展覧図録」（文部省）。

〔書〕「黛本農業教育史」（全国農業学校々長会）。

〔書〕「歴史学及歴史教育の本質」（中野一男）。

〔書〕「現代の心理学」（千葉胤成）。

〔書〕「性格心壇学」（依臓i新）。

〔書〕「青年心理学」（青木誠四郎）。

〔書〕reとばの講座（；輯）」（音声学協会・m京放送中央局）。

〔書〕「児童心理学」（青木誠四郎）。

〔例解鍛香の編」（秋晒三郎）。

こ書〕「日野画法協議会議事録」（司法省）。

〔書〕r刑事i裁判判例」（鶏法研究所）。

〔書〕「裁醐の創造性原理」（中島弘道）。

〔書〕「大審院馬事凋決録（開治十四年一～三月分）」（司法省蔵版）。

こ書〕「法と蔑族」（木村亀二）。

〔書〕「法律善と法律悪」（宮城長五郎）Q

圓「名糖物語蜿Q懸鐵判」・棚儲）・
〔書〕「法学雑話」（末広巌太郎）。

〔書〕「山崎正董博士の演説と文章」（古稀祝賀会）◎

〔書〕「日本法理叢書」（日本法理研究会。～昭和19年）◎

〔書〕「法理学」（中島重）。

〔書〕「先験的法哲学」（佐藤立夫）。

〔書〕「制度の哲学」（G・ルナール著・小林三門訳）。

〔書〕「西洋法制史講義」（爾本門）。

〔書〕「ルッソー罠約論」（木村三二）。

〔書〕「中国に於ける憲法問題概説」（興亜院華中連絡部）。

〔書〕「大日本憲法論」（大谷美隆）。

〔書〕「行政機構改革周回に幾する資料」（東京商工会議所）。

〔書〕「行政裁判所五十年史」。

〔書〕「府県制度資料」（自治振興中央会）。

〔書〕「府温感五十年を語る」（近江匡男編）Q

〔書〕「都布計画及国土計画」（石川栄耀）。
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項 昌

〔書〕「国土計画論」（麟復太郎）。

〔書〕「国土計臓論」（着座秀夫）。

〔書〕ザ日本農業国土工画論」（松本辰馬）。

〔書〕「環代大都帯論」（奥；井復太郎）Q

〔書〕「米国の都市問題」（東京商工会議所）。

〔書〕「地：方計画の基本問題」（金；谷重義他）。

〔書〕f地方計画の理論と実際」（武贋高四郎）◎

〔書〕「欧米の住居法」（（財）同潤会）。

〔書〕「欧米の住宅政策（上下巻）」（同潤会）o

〔書〕「厚生住宅」（平山嵩）。

〔書〕ヂ土地買収要綱」（石メ1魑）。

〔書〕「臼本鉱業法原理」（美濃部達省）。

〔霧：〕　「経済官庁と経済騒体：」　（高田源清）o

〔書〕「呂露礁学史」（冨士川游）。

〔書〕「国民病の予防と撲滅」（高野六郎）Q

〔書〕「宗教三体法論」（根本松男）。

〔書〕「宮国幣社特殊押語調（一～四）」（神砥院）。

〔書〕「最新　神社法令要覧」（書写院総務局）。

〔書〕「国家権威の研究」（大串手代夫）。

團轡論暴舗整濤興（作田寝一）．

〔書〕「国家原論」（中島重）。

〔書〕「国家と大学」（簑田胸喜）。

〔書〕「国体の本義精工」（保坂弘司）。

〔書〕「国体科学研究（第二）」（里見岸雄）。

〔書〕「国体宣揚史綱」（前田多年）。

〔書〕「五大革新史論（上下）」（河源萬吉）。

〔書〕f水芦論藷」（百州元著）。

〔書〕「国史に現われた日本精神」（山田孝雄）。

〔書〕「歴史賃本（自創～終3巻）」（雄山閣）。

〔書〕賠本臣道史」（小関尚志）。

〔書）「武士道の神髄」（半田信）◎

〔書〕「武道史十講」（清原貞雄）。

〔書〕「皇国の大道」（河原春作編）。

〔書〕「皇国学大綱」（鹿子木員信編）。

〔書〕「皇道発揚（75～95号）」（（財）皇道社。～暇和18年）。
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項 欝

〔書〕「皇道と日連」（堀内良平）。

〔書〕「青田松陰先生の日本精神」（玖村敏雄）。

〔書〕r政治の埋論」（雪明正道）。

〔書〕「駒留政治の規準」（鈴木安蔵）。

〔書〕「現代政治勢力の分析」（吉村正・田中惣五郎他）。

〔書〕「法と政治」（田畑忍）。

〔書〕「近代R本窟二二」（田中惣五郎）Q

〔謝「三三馨婁謙大忌（野二三）．

〔書〕「思想への欲求」（薪明正道）。

〔品薄難懸購のdieel，1，　一　］（騰劃．

〔書〕「愛国婦人会四十回忌（正・続写輿帳）三冊」（飛舗秀…）。

〔書〕「愛国婦入会長野漿支都沿：革誌」。

〔翻「護聯繍文ヨ他第一一闘（第一高等轍灘会）．

〔書〕「総動員態勢の前進」（朝臼旧聞）o

〔書〕「国家総動員法の解説」（商工経営研究会）。

〔書〕「生活体制へ一国民生活への動員一」（村松久義）。

〔書〕「東京市に於ける実施中の切符制調」（企画院）。

〔書〕「大政翼賛会の発足に当りて（第二～九輯）」。

〔書〕「翼賛議会の総決算」（情報局）。

〔書〕「第二團中央協力会議会議録」（大政翼賛会）。

1嚢1嘩隷難論叢讃整鷺弊）．

〔書〕「地方協力会議実施概要」（大政翼賛会組織局）。

〔書〕「工業鉱山産業報国会の組織と運営」（佐々木正制）。

〔書〕「大N本産業報国会技術者会議会議録」（大N本産業報国会）。

〔書〕r山山国民歴史辞典」（高橋俊城）。

〔書〕「日本の歴更」（秋山謙蔵）。

團晶晶業団齢畿懇談会（大阪の部ｬ記録）」（大醸齢）・

〔書〕「北方文化の主潮」（河野広道）。

〔書〕「ナチス社会建設の原理」（中川蓉之助）。

〔割「・例（ラッツェル著?坂逸郎訳）・

〔書〕fフランス再建」（井出浅亀）。

〔書〕「ヘロト“・5ス歴史（古代東西争閣史）下」（青木旧訳）。

〔書〕「英国の対トルコ政策」（東亜経済調査局）。
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項 B

〔書〕「米国極東政策史」（クリス。ウオルド薯・柴田賢一訳）。

〔書〕「猶太思想及運動」（四天王延孝）。

儘N中アジアの鯛（杢離露男他三名）．

〔書〕「太平洋民族誌」（松岡静雄）◎

〔書〕「大東鍾民族の途一大共栄圏の罠標」（亀井貫一郎）o

〔書〕「支那民族発展史」（旗墜魏）。

圏「態蕃磁麺論」（玉騰）．

〔翻「麟惣治学」（擬戦三’メルツ）．

〔書〕「東亜地政学序説」（米倉二郎）。

〔書〕「嘉納先生伝」（横山健堂，華道館）。

〔書〕「子爵斉藤実伝（金四巻）」（同記念会。～昭茄17年）。

〔書〕「上山満之進（農商務絹）」。

〔書〕「森　格（活躍せる政治家）」（山浦貫一）。

〔書〕「福島将1軍選績」（東亜協会）。

〔書〕「子爵小笠原長生」（市川銑造）。

〔書〕「二宮尊徳伝」（佐々井信太郎）。

〔書〕「佐藤遅牛」（鴇田恵吉）。

〔書〕「秋山雅之介（国際法学者）』。

〔書〕「篤農伝」（和田伝）。

〔書〕「岩永重着君（同盟通信）」（吉野伊之助）。

〔書〕「飛嶋文吉（土木）」（伝記編纂会）。

〔書〕「後藤新平」（信夫清三郎，博文館）。

〔書〕「上山満之進」（土山君記念事業会編，成武堂。全二冊）。

〔書〕r平時・戦時国際法論（二重）」（立作太郎。～昭和1？年）。

〔書〕ギ戦時国際法講義（第一・二・三・四巻）」（儒艮淳平）。

〔書〕「魍際裁判の本質」（横田：喜三郎）。

〔書〕「支那事変国際法論」（立作太郎）。

〔書〕r国際私法」（江Jli英文）。

〔書〕「改訂国際私法論」（河辺久雄）。

〔書〕「本邦通商政策条約史概論」（川島信太郎）。

〔書〕「コンピューンニューの今昔1915～194◎年（休戦条約の比較）」。

〔書〕「醗ケ関青書一枢軸外交をめぐる一」（密本太郎）。

〔書〕「外交史」（清沢濁）。

〔書〕f敷：府公表集対外関係」（情報局。～昭和18奪）◎

〔書〕「世界大戦と外交」（木村鋭市）。

〔書〕「支那における租界の慨究」（植田捷雄）。

〔書〕「委任統治の本質」（田閥良一）。
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項 欝

　　〔書）「米国極東政策史」（グリス・ウtsルト・柴綴賢一）。

　　〔書〕「独乙外交敷策」（m一リンクホーフェン・小松敏男訳）。

　　〔書〕「極東国際関係史」（モース他・浅野晃一他）。

　　〔書〕「霞露樺太外交」（太華三郎）。

　　〔書〕「支那制覇戦と太平洋（上・下）」（カン5ロ・グィッチe広島定

吉訳）。

　　〔書〕「国防心理学」（小保内虎夫・豊原恒男他）。

　　〔書〕「アメリカの戦争力」（打村鉱三）。

　　〔謝騰轍戦争」麟櫛菱曇蕪一他）・

　　〔書〕「ソ聯より観たる独逸占領地域の状況（翻訳）」（東亜研究所）。

　　〔書〕「国防保安法」（部類貫一）。

　　〔書〕「国防哲学」（蓑田胸喜）。

　　〔書〕「世界簸終戦論」（石原莞爾）。

　　〔書〕「戦争と文イヒ」　（森戸辰男）o

　　〔翻「鰭戦争」（鮎髪ボール）・

〔書〕「刑事裁判例（上中下）」（司法研修所）。

〔書〕「改正刑法仮案とナチス刑法綱領」（牧野英一）。

〔書〕「満洲国刑法・刑訴法大綱（こ二冊）」（毒之瀬渉）。

〔書〕陶本検察法論　上・中巻」（佐々波与佐次郎）。

〔書〕「嘉事倫理学の研究」（佐々木英夫）。

〔書〕「文化と犯罪の性格」（金子準二）。

〔書〕「新監獄学」（正木亮）。

儘疇穂懸謝（三渕忠彦）。

〔書〕「罠法総則新論」（岩漿新）。

〔書〕「改訂民法総論」（穂積重遠）。

〔書〕「志念民法要論」（沼義雄）。

〔書〕「物権法論」（石田文次郎）。

〔書〕「新箭艮怯概論（物権法）」（遊佐慶夫）。

〔書〕「債権各論（二巻）」（末川博）。

〔書〕「身分法の総則的課題」（中川善之助）。

〔書〕「日本親子法論」（角闘幸吉）。

〔書〕「民事訴訟法論（第一編～五編）二冊」（前野順一）Q

〔書〕「満州国策会社法論」（高田源清）。

〔書〕「商行為法」（竹濁　省）。
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項 屋

　　こ書）「商法体系（海商編）」馬場正利）。

　　〔書〕「船荷証券法華船舶超保法の研究」（大橋光雄）o

　　〔書〕「ハーグン独逸海上保険：法」（加藤由作）◎

　　〔書〕「海上保険・其の理論と実際」（フレデック・テ’ンプルマン・葛城

照三訳）。

　　〔書〕f戦時保険に関する資料」（簡易保険局）。

　　〔書〕「季形法小切手法論」（納富義光）。

〔書〕「財政学原理」（青木得三）。

〔書〕　ヂ国家覆車と国民経済ゴ　（青木得三◎他）o

〔書〕「増税案二依ル税率一覧表」（主税局）。

〔謝畷難講辱霜避難執（松隅主税局長）．

　　〔書〕「租税工関スル参考計表j（主税局）。

　　〔書〕「出納筥吏弁償責任釈義」（木村精一）。

　　〔書〕「工業金融」（栗丁々夫）。

　　〔書〕「銀行職能論」（森州太郎）。

　　〔書〕「全訳ワーグマン貨幣理論」（青木孝義訳）。

　　〔書〕f軍票論」（今村忠男）。

　　〔書〕「一般社会学提要」（パレート・姫岡勤）。

　　〔書〕「農村物価調査報告（昭12～昭18）（四冊＞1。（帝国農会・～

鐸召＄巨19年）o

　　〔書〕「社会事i業史」（藤罫萬喜太）。

　　〔書〕醍藻蕉嚢叢誌」（野棚民）。

　　〔書〕「華北二於ケル社会事業概観（華北社会事業協議会）。

　　〔書〕「興藪厚生大会誌」（興亜厚生大会事務局）。

　　㈲r秘雛馨難民鰍出講速講（・）」（躰経済連盟）．

　　〔書〕「断種法」（藤本直）。

　　〔書〕「優生結婚と優生断種」（青木延春）。

　　〔書〕ド方面事業要覧」（東京府学務部社会課）。

　　〔書〕「福島県方面委員執務資料」（福島県）。

　　〔書〕「我国の性病現状と対策」（安藤政吉）。

　　〔書〕「国民栄養を語る」（源徹一）。

　　〔書〕「児童保鷺施設研究第一回概況報皆」（社会事業所）。

　　〔書〕f実践　季締保育所」（根岸拳螺）。

　　〔書〕「報知七一年」（青木武雄）。

　　〔書〕「｛動くものから見るものへ」（西田幾多郎）◎
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項 目

〔書〕「東山時代に於ける一晋紳の生活」（原勝郎）。

〔謝「熱論鐸スの社舗成」G・1久麟哀柵競己訳）・

〔書〕「日本美術史研究（浜田耕作）。

〔書〕「文様化・志おり完」（河原展晃澗）Q

〔書〕「人類生潜史」（湯村貞太郎）。

〔書〕「石神問答」（柳田圏男）。

〔書〕「大湘の古墳墓」（末永雅雄）。

〔書〕「独逸社会政策ζ労働戦線」（大原社会問題研究所編）。

〔書〕「H本の労務管理」（広崎貞八郎）。

〔書〕「最低賃金の基礎的研究」（安藤政着）。

〔書〕「労務者標準生活一勤労者一般に就いて一一」（榊原平八）。

〔書〕「労務者厚生と環境整備」（坂本金吾）。

〔書〕「婦人労働に関する文献抄録（欧文）」（労働科学研究所）。

〔書〕「本邦工業論」（工業新聞社）。

〔書〕「愛知曝聴殊産業の由来（上巻）」（愛知爆産業教育振興会）o

〔書〕「國民と技術」（円本技術協会編）。

〔書〕「技術の哲学」（エフ。デッサウエル・永由広志訳）。

〔書〕「技術論」（ヴェー・ゾムバルト・阿閉告男訳）。

〔書〕「科学史を飾る人々」（ハ㎞ヴエーギブスン・州崎備寛）。

〔書〕「科学史の哲学」（下村寅太郎）o

〔書〕「生活に科学を求め一C　」（審塚清）o

〔書〕「塵芥の園生年額壱億五千萬円」（大爲本資源回生報国会）。

〔書〕「：再分割途上の燈界獲源」（：大阪毎鶏新聞社）。

〔書〕「燃料国策研究会会報合輯」（長谷州尚一）。

〔書〕「別子隔坑二百五十年史話］（平塚正俊編）。

〔書〕「工業機械発達史」（奥村正一）。

〔書〕「爲本機械工業の基礎構造」（豊崎稔）。

〔書〕「撹罫の屑鉄」（三宅運秀）o

〔書〕田本綿業発達史」（三瓶孝子）。

〔書〕「大阪薬種業誌（三三・四巻）」。

〔書〕「和紙風土記」（寿岳文章）。

〔書〕ゼ紡績界二千六百入史」（H本紡績通論社）。

〔書〕「茶業経営調査資料」（埼玉県丁丁研究所）。

〔書〕「河動堰」（日笠育夫）。
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屋

〔書〕「堰堤の設計と実例」（月問正三）。

こ書〕「日本気象学史」（荒川秀俊）。

〔書〕「農に生きる」（岡村精次）。

〔書〕「臼本農業の統制機構」（勝間鐙精一）。

〔書〕「農柔増産遂行研究会速記録」（帝国農会）。

〔書〕「昭瀦十四・十五年度戦時農林政策」（農林大艶宮房・調査課）。

〔書〕「独乙の赫資材及農罠政策」（カール・智ルン・池霞林儀訳）。

：嚢：擁灘繋議灘讐論7年）．

〔書〕「園芸農産物要覧」（農彬§農政局）。

〔書〕「水害状況及対策」（茨城県農務課）。

〔書〕「桑樹凍害後ノ収獲量二関スル調査成績」（農業保険協会）。

〔書〕「中綴農業水利実態調査書」（興亜院）。

〔翻搬土」（R・W・ダレ工侮･礼二訳）・
〔書〕ギ農業増産遂行研究会速記録」（帝国農会）。

〔書〕「戦時下に於ける農業技術の再編成」（帝国農会）。

〔書〕「農業機械化の基本問題」（吉岡金市）。

〔書〕「農業労働論」（大槻正男）。

〔書〕r般振産業地帯に於ける農村労働事情調査（其ノニ）」（帝国農会

〔書〕「石川県労力需給調整状況」（石川県）。

〔書〕「小作権」（花島得二）。

〔書〕「林業教育（一～四号）」（富田重明）。

〔書〕「日本牧野法」（菅源源寿）。

〔書〕「森林組合論」（島田綿蔵）。

〔書〕fかし，くす文献霞録」（熊本営林局）。
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　初めごろ

1・　2

　t／
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項 g

　〔鼠〕　仏印嶺局，元第三高等学校教師原国籍露西亜人プレ’ストネルを日本

より招聰，仏印政庁内に臼本語講座を開設。

　塩通帳鋼配給実施。ガス使用量劉当制実施。

　遮合国（26か濁），ワシントンで連合国共岡岬書調印（日独との単独不講

湘，大西洋憲章の原則確認）。

　〔fi〕　満州国，「薪学田週」発布。

こ書〕「日本語」（第二巻第一号）。

　　（同上）「巻頭言　畢語奉公」（大岡保三）。

〃
〃
〃
〃
〃

（
（
（
（
（

〃
〃
〃
ガ
〃
〃
ガ
〃
〃
〃
〃

（
（
（
（
（
（
（
！
曳
（
（
（

）f臼本語の語法問題」（佐久間鼎）。

）「華北に於けるB本語教育について」（樹政和）。

）f日本語教授法序畿」（山口喜一郎）。

）「日本語教室　日本語教室漫書（一）」（大出正篤）。

）「臼本語教室　直接法による日本語の教授を参観して」（箆

：五百里）。

）τ日本語教室　台湾に於ける国語教育」（金丸四郎）。

）「支那のキリスト教に関する文献（二）1（岩村忍）。

）「国本文化の東亜進出に就いて」（久松潜一）。

）「進出臼本語の後続性」（土鼓善言）。

）「日本文化の大陸普及について」（玉井茂）。

）「文化戦士に対する銃後施設j（湯山清）。

）f反省を要する事ども」（大西雅雄〉。

）「教材　日本の出」（逗子八郎）。

）「中国H本語研究文献昌録（二）」（菊沖徳平）。

）ギ随筆　日本の年中行事（五）」（三村清三郎）。

）「随筆　言葉談義（工）」（各務虎雄）。

〔書〕「コトバ」（第四巻第一号，　f日本語共栄園j）。

　　（綱上）「太平洋の共通語」（松宮一也）。

　　（　fi）「日本藷共栄圏確立の基礎」（輿水実）。

　　（　〃　）「共栄圏と書辞政策」（大西雅雄）。

　　（　”　）「世界言語分布概況」（乾輝雄）。

　　（　〃　）「一つの想像」（金原省吾）o

　　（　〃　）「コトバ情報（石黒三編）」。

　　（　〃　）「文法教育について」（藤原与一）。

　　（〃　）「昭和十六年の国語教育界」（大久保正太郎）。

一189一



西暦

1942

m

”

〃
〃

”

〃
〃

〃
〃

〃
〃

”

”

f
f

f
i

f
i

年 代

2・　2
〃

x！

le　3
〃

1・　6
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〃
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1．16

2．18

1．19

〃
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〃

項 農

（同上）「杉並区国語研究会の記」（宮下清久）。

（
（
（
（
（
（
（

m）「国語教室の言語学（十）」（石黒魯平）o

〃）「共同研究　単語分類について」（提案　三宅武郎）。

〃）「機能範麟に徹底すること」（堀重影）。

il）「建設への協力j（小林智覇王）。

〃）「単語分類の雑報」（浅野信）。

fi）「文の分節と単語分類」（三羅砂）。

〃）「疑問を二つ三つ」（石黒軍士）。

　B本軍，マニラ占領。

　閣議，毎月八剣を「大詔奉戴鑓」とすることを決定（興亜奉公ヨは廃止）。

「大詔奉戴日設定二関スル件」〔情報局発表〕。

　爾印鴎米英繭i褻〔ABDA〕連合司令部（ウ＝dベル将軍指揮）設置。

　〔日〕　比島行政官，教育に関する罰冷の中で，　「日本語ノ普及ヲ図ルト共

凱英語ノ使用寸寸ヲ追ヒ之ヲ廃止スルコト」とした。

　陸海軍機1000機，東京上空で示威飛行。

　大蔵省，大東亜戦争国庫債券を発行。

　〔日〕　B本譜教授法概究会（～3月5日。主催青年文化協会日本語科研究

会委員会，定員20名，資格，国譲学校，中等高等教員有資格者）○

　米・メキシコ，共同防衛委員会設置。

　リオデジャネイmで米州21か国外栢会議開く（～1月28日。西半球防衛

を協議。枢軸国との断交，B本非難案を決議）。

　大日本翼賛壮年圃結成。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　む　ベルリンで，「N独僻軍事協定」調印（東経70から米国西沿岸を矯本，東

　　む経70から米国沿岸を独俳の作戦地域と決定）。

　〔日〕　泰国文部省・国際学友会間（泰国文部次官プラ・チラナサーン・ウ

ィスワカーム，東京国際学友会矢田部安省）で同日附旧本泰国間学生交換協

定」締結，同時に「泰国学生招致に関する協定」も成立。

　〔臼〕　艮本語教育講醤会（～3月6a．毎週月水金3回，午後6時～9時。

主催日本諾教育振興会，後援文部省，会場東亜学校）。

　（臼〕「日本語共栄圏の設計先ず邦語を整理」（石黒修。「読売新聞」1月

19爲号）。

　ナチ指導者（ハイドリヒ。アイヒマンら），「ユダヤ人問題最終解決」のた

め110◎万の欧州ユダヤ人殺害を決定（ヴァンff・一一会議）。

〔書〕「国語文化講座　第六篇　国語進出篇」（朝B新聞社。358P）。
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〃
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〃

項 自

　日本軍，ビスマルク諸廃のラバウルに上陸。

　〔教〕　文部省に国民練繊所を設置〔勅令〕（中等諸学校の教員に学寮制で

練成を行う）。

　泰，対米英宣戦布告。

　オーストラリア，日本軍の接近に備えて総動員開始。

　〔戴〕「大東亜戦争と語学」（中野登美雄，　「読売新聞」1月26臼号）。

　〔N〕「研究の秋到来　国方の齋語について」（泉井久之助，　「東朝jI月

27v　28D　29重出）o

　英・ソ・イラン3国同盟条約調印（英ソ，イランの主権尊重に同意）。

〔書．〕「台湾教育」（第四七四号）。

　　〔同上）「公学校用国語読本巻十の教材研究（二）」（北二師附国国

　　　　　護読方研究部）。

　　〔書〕「大蒲国民の練成」（檎図無）。

　　〔謝騰堂顛醐（沢横次賑開鮭晦・掴・・A
New　Slmpli£led　Eng±ish－English　DictionaryJ　）．

　　〔書〕「大繭洋地名辞典　第一・三・四巻」（～昭和18年12月Q三冊。

南洋経済研究所編，丸善）。

旧記醤油切符制配給実施。衣料に点数切符制実施。

〔書〕「一本語」（第二巻第二号）。

　　（岡上）「巻頭醤　日本語の前線と銃後」（西尾実）。

　　（〃）「日本語教室特輯　H本語教授に於ける読みの基本工作」（

　　　　　　（松宮弥平）。

　　（　〃　）「巳本語教室特輯　H本語教室漫言（二）」（大繊正篤）。

　　（　〃　）旧本語三三騎…輯　台湾に於ける国語教授の実際問題」（加

　　　　　藤春城）。

　　（　”　）頃本語長蜜縛輯　日語教授の問題二三」（古川源）。

　　（　〃）「日本語教塞特輯　隣邦留学生に対する濤本語教授」（有賀

　　　　　憲三）。

　　（　〃）「N本語三三特輯．聴方指導の実際（一）」（前田照胤）。

　　（　〃）「N本語教頭縛輯　初級中学日歯教授細目」（深沢泉）。

　　（　〃）「B本語教室特輯　鶏本語教育に関する感想二つ」（堀敏夫

　　（〃）「支那のキリスト教に関する文獄（三）」（岩村忍）。

　　（　〃）「H常生活の雄弁j（内藤灘）。
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年 代

2・　1

2・　2

2・　4

2．　5

2．l1
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〃

2・13

2・15

2．18

〃
〃

項 目

（嗣上）「台湾の国語教育参観記」（蓉山行夫）。

（　〃）「誤り易き発音に関する調査（一）」（来島春吾）。

（　〃　）「中国日本語研究文献自録（三）」（菊沖徳平）。

（〃）「随筆賃本の壷中行事（六）」（三村溝三郎）o

（　〃）「随筆　’言葉談義（三）」（各務虎雄）。

〔書〕「コトバ」（第四巻繁二L号，　「国語文化の深化と拡大」）。

　　（同上）「大東亜共栄圏の建設と国語政策」（保科孝一）。

（
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（

〃）「国語文化の深化と拡大」（石弁庄司）。

〃）「理解の成立一国語文化の他民族に於ける一」（名取発

〃）F仏印の言語政策」（松原秀治）。

〃）「犬・昌・足・首」．（魚返善雄）。

〃）「コトバ情報（石黒修編）」。

〃）「国語指導実践記録」（伊俊治光雄）。

ガ）「読者通信」（馬場正男・小沼精治）。

β）「全貝本アクセント概説一北海道篇」（平山輝男）。

汐）「国語教室の署語学（十一）」（石黒魯平）。

〃）「三宅氏の「単語分類について」を読んで」（松尾捨次郎）。

m）「スラヴ語に於ける文構成」（乾輝雄）。

〃）「語法の基本問題」（熊沢龍）o

fi）f単語分類について再説」（三宅武郎）。

　愛国，国防婦人会等を統合，大日本婦人会発会式（玉0月1日「日本婦人」

創利）。

　英軍，カイロ王宮を包囲して親枢軸の宮廷派内閣の罷免を要求，ワフド党ナ

ッハース内閣を発足させる。

　日本新聞会設立。

　日本少国民文化協会発会式。

　〔日〕　日本語教授懇談会委員会。

　〔N〕「大東亜教育体劉確立に関する建議案及びそれについての永井柳太郎

の趣旨弁明」（衆議院）。

　〔日〕f大東亜手順学生会館建設に関する建議案（衆議院）。

　シンガポールの英軍降伏〇

　三木溝・溝水幾太郎・中島健蔵ら陸軍報道尊宅として徴用され，この日宇品

を出帆南方へ赴く（～12月）。

　閣議，　「翼賛選挙貫徹運動基本要項」を決定。

　大東亜戦争戦捷第一次祝賀国民大会開催。酒・菓子・あずきなど特配。
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項 臼

　　〔書〕「ハナシコトバ学習晶晶書　下巻」（文部省編，日本語教育振興会）

　〔日〕　北京日本語教育講翌会（～26日置主催華北日本語教育研究所，講

師倉野憲司「国語問題について」，長沼直兄「日本語教授法概論」ほか）。

　興亜同盟理事会。

　南方翻発金庫法〔法律〕公布。3月3コ口同金庫設立（資本金1億円）。

　「食糧管理法」こ法律第賜十号，公布昭和十七年二月二十一一　B〕。

　　〔書〕「文化読本さくら」（文部省編，日本諾教育振興会）。

　翼賛政治体制協議会成立（会長阿部信行）。4月6日までに推薦候補者467

人を決定発表。

　〔日〕　張家山　fl本語教育講習会（～3月3巳。主催羅連絡部，講師倉野

憲司「国語問題について」，長沼言兄「H本語教授法概論」）。

　〔日〕　台湾国語研究会，研究委員会総会を開催。

　〔H〕　英士日語学校（在ショロン）開校。

　　〔書〕「台湾教育」（第四七五号）。

　　　　（同上）「公学校用国語読本巻十の教材研究（三）」（北二緬附国国

　　　　　　　　語研究部）。

　　〔書〕「国語の台湾」（第三号）。

　　　　（同上）「国語アクセント初歩（其三）」（三見駒太郎）。

　　　　（　〃　）「敬語の使ひ方j（木村万寿夫）。

　　　　（　〃）「最：近台湾の国語・国語教育に関する研究文献暦録稿」（斎

　　　　　　　　藤義七郎）。

　　　　（　〃　）「幼年時代に国語を教へる方法はないであろうか」（小林準

　　　　　　　　一“nv’　）　o

　　　　（　〃　）f幼児語と家庭生活」（州見駒太郎）。

　　〔書〕「華北日本語」（華北日本語教育研究所）創刊。

　　（書〕「最新日本語教授法高義」（工藤哲顯郎，帝教書房）。

　　〔書〕ド昊愛馬対照・常会藷劇（平岡邦三編鍵書院）。

　　〔書〕「臼本文法辞典　文語編」（浅野信署，八面書店）。

　　〔書〕fもっとも分り易き漢和大辞典」（山本信哉監修，柴田隆編，大阪・

N：本欄版社）。
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3・　3

項 員

欝本軍，ジャワ島へ上陸。

〔書〕「日本語」（第二巻第三号）

　　（同上）「巻頭言　神としての需葉」（佐藤春夫）6

（
（
（
（
（
（
（

（
（
（
（
（
（

〃）「日本語のむつかしさ」（安藤正次）。

〃　）「自国語と外国語一ヨ本語教授法その二」（山口：喜一郎）

〃）「醒醗笑と女房詞・東国方言」（岩淵悦太郎）。

〃　）r蒙古人教育の実情（一）」（関野房夫）。

〃　）「台湾に於て使用される国語の複雑性」（川見駒太郎）。

”　）f日本語教育とB本文化」（岡本千万太郎）。

a）「躰押脚璽蹴曾て聴方鱒嘆際（二）」

　　（前田煕胤）。

〃　）「支那のキリスト教に関する文献（國）」（岩村’忍）o

〃）「誤り易き発音に関する調査（二）」（来島轡吾）。

〃）「中国日本語研究文献囲録（五）」（菊岡徳平）。

〃　）「教材　新しきB本文化」（岸田国士）。

が　）「随筆　日本の年中行事（七）」（三村清三郎）。

〃　）「随筆　言葉談義（四）」（各務虎雄）。

〔書〕「コトバ」（第四巻第三号，「言語理論・国語教授法一IF）。

　　（同上）「音韻学と音声学」（小林智賀平）。

（
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（

〃）「自国語の文法教育と外国語の文法教育」（岡本千万太郎）。

〃　）「言語理論」（石黒魯平）。

〃　）「全日本アクセント概説（三）」（：平山輝男）◎

〃　）「コトバ情報（石黒修編）」。

〃）「国語教育と指導法」（秋田喜三郎）。

ff）「伊佐治氏の「かぐやひめ」指導記録」（西原慶“）o

〃）「表現させる国語教育」（白井勇）。

〃）「強化すべきもの」（越阪部丈次）。

〃　）「国語研究会記録」（南多摩郡教育会）。

〃　）「単語分類について三宅氏に答ふ」（堀重彰）。

fi）「同人の頁　金原省吾，今泉忠義p乾輝雄，三宅武郎，石井

　　庄司，石黒修，熊沢龍，三尾砂，名激発，湯山清，薫田宗治，

　　菊沢季生，松原秀治」。

〔臼〕　共栄圏内日本語問題懇談会（数育研究三二会）開催。

〔国〕　国語審義会第五回総会，　「標準漢宇表案」説明。
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項 康

　東京に初の空襲警報発令。

　海軍省，特殊潜航艇で真珠湾に進攻。戦死した9軍神発表。5月22目陸軍

省p空の軍神加藤建夫婚期蘭隊長戦死発表。

　大本営・政府連絡会議，　「今後執るべき戦争詣導の大綱」決定っ進攻作戦一

段落後の方針を決める。

　〔H〕　日本語教育振興会主催fi本語講座修了式（53名に終了証書を授与

　r敵前の根源は英語だ」（武藤貞一t，「報知」3月7日号）。

　日本軍，ラングーンを占領。ニュt一ギニアのラエ。サラモアに上陸◎

　ジャワの爾邸軍降伏。

　インドネシアのスカルノPf民衆総結集運動」（プートラ）結成。

　　〔書〕「国罠乳法初等科第三学年」（帝国教膏会出版部）。

〔臼〕　奉天日本語教授研究周好会結成。

　〔臼〕　一九四二年三月十mp　B第四七五号法令　ag一一・条　日本語ヲー九三四

年五月二十五日法令規定ノ条件ニヨリ印度支那二於ケル大学入学資格試験選択

科羅中二附加ス（仏印文部当局，法令により，臼本語を河内大学入学資格試験

選選択科目の中に附加｝又小学校中学においても将来希望者が増加すれぽ，正

規の科穏として学科9の中に編成する用意をすることになった）。

　〔日〕　日本語教授開始二関スルー九四二年三月十四黛附総督令　繁一条

印度支那二幅テ日本語ノ教授ヲ開始ス　本授業ヲ分チ薦ノ三トス　一、初等級

第一学年，修了後ハ実粥学力謹書ヲ授尋ス（混成二学級）　二，初級第二学年

修了後ハ第一級修了免状ヲ授与ス（〃），三，上級（暫定），修了後ハ第二級

修了免状ヲ三三ス（〃）　第：＝二条　B本語講座ハ「ハノイ」及「サイゴン」二

開キ更＝必要二応シテ追テ総督令ニヨリ指定セラルル諸Pt　＝開ク　第三条　講

座ノ運用並時間罰組織及科目ハ実用学力xe書　＝関シテハ地方行政長官，第一級

蕗二級二関シテ田文部局長之ヲ定ム　経費ハ講座ノ開カル州ノ地方予算ノ負捉

トス但シ「トンキン」州工開カルル講座二関シテハ中央予算ノ負損トス　第四

条　日本語講寧日教授並復翌教師之ヲ鐙当ス　此等教授並置翌教師ハ適当ナル

入物又ハ第一級第二級修了免状所有者中ヨリ選フモノトス　右教授：並復習教師

ハ官等俸給，講座給料又ハ左記ノ如キ規定ノ時間給ヲ給セラル　教授，上級一

時間八比弗（第二級）　初級一時間五比弗（第一級）　復習教師，上級一時間

五三弗，初級一時間三軍弗　第五条、一九二九年十一月二十五H附総督令ノ規

定＝拠り日本語二関シ実用学力護書，ee一一一一級及第二級修了免状ヲ授与ス　試験

期日試験様式及褒賞授与ハ前記総督令二定メラレタル東洋諸国語二関スルト同

シ　第六条　二二支那総督府総務長嘗，交趾支那，「トンキン」州理事長官並

文部局長ハ夫々其ノ職権ノ範囲内二於テ本令ノ施行二任ス（完）

o
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項 自

日本画凶報国会結成（全国の目本画家2500入による）。

〔書〕「支那問題辞典」（中央公論社）。

〔書〕「ガクカウ」（日本語教育振輿会編，支那学童用絵本）o

〔書〕「ヨイコドモ」（日本語教育振興会編，支那学童用絵本）。

　焔版交化協会，4月より全出版物の発行承認制実施を決定。

　「米ge　5億ドル借款協定」調印。

　〔国〕　文部省官事中改正（「第八条ノ三　文部省二国語調査嘗専任四入ヲ

置ク奏任5ス国語ノ調査ヲ掌ル第八条ノ四　文部省＝国語調査官補専任四人ヲ

置ク澗任トス国語調査官ノ事務ヲ助ク」）。

　〔日〕　南京日語研究会開催（南京軍代山小学校）。

　莫・インド独立会談開始04月12臼決裂。8月8日全インド国民会議派，

即時独立を拒否されれば不服従運動開姶を決議。8月9日ガンディー・ネール

ら逮捕。

　米参謀本部，北フランス上陸作戦計爾〔マーシャル計藏〕作成。

　〔H〕「シヤスル・ローバ」日本語講轡会（在西黄）開設。

〔書〕「日本語教科書　巻三」（国際学友会）。

　〔理〕　オッタマ霞本語学校開設（～20年4月。艮本軍進駐後私立ヨ本語

学校として開設，故オッタマ僧正令妹ドインゾー女史経営，ドインゾー女子，

軍・国立名誉校長）。

　〔H〕　サイゴンでは，官報で，3月26日からの一般市民のH本語講習を

擶告（応募者195名，宮吏85，軍人75名）。

　〔葭〕　盤谷臼本語学唐詩一回卒業式。

　英語教授研究所の名称を語学研究所に変更，機関誌を「語学教育」と改題。

　陸海軍，それぞれ戦争記録画制作のため藤田嗣治，中村研一，嘗本三郎，安

田鞭彦，川端龍子，福題豊四郎の南方各地派遣を決定。4月～5月出発。

　フィリピンで抗ヨ人民軍（フクバラバップ）結成。

こ書〕「台湾教育」（第四七六号）。

　　（同上）「公学校用国語読本巻ナの教材研究（四）」（北二師附国国

　　　　　語読方研究部）。

　　（　〃）ヂ中等国語教育と戦記物語」（秋月豊文）。

〔書〕「自修漢和新辞典」（後藤朝太郎編，東雲堂）。
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項 員

　　〔書〕「支那物産綜覧」（山崎百治薯，栗紐書店）。

　　〔書〕「独逸語新語集」（三省堂編輯所編，三省堂）。

　　〔書〕「Uンサイス　馬来語新辞興」（宮武正道署，愛国薪聞社出版部。

rKamoes　Baroe　Bahasa　lndonesia－N±ppon　J　）o

　　〔書〕「経輪月刊　第2巻3期」（上海。経輪鐵版社今月干鮎昆国鮒一年

三月）。

〔書〕「B：本語」（第二巻第四号）。

　　（同上）「巻頭書国語取扱ひの心構へj（松村i鍵）。

　　（ガ）「葭本語と東亜諸雷語との交流」（小倉進平）Q

　　（〃）f外国語教習の欝能である根鍵一黛本語教授法序説　その

　　　　　三」（山口：喜一郎）。

　　（〃）隙本語をひろめるために考ふべき若干の問題」（志照延義）

　　（　〃）「蒙古入教育の実情（二）」（関野房夫）。

　　（の「鰹繁臨の複縦（1）」（睨駒太郎）．

　　（”

　　（　fi

　　（”

（　”

（　”

（　”

（　ff

）「誤り易き発音に関する調査（三）」（来島春吾）（，

）「教材　台湾からの手紙」（糞杉静枝）。

）山本露盤蜜　切溜語を教へてみて一中国人とアクセント」

　（鈴木正蔵）。

）「日本語教室　ある日の鶏本語教塞（一）」（篠原利逸）。

）r日本語教室　日本語教授の実際」（大本克巳）。

）「随筆　H本の年中行事（八）」（三村清三郎）o

）「随筆　言葉談義（五）」（各務虎雄）。

〔書〕fコトバ」（第四巻第戯号，「国語教窒の反省」）。

　　（同上）ギ醤ひきらぬ文3（波多野完治）。

　　（　〃　）　「説明と理解」　（名取i楚）o

　　（　〃　）「＝トバ情報（石黒修編）」。

　　（　〃　）「基本漢字の立場より新常用漢字表を評す」（大西雅雄）。

　　（〃）「読めぬ子供を指導した体験を語る」（三重県師範附属校向

　　　　　霞忠夫）。

　　（　〃　）「潟町の行動化について」（東京府女子師附属校泉節二）。

　　（　〃　）「素読精神の復活」（愛知県第一師範附属校芥子軍律治）o

　　（　〃　）「指導の徹底化について」（成践学園飛田多喜雄），，

　　（　〃　）「国罠学校一ケ年の反省」（東京桃井第二校上藪坂好実）。

　　（　〃）「国蔑学校一ケ年を省みて」（東京高等師範附属校花田暫幸）

　　（　〃　）「国民学校一ケ年を省みて」（東京市視学志波末吉）。
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f

●

〃

4

〃

項 屋

（同上）「田本語教授の反省」（輿水実）。

（〃　）「書評　三尾砂著r話署葉の文法」。

（〃　）f同人の頁　乾輝雄，輿水実，金原省吾，原勝，魚返善雄，

　　　大西雅雄，石黒修，石弁庄司，名取発，平山輝雄，湯山溝」

神・仏・基・園の宗教圃体，興亜宗教同盟結成。6月28日，第一園興亜宗

教協力会議開催。

　〔H〕　南京ヨ語研究会設立。

　中共中央，毛沢東の「党風・学風・作風」の三風整頓報告と整風文獣学習を

呼びかける（整風運動開始）。

　海軍機動部隊，インド洋に進出し，コロンボを急襲，英巡洋艦2隻を撃沈。

4月9Eツリコマリを空襲英空母を撃沈。

〔書〕「摂本語読本巻髪」（H本語教育振興会）。

　〔日〕　共栄圏の国語対策整談会（国策研究会）開催。

　チャーチル・米大統領讐使ホプキンス，第2戦線問題で会談（～壌退17B

米案の「ボレm作戦」（’騒年春の北フランス上陸計画）採用に同意。

　〔日〕　ジャワ軍政監教育部では，F：ツポン語教科書　巻一・巻：jを刊行

（劉にfウタノホン」も作製，日本語の普及に努める）。

〔書〕「馬来語大辞典j（南方調査室監修，武富正一一著，旺文社）。

　航空母艦発進の米陸軍機116機，東京・名古屋・神戸などを初空襲，華中

の基地へ着陸，釜機は日本軍占領地に不時着。

　マッカ■一一一サー，西衛太平洋連合軍司令官に就任。

　閣議，昭勲17年度物資動員計薩を野卑。

　〔＄〕　バタピヤに「チハや塾」を創設（良家の子弟50名に日本語教膏を

醐始）。

　第二十一蹴総選挙（翼賛選挙）。立候補者1◎79人のうち，翼賛政治体制

　議会推薦考当選381人，非推薦者鑑選85入。

　大本営，華中の航空基地覆滅のため，漸簸作戦を支那派遣軍に命令。5月

15霞作戦開始。7月lB漸三線打通。

　〔ヨ〕　南京臼玉研究会例会。

　〔国〕「外国地名入名ノ呼称並an表記二関スル協議会」設置。

〔書〕治湾教育」（第鴎七七号）。
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項 自

（隅上）「子規及日本憐句の創業」（阿川昔）。

（　〃　）r言葉の教育（一一）」（門司勇）。

　　〔書〕「図解英日　航空技術用語便覧」（村尾力太郎編，開隆社）。

fffandbook　Encyelopedia　of　Aeronautieal

Engineeringj）e
　　〔書〕「薪英英辞典」（A・S。ホ」一ンビ四一，昼・V。ゲーーテンビ「A・

H。ウェークフィールド共編，難平社。　「ldioma．雛。　and　SynもaCも1c

Engiish　Dictionaryj　）e

　　〔書〕「大東土掘1巻1～4期」（上海・大東亜雑誌社。月刊。民圏世一

年四月～七月）。

N本軍，ビルマのマンダレー占領（南方進攻作戦一段落）。

〔日〕　西貢日本語学校開校。

〔書〕「ff本語」（第二巻第五号）。

　　（同上）「巻頭言　現実を直祝せよ」

（
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（

（
（
（
（
（
（
（

　　　　　　　　　　　　　　　（長沼薩兄）。

m　）　「南洋言吾と爲本語」　（！』、：倉進平）o

ff）「南方の諸言語　タイ族の言語」（佐藤致孝）o

〃）哺加諸語離鞭語の翻（朝餓孝）・
〃）「南方の諸書諾　安蕎語及びモン・クメル語」（松本信広）。

〃）「繭方の諸齋語　ビルマ語」（矢崎源九郎）。

　）「B本語の南進と対応策の急務」（大出正篤）◎

〃　）「民族力の発動について（一）」（徳沢龍潭）o

〃　）「共栄圏文化の拡充と霞本語」（松宮一’tlZ）。

　）「満洲国の国語政策と臼黙諾の地位」（森田孝）。

　）「臼本語教授法参考文献紹介」（長沼直兄）。

〃　）ギ爾方建設と巳本語普及（従軍記者整談会）」（石橋癒喜，

　　高原四王，漕水弥太郎，成田穰，大屋久寿雄，俣野博夫，

　　柞田龍善，小山粟一）。

の瓢箪羅四駅瞬（一）晶産マ」（編鵜）・

〃　）r書斎　科学技術用語の整備」（鈴木康平）◎

〃　）「書：薦　戦争と艮本語」（楳垣実）。

〃　）「書斎　星港・蘭貢」（斎藤恵秀）。

〃）「書斎一対一の言葉j（山口正）。

”　）「教材　自然に親しむ」（深田久弥）。

〃）f日本語教室　あるRのH本語教室（二）」（篠原利逸）。
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項 屋

（嗣上）「第一國巳本語教育講座をかへりみて」。

（〃）「随筆　野馬の年中行事（九）」（三村清三郎）。

（　〃）「随筆　言葉談義（六）」（各務虎雄）。

〔書〕「コトバ」（第四巻第五号，「日本語教授に必要なもの・国語教室

　　　　　の反省（二）」）o

　　（同ま：）「筆に任せて」（松尾捨次郎）。

　　（　〃　）「小児語の実験報告」（乾輝雄）。

〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

（
（
（
（
（
（
（
（
〆
＼
（
（
（

）「日本語教授に必要なもの」（岩沢巌）。

）「日本語教授に必要なことe欠けていること」（堀敏夫）。

）「私はどうして臼本語を学んだか」（泰国留学生パチョン）

）「パチョン磐と臼本語」（輿水実）。

）「南方の弁」（松本瀧朗）。

）「満洲国の日本語教師として」（前原保）。

）「劇的教材の欺扱と言語訓練」（宮川利三郎）。

）「農村児童の発音」（国井恒）o

）「国民学校国語教塞の反省」（下山懲）。

）「コトバ情報（石黒修編）」。

）「言語理論（二）」（石黒魯平）。

）「同人の頁金原省吾g大西雅雄，乾輝雄，今泉忠義，着武

好孝，魚返善雄，原勝，名取発，石黒修，西凍慶一，輿水実。

〔書〕「東亜文化圏」（青年脚半協会東亜文化圏社）第一号創刊。

　H・タイ両国大蔵省，特別講決済に関する協定書交換（円決済圏拡大）。

　ジャワでは，布告第十五号をもって，ジャワ・マヅラの暦を皇紀にすること，

日本の呼称を統一することとなった。

　〔日〕　ジャワで，教師。知識階級を対象とした艮本語講習会を開設。270

名にB本語を教え．る。

大本営，ミッドヴェー島・アリュ・・一シャン列島西部の攻略を命令。

　英軍，マダガスカル島に上陸。

　マニラ湾のコレヒドール島の米軍降伏。

　珊瑚海海戦（～5月8日），鐙・米機動部隊の初の航空戦，双方空母1隻ず

つを失う（この結果，ボー5モレスビ攻略作戦一時延期）。

〔書〕「我が闘争　上」（ヒトラー著，真鍋良一訳◎下8・22）。
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項 碧

〔臼〕　ビルマでは，爾貢臼本語学校の開設を決定。

〔書〕倉本語のために」（佐久聞鼎，厚生閣）。

　〔日〕「樺太庁諸学校窟劉」〔勅令第四百九十号。公布畷和十七年五月十三

H〕（「第一条　樺太庁諸学校ハ座ノ如シ　師範学校　大泊中学校　豊原中学

較　真岡中学校　敷香中学校　恵須取中学校　豊原高等女学校　大泊高等女学

校　真岡高等女学校　幽居高等女学校　工業学校　水産学校　拓殖学校」）。

　〔日〕　支那派遺教員第六回錬成（～29No三霊三イ撰臼本語教育鑛i興づ隻，書旨導

興亜院・場所小金＃大恩館，62名）◎

　閣議，大政翼賛会改組を決定，（各種国民運動を傘下に入れ，町内会・部落

会などの指導強化）。

　〔日〕　マレイ軍政部，5月15Nから6か月問，昭南軍政本部でiヨ本語講

習会を開催（各州から5名，昭南市。ジョホール州はエ◎名。蒋来各州の中竪

となる入物の養成をかねた）。

　大本営，南太平洋の＝　za　一一カレボニア，フaジー，サモア諸島を攻略する米

豪遮断作戦の準備を命令。

　翼賛政治会結成（会長阿部信行）。翼賛議員同盟は解散。

〔書〕f脚本詩歌の研究」（大江満雄，由雅房）◎

　〔臼〕　H本語教育振興会第十二図理事会Q

　〔日〕　大東亜建設審議会，　「大東亜建設に処する文教政策」を決定。

　津田事件第一審判決（津田は禁固3か月，岩波は2か月，いずれも執行猶予

2か年）。

　H本文学報国会創立。

　チャーチル・モロトフ，ロン5“ンで英ソ2◎年頭同盟条約に調Eli（戦後の共

同行動・領土不獲得・内政不干渉など規定）。

　〔N〕　支那派遺教員第六翻錬成終了式。

　〔巳〕　台湾国語研究会第三部委員会開催（ザ題詠　H本語を南方共栄圏に

　及せしむる方策」。出席者17名）。

　モロトフ曾ワシントン訪問（～6月1鶏。ル～ズベルトと会談し，年内の第

2戦線結成で了解）。

　〔艮〕　南京貝本研究会（中国人会員参加）Q

　〔R〕　教育座談会（南京fi語研究会）。

〔書〕「台湾教育」（第四七八号）
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（同上）「「ヨミカタ」・発音露坐」（吉原保）。

（　〃）「読解力と発表力」（井口繁人）。

　　〔書〕「支那経済商業辞典」（小林幾次郎著，大阪屋号書店）。

　　〔書〕「ビルマ地名要覧」（東亜研究所編・子の）。

　　〔書〕「漸江文化研究第15号」（岡崎闘光編，杭州蜥江文化研究社。

日召和17年5月）o

　〔貝〕ジャカルタ（バタビア）で，6月1貝から1か月間，第一回のH；本語

講習を行う（全島から選抜，男子400，女子20◎名の予定に対し，1◎00

名を突破，うち女子230名，中圏人40名が参加した）。

　〔呂〕　昭南布では，この顕から，、旧本語普及週間」を実施。

　〔日〕　ビルマ，軍政部直轄蘭貢H本語学校を開設（～17年8月），同日

開校式を挙行（第一園志願者1067名，入学者543名）。

　〔日〕「ハナシコトバ（上・中・下）jVコ・一一ド（コロンビアレコ・・一ド会社

作製）試聴（文部省レコード審萱室）。

〔書〕「日本語」（第二巻第六号）．

　　（同上）「巻頭言　国語生活。第一義の問題」（釘本久春）。

　　（　〃　）f大東亜戦争と世界史の動向　大東亜史の構想」（吉田三郎。

　　（　fi）「大東亜戦争と世界史の動向　脳力東進の史的段階」（鈴木

　　　　　俊）。

　　（　〃　）「大東亜戦争と世界史の動向　幕末先覚者の東亜経編策」

　　　　　（向共淳郎）。

　　（　〃　）「大東亜戦争と世界史の動向　民族と植民一民族力の発動

　　　　　について　その二」（徳沢毒悪）。

　　（　〃）縮本語教授の効果に就いての考察」（大出正篤）。

　　（”）「直接法と教材（一一）」（益田信夫）。

　　（　”）「対訳法の論髄」（H野成美）。

　　（〃）楠方共栄圏参考文献思録（二）マV一・東印度・フイリツ

　　　　　ピン」（編輯部）。

　　（〃）旧本語教塞　国音字舞とヨ本語教授」（深沢泉）。

（〃）「・本語盤騨騨胴鱒擁の研刎
　　　一良）。

（　　）「教材　じゃんけんぽん」（釘本久春）。

（　　）「随筆　日本の年中行事（三）」（三村清三郎）。

（　〃　）「随筆　言葉談義（七）」（各務虎雄）。

（久保
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項 穏

　　〔書〕「コトバ」（第四巻第六号，「ヨミカタ漢字調査表。語法研究への

一睡試」）。

　　　　（同上）f語法研究への一下試」（三上章）。

〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
ガ

（
（
（
（
（
（
（
（
（

）「藻薦灘灘画数」（広澱次）．

）「国語音の仮名表記に関する提案」（野末次三郎）。

）「俘虜と豊本語」（松宮一也）。

）「直接法の根本原理（訳）」（輿水実）。

）「コトバ情報（石黒修編）」。

）「ヴァン・ブリ日盛ンのハーン研究」（波多野完治）。

）「講座　齋語理論」（石黒魯平）。

）f全貝本アクセント概説（北海道篇）」（平出輝男）。

）「同人の：頁　松簾秀治，乾輝雄，原勝，松宮一也，名取発，

大西雅雄，魚返善雄，湯山清，石黒修，石井庄司，熊沢龍」。

　〔β〕　ジャワで，ヨ本語学校3校を開校，1200名を収容した。

　ミッドウェー海戦（～6月7臼。ヨ本，4空母を失い，戦局の転機となる）

　〔N〕　H本語普及協議会（大東亜南方共栄圏に於ける日本語の普及を協議。

　ミッボウェー作戦中止，キスカ臨に，6月8臼アッツ島に上陸。

　（教〕　興亜工業大学閣校（のちの千葉工業大学）。

　〔日〕　台湾国語研究会第二部委員会開催（「題9　国罠学校児童の国語を

向上せしむる実際的方案」o出席者32名）。

　大政翼賛会副総裁安藤紀三郎，国務根として入閣（翼賛会と政府との関係強

化）。

　〔日〕　マレイ軍政都寛盲斑，6月1◎揖から，カタカナ薪聞「サクラ」を

発行（昭南市内81校，約1万の小学生に読める程度のもの）。

〔書〕「臼本語基本文型」（青年文化協会ヨ本語科学研究委員会）。

　ワシントンで米ソ相互援助条約調即。6月12臼同地で米ソ共岡声明，mン

ドンで英ソ共同声明発表（米英，年内に第2戦線開始の用意を表明）。

　〔鶏〕　台湾国語研究会第一部委員会開催（「題§　本玄人に国語尊重の精

神を一層徹底せしむる方策」。出席者23名）。

　ナチ親衛隊（SS〕隊長ヒムラ・・一一，SS指導部の「東方一般計颪」（東欧諸

民族のシベリア移罠計画）を承認

　〔国〕　第六回国語審議会，「標準漢字表案（2528字）」を議決答申

（12月文部省修正して発表。漢字総数2669，簡易字体80）。

　日本文学報国会発会式（会長徳窟蘇峰）。文芸家協会解散（’43年8月20
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項 鶏

日機関誌「文芸報国」創刊）。

　賑銀，タイ国大蔵省と2億角の借款供与に闘する協定に調印。

　ワシントンで第2次米莫戦争指導会議ひらく（～6月26既築2戦線問題

・漂爆研究について討議◎チャーチル，北フランス上隆作戦にかわる北アフリ

カ作戦を主張，ルーズベルト承認）。

　〔＄〕　一一九四二年六月二十二賃附難度支那総督発地方行敷官庁宛園章「艮

本語講習工関シ弊害ノ惹起セラレ居ルエ鑑ミ即チ全ク其ノ能力無キニi絢ラス誇

大ナル広告ヲ以テヨ本語講座ヲ開学ントスル者アルニヨリ本官ハ関係諸官庁二

対シ左ノ通り注意ヲ促スモノナリ　即チー九二四年五月十四日法令繁一輝輝準

塾シ何人卜錐モ行事官庁ノ許可ヲ得ルニ非レハ印度支那二於テ私立教育ヲ行フ

ヲ得ス且本法4）　＝於テ私立教育ト称X．ルハ知名以上ノ生徒ヲ収容スル神学校並

厚生施設附属ノモノヲモ総ヘテ包含スルモノトス　講師二関スル凡ユル資格，

保証ノ条件バー九二五年一月二十五日附総督令ニヨリ規定セラル　日本語講習

工関シテモ同様ノ手続力採ラルヘキモノナリ，本件ハ多少政治的問題ナルエ依

り本官力爲本語講gr　＝関シ左ノ取締ヲ行フハ顕本帝国大使蔚ノ要請並了解二基

クモノナリ　即チ如何ナル学校モ特二日本語講翌ノ為設置セラレタルト新タニ

日本語講座ヲ附置セントスルモノナルトヲ問ハス予メ所管宮阜ノ許再ヲ得ルエ

非レハB本語ヲ教フルヲ得ス　本宮ハ現行H本語講座二関シ大至急屓正確二報

告ヲ求ムルモノナリ　若シ秘密二不正当二講座力開設セラレ居ルナラバ左ノ如

キ処置ヲ採ルヘキモノトスー，右講座力馬力統治権二選スル者（仏国入，印度

支那人等）ユ依り昇華レ’居ルナラバ直チニ閉鎖訴追セラルヘシ　ニ，右講漿麩

霞本入経営ノモノナルトキハ日本側関係当局者ユ対シヨ仏邸連絡事務局ヲ介シ

テ必要ナル照会ヲ為直チニ通報セラレ度キコト　終りエ日本語教育設置ノ要求

力行政官庁工提出セラルル準則行政官庁ハ文部当局註解牒スヘク文部当局ハ玉

本大使府ノ協力（専門家ヲ提供セラルヘシ）ヲ得テ申講者ノ提出スル資格保謹

等ユ就キ調査ヲ行ヒ嶺該報告二基キ関係行政繋馬ノ決定ヲ見ルヘシ1

　〔国〕　外国地名罪名ノ呼称並二表記ユ麗スル協議会第一回総会。

1日ホーリネス教会系のきよめ教会と聖教会の教職者検挙。

独軍，東部戦線の夏季攻勢開始（～7月8B）。7月17鶏ボルガ州方面，

7月25βカフカス方面の軒下開始。

中西功ら，上海反戦グjU一一プ検挙。

独断軍（mンメル元帥指揮），北アフリカのXル・アラメイン（アレキサン

ト勺ア西方1◎0㎞）に達する。7月3爲三軍陣地突破作戦を中止。

　〔日〕　青年文化協会，東南アジア学院を設立。

　〔日〕　国際学友会，本部・教膏部・事務所・女子寮を中翼黒に移転。
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〔臼〕

〔日〕

〔日〕

〔日〕

CB）

南京H語研究会例会。

実地鮨導研究会（南京難語研究会）。

日藷大会（南京β語研究会）。

ビルマ，爾貢日本語学校醐設。

河内日本人会，日本語講習会開催（応募者中より3◎0名を厳選，

第一期生とする。9月，罰の学級を増設，同年秋には1千名を超える状況とな

る）。

　〔日〕　朝鮮窟畿道庁職員（朝鮮人）336名の家庭調査（妻で国語を解する

考286名，父母で国語を解する者137名（乗解者3◎4名），国語を常用

しているもの63家庭，全体ぞ）約2翻）。

〔書〕「簡単H泰会話」（鈴木忍，H泰文化碕究所）。

〔書〕「台湾教曹」（第四七九号）。

　　（同上）「言葉の教育（二）」（門司勇）。

独軍，セバス5ポリ攻略。

〔書〕旧本語」（第口巻第七号）。

　　（同上）「巻頭言　建設戦士の責務」（箆勝）。

　　（　〃　）「B本教育精神」（伊藤延吉）。

　　（〃　）fオリエントの歴史的意義」（杉勇）。

　　（〃）「日野氏の「対訳法の論拠」を読みで」（大鳩正篤）。

　　（　〃　）「直接法と教材（二）j（益田信夫）。

　　（　”）「山繭音と日本語」（平部朝淳）。

　　（〃）「日本語教窒　作丈を通して見たる助詞の一考察」（来島

　　　　　轡吾）。

　　（　〃　）「画人郷板橋の思想」（八幡関太郎）o

　　（〃　）r康遇聖の捷解懸語」（岩淵悦太郎）。

　　（　fi）「支那のキリスト教に関する文献（三）」（岩村忍）。

　　（　〃）「南方共栄圏参考文献目録（三）」。

　　（　〃　）「教材　真珠湾攻囲」。

　　（〃）「随筆　呂本の誤謬行事（十一）」（三村清三郎）。

　　（〃〉「随筆丸葉談義（八）」（各務虎雄）。

〔書〕「コトバ」（第四巻第七号，　「日本語の優秀性」）o

　　（同上）「日本語教授における教材・教授法。教師」（大石初太郎）。
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（同上）「朝鮮における国語教育の現状」（森田梧郎）。

（〃）「日本語文型に対する中国学生の騨渡」（三尾砂）。

（　〃　）「日本語普及研究会の開設」。

（　〃　）「同入の買　大西雅雄，金原省吾，湯山藏石井庄司，原勝

　　　魚返善雄，乾輝雄，松原秀治，石出脩平石黒修，名取髭」。

（　〃　）「コトバ情報」（石黒修編）

（　〃　）「時間的表現（一）」（山崎末彦）。

（〃）「「すさび」「すさぶ」「すさみjfすさむ」「すさまじ」

　　　解義」（山下藤次郎）。

（〃）「穴に落ちざらんや」（魚返善雄）。

（　”　）「日本語のめでたさ」（菊沢季生）。

（〃　）［外国語と自国語」．（松原秀治）。

（　〃　）「借用語の話」（乾輝雄）。

（　〃　）「臼：本語教育の出発」（輿水実）。

　〔書〕「ローマ字和英辞典」（高橋盛雄，W・DRAMOND共著，太陽堂。

rRomanized　3apanese　EngMsh　DictlonaryJ　）e

　〔書〕rヴァンドリエス言語概論」（藤覇勝二訳，刀江書院）。

　〔日〕　大東亜学術鞠育聯絡協議会第一園委貴会（南方占領地域における学

術教育上の具体的運用に関する連絡をはカ・る）。

　〔教〕　文部省，高等女学校の莫語を随意科挙とし，週3時間以内とすると

通牒。

　　〔書〕「6本語数授法鮨針一入門期一一」（財団法人日語文化協会日本

語教授研究所編，大日本教化閣書株式会社）。

　大本営，ミッ5“ウェー敗戦の結果，繭太平洋進攻作戦の中止を決定。ニュー

ギエアのポートモレスビーに対する陸路進攻作戦を命令。

　サイゴンでタイ・仏領インドシナ国境画定条約調印Q

　〔N〕　a本語普及研究会（第一期）（～9月11日◎主催財濁法人剥奪文

化協会）。

　〔日〕　ビルマのオツタマ鼠本語学校開校（教ew　3名9朝・昼夜の三部教授

120～150名を収容）。

　〔国〕　第七園国語審議会総会，「新字音仮名遺表」。「国語ノ横書キニ関

スル件」の両案を議決答申。

　〔日〕　建国十周年慶祝東藪教育大会（～24H。主催満州国民生部，会場
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薪三白菊在満国民学校。N本から160名参加）。

　〔日〕　E本軍当局は軍政命令をもつて，フイリッピンの公用語は巳本語また

はタガログ語と定め，当分の問イギリス語の使用を許可する旨発表（比臨軍政

部弗告「公爾語は賃本語とタガログ語と定め，当世の聞イギリス語の使用を許

可する」）。

儲局・鯨1大阪●回歴嗣駆の主要綱統合案大緻定・
　大本営・政府連絡会議，ドイツの対ソ戦申入れに対し，不参加を回答する旨

決定。

　〔臼〕　ビルマ軍政部，軍政監部に改編，文教部（教育課・文化課）設置，

軍政監部改編と共に宣撫斑解融。

　〔艮〕　金島小学校錬成会（主催バタビヤ軍政監教育部。9月1◎日修了式

　　〔謝「融融面輪論（韻・韻塞）」（寺川喜鴎台湾

学芸社）。

　〔賃〕　第二園　H．本騒騒育講整（～31葭。主催臼本語教育振興会，後援語

学教麿研究所，会場東京文理科大学。会員は豊として外国語講師，78名参加

　閣議，行政簡素化措置を決建（中央嘗庁職員を減員し，外地に転出）。

　〔田〕　鎖本語教育懇談会（主催文部省図書局国語課，カナモジカ｛，奉職

協会，国際学：友会，国際観光局，国際文化振興会，唐車文化協会，善隣協会，

南洋協会，臼語文化協会，頑華学会e二本語数欝振興会，臼本放送協会の各団

体代表）。

　顕銀，中央儲備銀行に対する1億円の借款供一与契約調印。

　〔日〕　第二図日本語三三講座修了式（7月26臼～。’64名に修了謹書授

毒）。

　〔N〕マレイ軍政部曝露班，「昭繭日本学園1を醐校（1◎月に第こ二期生

20◎名を出したのを機会に，軍政監部文教課に移管，「昭南国難学校」とし

て組織を拡充，艮本語教育最高の機関となる）。

　〔日〕　中国人霞語教員講翌会（南京難語研究会）。

〔書〕「台湾教育」（繁四八○号）。

　　（同上）r巻頭言　染方共栄圏に於ける日本語普及の問題を煙りて」。

　　（　〃　）「國語説音のnd調査」（松末三男）。

　　〔書〕r太陽」（朝日新聞社。対象共栄圏金体，月刊，対南方文化宣飯

誌）創刊。

　　〔書〕「・＝ツポン・フイリツピンj（・・ツポンプイリツピン社。フイリピ
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ン向け，月刊，対南方文化宣伝誌）創刊。

　　〔書〕「英和海事用語辞典」（小沢覚輔駄三省堂。rAn　English－

ifapanese　DictioBary　of　llyctrographkcTerms　J　）o

　　〔書〕「経済語必携」（木村孫八郎編，栗田書店）。

　　〔翻「撫マ字支欄有名講則（内田無粋生馴）．

　　〔書〕「南方地名辞典」（南洋事情研究会編，婦女界社）。

　　〔書〕「水戸学辞典」（高須芳次郎編，水戸学大系刊行会r水戸学大系」別

冊）。

　　〔書〕「〔騰鹿門選稿集〕」（当千刃（鹿門）著。昭和17年11月～

18年3月刊。孔版。8冊）。

　　〔書〕「中国留日教育史・続」（注向栄，「大照亜」」魎三十一年七月号）。

　　〔書〕f鎖本語」（第二巻第入号）。

　　　　（同上）f巻頭書　H本語に対する考へ方の改革」（桝谷秀夫）。

　　　　（　〃　）「日本文化の使命と大東亜戦」（長与善郎）。

　　　　（　〃　）「民族と戦争一民族力の発動　その三」（徳沢龍潭）。

　　　　（　〃）「直接法と対訳法（一）」（山口喜一郎）。

　　　　（〃）旧本語の優等生と劣等生」（大出正篤）。

　　　　（　〃）「満洲の日本語」（保＃克己）。

　　　　（　〃）「聾唖学校の日本語教育」（若生精一）。

　　　　（fi）「日本語教室　日本語教授法の平易化」（堀敏夫）。

　　　　（　fi）fβ本語教窒　ヨ本語教室の外」（小1（i健二）。

　　　　（　〃）「B本に於ける外国語教育」（中野好夫）。

　　　　（　〃）「朝鮮に於ける国語政策」（時枝誠記）。

　　　　（〃）「支那のキリスト教に関する文献（五）」（岩村忍）。

　　　　（〃）「詩野に記されたもの」（室生犀星）o

　　　　（　〃）「随筆　茶の字の音」（三三弥太郎）。

　　　　（　〃　）「随筆　錬成随感」（山口E）。

〔書〕「ロトバ」（第四巻第八号，f大東亜戦争以後の国語教育」）。

　　（問上）f大東亜戦争以後の国語教育」（保科孝一）o

　　（〃　）「大東亜戦争以後の鼠語教育」（秋田喜三郎）。

　　（〃）「此の頃の児童と国語j（花田哲幸）。

　　（　〃）「外地教育を見て国語教育の将来を思ふ」（白井勇）。

　　（〃）「大東亜戦争以後の国語教育」（沖津三徳）。

　　（　〃　）「署葉と心を育てる」（山下源蔵）。

　　（　〃　）「綴方指導に於ける三つの危機」（芥子州律治）。

　　（　〃　）「同人の頁　今泉忠義，大西雅雄，乾輝雄，石黒修，魚返善
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f
i
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年 代

8“　7

8“　8

8e12

8”28

8・20
　t1

8・22

〃

8e22

〃

8・28

項 羅

　　　雄，金原省吾，原勝，名取舞i，湯由清，輿水実」。

（同上）「＝トバ情報（石黒修編）」。

（　m）「児童文学覚え書」（波多野完治）。

（　ガ　）r書語哲学的展望」（輿水実）。

　米海兵1個師薗eソmモン群轟のツラギ及びガダルカナル島に上陸。

　ガダルカナル島周辺海域で，際；一次ソmeン海戦」，9月2媚「第二次

ソロモン海戦」。

　モスクワで英米ソ3国会談（チャーチル・ハリマン・スターリン）ひらく。

（～8月15日英米側，北アフリカ上陸「トーチ作戦」を通達。ソ連第2戦線

結成を要求）。

　〔鼠〕　閣議，「爾方諸地域日本語教育en関スル件」を附議，決定。（橋田

文部大臣が説明，次のようにその取扱方を決める。　「一一一“、日本語教育並びに鶏

本語普及に陣する諸方策は陸海軍の要求に基き、文部省においてこれを企画立

案すること。なほ右に関し日本語普及協議会（仮称，翻令による）を文部省に

設置し，右方策に関する諸般の具体的事項を審議すること，工，子方諸地域の

諸学校において日本語教育のために使薦する教科用図書は陸海軍の要求に基き

文部省において編纂発行すること，三，南方諸地域に派遣せらるN日本語教育

要員は，陸海軍の要求に基き文部省においてこれを養成すること．膚日本語普

及協義会は陸海軍，企画院，文部，拓務，情報局，興亜院（後に大東亜省）の

関係官によって組織されること」）。

　〔貝〕　2◎臼からマエラ放送局，瞬本語講座を放送。

　期米交換船浅間丸・コンテベルデ号（伊）で野村・来栖大使ら140◎人帰

国。

　ジャワでは，「治秘第三九一号」によって，「ジャバ」を「ジャワ」と呼ぶ

こととなった。

　ガダルカナル島奮回のために上陸した一木支隊は，嫁とんど全滅。

　〔E〕　比島では，8月22鷺から1週聞，　r横本語週間」を設ける（英字

穎聞「トリビェ　一一ン」「サンデー・ニューX」の両社はカナ文字薪聞を発行，

マニラ放送局1＊　2◎臼からB本語講座を放送，又，たまたまマエラに皇軍慰問

旅行中の松竹少女歌麟団が日本語の童謡を教授，’市内映画館では日本語解説を

行うなどs騒士語の普及宣伝に努めた）。

　独軍，スターリングラード猛攻撃を開始。8月25日同市を包翻。9月13

鶏市内に突入6（「スターリングラ…ド攻防戦」開始）。

　ニューギニアのrk“　k・ドモレ’スtf　一一攻略作戦中，止。9月26鑓撤退を覇始。
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年 代

8・31

8・

〃

〃

〃

〃

〃　
　
〃

　
　
　
〃

9・　1

〃

項 g

　〔日〕　比島では，教員調練所開所式挙行（小学校向の9本語教員養成機関

養成期間は第一回第二測が各三月半，第三回は四か月，第四回から第六畷まで

約五か月と漸次強化され，第六嗣をもって一応終了，以後，日本語専門学校に

統合）。

　〔日〕　ジャカルタ（バタビア）でe第二圓の鶏本語講座を2か月実施（大

体1か月で，内地の国民学校3・4学奪修了ぐらいの成綾をあげる）。

　〔臼〕　日語検定試験実施（爾京日語研究会）。

　　〔書〕「ウタノホン

行）完成。

第一巻」（軍政監部編纂，比島行政府教育厚生部発

〔書」「台湾教育」（第四八一号）。

　　（同上）「公学校用国語読本巻f“Wiの研究（一）」（北二師附属国語

　　　　　研究部）。

　　〔書〕「サンライズ」（国際観光協会。共栄臨向け，季刊，対爾方文化宣

伝：誌）創刊。

　　〔書〕「書誌学辞典」（植村長三郎編，：京都，教育曝書）。

　　〔書〕「新独逸政治・経済語彙」（小林良正編，日光書院）。

　　〔書〕「大東亜戦争新語早わかり」（高井一郎編，新正堂）。

閣議，大東亜省の設置を決定。外稲東郷茂徳これに反対して辞職。

〔書〕「ヨ本語」（第二巻繁九号）。

　　（同上）「巻頭書　日本語理解の困難性」

〃

〃

〃
〃

〃

〃

（
（
（
〆
曳
（
（

〃
〃
〃

（
（
（

　　　　　　　　　　　　　　　（長谷川如是閑）。

）旧本語教青の基礎」（釘本久春）。

）「直接法と対訳法（二）」（山口喜一郎）。

）「日本語教室　数教材の特徴とその指導案」（巳野成美）。

）「日本語教塞　速成日本語教授私見」（堀敏夫）。

）「日本語教室　発音指導考」（久保一良）。

）「日本語教育に於ける教材論一斗支座談会一」（出席者

一谷溝昭，小藤三，国蔚種武，篠原利回，四富春行，秦純

　良，E野成美，藤村作，古顯拡，益蟹信夫，山口喜一郊）。

）「日本語普及と莫語教師」（佐久間鼎）。

）「翻訳とB本語」（高橋義孝）。

）「中支戦線より帰りて　黛本語普及の問題について（座談会）j

　（出席者　窪川稲子，真杉静枝，釘本久春，長沼直兄）。
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項 g

（同上）「近刊の支那関係書（一）」（岩村忍）o

（　〃　）　r随筆　蔓荊と時鳥」　（森山啓）o

（”　）「随筆　永光毒街（「北京の想ひ出」その“）」（奥野信太

　　　郎）。

〔書〕「コトバ」（第四巻第九号，　「国語変遷の動向j）。

　　（同上）r国語の過去と現在」（浅野信）。

（”

（　tl

（”

（”

（”

（”

（”

（”

（　rr

（　fi

）「大聖上葉への思慕」（徳田浄）。

）「国語の過去・現在・素来」（木枝増一）。

）「音韻変遷の方向」（菊沢季生）。

）「国語の過去・現在・来来」（今泉忠義）。

）「言語対策と言語理想」（長谷川松治）。

）f形象詞の名詞化」（山崎末彦）。

）r大東亜戦争と古典の教育」（山下源蔵）。

）「二野の頁　魚返蕃雄，石黒修，西翠慶一，特旨，名取発，

乾輝雄，金原省吾，今泉忠義，松原秀治，大酋雅雄，湯山清．

）rコトバ情報（石黒修編）」。

）「特別寄稿　泰国に於けるR本語教授」（盤谷日本語学校長

平等刃風）。

　陸海軍省・情報局・外務次富会議，　「南方映画工作要領」を決定。配映は甫

方局を設置，日映は海外局を設置。

　｛日〕　ビルマ爾貢日本語学校，本日より16fiまで第二礪入学願書受付。

総計1847名志望。合格者1210名。

　ガダルカナル島で想q支隊攻撃開始。9月14鑓失敗。

　日本滞留の宣教師たちを捧留所に強制収容。

〔書〕「比較言語学」（高野春繁，河出書房）。

　〔鷺〕　支那派遣教員第七鰯錬成（～30日。1◎H間，霊催日本語教育振

興会，指導興亜院，場所東亜報徳会東京会堂）。1回5◎名，　「北支及中支za

派遣スヘキ萄本人教員」）。

　満鉄調査部，僧藤武雄・西雅雄・堀江患一・鈴江信一ら44入検挙ぐ43年

6月第二次検挙）。

〔書〕「H本語教育と黛本語諸問題」（岡本千万太郎，白水社）。
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〃
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項 屋

　隆軍省，「陸軍防衛翼集規則」〔省令〕公　。

　ソ連，ドゴール政権を承認，1◎・2米国，問政権承認。

　〔H〕盤谷第二臨本語学校（所在地盤谷シーピヤー路），第一日本語学校

の分校として創立（在籍数103名，ただし毎罠通学するものは90名ぐらい）。

　〔教〕　大学・専門学校の卒業期を繰上げ。

　〔H〕　南京目語研究例会開催。

　〔国〕　外国地名人名協議会第二園総会。

　中国に設けられていた興亜院が廃止となる（昭17年11月1録大東亜省設

麗に伴い，各連絡部はその管轄下にはいる）。

　〔日〕　南方派遣日本語教育要員募集（応募者60◎◎人以上，合格者67

人？）。

〔書〕「台湾教育」（第四八二弩）。

　　（同上）「大東亜教育体鰯の構想」（依藤源治）。

　　（　〃　）「公学校用国語読本三十一の研究（二）」（北二師三国国語

　　　　　研究部）。

　　（fi）「初等科一年生の綴方指導（一）」（密内義雄）。

　　〔書〕「ヒカリ」（大東藍出版株式会社，共栄圏男子向け，月刊，対南方

文化宣伝誌）創刊。

　　〔書〕「婦入アジア」（毎臼新聞，共栄圏全体馬入向け，隔月刊，対南方

文化寛伝誌）創刊。

　　〔書〕「エホン・ニッポン　ノリモノ号」（南方向け，マレイ。タイ・ビ

ルマ。安南。タガzaク語各1万部，臼本宣伝文化協会）刊。

　　〔書〕「独英湘対訳鉱業用術語辞典」（広松撹一郎，共立趨版社）。

　　〔書〕「支那語璽要単語集」（宮越健太郎署，タイムス出版社）。

　　〔書〕「神紙に関する制獲作法辞典」（神祇学会編，光文堂）。

　　〔書〕「熱帯の生活事典」（大内恒著，南方出版社）。

　　〔書〕「更生軍議　第1巻1～6期，2巻エ，2期」（南京・平議編訳社

8冊。月駅㌔導爆冊一年九月～欝二年二月）。

　　〔書〕「中ff文牝　第2巻6，7期合編」（南京・中日文化協会。月刊。

民国報一年九月）。

　　〔書〕「中國留H準準愈季刊　第1，2号」（北京・中国留日同学会。季

刊。罠国滑一年九月中辮二年一月）。

〔教〕　朝鮮総督府，「朝鮮膏年特別錬成令」制定。

こ日〕　仏邸シreロンに南仏自旧語学校開設◎
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西潜

1942

年 代

lg“　1

〃

lee　5

項 昌

〔書〕「日本ii副（第二巻第十号）。

　　（同上）「巻頭言　国語そのものに対する純粋な愛情な1（俊藤馨雄）。

　　（〃）f言語教養の意義と方法」（長谷絹如是閑）。

　　（　〃　）rヨ本語の性格」（慧屋敷幸繁）。

　　（　〃）f擬声語」（野鶏省郊）。

　　（　〃　）「支那人の晃たるβ本語」（実藤恵秀）○

　　（　fi）「大東亜風物誌（一）　蒲州の雨」（富本敏行）。

　　（〃　）「日本語の南進に就いて」（大出正篤）。

　　（　〃　）f日本語教授の特性」（大石初太郎）。

　　（〃　）「無名の日本語教師」（内田克己）。

　　（　〃　）「東亜風物誌（二）台湾一周認」（春山行夫）。

　　（　〃　）ド東亜風物誌（二）南支紀行より」（着照謙吉）。

　　（”）f日本語教室　数教材の特徴とその指導案（二）」（fi野成

　　　　　美）。

　　（　”　）r東亜風物誌（三）被統治毘族の姿」（大屋久寿雄）。

　　（　〃　）「東亜風物誌（三）安南断想」（成田穰）◎

　　（〃）f近刊の支那関係書（二）」（岩村忍）o

　　（　fi）r日本語教授法の笹子」（長：沼直兄）o

　　（　〃）f随筆　陶房雑記」（塚原正志）。

　　（　fi）r随筆　憐句道」（室生響町）。

〔書〕「コトバ」（第四巻第十号，「同入研究号」）。

　　（同上）r老の美と若の美」（金原省吾）。

4
〃
〃
〃
〃
ガ
ガ
〃
〃
〃
〃
ガ

（
〆
＼
（
〆
＼
（
（
（
（
（
（
（
（

）「性格と運命一文芸的表現に於ける」（名取尭）。

）r童話のために」（源勝）。

）r「君が代」の歌ひ方について」（湯出清）。

）「山田美妙著「日本大辞書」」（吉武好孝）。

）rコトバ情報（石黒修編）」。

）「外国語の学習と其の影響」（乾輝雄）。

）「記述文法と一般文法」（松原秀治）。

）f上二段から四段へ」（今泉忠義）◎

）f地名人名の漢字音訳」（魚返善雄）。

）「表音仮名遺の危険」（大西雅雄）o

）「国語問題の反省」（輿水実）。

）「関東州・日本語碕究会j。

〔日〕　支那派遣教員第八回錬成（～25日。10欄聞）。
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項 E

　〔日〕　南方派遺陸軍司政宮と連絡会議（文部省会議室。南方共栄圏に於け

る日本語普及について協議）。

　　〔謝「杢聾群論躰講授の翻（台聯噸鱒校講平聴

旧事，台北第一師範光昭会）。

　　〔翻「煉醜設・臨の醐（久保正鰯獣同盟通儲）・

　米莫s対中不平等条約廃棄を発表。

　日本基督教団，「戦時布教指針」並びに「綱領」「実践要目」を発表布達。

　〔日〕　台湾で第二放送醐始（午後6。30～語学講座，午後8・00～国

語普及講座）。

〔書〕「現代日本語の研究」（岡：本千万太郎，白水社）。

〔書〕「国語教学の体験」（松尾捨次郎，白水社）o

　ボンベイとカイロで全イスラム教徒団結大会ひらく。

　〔霞〕関東州・H本語教育研究会（～16H。主催在満日本教育会繭部会，

大連驚初等教育会，後援関東庁，大連窃役所，旅順布役所。会場，第一日大連

伏見君公学堂，第二日大連沙溝口公学堂，第三日華順高等公学校。約20◎名

参加）。

　　嗜〕「大難共栄圏・臨㈱（保酵「饗統疏）．

　　〔書〕「B本語練習用N本語基本文型」（編纂委員保科孝一，今泉忠義，

大爾雅雄，黒野政市，輿水実。膏年文化協会，国語文化研究所）。

〔日〕　支那派遣教員第九鳳錬成（～25fl，1◎日間）。

〔書」「B本語の世界的進出」（松宮一也，婦女世雰社）。

睦軍，本土空襲の米機塔乗員を死刑または重罰に処する旨布告。

〔書〕「目本語指導論」（前田煕胤，大連市役所内初等教育会）。

　〔E〕　季語文化協会講演会（鐵席者30余名）。

　日野軍（モントゴメリー英揺軍指揮），エル・アラメインで反攻開始（～11

月2日）。11月3日独俳軍撤退開始。

　ガダルカナル島で，第2師鐡総攻撃開始。10，25失敗。
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年 代

10・26

〃

IC・28
　　／t

〃

10“

項 穏

ガダルカナル島の攻防をめぐり南太平洋海戦。

　〔鑓〕マライペナン訓練所訓練騨始（訓練期聞（霞昭麹17年10月26段

至昭和18年4月20日）．，通算177日，収容人fi　53名（応募者20◎深名

「1．　璃本語科　（イ）　教育方針　片仮名，平仮名ヲ主トシ簡単ナル漢字

（国畏学校初等科三年）等ヲ知ラシムルト共に8常使用ノ国語ヲ授ケ将来政庁

員トシテ勤務ノ上ハ現地入宮蔓トシテ有為ナル資絡ヲ保持セシメントス　（m）

教材　当政庁編纂教科書日本譜読本巻一（一七・四，二九印鰯，総務部発行七

五頁）並・・＝911練所編纂「皇国読本」＝＝　Vリ日本語ノ修得並二日本語土製ル必須

ナル会話，並二日半文化，日本精神ノ啓培ヲナス。

又印離物＝ヨリ，時局認識及平易ナル日本文法ヲ得認セシム　（ハ）　教授法，

激授時数，教材配嶺　教官ハ日本語ニヨリ之ヲ教授シ補助語トシテ現地語（孟

5シテ馬来語，最少限度ノ英語）ヲ使用シ，最初歩ヨリ出発シ，大体工於テ日

常ノ会話ヲ主トシテ会得セシメ初歩文法二入ル。自国〇時肇ニー時　自由会話

ノ時間ハ頗ル好結果アリ，教授時数　一週（単元）　議本語二十四時　延時撒

五七六　文字一入所当所ヨリ第二期ノ終マデハ片仮名　：ヨ7Y第三期ヨリ平

仮名及平易ナル漢字ヲ授ク　教材配当一華一期一五十．音ノ読ミe書方，助

詞ノ使ヒ方，敬語，動詞ノ変化，簡単ナノレ文字，数詞及H常会話二必要ナルモ

ノ　聴職，書取，書写，作文，文構成ノ注意　第二期一同鶴ノ稽発展セルモ

ノ並二平仮名＝依ル学派応用教材，（印刷物＝ヨル）平易ナル三法，文構成ノ

下意　第三期一驚復習，正確ナル発音ニヨル会話，書取，書式ニヨル書キ方

復唱復命ノ徹鷹，漢字数字ノ馬蝉，政庁実務並術語ノ修得，及ヤ・高年ナル思

想ノ表現，作文ノ教授ヲナス」）。

　重慶で，米英中ソ，東亜作戦会議開催。

　〔艮〕　昭南巳本語学院卒業式（第二期生約200名。同学院はこれを機に

軍宣伝斑の手から軍政監早撃教課に移管，「昭南国民学校」として組織を拡充，

鶏本語教育最：高の機関となる）o

〔書〕「H本語読本　巻三」（H本語激育振興会編，進軍語教育振興会）。

　〔罠〕　ヨ本放送協会，葭本語普及のため，現地における日本語講座放送用

の教奉を編纂。

　〔N〕旧本文化紹介の夕」（南京ヨ語研究会）。

　〔艮〕　慶応義塾大学，外国語学校を叛設，十月から開講，砥かに特設語学科

を設置。

　〔賃〕　南所巳語学校（在ショロン）開校◎
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｝o・

〃

〃　
　
〃

　
　
　
〃

｝le　｝

〃

〃

〃

項 翼

〔書〕「台湾教育」（第四八三号）Q

　　〈同上）「巻頭醤　国語醇化の問題」。

　　（　〃　）「初等科一年生の綴方指導（二）」（宮内義雄）o

　　（　〃　）「国語教育の諸問題（二）」（三水生）o

　　（　〃　）f東亜教育大会言語教育部の状況並に関東州に於ける呂本語

　　　　　教麿の状況」（安田友明）o

　　〔書〕「国語学と雪語との交渉」（小林英夫，「国語文化」第二巻第十一

号）。

　　〔書〕「古事記辞典」（村木孫四郎薯，錦正社）。

　　〔書〕「日本語教授の出発点」（松宮弥平，日語文化協会）。

　　〔書〕旧本語指導論」（前田煕～乱大連役所内大連初等教育会，A塵事

388ペー・ジ，非売晃）。

　〔H〕「大東藍省省制」〔勅令第七百七号，公茄昭和十七年十一月一fi）

（拓務省・興鑑院などは廃止。東亜における日本語教膏は更に強力に推進港れ

た）。

　〔B〕　文部省分課規程堅磐亙（第八条，図書局内総務課，第一編輯課，第

二編輯課及国語課ヲ置ク，国語課二於テハ左ノ事務ヲ掌ル，一，国語ノ調es　＝＝

関スルコト，二，B本語教科弓隠書ノ編集，三，国語審議ニスルコト）。

　〔国〕　行政簡素化実施ノ為zaスル文都省窟制改正（第十条　圏霞局二於テ

ハ左ノ事務ヲ掌ル　一教科用図書ノ編輯，発行，調査，検定及認可an関スル事

項　三国語ノ調査凱関スル事項　第二：十三条　文部省二国語調査官專任三人ヲ

置ク奏任トス上官ノ命ヲ承ケ国語ノ調査ヲ掌ル　第二十四条　文部省工国語調

査窟補専任二人ヲ置ク解任トス上密ノ指揮ヲ承ク国語ノ調査＝従事ス）。

〔書〕「巳本語」（第二巻第一y一一号）。

　　（同上）f巻頭言　興亜とB：秘語」（大志万準治）。

　　（〃）「言語の道義性一大東亜建設途上の一反省として」（竹下

　　　　　直之）。

（
（
（
（
（
（
（

〃）「子供の醤葉」（松原至大）。

の「ス・ンス識欄（エミール・リソトレ
�ﾕ譲治）・

〃）隙本語のアクセント」（平山輝男）。

〃）「初等教膏に於ける日本語教授の函難性」（大出正篤）。

〃　）「ヨ本語教授の特性」（大石初太郎）。

〃）r留学生のヨ本語教育」（丸山キヨ子）。

〃　）r一一本会の語黎調査に就いて　基本語彙調査の方法3（浅
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f

躍

年 代

ll・　1

11．　3

11・　8

11e21

12“12

11。1墨

tl

項 毯

　　　野鶴子）。

（岡上）旧本語教蜜　巳本語教授に於ける初期発音訓練」（松宮弥

　　　平）。

（　fi）「日本語教室　日本語教授の実際」（鶴見誠）。

（　ff）「日本語i教室　数教材の特徴とその指導案（そのミ）」（爲

　　　野成美）。

（　m　）「読物　木匠白石」（八幡関太郎）。

（　fi）「読物　野尻」（石井柁亭）。

〔書〕「コ5バ］（第四巻帯十一号，　「漢字・仮名遣教授法」）。

　　（同上）「日本的心理学」（波多野完治）。

（
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（

（

　）「「曖昧アクセント」に就いて」（平蜘輝男）。

　）「二百年前の略字調査」（魚返善雄）。

　）「国民学校に於ける漢字教授の問題」（上飯坂婦美）。

〃　）「仮名遣と漢字の指導について」（大槻芳広）。

　）「漢字及仮名遣教授の方法」（志波末吉）。

　）「漢字指導の方法と実際」（王国利三郎）o

　）「漢掌及び仮名遣の指導法」（夢中忠夫）。

　）「漢字及び仮名遣教授の方法」（中田憲久）。

　）「漢字及仮名遣の指導法（渋瀬登）◎

fi）「漢字及び仮名遣教授の方法」（広瀬栄次）。

fi）「児童の漢掌力とその指導法」（遠藤与治右衛門）。

　）「漢字仮名遣ひの旛導について」（青木正二）。

〃）「国語研究会記録（二）」（東京府菌多摩郡教育会」）。

〃）「同人の頁　松原秀治，菊沢季生，熊沢龍，乾輝雄，大西雅

　　雄，石黒修，松宮一也，金原省吾，名取発）。

e）「コトバ情報」（石黒修編）。

　大東亜文学者大会開会式（～11月5日帝劇。満・蒙・華代表出席）。

　ペタン元帥（ビシー・仏政府），米英連合軍の北アフリカ上陸に抗議。11月

g爲対米国交断絶。11月10日ダルラン提督（在アルジェ）停戦を命令。

　独軍，下弓軍の北アフリカ上陸に報復するため非占領フランスへ進駐。

　〔日〕　ft本語教育講演会（北京蘂北臼本語教育研究所童催，会場N華語学

校講堂）。

　〔日〕　南方派遺教膏土員養成所（所長松尾図書局長，主事大岡国語課長）

を設置。

　〔日〕　南方派遣教育要員第一画講警会（～12月26日。主催文部省図書、
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澤

潔

浮

解

〃
〃

f
f

f
i

f
i

年 代

ll・1“

11“15
11．17
　　it

11・19

11・20

〃

11e30

11e

〃

〃
〃

〃

〃

〃

〃
〃

項 目

局，場所東京高等歯科医学校内鴫野教員養成所。以後数圓の講翌会を開催，

フィリピン・ジャワ・ビルマなどの各地へ派遣）。

　「第三次ソmモン海戦」。

　〔日〕　第一回語学教育研究大会（～16臼。主催文部省語学教育研究所）

　閣議，各省庁の権限を大幅に各統観会に移譲することを決定◎

　日本英文学会鎮十四圃大会。

　ソ連軍，スターリングランドで挟撃作戦による大反響を開始。11月22日

独軍1（司令宮パウノレス），　〉“ン川とボルガ川から退却。

　N本文学報国会，　「愛国百人一首」選定発表（情報局後援）。

　　〔書〕　「GRAMM簗工CA　D鶏LLA　L工NGUA　GIAPPONESE　擁E田O

TEOR工CO　PRATiCO」　（　「CORESTE　VACCARI，ENKO　EL王ZA

VACCAR工。英文通論発行所）◎

　　〔書〕「日本語教授法」（輿水実，国語文化研究所）。

　〔巳〕　国際学：友会の所管，大東亜省の設置に伴いρ外務省から大東鑑省に

移管。

　〔日〕「教育展覧会（南京口語研究会，．南京のほか，鎮江，蕪湖，巣県にて

闘崔）。

　〔H〕　E語大会（南京臼語研究会）。

　〔H〕　南洋協会，南洋学院設立（仏即西貢。専門学校に準拠する学院）。

〔書〕「台湾教育」（第賜八四号，「南方特輯号」）。

　　（同上）「巻頭言　南方に対する台湾の地位」。

〃
〃
が
序
ガ

（
（
（
（
（

）「大東亜共栄圏に於ける6本語の将来」（安藤正次）。

）ヂ南方共栄圏と国語問題」（伊藤慎吾）。

）「大東亜及び南方共栄圏日本語問題雑考」（福田良輔）。

）「日本語を大東亜共栄圏に普及せしむる問題」（大浦精“）

）「日本語教科書に就いて」（加藤春城）。

　　〔書〕「H・英・タガログ語会話辞典」（ラファエル・アキノ，江野沢恒

…箸，岡倉書房）。

　　〔翻嗅鶴艦羅融」（アー一　Vンス著，宮幌鰍路

堂）。

　　〔書〕f口語法事典」（森本種次郎，文筆堂）。

　　〔書〕「日独英仏羅獣医語辞典」（橘高三助編，文永堂書店。

rModeTne　Tier’a’ztUche　Terminologiej　）．
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西潜

1942

年 代

11・

〃

〃

項 巨

　　〔書〕f揚子江　鯖5巻11号～8巻1号」（坂名井深蔵編，東京・揚子

江社。月刊。昭和17年11月～2◎年1月）。

〔書〕「日本語」第二二野十二号）。

　　（同上）「巻頭言　国語問題への正しき態度」（相良惟一）（）

　　（　ff）「大東亜建設の思想的干割」（玉井茂）o

〃

〃

〃
　
〃

〃

〃
　
〃

！
｛
㌧
（
（
（
（
（
（

（”

（　”

（　fi

（　”

（　tt

）「B本語め世界観」（岩沢厳）。

）「藷躰劉（ハインツ・プリェーゲル
L川義之助抄訳）・

）「古代に於ける話言葉」（湯沢幸吉郎）。

）「現代臼本語の主語の省略’」（白石大二）。

）「漢和辞典論」（伊藤弥太郎）。

）「漢字検索法」（長沼直兄）。

）「中学生の国語教室より一語法の誤と表記の誤一」（三

罫政雄）。

）「日本語教室南方原住毘に擬声語を教へて」（宮本要吉）

）「日本語教蜜　日本語教師の錬成」（大出正篤）。

）「日本語教婁　「日本語指導論」に獄いて」（大石初太郎）

）「読物　支那関係書解題」（岩村忍）。

）「読物　北京の廟会」（岩村成正）。

〔書〕「コトバ」（第四巻第十二号，「特輯（一）　昭和十七年園顧，

　　　　　　（二）　外地の騒本語」）o

　　（同上）「中世に於ける平語意識の発生と展開」（永山勇）。

　　（　〃）「敬語法の境界線」（三上章）。

　　（　〃）「時間的表現」（山崎末彦）。

　　（　〃）「コトバ情報（石黒半平）」。

　　（　〃　）「同人の頁　百田宗治，石黒修，石井庄司，松原秀治，三尾

　　　　　砂，魚返善雄，平山輝男，湯山清，名取尭，原勝，乾輝雄，

　　　　　黒野政市」。

（
（
（
（
（
（
（
（

〃　）「昭和十七年のB；本語文献」（輿水実）。

〃）「「日本語基本文型」を読んで」（三尾砂）。

ff）「一年間の国語教育を顧みて」（秋田喜三郎）。

〃　）「満州国B本語教育の概況」（堀敏夫）。

〃）「南支の日本語」（高沼順二）。

n）「蘭東州臼本語教育研究会の記」（大石初太郎）。

〃）「関東州日本語教育の印象」（輿水実）。

〃）「話行記（大連行）」（原勝）。
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年 代

12・　2

12一　3

12・　4

12・　5

〃

12・　8

　　tt

12・　9

12．10

〃

i2・13

12“19
12　th　21

〃
〃

12・23

22“25

12・26

項 自

（同上）「国語運動の樗来」（岡崎常太郎・丸本要吉）o

　こ比〕　比島にカトリックの女子使節19名到着，約800名の生徒に貝本

語を教える。

　第1回大東亜戦争美術展（府美，～12。27）。藤田嗣治「十二月八日の

真珠湾jfシンガポール最後のEj，申村餅一「ゴタバルjs宮本三郎糠下

・パ・・一シバル両司令富会見pa　」など。

　〔国〕「標準漢字表（2669宇）」について閣議で正式決定。

　〔日〕　臼本語雄弁大会（北京中央日本語学院主催，北京の各種日本語学校

から1名参放）。

　船舶徴用問題で参謀本部と陸海軍省衝突。12月7日作戦部長田中毅一罷免

されて妥協成立。

　セレベスのマカッサルでは，大東壷戦争一周年を期し，市内街路126のう

ち，47を山本語で「ヤマト通り」fサクラ通り」式に改める（18年2月

11艮，残りの79もこれにならう）。

　エユーギユアのバサブアの日本軍玉砕（戦死800人）。

　閣議で，「マレイ」を「マライ」，「バタビヤ」を「ジャカルタ」，「1日英

・蘭領ボルネオ」を「南北ボルネオ」と呼ぶことに決定。

　御前会議，「当函の戦争指導上作戦と物的国力との調整並に国力の維持増進

に関する件」を決定。

　〔H〕　第二十九園全島国語演翌会（場所，台北市公会堂，参加入撒587

名，番外を含む）。

〔書〕「皇国文学6　陰本語教育の問題」（堪一山平編，六芸社）。

　〔H〕　大東鑑二心聯盟用語委員会第二義幹事会。

　御前会議　「大東亜戦争完遂のための対支処理根本方針」（澄政権の参戦，

対中国和平工作の廃止）を決定。

　〔黛〕　臼本語教授研究所特別研究会。

　〔日〕　艮泰文化協定締結（第四条第工号「締約国ノー方ハ自国ノ諸学校＝・

於ケル他方ノ国語ノ教授二特別，考慮ヲ払フベシj　第十一条r締約国ハ両国

闘ノ文化関係ノ増進ca寄与セシムル為夫々四季国ノ首麿工於ケル文化紹介機関

ノ設置工努ムベク且右機醐ノ事業二対シ粗互工能フ限り便宜ヲ供与スペシ」）。

　大日本雪論報国会設立総会（会長徳窟蘇峰，事務局長鹿子木員信）。

　〔日〕　溝本語普及研究会第二期（主催三年文化協会臼本譜普及会，昭和

17年12月25～296。守門18年夏月8N～29顕）。

　こH〕　南方派遣鼠本語教育要員第一回講習会修了式（69名，課程修了）。
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　N本出版脇会，用紙翻当を大魑に減配決定（単行本5翻，雑誌塩割）。

大本営，ガダルカナル島撤退を決定。

　〔日〕　教育酪談会（南京日語薪究会）。

　ザセレ’ペス薪剛（毎H），「ジャワ薪聞」（朝日）など，露領地邦字新聞

創刊。

　〔縫〕　ジャワ文教局が設けられる（同年3月軍政がしかれ，文教班が数学

行政にあたり，ω休校状態にあった諸学校の再開と教科書の改訂，②日本語学

校の開設，教員の再教育，㈲日本教育の紹介，青年道場等の下男に努力した。

この文教局が設けられてからは文部省等の教育要員が局にあたり，組識的，計

画的な教育二野が行われるようになった。教育課は学校の増設と教員の養成及

び再教育，fi本語の普及，錬成課は，一般社会激育，青年団教育，社会教膏施

設の維持拡充，文化財の保護に重点を置いた。学制は糊度的には，6・3。3

とし，日本語を課した。このほか華僑系の学校渉あったが，これは日：本語を課

してそのまま認めたofi本語激育については，占領当初は，初歩の教科書を編

集し，餐学校に脚本語の時間を薪暫して強力に進められた）。

　〔鼠〕　十二月現在，南京日語教育研究会会員名簿（五十音順），（日本入

三十四名，中国人二名）。　「：旭外子（金陵女子技芸学校），大河内孝（国立中

央大学）e大塚道夫（国立第一職業学校），岡照童森（南京布立模範事学校），

カR藤ヨシノ（南京屑留圃立脇語学校），亀谷法城（南京仏学院），菊沖徳平

（国立中央大学附属中学），菊地一三（南：京市立第二中学校），北山巌（金陵

女子技芸学校），国広万里（国立中央大学），芝照ハツ（国立模範女子中学校

島村功（南京市立夫子廟小学校），朱令灘（南京市立女子中学校），高杉平野

（国立模範中学），谷内良英（鎮江県立初級中学校），中門隆忠（内肥立模範

女子中学校），成田真穂子（内敵部県政訓練所），梅子性（国立模範中学校），

林米子（爾京布立女子中学校），深沢泉（同倫申学），真下開門（安徽省蕪湖

申学校），松島貞夫（南京居留罠団平日語学校）s晃尾勝馬（国立関野大学），

酒井長英（育徳中学），真田幸雄（同倫女子中学），滝沢忠三（国立師範附属

小学），谷川：丈太郎（市：立珠江路小学），吉田文雄（南：窟市立五台山小学校），

林野華（南京市立第二中学校），渡辺定劉（同倫中学），大森陸治（轟立模範

中学），爾三階（留日同学会隣藩修学校），小原武三郎（圏立師範学校）」。

　〔黛〕　北部仏印では，大使府指導の臓本入会より独立した臼本語講習斑を

組織。

　〔日〕　比塩，ff語軍政要員第一陣温品。
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〔書〕ヂ台湾教育」（第四八五号）。

　　（同上）「讐葉の教育（三）」（門司勇）。

　　（　m　）「国語の特質」（臼　M一一de）o

　　〔書〕fB・英・馬来語会話辞典1（三宅幸彦碧，岡倉書房）。

　　〔書〕「漢字くづし方大字典」（藤沢衛彦編，博多・成象堂）。

　　〔書〕「支那譜i講語魏」（澗野通一訳編，大連・満州属費新聞社）。

　　〔書〕「新経済辞典」（照照正孝，冨山房）。

　　〔書〕「西・葡・墨。比。中南米・偵・玖。ト鷺エカ・ハイティー地名辞

典」（村岡町・村岡恭子共編，大観堂）◎

　〔H〕　ビルマにB本語教師二百数十名派遣（ビルマでは，学制は従来のま

まとし，艮本語を英語とともに任意選択した。内地からの日本語要員は，こ：頁

数十名に及び，臼本語教科書も五巻憲で編纂した）。

　〔日〕　マライでは，英語を廃止，日本語が必修課9となる（マライでは，

筆勢は戦勢のものを踏襲し，教科目の英語は廃止して巳本語を駕え，多少興亜

的科目を加えた。B本語教科書は，臼本語を学びながら興亜的精神の濾養に資

するように編纂された。教員養成のために，上級師範学校をシンガポールに開

設したが，のちクアラルンプールに移した。なお，窟吏養成のために興亜調練

所を設けfc）。

　〔爲〕　スマトラでは，オランダ語を廃止，呂本語を教科屋にした。日本語

教師3◎0を派遣（スマトラでは，オランダ時代の二本建の学制を6・3・3

の単一制に改め，オランダ語を廃止し，日本語を加えた。教員養成のため，上

級師範学校を開設し，授業料を免じ，食費を支給した。又現地入密吏養成所も

設けた。なお，日本からの教育要員も300名を越えた）。

　〔日〕　満州国，民生部教育司，寒教都に昇格。

　〔日〕　国際学友会，ビルマ。マライ。ジャワ・セレベス・フィリピンから

の留学生を受け入れる）。

　〔日〕　昭和17年度満州国語学力検定試験受験者撒・合格者数（〔N本語

特等受験者数224e合格者数11，一等受験者数1568，合格」蓉量数11◎

二等受験者数6678，合格毒口589，三等受験者数27628，合格者数

1879，合計受験者数36098，合計合格者数2598。第一回～第七圃

までの累計，特等受験者撒999，含格者数79，一等受験者数7喚36，合

格者数635，二等受験者数27237，舎格者数2791，三等受験者数
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110727，合計合格者数11823，合計受験者数146599v合計含

格者数15238）o

　〔H〕　師範教育を受けた本島入生徒撒・卒業数（師範学校，卒業数，本島

人58，高砂族2）。

　〔N〕　台湾の公学校二等科。補習科教育を受けた本島人児童数・卒業数

（卒業数，本曲人7765，高砂族64）。

　〔葭〕　台湾の公学校で鑓本語教育を受げた本島入児童の就学比率65e8

％Q台湾におげる巳本人小学校児童就学比率99・6％。

　〔疑〕　中等教育を受けた本島人生徒数・卒業数（公立中学校，卒業数，本

島人1032，　高砂族◎）o

　〔臼〕　高等女学校激育を受げた本島人生徒数・卒業数（女子高等普通学校，

生徒数，本島入4343，高砂族3，卒業数不明）。

　〔日〕　台湾の小学校でr国語教育」を受けた本島入児童数・卒業数（小学

校，卒業撒，本臨入544，蕃人墨，小学校高等科，卒業数，本農人114，

蕃入2）。

　〔N〕　実業教膏を受けた：本島人生徒数・卒業数（実業学校，生徒不明，卒

業数，本臨人896，高砂族2，実業野畑学校，生徒数不明，卒業数，本甲人

345填，薩≡砂族63）o

　〔裁〕　高等学校の生徒数。卒業数（生徒数，高等学校1◎2，中学校に相

当する尋常科14，卒業数不明）。

　こB〕　大学教育を受けk本臨人学生数・卒業数（台北帝大，卒業数30）。

　〔H〕　専門教育を受けた本島人学生数・卒業数（学生数不明，卒業数

116）o
　〔鶏〕　蕃童教育所の生徒数。卒業数（所数180，生徒数1◎355p卒

業数2167）o
　〔黛〕　臨語保育園，幼児国語普及施設所数。生徒数（所数1797，生徒

激70435）o
　〔日〕　国語講習所の丁数。会員数。国語普及歩合（所数266，会員数

22093，国語普及歩合5◎・δ9）。

　こ鶏〕　明治32年～昭和17年度まで各級学校を卒業した本島入累計卒業

数（国民学校，本島人，eg　732906，女23370◎，高砂族，男

17461，女9988，累計984165。中学校，本農人，男826，高
砂族，男4。女学校，本島人，女8830，高砂族，女姦。実業学校，本島人，

男604◎，高砂族，男21。実業補翠学校，本鶴入，男16230，女

2937，高砂族，男10壌9。高等学校，本島入，ee　473Q専門学校，本

島人，男2248，高砂族，ce　6。大学，本臨人，男154）。
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項 g

　この年，田本軍のr掃蕩・蚕食・三光治安強化政策」のため，八路軍，塁0

万から3◎万人に減少。解放区入口1億から半減。

〔書〕fハナ・ヤサイ・クダモノ」（日本語教膏振興会。支那学童用絵本

〔書〕rオホゾラ」（臼本語三三振興会。支那学童用絵本）。

〔書〕旧本文化読本　大学の学生生活」（日本語教膏振興会）。

〔書〕線本文化読本　日本の年中行事」（黛本語教育振興会）。

〔書〕「ニッポン語」（情報局。南方共栄圏普及用）。

〔書〕「南方向三蒼語貝本語」（マレイ語版，大東亜出版文化会社）。

〔書耳翻疇法」（二二，罠国掛一年）・

　　〔書〕「コクゴ　：，四」（台湾緯督府）。

　　〔書〕「コクゴ　ニ，四二二二，四」（台湾総督府）。

　　〔書〕「公学校用国語読本（改正出版）第一種三十二」（台湾総督府）。

　　〔書〕「公学校用書方手本第六学年用下」（台湾総督府）。

　　〔書〕「コクゴ指導細9並に教材研究」（台湾教材研究会）。

　　〔書〕「コクゴと連絡したる国罠学校話：方指導細農」（台湾教材研究会）

　　〔書〕「国民学校綴方の鑑賞」（旧邸貴敏）。

　　〔書〕「話言葉の教授に就いて」（益田信夫，華北日本語普及協会）。

　　〔書〕「支那語二目1に対する属本語の三二」（野村瑞峯，北隆館）。

　　〔書〕「Japa亘ese蜘Whir　tSy　Hours」（溝岡映一，北星堂）。

　　〔書〕rCOlloquialぬpa且esej（WilXiam　M。Mc（｝Overn：New

Yorl〈．Puecon．Co　）o

　　〔書〕「巳本語教育の問題点」（塩田良平編，「皇国文学6」，六芸社）

　　〔謝「魏歎灘論働巻）」（f・・　A・・anced　・…i・・

Syntaxま，綱江二三，泰文堂）。

　　〔書〕「大回国民の錬成」（檎崎武）。

　　〔書〕「旅日十二」（畏国揚剣旧著，北平・反共出版社。民国構一年網。

32p　）o

　　〔書〕「満州國学生巳本絹二三周年史」（満州二二三編，満州康徳九年刊

482p　）o

　　〔書〕fll本留学支那要入録」（興亜院敷務部編，興亜院政務部。昭和

17隼利。286P。　「調萱資料露？号」）。

　　〔書〕「謡麟盆山記」（民国銭稲孫訳，囁北京・近代化学図書館◎昭和17

年干llo　30P）o

　　〔書〕「本　尊」（山本有三署，井照啓勝訳，東京・喚呼堂。昭和17年

flo　98P）o
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項 思

　　〔書〕傍曜唐大和上東征傅」（中村詳一訳，大阪・堀朋近。昭1稀17年

干1］030P）o

　　〔書〕「唐招提寺遊記」（満州白文会編，満州康徳九年刊。タイプ。1冊）

　　〔書〕「中國文明史物語」（大林重信著，東：京・冨山房◎昭和17年＝臨

182p　）o

　　〔書〕「唐の太宗と丁丁文化」（三家螢三郎著，東京・光風館。照和17

年刊。5◎8P）。

　　〔書〕「水濡傅と支那民族」（ill坂錦江署，東京・大東出版社。礪禰17

年：刊。　「東亜文化叢書7」。314p）。

　　〔書〕購購536拳」（躍趙爾三等編・聯合書店・ee国欝一年孔

2冊）。

　　〔書〕「除滅洋鬼子（義湘國変乱記）」（ジi、一ジ・リンチ署，三見陸郎

訳，東京・産業経済社。昭和17年二三341P）。

　　〔書〕「爾太后に侍して」（清徳菱（裕徳齢）著，太田七郎，田中克己訳，

東京・生活社◎照門17年刊。　「中国文学叢書」。489p）。

　　〔書〕r支那風物志一風景篇」（後藤朝太郎訳，東京・大東出版社。昭

ラ和1　7年干ll。　314p）o

　　〔審〕「上海研究　第1輯」（薩沢駿之助編，上海・歴史地理研究会。昭

琢＃17年干軽0167p）o

　　〔書〕「濾上史談一上海に関する史的随筆」（沖田一署，上海・大陸新

報社。二戸冒17年干ljo　「大陸叢書第2輯」0　1◎6P）o

　　〔書〕「上海史話」（米沢秀夫著，東京・畝傍書房。昭湘17年刊。

410p）o
　　〔書〕「上海生活」（若江得行著，東京・講談社。昭湘17年鷺）245

P）o

　　〔書〕「腰東珠江」（久保健二著，東京・東亜書林。二丁17年刊。82

P　）o

　　〔書〕腿金花」（民国劉半農著，竹内下訳，東京・生活社。昭和17年

刊。　「中国文学叢書」。194P）。

　　〔書〕「日支文化の交流」（三二之旧著，大阪。下元社。昭湘17年刊。

218p）o
　　〔書〕「支那の発見」（一戸務著，東京・光風館。昭和17年刊。339

P）o

　　〔書〕「新現地型邦入生活講本」（北京文化協会編。曜和17年刊。120

P　）o

　　〔書〕「〔大東文化〕学院創立二十周年高念論文集」（東京・大東文化学

院。昭和17年刊。243p。　f大東文化学報7，8合輯」）。
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項 員

　　〔書〕早撃人の生活風景」（昆国檀政和…筈，東京・皇国青年教子協会。

昭禾員17年干llo　287p）o

　　〔書〕「近代漢文選」（実藤恵秀編，東京・前野書店。昭和17年刊。

72p　）o

　　〔書〕「華語集朔　第1期」（神谷衡平畔編，東京。螢雪書院。昭職17

年『綴0157P）o

　　〔書〕「華語集編」（神谷衡平附子，東京・螢讐書院。昭和17年刊。

99p　）o

　　〔書〕「支那語発音教本i（大阪外国語学校大陸語学研究所編。昭和17年

中環）子』版031P）o

　　〔書〕「中國文畢與罠本文畢」（青木正児著，民国梁盛志野，北京・国立

華北旧訳館。民国欝一幽年刊。　「現代知織叢書1」。116P）。

　　〔書〕「阿片戦争一その史実と物語」（松崎啓次，小国英雄i共著s東京

。高山書ノ吉。　昭禾羅1　7年干ljo　265p）o

　　〔書〕「湖南の兵士」（民国沈欝文箸，大島覚訳，東京・小学館。昭瀦

17窮三干fl◎　2701；））o

　　〔書〕「新中国小説集」（魚返普雄編，東：京・B黒書店。昭和17年荊』

「支那語文化輯刊1」。175p。内容；下郷（民国徐韓蓬）　村児綴略記

（民国老向）　微波（民国茅盾）　一件小事（罠国魯迅）　水災（民国廣癒隠

両点（罠国許直営）　飯（罠国葉紹釣）　九個遺散兵（罠国謝菰螢）　冬児姑

娘（民国謝馬蝉）　度量（艮町張天翼）璽旗銭（昆国鄭振回）　野宮門門難

（民国支蕪））。

　　〔書〕「鄙憺華一ある中国青年の自伝」（エス・トレチャコフ著，一条重

美訳，東：京・生活社。昭禰17年干貼　「中国文学叢書」。505p）。

　　〔書〕「中陣青年黙建干十九週年紀念特刊」（中羅青年党中央政治行動委員

会。賛；国滑一年刑）。

　　〔翻陳離縫に於け・燗鍋明野車瀦灘繍訳）．

〔書）「姫纒学報（一一三輯）」（斐籍羅所．一昭梱9年）

〔書〕「西南アジアの趨勢」（矢野仁一監修）。

〔書〕「灘・繭（藤1雛於ける）」（三男）．

〔書〕「東洋文化史百講（第一～三巻）」（石川三四郎）。

〔書〕「東洋美術史研究」（浜田耕作）。

〔書〕「東亜双書（一～十闘輯）」（東亜研究所。～昭称19年）。

〔書〕「東亜経済年報」（山口高商二二研）。

〔書〕「東藍社会経済研究」（田村布郎編）。
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項 g

　　〔書〕「大東亜統計双書（仏印統計霧他）八冊」（国際8本協会。～昭湘

18年）。

　　〔書〕「大東亜共栄圏の交通親勢（鉄道省運輪馬）。

　　〔書〕「大東亜共栄圏港湾要覧」（工藤敏郎他）。

　　〔書〕「東亜の農業資源」（混々木喬監修）。

　　〔書〕「大東璽農業経済の再編成」（角田藤三郎）。

　　〔書〕「土革帯の生活・衛生」（京城帝大調査部）。

　　〔書〕「満州行政経済年報」（日本政治問題調査所）Q

　　〔書〕「満州及支那辞典」（河瀬蘇北編）。

　　〔書〕「康徳九年度事業所得税決定階調J（経済部税務司。康徳九年）。

　　〔書〕「日華農政研究会技術委員会速記録」（同懸京事務所。康徳九嫌）。

　　〔書〕「E満農政概究会第四回総会速記録」（康徳九奪）。

　　〔書〕「満州農業再編成の研究」（佐藤武夫）。

　　〔書〕「満州農業経済論」（近藤康男）。

　　〔書〕ギ北満に於ける鷹農の研究」（満鉄調査部）。

　　〔書〕「東拓の農林。畜産業」（東洋拓植株式会社）。

　　働「酬晦懇談蟻翻（日立農政研究会東京事務所）・

　　〔書〕「単寧報圏農場隊概要　第一輯」（農業報国達盟）。

　　〔書〕「支那最近大事年表」（小島昌太郎）。

　　〔書〕「支那問題辞典」（中央公論社）。

圃畷肇董三論（金甲）」（難姦晶肇国）・

　　〔書〕「中華民国法制年鑑」（中国法制調査会編）。民国醤一隼）。

　　〔書〕「美しき支那　文｛k篇」（米田祐太郎）。

　　〔書〕「支那恩讐の研究」（高綿甲治）o

　　〔書〕「支那中世の軍閥」（H野開三郎）。

〔謝「轡珪舞舞二一」（融蹴）・

　　〔書〕「支那社会経済史研究」（玉井是博）。

　　〔書〕「バーデス　北京のギルド生活」（申鎮均訳）。

〔書〕伎獺窮問飛騨（騰鷺禰訳）・

　　〔割伎那の経済心型（齢棚曇ム）・

　　こ書〕「：全：国生産会議総報告（翻訳）極秘」（東亜研究所）。

　　〔書〕「諸外圏の対聯投資（1全三冊）」（東亜研究所）。

　　〔書〕「支那の通貨と貿易」（土方成美編）。

　　〔書〕「支那中央銀行論」（徳永清行）。

　　〔書〕「霞慶戦時体制論」（石浜知行）。

　　三二）昭雑鰐ル擬顯喚呼」・
　　〔翻伎那の駈謳」（難雄訳）．
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項 臼

〔書〕「中支那振興会社並関係会社事業概要」。

〔書〕f呉知郷村，織布工業の一一研究」（信夫清三郎他三氏訳）。

〔書〕f華僑の研究」（牛乳院）。

㈲「編経済的紅手暇」（成書節男吉村泰郎）・

〔書〕「華僑経済論」（福田省三）。

〔書〕「華　僑」（＃出季秘太）。

〔書〕「華僑篠記」（根岸倍）。

〔書〕「支那農業経済論」（天野元之助）。

〔書〕「支那都市不動産慣行調査資料（七輯）」（満鉄）。

〔書〕「広東省土壌調査報告書」（興亜院広東事務所）。

〔謝「支那の人・・鯉關（強嬰縮嚢）・

〔書〕「広東・ハノイ・盤谷」（永田直三）。

〔書〕「東ソ各区の産業立地的特質」（満鉄調査部）。

㈲「艶態藤見と」（エリ・エス・ベルク小場有米訳）・

〔書〕「台湾経済年報（二）」（台湾経済年報刊行会）。

〔書〕「南方瀾発史」（＃出幅出太）。

〔書〕「日本南方発展史」（安里延）。

〔書〕「南方共栄圏の全貌」（佐藤弘）。

〔書〕「南方資源経済論」（福田要）。

〔書〕「南方石面経済」（宇井丑之助）。

〔書〕「南方共栄圏の労働問題」（協調会）。

〔書〕r南β本の建設」（石原広一郎）。

〔書〕「大繭洋年鑑（一）」（南洋団体聯国会）。

〔書〕楠灘盛典細細鯉攣来に冊）」（離経甑一聯

18年）。

〔書〕「南洋鋤骨（自然と資源）」（太平洋協会編）。

〔書〕f南洋を科学する」（藤永文治郎）。

〔書〕「南洋邦人農企業現況一覧」（拓務省拓南局）。

〔謝「焼ベス」（蘇7ノ綜鍔泌羨）・

〔書〕「ボルネオ紀行」（小倉清太郎）。

〔書〕融畿」（齢誌面羅協会編）・

〔書〕「馬来より馬来へ」（ブルース・mックハート・山崎慶一）。

1馨ll二箭？驚羨！鎌ダク）・

〔書〕「泰国農村経済論」（明石二郎・関嘉彦・大平洋協会編）。

㈲「・丁丁地鞭制（ノエノレ。ウイzaヤード
ﾄ田賢一訳）・

〔書〕「印度史」（ドッドウェル著巻田頴男訳）。
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項 熱

〔書〕「現代印度の諸問題」（脇出康之助）。

〔書〕「獄鍍の獅噛蔽櫨蕪フ）・

〔書〕「邸度経済の研究」（アンスティ野末高信訳）。

〔書〕「印度の抗戦力」（綜合インド問題研）。

〔書〕「印度地誌」（大谷光瑞）。

〔書〕「印度資源論」（小生第四郎訳）。

〔書〕「印度の罠俗と生活j（岡崎文規）。

〔書〕「印度篠記」（橋本真機子）。

　　　　エー・ベー・ee　一一ルストラ著
〔書〕f　　　　　　　　　　　　　　　　」（村松薫訳）。　　　　和蘭の東印度経略概史

〔書〕「ビルマの幽境」（C・M・エリンク・三旬研究会訳編）o

〔書〕「…マ雛蜘（齢繍ツパア）・

〔書〕「印度支那（仏印・Bイ・ビルマ・マレイ）」（塞賀信夫）。

翻「鍍支那膿胸酬離謹讐陣所訳）・

〔書〕　「仏印研究」　（井出浅手）o

〔書〕「仏印概要」（秋保一郎）。

〔書〕脚の鵬治社蜘（蘇薦羨ル）・

〔書〕「認印衛生事情」（日本公衆保健協会）。

〔書〕「繭印政庁の衛生工作」（旧繭印政庁編）。

〔翻騰り・ピン史」（D 序c懸ス著）・

〔書〕ftag　i：牙古文書を通じて見たる日本と比律　」（奈良静馬）。

〔謝ヂ・・…）・ピンに於け・資源及賜（日本貿易振
ｻ株式会社）・

〔書〕「フィリッピンの性格」（今村忠鋤）o

〔書〕「東印度及濠州の点描」（小林織之勧）。

〔書〕「濠州連邦」（宮田峯一）。

〔書〕「濠州連邦の産業概要j（台湾銀行調査部）。

〔書〕「動く濠州」（洋上昇三著）。

〔翻「一戦剛堅」（c R官報了・

〔書〕「最近の駿州事情」（西川忠一郎）o

〔書〕「土耳古（ζ呈；亥でgs．　多．）」（彌三郎）．

〔書〕「爾の理想郷ニュージーランド」（川瀬勇）。

〔書〕「アジア諸手族」（厚生省人臼問題研究所）。

　　　　　　　　　　　　　　　　ハイネ’グルデルン著
〔書〕「東南アジアの民族と文化」（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）o
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　小堀甚二訳
〔書〕「大東亜畏族問題」（松岡寿人）。

〔書〕「フィリッビンの自然と昆族j（太乎洋協会編）。

〔書〕「銘律賓の民族」（棚瀬嚢爾）。

〔書〕「此律浜民族史」（三吉朋十）。

〔書〕「近世欧羅巴植民史（一巻）」（大川周明）。
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項 穏

　　〔書〕「東亜植民政策論」（秋保一郎）。

　　〔書〕旧本植民思想史」（黒田謙一）。

　　〔書〕「南方開妬者の指導」（古関徳弥）。

　　〔書〕「臼：本海外発展史」（西村真次）。

　　〔書〕「満州移昆前夜物語」（永田稠）。

　　〔書〕「蒙彊年鑑　（昭和17年版）」（蒙彊新聞）。

　　〔書〕「支那を支配するもの」（佐藤俊三）。

　　〔書〕「教育日本」（吉田熊次）。

　　〔書〕「日本蟹民教育及教育刑j（岡田治三雄）。

　　〔書〕「国民教育の中心問題（其の一，二）」（佐藤熊治郎）。

　　〔書〕「日本教学の特性」（松原致遠）。

　　〔謝騨の筋」（藷簸ビルチィ）・

　　〔書〕「国民道徳と倫理学」（宮島真一）。

㈲騰青少制（ヒトラ輔回忌蘇編）・
　　〔書〕1大正教育恩想学説人物史　　（一～四巻）」（藤原喜代蔵。～
　　　　　昭和
三和19年）。

　　（書〕「良い子供と私一～年生受持教師の手記一」（渡辺威雄）。

：慧：欝欝副灘1　）」（東　）・

　　〔書〕「第二園戦時教育協力会議会員名簿」。

　　〔書〕「実業教育関係法令の沿革」（文部省）。

　　〔書〕「学制七十年史」（文部省）。

　　麟〕「講糠藻鶴腿奨鴎一覧」（教学局）．

　　〔書〕「師範学校教科教授要綱案」（文部省）。

　　〔書〕「支那教育史」（内田高次）。

　　〔書〕「上水内教育会沿革史」（上水内教育会）。

　　〔書〕「本邦保護施設に関する調査」（社会事業研究所）。

　　〔書〕「父親と育児」（斉藤文雄）。

　　〔撃壌好公民外書（上・下）」（黒山遠）・

　　〔書〕「簸近家庭教育」（今村正一）。

　　〔書〕、「国民学校に於ける錬成の本道」（（社）学校教育研究会）。

　　圃嬬野饗糠夜学校）」（東京府学郷学灘）・

　　〔書〕「国民学校関係野選輯」（大阪府学務課編）。

　　〔書聖纒穫灘纒（赤松購）・

　　〔書〕「青年学校教育上の諸問題」（島崎晴苦）。

　　〔書〕「青少年社会生活の研究」（青木誠四郎）。

　　〔書〕「児童はどう誤算するか」（高橋勇）。
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項 屋

〔書〕「旧邸。泰・支那雷語の交流」（後藤朝太郎）o

〔二棟鯉騨三一三塁翻‡夫響」（三遍唖学校）．

圓「静。圃（島掘ガー〉．
〔書〕「現代心理学と児童研究」（後藤岩男）。

〔書〕「国語の道一言葉。国語・語法」（木枝増｝）o

　　〔書〕「戦時刑事特溺法案」・（司法省刑事局）㊦

　　㈲「聯繋騰面心、して一」（増田福欄．

　　〔書〕「歴史の側面から」（末川博）。

　　〔書〕「国家総動員法判例全集」（庵　公平他）。

　　〔書〕「ヨ本統制経済法」（津麟蔵之丞）。

　　〔書〕「国家経済法体糊（末川博）。

　　〔書〕「営団と統制会」（高田源清）。

　　〔書〕「杉山教授還潜祝賀論文集」（福弁勇二郎）。

　　〔書〕「法と裁判（斉藤博士還暦）」（北村五良）。

　　こ書〕「法と敷治（増補版）」（田畑忍）。

　　〔書）ギ西洋法律学批判」（佐藤清勝）。

　　〔書〕「強者の権利の競争（加藤弘之）」（朗三三）。

　　〔翻「獄…法門（カv一ル・ラレンツ大西芳雄他訳）・

　　働「警三法三思（牧建二）・

　　〔書〕「近世藩法資料集成　1巻」（窟大日本法嗣史研）。

　　〔書〕「三州時代飛法の概観」（司法資料）。

　　〔書〕「羅馬私法提要」（船鑓三二）。

　　〔書〕「ゾーム　フランク法とU一マ法」（久保正幡訳）。

　　〔書〕「支那法の根本問題」（河合三編訳）。

　　〔書〕「帝国憲法概論」（里見岸雄）。

　　〔書〕　ザ帝国憲法と金子く白」　（藤井信一）o

　　〔書〕「憲法制定とロエスレル」（鈴木安蔵）。

　　こ書〕「推薦候補者名簿・他」（翼賛政治体制協議会）。

　　〔書〕「行政法総論（上巷）」（野村淳治）。

　　〔書〕「圏土計画（理論。組織。展開）」（加藤長雄）。

　　〔書〕r国土計画」（石川栄耀）。

　　〔書〕騰幽土並地方緬体系（第噸）」（蕪議）・

　　〔書〕「最近都市計画の実際」（国：友孝）。

　　〔書〕「住宅統計資料（第一号～五号）」（住宅憎憎経営局調査諜。～昭

fn　18年）。

　　〔書〕f土地区画整理手引（前編）」（小栗忠七）。
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項 g

〔書〕「地下水利用権論」（武田軍治）。

〔書〕「厚生法」（後藤漕）。

〔書〕「明治先哲医話」（安西安周）。

〔書〕「神道思想研究」（梅田義彦）。

〔書〕「上代仏教思想史」（家永三郎）。

〔書〕「禅宗学」（霞種譲山〉。

〔書〕f国家科学への道」（大熊信行）。

〔書〕順本国防国家建設の史的考察」（土屋喬雄）。

〔書〕「国体観念の史的研究」（河野省三）。

〔書〕「詔勅慶孜（一～三巻）」．（森清人。～昭和18年）。

〔書〕「草藤大鶏本詔勅通解」（森清人）。

〔書〕「建武中興の本義」（平泉澄）o

〔書〕「万物流転」（平泉澄）。

〔書〕「国史と臼本精神の顕現」（清厘貞夫）。

〔書〕「国学の本義」（出田孝雄）。

〔書〕「巳本文化とヨ本仏教」（僻藤恵）。

〔書〕「H本武学史」（佐藤堅司）。

〔書〕「二二研究（増訂六版）」（藤田精一）。

〔書〕r皇道の三界普及j（坂本箕山）。

〔書〕「皇道論叢」（今泉定助著）。

〔翻「轟谷秦山」（松沢卓郎）．

〔書〕「皇道とB本学の建設」（高須芳次郎）。

〔書〕「大祓講義」（大倉精神文化研究所編）。

〔書〕r国防政治学」（大沢峯雄訳）。

〔書〕「ローゼンベルクニ十世紀の神話」（吹田傾助）。

〔書〕「全体主義の政治学（謄）」（五来欣造）。

〔書〕ヂ閉四維薪政治史」（鈴木安蔵）。

〔書〕「政治経済新原理（上巻）シスモング」（山口茂他訳）。

〔書〕「文化闘争の原理」（富永理）。

〔書〕「大義」（杉本五郎）。

〔書〕「昭和風雲録」（満田巌）。

〔書）「愛：国婦人会山口支部沿：革誌」。
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項 替

　　〔書〕ヂ国家総動員法覇例金集」（庵公平・神富加寿美・友寄喜仁共編）

　　〔書〕「第三回中央協力会議録」（大政翼賛会）。

　　〔謝「齢攣馨転三献謝（大政雛釜擁）。

　　〔書〕「産業報国青年隊の錬成とその運営」（深州蕉夫述）。

　　〔書〕「翻転吏（一～五）」（文部省）。

　　〔書〕「綜合明治心懸史（一巻）」（難中惣五郎）。

　　〔書〕「座面繕難無官欝念誰縁雲盤録」（躰
経済連盤会）。

　　〔翻隙蟻の東酬三磁他）・
　　〔書〕「撹界維漸論」（三枝茂智）。

　　㈲隣の形成（・＝ゼンベ・・ク）」（灘蕎）．

　　〔書〕「欧州広域圏の建設」（東京かぶと至心社編輯部）。

　　〔書〕「新世界の構想と現実」（細川嘉六編）o

　　〔書〕「ソビエト聯邦の世界政策」（遠藤一郎）。

　　〔謝「・シア東方経暇」（羅潜熱妻会訳）・

　　〔書〕「独逸史」（上原専禄・小林良成訳）。

　　〔書〕「ヒトラー・Vイン。カンプ研究（三冊）」（石川準十郎）。

　　〔書〕「ヒトラー籍が面争（上）」（真鍋良一訳）。

　　（翻「ナチ融逸の灘韓」（ハーア安武納）・

　　〔書〕「ルーズヴエルト政権十年史」（百々正雄）。

　　〔謝「t“ダや入のアメリ・懸製麺三叢．クラインツ著）．

　　〔書〕「アメリカ・エダや人問題」（神谷蕪）。

　　儘壌亜響一一醐七難漂雛轟藷猫灘欝誘
肇編文化」（満鉄磁心細亜編輯部。～昭和18年）・

　　圓眠騰（入冊）鹿家鷺罠甜ン琴糠；榊養欝讐
三幅擁族」（罐霧臨轍学者繊一昭和嘲．
　　〔書〕「民族論」（高田保罵）。

　　〔書〕「民族主義生成と発展」（平寅蔵監訳）。

　　〔書〕「太平洋の骸磁治学」（贈爵俵㌦

　　〔書〕「日本民族の海洋思想」（木宮泰彦）。

　　〔書〕「戦争とB本：罠族」（山上八郎）。

　　〔書〕「印度民族還動史」（加藤長雄）。

　　〔書〕「太平灘政学」（事解藩套ツフ・一）・

　　〔書〕「太平洋地域の変遷」（山本広沢訳）。

　　〔書〕「東亜地政学の構想」（川西正鑑）。

〔書〕「北畠親房文書丁丁」（横井金男）。
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項 員

〔書：〕　「白石と徳看來と春i台」　（中村孝也）o

〔書〕「富顕高慶（梱馬藩）」（佐藤太平）。

〔書〕「僻藤博文公年譜」（同公追頒会）。

〔書〕ヂ興亜人物論」（田中弥十郎）。

〔書〕「男爵坂本俊篤伝（海軍）」（太田阿山）。

〔書〕「明治文化と明石博高翁」（田中緑江）。

〔書〕「竹越毒三郎」（木村荘五）。

〔書〕「山本条太郎（全四冊つ」。

〔書〕「佐藤慶太郎（大日：本生活協会）」（横田章）。

儘〕陣レネーエル・レン・ゲン」蕪文箋票究会）・

〔謝「チンギス・一咽（繕誌鹸ツオフ）．

〔書〕「国際法学大綱（上・下）」（田岡良一）。

〔書〕Fアンチロッテ国際法の基礎理論」（一又正雄）。

〔書〕「戦時国際法規綱要（付表共）二冊」（海軍：大臣官房）。

〔書〕「大東盤国際法双書（全五巻）」。

〔書〕「国際私法概論」（実方正雄）。

〔書〕「近世日本外交史研究」（松本忠雄）。

㈲「世界細論（一一三巻）」（祷が詫ヨムキン）・

〔書〕「大東亜外交史研究」（田村幸策）。

〔書〕「日米外交白書」（林　秀）。

〔書〕「米国の太平洋政策」（国際関係研）。

〔書〕「焦点下の北方問題」（国璽調査会編纂）。

〔書〕「布陸に於けるH米問題解決運動」（奥村多喜衛）。

〔書〕　「戦争本質論」　（力貝E日哲こ二）o

〔書〕「戦争と生活の歴史」（中山太郎）。

〔書〕「戦争哲学」（繭根孝之）。

〔書〕咽防政治論」（石原莞爾）。

〔幽晦鰹鶴（大壷）．
〔書〕「ナチス独逸の防空」（浜田稔）。

〔書〕「陸軍省沿革史」（松下芳男著）。

〔書〕「大東亜戦争に開する国策の趨向」（情報局）。

〔書〕「大東亜戦艮誌（第一輯）」（六芸社）。

〔書〕「帝国在郷軍入会大阪支部会則」。

〔書〕「陸軍戦時給．与規覇同細則の研究」（陸軍経理学校）o

〔書〕「都市国民防窒に就て」（自治振興中央会）。
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項 目

〔書〕「改議刑法大要」（沼義雄）。

〔書〕「日本刑法」（省鶏常次郎）。

〔書〕「小河滋次郎著作選集（上・下）」（同刊行会）。

〔書〕「医学的心理学」（三宅鉱一一）。

〔書〕「ナチス罠法学の精神」（吾妻光俊）◎

〔書〕「解説罠事裁判例（一）」（築騰）・

〔書〕「民法継統翻上の諸問題」（末川博）。

〔書〕「債権各論義」（石田文次郎）。

〔書〕「債権法に於ける急険負担の研究」（浅井清信）。

〔書〕「比較婚姻法（二部）」（台北帝大）。

〔書〕「日本の家族制度」（留書出海）o

㈲「噸離礁響鰍究司（戯曲太…）・

〔書〕「民事判決書集」（司法概究所）。

〔書〕「民事訴訟法講義」（中村宗雄）。

〔書〕「株式会社の基礎理論」（松田二郎）o

〔書〕「取引所法規及判例」（大藩株式取引所）。

〔書〕「6本取引所解説」（藤田国之助）。

〔謝難取引醐謝（嫡進）・

〔書〕「空陸交通上の諸問題（第一輯）」（佐藤昌三）。

〔書〕「鋸盤離騰」（森漕）・

〔書〕「保険契約法論」（野津務）。

〔書〕「マクリン生命保険の原理」（本城俊明訳）o

〔書〕「海上保険契約論（金三巻）」（今村有）。

〔書〕「空襲保険の理論と実際」（葛城照三）。

〔書〕「手形交換法論」（藤原寛一）。

〔書〕「投資儒託の実証的研究」（野村証券調査部）。

〔書〕暗幕信託経済概謝（繊祐治）・

〔書〕「財政学の展開」（永鑓清）。

〔書〕「融本籟権法（総論各論）二冊」（小池隆一）。

〔書〕「租税原則学説の構造と生成」（井藤半弥薯）。

〔書〕「海撫癖齢造」（・下酷訳）・

〔翻「（極秘）昭和7無上糊難報鵠」蜴翻鶴馨綱）・

〔書〕「銀の経済的研究」（田畑為彦）。

〔書〕「利子学説史」（高糊哉）。

〔書〕「ア・リ・燃聯に勘・鍵翻（舳w磁記ンペイン。
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項 E

〔書〕「ポエb一ム資本利子論の研究」（三谷友き）。

〔書〕「社会組織と社会政策」（河田嗣郎）Q

〔書〕「農村の厚生問題」（大久保満彦）。

〔書〕「臼本農村の文化運動」（鐙村隆治）。

〔書〕「社会事業欄別取扱の実際」（社会事業研）o

儘〕難灘翻糠鮪二」（朝鮮人蠣醐．
〔書〕「産業福利施設」（大塚町）。

〔書〕雌モ辮纈驚騒騨」（厚蝿）．
〔書〕「養護訓導執務指針」（大西永次郎）。

〔謝膨班雛書（医学膿村派翻）」（藝識）・

〔書〕「青壮年国民登録年報」（導生省）。

｛書〕「各国人漏増殖並びに母子保険施設」（屋代周二）。

㈲瞭備施設に関す・翻（中央社会事業協会
ﾐ会事業所）・

〔書〕F職業婦人の医学」（佐藤美実）o

〔訓独鋪少年保灘」（青黍星魏鑛撰）・

〔書〕Fmゴスの研究」（速水敬二）。

〔書〕「切子精神研究（正・続）」（瀦辻哲郎）。

〔謝「醐骸倣」（フラン ﾇ齢勇羨ン）・

〔書〕「H本美術考」（中村亮平）。

〔書〕嗅魏画報副文脇骨」個罠鞠文鯛究所）・

〔書〕f桜史」（山田孝雄）。

こ霞〕「生活と罠族」（中山太郎）。

〔書〕f神話と神話学」　（中島悦次）o

〔書〕「日本装：剣金工史」（桑原洋次郎）。

〔書〕「日本人の生活史」（増沢淑）。

〔書〕r北の鳥南の鳥　改寵版」（下村兼史）。

〔書〕「東洋美学」（金原省吾）。

〔書〕「戦時英帝国の労働機構」（世界経済調査会）o

〔書〕「南方労働力の研究」（鈴木俊一）。

〔翻「太平洋議の融融」響鶴。カー）．

〔書〕「疲労と休養」（古沢一夫）。

〔書〕「安全運動三十年」（蒲生俊文）。

㈲㈱者盤保騰」（後藤清ﾟ藤文二）・

〔書〕「ノー一・Xアメリカの生産能力（上下）」（武石勉訳）。

〔書〕「技術的世界」（武田良三）。

〔書〕r現代技術論」（梱川春喜）。
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項 霞

〔書〕「技術の理論と政策」（櫓川春喜）o

〔書〕f技術論入門」（網川春望）。

〔謝齪顯（下巻）」（叢諜慧）・

〔書〕「技術哲学」（三木清）。

〔翻騰締学（上中下巻月（暑醒暑誕一）・

〔書〕「マンフォー〉“技術と文明」（三浦逸雄訳）。

〔謝騰の発展・経済の交灘在謀換炭羨スーヌハラゼン）。

〔書〕山本科学史年表」（寺島征史）。
圏「科学の獺」（モL…リス・パレス著N本学術振興会訳）・

〔書）「科学史j（テイラL・一議森島獲雄訳）o

〔書〕「ドイツェ業界の印象」（成瀬政男）。

〔謝「鉱羅済学」（晶穀蕪楠’フーノ〈一）・

〔書〕［日本鉄鯛業概論」（麓　健一）。

〔書〕「大阪紙業沿革史（上・下巻）」（山脇豊蔵）。

〔書〕「昭和四年度生統恐慌対策の顯末」（木村蟹夫）。

〔書〕「漏出以後本邦土木と外人」（中村孫一編）。

〔書〕「火」（西沢勇志智）。

〔書〕f気象学講話」（岡田油壷）。

〔書〕r気象器械学」（岡鐙武松）。

〔書〕「航空気象学」（岡臼ヨ武松）。

〔書〕「理論気象学」（岡田武松）。

〔書〕r気象の四季」（畠出久爾）。

㈲蹴空気象学（礁）」（ア T総績フ）・

〔書〕「再姓訓」（岡部栄信）。

〔書〕「農業薪機構研究」（河田強面）。

〔書〕「農業統制と協同化」（安田誠三）。

〔書〕「B本農業に於ける中毒農家麿の研究」（中央物価統制協力会議）。

㈲隈欄産血金の性格（極秘）」（寒熱難）・

〔書〕「繭方農業問題」（根岸勉治）。

〔書〕「北画農業経済論」（村上捨己）。

（書〕「熱帯農業の体験」（和田民治）。

〔書〕「農会会計提要」（小泉幸一）。

〔霧〕「農業経済の現象形態」（僻藤俊夫）。

〔謝灘轟麓萎細り冷馳（帝国耕地協会）・

〔書〕「水を中心として晃たる北支那の農業」（和田　保）◎

〔書〕「リチャb・ド。ジョーンズ地代論」（鈴木鴻一郎・守部〃～蔵共訳）。，

一237　一一



西暦

2塩91

〃
　
〃

f
f

f
i

f
i

”

”

”

f
i

〃

〃
〃
f
i

〃

年 代

（昭瀬17年）

　　tl

　　tt
〃

〃

〃

〃

〃

　
〃

〃

　
〃

t
l

〃
〃

”

〃
〃

項 自

〔書〕r縫地政策二関スル参考資料（その一）」（帝国農会）◎

〔書〕「土地制変研究」（田辺勝正）。

〔書〕「農業統制と協岡化」（安田誠三）。

〔書〕r践本農業の機械化（改訂増補版）」（吉岡金市）。

〔書〕　「農業と技術」　（警岡金市）◎

〔書〕「日本農業と労働力」（吉岡金一）。

〔書〕「東北地方農業労働力に関する調査」（積雪地方農村経済調査所）

こ書〕「春季農村労力調整施設計画及実績1（茨城累）。

〔書〕「鳥取県小作料改訂事業」（鳥取県）。

〔書〕「農村漁村修練場施設要覧」（農林省農政局）。

〔書〕「農村生活の伝統」（称田　債）。

〔書〕「東北農村記」（板谷英生．）。

〔書〕「農村の厚生問題」（大久保満彦）o

〔書〕「南方林業経済論」（福原一雄）。

〔書〕「水産β本」（桑田透一）。

〔書〕「渋沢水産史研究室報告（第二輯）」。

（書〕「生鮮食糧統制の研ee　」（安tWij、治郎）。
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年 代

昭和18奪

　　1　・　1

〃

〃

〃

溜

項 貫

　r朝βi新聞（朝刊）j，中野正肉，「戦時宰梱論」褐載（東条酋相批判で発

売禁止）。

　ジャワ新聞社（朝最早聞社経営）では夢1月lHから（説明は日本語とマラ

イ語）。

　〔巳〕　三農では，公式に小学校におげる写本語教育が詣令されるs

〔書〕旧本語」（第三巻第一号）。

　　（同上）「巻頭露　興亜と臼本語」（釘本久春）。

〆
㍉
〆
k
（
（
（

（
（
（
（
（

（
（

　）対丈文化圏建設の倫理」（志村陸城）。

　）「科学致策に於げる国語の闘題」（塩野直造）。

　）腰縄語総力戦体制の樹立」（西尾実）。

fi）「国語の糧来と反省　国語の縛来と反省」（長谷川如畏閑）。

　）「国語の将来と反省　近代語に就いての若干の反省」（志田

　　延義）。

〃）「国語の蒋来と反省　国語雑感」（氷窯普平）。

〃）「国語の蒋来と反省　女性語の将来と反省」（真下三郊）。

〃　）「漢字検索法」ぐ長沼直兄）。

の「・ランス識概訓（エミーノレ●i］ットレ’
c島譲治訳）・

〃　）　「特輯　　関東タ弱N本語教育研究会」　（書目震告福一，　坂：本弓ム教，

　　喜代原友治，久保一・一ft，打田正雄，前田熈胤，｛藤村一，沈

　　景憲）。

〃）「読物　初選士」（中村一良）。

”）「読物　言語散歩」（内藤灘）。

〔書）「コトバ」（第五巻第一弩，「国語の理想，国語生活の理想」）。

　　（同上）「国語学の対象」（坂口兵乱）。

〃

〃

〃
潔
　
擢

（
（
（
（
（

（
（
（
（ f

f

’）ザ佐度アクセントに就いて」（平山輝男）。

）「台湾に於ける言葉をめぐって」（斎藤義七郊）。

）「三年生の一学期の綴方をみて」（馬場正男）。

）「：コトバ情報（石黒修編）」。

）「同人の頁　喜田家治，石黒修，菊沢季生，松原秀治，秋田

　喜三郎，輿水実，乾輝雄，湯山清，原勝，魚返讐雄」◎

）「国語の理想」（三七捨治郎）。

）「文化的大言語としての濁語」（三尾砂）。

）「国語生活の理想」（小林智賀平）。

）ギ書語に於ける理想」（乾輝雄）。
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項 目

（同上）「蘭語の価値について」（輿水実）。

（　”　）「愛国百人一首の読方について」（三宅武郎）。

　エユーギニアのブナの日本軍玉砕。1月20日，ギルワから撤退（この方面

の戦死者，合計Z600人）。

　〔日〕共栄鎖語学院（在シ・・mン）開校。

　〔教〕「大学湯三等ノ在学年限又ハ修業年限ノ昭郡十八年度臨時短縮二闘ス

ル件」〔朝鮮総督府令第五号〕（「大学学部等ノ在学年限又ハ修業年限ノ昭和

十八年度臨時短縮za関スル件左ノ通定ム　第一条　暇湘十六年勅令第九百二十

四号第一項及朝鮮教育令二於テ依ルコトヲ定メタル専門学校令第八条第一・項ノ

規定二尊リ大学学部ノ在学年限蚊二大学予科，専門学校及実業専門学校ノ修業

年限ハ昭麻十八年・・於テハ其ノ年度二卒i業スベキ老門付夫々六月之ヲ短縮ス

第こ二条　京城高等工業学校附置理科教員養成所ノ修業妬限ハ昭和十八隼度二於

テハ其ノ年陵二卒業スベキ者二付六月之ヲ短縮ス　第三条左二掲グル学校ノ

修業年限ハ昭禰十八年度二於テハ其ノ年度二卒業スベキ者二付夫々三月之ヲ短

縮ス　一　国畏学校初等科修了程慶ヲ以テ入学単簡トスル修業年限五年以上ノ

実業学校及国畏学校高等科修了程度ヲ以テ入学資格トスル修業年限三韓以上ノ

実業学校　二　私立学校規則＝依り設立セラレタル学校ニシテ朝鮮教育令二於

テ依ル3トヲ定メタル専門学校令第五条ノ資格ヲ以テ入学資格トスル修業年限

三年以上ノモノ」）。

　ソ連，スターリンダラーFの独軍に降伏を勧皆（パウルス司令賓拒否）。

　戦争完遂二付テノ協力＝関スル日華共同宣：言」〔条約第一号，公布昭湘十八

年一月九日〕（璽光葵・注脚銘。注兆銘政権との問に，戦争完遂についての日

華共同宣言，憩界還付，治外法権撤廃等に闘する日華協定締結）。

　米英，中国と「治外法権撤廃条約」再現。

　内務省・情報局，ジャズなど米英楽曲約10◎種の演奏（レコード演奏を含

む）を禁止し，その一覧表を配布。

　大本営・政府連絡会議，「大東亜戦争完遂の為のビルマ独立施策に関する件」

及び「占領地帰属服案」を決定。

　ルー・ズベルト・チャチL一一ル，モロッコで第3次米戦戦争鮨導会議（カサブラ

ンカ会議）開く（～1月25ff対独空爆・シシリー島上陸作戦・枢軸国の無条

件降伏の原則を決定）。

　〔日〕　三木漕氏招待日本語教育振興会職員研究会。

　〔艮〕　賃本語教授法講習会（毎週土曜五回。主催鑓本女子大学英文学部・

桜楓会教育部）。
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項 欝

　文部省内に民族研究所設立〔勅令〕。

　仏政府と，日本仏領インドシナ聞決済の様式に関する公文を交換（円決済圏

の拡大）。

　　〔書〕「類本語アクセント辞典」（日本放送協会刊，NHK，標準アクセ

ントを選定し，本書を刊行）◎

　〔教〕「中等学校令」〔勅令〕公布（中学校。高等女学校・実業学校の修業

年限を1年短縮して4年制とし，教科書を国定化）。　’43奪4月1鷺施行Q

　〔教〕「大学予科・高等学確高等科の修業年限を短縮して2年とする・また

実業専門学校を専門学校に統一」〔勅令〕。

　〔日〕　浅野晃氏招待B本語教育振興会職員研究会。

　〔臼〕　国際学友会教育部，1月29鶏から国際学友会ヨ本語学校となる。

各種学校として正式に認可。

　東部戦線の独南方部隊（司令官パウルス），ソ連に降伏。2月2臼北方部隊も

降伏（スターリングラード攻防戦終わる）。

　〔日〕　申国人ヨ語数員講習会（南京6語研究会）。

　　〔書〕「里芋文法辞典（口語編）」（浅野信，八三書店）。

　　〔書〕「南方語雑誌」（螢雪禅門）創刊。

　　〔書〕「英法辞典」（増島六一一郎，有斐閣）。

　　〔書〕「航空辞典」（立駕利雄・徳田晃一・中野均一郊・申原稔生共編，

第一出版）。

　　〔書〕「隅隅事典」（中原稔生編，栗磁書店）。

　　〔書〕「馬来語大辞典　縮劉版」（南方調査蜜監修，武富正一著，旺文社）。

　　〔書〕「古　今　第14期」（興国陶充徳，周黎庵著，上海ゲ古今出版社）

半月刊。民国揖二奪一月）。

　　〔書〕「講　演　第566輯」（野臼保元編，東京・東京講演会。旬刊。

「支那事変は何時解決するか」　清水安三。昭和18卑1月）。

　〔U〕　比臨，文部省派遣の日本語教員260贈名となる（小出詞子ら3月

比島避任，女子は主としてマ＝うのほか，バギオ，ミンダナオ，男子はマニラ

及び州庁所在地に配置）。

　賦本軍，ガダルカナル島撤退開始。2月7H，1万100◎余興の撤退完了

（地上戦闘の戦死者・餓死者2万5◎00人）。

　仏領アルジェリアで，フェルファット・アバスの「アルジェリア人民の豊轡

発表。
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2・11

環 臼

〔臼〕　B本語教授研究所特劉研究会（主催日本語教授研　所）。

　　〔書〕「日本国語中辞典」（三省堂編輯所

ff　）o

新京三省堂。康徳十年こ二月一

〔霧〕縮本語」（第三巻第二号）。

　　（同上）「巻頭言　国語への自覚」（長沼直兄）。

　　（〃）f南方の宗教生活」（清水幾太郎）。

　　（ff）「国語愛護のために」（井上趨）。

　　（〃）「日本語の表現形式一つ」（佐々木達）。

　　（ff）「日本語数回の特性（三）」（大石初太郎）。

　　（〃　）「泰国入に日本語を教える」（柳沢健）。

　　（　〃　）「戦争と言葉と女」（松永健哉）。

　　（　ガ　）「座談会　戦時下の碁譜生活」（岩渕悦太郎，鉦本久春，崎

　　　　　出薦敬，高橋健二，内藤濯，松田武夫）。

　　（　”　）「藪材　火消の櫃」（1三井政雄）。

　　（　が　）「日本語教室　語法教授私見」（深沢泉）。

　　（〃）旧本語教窒日本語教膏研究の態度について」（敦賀馬）。

　　（f・　）　rtttz刈島物語（→！（ミ三鮎毒認くルビアス）・

　　（　m　）「読物　風化の顔」（：写照三郎）o

〔書〕「「コトバ」（第五春第こ二弩，　「語彙の闘題」）o

　　（岡上）「臨急生活」（金源省吾）。

　　（e）「述語としての体言」（三上章）。

　　（〃）「同寸の頁　佐藤孝，秋笛喜三郎，長谷趨松治，金猿省吾，

　　　　　三尾砂，志波：末吉，湯由清，名徽発　魚返善雄，石黒修，簾

　　　　　勝，乾輝雄，輿水実，平山輝男）。

　　（　m　）「コトバ情報（石黒修編）」。

　　（の己賜叢雨嗣甘薯（三＋一則」（広灘次）

　　（　〃）「語彙学の問題二編　語彙負鶴の問題　語彙分類の方法」

　　　　　　（輿水実）。

　　（　m）「初一教科書の語彙を調べて」（向由正雄）。

　　（　fi）「昭和十八年度本会事業計画及び分損」。

〔書〕「少庫日本語」（華北日本語教育研究所）発行。

〔B〕　昭購市で，日本語演説会を開催。
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項 B

大E本仏教会，寮都智恩院で聖旨奉戴護国法要を行う。

〔B〕　日本語教育講習会，（～2◎fi。主催北京華北鼠本語教膏研究所）

〔書〕「神道思想史」（山ff孝雄，神都院蔵版）。

　〔日〕　陸軍報遵籔員招待懇談会（南方共栄圏に於ける日本語普及の実情及

び今後に於て施すべき方策について懇談）。

　こB〕　南方派遣田本語教育要員養成所第二回第一次講習会終了，閉所式Q

　〔日〕　北京師範大学・外語專科学丹毒鑑招待午餐会（B本語教育振興会）。

〔謝騰詞の碗（松尾撒・嘆菱文学社）・

　日本軍，広州湾租借地進駐。

　〔日〕　爾方派遣臼本語教育要員養成所第二回第二次講習会入所式。

　〔B〕　北京大学学生鋸待午餐会（藍本語教育振興会）。

　陸軍省，決戦標語「繋ちてし止まむ」のポスター5万枚配布。

　〔N〕　日本語教授研究駈特溺研究会（主催曝本語教授研究所）。

　〔日〕　笙二團日本語教授者懇談会開催。

　〔H〕　講演会「大東亜共栄圏の語聾語」（主催β本語教膏振興会・後援文

部省・大東亜省・情報局・大政翼賛会京都支部・京都懸聞社。会場：京都新聞会

館。講　西尾実綿本語教育の諸問題」，沢潟久孝「日本語の普及と国語の反

省」，三木清「比農より帰りて」）。

　〔臼〕　it泰文化会館創設。

　〔N〕　ビルマ，軍政監部文教部，旧本語学校設：立並二経営要項」決定。

ビルマ教員錬成所開設。

　〔w〕ビルマ，ヘンサダH本語学校麗設（～20妬4月）。

　英米語の雑誌名禁止され，「サンデー毎日」は「週刊毎則，「エコノミス

5」は「経済毎則と改題（以後，「キング」はr富士」，「オール読物」は

「文芸読物」など続出）。

　　〔書〕「共栄圏の艮本語」（浅野髭，「旧地報告」18年2月号）。

　　〔書〕r標準B罵辞典」（南方語研究部編，台北・大木書房出版社）。

　　〔書〕「演　劇　第2巻2号」（吉村清編，東京・畝傍書房。月刑。昭和

18碑2月）。

　ニゴギ轟ア増援のための日本輸送船8隻，ダンピール海峡で全滅（～3月2

日。海没者3600人）。
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〃

t／

項 g

〔書〕f日本語」（第三巻第三号）。

　　（同上）r巻頭言　文化の戦ひ」（相良惟一）。

　　（　fi）「大東亜文化建設の課題」（鶴見祐輔）。

　　（〃）r比較欝語学といふもの」（高津春繁）。

　　（　fi）「日本語教授の特性（完）」（大石初太郎）o

　　（　〃　）f言語の場の構成について」（篠原利逸）。

　　（fi）「座談会　国語の反省」（長谷川如是閑，佐藤春夫，湯沢幸

　　　　　吉郎，西尾実）。

（
（
／
「
＼
（
（
（

〃）「詩の朗読運動についての弁」（内藤濯）。

〃）r日本語教授者の読むべき書物」（広瀬泰三）。

〃）r日本語教室　日本語教室雑感」（大出正篤）。

〃）「日本語教室　東亜護としての巳本語教材観（工藤哲四郊）

〃）「日本語王業　日本語教師雑考」（太田義一）。

の「渤バリ島號に）」（三晶繰コグ・ルビアス）．

〔書〕「コ5バ」（第五巻第三号，　「大東亜と標準語」）。

　　（同上）「大東璽共栄圏の国語対策を確立せよ」（保科孝一）。

〃
擢
〃
〃
〃
〃
〃
〃
が
評
〃
掛
濯
が
が

〆
㍉
（
（
（
〆
＼
（
（
（
〆
k
（
（
（
（
（
（

）「標準語問題提案問題以後」（熊沢龍）。

）f標準語研究を終りて」（鹿児島県墨譜研究生果圃正則）。

）f標準語研究の一年置（鹿児島漿署語研究生吉嶺勉）。

）f標準語研究を終りて」（鹿児島県言語研究生床次国治）。

）「国語教育と標準語」（秋瞬：喜三郎）。

）「標準語と共通語」（輿水実）。

）　fコトノく情報（石黒修編）」o

）「国語学書解題（一）」（編輯室）。

）r母語と日本語」（坂臼兵司）。

）「造語社会的心理」（筥本要吉）。

）「大東亜戦争と私の圏語教育的建設」（木村弘）。

）f話表現の在り方一つ」（武知正之）。

）「漢掌及び仮名遺教授の方法」（深沢時次郎）。

）fこれ迄の砺究これからの研究問題」（洪才善）。

）f同人の頁　魚返善雄，乾輝雄，石井庄司，石黒修，名取i発，

　湯山清，今泉忠義，秋繊喜三郎，松原秀治，原勝，佐藤孝，

金原省吾，平山輝男，小林智賀平」。

〔書〕「古代支那研究」（小島祐馬）。
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項 罠

　「兵役法」改正こ法律〕公布（朝鮮に徴兵劉を施行。8月1H施行）。

　戦争死亡傷害保険法〔法律〕公布◎

　〔教〕「改正師範教膏令」〔勅令〕（師範学校を官立とし，専門学校と同程

度に昇格。道府県一校に統合，教科書を国定化）。

〔書〕「独逸国民国家発生の研究」（マイネッケ著・矢田俊隆訳）。

B本出版会創立。

〔書〕r正しい発音」（大館雅雄，広文堂書店）。

　「戦時i刑事特別法」改蕉〔法律〕公論（罰則強化）。

　〔艮〕　ジャカルタで，国罠学校の貸本語競技大会を開催（全島から12歳

ないし15歳のもの150名が参力目，約20◎◎人が応援）。

　〔日〕　3月15巳現在，盤谷第一座本語学校生徒在籍259名（昭和17

年12月2◎臼，入学手続をとったもの，内訳1年生192名，2年56名，

3奪12名。3月15日現在，毎葭通学しているもの1＊　175名）。

　こff〕　第三回璃本語教授者懇談会委員会醐催。

　〔巳〕　爾方派遣田本語教育要貴養成所第二圏第三次講習会終了式。

　〔fi〕（仮称）「ベルラン」B本語学校（在廼損）開校。

　「戦時行政特鋼法」〔法律）・「戦時行政職特権例」〔勅令〕・「行政査察

規程」〔勅令〕・戦時経済協議会規程」〔勅令〕各公布（総理大臣の権限強化

1i月1fi　s同例改正〔勅令〕（首栢の虚血権を強化）。

　こ日〕　9本語教育振興会第二図理事会開催。

　〔B〕「市街暦学校組含若立庄学校組含im　＝児童教育事務ノ委託工関スル件」

〔台湾総督府律令第三号〕（「第一条　児童教膏事務ノ為工設クル帯街庄組合

又ハ街庄組合ハ之ヲ市街庄学校組舎又ハ街庄学校組合ト称ス　市街庄学校組合

又ハ街庄学校組合工関シテハ台湾教膏令二溺段ノ定アル場合工於テハ其ノ定ム

ル所工依ル　第二条　市街庄，市街庄学校組念又ハ街頭学校組念ハ台湾教膏令

ノ定ムル所ユ依ル他ノ市街臨帯街庄学校組合又ハ街庄学校組合ノ児童教育事

務ノ委託工場ズベシ前項ノ委託諜対スル報償其ノ他必要ナル事項工付関係市街

庄，市街庄学校組合壷口街庄学校組合ノ協議調ハザルトキハ州知事又伸側長之

ヲ定ム　附則　本腹ハ昭和十八年四月一日ヨリ之ヲ施行ス」）。

〔日〕「緬禽技術研究生内地派遺要領」（文教部）。

〔日〕　クアラルンプーールの沼本劇場において「コクミンガッコウ　シュン
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項 露

キ　ガクゲイカイ」（anッポンゴ，シナ，マライガッコウ）開催。

　〔艮〕　R本語教学振興会第一晒顧問会開催。

〔書〕「書葉の文化」（長谷州如是閑，申央公論社）。

　〔B〕「在関東州及満州帝国臣下教育令〔勅令第二百十三号，公布昭和十八

年撚翅二十七H〕（「ee一“’条　関東州二於ケル帝国庚民ノ教育及帝国が満州国

二於テ行フ帝国臣民ノ教膏ハ本令二依ル　第二条　普通教膏ハ国昆学校令，中

等学校令中中学校及高等女学校二関スル部分三二高等学校令＝依ル　第三条

実業教育ハ申等学校令中実業二関スル部分二依ル　第四条　専門教育ハ専門学

校令二，大学教育及其ノ予備教育ハ大学令二黒ル　第五条　師範教育ハ師範教

育令中師範学校二関スル部分二三ル　第六条　青年学校教育ハ膏年学校令二依

ル　第七条　前五条＝規定スル勅令中文部大臣ノ職務ハ満州国駐割特命全権大

使之ヲ行フ　国民学校令，申等学校令，師範教育令中師範学校二関スル部分及

青年学校令＝：依ル場合二於テ関東州又ハ満州国轟於ケル特殊ノ事情za依り特例

ヲ設クル必要アルモノ引付テハ大使鋼段ノ定ヲ為スコトヲ得　高等学校及大学

予科ノ教員ノ資格tw　：高等学校，専門学校及大学ノ設立二関シテハ大使ノ定ム

ル所周壁ル　第八条　本令二規程スルモノヲ除クノ外私立学校，特殊ノ教育ヲ

為ス学校其ノ他ノ教育施設二関シテハ大使ノ定ムル所二依ル　附則　第九条

飛騨ハ昭禰十八年四月一日　SUリ之ヲ施行ス　第十条　本令施行ノ際現二存スル

関東国罠学校，関東州公立国民学校及満州国ユ於ケ〃在外指定学校ニシテ国民

学校ト同等ノ課程ヲ有スルモノハ本令二依ル国民学校トス　本令斜行ノ際現二

野スル関東中学校，関東酬公立中学校及満州国二於ケル在外指建学校ニシテ中

学校ノ学科ヲ授クルモノハ本令二依ル中学校トス　本令施行ノ際現二：存スル関

東高等女学校，関東州公立高等女学校及満州国二三クル在外指定学校ニシテ高

等女学校ノ学科ヲ授クルモノハ大使ノ定ムノレ所＝依り本令二依ノ塙等女学校ト

ス　旅順高等学校畑町令二依ル高等学校トス　大連エ業学校及金野農業学校蚊

ユ本令施行ノ響町二存スル関東州公立実業学校（大使ノ定ムルモノヲ除ク以下

同ジ）及関東州及満州国二於ケル在外指定学校ニシテ実業学校ノ学科ヲ授クル

モノハ大使ノ定ムル所za依り本鞘ユ依ル実業学校トス　大連高等商業学校，南

満弼工業奪門学校及満州医科大学附属薬学專門部ハ本令za依ル専門学校トス

旅順工科大学及満州医科大学ハ本令二郎ル大学トス　本令施行ノ際現一存スル

関東師範学校及在満師範学校ハ大使ノ定ムル所二依リ本令工依ル師範学校トス

本令施行ノ際環帯存スル関東州及満州国二郷ケル青年学校ハ本令二依ル青年学

校トス（中略）　第十六条昭和十六年勅令第九百二十四号○大学学部等ノ在

学年限又ハ修年限ノ臨時短縮二関スル件中左ノ通改正ス　第轡条中「及台湾教

育令」ヲ「台湾教育令及在関東州及満州国帝国臣民教育令」二改ム　第二条中
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項 昌

「台湾総督」ノ下＝＝「，閣東彊及満州国二在リテハ満州国駐劉特命金権大使」

ヲ加フ

　「樺太庁窟翻」改正〔勅令〕公布（内地二編入）。4月1日施行。

　〔鼠〕（仮称）貿易統制会内fl本語学校（在西貢）開校

　〔鼠〕「関東犀諸学校独立」〔勅令第三百工号，製麺昭和一入年三月三一

日〕（f第一条　関東局ノ師範学校，専門学校及高等学校ハ左ノ如シ　旅順師

範学校　在満師範学校　大連高等商業学校　旅順医学専門学校　旅順高等学校

第二条　旅順医学専門学校二附属医院ヲ置ク　第三条　関東局ノ中等学校，盲

唖学校・高等公学校及実業公学校ハ左ノ如シ　旅篭中学校　大連第一中学校

大遮第二中学校　大連第三中学校　旅腰高等女学校　大連神明高等女学校　大

連芙蓉高等女学校　大連工業学校金州農業学校　大連盲畷学校　旅順高等学

校　金州女子高等公学校　大連商業公学校　第四条　旅順高等学校轟附属公学

堂ヲ置ク」）。

　ヨ本基督教騒神学校財団旧教派関係の諸神学校を統金し，爲本東部神学校，

H本西部神学校，日本女子神学校を開設。

大阪商大の上林貞次郎助教授・立野保男講師らと学生約100人検挙（～

12月）。

　〔R〕「十八年度陸軍地域原住畏渡日春，留学生統制指導要領」。

　〔日〕　ビルマ，ペグー臼本語学校開設（～20年4月。燈留楯部隊の開設

した臼玉語学校を引き継ぐ）。

　国悪党軍，　質寧辺区（解放欝）を包囲旧誼。

　　〔書：〕「ことばと生活」（石黒4疹，三三：友軍）o

　　〔書〕「仏和会話小辞典」（オレステ・ヴァカ由り，エンコ。エリザ・ヴ

ァカーリ共薯，英文法通論発行所。fDictionnaire　Pratgue　Frangais

Japonai＄　pous　Xa　conversationj　）o

　〔段〕　国際学友会，呂本語学校を附設麗校，本式に日本語を教え．はじめる。

　〔属〕　盤谷第一日本語学校，その経営ig　N泰文化研究所から，在盤谷巳本

文化会館設立に伴い，同会館に移譲，同会館の附属事業となる。

　臨時軍事費特別会計，現地金融機関から環地通貨による借入を開始Q

　〔N〕「在関東弼及満州国帝国臣幾教蓉令」実施。

　〔日〕　満州国，文教部設麗。

　〔教〕「朝鮮総督府指導番錬成所規程」〔朝鮮総督府令繁百五号〕（「朝鮮

総督府詣導者錬成所規程左ノ通定ム　朝鮮総督府指導者錬成所規程　第一条

一2th　7一



西暦

1943

年 代

k・　1

〃

項 g

朝鮮総督府鮨導者錬成所ハ朝鮮二於ケル指導的地位諜在ル嘗民二対シ国体ノ本

義二透徹シ挺身奉公以テ皇還ヲ扶翼シ奉ル指導麿タルノ資質ヲ錬成向上スルヲ

自的トス　附則　丁令ハ発布ノ臼ヨリ之ヲ施行ス　朝鮮総督府教学研修所規程

ハ之ヲ廃止ス」）。

〔書〕「貝本語」（第三巻第四号）。

　　（同上）「巻頭君　撹朝と発見」（釘本久春）。

　　（　〃）「国語学と言語学との闘係」（小林英夫）。

　　（〃）「女性の手紙の言葉」（真下三郎）。

（の「憂濤薯纏勧融（師大二）．

　　（　fi）「若い同志に希望する」（上甲幹一）。

　　（　〃　）「南方派遣臼本語数員の錘衡を終りて」（森田孝）。

　　（　〃　）「日本語教育をおもふ」（森田梧郎）。

　　（　〃）f支那人の巳本語研究」（菊沖徳平）。

　　（の「・ランス識翻（函藪蝕リットレ）・

　　（　〃　）f本会主催京都講演会」。

　　（　ff）「β本語教授三か月　泰国招致学生の学翌情況」（国際学友

　　　　　会）。

　　（　m）旧誼語教室　異民族に対する呂本語読み旛導」

　　（の「躰語麓懸詞綴かの鵬指導喉際」

　　（　〃　）「貝本語教授者の読むべき書物」（広瀬泰三）。

　　（　〃　）「南京属語研究会」。

　　（〃）「書物　言葉の調子といふこと一斗語散歩のニーj（内

　　　　　千歯）。

　　（　〃　）「南方で聞いた霞本語」（桜田常久）◎

〔書〕　「コトノく」　（第五春第四号p　「特輯　 日本語普及」　）。

　　（同上）「満州国に於ける臼本語普及の状況」（満州国民生部教学官

　　　　　．福井優）。

　　（fi）「国民錬成への日本語教育」（ハルビン師道学校中村忠一）

　　（　〃　）「満鉄の日本語教膏」（満鉄南満申学堂堀敏夫）o

　　（〃）「朝鮮に於ける国語普及」（京城法学専門学校岡本嬉次）。

　　（　m）「併合以前の類語読本をめぐりて」（朝鮮総督府監修窟補大

　　　　　槻芳広）。

　　（ff）f朝鮮に於ける国語嘉禎の問題」（朝鮮総督府監修幽趣鈴木

　　　　　隆盛）。

　　（　”　）「文化理解のためのB本語教授」（興亜高級中学校務長国府
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　　　種武）。

（即断豪・糟教育の政治雌樹（載躰国教醐究
　　　所秦純乗）。

（　〃　）隙本語読本編纂の思ひ出」（大連秋月公学堂野冊野瀬）。

（　　）「E本語教師の入興」（旅纈高等公学校主事大石初太郎）。

（　〃）「日本語教育の教材に関する一考察」（旅順高等公学校附属

　　　校前田煕胤）。

（　”　）「興国陶冶としての日本語教膏」（大連洒飼子公学堂賢島福

　　　一）。

（　　）「日本語綜含力の養成」（東亜学校有袈憲三）。

（　　）「教授の実際と工夫創意」（国本語研究所長：大鵡正篤）o

（　〃）「H本語教授と日本語教師」（ヨ語文化協会松宮弥平）。

（　　）「ヨ本語普及に於けるH本的自覚」（東南アジア学院輿水実）。

（　〃　）「コトバ情報（石黒平編）」。

（　ff）「同人の頁　金細一春彦，長谷jll松治，百田宗治，金原省欝，

　　　石黒修，乾輝雄，秋薦喜三郎，熊沢龍，佐藤孝，魚返善雄，

　　　名取尭，馨原秀治，湯山清・画讃）。

　〔罵〕　南方派遣霞本語教育要員養成所第二回第四次講翌会終了式。

　〔日〕　支那派遣日本語教員繁三野錬成開始（～20臼。11日問。主催日

本語教育振興会，旛導大東亜省，場所仙川興亜錬成所仙絹道場）。

　〔日〕　ビルV　灘南鼠本語学校，本Bより四爲聞，第三圓入学志願者受付，

総誹900名，うち570名を入学許可。

　西村劔作（文化学院校主）検挙08・31文化学院，強制閉鎖となる。

　スモンレスク付近のカチンの森で4◎00人以上のポh・ランド将校の選体発

見される（「カチン事件」）。

　〔巳〕　ビルマ　軍敵：監部文教部，日本語教科書編纂委員会設：立。

　〔B〕　興爾錬成院入院式（第一部t陸軍司政宮1◎名，民間統鰯団体・会

社幹部11名，計壌7名，第二部，專門・大学卒業生60名）。

　日本基督教団，聖旨奉戴基督教大会を全国17か所で開催。

　〔B〕　第三十八回鶏本語教育振興会国事会。

　連合艦隊司令長宮由本五十六，ソnモン群島上空で戦死（後任に叢賀峯一任

命）。6月5ヨ国葬。

　ワルシャワ・グヅトーでユダヤ人の反：ファッショ武装蜂起おこる（～5月

19H，　SS警察隊に弾圧される。　）

　東条内閣改造（外梱に重光葵，内掘に安藤紀三郎就任など）。
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〔書〕「標準釣戸の研究」（秋田喜三郎，明治図書株式会社）。

〔書〕「a本語教授の領域」（中村忠一，熱黒書店）Q

　〔艮〕　ビルマ　蘭貢工手語学校構内に「東風寮」設置（燈本留学生の合宿

調練所。予備訓練を行う。文教部所管）。

　ソ連，ロン〉“ンのポt・ランド亡命政罐と断交（同政権，カチン事件の究明を

要：求）。

　閣議，昭和18年度物資動員計画を決定。

　運動用語s日本語化される（野球用語，　「ス5ライタ」は「よし一本」，

「アウト」は「ひけ」等に変更，乗合盲動車，「オーライjは「発車」，「バ

ック」は「背背」等）。

　細〕「鵜行政府教育更生都，婦から・」・学校60◎を再離昇陣中のも

の662と併せて1262に達する。

　〔日〕　北部仏印日本語普及会（本部ハノイ）創立（従来の日本語講翌会

（河内H本人会主催）を改組し，北部仏印B本語普及会と改め，北部仏印にお

ける扇本語教育の一元的機関となる。又，支部を海防・順化にそれぞれ設置，

各地における日本語教育を担当することになった）。

　〔臼〕　北部仏印におけるおもな臼本語学校，（1）＃il部仏印臼本語普及会，普

及会では，日本語教育の課程を便宜上四期（慰事三か月）に分けて教授，第一

期「ローマ」字を用い置しい発音を教授，「カタカナ」を用いて「ハナシコト

バ」の教授を主眼とし，更に蜜本語の文型を知らしめる。教材として国際学友

加齢「H本語教科書」基礎編を使用。第二期fひらがな」を用い，教材として

前記殖本語教科書」巻一の中から適宜選択。第三期及び第闘期それぞれ前記

「藤本語教科書」巻二，巻三の中から教材を選択して教授。教育施設，（1液闘

教授，場所　海内－市「ピエル，パスキエb・」小学校，教授時間，一週3時間，

生徒総数710名（閥月現在），教師数龍王，学級数12学級，一期生12◎

名，二期生40◎名，三期生三30名，四期生60名。｛2）昼間教授，場所　河

内市rチャン，チョン，ユエ」小学校，教授時間1週3時問，生徒総数186

名（本無4月現在），これは全部一期生，教師数喚名，③華僑に対する教育，

か広東入を主とするもの，中華中学を無償にて借り受け，毎日夜聞7時半から

8時半まで授業，生徒数114名，一期生35名，：二期生34名，三期生30

名，四期生15名。2）橿建人を主とするもの，福建学校を無償にて借り受け1

週3時聞（月水金）夜間授業，生徒数1◎名。学校蟻塚における正科，既設の

華僑学校では正科として適温語を教授，福建小学校，五，六年生に対し毎fl　1

時間。中華中学，上級生約40入に対し1週2時間，教材，華僑に対する碍本

語教授の教材としては，大嶺正篤著ド効果的速成式標準鼠本語読本」のうちか
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ら適轟なものを選択して使矯04）河内大学に於ける類本語講座，河内大学内

に装本語講座を設げ，臼本人をその教師として開僧も聴講者は約6◎名くらい。

なお，仏国当局は，プレトネル氏を講師として，1主として安深入官吏のための

講座を設け，第1学年，第2学年各2，30名の聴講生を収容教育している。

海防：（1｝安繭入に対する教育，墨月，北部仏邸読本語普及平海防支部が置かれ

ることになった。．従来は，海防鶏本入会が主催してβ本語講翌会を設け，生徒

約2◎0名くらいを，A，　B，　C級に分け教育していた。これを講際会から正

式の鼠本語学校とすべく仏邸当局と折衝中。（2嘩僑に対する教膏，H本語講習

会；中華総商会が開設，初等科と中等科に分かれ，期間は各3か鳳生徒数

70名，教師3名（饅本ノベ王覇，　中国人2名）。華僑中学校，4月から従来の

英語を廃正し，これを臼本語にした。授業は1週10時間，教科書は維新政府

編纂の日本語教科書を使用。　順化：北部仏印日本語普及会順化支部設置に伴

い，帝国領事館指導の下に薪たに華僑学校を借り受け，臼本語学校開設の運び

となった。

　〔艮〕　三部仏印艮本語普及会（本部サイゴン）発会式。

　〔H〕　昭湘18年4月現在，南部仏印のおもなB本語学校。　西黄：｛1｝

「シャスル・m一バ」巳本語講習会，教師1名，（日本人），生徒上級30名，

下級70名，教科書，日本語教育振興会刊行「fi本語読本」巻一・，同量二，

そ、の他，　、授業時間，1週3時閲，ただし警察宮クラスは1週2時間，なお，

本講習会は仏印総督教育局の開設したもので，生徒は，仏・安南人官吏を虫と

している。（2）西貢臼本語学校，教師6名（日本入），生徒，高等科55名，中

等科，51名，初等科121名（二級に分ける），教科書，教師作製のプリン

ト，授業時間1週3時間，なお，本校生徒は小学校卒業程度の側溝人商店員・

職工等で，平均年齢22歳。（3）「ペルラン」日本語学校（仮称），教師1名

（鶏本人），生徒20名，教科書，教科書としては無いが，「グァカリ・一一　」著，

旧本語会話」を教師参考書としている。なお，本校生徒は，大南公司の妥繭

人男子使用人で，平均風鐸22歳Q（4）貿易統制会内B本語学校（仮称），教師

2名（日本：入），生徒20名，教科書，適宜作製，授業時間1週2時聞，なお，

本校生徒は邦入商社使悟入で平均年齢25歳である。近く校舎移転を機として

生徒数を2◎0名程度に拡大する予定◎（5庸洋学院附属艮本語学校，教師荏名

（B本葺），生徒180名（6学級），教科書，南洋協会編纂蹟本語教科書，

授業時間1週3勝闘。　ショzaン：（1瑛士当馬学校，教師4名（内日本入1名，

中国人3名），生徒，初等班36名，高等蕩23名，教科書，日本語教奮振興

会刊行「ハナシコトバ」（上。中。下），同日本語読本（巻一）及び同校教師

編纂の「臼語講義」「日語初等篇」。授業時間1週10時間，なお，本校の生

徒は主としてi華僑の中商人の子弟及び本邦商社使周入で，その平均年齢22歳。
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②南析日夕学校，教師1名（中鼠人），ただし，本校は3月末より休校。（3洪

栄日語学院，教師3名（6本人），生徒323名（6学級），一期生（昼悶）

133名，同（夜間）135名，二期生（昼問）34名，同（夜間）21名，

なお，同校の生徒はほとんど華僑。生徒の職業，商業62％，学生20％，農

業6％，その他及び無職12％，生徒のうち，女子は31名，全生徒の平均年

Wt　25歳，教科書は，台湾発行の「簡易国語読本」巻一，巻二，同「日本語教

科書」巻一，巻二，巻三，巻四，参考書として日本語教膏振興会刊行の「ハナ

シコ5バ」，学習旛導書上・中・下，同「日本文化読本」その他を使用，授業

時間，各級1週12時閣。

　〔H〕財団法人日泰文化協会が設立され，その在盤谷日本文化会館H本語教

務主任に鈴木忍就任，かたわら盤谷H本語学校教授を兼務。

〔書〕「台湾教育」（第四八九号，「義務教育特輯号」）。

　　〔書〕「夢和医薬新辞典」（大矢全節碧，大阪・玄鹿堂書店。

rDizinarSo　PerXe　Scienze　MedSehe　delle　Mngua　IVarian

Giapponesej　）o

　　〔書〕「最新臼マ辞典」（竹芽十郎編，太陽堂）。

　　〔書〕「技術者必携工業用譜解説集j（稲田栄一著，田中誠光堂）。

　　〔書〕「新生命　第1巻1期」（上海・覇生命月刊社。月刊。民国四二奪

四月）。

〔ff〕　官立香港東亜学院開院。

〔9〕　南洋学院附属9本語学校（在藪貢）開校。

〔書〕fH本語」（第三巻第五号）。

　　（同上）「巻頭－言　大東亜建設と日本語」（東光武三）。

（
（
（
（
（
（
（
（
（
（

”　）「比島の言語閥題とB本語」（三木清）。

〃　）「教育と文化」（小筆洋夫）Q

〃）「国語かE本語か」（小林英夫）。

〃　）「特輯　マライの日本語」（中等健蔵，：神保光太郎対談）。

〃）旧本語教授の諸問題」（国府種武）。

〃）「爾阿の和落語と二国語併用制」（村松薫）。

〃　）「東京女子大学特設予科参観記」（編集部）。

〃）「日本語教生　話：方指導の実際」（前田滋養）o

の「躰離三鷹台勘臨川縫見駄郎）．
〃）「ヨ本語教授者の読むべき書物」（広瀬泰三）。
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（同上）「読物　精神病審の雷語一特に精神分裂病の新作言語に就

　　　いて」（窟城音弥）。

（〃　）「読物　日本の美」（金原省吾）。

〔書〕「コトバJ（第五巻第五号，「霊語学説の紹介と批判」）。

　　（同上）「観念論と感覚論と」（石黒魯平）。

　　（〃　）「欝語学発達史」（乾輝雄）。

　　（〃　）「現代の主語哲学（イプセン）」（長谷川松治（訳））Q

　　（”　）「マルティにおける意味と表現手段」（小林智賀平）。

　　（〃）「リースの文概念と批判」（熊沢龍）。

　　（〃　）「国語学と言語学」（坂目兵司）。

　〔国〕　日本諸学振興委員会主催国語国文学会（～5H。文部省第一会議蜜）

開催。

　〔日〕　第三園実際家懇談会（北京新民学院教授山口Pt一一一’郎出席）。

　米潜水艦，北海道幌別を砲撃。

　〔H〕　日本語教育振興会，陸軍省・大東亜省撰待懇談会開催。

　米軍，アッツ島に上陸，5・29難本守備隊250◎玉砕。

　独軍，北アフリカ戦線で降伏◎5。13伊軍降伏（アフリカの戦鷲終結）。

　ワシントンで，ル…ズベルト・チャー・チル会談「トライゲント会議」（南イ

タリア上陸を決定。フランス上陸を　，4壌奪まで延期）。

　イタリア友の会，「ファシズモ学会」を結成。

　E本洋語学会第六測大会

　〔貝〕　興亜女子指導者講翼会（ヨ本藻督教婦人矯風会）。

　独伊軍，モンテネグロのパルチザン部隊（チトー指導）攻撃開始。

　コミンテルン執行委員会幹部会，コミンテルン解散を決議。6月10日正式

解散。

　〔日〕　コトバ講演会（主催露語文化学会）。

　日本美術報国会創立（大政翼賛会文化部。椿報局。文部省の指導による。会

長横山大観）。日本潔癖及び工芸統制協会創立（絵具など資材の配給を独占）。

　〔日〕「南洋庁諸学校官制」〔勅令第四嚢三十二号。公擶昭和十八年五月二

〇日〕（f99一一h条　南洋庁中等学校ハ左ノ如シ　パラオ中学校　パラオ高等女

学校　サイパン高等女学校　サイパン実i業学校　丁字庁ノ国罠学校及公学校ノ

名称ハ南洋庁長官之ヲ定ム」）。

　〔臼〕　日本語教育振興会，永田秀次郎焔硝待懇談会囎催（理事長：，常任理

事出席，軍政治下に於けるヨ本語普及並に一般文化工作の実情について懇談）。

　〔日〕　大東亜留学生招待懇親会（興亜教育國体協力会興亜文化事業國体協
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項 B

力会共同主催）。

　興亜同盟を廃止し，翼賛会の外局として興亜総本部創設（興亜運動一元化］｝）

　中央公論社社員木村寧ら塩人，窟出爆泊町で細川嘉六と共産党再建謀議（

42年7月）容疑で逮捕。事実無根。

　フランス，国民抵抗会議設立。

〔書〕「国語の尊厳」（B本国語会編，国民評論社）。

御前会議，5月29日連絡会議決定の「大東亜政略旛導大綱」を正式採択

（マレー・蘭領インドの日本領土編入，ビルマ・フィリピンの独立を決定）。

酒田幾太郎，国策研究会の求めに応ごて「世界新秩序の原理」を執筆。

〔書〕「台湾教育」（第四九〇号）

　　（同上）「二号表に依る国民学校に於げる国民科国語への道（di）J

　　　　　（松沢源治郎）。

　　（　〃　）「国語をめぐる子供の盤界（手記一）」（和田重劉）。

　　〔書〕「改姓名読本」（武田寿夫編著，7月再版発行）。

　　〔書〕「住宅用語集」（建築学会住宅委員会編・刊）。

　　〔書〕「北　支第51号」（加藤新吉編，東京・第一書房。月刊。昭和

18年5月）。

　「東京都制j〔法律〕公布。7月1日施行。

　閣議，戦力増強企業整備要綱決定（工業部門を3種に区分し，特に繊維工業

など工場・機械・労働力が軍需工場に転用可能な第一種工業部門の企業整備を

推進）。

〔書〕「日本語」（第三巻第六号）。

　　（同上）「巻頭轡　一貫の道遷（西翠町）o

　　（〃）「B本語普及の将来」（安藤正次）。

　　（〃）「特輯　現代語の反省と醇化　H本語の長長一一デスの整理

　　　　　（　！j、泉≡三三…≡三　）　G

　　（fi）「將輯　現代語の反省と醇化　標準語の育成」（白石大二）。

　　（〃）「特輯　現代語の反省と醇化　現代語の反省と醇化のために

　　　　　　（葉書回答）」（諸家）。

　　（〃）f言の葉の道」（房内幸成）o

　　（〃）f兼好法師とことば」（永山勇）。
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項 羅

綱上）「フランス識概翻（エミーノレ。リットレc畠譲次訳）．
（〃）FN本語教授者の読むべき書物（四）」（広瀬泰三）。

（〃）「日本語教蜜　霞本語教塞雑感（其の二）一正しい日本語

　　　　繍本語の難しさ」（大出薫篤）。

（〃）「読物　国語の道（短歌）」（片桐顕智）。

（　〃）「読物　日本の女性」（高瀬笑子）。

〔書〕rコトバ」（第五巻第六号「国語教育の工夫創意」）◎

　　（岡上）「国語教育のエ夫創意」（松子捨次郎）。

（　が　）「国語櫓導の徹底化について」（飛田多喜雄）。

（　〃　）「国語指導と修練の問題」（山下正雄）。

（　m　）「読みの全一性と語句の取扱ひ方」（加藤満照）。

（　〃）「国語話し方教育に於ける二つの方向」（営川利三郎）。

〈　〃）「国語表現と読解の道」（石井正夫）。

C〃　）「国語の歴史性とその指導」（向山正雄）。

（〃）f文字把握の環境について」（米久保耕策）。

（　〃　）「国民学校の教室から」（上町坂妊実）。

（ff）「国語教膏に於ける自修創造の：方向」（白井勇）。

（〃　）「コトバ情報（石黒食下）」。

〔書曜国譲説」（東条操，星野書店）・

　〔爲〕　第一回渡日留学生15名，ビルマを出発Q

　大ヨ本労務報国会創立。

　〔鎖〕　第三回日本語教育講座（前半）（～6月28沼。主催日本語教育振

興会，会場神田区神保町東亜学校。16騒。毎週月・火・木・金）。

　アルジェでフランス国民解放委員会設立（11月9日Fゴール，委員長に就

任）。

閣議食糧増産応急対策要綱を決定（休閑地の動員による雑穀増産など）。

　〔日〕　日本語教育振興会繁煕十五圓常任理事会（麹町蜜亭）。

　アルゼンチンで統一縛校騒（ペロン粥揮）のクー・デタおこる。6月8鶏ラミ

レス政権成立。

〔書〕「日本語の姿」（土居光知，改造社）。

　大日本言論報国会，全国各地でのf思想戦大学」を企画し，第一回講座を開

講。
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項 屋

　〔巳〕　日本語下押振興会，前会長（前文部大臣橋田邦彦）招待晩餐会（築

地・八百善）。

　〔臼〕　ビルマ蘭貢日本語学校第一園卒業式。卒業生54名。

　警視庁，国民徴用令関係違反者（二重稼ぎ，無断欠勤など）776人を検挙。

　米英，ドイツに昼夜の「混合爆撃」を彌始。

　日本方雷学会第三團大会。

　〔H〕　南方派遣日本語教育要員養成所第三園養成開始（孟催文部省，会場

青山南窓院。期間6・15～7・19日。講師：岩渕悦太郎，神保格，大岡保

三，西昆実，長沼直兄，釘本久春，志村陸城，渡辺保，吉田三郎，松毘長造，．

関野房夫，郡司喜一，相良惟一，上山顕，岡正雄，深田益男）。

　　〔書〕「現代語法の諸絹〔国語教育学会叢書第二輯〕」（国語教育学会，

代表者藤村作，岩波書店）。

　　〔書〕「国字問題の現実」（稲垣伊之助，弘文堂書房）。

　　〔書〕ギ言語社会学叙説」（田辺寿利，日光書房）。

連絡会議，嶺面の対ソ施策を決定（北樺太石油・石炭利権の有償移譲）。

創価教育学会弾圧，牧口常三郎・戸田聖城ら幹部検挙される◎

　　〔書〕「ワカチガキノ　ケンギュウ」（マツサカ　タダノリ，シmガネ

社）。

　　〔書〕「日本の国語」（石黒修，増進堂）。

　〔日〕　鼠本語教育振興会，ビルマ訪日祝察躍i招待i懇談会開催。

　閣議，「学徒戦時動員体制確立要綱」を決定（本土防衛のため，軍事訓練と

勤労動員を強化）。

〔書〕「言語と文化」（乾輝雄，国語文化厭究所）。

〔書〕f時と永遠」（波多野精一）。

　米議会，「スミス・コナリ一反ス5ライキ法案」を可決。

　〔臼〕　南方特男瑠学生（マライ班8名，スマトラ班7名，ジャワ蓬20名，

ビルマ遡i15名（6・30着京），計50名）着京。

　〔日〕　万方特罰留学生，全員着京（南方縛別留学生「要領一，人員概数

百十断乳　内訳　ビルマ十五名，フィリッピンニ十名gジャバニ十名，スマト

ラ・マライ十五名，セレベス。ボルネオニ十名，其他二十名　二s学歴及年齢

概ネ中等学校卒業以上ノ男子ニシテ年齢二十歳迄ヲ標準トス　三，渡鑓後ノ指
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項 慕

導　大東亜省ハ陸軍省，海軍省，恥部省筆情報局其ノ他閣係官庁ト緊密ナル協

力ノ下二之が指導二当ル　ロ，專攻科騒ニケ平群翌三ケ奪　日本語，工学，農

学，理学，医学，薬学其他」）。

　〔日〕　南洋協会，南洋学院附属臼本語学校を開設（仏印西貢。昭和18年

度内に就学した生徒数720名，中級25G名，総計970名に達する）。

　　〔書〕r近世漢学者伝記薯作大事典j（関儀一郎・関義直編，井圏書店）。

　　〔書〕「東亜辞典」（岡本泰雄編，昭南本願三編本語塾。　「Woa　Mten

（　Nippon－Go　Dictlonaryj　）．

　　〔書〕「万葉集大辞典・第一巻j（正宗敦夫・森本治吉共編，日本古典全

集刊行会）。

　　〔書〕「蘭瀦大辞典」（拓殖大学南親会編，ヨセフ・M・エーレンボス，

熊倉美康校閲，創造社。「Nederlandsch　Tapansch　Woordenboek」）。

昭南軍政監部内管区では，英語通信の差出を禁止することになる。

〔日〕　比島の小学校2◎0校，日本語教師を配属して翻校。

〔書〕「H本語」（第三巻第七号）。

　　（同上）「巻頭雷　人柄」（関根勢夫）。

　　（　〃　）「思想戦と臼本語教育」（釘本久春）。

　　（　”）「蒙羅特輯　蒙醗に於ける霞本語教育の諸問題j（薗我孝之

　　（　〃　）「蒙磯特輯　満蒙の国語」（保井克己）o

　　（　〃）「侮蔑語の問題」（佐々木達）。

　　（〃）「興野法師とことば（完）」（永山勇）。

　　（〃）「類本語教授者の読むべき書物（五）」（広瀬泰三）。

　　（　〃）「国際学友会B本語学校参観記」（編輯部）。

　　（　〃　）r大東亜指導者としてのB本人　野村大佐を囲む鰹談会」

　　　　　（野村恭雄，鎗田亀次，東光武三，戸田吉郎，大岡保三，司会

　　　　　釘本久春）。

　　（　〃　）「日本語教室　話方指導について（こ＝：）」（前田照胤）。

　　（”）「綴本語教室　i華北に於ける巳本語の晶位」（太田義一）。

　　（　〃　）「読物　黄土生活」（小池秋羊）。

　　（　〃　）　「読物　 葺乾町と山葦：」　（半田雄i三三）o

〔書〕「コ5バ」（第五巻第七号，「情語哲学・教室研究・児童語」）。

　　（同上）「書上盤礎論としての三号学」（輿水実）。

　　（fi）「瑳代の言語哲学（イプセン）」（長谷川松治）。

　　（　ff）「国語研究案内」（学会委員）。
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（嗣上）「＝トバ書評」。

（　〃）「ゐます」と「あります」」（松宮一也）。

（　〃　）「圏語を身につけさせるために」（向由忠夫）。

（　〃　）「七月研究会案内」。

（〃　）コトバ情報（石黒修担当）」。

（fi）「一一一一幼児の言葉」（波多野勤子）o

　　〔書〕「N本語選書　中国人に対する日本語教授」（鈴木正蔵，膏英書院

版，日本語教育振興会）。

　　、〔書〕「国語学史」（山田孝雄i，宝文園）◎

　〔B〕　ビルマ協会発会式（同母の部もな事業，」　ビルマ留学生の指導育

成，ニ　ビルマ語講翌会，三　ビルマ事情講習会，四　視察圃の斡旋・接待，

五　臼緬文化の交流六　β緬手工業展覧会，七　雑誌その他の資料の刊行）

　輝国ゴ東部戦線クルスクで「チタデレ（要塞）作戦」開始。7．12ソ連軍，

三七開始6

「みたみわれ」発表国民音楽会（大政翼賛会，日比谷）。御文，音楽移動報圏

挺進隊を結成して，この歌を中心に国民歌唱運動を展開。

　蒋介石，辺区の包囲攻撃開始（盤退され，第三次反共攻勢失敗）。

　〔臼〕　H本語普及問題委員会第一部会（H本語教育振興会）第一園委員会

開催（日本語普及問題の全般にわたって調査審議。委員：企爾院　上出書記官

情報局　井沢情報官，陸軍省　松尾少佐，海軍省　小関中佐，文部省　久保田

書記窟，大岡圏語調警官，釘本図書監修官，西尾嘱託，大東亜省。　ll　S　LLI事務

筥，腰原事務官，絹良事務省，関野調蚕官）。

　連合軍（総司令官アイゼンハワー），シシリー島に上陸（ハスip　一作戦）。7

月19H才英軍，第1鳳、ローマ空爆（住民1800三余死傷）。

（書〕「H本語教授法原論3（山口喜一郎，新紀元社，発行者松川建文）

　モスクワで「自由ドイツ国民委員会」創立会議（ピーク・ウルブリヒト主唱

ひらく（～7月13日）。

〔轡〕「国語の基準」（新村出，徹文館）o

〔書〕「ヨーロッパの諸言語（メイエ）」（大野俊一訳，三省堂）。

　〔貝〕　ビルマs第一次日語要員16名（軍政要員3名を含む）着任，（第

一次内地派遣要員着任と共に照寛撫遊の要務が終わり，蘭貢第一貝本語学校と
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して発足した。墨初には，軍派遣教員が在任した。着任当時のビルマの日本語

学校，ラング・・ン，オッタマ，ペグb・，モb・一・］Uメン，タトン，パセイン，ミャ

ンミャ，メイミeウ，サガイン，マンダレ’一，タウンジ・一・）。

　〔鐙〕　南方特男榴学生（比律賓班27名）着京。

　こ貫〕　17日から2◎日までの喚日間，日本語教授研究所（日語文化協会

で，ジャワ・マライへ鶏本語教師として派遣される人々に臼本語教授を指導。

〔書〕「美しい日本語」（石黒修，光風館）。

〔日〕　第三図南方派遣日本語教団要員養成所終了式挙行。

｛書〕f醤語学序説」（薪村趨，星野書店）。

　「国状徴絹令」改正〔勅令〕公布（徴用の国家性を強調）。8月1◎日厚生

省，　「応徴士服務紀律」を公布。

　〔a〕　7月21日現在警視庁調，大東亜共栄圏各地からの留臼学生，満州’

国795名（内女子113名），中国331名，菱甕i古91名，タイ国156名

（内女子2S名），仏即20名（婦女子1名），ビルマ17名，フィリピン

30名，マライ20名（内女子2名），順手印3名（内女子1名）。

　米英軍，ハンブルグを還爆撃（f）7月30臼。死者3万人余）。

　イsSi　ijアのファシスト大評議会，エマヌエレ3撹にムソリーニの統帥権象癒を要講。

7．25ムソリーニ首椙失脚（直ちに逮捕。国王，パドリオ元帥を後任に任命）。

〔書〕「外国語教授法」（語学教育研究所編，開拓社）。

〔環〕　B本語教育振興会，マライスマトラ壁紙視察騒招待懇談会開催。

キスカ島の日本軍撤退。

〔書〕「寧楽遺文　上」（竹内理三編，下巻，　’44年1◎月15N）。

　〔日〕ボルネオ，パリックパパンB本語学校開狡。

　〔日〕　ビルマ，蘭貢第一鎖：本語学校麗設（～2G年4月）。

　〔日〕　ビルマ，ミヤンミや潤本語学校開設（～2◎年4月）o

　〔日〕　鈴木忍，タイ国文部省令による私立学校長の資格を取得，盤浴日本

語学校長に就任。

〔書〕「ジャワに於ける日本語」（浅野晃，「国民評論」7月暑）。
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項 g

〔書〕「華北日本語」（七月号）。

　　（同上）「日本語教師の在り方」（若由超関）。

　　（　〃　）「形式・内容の矛盾とその超克」（若山超関）。

　　（〃）「華北に於け’る巳本語普及状況・我が校の日本語教育」（柳

　　　　　橋静正）。

　　（　〃　）「本田利明のかな文字論」（国府種武）o

　　〔書〕「洪牙利語小辞典（洪呂一日洪）」（今岡十一郎，大学書林。

fMagyar」apan”es　」apdn　Magyar　Zsebszoiir　j　）．

　　〔書〕「標準馬来語大辞典」（統治学盟編，博文館。「Kamoes　Bahas

Melaioe　（lndonesia）・一一　Nippon　Jang　Lengkap　j　）o

　　〔書〕「国際文イヒ　第26～30号」（中村捻六号，東京・国際文化振興

会。隔月刊。昭和18年7月～19年3月）。

　　〔書〕「博文雑誌繁1巻1期～第2巻6期」（藝文i雑誌編輯都下，北京

　文社。月刊。民国掛二年七月目揖三年六月）。

　日本占領下のビルマで，バ・…　モ政府独立宣言，和英に竃戦布告。日本・ビ

ルマ同盟条約調節。

　〔日〕　ビルマ，軍政監部解消，顕本大使館設置（a本語学校は，ビルマ政

府所管となり，文教業務は監督部（文教班）にてとる）。

　〔日〕　ビルマ，モールメン日本語学校開設，開校式（～20年8月25β

モールメン転進後も，ヨ本語教育別船軍として終戦まで開校，モールメン転進

後，文教斑本部をおく）。

　〔N〕　ビルマ，マンダレ’㎞日本語学校開設（～2◎年2月0　18奪2月，

軍日本語学校として開始）。

〔書〕「日本語」（第三巻第八号，　「特輯　語感について」）Q

　　（同上）「巻頭言　H本人的感鋤」（藤井霊雄）。

　　（〃）「語感の持続と変遷」（長谷州如是閑）。

　　（　〃　）「語感について」（吉州幸次郎）。

　　（　〃）「語感に於ける主観性と客観性」（小林英夫）。

　　（　〃　）「語感の心理的考察」（宮城音弥）。

　　（　〃　）「語感と語調」（内藤濯）。

　　（　〃　）「語感と音楽j（高木卓）。

　　（　〃　）「国語教育に於ける語感」（垣内松三）。

　　（　〃　）「外国語教育に於ける語感」（佐々木達）。

　　（　〃　）　「日本語教育に於ける語感」　（長沼直兄）o
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（同上）「現代の語感」（佐藤春夫）。

（〃　）「萬葉の語感」（北住敏夫）。

（　〃　）「古典と語感」（久松潜一）。

（〃）「古典の語感再現について」（島津久暴）o

（〃　）「泰国及仏印に於ける日本語教育の現況（一）」（関野房夫）。

（〃）「日本語の成長（二）」（小泉蓼三）。

（〃）「日本語教授者の読むべき書物」（広瀬泰三）o

（　〃　）「読物　詩二篇」（室生犀星）。

（　〃　）「読物　ロマノフカなど」（湯浅克衛）。

　　〔書〕「コトバ」（第五巻第八号，「現代日本語法研究，南島語学資料管

見」）。

　　　　（同上）「南島語学資料管見j（魚返善雄）。

　　　　（　〃　）「現代B本語法の特質」（浅野信）。

　　　　（〃）「霞本語に於ける「音反復」に就て」（乾輝雄）。

　　　　（　〃　）r婦人語二つ」（今泉忠義）。

　　　　（　〃）「国語の造語法」（山崎末彦）。

　　　　（〃）「「ゐます」と「あります」（続）」　（松宮一也）。

　　　　（　〃　）「コトバ書評（輿水実）」。

　　　　（　〃　）「コトバ情報（石黒掌編）」。

　〔B〕　B本語教授研究講座（～11ff。　B本語教授研究所）。

　〔B〕　fl本語教育振興会，柳沢華氏招待懇談会開催（南方現地における碍

：本語の普及振興に関し，討議・懇談）。

〔書藩語学欄（礁餌明治図書株式鍛）・

　〔霞〕　文部省外国語講習会（～20日）。

　チャーチル・ルーズベルト，カナダのケベックで会談「クワンドラント会謝

（～8月24日。フランス上陸「S“　一・バL一・　M　一ド作戦」を’44年5月1Nと

決定。米英ソ加，フランス国民解放委員会を承認。

　独軍：，シシリー島撤退。

〔書〕「辻小説集」（艮本文学報国会編）。

〔E〕南方特Sij留学生（フイリピンー般学生17X，警察班）東京来着。

閣議，　「科学研究ノ緊急整備方策要綱」を決定（大学その他の科学研究は戦
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項 昌

争遂行を唯一絶対のB標とすべきこととする）。

　〔N〕　南方派遣Pt本語教育要員養成第四下半轡会開始（～1か月間。会場

芝増上寺）。

　莫米軍，ベルリン重爆繋。

　大東亜文学春決戦大会（～8月27R）。

　閣議，地下資源緊急描置要綱を決定。

　閣議航空機の増産確保のため工作機械に関する緊急措置を決定。

　〔臼〕「教科用図書調査会官制」申改正〔勅令六九十号〕（「第こ平中「委

員六十人」ヲ「委員八十人」二改ム」）o

　〔ff〕　比島講本語普及委員会設立（会長ラビデ界（当時比轟行政府書認富

長），副会長ルイス，マリァノ・ヴィ・・一。デウス・サントス）。

C3）

〔日〕

〔日〕

〔日〕．

（H］

鼠本語教育の中心となって著しい成綾をあげた。なお，

適雅な辞書が必要とされるようになった。．

ビルマ，タトン罠本譜学校開設（～2◎年虞月）。

ビルマ，タウンジbU’　th本語学校開設（～20年4月）。

ビルマ，サガインヨ本語学校開設（～20年1月2◎H）。

ビルマ，メイミョウ日本語学校開設（～20年3月）。

ジャワでは，日本から派遣された多数の日干要員が全島に配置され

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　臼本語の普及とともに

　　〔書〕「日本語の書語理論的研究」（佐久問鼎，三省堂）。

　　〔書〕「逆引成語便覧j（庄麟三郎・野州茂子共編，聞倉書房）。

　　〔書〕「改訂戦時新諾辞典」（野田照夫著，教学書院）。

　　〔書〕「日ソ・ソH航空用語」（宮本晃男著，墨水書房，「

finOHOPYCCKOEPYCCKO－fiAOHCKOE　TEXIiXqEKOE
BblPA＞くEH縦E　A8匹4A疑レ董レ｛」　）o

　商工省，炭破統合実施要綱発表。

　　〔書〕「外地・大陸・南方日本語教育実践」（国語文化学会，代表輿水実

編，国語文化研究所。　「B本語の直接法教翌について」山口喜一郎）。

〔書〕「日本語」（第三巻第九号）。

　　（岡上）「巻頭言　B本語教育昌標の諸段階」（長沼直兄）。

　　（〃）「異民族教育論」（玉井茂）。

　　（”）「満華留学生と古典教育」（五味智英）。

　　（〃）「中国の学生に尊卑史を教へてみて」（上甲幹一）。

　　（　〃）「現代環本譜の用例研究」（三二実）。

　　（　〃　）「現代日本語の辞書的研究」（歯石大二）。
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（岡上）「泰国及仏纐に昼げる低回語聾膏の現状（二）」（興野　務

　　　夫）。

（　”　）「臼本語教室　反省すべきこと」（口熱成美）。

（　〃　）「藍本語勝軍　話方拙導について（三）」（前田照胤）o

（　〃）「臼本語」含本総穏次」。

（　〃　）「読物　東洋最古の貴宝一一石鼓に就いて」（八幡関太郎）。

〔書〕fコトバ」（纂五巻第九号，　「語法の研究と教育」）。

　　（同上）「国民学校における語法指導の：方ts　」（木枝増一』）。

　　（　〃　）「譲i本の語法指導」（秋顯喜三郎）o

（　〃　）「日本語に於ける判断表現」（三罵砂）。

（　〃　）「体琶の役劇」（三上章）。

（　〃　）「清女の諦観」（永山勇」。

（　〃　）「三年生後期の綴方」（馬場正男）。

（　〃）「コトバ書評（輿水実）」

（　〃　）ヂコ5バ情報（石黒修）」。

　イタリア，シシリー轟で連合国と秘密休戦協定調印（アイゼンハワ”ww・カス

テラーノ悶）。

　米豪連合軍，二七㎞ギニアのラエ・サラモアに，9月22罎フィシハーーフェ

ンに上陸（「蛙既び作戦」開始）。

　〔H〕　三方特Slj留学生（海軍地域，セレベス班11名e南ボルネオ斑7名s

セラム斑3名，計21名）到着。

〔書）「敬語法」（江湖山嬉野，三省堂）。

　〔臼〕　第四回数本語薮育講座（後期）開始（～9月23日。§三4崔日本語教

育振興会。16回。毎週，月・火・木・金）。

　〔日〕南：方糊榴学生（ボルネオ・セレベス・セラム班）東京勢と着。

　連合国，バドリオ政権との休戦協定を公表。イタリア無条件降伏。

　イタリアの無条件降伏に関し，政府声明。同国艦船の擁留などを実施。

　独軍，対轡「枢軸」作戦を実行し，北・中都イタリアを占領。9月10Hm

一マ占領。バドリオ，南イタリアに逃亡（1◎月13巳対堕罪戦葎告）Q

　イラン，対独宣戦席告。9月1婆更連合国に参加。

　駐ソ大使佐藤二黒，ソ連外稲モuaトフに，重要人物をモスクワ・i紅鱒に派遣

したい旨申し入れ，9月13Rモvaトフ，独ソ＄lls｝aの意志なしと拒否。

　〔N〕「留艮学生ノ指導二関スル件」閣議決建。
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　闘内態勢強化方策発表，

　ムソリーニ前例絹，独軍に救助される。9月15R独軍占領下にファシスト

門門政府の首班となる。

　第2次臼米交換船門下丸出港（11月14臼邦入1299人を乗せ横浜入

港）。

　臼蓋虫共岡声明，　同盟を再藩忍。

こ書〕f貝本語教科書巻一（三門）」（国際学友会）。

　閣議，国内態勢強化方策決定（航空機生産最優先・食糧自給態勢確立）。

　陸軍省，「兵役法施行規則」改正〔省令〕公布（’30卑以前検査の第二国

昆兵も習集）。

十七職種に男子の就職禁止。

　閣議，台湾に　’45年度より「徴兵制実施」を決定。

　〔日〕　文部省南方派遣煽本語教育要員養成所第四回臼本語教育講座終了式

（受講者49名中29名に対し修了証を授一与）。

　〔日〕　艮本語教育振興会，文部省南方派遣H本語教育要員養成所第四圃修

了生掘待懇談会開催。

　〔教〕　文部省，学徒体育会一切禁止。

　ソ連軍，スモレ’ンスクを奪回。

　〔日〕　マカッサル軍政監部文教委員三浦勇助氏連絡懇談会（日本語教育振

興会）。

　閣議，筥庁の地方鯨開方鉗決定（10月15H，帝都・重要都市の疎開方針

決定）。

　軍需省設置。

　〔教〕　文部省，大学院・研究科に「野焼研究制度」を設置〔省令〕（学資

を給与，軍の委託特劉研究生を受け入れる）。

　〔臼）「教科矯図書調査会規定」中改正〔文部訓令〕（「第四部，大東亜二

於ケル日本語普及ノ員的ヲ以テ著作スル教科用図書ノ編纂二関スル事項ヲ調査

審議ス」）。

　御前会議，「今後執るべき戦争指導大綱」及び右に基く「当面の緊急借置に

関する件」を決定（絶対防衛線をマi）アナ。山脚ljン。踊ニューギニアの線に

後退）。

　〔臼〕　臼泰学院，財鰯認可（大東亜省の直接外廓団体となる）。

〔書〕「言語教育の基礎」（鐙代清雄i，f建国二七」九月号）。

〔書〕「実用セイmン語会話」（景山賢敢著，健文社）。
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　　〔書〕照常支那語図解」（加賀谷林之渤著，瀾成館）。

　　〔書〕r欝本研究第1巻亙期～墨巻4期」（北：京eN本研究社・民国轍

：＝：年九月～揖顯奪四月）。

　閣議，f科学技術動鍛総合方策確立二関スル件」を決定（研究動員会議を設

け，戦時研究員を任命するなど）。

　〔醸〕　比島に，鶏本語専門学校設立（中等学較の疑本語教師を養成e修業

奪限二年，本科は涼期として中等教員の有資格者，専門学校修了程度以上の者

を入れ，専修科は中等学校終了程度を以て入学獲格とし通訳や小学校の抽斗語

教師を養成）。

　米軍，ナポリを占領。

〔書〕「日本語」（第三巻第十号）。

　　（同上）「巻頭讐　理論と現実」（西罷実）。

　　（　〃　）「外地の臼本藷について」（中島健蔵）。

　　（　〃　）「干支新敬策と文化施策」（絹良惟一）。

　　（　〃　）限本語教育の墓門的問題」（篠原絶唱）o

　　（　〃　）　胆粗画と国本語」（時岡差毫秀）o

　　（　〃）「現代日本語の用例研究（二）」（楳垣実）。

　　（　m）「五十音図の解説」（三宅武郎）o

　　（　〃）「葭本語教育参考丁丁」（長沼直：兄）。

　　（　〃）「児童読物の語彙調資を終って」（浅野鶴子）。

　　（　〃　）「私たちの孤本語（日本語作文）朝鮮　台湾　満州　北支

　　　　　申支安蕾　ビルマ　マライ」。

　　（　〃）「読物　大東亜共栄圏の友へ　満州の友へ（満州）」（春山

　　　　　行夫）。

　　（〃）「読物　大東亜共栄圏の友へ　南の青年への手紙（マライ）

　　　　　　（神保光太郎）。

　　（〃）「読物大東亜共栄圏の友へ玩進朗様への手紙（仏印）」

　　　　　　（森三千代）。

　　（〃）「読物　大東亜共栄圏の友へ　ビルマの友に与ふ（ビルマ）

　　　　　　（豊田三郎）。

〔書〕「3トバ」（十月号e「決戦下の国語（生活’教育●研究）」）。

　　（同上）「国語戦線の異状」（石黒魯平）。

　　（　〃）「決戦下の二品教育」（石由脩平）。

　　（　ff）・r決：戦下の国語教育二題」（石井庄司）。
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（同上）旧本古典の一特性」（名職発）。

（　〃　）「塞本的研究機関強化の必要」（湯山漕）。

（〃）「国語に対する自主自尊の精神」（秋田喜三郎）。

（　〃　）「元麗と禅僧」（乾輝雄）。

（　〃　）「閑話二題」（魚返善雄）。

（　〃　）「四年生の綴方」（馬場正男）o

（　〃　）　fこ1トノく書評（輿水実）」o

（　〃　）「コトバ情報（石黒修）」。

　文部省に国史編修準備委員会を設置〔勅令〕（　’4農年12月15巳国史編

修調査会となる）。　’43年1月2◎H「国史概説」上巻（7月15費修正発

行）。

　〔教〕「在学徴集延期臨時特例」〔勅令〕公旛（学生・生徒の徴兵猶予全面

停止）。12月1B，第1回学徒兵入隊（学徒興野）。

　ソmモン群島中部のコロンバンガラ畠の冒本軍：1万200◎人撤退完了。

10月6Nベラベラ島からも撤退。

　関釜連絡船箆憲丸，米潜水艦により撃沈される。死者544人。

　食糧管理法施行規雛改正で，閣米麦買入者に罰則を新規定。

　〔日〕　仏印総督府臼本語弊轡会初級科開講（東京理事庁内に麗講，毎週3

B（月，水，金）午前7時～8時まで授業。仏印総督府官吏に対するE本語講

習会）。

　チト■一一のパルチザン部隊，トリエステで枢軸側に対して攻繋を開始。

　〔臼〕　南方派遣定本略解膏要員第五園養成開始（主催文部省，会場青山梅

窓院。～1か月）。

　〔鐙〕　プノンペンB本語講習会（～3か月。場所プノムペン窃シソワット高

等中学内。生徒100名（安野人7◎名，東才人3◎名，内女1◎名）。生徒

の教育程慶は大体中等学校卒業以上，仏国留学医学博士，学士その他一般官吏

商社使矯入等，当地方における現地人側の知識層が多く集まる）。

　〔教〕　閣議，　「教育轟関スル戦時非常措置方策」を決定（理工科系統及び

教膏養成諸学校学生の他は徴兵猶予を停止。義務教欝8年制を無期延期，高等

学校文科を3／1減，理科を増員，文学系大学の理科系への転換，勤勝動員を

年間3／1実施）。

　フィリピン共和国独立宣言（大統領ラウレル）。　「ヨ比同盟条約」調印。

　第十五回日本英文学会大会（京都同志社大学）。

　〔N〕　日本語教育振興会主催講演会「大東亜共栄圏とE本語」（会場東京

共立講堂。講師，東光武三，中島健蔵，：豊爵与志雄，大岡保三）。

　〔教〕　財団法人巳本膏英会（会長永井柳太郎）設立。　’44年2月17B
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項 昌

r大難本育英会法」公掬（國家的育英制農の創設）。

　〔臼〕　華北日本語教育研究所改組鎮一國懇談会e北京関係の役貴を発表Q

　「統鯖会社令」〔勅令〕公布◎

　〔眠〕　ビルマ，　「臨時編成改正」により，監督部と参謀二課に所属して文

教業務をとる。

モスクワで牒ソ3酬回議ひらく（～1。月3帽・かス｝・　i）ア復興

戦犯問題討議，欧州諮問委員会〔EAC〕設置を淡：定）。

　〔教〕　文部省・学校報国団本部，徴収延期停止により出陣する学徒壮行会

を，神宮外苑競技場で挙行。東京近在77校の学徒数万，雨中に劇的の分列行

進。

　チャンドラボース，シンガ＊“　一一ルで自由インド仮政府樹立。1◎月23日，

臼本政府承認、

　中野正酬，倒閣容疑で憲兵隊に逮捕。1◎月26日釈放後，同夜半自殺（58

歳）。

　語学教膏研究所大会（～23日目東京一ツ橋講堂）。

　〔N〕　ブルガリア，オ・スヴェティ・コメント国立大学，H本語講座開設

記念式開催（講座担当渡辺教授，聴講20◎名，青奪樗校を含む）。

　〔日〕　日本語教育振興会講演会（会場紬台斎藤報恩会講堂。演題「大東亜

共栄圏とN本語」，講師，長沼直兄，高晃順，関野房夫，釘本久春，土居光知）

　〔日〕　ビル々，女子ヨ語要最6名着任。

　涯頭嚢政権との間に，「瞬華同盟条約」な締結（「日華基本条約」は失効と

する）。

　「軍需会社法」〔法律〕公擶。12。17施行。

　〔B〕フィリヅピン，日本語専門学校開設（日語要員配属。本科（三無）

を出ると中等学校のβ本語の教師，専修科（三年）を出ると講本語の通訳や小

学校の日本語の教師になれる）。

　　〔書〕「戦闘用語辞典」（佐々木一雄署，軍事紅軍）。

　　〔書〕「国立華北編訳館館刊　2の10」（北京・国立華北編訳館。1冊Q

月弔お民国絹’二年十月）。

　　〔書〕「大東亜経済　第6巻10号」（辮居伍六編，東京・巳本電報通信

社◎昭和18年10月）。

　「兵役法」改正〔法律〕公布（国畏兵役を45歳まで延長）。

　〔国〕　行政機構整備実施のため，密翻改正。図轡局廃翫◎　「国語ノ調査工

関スル事項」は，教学局所管となる。

　〔教〕「國民精神文化研究所と国民錬成所を統合，教学錬成所を設立〔勅
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　軍需省・運輸通冠省・農商省窟制こ勅〕公布（企画院・商工省・逓信省・鉄

遵省・農林省・海務院は廃止）。

　米軍，ソmeン三三ヒ部のブー・グンビル島に上陸。

〔書〕「目本語」（第三三三十一号）。

　　（嗣上）「巻頭言　巳本語教育目標の諸段階」（釘本久春）o

　　（　〃　）「外地に於ける日本入の態度」（浅野晃）o

　　（　〃　）「臼本人の摺方発展」（入江寅次）。

　　（　〃　）「南方社会の特殊性」（熊倉美康）。

　　（〃）r表記法について　国語の表記法の問題とその一」（湯沢宰

　　　　　三郎）。

（
（

（
（
〆
k
r
＼
（

（
（
（
（

〃　）「表記法について　古事記と句読法」（藤井信男）。

の臓法について薯趨罪科発音符号につ刷に
　　井政雄）。

ff）「表記法について　仮名遣の切換へに鋤いて」（堀内武雄）

〃）「現代日本語の用例研究（三）」（上記実）。

〃）「現代語の記録（一）」（春山行雄）。

fi）「・ランス識概説（酬醸総リットレ）・

〃　）ザ華北に於ける目本語教育の薪段階　座談会」（「出鹿春

　　藤村作，片岡良一，佐藤幹二，上甲幹一，篠原利回」）。

〃　）「臼本語教室　縛殊な日本語教窒」（大出正篤）。

〃）「教材　孫文の恩ひ出」。

〃　）「読物　インドネシヤの日本語」（窪川稲子）。

〃　）「読物　大陸の墓標」（釘本久春）。

〔書〕「コトバ」（十一月号，「留学生に対する日本語教育」）。

　　（同上）「留学生教育の核心に触れて」（有賀憲三）。

　　（　〃　）「国としての用意」（石黒魯平）。

　　（　〃）「留学生とB本語教授」（大出正篤）。

　　（〃）「中国人に艮本語を教へて」（金田一春彦）。

　　（〃）榴学生教育の根本と具体策」（松宮一也）。

　　（〃　）「十一月研究会案内」。

　　（　〃　）「＝トバ書評（輿水実）」。

　　（　〃　）fコトバ情…報（石黒修）」。

〔書〕「独逸中徴史の研究」（増田鵬郎）。
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項 目

　〔貝、〕　河内臼本文化会館開設。

　〔臼〕「文部省分課規定」中改正（「第五条，教学局an教学課，思想課，国

語課，寒務課及文化課ヲ置ク　国語課＝於テハ左ノ事務ヲ墜ル　一，国語ノ調

査工閣スルコトニ，日本語教育用図書ノ編集，其ノ他黛本語普及二欄スルコ

ト三，国語審議会＝関スルコト」）。

　大東亜会議，帝国議事堂で翻催（H本・満州・タイ・フィリピン・ビルマ・

中国涯兆銘政権の各代表参加）。21・6「大東亜共同豊書」を発表。

　〔臼〕　文部省南方派遣H本語教育要員養成所第六回講翠会開始（要項一，

主蜜　ヨ本燈界観工透徹セシメ大東亜ノ環在及未来二活眼ヲ開カシムルト共二

日本語教齋要員タルノ知識及技能ヲ体得セシメ南方諸昆族二対スル指導者タル

入材ヲ養成セントス　一・，主催　文部省　一一，期聞　自昭瀦十八年十一月六日

（土曜B）至同十一一月三十日（火曜β）　一，揚所　東京都赤坂区；神営外苑霞

ケ丘口録本膏年館構内　南方派遣艮本語教育要員養成所　一，講義題邑及講師

大東亜文化建設ノ理念　藤野恵，興亜精神　近藤寿春，日本文化史要説　渡辺

保，B本語要説，岩渕悦太郎，　B本文法要説　東条操，標準語演翌　神保格，

巳本三教青概説　大岡保三，B本語普及史概説　釘本久春，　B本語教師論　酋

尾実，β本語教授法概説　長沼直兄，H本語ノ諸問題　大出正篤，大東亜諸書

語要説　小倉進平，大東亜近世史要説　岩村忍，大東璽文教政策　相良惟一，

等方罠族要説　燭正雄，南方衛生　深題益男，南方事情　郡司喜一，　〃松尾

次郎，　〃関野房夫，　〃中島健蔵，調話　高木覚）。

　ソ連軍，キエフを奪i園σ

　呂本エスペラント学会，会員総会三二。

　〔臼〕　文部省薄方派遣日本語教育要員養成所第五圃講習会終る（会場膏山

梅窓院。1◎月9臼～11月8N。11月18日修了式挙行。引き続き軍入会

館にて壮行会）。

　ワシントンに連合圏難民救済機関〔UNRRA〕設置される。

〔書〕「日本語基本語彙（幼年の部．）」（坂本越郎，明治図書株式会社）o

　〔日〕　ビルマ，3園にわたり内地出発の第二・三・四次日語要員約8◎名

着任。

㈲三門八一号昭緋八軒一三三野瀦舗鹸宛煉
亜次官（「留学生補導団体ノ移管＝＝関スル件　田田十八年九月十黛ノ閣議決定

「留学生ノi階導晶閣スル件」二面キ両省主管en係ル叢叢己補導面体ノ引継ヲ受ケ

タルニ付関係書類一括整備ノ上移管公僑卜共二御交付縮煩度此段申進ス　記
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項 昌

財鐡法入満州国留日学生会館　　〃東亜振興会　　f9　青年文イヒ協会　　〃国際学友

会　〃東亜膏英会　fi大東亜学寮　ff大東藪奉仕会館，〃臼華学会　〃瀬興亜

会　〃日本タ9協会　〃比律賓協会（以上文部省宛）　as東方民族協会（内閣

書記官長宛）」）。

　東京都，帝都重要地帯疎開計画を発表（防火地帯造成・蝉吟工場付近の建物

疎開・駅前広場造成）。

　〔日〕　昭瀦18隼度松宮賞受賞者決定（日本語教育功労鍵山臼喜一郎，臼

本語教育研究補助檜田文之）。

　英軍，ベルリン夜間大空襲（前後5回。～エ1月19日，11fi　22貝～

23iヨ，　11、月23日～24日，　エ1月26H～27iヨ，　12月2日～3N，

住罠死者2700人余）。

　米軍，ギルバ■一”ト諸禽のマキン・タラワ両島に上陸◎11月月25β四丁守

備隊5400人玉砕。

　ルーズベルト。チャーチル。蒋介石の第1回カイロ会談（～11月26費）

11月27巳米英中のfカイmee」に署名◎（12月1H発表）。

　〔爲〕　第六園南方子野日本語教育要員養成所所生，土浦海軍航空隊見学。

　〔国〕　国語に関する調査嘱託会議開催（会場，教学課分室，出席者，吉沢

義則，金田一京助，橋本進吉，東条操各嘱託出席（柳田国男欠席），その他神

保格，本省側，大岡国語課長，湯沢・関町監修官，広頒・吉田再調査宮，西昆

長沼，三宅，大塚各嘱託崖席，発音記号に関する件について協議）。

　　〔書〕「日本語教育鋸　日本語教授法の原理」（市川三喜・神保格。檜

崎浅太郎，H本語教育振興会）。

ルーズベルト・チャーチル・スターリン，テヘランで会談（～12月1　He

欧州第二戦線結成，イランの独立・主権の薄重，ソ連の対β参戦など協議）。

　ユーゴ国民解放委員会，it　一チ・・で：革命政蔚として成立（国防掘チトー）。

12月25Hソ達，購委員会を承認し，カイロの＝・…一ゴ亡命政権と断交。

　〔B〕　第六圓南方派遣日本語教育要貴養成所終了式（終了生93名。藤野

同所長以下各関係官列席◎引き続き，爲本語教誉振興会主催の壮行会に出席）

　〔呂〕　長沼直兄，財圃法人臼本語教育振興会常務理事兼総主事に就任。

〔書〕「台湾教膏」（第四九六号）。

　　（同上）「二号表に依る国罠学校に於ける国民科圏語への道（二）」

　　　　　（松沢源治郎）。
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項 藪

　　〔書〕「山東縫本語」（由菓省文化教育籔興言三会編輯，山東省政蔚教麿

庁K本語研究部。月刊）創干％

　　〔書〕fB本語蓮隻科書　巻四」（国際学友会。巌藝礎とも6冊完成）o

　　〔書〕「浄土宗辞典」（仏教專門学校編，大東幽版社）。

　第一圃学徒兵入隊（「学徒繊陣」）。

　ボルネオ，パリックパパンの旧名日本語化。幹線道路は船見通，常盤通など’

八本。

〔書〕「β本語」（第三巻第十：二号）。

　　（同上）「巻頭言　大東亜会議と謄本語」（絹良惟一）。

！
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〃　）r国語史の課題j（遠藤i嘉藩）o

〃）f言文一致の歴史」（柳田泉）。

〃　）f国語の表記法の問題　その二」（湯沢幸吉郎）o

〃　）f「こ」　「そ」　「あ」　に：就いて」（有袈憲三）。

〃）「三代日本語の用例研究（四）」（楳垣実）。

〃）ギ外国語の仮名表難について」（福原麟太郎，渡辺一夫シ米

　　川正夫，吹田願勤，大勲資雄，阿部知二，呉茂一，泉井久之

　　助，由田珠樹，岡沢秀虎，田中美知太郎，神田庸夫，大西雅、

　　雄，石黒修，芳賀檀，八杉貞利，会田由，高木卑，繭村孝次，

　　中村光夫，秋嶽六郎兵衛，大久保康雄，中村一男）。

〃）「現代語の記録（二）」（丁丁行央）。

・）f・ランス識概説㈲」（コニミ」一ノレ。リットし〆
�㍼�｡訳）・

〃）「大東亜共栄圏とa本語（講演会要録）」（東光武三，＝豊島

　　与志雄，中島健蔵，大岡保三，長沼盧兄，高見順）。

〃　）「日本語教蜜　薪入生に霞本語初歩指導してみて」（H野成

　　美）。

〃）「墜本語教室　蒙贋に於けるB本語教室」（鼠野静子）。

”　）「（熱歌）世代の健児に」（ヵ目藤樗之）。

〃）「（随筆）語調再考」（内藤灘）。

〔書〕「コトバ」（十二月号，　「決戦国語教育・戦ふ綴方」）。

　　（岡上）「大東亜戦争と国語教育」（保科孝一一）。

　　（　〃）「標準語詣導の理念」（熊沢龍）Q

　　（　〃）「南方留学生に対する最初歩fl本語帯副（輿水爽）。

　　（　〃）「十二月・＝トバ情報（石黒幽幽）」。

　　（　〃　）「戦ふ綴方研究会」（石森廼男，秋田喜三郎，甲ffl正夫，滑
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項 E

絹平夫，久米井東，薫囲宗治，　輿水実）。

　青壮年国守登録の適鵬をe曝5歳未満まで5歳引き上げ窃

　〔H〕　K本語教育振興会懸理事長に文部省教学局長近藤寿治就任（前理事

長松羅長造，文部省図書局長辞任，大H本育莫会理事長就儀により理事長退職

のため）。

〔書〕魍語論　」（松尾捨次郎，罫磁書店）。

　東条酋；相，世界向げ放送で，カイロ罫書。テヘラン宣言に反撃。

　第2園大東亜戦争美術展（都美術館，～，44年1月9潤。宮本三郎「海軍

落下傘部隊メナド奇襲」など）o

　〔日〕　南方向日本語教本編纂会議（文部省教学課分室において醐会，出席

者，清水重道，神保光太郎，岩淵悦太郎，森村三郎，林和比古，福田恒存，浅

野鶴子の各編纂嘱託，大閾物語課長，釘本監修官等即席）。

　〔日〕　石森延男（文部省図轡監修官），在満教務部の依嘱で，新京・ハル

ビン。牡丹江・奉天・大連など講演のため出発，1見上旬帰京。

　〔貝〕　北部仏印日本語普及会第二回修了式（映出門エデンにおいて挙行。

修了生88名（男80，女8）及び夜間部ag一一一，二，三期讐罰科盤，昼間部第

一、二期生，合計739名）o

　ソ連，チェコ亡命政府（ペネシュ）と条約調印（戦後の根互援助・協力を約

束）。

　米軍，エユーブリテン島の’r・・一カス岬に上陸。

　〔H〕　海防市，艮本語学校第四期生修i業式（安南人臼語講習生第四期生1

名。会場海防市「ナムシン」街女子小学校教室）。

　〔6〕　北京師範大学附属学校H本語教育研究会開催（会場附属第二小学校

研究教授，篠原祐一，司会古田教授，出庸者，山日喜一郎億か附属各校教員）

　〔日〕　ボルネオ，パリックパパン臼本語学校第四回卒業式挙行（卒i業者

42名，精勤者15名，優等生5名）。

　〔臼〕ジャワ，貝本語学力検定試験，ジャカルタ日本語学校において実施

（～16H。1500余弊が参加。12，3歳の少女から5◎余歳の老入まで

　横文字抜きの紙幣発行。

　〔国〕　国語審議会主査委員会（文部省第三会議室。漢語読み方整理に関す

る件を討議。出席老，爾会長，穂稜副会長，簗田主査委員長，諸橋外九主奮委

員，保科幹事長及び近藤教学局長，大岡国語課長等）。

　〔国〕　発音符号二関スル協議会（文部省国語課長室において開催，調査嘱

託橋本進吉，金田一京助及神保格外，大岡国語課長，湯沢，関各監修官，広田，
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項 穰

書欝各調査官，三井，白石各蜜補，長沼，三宅，大塚各嘱託並びに購民教膏局

第二編修課藤井監修官出席，繁二次改正案を検討）。

　〔貝〕　留学生家庭協会創立，輩族会館で創立式。

　音声学協会総会開催》

　〔N〕　ビルマ，タワラディ巳本語学校開設（～20年4月）。

　閣議，　「都帯疎開実施要綱」決定。

　〔H〕鋳本図書監修窟，南方諸地域へ出張（～昭和19年4月22日）。

　〔日〕　ビルマ，臨時編成改正により，監督部解消，参謀二課にて文教業務

をとる（軍政撤廃）。

　「徴兵適齢臨時特例」〔勅令〕公布（適齢を　年引き下げる）。

　〔臼〕　ビルマ，蘭貢第二a本語学校開校式挙行（～2G年4月）Q

　〔H〕　バリ島のテンパッサルで繁一園の日本語競技会を開催。

　閣議，食糧自給態勢強化対策要綱・自作農創設の促進に関する件決定。

　（B〕「日本語教本編纂委員嘱託会議（文部省国語課長室。繭方向初等鼠本

語教本編纂委員嘱託会議を開催，神保光太郎，石井庄司，岩渕悦太郎，清水重

道，三崎鉄太郎，鵜州義之助各委員嘱託及び大閥国語課長，三井調査密補，細

罫嘱託等幽席）。

　閣議，電力動員緊急措置要綱を二丁。

　東部軍司令部女子通信部隊第195◎部隊発足（女子軍属）。

　〔日〕　台湾に義務教膏実施。

　〔籟〕　満州国，各省高等科・国民教育科を合併して文教科と改称。

　「繊征学徒諸君に贈る」（臼本文学報国会闘文学部会）。

（E）

〔日〕

（H）

こ日〕

CB）

〔日〕

〔日〕

（B）

CB）

〔日〕

〔日〕

〔日〕

ビルマ，シリアム日本語学校開設（～20kiE　4丹）。

ビノレマ，　ニタイチ日本語学校開設（～2◎年4月）Q

ビルマ，トワンテイ爲本語学校開設（～20年4月）。

ビルマ，マウビン日本語学校翻i設（～20年4月）。

ビルマ，チャイラ巳本語学校開設（～2◎年3月）。

ビルマ，ピヤポン臓本語学校開設（～20年4月）。

ビルマ，バセイン日本語学校開設（～20年3月）。

ビルマ，エナンジョB本語学校開設（～2◎年3月）Q

ビルマ，アランミョウ自本語学校開詳（～20年3月）。

ビルマ，カロー日本語学校開設（～20年4月8H）。

ビルマ，刺レム日本語学校開設（～20年）。

ビノレ”マ，mイこコウ日本語戦交開設（～20年4月）o

　〔疑〕　瀬瀬18年現在，満州国の初等学校は学校数約2万1千，学級数4

万3千，児童数2菖1◎万，教師約5万，中等学校は師道教育機関を別にして，
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項 昌

学校撒230，生徒数6万5千，教師3千4頁夢これに対し，鑓系教師が初等

学校に約1◎0◎名，中等学校に約三〇〇◎名，含計2＃Oの名配置◎

〔霧〕「ワカチガキノ　ジビキ」（松坂忠則薯，シnガネ社）。

　〔5〕　台湾総督府，高等学校に臨時教員養成所を附置（修業年限は3年，

本島人学生5名入学）。

　〔H〕　台北高等商業学校，台北経済専門学校と改称。

　〔H〕　師範三三を受げた本島人生徒数・卒業数（師範学校，学生数，本島

人346，高砂族1，卒業数不明）。

　〔日〕　公学校の高等科・補習科教育を受けた本農人児童数。卒業数（生徒

tw　・本島人26518，高砂族2◎er卒業数不明）。

　〔摂〕　台湾の小学校で「国語教育」を受げた本島人児童数・卒業数（小学

校，生徒数，本丁入43三3，蕃入49，卒業数不弱。小学校高等科9生徒数，

本島入壌5◎，蕃人5，卒業数不開）。

　〔a〕　中等教育を受けた本島人生徒数・卒業数（公立中学校，生徒数

7337，高砂族6，卒業数不明）。

　〔臼〕　実業教育を受けた本島人生徒tW　“卒業数（実業学校，生徒数，本島

人7857，高砂族19，卒業数不明，実業補翌学校，生徒数，本島人135

31，高砂族131，卒業；数不明）o

　〔日〕　各種学校教育を受けた本島人生徒数・卒業撒（生徒数，本農人

3092，高砂族2，卒業数不明）。

　〔B〕　大学教育を受けた本島人学生数・卒業数（台北帝大，学生数，本灘

人98，高砂族54，卒業数不明）。

　〔ff〕　専門教育を受けた本島入学生数・卒業数（学生数，本下人3◎0，

高砂族1，卒業数不明）。

　〔臼〕　蕃童教育所の生徒数。卒業数（所数154，生徒数11596，卒

業数不明）。

　〔日〕　国語講翼所の所数・会員数・国語及歩念（所撒272，会員

22931，普及歩合農9。76）o

　野球周語，　rストライク」は「よし1本」，　「アウト」はfひけ」等に変更

乗合自動車，　「オーーライ」は9発：車」，　fバック」は「背背」等と呼称。

　　〔書〕「台湾教育」（第四八六号～第闘九七号，「義務教育特輯号」第賜

八九号）。
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　　〔書）frクゴ教授書tO　rj（台湾総下府）。

　　〔書〕「高砂族の教膏」（台湾総督痢：警務局）o

　　〔書〕「台湾教膏の進展」（佐：藤源治）◎

　　〔書〕「中学校国語科新教授要目の主眼点」（木村万寿夫，台北州国語研

究会）。

　　〔書〕「日本町法読本」（日本語教育振興会）。

　　〔轡〕「初等学校用日本語数本（巻一一～三）」（H本語教育振興会。昭和

18～20年）。

　　〔書〕「臼本語読本　三四・巻五1（鑓本三教膏振興会，他に速成驚もある）。

　　〔書〕「日本語読本学習指導書　巻岬・巻二」（fi本語教育振興会）。

　　〔書〕「成人絹速成N本語教本　上巻」（日本語教育振興会）。

　　〔書〕「日本語の発音符号について」（i華北揖本語数育研究所，正本語教

育振興会。fハナシコトバ」に使われているかたかな弐発音符号の意義と絹法

を解説したもの，上甲幹一執筆）。

　　〔書〕fA　Basic　Grainlar　j（国際文化振興会）◎

　　〔書〕「大東亜言語建設の基本」（国民精神文化研：究所編）。

　　（書）「列国の植民地教育政策」（ベヅケル著，鈴木・西漂訳）。

　　〔書〕「日本語教科書論」（各務虎雄，育英書院）。

　　〔書〕fβ本語のアクセント」（B本方言学会）。

　　〔書〕「B本古代語宝燈」（藤井翁治，β本思想研究会出版部）。

　　〔書〕「日本語の歴史」（三木幸信，健文社）◎

　　〔書〕「H本語源　上・下巻」（賀蔑百樹，興風館）。

　　〔書〕f文体論の建設」（小林英夫）。

　　〔書〕「外来語概説」（荒川惣兵衛）。

　　〔書〕「北方諸言語概説」（高橋盛孝，三省堂）。

　　〔書）「日譜教師」（タミ部爆撃，東京・柴灘教青出版。畷熱18年刊。

258p）o
　　〔書〕r栗上人間（天の夕顔）」（中河毎一薯，民国方紀生訳，大阪・錦

城出版社。昭和18・年刊。118P）。

　　〔書〕「櫻花國歌話」（民国銭稲孫訳，北窟・中圏留B問学会。民国措二

年干lj◎エ13P）o

　　〔書〕「支那文庫所蔵洋書分類目録　昭憩17年9月末現在」（北橋義婦

編，東京・支那交響。照和18年刊。1冊）。

　　〔書〕「中日事璽解決的根本途樫」（中国公論社編，北京・中国公論祇。

高高借二年刊。　「中國公論叢書之1」。158p）。

　　〔書〕「濡鼠東漸本末」（中川溝次郎砦，東京・大東出版社。昭和王8年

刊。　「大東選書剣。612P）。
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項 琶

　　〔書〕「中華民国三十年史」（橘三三，東京・岩波書店。昭和18年刊◎

「岩波新書」。207P）。

　　〔書〕「羅註E：本丁」（渡辺三男三，東京・大東出版社◎昭湘18年覇。

「大東選書1Jo378p）o

　　〔書〕rこども支那風土記」（実藤葱秀著，東：京・実業之日本社。躍勲

1　8年干ilo　278p）o

　　〔書〕「臼本と上海」（沖田一著，上海・大陸薪報社。昭瀬18年刊。

333p　）o

　　〔書〕「司馬遷」（武田泰淳著，東京・ヨ本評論社。昭和18年利。

233P　）o

　　〔書〕「下田歌子先生伝」（東京・故下田校長先生俵記編纂所。昭和18

年二R｝0778P）o

　　〔書〕「中國人的日本観」（魚返善雄署，東京・昌黒書店。昭湘18年刊

「支那語文化輯F｛1　2」。218p）。

　　〔書〕「明治日支文化交渉」（実藤恵秀著，東京・光風館。昭和18年刊

394p　）o

　　〔書〕f支那人の魂を梱む」（清水安三署シ東京・弓造社。昭和18丁丁

222p）o
　　〔書〕「近代支那祉三一近代支那文化講本」（和田清編，東京・光風館

昭和18年「F旺0313p）o

　　〔書〕「近代支那文化」（瀬田三編，東京・光風館。昭和18年刊。

29　4p　）o

　　〔書〕r陸海空軍軍人訓條淺灘」（民国涯三三著。民国借二年序覇。活版

1冊）。

　　〔書〕「支那絵画史研究」（下店静市著，東京・冨由房。昭憩18年干；S。

470p）o
　　〔書〕「日本武器概説」（末永雅雄著，京都・桑名文星堂。昭卸18年Fi1

132p　）e

　　〔書〕「春太郎漂流記」（宮崎博史著，東京・文昭社。昭和18年干貼

253P　）o

　　〔書〕「爲本雑事詩」（清黄遵旧著，実藤恵秀，豊田穰共訳。東京・生活

社。昭ラ｛唄18年干ljo　446P）o

　　〔書〕「李太白匹配金銭記（元曲金銭記）」（元喬孟旧著，明糠三口校，

吉用幸次郎三編，東京・築摩書房。昭和18年臨294p）。

　　こ書〕「小学教師｛見燥之」（民国葉紹鈎著，竹内門門。東京・大阪屋号書

店。昭瀦18　ag　Fllo　3◎7p）。

　　〔書〕「噛笑国縁　2巻」（民圏張恨水著，飯塚朗訳，東京・生活社。昭
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項 自

禾臼1　8年干i｝0　2｛欝）。

　　〔書〕「　魚　」（遠国梅旧著，北京・新民印書館。民国骨二年目IS。　r薪

進作家集2」。210P）。

　　〔書〕「太平懸」（民国馬灘薯，北：京・新民印書館。民国柑二年刊。　「新

進作家集3」。195P）。

　　〔書〕「遠人集」（民国林椿薯，北京・新藷印書館。畏国滑二年刊。　「i新

入作家集5」。187p）。

　　〔書〕r芳児のおくり物」（民国葉紹鈎著，実藤恵秀訳，東京・鍾美堂。

日召禾日18肉三干lj◎199P）o

　　〔書〕「支那童話集孔子さまと琴の音」（俘藤貴磨著，大阪・増進堂。昭

　和18年刊。　「大東亜圏童話集」。237p）。

〔書〕「ソ聯より見たる西南アジア」（中璽問題研訳）。

〔書〕「回教概論」（大川周開）。

〔謝廉交織の研究（醐編）j（毒手獲論遺著）・

〔翻継離講鑛籍響へ」（畑阿山編）・

〔謝「灘煉敵」（輝輝）・

〔書〕「東亜史論藪」（荊田溝）。

〔書〕「大東亜共栄圏建設の基礎理論」（顕村徳治）。

〔書〕「東亜経済年報j（山口高商東璽研）。

〔書〕「大東亜経済政策の諸問題j（滝谷博士記念論文集）。

〔書〕「大東亜の社会と経済」（慶応義塾学研会）。

〔書〕「大東亜産業立地計画論」（州丸正鑑）◎

〔書〕r大東亜計画貿易論」（藤井茂）。

〔書〕「大東亜に於ける米」（鈴木政）。

〔書〕「朝鮮鰯油肥統嗣十年史」（同製造業水産組合）。

〔書〕「満州行政経済年報」（臼本政治問題調査所）。

〔書〕「満州鼠現勢j（康徳十年版）。

〔書〕「満州国に於ける指導春教育」（大阪商科大学）。

〔翻「・灘業継論（「二巻）」（暴肇譲）．

〔書〕「禦影離董禽饗礪究」（満グ眠族拾康徳＋年）・

〔書〕「満州圏農業政策」（横由敏男）。

〔謝「鞭麗墜関ス、レ磯費料」田満鋤研盤繭＋年）・

〔書〕「満州農村記」（東京大同印書館
ﾂ谷英生）。

圃些鷲騰讐鵜道鯉一（常松栄）・
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項 m

〔翻朦古近世刻嘱愚酷豪エツ物。

〔翻「配鵬」（蕪姦糟汁）・
〔書〕隙藤野（ws秘8年版）」（蒙甦噺蹄）。

〔書〕「蒙懲の農村j（山田武彦）。

〔書〕「最薪支那要覧」（磯辺栄一）。

〔書〕「大陸文イヒ研究（続）」（京城帝国大学大陸文化研究会）

〔書〕「重慶政権の政情」（東亜研究所）o

〔書〕f中国国尊崇通史」（波多野乾一）。

〔書〕「移民族の支那統治概説」（伊藤斌）。

〔書〕「最近支那政治勧度吏（上巻）」（及川燈忠）。

〔書）「最新支那要覧」（東亜研究会）。

〔翻「支那文膿劉（ル ?鴨羨リンヂャ膏ス）。

〔書〕「古代支那研究」（小島警防）。

〔書〕「支那基督教の研究（Wi～四）」（依伯好郎。～昭和2壌年）。

〔書〕「支那学芸大辞彙」（近藤杢）。

〔書〕f支那歴代風俗事物考」（秋湿成閣訳）。

〔書〕「支那家族の構造」（溝水盛光）。

〔書〕「新中国の経済動向」（中国通信社）o

〔書〕「支那国民性と経済精神」（大谷孝太郎）。

〔謝仲蹄錦聯論」（馬謡初森下修一訳）・

〔書〕f重慶インフレーションの研究」（飯霞藤次）o

こ書〕「中支の民融業」（満鉄調査部編）。

〔劃伎那旅行・記（蜷申制（髭慮歪練エン）．

〔書〕「訂正　湖南省綜覧」（神田正雄）。

〔書〕薩支那の農業と経済（上・丁巻）」（満鉄調es部編）。

〔書〕薩羊蹄鵡基礎研究一（灘壽奏）・

〔書〕ヂ上海風語」（内山完造）。

〔書）「北進の先覚者」（郷田政雄）。

〔翻「シベリ環鞍手」（ヴェー●アー．オﾇ熱）．
〔書〕「台湾農工調整問題懇談会詑録」（東亜農業研究所）。

〔書〕「南進台湾史致」（井出季和太）。

〔書〕f台湾経済奪報（三）」（台湾経済無報剥行会）。

〔書〕「台湾米穀管理と集荷機構」（林仏樹）。

こ書〕「台湾農工調馬懇談会記録」（東亜農業研）。

〔書〕「南方年鑑（曜勲十八年版）」（同刊行会）。

〔書〕「先覚諸家南方建設論選集」（田中末広編）。

〔翻resxecta政搬謝嶺鹸譲アノレ）。
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項 欝

〔書〕ギ南方の芝居と音楽」（松原晩香）o

〔書〕「南方圏経済論」（大形太郎）。

〔書〕「南方醐の交違」（渡辺源一郎）◎

〔憲〕ヂ南方圏貿易統計表」（南洋協会編）。

〔書〕「南方経輪と灘生問題」（窟農幹之助）。

〔書〕「大南洋意解（工）」（南灘団体聯含会）。

〔書〕「ソロモン諸轟とその附近一地理と民俗一」（太平洋協会）。

〔書〕楠太平洋踏転記」（秋：本貫一）。

〔書〕「ポリネシアに於けるタブウの研究」（宮沢町）。

〔書〕「乗曲人の語」（永年享介）o

〔書〕「南方植産資源論土（田中長三郎）。

〔書〕「熱帯植物圏説」（瀬川弥太郎）。

〔翻「類マ・側（スウ断 M講）・
〔書〕「マライ経済の諸問題」（大谷敏治）。

〔書〕ザ馬来半島横断運河」（渡辺源一郎）。

〔謝「マ・・ρ鱗と捌スの㈱（c．三一ン ﾑ善嶽ク）・

〔書〕「ハンター郵渡史」（茂壇長作）。

〔書〕「東イン懸樋政策剣（（財）繭洋協会編）。

〔謝陳鯛（ヴ・ンデs壕う．
〔書〕「東印度の経済建設」（磨崎憲司）。

〔書〕「東邸度農業経済研究」（奥臆病訳著）。

〔書〕「東印度会社研究」（樹井克己）。

〔書〕「東印度群島地質論」（早坂一郎）。

〔書〕「・ル硬」（蓋磁垂藷訳）・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　ポール・エト“モンズ
〔書〕「ビルマの旅一孔雀とパゴダー」（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）e　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　児島英之助訳
〔書〕ヂ仏即行政鰯痩概説」（満鉄東亜経済調査局編）。

〔書〕「仏骨隊那」（謡舅窪騰共訳）・

〔書〕「塵取史」（デ・クラーク、・南方調登会訳）。

〔書〕「比律蜜の農業（上巻）」（福原友吉）。

〔書〕「濠州の社会と経済」（岡倉古志郎）◎

麟〕げジア購鶴瀬藁為ノレ）・

〔書〕「南方諸罠族事情研究」（平野晃）。

〔書〕「南方畏族誌」、（茜村真次）。

〔翻「大魎の雛磯（蔓eベルナツイーク?本拓殖協会編訳）・

〔翻r太平洋購の願経渕噸繕鋤モ略）。

：嚢κ量磨蔑譲搬白州斐）・
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項 羅

〔書〕「西アジア民族史」（内藤智秀）。

〔書〕「東印度のi｛　WSj（三吉朋十）o

〔書〕「印度支那二三誌」（満鉄東亜経済調査局編）。

〔翻「蜘源齪の旧知磁聖断）・

〔ee］f・・り・ピン黙黙」（編難愚種一共訳）．

〔書〕「海南島罠族誌」（H・スチューペル・平野義太郎編，清水三男訳

〔書〕「植罠と植民政策」（河津邊）。

こ書〕「独逸の植旧地保健政策」（石橋長英）o

〔書〕「新渡戸博士　植民政策講義及論文集」（矢内原忠雄）。

〔書〕「日本拓殖学会年報（第一輯）」。

〔書〕f植民地統治法の基本問題」（中村哲，爲本評論社）。

㈲田本人の強・の研究」（前満州協恭会厚生部長
@　　　　堀江憲治）．

〔書〕「朝鮮貿易史」（朝鮮貿易協会）。

〔書〕f朝鮮工業の現役階」（川含彰武）。

〔書〕「高砂義勇隊」（杉崎英信編，刊）。

〔書）「獄の三州（芙誘蕪ン）・

〔書〕「艮本教育学の枢軸」（乙竹岩造）。

〔書〕「クリーーク全体主義教育源理」（野上巌訳）。

〔書〕「教膏の理念：」（羽田隆雄）o

〔書〕「人間味の教育」（下田次郎）o

〔書〕「師弟論一三洋弓教育の根本問題一」（菅原兵治）。

〔書〕「国民教育と敬神」（山田孝雄）。

〔書〕「日本国民教育史」（乙竹岩造）。

〔書〕「南方圏の教育」（文部省）。

〔二丁蠕翻（海?嬬）・
〔書〕「修訂　葭本教育史」（佐藤誠実）。

〔謝「列国の凹地教育醜噺健琴西職鰍）・

〔書〕「国民学校並に幼稚園関係法令の沿革」（文部省）。

〔書〕「講講蓉職勢講購滋↑軌三省）．
〔書〕「国?簸論者の輕璃里薫禰）

〔書〕「支那教育文化史」（平塚益徳）。

〔書〕「保育学」（矛日田実）。

〔書〕「児童生活の実態」（臼本青少年教膏研究所編）。

〔書〕「教行一体入学初期の教育」（白井勇）。

〔書〕「学徒動員必携（第一輯）」（学徒動員本部総務部）。

〔書〕「国畏学校の学級経営」（石絹師範学校女｝部附属国民学校）。
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項 自

〔書〕「全体主義商業教育の構想」（高砂恒葺郎）。

〔謝難細革難授に剛文官）．
〔書〕「青少年の教護と錬成」（前田偉男）。

〔書〕「青少年圃奪鑑」（鶏本青雄館）。

〔書〕「国民教育の課題」（稲富栄次郎）。

〔書〕「日本農村教育」（加藤寛治）。

〔謝「樋の翻麟鱒」（長 ﾛ難）．

〔書〕「科学教育指針」（石jll県教育会）。

〔書〕「技術教育」（富塚清）。

〔書〕「児童の数理生活と技術的修練」（長野師範学校男子部）。

〔書〕「国語学叢叢」（薪村田）。

〔謝構歯軸職療治）」（（財）慧教育癩中央会）・

〔書〕「ウエルナア精神の発達」（矢田部達郎）。

〔書〕騰麟入剛（平野直人歌晶誌蓑）・

〔書〕「心理学新研究（松本博士喜寿記念）1（田中寛一）。

〔書〕「心理学と生活」（山本三郎）。

〔書〕「グシタルト心理学の立憲」（佐久間鼎）。

（書〕「児童心理編」（B本両親再教育協会編）。

〔書〕「児童心理学」（久保良英）。

〔謝「辮学購馨（全珊）」（細秀＃・一昭和9年）・

〔書〕「仏蘭繭法学の諸相」（福井勇二郎）。

〔書〕「満州国基本法」（高橋良三）。

圃朧・蘭欄（エリッヒ。プライ@　　　小野木常）・

〔書〕「B本法律史話」（滝川政次郎）◎

〔書〕「総動員統翻法規」（国政調査会）。

〔書〕「判例価格統綱法」（荻野益三三郎）。

〔書〕「穂積八束博士論文集」（穂積重威）。

〔書〕「現代刑事法学の諸問題（宮本博士祝賀）」。

〔書〕「法学博士市村富久遺稿（商法）」（山田浩蔵）。

〔書〕「日本法理の自覚的展醐」（小野清一郎）。

〔書〕「社会法の概ee　」（橋本文雄）。

〔書〕「法律社会学の諸問題」（戒能通孝）。

〔書〕「明治法｛樹史論（公法の部）上ゼ下」（小早川欣醤）o

〔書〕「全ヨ本法制憲大綱」（細川亀市著）。

〔書壌躰固融講」（顛彦六）・

〔書〕「黛本固有法の精神」（細川亀市）。
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項 g

〔書〕「裁許留（司法資料）」（司法省）。

〔書〕r武家時代社会の研究」（牧野信之助）。

〔書〕「日本近世主薬史稿（上。下）」（鋼務編会）。

〔書〕「エスカラ支那法」（谷口知平）o

〔書〕「牧疑心鑑素書律令要略序等」（司法資料）。

〔翻縢購囎調査報告（上）」（清水 ?誰）・

〔書〕「印度歯髄史大要」（武市春男）。

〔翻「猷・イ三三（文麟）」（畜君彪羨ミング）．

幡〕嬬離礁（穂積八東）．

〔書〕「帝国憲法と財産劇」（大石義雄）。

〔書〕「憲法十七条序説」（五十嵐祐宏）。

〔書〕「法律による行政」（田」：；盛徳）。

〔書〕「米国戦時行政論」（原有常）。

〔書〕「ナチス行政法理論」（渡辺宗太郎）。

〔書〕「府駐9市町村吏員」（江口俊男）。

〔書〕「国土計画の基礎・構造」（日下藤吾）。

〔書〕麟申世都市発敏」（羅鯨）．

〔書〕「五大都市町内会に関する調査」（東京市政調査会）。

〔書〕「住宅問題」（西山卯三）。

〔書〕「昭和十七年版建築年鑑」（建築学会）。

〔書〕旧本土地法史」（井上祁夫）。

〔謝「永代借地制度勲記調（麓鐘籍難蟹辮）．

〔書〕「臼本警察法概論」（小金共健男）◎

〔書〕「著作権法研究」（城戸芳彦）。

〔書〕「都市の医学」（湯浅謹而）◎

〔書〕「労務者厚生と環境整備」（坂本：金吾）。

〔書〕「現代国家学説」（大串豊代夫）。

〔書〕「国家・法律・人間」（牧野英一）。

〔書〕「国家学研究」（大串帳代夫）。

〔書〕「圏家・法・蔑族」（満州法理研報告。康徳十年）。

〔書〕ヂ国家社会霊義論策」（林癸万夫）。

〔書〕　f’困家と宗教」　（南原繁）o

〔書〕f独逸国民国家発生の研究」（矢田俊隆）。

〔書〕「国家学敏治学（一．，二巻」（H本国家科学大系）。

〔謝「都棚家・経測（ハーゼで論グ）．
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勲 爵

〔書〕「圏防国家の綱領」（企画院研究会）◎

〔書〕「民族塵塚と一世界観」（由良哲次）。

〔書〕「ドイツ国の基本的諸問題。（フォン・ゼークト）」（斉藤栄治訳

〔書〕「新国体論」（永井寧）。

〔書〕「国体論史」（清原貞雄）。

〔書〕　「国体と金：体主義」　（関栄・吉）◎

〔書〕「世界に比類なき天皇政治」（佐藤清勝）。

〔書〕「皇國の理念」（渡辺幾治郎）。

〔書〕「神話哲学　随順の倫理」’（磯辺忠正）。

〔書〕「皇道哲学」（佐藤通次）。

〔書〕「伝統」（平泉澄）。

〔書〕「勤皇文庫（全五巻）」ぐ社会教育協会）。

〔書〕艘錬成読本」（行弘糺）。

〔書〕「神ながらの国」（河野省三）o

〔書〕「師魂と士魂」（竹下直之）。

〔書〕「大御田族の本義」（角南元一）。

〔書〕「政治学概論」（白垂七郎）。

〔書）「政治学旧史（第一一，二巻）」（舘薦漁）・

〔書〕「戦時の政治ど公法」（中野登美雄）。

〔書噸雛袖瓦義劉（樫原信一駅）・

〔書〕「政治思想史概説」（原田鋼）げ

〔書〕「徳絹幕府の成立・動揺・崩壊」（後藤三春）。

こ書〕「明治政史（壱）」（指原安三編）。

〔書〕旧本丁政史の研究」（尾佐竹猛）。

〔書〕ギ新国畏運動の基本問題」，（清水伸）。

〔書〕「大ヨ本国防婦人会十年史j（同本部）。

圓騰の華」（大一本国防婦人会椏s地方本部）・

〔書〕「総動員統制法規j（国民調査会編）Q

〔書〕「統翻野盗捌の進展」（円地与四松）。

〔割「男子従業の繊禁止・蝋齢」（佐藤善太郎
ﾖ溝）・

〔書〕「翼賛議員銘鑑」（議会社聞社）。

〔書〕「重要国策に関する資料（い2）」（翼賛政治会）。

〔書〕「第四園中央協力会議会議録」（大政翼賛会）。

〔書〕「革新沼本の政治原理」（佐藤清勝）。

〔書〕「大N：本政治哲学」（佐藤漕勝）。
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項 舜

　　〔書〕「国史概説」（三上参次）。

　　〔書〕「潔藷暴論に」（躰経済連町会）．

　　圏傭舗雛謹騨纏灘に関す。規定轍腫甦業嚇
会編）。

　　〔謝「騨諾製織挙雛莫贈号録」（・本経済連盟会）．・

　　圃難講畠蒙灘撫（水野蔵）．

　　〔書〕「日本の課題と世界史」（高歯岩男）。

　　〔書〕「・ビエ・の力・実力（ヒューレ’ツトジHンソン）二冊」（蠣翻査局。一

β召5FR　19年）o

　　〔謝「欝馨藤津人職（鰯省調査局）。

　　〔書〕「中ソ論争の概略と批嵩」（増田四郎）。

　　〔書〕「アインハルト大鑑乙国民史」（木町浪夫訳）。

　　〔書〕「ヒトラー醤が闘争（下）」（真鍋良一訳）。

　　〔翻「判シ。史（上官）」（編暴謙・一り一）。

　　㈲「英樋癩の予謝（トーマス・カVライル　　　　樋原巌駅）・

　　〔書〕「揮毒緩び灘一（家証軌

　　〔書〕「米審の東亜制覇政策」（大東亜戦争調査会編）。

　　〔書〕「米国黒人の研究1（河村只雄）o
　　〔書〕「一ダや野鞭」（ワルタ…。ブレヴイッツ　　　　　米本三爾訳）・

　　〔書〕「豪州政治発達史」（本工幸次郎）。

　　〔書〕「民族文化史概説」（上下歪雄）。

　　〔書〕「民族遍家と世界観」（由良哲次）。

　　催〕「議罠薩譲」（赤木春之訳）・

　　〔書〕「欧寧静族の難論」（フ・“一’　’一ン善孫編）．

　　〔書〕「太平洋民族学」（清野謙次）。

　　〔書〕「日本民族論」（堀真琴・他）。

　　〔書〕田本民族の優秀性に関する根本研究」（末広一雄）o

　　〔書〕「即詰支那の民族と文化」（松本信広）。

　　屠〕「餅の原娠族（上巻）」（蜷晃笥　““ック）・

　　〔謝「　論㍑無慾史Mesl　一　」（吉横司）．

　　〔書〕「李済支那畏族の形成」（須山卓訳）。

　　〔書〕「支那民族生活史」（井坂錦江）。

　　〔書〕「ミクmネシア罠族誌」（松岡静雄）。

　　〔書〕「地政動態論」（井ロー郎）。

　　〔翻「大嘘・海洋政治」（ハウス薪三皇）・

　　〔霧〕r後藤新平伝　台湾統治篇上・下」（鶴見祐輔，太平洋協力会）。
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項 農

〔書〕「塞居豊長と平起篤胤」（藤田徳太郎）。

〔書〕「高野長莫伝」（高野長手）。

〔書〕「北越戊辰戦争と河井継之助」（井上一次）。

〔書〕「俘藤博文伝（全三巻）」（丸公追頒会）。

〔書〕「敢界を歩みっつ」（安藤正純）。

〔書〕「小村寿太郎（北京編）」（宿利重一）。

〔書〕r児玉源太郎」（宿利重一一，国際日本協会）。

〔書〕「福沢諭吉伝（第一～四巻）」（石川幹明）。

〔書〕「岡田和一郎先生伝（耳鼻科）」（梅沢彦太郎）。

〔書〕「研究の回顯」（鈴木梅太郎）o

〔書〕「男爵郷誠之助君伝」（同記念会）。

〔書〕噌国母」（桜井信義）。

〔書〕rネール自叙伝（上下）」（竹村和夫言訳）。

〔翻「㌶山系、；篇．（一巻）∫（レわケ漱薩鑑ゲノレ）・

こ書〕「国際法論」（山名寿三）。

〔霧〕「新汎米主義と米洲国際法」（華車徹雄）。

〔書〕「海事国際私法論」（山窟嘉一）。

〔書〕「中国々籍法規三編（謄）」（内政部）。

〔＄）　r・シ緻治鮫剋（σヴエ獅ｬ鹸）・
〔翻「綱の論鱒と対碁聖」（モソワ笊拍d蔵訳）・
〔書〕「戦争法」（前原光雄）。

〔書〕「ジンメル戦争の哲学」（阿閉吉男）。

〔書〕「兵理より観たる産業戦の指導原理」（中井良太郎）。

〔書）f戦力増強の理論」（難波由春夫）。

〔翻「綱の三三」《藷毒∠郎）・

〔書〕「現代用兵論」（酒井鏑次）。

〔書〕「煙毒航空血盟録」（同KK）。

〔書〕「近代海戦史」（蜜永謙曹）。

〔書〕「大東亜戦争と中国民衆の動向」（小山栄三）。

〔書〕「大東亜戦長女（第二輯）」（六芸社）。

〔書〕ri菱翁奪i変」（満洲第一七七部隊）。

〔翻「北京籠城（上・糊」（藩莚鳶）・

〔書〕「外地統治機構の研究」（山崎：照照，高山書院）。

〔書〕「思想戦講習会速記録（全四巻）」（内閣情報部）。

〔書〕「独ソ戦争史」（赤神良譲）。
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項 輿

〔書〕「牧野教授還暦祝賀刑事論集」（小野溝一郎）。

〔書〕「現代刑事法学の諸問題j（宮本博士還暦祝賀）。

〔書〕「刑法要論（総論）」（小泉英一）。

〔書〕「増寓刑法大要」（泉二新熊）。

〔書〕「ドイツ戦時刑法研究（第一巻）」（帯捌秀雄）。

〔書〕「日本経済刑法概論」（定塚道雄）。

〔書〕f刑の量定に関する実証的研究」（不破武夫）。

〔書〕「刑事訴訟法綱要」（騒藤重光）。

〔書〕「日本犯罪論」（久礼田益：喜）。

〔劃晶晶犯一二魍・脚（示滋藤）．

〔書〕「B本近世行刑史稿（上・下）」（刑務協会）。

〔書〕「明治民法論編纂史研究」（星野通）。

〔書〕「解説民事裁判例（二）」（笑騰）．

〔書〕「判例身分法研究i（轡山道夫）②

〔書〕「親族法及国際親族法の研究」（山口弘一）。

〔書〕「霞本家族制度と小作制度」（有賀喜澄衛門著）。

〔書〕「否認権に関する実証的研究G（板木郁郎）。

〔書〕ヂ罠事訴訟法概論」（兼子一）。

〔書〕「商行為法論」（小町谷操三）。

〔書〕「ヨ本証券史論　上巻」（小野清造）。

〔書〕「海軍国際私法論」（山戸嘉一）。

〔書〕「海商法要綱」（樋貝詮三）。

〔書〕「海の慣轡法」（樋．貝詮三i三）o

〔書〕「海商法汎論　第一巻」（中：筋義一）。

〔書〕「海商法要義（上～下巻七）」（小町谷操三）。

〔書〕「海商法要義（上・中・下）四冊」（小晦谷操三）。

〔書〕「海上衝突予防法論」（瀬下清通）。

〔書〕「費用海損論j、（太田康平）。

〔書〕「農業保険」（下山一二）。

〔書〕「手形小切手法要義」（大浜信泉）。

〔書〕「小切手法」（大橋光雄）。

〔書〕「財政学」（小川郷太郎
ｬ見三郎）・

〔書〕「篇戦議政論点欝弥）・

〔書〕「独逸に於ける戦時財政経済事情」（大蔵省総務局）。

〔書〕「歳入歳出詳論」（青木得三著）。
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〔書〕「草本地方財政丁度の成立」（藤田武夫）◎

〔書〕「騒本地方財政論」（藤鐙武夫）。

〔書〕「租税転鯨論」（松野賢吾）。

〔書〕「実務本位所得税法詳解」（小林長谷雄・岩本巌）。

〔書〕「蘭税経済面」（小林行啓）。

〔書〕「昭和金融政策史」（矢尾板正雄）Q

〔書〕「：増笥金融統制の理論」（一・A谷藤一郎）o

〔書〕「貨幣訴訟の研究」（傍鵬省三）◎

〔書〕「造幣局70年史」。

〔書〕「ピユーリイ・ギリシャ史（上・中巻）」（村田泰志訳）。

〔書〕「近世の救荒食糧施策」（恥田斉）。

〔書〕「農民離村の実証的研究」（野尻重雄）。

〔書〕「厚生委員視察資料j（（広島県）社会課関係）。

〔書〕 ?離灘欝黎繕蓬籍裂」（躰経済連盟会）・

〔書〕「生計費調査に現れたる戦時最低生活」（戦時生活梱談所）。

〔書〕r国民生活の課題」（大河内一男）。

〔書〕「養護室記録」（葛西タカ）。

〔書〕「小河滋次郎著作集」（小河博士三文刊行会）。

〔轡〕「寿命予測と生命保険」（渡辺定）。

〔細断押鯵難露蜘の鞭濁」（翻廃ベルンゼー）

〔書〕ギ健畏修錬指針」（山口爆の。

〔書〕「秋雷市史（全四巻）・，（～昭和30年）。

〔書〕「明治以来弘前市旧史」（由沢多吉）。

〔書〕「京都市医師会五十年史」（高橋実）。

〔書〕「勤労母性保護」（牧eq一一）。

〔書〕「女子勤労の重要性と其の管理」（職業協会）。

〔劃麟姦議鼓ミンが稿（離陽翻・
〔書〕「米国の言論指導と対外宣伝」ぐ坂部重義）◎

〔書〕「切支丹典籍叢考」（海老沢有道）。

〔書〕「リース世界歴史（第一～四巻）」（広島貞吉訳。～昭郡19年）。

〔書〕「独逸中盤史の研究」（増田四郎）。

〔書〕「法隆寺の壁画」（佐伯啓造編）o

〔書〕「萬葉集伝説歌謡の研究」（西村真次）。

〔書〕「斑鳩篠記」（北下桃雄）。
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〔書〕「購の民話と民謡」（松川二郎）。

〔書〕「神道と畏俗学」（柳頒国男）。

〔書〕「漢学会雑誌（一～十一巻）」（東大漢学会）。

〔書〕「日本曲屋の変遷」（島之夫）。

〔書〕「山西学術探検記」（朝臼新聞社刊）。

〔書〕「定本・九谷」（松本儀太郎）。

〔書〕「増補　やきもの読本」（小野賢一郎）。

〔書〕「古琉球」（餌波普猷）。

〔書〕「罠俗と染色文化」（上村六郎）。

〔書〕f労働法の主要問題」（菊池勇夫）。

〔書〕「勤労と文化」（暉俊義等．）。

〔書〕「勤労文化」（鈴木舜一）。

〔書〕「戦時労働政策の諸問題」（増田富夫）o

〔謝「ナチス馬継政策の懸」（F ﾑ畜軸索著）・

〔書〕「勤勝配置行政関係法令集」（職業協会）。

〔霧〕「労働統計要覧」（社会局労働部監督課）。

㈲「ナチスの蠣翻（L J短・
〔書〕「熔鉱炉と共に四十年」（岩下俊作）。

〔書〕「作業研究の方法及実例j（龍崎虎男）。

〔謝「秘綴無塩鉱毒磯回第三」（京城蔽蟻所）．

〔書〕「産業と入間」（暉俊義等）。

〔書〕f戦時下の産業安全逓動」（蒲生俊文）。

〔書〕「厚生施設」（湘田隆造）。

〔書〕「勤労緯性保護」（牧賢一）。

〔書〕「女子の職業病」（沢井淳）。

〔書〕「少年労働に関する文献抄録（欧。邦文の部）」（労働科学研究所）

〔書〕「特殊労務者の労務管理」（前田一）。

〔書〕「維新産業建設史資料（一・二巻）」（工業資料刊行会）。

〔書〕「技術教育」（富塚清）。

〔書〕「日本電気扇富者伝」（田村栄太郎）。

〔書〕「技術政策」（藤沢威雄）。

〔書〕「技術の本質」（宮城音五郎）o

〔書〕「文化と技術」（樺俊雄）。

〔書〕「近代科学（第一・工巻）」（佐藤鱈衛）。

〔書〕「科学史考」（桑木或雄）。
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〔書〕「産業能率と精神指導」（闇々経済連盟会調査課）。

〔書〕「H本工業文化史」（田村栄太郎）。

〔書〕「東京薬種貿易同業組合沿革史」。

〔書〕「米商連誌」（E本織物卸商業組合連合会）。

〔書〕　「宝暦治水と薩摩藩士」　（留藤信）o

〔書〕「水の生活科学」（村上秀二）o

〔書〕「国土学」（前川晃一）。

〔書〕「森林と文化」（鳥羽正雄）。

〔書〕「海洋科学（増訂版）」（順田院次）。

〔露〕FH本気象史料綜覧」（中央気象台編）。

〔書〕「南洋圏の気候」（中央気象台）。

〔書〕「測候蜜談」（岡田武松）。

〔書〕「理論気象学（中巻）」（岡田武松）。

〔書〕「気象観測法講話」（三浦栄五郎）。

〔書〕「大東亜気候図誌」（申央気象台）。

〔書〕「適正規模調査報告（第一～八集）」（中央農業会。～昭1秘1g年

〔書〕「永山村農業経営の概要」（北海道農会）。

〔書〕f小清水村農業経営の概要」（北海道農会）。

〔書〕「大正村農業経営の概要」（北海道農会）。

〔書〕「栗沢村農業経営の概要」（北海道農業）Q

〔書〕「薪農業翅体の理論と実際」（吉田正）。

〔書〕「覇鮮の農業計画と農産拡充問題」（小野寺次郎）。

〔書〕「東藪農業と日本農業」（桜井武雄）。

㈲撚鯛の麟・労剛（工・Cグリーヴスﾔ田正男訳）・
〔翻「ドイ噺繍圏の麟問馴嘘醸資け一）。
〔謝「ナチス麟酬（タ榊ルﾖ慧）・

〔書〕rナチス農業の建設過程」（磯辺秀俊）Q

〔書〕「クルチモウスキー農学原論」（橋本伝左衛門訳）。

〔謝「諜の起測（ノ　ルｻ鼻羨）・

〔書〕「農業経営適正規模論」（宮出秀雄i）。
〔　　　　　P・ブランケングルク署書〕「米」（　　　高山洋吉訳）．

㈲「農ｪ婁舗警醒談会」（東亜農業研究所）・

〔書〕「田畑所有状況調査」（農林大臣官房）。

〔書〕「農地政策二関スル参考資料（その二）」（帝国農会）。

〔書〕「耕地協会報　（第11集）」（山形県耕地協会）。

〔書〕「日本農学発達史」（農業学校長協会）。
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〔書〕r日本耕地価格の研究（昭5・11・8）」（小峯三千男）o

〔書〕「臼本農村人日論」（渡辺信一）。

〔書〕「木材統制法施行二閣スル通牒」（輔瀬蕉澄）。

〔書〕「土佐捕鯨史　下巻」（伊豆川浅書）。

〔書〕「東印度の畜産」（忠根甚信）。

〔書〕「仏邸の蓋産資源」（奥好是）。

〔書〕「食糧管理と農業倉庫j（中野休入）。
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1e13

項 昌

　〔臼〕　ヤン1・“　b・ンH本語学校（ビルマ）開校式及び入学式挙行（～2◎隼

4月）。

〔書〕「日本語」（第四巻第一号）。

　　（同上）倦頭欝即談語教員への感謝」

（
（
（
（
（
（
（
（
（

！
曳
！
曳
（
（
（

　　　　　　　　　　　　　　　　　（高木覚）。

〃）「日本語の調子」（土居光知）。

が　）「国語の一時相に就いて」（戸田吉郎）o

〃）r国語表寵の問題」（湯沢幸吉郎）。

〃）r現代B：本語の窮例研究j（楳三三）。

”）「現代語の記録（3）」（春山行夫）。

〃）「日：本語の旅（1）」（皆川三：郎）o

ff）「フィリッピンに於ける臼本語教育の現況」（蒲生英夫）。

〃）「泰国に於ける言語上の問題j（山県三千雄）。

〃　）「廼本語教育の根本問題（座談会）」（：岩渕悦太郎，近沢道

　　元，橋本進吉，大岡保三，、東光武三，林和比古，釘：本久春，

　　酉昆実，原元助）。

”）「臼本語誌塞　復響と応用」（松宮弥平）。

〃　）rlヨ本証三教塞　分ってもらふ気持」（打圧｝正雄）。

〃）「在外乱入子弟教育協会について」（平山日出男）。

が）「読物索心添序説」（高木卓）。

〃）「読物　美しい言葉」（林芙美子）。

　r戦時文官服務令」・「文官懲戒戦時特例」〔勅令〕各公布（綱紀振粛）。

　〔β〕　ビルマ，タボイ目鼻語学校開設（～20年8月。モ　・・一　fUメン転進後，

日本語教育別働斑として終戦まで開校）。

　〔燭〕　国語課初常会（国語課長塞，課長ほか各関係官出席。一，課長指示

事項　国語対策協議会開会に関する件　一一，話題　軍人に賜はりたる勅諭の読

み方について）。

　大本営，インパール作戦を認可。3縁8N作戦開始。

　「前線へ送る夕」放送開始。

　〔教〕　閣議，「緊急学徒勤労動員方策要綱」を決定，学徒勤労動員は年間

4か肩を継続して行うこととする。

こ書〕「日本語文の性格j（小泉蓼三，立命館出版部）。

〔国〕　国語課常会（国語課長室において，発音符号に関しe協議，検討）。
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項 自

　ソ連軍，レニングラ・・一ド戦線で大攻勢開始。1月2◎勇同帯を独軍から解放

　〔国〕　国語課常会（国語課畏室において，発音符号に芳し協議，検討）。

　〔鼠〕　ビルマ，第五次β語要員36名着任（前後して単独志野2名着任）

　大東亜史上善図版審査会議（教育局内東亜史概説編纂部に於て編纂中の大東

亜史（上下二巻）を編纂中夕在京の調査鵬託を招集して上巻に収録すべき図版

審査会議を開始）。

　閣議，「緊急国昆勤労動員方策要綱」を決定。

　〔日〕　海外向日本語教科書打合会（文部省国語課長室において，海外向H

本語教科書に関する情報局と文部省との打合会を開催。情報局第三部対外事業

課長根岸国蔵丁丁報窟二丁実，大東亜省大使館調査宮関野房夫，高木渉外課長

大岡国語課長，関監修窟，長沼嘱託等出席，文部省起草の原案について協議）

　〔国〕　国語課研究会（課長室にお℃て第一回研究会を開催，佐伯功介氏の

「ロ・一マ字ノ呼名＝ツイテ」の講演を聞く）。

　〔国〕　国語審議会主査委員会（文部省第三会議室にて醗会，漢語の読み方

整理に下する件について協議。出席丁丁会長，穂積副会長，簗田委員長，東条，

神保，諸橋，五十嵐，前田，赤坂，竹村，宇野，河合，大囲，幣猿，横山各委

員，保科幹事長，広頒，吉田，関各関係富等）。

　〔巳〕　臼本語教育振興会研究部例会（第一回，　r慣用読み方について」；禅

閨事務所）。

　〔日〕　ビルマ，マダイ日本語学校醐設，開校式益びに入学式挙行（～20

年8月22日。19年12月空襲にて本校焼失後，パラオバラックに分校開設

　大本営，大陸打通作戦を命令（4月京漢作戦，5月湘桂作戦を開始）。

　内務省，東京・名古屋に改正防空法による初の疎開命令（旛定区域内の建築

物強劉取壊し）d以後各都市で「強劉疎開」実施。作業に戦車も使用。

　ヂ宗教化方策委員会官制」〔勅令〕公布。

　〔国〕　国語課嘱託会議（発音符号制定に関する会議を課長室にて開く。橋

本進吉，東条操，神保格，西下実各嘱託及び大閥国語課長，湯沢，関監修官，

吉田調査官のほか，国疑教育局から藤井監修官が出席協議）。

　「中央公論」　「改造」の編集者検挙される。11月，霞本評論社などの闘係

者，さらに　’45年4月から6月にかけて，東京を中心に多数の言論知識人検

挙される（「横浜事件」）。

　〔日〕　ボルネオ，B本語週間（～2，目5目。30日pボルネオ款聞社で，

ff本語普及予備座談会（3◎余名出席），31H，脚本語大会（師範学校），

街路名，立札，看板などの臼本語書き，2見1日からr日本語の夕」など）。

〔書〕「三品・標準簡体常用字典（大島宇一編，座乱塾出版部，文渕閣）。

〔書〕「H支（北京・福建・広東語）馬英E用語字典」（葉松相著，文求
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堂）。

　　〔書〕「祝詞作文辞典」（苗代漕太郎署，祝詞研究所）。

　　〔書〕「マライ語新辞典j（津田信秀薯，太網野書店）。

　米軍，マb・一シャル群島のクエゼリン・ルオット両農に上睦e2・6濁畠守備

隊68◎0名玉砕。

〔・〕・・一・麟馳呂奎講贅灘所用躰翻隅鵜椀

艦

〔書〕「H本語」（第四巻第二号）。

　　（同上）「巻頭言　韓鮮のβ本語」（大岡保三）。

　　（の「暴聯帯蘭の蜘掴講」（時麟・）・

　　（〃）「「なし」といふ言葉について」（西里光雄）。

　　（　　）「国語表記法の問題」（湯沢幸吉郎）。

　　（　〃　）「微兵零度と日本語」（島顯牛誰）◎

　　（　〃　）「現代語の記録（4）」（春山行夫）Q

　　（　　）「貝本語の旅（2）」（皆jil三郎）。

　　（〃）「錦地の日本語　現地艮本語教員よりの手紙」（蒲生英男）。

　　（　〃　）「現地の臼本語　海外玉入第二盤と臼本語」（蕩瀬笑子）。

　　（　〃）「書評」（内田克己）。

　　（ρ）「日本語教室　甲華罠国留学生のための高等学校教育」（木

　　　　　村新）。

　　（　　）弓勢語教室　日本語教授雑感」（柴田明徳）。

　　（　　）「国際学友会紹介」（金沢謹）。

　　（　　）「現地通信」。

　　（　　）「冬景色（随筆）」（豊田三郎）。

〔書〕「コトバ」（一・二月号）

　　（同上）丁国字の考察」（松漂秀治）。

　　（〃）「コトバ情報（一・二月）」。

　　（　〃）「音声の指導」（小林智賀平）。

　〔国〕　国語課常会（国語課長室において，外国語地名人名の表記に関する

方針の原則並細則を検討）。

　〔教〕　文部省，大学●高等専門学校の軍事教育強化方針を発表（航空訓練

・機甲訓練・軍事学・兵器学・軍事医学を教習）。

　〔日〕　文部省南方派遣臼本語教萄要員養成所第七嚴講習会開所式（「実施
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項 s

要項　mhe主旨　粉本世界観ユ透徹セシメ大東藪ノ現在及将来二対シ活眼ヲ開

カシムルト共雌臼本語教膏要員タルノ知識及技能ヲ体得セシメ以テ南方諸蔑族

二対スル旛導者タル入材ヲW成セントスp・・’，主催文部省一，期H二

月五日ヨリ三月五心マデ三十H閥　一，場所　東京都杉並区瀦泉町明治大学予

科構内　撃方派遣E本語教膏要員養成所　一，講義題穏及講師　　「大東亜文化

建設ノ理念」藤野恵，「興亜精神」近藤寿治，「蔑本文化史要設」渡辺保，

旧本語要説」岩淵悦太郎，「臼本文法要説」東条操，　「国語問題ト澤本語普

及」大桑保三∫現代語ノ諸問題」湯沢幸吉郎，r標準語演翌」神保格，　「H本

語普及史概説」釘本久春，「E本語教師論」西昆実，r日本学教授法」長沼直

兄　rH本語教授ノ諸問題」大出正篤，ザ大東亜諸言語要説」小倉進平，「大

東亜近三聖要説」岩村忍，　「大東亜文教事情」相良惟一，　「南：方民族要説」蘭

正雄，　「薦方衛生」深田益雄，f鴨方事情」郡司喜一，尾崎．卓郎，松尾次郎，

関野房夫，宮島健蔵，「訓話」高木覚，小林秀穂，（以下略）」）。

〔書〕「書語哲学総説」（輿水実，国語文化研究所）。

　〔教〕　文部省，中等教育内容の戦時錯置を決定（芸能科各科目を廃止して

工作を課す，高等女学校の実業科各科鼠を正課とする）。

　〔教〕「靭鮮女子青年錬成所規程」〔朝鮮総督府令第三十五号〕（「朝鮮女

子青年錬成所規程左ノ通定ム朝鮮女子青奪錬成所規程第一条女子融謙

成所ハ朝鮮入墨ル女子青年望薄シ心身ノ鍛錬其ノ観ノ訓練ヲ施シ皇国女性タル

ノ資質ヲ向上セシムルヲ以テ屋的トス　第二条　女子青年錬成所二入所スルコ

トヲ得ル者ハ年齢十六年以よニシテ国民学校初等科ヲ修了セザル女子トス　第

九条　女子青薙錬成所山導ケル錬成轡屋ハ修練，国語，家事及職業トX　修練

ハ教育二関スル勅語ノ旨趣ヲ十体シテ国体ノ本義ヲ明徴・・シ皇国臣罠タルノ自

覚工黒目シメ之ヲ爽践躬行二子クヲ以テ要旨トス　国語ハ皇国臣民トシテ必要

ナル日常ノ国語及知識ヲ習得セシムルヲ以テ要旨トス　家事ハ家事工関スル知

識技能ヲ醤得セシメテ堅実ナル家庭生活ヲ営ムノ能力ヲ得シムルヲ以テ要旨ト

ス　職業ハ職業工関シ日常生活上必要ナル知識技能ヲ得シメ勤労好愛ノ慣習ヲ

酒養スルヲ以テ要旨トス　錬成ハ各錬成項目旧事ノ聯絡ヲ密接＝シ昼各事項ノ

綜合ユ留意シテ之ヲ為スベシ　第十条　女子三無錬成所二於ケル錬成ノ期間ハ

ー年トス但シ戦時又ハ事変二際シ道知事必要アリト認ムルトキ下之ヲ六月迄短

縮スルコトヲ得　第十一条　女子今年錬成所ユ於ケル錬成時数ハ六百時以上ト

シ左ノ標準工依り土地ノ情況二応ジ之ヲ定ムベシ但シ前条但書ノ規定ユ依り錬

成期間ヲ短縮シタル場合工於ケル錬成時数二関シテハ其ノ都慶道知事之ヲ定ム

ベシ　錬成項弓　修練及国語　錬成時数睡○○，錬成一望　家事及職業　錬成

時数二〇〇。　特携ノ婁情畠依リ前項ノ錬成時数二依り難キトキハ道知事ノ認
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〃
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環 菰

野ヲ受グ錬成時数ヲ短縮スル＝5ヲ得　第十六条　女子青年錬成所＝於テハ別

紙様式工依リ錬成ヲ受クル者ノ在籍簿ヲ備附クペシ」）。

　〔日〕　茜貢N本文化会館事務騨始。

　〔貝〕　日本語数育振興会研究部例会（纂二回。　r朝鮮における饅本語教育

岡本好次氏を中心として。ネ申醸労務所）o

　〔国〕　国語課常会（国語課長蜜において開催，課長，湯沢，関各．監修官，

広田，吉田各調登富，保科，三宅各嘱託出席，発音符号制定に関する件を協議

　古典編修部在京編修会議員，編修嘱託連絡打合会（文部省繁三会議蜜，出席

者，近藤部長，小沼野冊，原野学課門外蘭学宮，辻善之助，久松潜一，橋本進

・吉，窟地響一，坂本太郎，加藤虎之亮，武田鮎吉，竹下直之，中村一良，松田

武夫各編修会議員，次田潤，丸山二郎，森末義彰，福羅三布郎，小島小五郎各

編修嘱託等）。

　〔臼〕　満州国文教部，満彊仮名を決定発表（文字数，清・濁・半濁音をあ

わせて70，標音上の約束12）。

　〔教〕「国民学三半戦時特例」〔勅令〕を公布（就学義務を満12歳までに

引き下げること）。

　アルゼンチンでぺmン大佐のクーデタ起こる。

　〔教〕　青年学校教員養成所を廃止し，青年師範学校を設立〔勅令〕。

　〔教〕　文部省，軍人・宮吏等を無試験で国民学校・青年学校・中等学校の

教員とし，徴兵による教員の不足に対処。

　米機動部隊　トラック島空襲（艦船43隻沈没，航空機27◎機損失）。

　〔国〕　国語審議会三蓋委員会（文部省第三会議窪において瀾催，漢語の整

理に関する件について協議，出席者，南，平野正副会長，簗田委員長が諸橋，

幣原，牧野，竹村，宇野，五十嵐，前田，赤坂，清水，荒木，大岡各委員，保

科幹事長並びに関監修嘗，’広田，吉田各調査官等）。

　東条内閣改造（蕨梱に石渡荘太郎，・農簡相に内田信也就任）。

　〔臼〕　講演会（場所，上田市，題呂「大東亜に於ける日本語普及の現状」，

講師，長沼直兄）。

　陸相東条英機が参謀総長を，野冊賜田繁太郎が軍令部総長を兼任。

　〔国〕　発音符号懇談会（文部省国語課）。

　〔教〕「大学学部等ノ在学年限又ハ修業年限ノ昭湘十九年度臨時短縮二関ス

ル件」〔朝鮮総督府令第六十二号〕（「大学学部等ノ在学年限又ハ修業年限ノ

茸雲十九年度臨時短縮二関スル二二ノ国定ム　第一条　昭和十六年勅令第九百

二十一号第一二三一項，附則第二項及昭湘十八年勅令第冨十一号附則第二麹

二朝鮮教育令二於テ依ルコトヲ定メタル専門学校令第八条第一項ノ規定＝依り
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項 昌

大学学部ノ在学年限蚊工大学予科及専門学校ノ修業年限ハ曙和牽九年度二於テ

ハ其ノ奪獲二卒業スベキ者樹勢夫々六月之ヲ短縮ス第二条京城高等エ業学

校附置教員養成所及水原高等農林学校附置地理博物教員養成所ノ修業年限ハ昭

和＋九年変諜於テハ其ノ奪農工卒業スベキ者二付夫々六月之ヲ短縮ス第三条

震工掲グル学校ノ修業年限ハ昭和十九年度＝於テハ其ノ隼度二卒業スペSe考二

付キ夫々三月之ヲ短縮ス　一　国民学校初等科修了程度ヲ以テ入学資格トスル

修業年限五年以上ノ実業学校及国民学校高等科修了程度ヲ以テ入学資格トスル

修業年限三年以上ノ実業学校　二　私立学校規則二依ij設立セラレタル学校ニ

シテ朝鮮教蕾令二於テ依ルコトヲ定メタル專門学校令第五条ノ資格ヲ以テ入学

資格トスル修業年限三奪以上ノモノ」）。

　〔臼〕　H本語関係者懇談会（発音符号制定に関する標記の懇談会を文部省

第三会議室において開催，情報局第三営営外事業課井沢情報窟代理豊田栄次郎

大東亜省南方事務局行政蜜関野調査官，同満州事務局総務課腰原事務官，東京

工業大学窪沢武夫，東京高師玉井幸渤，臼本女子大上村悦子，東京女子大丸由

きよ子，東亜学会有賀憲三，碍本語教育振興会長沼直兄，国語協会石黒修，国

際文化振興会那須卯之助，日本出版協会堀賢之助，岩崎寿嘉夫，東亜岡文会広

木操，国際学友会林和比古，口語文化協会松宮一也，響町協会織本重義，青年

輝北協会石黒魯平等，本省側，大岡国語課長，東条操，金田一京助，湯沢・関

藤下書監修官，広田，吉田各調査窟及び西尾・三宅・大塚各嘱託等出席）。

　「決戦葬常措置要綱」〔閣議決定〕。

　〔教〕　文部省，食糧増産に学徒5◎0万人動員を決定。

　〔H〕　日本語普及研究会第一圓協議会（青年文化協会・東南アジア学院）

開催。

　米軍　アドミラルティー諸島のロスネグロス豊に上陸，この結果，ラバウル

地区は米軍の背後に孤立（’44無2月までのこの方面の損害の合計，死者

13万人，艦艇70隻，船as　i15隻，飛行機8000機等）。

　閣議，海上輸送力非常動員実施方針要領決定。

〔書〕「日本語と支那語」（魚返善雄，慶応出版社）。

〔貝〕　ビルマ，ピンマナ温本語学校開設（～20年3月）。

〔日〕　ビルマ，ラシオ日本語学校開設（～20奪3月）。

〔書〕「時事露語辞典」（満鉄弘報二二，三省堂）。

〔書〕「イン5“ネシや簸新馬来語辞典」（佐藤栄三郎著，大阪・弘文社）。
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項 密

　　〔書〕「大東亜時局語」（大阪・磯鶏薪聞社編．刊）。

　　〔書〕「文語法事典」（森本種次郎編著，文進堂）。

　　〔書〕「敦　隣　第1巻2期～3巻1期」（華北善隣会編，北京・華北善

隣会。月刊。民国借三年二月～辮四奪一月）。

〔書〕「瞬本語」（第四巻第三号）。

　　（同上）「巻頭書　日本文化発揚の尖兵」（郡司喜一）。

　　（〃）ザ比較言語学と民族の研究」（高津春繁）。

　　（　〃　）　「国語と精ネ牢」　（顯村孝次）Q

　　（〃）「中国人に誤り把握せられている目本語の発音〔1〕」（箆

　　　　　五百璽）。

　　（　〃　）「中国人の日本語研究」（菊沖徳平）o

　　（　〃　）「「日本文法教本」について〔座談会〕」（湯沢幸吉郎，林

　　　　　和比古，時枝誠記，長沼直兄）。

　　（〃）縮本語感窒　助詞の異同について」（松村明）。

　　（〃）「日本語の旅（3）」（皆川三郎）。

　　（の彊妻琴験の焔について（翻）」（轍夫）・

　　（　”　）「燕京二景（随筆）」（奥野信太郎）。

　　（　〃）f日華学会紹介」（砂田実）。

〔書〕「コトバ」（三月号）。

　　（　”　）「日本語教育とB本精神」（秋山博）。

　　（〃）「国字の考察」（松原秀治）。

　閣議，「国民学校学童給食」・「空地利用（食懸増産）」・「疎麗促進」の

3要項発表Q

　〔日〕　繁七園南：方派遣教育要員養成所講習会終了式挙行（終了考82名，

終わって賃本語教育振興会主催の壮行会に繊席）。

　全国の薪聞，夕刊廃止。11・1朝刊2ページとなる。

　〔教〕　閣議，学徒勤労動員を通年実施と決定。

　〔日〕　窟専第二三九号　晒瀦十九年三月七臼　文部省専門学務局長永井浩

大東亜次官殿（「留学生補導國体ノ移管二関スル件　昭和十八奪十一L月十三日

付支文第九八一号ヲ以テ標記ノ件工関シ申進相成タル処左記ノ通津農及回答

追弼関係書類ハ翔途送付ス記一大東亜省へ移管財団法人満弗国留黛学

生会館　〃東亜振興会　〃大東亜留醸学生会　〃大東亜学寮　〃大東亜奉仕館

二　大東亜省，文部省共管（大東亜省主査，但シ裁華学会二限り文部省主査）

財脇法入青年文化協会　〃国際学友会　rvH華学会　〃薪興亜会　〃日本タイ
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協会　ff比律賓協会」）。

　インパール作戦開始。

　〔ff〕　ビルマ，繁二園渡鶏留学生出発。

　〔團）　国語審議会三三委員会（文部省第三会議室において主査委員会を開

き，漢語の整理に関する件について協議、出席巻　爾会長，穂積副会長，簗田

委員長，幣原，宇野，五十嵐，前田，神保，河合，大潤各委農，保科幹事長，

巻田調萱官等）。

　〔教〕「緊急国罠冷覚動員学徒勤労動員方策要綱」発表。

　女子挺進隊結成，動員配置決定。

　独軍，ホルテ、イ摂政の同意のもとにハンガリーに進駐，占領。5月15碍ア

イヒマン，ハンガリーユダヤ人のアウシュビッツ強簿叡容所への移送を開始。

　〔日〕　ビルマ，第六次β語要員数名着任。

　〔黛〕　ビルマ，第七即日語要員数：名着任。

　大本営連絡会議，昭和19年度物資動員計爾運営に関する件承認（年間計画

は概定にとどめ四半期別の実行計画によることとなる。物資動員計画事実上崩

壊）。

　〔日〕　南方聴別留学生（泰国班12名）来朝。

　〔国〕　外国語地名入潮に関する協議会（国語課長室において外国地名人名

の呼称等に関する調査の整理統鱒方針について協議）。

　臼ソ間に北樺太におけるB本の石濾・石炭利権の移譲に関する議定書締結。

　〔ff〕　乳親教材に則する閥係官庁連絡会議（国語課長室において南方地域

向日本語教科書補翼教材に関する関係宮庁との連絡会議を開催，協議。出席者

陸軍省軍務局長松尾少佐，大東亜省興野調査官，情報局井沢情報官，大駒国語

課長，ヨ本語教科書編纂委員長沼，福頒，森山）。

　米機動隊，パラオに来襲b連合艦隊司令長嘗古賀峯一大：将，これを避け，ダ

バオに赴く野卑行方不明。4・5殉職発表。ttt

　〔日〕ビルマ，チョンピeウ日本語学校開設（～20年4月。19年7月

バセイン分校より独立校として発足）。

　〔N〕　ビルマ，カーサ臼本語学校開設（～19年10月。デジャイン校開

設）。

　〔国）　教学局国語課で現代語の標準的発音学習に使用する発音符号を制定

発表。

　〔國〕　　国語学三角琶立（　，墨8年1◎月　f国語学」憲lj干｛1）o

　〔臼〕　ジャカルタ特別市にジャワ興亜文化会館開設（（　）一般住民の為

の日本語教育，（二）在住同邦青年のための馬来語教育，（三）彼我事情の紹

介，（四）南方特溺留学生その他の来朝者との聯絡斡旋，ジャワ邦入視察者の

為の斡旋を臼的とする）。
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　〔E）　ビルマ，3月現在，藏本語学校数2マ，盤徒数1e234，　ff本入

教us　15墨名。

　　〔書〕「昭憩十八年度，高砂族の丁丁」（台湾総督騰欝務局）。

　　〔書〕「禅学辞典」（神保如天，安藤文英著，京都・平楽寺書店）。

　　〔書〕旧茶語辞典」（窟繭静二，研究社。陣he　gapanese　DicXi。

nary　vexp±ained　in　Eng！ishj　）．

6大都市の国民学校児童に1食7勺の給食実施。9月1鑓パンft　il）みとなる。

〔日〕　ビルマ，メイクテ7ラ鶏本語学校開校式挙行（～2◎年3，月）o

〔書〕「H本語」（纂四巻第四号）。

　　（同上）「巻頭醤　言語と文化」（文部省教学局長・本会理事長近藤

　　　　　蒋治）。

　　（〃）「大東亜文化の道一文化の交流と統一」（玉舞茂）。

　　（〃）隅本語教師の処遇に関する諸問題」（梱良‘准一）

　　（　fi）「生活と教翌」（由目喜一郎）。

　　（　〃　）「日本嘉名と東雅について」（松昆捨次郎）。

　　（　〃　）「仮名遣の諸問題（一）1湯沢幸三郎）。

　　（　〃）「現代語の記録（5）」（春山行夫）。

　　（〃、）「礒本語教蜜　鑓本語学翼に於ける母越年語法の影響〔その

　　　　　具体例と克服案〕⊥C黛野成美，久保一良，平野朝淳，堀敏

　　　　　夫，篠原祐一，秦純乗，辻権次郎，築貫一正，坂本弘教）Q

　　（　〃り「現地の声」o

　　（　〃　）「本会研究部事業報告」（山口正）。

　　（　〃　）「「H本語」春本総目次」。

　　（　〃　〉「梅花（詩）」「室生躍星）。

　　（　〃）「秋出参謀と子規（読物）」（井上弘介）。

〔書〕「コトバ」（四月号）。

　　（同上）「国字の考察（完う」（松原秀治）Q

　　（　〃　）　「こコトノ｛欄（四月）」O

　　（　〃）「『コトバ』を送る『コトバ』に銭る……国語文化学会」

　　　　　　（　ドコトノく」は本号をもって終孫1となる）o

閣議，国内13道府爆：に非常欝備隊設置を決定（国内轡備警察強化）。

〔国〕　国語課常会（国語課長室において，外国語地名人名の呼称等に関す
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4・20
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4“22

4・25
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離 陸

る件，「整理統Ptの趣旨，蚊にその経過，　tw一一一案の取扱方針」について協議）

　米軍，ルーマニア油顧地帯とドイソの連絡賂の爆繋開始。

独軍，オデッサを撤退しドニエストル川まで退i却。

　　〔書〕「大陸叢書

書店）。

貝本語一一共栄圏標準口語法一一」（藤原毒一，E黒

　〔国〕　国語課常会（国語課長室で，外国語地名旧名の呼称に関する件「整

理統一の趣旨蛙にその経過，統一案の叡旨方針」について協議）。

〔・〕・ルマ，繭蹴譲灘養成所用・本語灘書第三巻」完

成。

　バドリオ政府再編成。共産党のトリァッチ入閣（無任所相）。

　東京都，幼稚園休園決定。

　〔霞〕　教科用図書調査会第四部会（～21H。醐巳にわたり本省第四会議

室に輝輝，文部大臣の諮門に答えるため，十八隼慶編纂の南方地域向日本語教

科書申，日本語入門（仮称）一冊，初等学校用教本七輪，巻五，三六，三冊，

中等学校用筆本巻四，一冊，成人用教本±下こ二冊等につき調査検討して原案を

可決し，その旨答申することとなった。

　〔日〕　華北日本語普及協会山西省支部発会式（これまで存在していた貨本

語研究会を全面的に改組し，新機構のもとに発足。〔役員〕顧問　大江太原陸

軍：連絡部長，田中太原総領事，王山西省長兼教育庁長講太原日本語専科学校長

支部長　聞斐山西省政府顧問〔主たる事業〕太原日本語専科学校の経営，其他

貧本語教育，H本語普及に関する諸般の事業」）。

　咳払連合軍，ユユーギニア北部のアイタペ及びホーランジアに上陸。

　〔日〕　鋳本図書監修宮，南：方諸地域への出張から帰朝。

〔書〕「日本語表現文典」（零本萬一，国際文化振興会）。

　〔国〕　国語課常会（国語課長蜜において開催，「軍人勅諭の読方」につい

て協議）。

　〔日〕　教科用図書調査会（文部省第三会議室において第四部会の懇談会を

　き，先般帰朝の釘本監修官から南方視察談を聴取）。

　〔教〕「学徒動員本部設置二関スル訓令」〔朝鮮総督術訓令第四十三号。一

　・四。二八。懸道知事，各宮立学校長，各公私立奪門学校長宛〕（「大東亜

ノ戦局今や最高潮凱達シ敵焦躁ノ反攻愈々熾纂餌極ムルモ此ノ問皇圏ヲ中核ト

スル大東亜共栄圏ノ建設ハ著々其ノ歩武ヲ進メ決勝ノ体劉臼二輩固ヲ加フ　学
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囲瓢在リテeew　：多撒学徒ノ出陣ヲ送り残留学徒亦益益文武ノ修練二丁ミ勤労

報国ユ艇進シ来レルモ時局ハ墨田学徒動員体質ノ画期的強化ヲ促スコト靭ナリ

郡チ厳二学校溺学徒動員基準ヲ明カニスルト共二Pt　：学徒動員ノ強力ナル統鋤

運営ヲ期センが為本府工学徒動員本部ヲ組織シ若道モ亦之工倣ハシメ戦力ノ飛

躍的増強二下堀シメントス之＝ヨリ半島全学徒ヲ挙グテ常時出動ノ態勢下其ノ

知識技能ノ程慶心身発達ノ状況二応ジ教職員ヲ中心トスル組織ヲ以テ戦時必需

物螢ノ増産緊急要務等二挺身繕シムルノ方途成レリ学徒勤労鋤員ノ趣設タルや

我が教学ヲ一貫セル行動一体ノ伝統二立脚シテ清新ニシテ強靱ナル塁国勤労観

ヲ打立テ勤労即教授即訓練ノ実ヲ収メシメントスル融雪リ　学徒動員ノ実際ex

当りテ戦陣ク諸要綱蚊二当該基準ノ真精神ヲ掘握シ学校及学科ノ種類学蕪ノ程

度姓病母工依り業務ノ選定及人員ノ割当ヲ行ヒ実情晶即応セル創意工夫温依リ

其ノ組織力ノ活群鶴依ル機動性ノ発揮・努ムベシ就中学徒専攻ノ学術技芸ヲ職

場ノ業as　：結合シテ応用慣熟ノ風ヲ養フハ教育ノ完成ト生産効率ノ増強ト三々

絹侯ッテ学徒動員ノ意義ヲ益々深カラシムルモノト謂フペク最モ周到ナル用意

ヲ以テ臨ムベキナリ出動学徒ハ飽ク迄学徒ノ本分ヲ以テ実学修練二従フモノナ

レバ常増持積翠ノ態慶ヲ持シテ規律整然濃刺真蟄若キ心身ノカヲ傾注シ其

ノ献身ハ直二前線ノ勝利z・通フモノナル認トヲ自覚シテ作業能率ノ昂上二努メ

以テ半島勤労態勢一興ノ契機タラシムベシ　皇国ノ隆替岐ルルノ秋時局ハ学徒

en対シ他日功遅奉公ヨリモ今日即下ノ果敢ナル挺身ヲ要請ス諸宙宜：シク学徒ヲ

シテ総平起セシメ斉シク戦闘配置二就キテ国家永遠ノ進軍＝＝平素修文練武ノ成

果ヲ遺憾ナク捧ゲシメンコトヲ期スペキナリ」）。

　〔教〕「朝鮮総督府学徒動員本部規程」〔朝鮮総督府訓令第四十賜号，一九

四・二八，韓鮮総督蝉吟〕（朝鮮総督府学徒動員本部規程左ノ通塗ム　朝鮮総

督府学徒動員本部規程　第一条　学徒動員ノ計画樹立，運営ノ強力円滑等ヲ園

ル為朝鮮総督府ユ学徒動員本部ヲ置ク　第工条　学徒動員本部ハ本部長一人，

次長一人，部長三入，弾帯及部員各若干人tw　＝＝参与及参事各若干人ヲ以テ組織

ス　第三条　本部長ハ朝鮮総督府敷務総監ヲ以テ之二充ツ　次長ハ朝鮮総督府

学務局長ヲ以テ之二充ツ　部長ハ学務局内高等官ノ中ヨリ朝鮮総督之ヲ命ズ

部願解部員ハ学務局職員ノ甲ヨリ朝鮮総督之ヲ命ズ　参与及参事ハ朝鮮総督府

部内高等官ノ中ヨリ朝鮮総督之ヲ命ズ　第四条　本部長ハ朝鮮総督ノSpヲ承ケ

学徒動員本部ノ事務ヲ総理ス　本部長事故アルトキハ次長之ヲ代理ス　次長ハ

本部長ノ命ヲ承ケ各部ノ事務ヲ統据ス　部長ハ上司ノ命ヲ承ケ部務ヲ掌理ス

部附ハ上司ノ命ヲ承ク部務ヲ箪ル　部員ハ上司ノ指揮ヲ承ケ部as　・＝従事ス　参

一与野参事ハ本部長ノ命ヲ承ケ部務工参画ス　第五条　学徒動員本部dW左ノ三部

ヲ置ク　総務部一般運動部技術動員部　本部長ハ必要＝応ジ各部内二二ヲ

設クルコトヲ得　第六条　各部ノ事務分掌左ノ如シ　総務部　一　総含企画二

一一一　301　一一
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関スル事項　二　連絡及情報工麗スル事項　三　経理工麗スル事項　四　其ノ

他他部工属セザル事項　一一般勤員部　文科系学徒ノ動員za関スル事項　技術動

員都　理科系」）。

　糺幌北　条教会牧師小野村林蔵，北通高女での襲書講義の内容が問題化して

拘引され，のち起訴。

　〔国〕広田雄筆調査窟，中盤昆国へ出張を命ぜられ，この日，東京駅出発

（滞在期間約60余日）。

〔書〕「標準語の譜法」（岩井良雄，山海堂出版都）。

　〔臼〕　善隣高等商業学校，名称を善隣外事専門学校と改称。

　〔a〕ビルマ，ワネツチヤウンfi本語学校開設（～20年4月）。

　〔日〕　ビルマ，メイクテーラβ本語学校開設（～20年3月）。

　〔日〕　ノルテβ本語学校（グラールサミエント）開校。

　海軍軍令部，頽勢挽図の決定兵器として，9種類の特攻兵器を海軍艦政本部

等に提案，回天（「人闘魚劉（炸薬1・5トン，1～2人乗り）・震洋．

（「合板製滑走艇」，炸薬250鞠，一木乗り）実現。

　　〔書〕f金属材料用語解説］（大瀦久重雄編，科学憲義工業社）。

　　〔書〕「東亜昆族名彙」（帝国学士院編，三省堂）。

　　〔書〕「ジェム瀦英辞典」（三省堂編輯所編，上海。三通書局股扮有限公

司。「αe皿Dict10nary　Japanese一恥9エishj。中華民国轍三年四飛）。

　　〔書〕「中層學報第1巻2～5期」（北京・中国学報社。月刊。民国欝

三年四月～七月）。

輸入税の免除等に関する件公布（満州国・関東州産品の輸入関税撤廃）。

〔書）「豊本語」（第四巻第五号）。

　　（同上）「巻頭言　実践を通じての理論」（財國法人銀本語教育振興

　　　　　会常務理事長長沼直兄）。

　　（〃）r満州国に於ける鶏本語教育の現状」（松尾茂）。

　　（〃）「日本語より国語ヘー一関東州の場合一」（大石初太郎）。

　　（　〃　）r中糧：のてにをは観の地盤」（松尾拾）o

　　（　”　）r古事記訓註にi現はれたる宣長の国語観」（白石大二）。

　　（　e）「わが国語観」（諸家）。

　　（”）「仮名遣の諸問題（二）一明治以来の仮名遣一」（湯沢

一3e2一



西暦

19墨垂

f
f

〃
〃

〃
〃

〃
〃

”

“

年 代

5“　5

5　tu　6

〃

5・　7

5一　8

5“11

5．k2

5．16
5・2墨

5・25

5．27

5・30

／1

項 農

　　　幸普郎）。

（同上）ヂ中國入に誤り把握せられている繊本語の発音く2）」（箆五百

　　　塁）。

（　〃　）fec代語の記録（完）」（春山行夫）。

（・）轡型本語の劃（翻）H下構次）．

（　fi）．ド日泰文化会館紹介」（額彦四郎）。

　ソ達軍，セバストポリ攻繋開始。5月8日ヒトラー，クリミア半鵬の撤退を

指令。独軍，ルー一・マ　：アに撤退（～5月13日）。

　〔鶏〕　総輔第三五一号　曙瀦十九年五月六臼　大東亜省総務局長竹内薪平

財団平入国際学：友会会長公爵近平文鷹殿（図体移管二関スル件　今般文部省ト

ノ協議Ut依り貴学友会　当省蚊諜文部省側管（大東亜省主査）絹成タルニ付御

了知麺成度　遺爺当省宛提出書類za関シテハ爾今昭和十八年八月十九日付大東

東亜省令第二牽四号二依り提墨相成獲為念）。

　〔国〕　国語課常会（三宅嘱託提案の「科学三野訳の用語・用字について」

協議）。

　〔教〕　本榔・千駄木国民学校生徒による初の都立那須戦時疎開学園開園。

　〔ff〕　潤本語教育振興会講演会（内容：南方諸地域に於ける鰹本語普及状

況　講師釘本久春）。

　〔臼〕　文部大臣i招待会（南方諸地域における揖：本語教育其他一般教育に関

する海軍側関係密を文部大臣窟邸に招待，懇談。出席者，林大佐，橘甲佐，田

辺主計大尉，セレベス軍政監部秘書課長等，本省側，文部大臣，次官のほか総

務局長，教学局長，文書課長，渉外課長，国語課長，釘本監修嘗，長沼嘱託等

　〔教〕　帝国教育会，大H本教育会に組織を再編。

　〔教〕　文部省，学校工場化実施要綱発表。

　〔臼〕　大東亜省輔導蜜と日本語教育振興会との連絡懇談会。

　〔日）　H本語教育振興会主催講演会（内容：薦洋諸地域に於ける覆本語普

及状況について。講師鈴木忍・藤原英了）。

　米軍，ニューギエア西都のビアク農に上陸。

　〔国〕　国語課常会（臨時常会を開き，教育総監部第一課精神教育班iより送

附されたf軍人勅諭暴露に際しての発音に就て」の内容を検討）。

　〔国〕　国語課常会（前圓に引き続き，「軍人勅諭奉読に際しての発音に就

て」の内容を検討）。

　〔H〕　文部省南方派遣教育要員養成所第入両氏十一次高高会入所式（所長

藤野文部省総務局長，虫事高木渉外課長，大岡国語課長以下二二係官列席，入

所式挙行。〔要項）記　一，；鵬所　千葉懸千葉市浪花町東京帯国大学錬成道場
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構内　南方派遣教育要員養成所　一，期間　五月三十霞一六月二牽八日　一nd

講義題R，講師，演習及錬成要綱，職員等概ね前回に同じ。但し今園より期聞

中毎臼農耕に関する勤労作業を実施し，南方に去て農耕指導をも行ひ得る資質

を酒養することとなりe又講義中にも南方農業の課目を力目へ，佐々木東大

に講義を委嘱すると共に，山国東大農学部助手に農耕実翌の指導を委嘱するこ

ととなった◎　一，講義題震及講師　　「大東亜文化建設の理念」文晋峰総務局長

　藤野患，　「興亜教育論」：文部省教学局長，　「爲本丈化史要説」法政大学教授

渡辺保，　旧本語要説」第一高等学校教授岩渕悦太郎，　「艮町文法要説」学習

院数授東条操，　「国語問題と日本語普及」文部省国語課長，　「現代語の諸問題

文部省選書監修官湯沢幸吉郎，「標準語演習」東京文埋科大学教授神保格，

「β本語普及史」文部省図書監修営釘本久春，細本語教師論」東京女子大学

教授戸閉実，「日本語教授法」日本語教膏振興会常務理事長沼直兄，「日本語

教授の諸問題」大出正篤，「大東亜諸言語要説」慶応大学教授松本信広，「大

東亜近世：史要説」文部省民族研究所中畠敏雄i，　「大東亜文教政策」大東亜事務

9相良惟一，「南方民族要説j文部省艮族研究所転回雄，f爾今衛生」陸軍軍

医学校教宮深田益男，「南方事情」陸軍少佐松羅次郎，　f同　」陸軍司政長官

郡司喜一，「岡」大使館調査官闘野房夫，「同」東京帝国大学講師中島健蔵，

「南方農業要説」東京帝国大学教授佐々木喬，「訓話」文部省総務局渉外課長

高木覚，　「農耕作業」，　「体操教錬」）。

　　〔書〕「学習日本語」（日本語教育振興会発行。マライ，ビルマ，ジャワ，

フィリピンの各篇）o

　〔H〕　文部大臣据待会（南方諸地響に於ける日本語教育其他一毅教育に関

する陸軍側関係官を大臣宮邸に招待懇談。出席者　陸軍側　佐藤軍務局長，郡

司司政長窟，軍務課員大西少佐，高橋中佐，松尾少佐，榊原少佐及法劉局三橋

書記官，本省側　岡部文部大臣，菊池次官，有光秘書課長，藤野総務局長，近

藤教学局長，高木渉外課長，大周国語課長，釘本函書監修窟等）。

〔書〕旧本語」（第四巻第六号）。

　　（同上）「巻頭醤　国語と国民性」（東京帝大文学部教授久松潜一）。

　　（〃）旧本語の優秀性」（野川幸次郎）。

　　（〃）「「さうだ」と「すぎる」」（岩淵悦太郎）。

　　（　ff）r開治以降の仮名遣（二）」（湯沢幸吉郎）。

　　（fi）「大東藍の日本語に於ける音量の活量」（寺川喜四男）。

　　（〃）「中国人に誤り把握せられている臼本語の発音（3）」（覧

　　　　　五百里）。
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（同上）r硫黄文字の研究」（岩井芳雄）。

！
㍉
（
（
（
（
（

〃）「臼本語教室　ある研究教授の記録」（篠原祐一）o

”）「日本語数室　作文掘導」（久保一良）。

”）「H本語教室　日本語生活」◎

の嵯著「躰諏碓制（鴨唯一）．
”）「在仏印H本文化会館紹介」（土田金雄）。

fi）「漢門の日本人」（内細克己）。

　ブルガリア，バグリアノフ新政府成立，連合軍側との休戦交渉に入る。

　〔国〕　送仮名法に関する晦軍翻との懇談（海軍兵学校教官三木少尉及海軍

省教育局宮鳥海軍教授，「海軍兵学校に於げる送仮名法制定」に関して麗監修

嘗と懇談）。

　米英軍，ローマ入城。

　〔教〕　文部省に統計数理蘇究所を設置〔勅令〕。

　〔国〕　送仮名法に闘する海軍側との懇談（海軍兵学校教密三木少尉及び海

軍省教育局宮島海軍教授，「海軍兵学校に於ける送仮名法鰯定」に関して関・

釘本両監｛修官と懇談）o

〔書〕「日本語藻i本語彙」（国際文化振興会編）。

　連合軍，ノルマンディー上陸「オーバー一　ua一ド作戦」開始（第二戦線結成）。

　〔国〕　国語課常会（教育総監部第一課精神教育班より送附された「軍人勅

論奉読に際しての発音に就て」の内容を検討）。

　僻国王，皇太子ウンベルトを摂政に任命。パドリオに代りボノミ内閣成立。

　〔日〕　大東鑑教育事情講黒帯（主催東京都教育局，大B本教開会，後援文

部省。期日6月10日より？月8鶏まで毎土曜。場所神顯一ツ橋教育会館。聴

講者，国民学校教職員。講師「野仏昂」釘本文部省図書監修官，　「セレベス及

南ボルネオ」大畑東京外事専門学校長，「ジャワ」尾崎大阪外蕪門学校長：，

「フィリピン」内山文部書記官，「ビルマ」飯磁陸軍司政宮，「マライ，スマ

トラ」岩顯東：京都視学鼠　「中華罠圏」水川放送局教養部長，「満グ｛個」羽田

文部省中等教育課長，　「蒙古」曽我文部省教学官）。

　〔臼〕　海軍軍馬地域用日本語教科書の編纂に関し，海軍省より文部省宛至

急善処方の依頼状を受理Q

　〔日〕南方特別留学生第2陣（マライ・スマトラ・北ボルネオ15名，ジ

ャワ20名，ビルマ30名，比墨24名，計89名）着京。

　大臼本雷論報国会，「書論入総決起大会」を開催し，ヒトラー一一へ激励電報を

送る。
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項 農

　〔日〕　満州国に於ける日本語普及の強化問題に関する懇談連絡（華族会館

満N文化協会理箏長杉村勇造，大岡国語課長，長沼振興会常務理事蹟席。大東

亜省満州事務局の主唱によるもの）。

　城主幡太郎，検挙される（留鰯清男らも検挙され，民間教育運動は壊滅）。

　米軍，マリアナ群島のサイパン島に上陸。7月7鼠守備隊3万人玉砕，佐民

死者1万人。（注：〔β〕サイパン島には田本語教膏振興会機関誌「日本語」

85部が送付されていた）◎

　ドイツ，報復兵器1号（V工）でロンドンを爆盤（～6月16日）。9月8

日gV2号出現。

　隅田啓介大慶，鍵田海相に辞職を勧告。

　〔日〕　教科書配送連絡会議（文部省国語課長塞，南方諸：地域に於けるfi本

語教科書の配送に関する連絡会議を開催，出席者　ビルマ平松事務官，スマト

ラ米沢陸軍中尉，マライ金谷陸軍司政官，大東亜省関野調査富，日本出版会坂

本教育厚生課長心得，萩谷渉外課主事，花塗同課員，日本出版配給株式会社圏

中東藍課長，中等教科書株式会社稲葉管理部次長，本省側　高木渉外課長，大

圏恩貸課長，釘本監修窟及び長沼振興会常務理事）。

　〔国〕　国語審議会主査委員会（文部省第三会議室において開会，「漢語の

整理に関する件」について検討）。

　中国基地の米軍B29爆繋概初めて北九州を窒襲。

　マリアナ沖海戦（離宮海軍，航母・航無機の大半を失う）Q

　〔日〕　臼歯語教育振興会理事関野房夫，公務をもって比島に向け出発◎

　〔B〕　ビルマ，第八次謙語要員20名留任。

　米副大統領ウォーレス，重慶に到着，蒋介石と会談。

㈲「標準躰語発音黙劇（言響男大羅）・

〔書〕「国語論集霞本語の朝」（島田春雄，第一公論社）。

　〔国〕　国語課常会（国語課長：室。決戦下国語浄化指導面の具体的方策につ

いて協議）。

　〔国〕　闘語課常会（国語課長室Q決戦下国語浄化指導面の具体的方策につ

いて協議）。

　〔日〕　文部省南方派遣教育要員養成所第八蹴養成講習会終了式（所長代理

高木文部省総務局渉外課長，主事大閾文部省国語課長以下各関係官列席。妾巳

終了証書を授与されたもの31名）。

　〔国〕　国語課常会（国語課長蜜。決戦下国語浄化指導面の具体的：方策につ

いて協議）。

　閣議，国民学校初等科児童の集団疎開を決定（7月2◎N文部省，学童集団

一一一 Re6一



西贋

19墨4

〃

t
t

〃

〃

f
i

t
t

〃　
　
〃

〃

〃

”

年 代

6・3e

〃

6・

7・　1

〃

7・　3

7・　4

　11

7e　8

7・iO

〃

7　．22

項 羅

疎開の範囲を東東都のほか1鰭肺に広げる。8月鯛東砂三部の3～碑

生から実施し出発）。

　　〔書〕「爲本語教育叢書　現代語法の諸問題」（湯沢幸吉郎，巳本語教膏

振興会）。

　　〔翻m　i＃高輪囎獄敬語法の離船（三宅武郎・躰語雛
振興会）。

　　〔書〕「瀬独英三国語索引航空用語辞典」（三縄秀松著，由海堂）。

　ブレトンウッズで連合国（44か国）経済会議開く（～7月22B，国際通

貨基金・囚際復興開発銀行創設を討議）。

　　〔書〕「日本語」（第四巻第七号）。

　　　　（同上）「巻頭書　言語の教養」（長谷川如是閑）。

　　　　（“）「H本葉学校論」（釘本久春）。

　　　　（fi）f教育戦力化の施策と騒標」（傍藤日出登）。

　　　　（　〃　）「標準語とアクセント（一）」〈服部躍郎）o

　　　　（“　）「仮名遣問題拾遺」（湯沢幸吉郎）。

　　　　（〃　）「少年兵と日本語」（松出武夫）。

　　　　（の勲粥躰語幽幽題鰹談会〕」（出儲囎

　　　　　　　鶴子，岩淵悦太郎，長沼直兄，酉尾実，林恭比古）。

　　　　（ff）「黒本語教室　教材の性格と指導の要領」（墜野成美）。

　　　　（の〔醐山著「敬語法」（翻）」（大久保駄郎）・

　　　　（〃　）「国際文北振興会紹介」（稲垣等克）。

　　　　（〃）f読物　南方の日本語」（佐藤春夫）。

　〔国〕　国語課常会（国語課長窒。決戦下国語浄化指導腰の具体的：方策につ

いて協議）。

　〔国〕　国語課常会（同上）。

　大本営，インパール作戦の失敗を認め，作戦中止を命令（作戦参加10万人

中，死者3万入，戦傷病春4万5◎OO入）。

　インパール退却作戦開始。

　情報局，甲央公論社・改造社に自発的廃業を指示（爾社月末解散），，

　　〔書〕「臼本の艶道・アメリカの團民性」（和辻哲郎）。

　閣議，国民学校高等科，中学校低学年の動員，深夜業の強化を決定（，
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　〔国〕「国語課常会（国語課長室。決戦下国語浄化指導面の具体的方策につ

いて協議）。

　内大臣木戸孝一撃東条酋旛に大臣と参謀総長。軍令部総長の分離，海稲の更

迭，重臣入閣を指示。

東条参謀総長辞任，後任に後宮淳次長を内奏。陸軍部内の反対により，7月

17臼内奏変更，7員18B梅津美治郎を任命。

　〔国〕　国語醇化に関する懇談会開催（文部省委員窯に姉崎正治博士を招き

欧文の語脈語法の国語優害，漢語漢学の悪用等を申心とする国語酵北に関する

博士の意見を聴き，のち，博士を中心として国語醇化の方策具体化についてi懇

談。畠席者近藤教学局長，大岡国語課長，関・湯沢・釘本各監修宮，吉銀調査

官，細井・白石各窟補，保科・三宅・長沼各嘱託等）。

　〔教〕「京城帝国大学附属理科教員舞成所規程」こ朝鮮総督府令第二百七十

二号〕（涼城帝国大学附属理科教員養成所規程左ノ通定ム京城帝国大学理

科教員養成所規程　第一条　京城帝国大学附属理科教員養成所ハ皇国ノ道二則

リテ数学，物象又ハ地理ノ中等教員タルベキ者ヲ養成スルヲ以テ目的トス」）

　飽田海絹辞職，後任野村直邦。米内光政ら重臣，東条内閣への入閣拒否。

　東条内閣総辞職。

　小磯国昭，米内光政両大将に協力組閣の命令。

　〔国〕　国語審議会主査委員会（～7月21fi　p文部省会議塞。「漢語読方

に関する整理案」を討議）o

　独陸軍によるとヒ5ラー暗殺計画失敗（「7・20事件」）。シュタウフェ

ンベルク大佐射殺される。元参謀総長ペック自殺。

こ書〕「国語音韻史の研究」（有坂酸蝕，明世堂書店）。

　米軍，グアム島に上陸，8。10守備隊1万8000入玉砕。

　ホルムでポーランド国民解放委員会結成（7月24ヨロンドンの亡命政権，

これに反対声明）。7月25日ルブリンに移り，7月26Hソ連と友好軍事条

約調印。

　小磯国昭内閣成立。

　〔教〕　新編文部大臣のあいさつ並びに訓示（文部省第一会議室）o

　米軍，テニヤンに上睦，8月3臼守備隊80◎0入玉砕。

　〔国〕　国語課常会（課長室に穿て常会を牽き，主として決戦下国語浄化彪

導に関する要綱について協議）。

　タイ，ピブン・ソンクラム内閣総辞職。8月1日アパイウrtン中道内閣成立。

　東京帝大東洋文化研究所を甲心に東洋学会を設立。

　〔fi〕　ジャワ文教局で日馬辞書を作成（1a◎0◎語収録），国民図書局
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から刊行，この小辞典は60、0◎◎部配布（さらに中辞典（60．0◎0語収録）

を30C．・eO◎無印劉完了したが，頒茄直穿に終戦となる。国民図書局は，文

教局の直属で，全島一の大規模な編集・印麟・出版の機関）。又，ジャワ文教

局では，このほかに，脚本語競技大会，臼本語学力検定を実施した。

　　〔書〕「医学用語集　第一次選定」（第一一圃日本医学会医学綱語整理委

員会，南由堂）。

　　〔書〕「鵬程万量」（A。R・Boyceカルカッタ・The　Far　Eastern

Buran，Britisn　Ministry　of　lnformation．　fJapanese　Air

Terms」～昭和20奪1月。二巻）。

　　〔書〕「枕詞辞典」（大塚龍夫著，風間書房）。

　　〔書〕「as　H辞典」（朝倉純孝著，開隆堂，明治書院。　「Nederエandsc

Japansch　Woorctenboelcj　）

　ワルシャワで民衆の反独武装蜂起おこる（～10月2日，SSに鎮圧される）。

〔書〕「日本語」（第颯巻第八号）。

　　（同上）f巻頭言　根基に培ふもの」（東京女子大学教授　西尾実）。

　　（　〃　）「戦争と国語政策」（稲窟栄次郎）。

　　（　〃　）「仏印特輯　仏印に二於ける臼本早教育」（薦1原英了）o

　　（　〃）「仏印特輯　南部仏印に於けるH本語学校の問題」（小関藤

　　　　　一郎）。

　　（　〃）「標準語とアクセント（二）」（服部四郎）。

　　（　”）「日本語教窒　敬語の誤用」（森沼梧郎）。

　　（　〃）「薦本語教室　比較文法の問題」（深沢泉）。

（の信冷血嬬標醐本語発音癬典（翻月（三宅武

　　　　　郎）。

　　（　fi）「東亜研究所紹介」。

　　（　”　）「読物　ジャワH本語学校建設記」（大江賢次）。

　　（　〃　）「読物　南の土（一）」（釘本久春）。

　〔国〕　国語課常会（国語課長窒において常会を開き，主として決戦下国語、

浄化指導に関する要綱について協議）。

　トルコ，対独断交。

　閣議，翌旦総武装決定（竹槍訓練など始まる）。

　学童集団疎開第一陣，上野発。

　米。申連舎軍，ビルマのミーートキーナを占領。日本軍，守備隊長以下1◎00

人戦死。
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項 g

　大本営・政雇連絡会議，最：高戦争捲導会議と改称◎

　〔国〕広ue国語調査嵐申華民国への出張先から帰朝登省。

　〔国〕　国語課常会（国語課長蜜において常会を開き，主として決戦下国語

浄化指導に関する要綱について協議。さらに引き続き臨時常会を開催，決戦下

国語の浄化統一促進に関する件について慎重協議を進めた）。

　〔β〕　在外数育功労者の表彰（大東亜会館において文部次重藤野立，大東

亜省支那語務局長等関係窟列席のもとにその披露式が行われ，在外邦人子弟教

育面会長岡部前文梱力糧78名の功労者への感謝を披露，表彰巻内訳満州国十

年以上一一一　eq団旗，十五奪以上一一三名，三十奪以上入電名，北支十年以上pa一一・一

名，十五年以上二四名，二十年以上九名，中言十年以上工一名，十五年以上一

二名，二十年以上七曲，爾支十年以上七名，十五年以上五名，二十年以上二名

蒙蓬二十年以上一名，南洋十年以上八名）。

　〔国〕　国語課常会（国語課長室において常会を開き，主として決戦下国語

浄化指導に関する要綱について協議）。

　枢密院議長に鈴木貫太郎を任命。

　軍需省，「開戦以降物的国力の推移ならびに今後における見透し」を作成

（サイパン島失陥後の物的国力崩壊を認定）。

　〔臼〕　ビルマ，ヤンフェ日本語学校開校式挙行（～20年4月27H。

20年1月，インユア分校を開設）。

　〔日〕　南方教育事情懇談会（文部大臣宮邸において，二宮文相，藤野次官

以下文部省首脳部及び日本教育会側多数嵐席のもとに前田海軍司政省，南方行

政を担当し文部省に帰任した内出書記官，飯田教学官並びに先般南方を視察し　・

た鋳：本図書監修官から南方教育事情を聴取懇談した）。

　閣議，　「総動員警備要綱」を決定（国内防衛態勢を強化）。

　東京・大阪で防露備蓄米5日分の特別配給決定。

　連合軍，感量の地中海沿岸（カンヌ・ツーロン間）に上陸「ドラゴン作戦」。

　〔国〕　国藷課常会（文部省国語課長窒において，主として外国語地名入名

調査整理の件に関し協議）。、

　米大統領，前陸軍長官ハkUレイを対華特使に任命（9月6日重慶着）。

　最高戦争摺導会議，「世界情勢凋断」及び「今後採るべき戦争指導大綱」を

決定。

　ダンバ“m一トン●オークス会議開く（～9，月27N米莫ソ，9月29日～1◎月

7日幽魂申，10月9日「国際連合案」を発表。

　沖縄からの疎開船対馬丸，米潜水艦の魚雷幽趣により細石禽近海で沈没，学

童700入を含む1500入死亡。

　〔教〕「学徒勤労令」〔勅令〕を公布（学徒勤労動員に法的搭置を行う。大

学・高専の2奪以上，理科系学徒1◎◎◎入に限って勤野動員より除外，科学
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項 欝

研究要員とする）。

　「女子挺進勤労令」〔勅令〕公辮。

　〔国〕　国語課常会（文部省国語課長窒に於て醗闘語：地名入名調査の件につい

て協議）。

　〔日〕躰語教育振興会主催のもとに罵来文教事情聴取（滞京mpの馬来文．

教課長勝呂司政竃を大東鑑会館に招講，馬来文教事情を聴取，文部省より近藤r

数学局長，大濁国語課長，湯沢・釘本各図書監修官，大東亜省より粗良事務驚

陸軍省より郡司司政長宮，日本語教育振興会より長沼，西罵各理事及び申島童

事が出席）。

ル噌ニア国王ミハーイ・アントネスクを罷免後任サナテスク・8月24

日連合国の停戦条件受諾。8月25陰対独豊戦痛告。

　　パリの市民，反回武装蜂起。8月26臼連合軍パリ入城，ドゴール凱旋。’

　ブルガリア，独軍の撤退を要求，8月26日戦線離脱と甲立を宣書。

　〔霞〕　松村明，丈部省図書監修窟補に薪任（繭方向日：本語教科書の編纂事

務をi胆当）。

　大勢内稲，全国神職憲敵撃滅祈願調令（大日本神蔽会，夜間，睡夢の熱藤をtt

指示）。

　ソ連軍，ルーーマニアの油田地帯を攻略。8，31ブカ’レストに入る。

　台湾入徴兵実施。

　〔国〕　国語課常会（文部省国語課慶室において主として外国語地名入名調査

整理の件に関し協議）。

　〔日〕　S月千葉市検見想帝国大学チ葉錬成道場に於て実施した南方派遣素

本語教育要員養成講習会終了の南方派選B本盲教育要員○○名に対し，8廻そ

れぞれ任宮の発令。

〔書〕「標準海語辞典」（海幸文化協会編，博文館）。

〔書〕「？±会学辞典」（新明箆道編，河鐵書房）。

（書〕「日本演劇辞典」（渥美清太郎著，新大衆社）。

　戸坂潤，？38年11月29日の唯物論概究会事件の判決確定し，この田，

東：京拘置所に下獄。

〔書〕「日本語」（第四巻第九号）。

　　（同上）「巻頭言　国語の修練」（中鶴唯一）。

　　（　”）「日本語の弘通」（広浜嘉雄）。

　　（　ff）「泰国の普通教育について」（鈴木忍）。

　　（　ff）「申南米に対する合衆国の文化政策」（坂西志保）。
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項 巴

（同上）r日本語普及と丈化政策　懸濁」（松原至大）。

（　が　）旧本語普及と文牝政策　映画」（川名完次）。

（　fi）「欝本謡普及と文化政策　放送」（水川清）。

（　〃　）r中濁入に誤り把握せられている日本語の発音（完）」（箆

　　　五百璽）。

（　ff）「長沼直兄著「貧本語の初歩」（書：評）」（浅野鶴子）。

（　〃　）r南洋協会紹介」（池臓輝）。

（〃）「マンダレーの営舎」（小田嶽夫）。

（　〃　）「南の土（二）」（釘本久春）。

　米国，対独戦後処理の「モーグンソー案」公表（ドイツの農業国化を提案）

　クrlンランド，対独断交を声明。独軍の国外撤退を要求Q　9・19モスクワ

で英ソと休戦協定調印。

　最高戦争指導会議，「対ソ特派使節派遣の件」決定。

　最高戦争指導会議，「対重慶政治工作実施に関する件」及び「対泰施策に関

する件」を決定。

　ソ連，ブルガリアに寛戦布告，トソルージャからドナウ川を越えて進入。

　〔国〕　国語課常会（国語課長塞において，主として外国語地名人名調査整

理の件について協議）o

　米大統領特使ハーレy，重慶着，蒋介石と会談。11月7艮延安で毛沢東と

会談。

　ブルガリアで共産主義者の武装蜂起。裡国戦線政府樹立（9月10日対独寛

戦）。10月28Hモスクワで米英ソと休戦協定調印。

　フランス，ドゴール将軍首遊の臨時政府樹立。10月236米英ソ，同政府

承認r。

　雲南の拉孟の日本軍守備隊140◎人玉砕。9月14B騰越の守備隊1500

人玉砕。

　こH〕　支那派遣教員第十一回錬成（～24日。大東亜省指導，興亜教育会

及び日本語教育振興会共同主催。会場神照一ツ橋大藍本教育会一橋寮。要領

一，大東亜新秩序の顕現に必要なる信念，識見，体力を錬磨し，指導的人物た

るの資質を錬成す。｝，興亜教育家としての実現力強襲せしむるため合宿訓練

を行ふ。一，艮本語教員としての識見並びに技術的能力を啓培す〔訓育及び学

科〕「精神訓話」大東亜次官竹内薮平，「〃」大東亜省支那事務局長杉原荒太，

f”」文部省教学局長近藤寿治，「H本精神」文学博士紀平正美，「大東亜史

要説」民族研究所員岩村忍，「fi本対外発展史要説」東大教授沢武雄，「支那

敷治事情」大東亜省支那事務局総務課長脇光雄，「支那経済事情」大東亜省支
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項 農

那事務局理財課長秋耳順朝，「支那文化事情」大東亜省支那事務局司敷課長大

沢長俊，　「支那文化事情」大東亜事務窟旙良惟一，「大東亜幾族問題」民族研

究所員小山栄三，　「日本教欝の動向」文部省総務局総務課長西崎恵，r興亜教

育問題」東大助数回海後宗臣，　「大東亜戦争の現実と国罠の覚悟」海羅報導部

大宅大佐，「：大陸衛生及救急法」大東亜省技師仁平弘夫，「現下国語問題」文

部省教学局国語課長大岡保三，　「日本語要説」文部省図書監修官湯沢幸吉郎，

旧本語教授法要説」矯本語教蒋振興会常務理事長弓弩兄，　「鼠本語普及吏」

文部省図書監修宮釘本久春，　「目本語教鷺の諸問題」東京女子大学激授西昆実

　ルーズベルト・チit　一一チルマ）第2回ケベック会談導く（～9月16日。対舅

独戦略を協議。「モーーグンソin一案」を修正承認）。

　ルー’9　：ア，モスクワで米英ソと休戦協定調印Q

　〔国〕　国語課常会（国語課長塞において主として外回語地名人名整理の件

に関し協議）。

　米軍，パラオ鼠のべリリ＝一鳥及び：ユーギニア西方のモロタイ島に上陸

（ペリリュー守備隣は2か月LA．i抗戦を続げて玉砕）。

　重慶で第三期第三次国畏参政会（～9月18賃。国共会談の経緯を報告。中

共代表林伯渠，甲声連合政府樹立をよびかける）。

　　〔書〕「大東亜醤語論」（乾輝雄，株式会社冨山房創立事務所）《，

　駐ソ大使依藤膚武，モロトフ外粗に特派使節のモスクワ派遺を提議s拒否さ

れる。

　塩田紀瀦，九月七日附，国語に関する調i資嘱託の発令，22臼，教学局長よ

り辞令交配（主として支那向日本語教科書編纂に従事する予定）。

　最高戦争指導会議，「対ソ施策に関する件j決驚（ソ連の中立維持・利用）。

　神仏基30万の宗教家により，大日本戦時宗教報国会結成。

　〔国〕　外国地名人名協議会は，f外国地名人名整理案」「同表記法案」を

議決答申。

　〔N〕　北ビルマの戦況悪化，B本語学校の閉鎖。引揚げ多くなる｛）

〔書〕「新字鑑　学生版」（塩谷潟箸，弘道館）。

　〔H〕　ビルマ，十月初旬現在，日本語学校数四十　校，日本人教員数百七

十名）。

　　　〔書〕旧本語」（第四巻第十号）。

　　　　（同上）r巻頭言　言葉の風昧」（佐藤春夫）。

　　　　（　〃　）「学徒勤労動員教育」（西尾実）。
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項 縫

（周上）ヂ東亜民族観と藪育解題」（海後勝男）。

（　〃）「南方より帰りて　対談」（佐藤蒜夫・釘本久春）。

（　が　）「マライの濤本国教膏」（勝呂弘）．。

（　〃　）「いx顔，嫌な顔」（白石大二）。

（　ff）「　fi本語教室　主語に附く場合の助詞rが」と「は」の用

　　　　（有賀憲三）。

（　ff）「指導過程の問題」（篠漂利逸）。

（〃）「矢部春著　β本語教師（書評）」（相食唯一）。

（　ff）rフィリピン協会紹介j（岡本平着）。

（　〃）r南方語学漫談（随筆）ゴ（碍中克己）。

　モスクワでチャb一チル・スターリン会談（～10月2◎艮　　米大使ハリマ

ンも出席。南東欧の英ソ勢力範囲を画定）。

　国際連合案発表。

　米機動部隊，沖縄を空襲010月12Ei台湾淋享航空戦。大本営，大戦果を発

表（事実は戦果なし）。

　ソ連軍，東プmシアでドイツ鼠境を突破。

　「陸軍讐甥志願兵令」改正〔勅令〕公旛（17歳未満の者の志願を許可）。

　閣議，「国内防衛方策要綱」を決定。

　陸軍省，「兵役法施行規則」改正公布（17歳以上を兵役に編入）。11月

1日施行。

　〔日〕　日本語教育振興会移転披露会開催（神田区三崎町一丁9ニニ番地に本

部事務所移転と財団法人設立のあいさつを兼ねて開催，なお，文部省事務所は

従前のとおり。毫日の参会者約着名）。

　大本営，「捷1号作戦」発動を命令（フィリピン方面に陸海軍の主力を集中

し，決戦を行う作戦）o

　米大統領，在華米軍司令官ステ4ルウェル（蒋介石と意見対立）を召還。ウ

ェデマイヤー少将派遣を蒋介石に通知。

　日本空軍，神風特別攻撃隊を編成。

　〔国〕　国語審議会主査委員会（文部省第三会議室において南会長以下各主

査委員出歯，漢語の整理について協議）。

　〔国〕　国語課研究会（文部省第三会議塞において民族研究所員岩村忍氏を

招聰，回教事情に関する講演を聴く）o

　米軍，フィリピン中部のレイテ島に上陸。

　戦況日々悪化，鎖比谷で一陣憤激米軽軽推国民大会開催。

　ソ連軍・ユーゴ入民解放軍，ベオグラードを独軍から…癒回。

　農商穣，松根演緊急増産対策措置要綱を決定（ガソリン代用品増産のため）。
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項 馨

　レイテ沖海戦（艶本艦隊の突入作戦失敗，連帯艦隊の煮力を失う）。

　海軍神風聴攻隊，レイテ沸で初めて米艦を攻繋。

　中国基地のB29約10（｝機，北九関を空襲Q

　〔教〕　国体護持に降する国罠教化方策懇談会（文部省大才旧邸において，

文部省主催のもとに同省恥曝三十団体の幹部参集v国体護持に関する国畏教化

方策懇談会を醐催，文部省より藤野文部次富，透藤数学局長，その他関係窟，

H本閑事膏振興会から中島主事趨庸，中央教化闘体聯合会長野村書三郎を座長

に推し，決戦下国罠教化に関する根本E標及び異体的方策について種々協議）。

　〔教〕「内地以外の地域に於ける学校の生徒・児童as業者等の他の学校へ入

学及転学に関する文部省令」改正公界。

　〔貝〕　南方向教科書編纂打合会（文部省国語課長蜜に開会，十名の編纂委

員蚊に大岡国語課長，湯沢，草本各監修官出席）◎

　〔日〕　海軍主担当区域向教科書編纂打合会（海軍霊三鐙当地域向ffl本語教科

書編纂に関する打合会を日本語会館において關催。海軍側野方政務部林大佐以

下四名，文部省側近藤教学局長以下国名，製本語二三振興会から長沼常務理事

以下五名出席）。

　〔R〕　海軍主担嶺地域用黛本語教科書編纂費，本年慶第二予備金よりの支

出を大蔵省より承認奮定される。

　〔教〕「学徒勤労令施行規則」〔朝鮮総督滞令第三蒼六十号〕。

〔書〕「公卿辞典」（坂本武雄，七三書院）。

〔書〕「全国産業総覧」（野沢義朗編，東洋経済黒棚社）。

マリアナ基地のB29，東京を初偵察。11・24マリアナ基地のB29約

70機，東京を初爆盤Q

　「総轄計画卑官罰〔勅令〕公布（首柏に薩属，重要国策の企画）。

たばこ，隣組配給となる（男子1日6本）Q

〔書〕「日本語」（第四累累十一号）。

　　（岡上）f巻頭書　B本語の美しさ」（本会理事大沢長俊）。

　　（　〃　）「国語と国民生活j（志田馬鐸）。

　　（　ff）「敵性文化の登問　アメリカ」（中野嬉夫）。

　　（　〃　）「敵性文化の査問　イギリス」（玉井茂）o

　　（　”　）「大陸戦力化と文教の問題（座談会）」（〔繊席者〕長沼直

　　　　　兄，粗良推一，釘本久春，丁字爾，羽田隆雄，黒塗孝之，腰

　　　　　原仁，小倉好雄）。

　　（　ff）f比島の日本語と日本語問題」（内ぬ良男）o
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11　．15

11・17

11．18

11・19

11・2e

11・27

11．29

11・3e
11・

11

項 昌

（同上）「教材に何を選ぶべきか（葉書眠答）」（諸家）。

（の「攣著躰語の蘭（翻）」（中島唯一）・

（の懸罐院緻」（井坂三男）・

（　fi）「読物　南：方の澱本語」（親田潤）。

　〔日〕　ビルマ，第九次E語要員2名着任。

　〔fi〕　海軍主担当地域周日本語教科書編纂費，閣議上程，可決確定。

　政府，戦争遂行に関し声明。

　〔爲〕　南方及海軍地区教科書編纂会議（午前，南方地域向教科書編纂会議

を文部省国譲課長塞にて開催，午後，海軍：主損嶺：地域向教科書の打合会を同じ

く国語課長室において開催，南方政務部から柴田中尉が出席）。

　米大統領選挙，ルーーズベルト，デュ．一一イを破り四選される。

　対華特使ハhレイ，延安で毛沢東主席と会談。

　厚生省，女子徴用実施・女子挺進隊期間1年延長を通牒。

　涯兆銘，名古屋で死去，陳公博，主席代理に就任。

　米英ソ，アルバzaアのホジャ共産政権を承認。

　第三図大東璽文学者大会，南京で開催（～11月15H）。

　欧州諮問委員会，ベルリン・ドイツ管理機構に関する協定を平帯

伺…マ・囎鯛立自霧i鑛二二伊語教階第醐完

　　〔書〕「民族科学大系」（畏族科学研究所編纂。杉森孝次郎・三木漕ら執

筆。2冊）。

　アルバzaア人民解放軍，首都チラナに入る。11月29日独軍，スクタリ撤

退（アルバニア全土解放される）。

　〔H〕　ビルマ，第十次賃語要員1名着任（他の同行者は途中遭難）。

　横須賀海軍エ廠，航空母艦信濃を竣工（大和型戦艦を改装。6万8◎00ト

ン）。11月29罠魚雷4本で沈没。

　β本基督教団，「日本基督教団より大東亜共栄圏に在る基督教徒に送る書翰

を発表。

　米国務長宮ハル辞任。後任ステティニュス。11月30Hハーレー，駐華大

使となる。

　〔日〕　長沼直兄外こ二十六名，十一月二十九日付，本年度繭方地域向教科書

委員佐命発令。

　ハーレイ，駐華大使に任命される。

　〔日〕　ビルマ，ビューB本語学校開設（～2◎年3月）。

　〔H〕　ビルマsトビヤジヨ本語学校開設（～20確4月）o
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12e20
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12－25

12“29

露

　　〔謝騒慕§明灘物起煕謝（石井研堂薯，春賜堂。2冊）・

　　こ書〕「大綾叢刊・第5巻12讐～館6巻3弩」（松野志気雄編，東京・

朝駈薪聞東京本社・月舗・昭湘19年11月～2◎奪3月）ca

閣議，中等学校の旧規卒業予定者の勤労動員継続を決定。

〔書〕旧本語」（第四巻第十二号）。

　　（同上）「巻頭書　象と霜葉」（大岡保三）。

（
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（

　）ド洲本国民生活と海外発展」（藤原朕平）。

　）「古加点方針」（吉沢義則）。

〃　）「H本語教室　三体と敬体」（林和比古）。

〃）「巳本語教室　二つの教綬案について」（中村忠一）o

潭　）「B本語教室　満鮮の鶏本語教蜜」（大藩雅雄）。

”　）「紀和十九年の成果　思想界の展望と三顧」（渡辺義購）。

　）ザ昭和十九卑の成果　国語関係論文集」（松村明）。

　、）「ビルマ協会紹介」（金子：豊治）。

〃　）「二本語」繋西巻総§次」。

ff）「読物　思ひ鐵」（矢沢邦彦）。

m　）「読物　南の土（三）」（釘本久春）o

　ギリシア国民解放戦線〔ELAS〕，民主国民嗣盟（王党派）に反対して蜂

起。12月16貝同戦線英・ギリシア軍と交戦開始（「ギリシア内乱」。～

’45年1月11β）。

　モスクワで共産党・薦翼政党によるハンガリー臨時蔑族政府（誉貌ダルノキ

ー樗軍）成立（12月7HデブVツェツに移る）。　i　2月5日対独豊戦布告。

　ドゴー．ル糧軍，モスクワでドdッを対象に仏ソ問盟条約（20奪聞）調印。

　大本営，　「レイテ地上決戦方針」を放棄。

　〔教〕「経学院規程中改正」〔朝鮮総督府令第窟十二号〕（「経学院規程中’

産ノ通改正ス　築五条第一項中「大工学　一人」ノ次二「提学　一人」ヲ煎フ

第七条　提学ハ大提学ノ旛揮ヲ承ケ院務ヲ掌理シ大提学事故アルトキハ其ノ職

務ヲ代理ス　第八条　副提学ハ上職ヲ補佐シ提学事故アルトキハ其ノ職務ヲ代

理ス」）。

　サイパン農の米国放送局（中波）よりの二三放送開始。

　チte　・一チル。イーデン，ギリシア内乱収拾のためアテネ訪問（～12月27

日）◎

　〔日〕　閣議，「留E学生教育非常措置要項」を決定。

一一一
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項 難

　　〔書〕r解り　　　　　　　　　　常識熟語栞辞書　上巻」（石松彬之助編e　i｛’1（福岡懸）
　　　　　　易き
非売）。

　こE〕　爲本諸学研究動成昭禰十九年度國語・国文学部研究課題並びに研究

者の決定（艮本語厩熱振興会に対し，「藍本語に関する問題」巳本語と各異畏

族語との関係，各国の言語政策の過去及び現在調査，溝本語の発音　瞬本語教

育振興会研究部　長沼直兄外　が指定される）。

　〔臼〕　善隣錨会，昭瀦十九年現在までに鍛話してきた蒙古学生群臣十三名

すでに卒業帰国した者百六十一一名（同協会は，蒙古自治邦敷府派遣の宮私費留

学生及び大東亜省画抜給費の蒙古留学生全員の旛導監督を委託される）。

　〔臼〕　山口喜一郎，大連語学校の嘱託となるQ終戦まで中国人に滝本語を

教育する。

　〔β〕　蒙麗地区では，貝系教員が各学校に配属され，67名に達した。

　〔H〕ビルマ，インセン臼本語学校開設（～20年墨月。爆撃により開校

不能になり，レ’グーに開設）。

　〔U〕　ビルマ，モーーチ日：本語学校開設（～20年）。

　〔日〕　ビルマ，モンナイ巳本語学校開設（～20年壌月）。

　〔日〕　ビルマ，カチや自由語学校開設（～20年4月。カチや駐留部隊

（船舶工兵隊第十一連隊石村卓中佐），駐留と同時に開設◎20年3月，丈教

班より磯貝氏協力のため止血）。

　航空機生産，2万8180機に達する（擁3年1’万6693機，　’45年

1万1066機）。

　　〔書〕「発音符号」（日本語教育振興会。パンフレット）。

　　〔書〕「南方地域用初等学校用B本語読本　六巻」（日本語教育振興会）

　　｛as］　rEle！nenkary　Japanese　£or　CQZIege　SkudeRks　l

（　Serge　EIMss’eeff，EctwM　q　Reischauer　and　eeakehiko

Yoshihashi：搬werd掘v．別冊に「Vocabulariesαごa㎜ar　and

N◎to」と「Ro皿a，酔Texe」蒼あり，独習も可）。

　　〔書〕「地名人名英独仏語対照表」（斉藤阿具）。

　　〔書〕「日英琵較音声学」（豊懇士庶，研究社）。

　　〔書〕「讐解英和辞典」（「　Fuzamb。壼恥91i曲一Japanese跳C㌻i一

。nary・n　Bili・・guX　Prin・ipl・・」，斎藤静）。

　　〔書〕「伊沢修二と台湾教育」（台湾教育会）。

　　〔書〕「H本語の精神」（佐藤喜代治，畝傍書店）◎

　　〔書〕f敬語史論考」（石塚正蔵）。

　　〔書〕「国語学論集」（橋本博士還縢記念会）。
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　　〔書）「標準録本語読本巻一一・」（長沼薩晃，　「ffy。脚纂Mh。ng。

Tokuhom　（　rrhe　Stawadard　gapanese　Readers　）　Book　ONI］／　By　N．

NAGANUMA：IJNIVERSMWY　of　CAbFORMA　PRESS）．
　　〔書〕「タガログ語譜魏」（笠井鎮夫著，三省堂）。

　　〔書〕r銭本一瞥」（中臼文化協会上海発会編，上海・ag　N文轍協会上海

分会・民酬三郷1。沖敵イ膿書第1倒。15㊨）。

　　〔書〕「〔甲申重九雑集吟稿〕」（中蘂民国駐田大使館編，東京・中華畏

国駐日大使館。皇国欝三年干【1◎活版、1冊）Q

　　〔書〕「日本文化給中国的影響」（実藤恵秀著，罠国張銘三訳，上海・薪

申報館・ee国糧三年鶏20⑳）・

　　〔書〕「支那典籍史談」（大内霞月署，東京・昭森社。昭勲19奪綿お

186p）o
　　〔書〕「儒學と国學」（斎藤毅著，東京・春陽堂。昭和十九年刊。　「新麟

攣叢書第8巻1」。147p）。

　　〔書〕「東亜立襟致」（石原道博著，東京・生活社。昭禰19年潤。

309p）o
　　〔書〕「大東亜ものがたり」（小野俊一“一99，東京・漸潮社。南郷19年罰

23　6p　）o

　　〔書〕「東洋史上の山本罠族」（鈴木俊薯，東京・紀元祉。昭麻19年刊

「東洋民族i史叢書第9」0　280p）o

　　〔書〕「日本水盛考　水土留辮　増補華言通商考」（西川忠英（求林斎）

著，飯島忠夫，西川忠幸共校，東京・岩波書店。昭＄M　19年干貼　「岩波文庫」

196p　）o

　　〔書〕「北京篠記」（奥野信太郎著，東京・二見書房。昭和19年llj。

288p　）o

　　〔書）「周作人先生の事」（民国方紀生編，東窟。光風館。臨和19年孔

254p　）o

　　〔書〕「蒙右土産」（一一一宮操子著，大阪・靖文社。昭瀦19年二刊。313

P）o

　　〔書〕『支那翻倒手落」（小野忠重薯，東：京・双林社。昭和19年刊。

21　3p　）o

　　〔書〕「H本語と支那語」（魚返蘇蜜著，東京・慶応出版社。臨和19年

干ljo　398P　）o

　　〔書〕「並幅集」（民国軽風著，北京・幽趣邸書館。民国’欝三年干ls。

186P　）e

　　〔書〕「支那語韻注音符號の畿音」（魚返善雄馨，東京・帝国書院。昭瀦

19年干ilo　2◎7p）Q
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項 羅

　　〔書）「甲申重九雅集吟稿」（中華民國駐日大使館◎民国骨三年刊。1

冊）。

　　〔書〕「水　遽」（罠国手交綱，沈啓天瀬蕪，北京・新民印書館。罠国欝

三年砒1◎5P）。

　　〔書〕ヂ貝　殼」（疑国嚢羅著，北京・新民印書館。民国欝三奪：調。　「薪

進作家集1」。196P）。

　　〔書〕「秋　初」（民蹴永蒼薯，北京・薪民醜婦館。艮画讃ミ年刊。

「懸進作家集6jo19◎P）o

　　こ書〕「豊　年」（畏国山丁薯，北窟・薪昆圏印書館。罠国世三年糺

「新進作家集7」。190P）。

　　〔書〕「蘇灘貞諏炮的家族」（民国山丁著，北京・新民印書館。民国欝三

三調。　「創作連叢2」◎366p。合刻：一夕（罠国章婿）　隔　巷（民国笹

書）　風網船（民国醐永吉）　暗碁（民国震犀））。

　　〔書〕「落花時節」（民鼠聞国議薯，北京・1新民印書館。民国欝三年干貼

29ep　）o

　　〔書〕「〔創作連年〕第1輯」（薪畏印書回避，北京・懸畏印書館。罠国

構三年刊◎178P。内容：黄轡篇（民国梅娘）　某小説家的手記（民国丁丁

陳鶴子想望半夜（畏国馬犀）　苗是葱様長：纏綿（民国關永吉）　試煉（民国父

無〉　面倒爾志蛤小壁上（畏裏山丁）　妥斯海盆夫噺基生活（罠国東方葵））

　　〔書〕「書房一角」（民国周作入著，北京・選民印書館。畏国精三年糺

189p）o
　　〔書〕「嬢郷記」（罠国論雨生著，上海・太平書局。民鼠番三年刊。

219p　）o

　　〔書〕　ザ模糊集」　（・麟嚢悉行著，　松枝差驚央訳，　東京．生活社。当量斥臼19年

lljo　25kP）o

　　〔轡〕「〔藪文叢書〕」（毘国畢樹粟訳，北京・懸属印書館。罠国措三年

干ll。2◎1p。内容：賊（W、K。CliEford）　無子記（Ignat　Herrmann）

無花記（P．ROmanOV）　今旦記（ffedor　B。　Isj　agin）　他的徽章寡

婦難　捉姦（Luig±Xrandello）　白衣女　蜜月以後（Walba丑9

Gyalut　）　）e

　　撫養真野アジアの雁・諦」（ウオレル由本晃紹訳）・

　　〔霧〕「釈教の経済倫理」（ヨハネスeクラウス）。

　　〔書〕「東璽交渉史論」（秋山謙蔵）。

　　〔動画茄雌界刻（晶齢）・
　　〔書〕「東藍史概説」（三臨一）。

　　〔書〕「大東亜資料総覧」（天野敬太郎）。
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項 露

〔書〕「朝鮮語方略の研究（上e下巻）」（小倉進平）。

〔書〕「朝鮮農業発達史（発達編・政策編）」（小早州九郊）。

〔書〕「朝鮮事情（図共）」（朝鮮総督府）。

〔書〕騰代満州土地政繁の研究」（周藤吉之）。

〔書〕「湾曲開拓論」（喜多一雄）。

〔謝購州ﾛ戦機翻嘉耽籍輯」（剛鵜）。

〔書〕「満藪行政・預談」（金弁章次）。

儘〕騰晒燗（カラミシェフ潤F方一央）．

儒〕檬蝶羅欄（山団筑彦閣下陽一）・

〔書〕「中共概説」（大東亜省）Q

〔書〕f支那上代の研究」（；林泰輔）。

こ書〕「漕朝史通論」（内藤虎次郎）。

〔書〕「ウイリズ支那地史の研究（上巻）」（菊池清）。

〔書〕「支那港湾統制と開発問題」（日眠北経美）。

〔書〕ヂ支那石炭事情」（久保山雄三）。

〔翻噛・（罐糠舗」（騰聖誠藩）。

〔翻「タ個嘩制（暮輔騨）・
〔書〕f支那の姓氏と家族制痩」（函山栄久）◎

〔書〕「南支那墨壷誌（海南島篇）」（台湾総督府外事部）。

〔書〕「カカオ」（岩田喜雄）◎

〔書〕「太平洋島三蓋メラネシヤ篇」（荘司年季）。

〔書〕「ポナペ島一・・一生態学的研究一」（今西綿司）Q

〔書〕「二臓一ギエア研究」（西村勝比古訳）。

〔麹「鷺でら㌶㌔鰍治史（上巻）」（麟晃紹）。

〔書〕「印度史の分析」（金程義人）。

〔書〕「印度の流通経済」（ec合　Eンド研究室編）。

儘〕樫欝．醸繍一」（㌶織泉0ライヒう・

〔謝「麺東膿酷鞭（難魏劇ムラ著）。
〔書〕「東印度工業論」（西野照太郎訳）6

〔書〕「大錦旬誌（上下）」（緬飼研究会訳）。

〔書〕　「仏印農業論」　（松匪i延一）o

㈲脚鞠の統治沖繋毒勲ル）・
〔書〕「比律賓の農業（下巻）」（福原友吉）。

〔謝隙州離塁構」（イオン。イドリbeス
ｴ水纐吉）・

〔書〕「南阿総邦史」（吉田賢吉）。

〔書〕「東亜の民族と宗教」（棚瀬嚢爾）。
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項 囲

〔書〕ヂアジア遊牧民族吏」（ルネ。グルセ薯，後藤牽三雄訳）。

〔翻「シ・嘱鰍（巌鹸．冊子子訳）・

〔書〕「日本植民政策の動向」（永尾策郎）。

〔謝噸既の人・（盗美冨翻訳）・

〔書〕「豪彊の資源と植民問題」（宮田羅一）Q

〔謝礁顎綴雌厳色二巻）」（ee橋正二訳）．

〔書〕r支那絵薗史研究」（下店静市）。

〔書〕「フレーベルの教育学」（荘司雅子）。

〔翻「クリーク数育哲学」（稲富栄次郎
ｲ藤正夫）．

〔書〕「教育的皇道倫理学」（吉田熊次）。

〔書〕「学校鋼勤労学徒指導要領」（東京都教育局）。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　文部
〔書〕「学徒勤労動員実施要領漏関スル件」（厚生次筥）。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　軍需
〔書〕「青年師範学校学科教授要綱案」（文部省）。

〔書〕融融羅難購二」（躰放送藤西）．

〔書〕「二十六大藩の藩学と士風」（斉藤真太郎）。

〔書〕「郷中教育の研究（薩藩）」（松本彦三郎）。

〔書〕「大阪商科大学六十年史」（陶山誠太郎）。

〔書〕「就学前の児童」（大橋貞雄編）。

〔書〕「学徒胸紐必携（第二輯）」（学徒動員本部総務部）。

〔書〕漁民学校の日本教育的性格」（井上嘉七）。

〔書〕「実業教育論」（倉橋藤治郎）。

〔書〕「膏少年学徒ユ賜ハリタル勅語謹解」（大杉謹一）。

〔書〕「技術教育」（細谷俊夫）。

〔書〕臨界の言語」（慶応大学語学研究所編）。

働「輪軸・調（藤撃：騒鎌セン）．
〔書〕「精神測定一その方法と基準」（桐源篠見）。

〔書〕「ゲ沸・心騨（ウォルフが ﾝ麦商鯨レノレ）。

〔書〕rゲシタルト心理学硯究」（関計夫）。

〔書〕「メb一デ集岡の心埋」（瀬州良夫）。

〔書〕「中華民国法制年鑑」（中国法制調査会）。

〔書〕「原住昆司法論集（司資）」。

〔書〕「時を劾むの記」（佐々木惣一）。

〔書〕「営國経済法」（東京商大研究室）。

〔書〕「戦時経済法概説」（中村弥三次）。

〔書〕「藤本博士還暦祝賀論文集」。

〔書〕「ギルケの法学」（石田文涙郎）Q
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項 鍵

〔書〕「御仕麗例類集（金六藩）」（罵法調車部。～曜瀦驚無）。

〔轡〕「華士族秩録処分の研究」（深；谷博治）Q

〔書〕「職嘗考（上古篇）」（票田寛編）。

〔書〕「N；本法の制農：と精；神」（細川裁布）。

〔書〕「近路藩法資料集成3巻」（京大H本法翻史概）。

〔謝艦辮癩鰻、其縣（融資糊．
〔書〕「支那民事慣轡調奮報告（下）膿姦毒次郎）．

〔書〕「満州塚族制慶慣習調査　第一巻」（司法部）。

〔書〕「薪潟県年鑑（豊野2◎年版）」（箪釜漕次郎編）。

〔書〕「国土計1画と戦時経済政策」　（平実）o

〔書〕「都市と農村」（井森陸平）。

〔書〕「街路と広鵬」（奥照教朝）。

〔書〕ヂ京都都市計画概要」（田中溝志編）◎

〔書〕「逐条市制町村舗提議（上）」（入江俊郎他）。

〔翻沖国土翻（三顧遠搶＆M口訳）・

〔書〕「Bi本疾病史」（冨士川游）。

〔書〕「西洋医学史」（小絹政彦）。

〔書〕「東西沐浴史話」（藤波翻一）。

〔轡〕「近世に於ける神蔽思想」（藤井貞文）。

〔轡〕「神話哲学」（磯部忠正）。

〔書〕「ピンダー国家と法と正義j（和田小次郎）。

〔書〕「国家と法律学」（大西芳雄）。

〔書）隙本国家学原理」（藤沢親雄）。

〔謝「幣篠離煙」（高温作）・

〔書〕「古典と無界維新」（石＃博通）。

こ書〕「皇農の書」（小野武夫）o

〔書〕「政治の概念」（潮田江次）。

〔書〕幽遠糊鋤ける」（娚剤・

〔書〕「立憲政友会滋賀支部党誌」（服部岩吉）。

〔書〕「学徒動員必携（第一・二輯）」（同本都）。

〔書〕「軍需省職員録」（軍需大隠官房秘轡課編）。
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項 醸

〔書〕「綜合明治維青史（二巻）」（田中惣五郎）。

［書〕r増訂R本誌学史」（手原貞雄）。

〔書〕「ヨーロッパの形成」（野口啓藩学）。

〔書〕ド印度政治史（ドッドウエル）上巻」（由本晃紹訳）。

〔書〕「古代の南露西亜」（rcストフツェフ坪井良平訳）。

〔謝礎籍騰謙及び」（外務省調査局）．
〔謝職ふクレマン・一醐（モルダツク将軍

�苴L次訳）．

〔書〕「アメリカの担界鰯覇主義解劇」（太平洋協会）。

〔書〕「アメリカ燭民姓の研究」（太平洋協会編）。

〔翻楠評渤民族・焔（羅毒二羨）・

〔書〕「太平洋に於ける民族文化の交流」（清野謙次）。

〔書〕ゼ太平圏民族と文化（上巻、）」（太平洋協会）。

〔書〕「南方建設と民族人降丁丁」（小山英三）。

〔書〕眠俗学（学説・盤）蟻∫隆）・

〔書〕ギ糧界新秩序建設と地政学」（小牧実繁）。

〔書〕掘建植民政策一斑」（後藤新平著，中村哲解題，H本評論社）。

〔書〕聯の藤織細川繊）．
〔書〕「立脇信玄縁」（広瀬広一）。．

（書〕f長鰯藩風と常在戦場の精神ゴ（蒲原拓三）。

〔書〕「井上準之助論叢（伝，おち横外遊所感）」（同編纂会）。

〔書〕「鈴木喜三郎（司法大臣）」（同編纂会）。

〔書〕「大賀先生の生涯（和光堂。社会事i業）」（同顕彰会）。

〔書〕「酬堂恩田重信（薬博）」（林柳田）。

〔書〕「塩素の父一久米栄左幕門の生涯inj　（穴吹良博）。

〔as・］　f」i一　」1　eパス・・明（グア ?嚢羨ド）・

〔書〕ド外地法序説」（清宮四郎，有斐閣）。

〔書〕「新国際法建設の理論」（田村徳治）。

〔書〕「戦時国際法提要（上・下巻）」（信夫淳平）。

〔書〕「戦時封鎖嗣獲論」（高野雄一）。

〔書〕「グロティウス自由海論の研究」（大沢章）。

〔書〕「条約改正史」（出本茂）。

〔劃「麺簾係購集」（油井郎）．

〔書〕r幕末維新外交資料集成（全六巻）」（維新史学会）。

〔書〕「第二次世界大戦前史」（大場弥平）。

〔書〕「ラテンアメリカ総覧」（同中央会）。

〔書〕「ルーヴェルト東藪政策史」（擾荊真）。

〔書〕「日本の安全保障」（国際問題研他）。
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項 露

〔書〕「戦争・史概観」（四季井綱正）。

〔書〕「近代戦争史論」（松村秀逸）。

〔書〕「大東亜戦争と世界」（杉森孝次郎）。

〔書〕「国防政治の研究」（五十嵐豊作）。

〔書〕「ナポレ’オンの敢戦両略硬究」（佐藤堅司）。

〔書〕「戦時アメリカ婦入動員とその動向」（渡辺経済研究所）。

〔書〕r　li本近代飛箏法令集（全三巻）」（司法資料）。

〔書〕熊本荊法総論」（安平政吉）。

〔書〕「刑法綱要」（大竹武七郎）。

〔書〕「経済刑法研究」（定塚道雄）。

〔書〕「経済刑法の基本間題」（八木膵）。

〔書〕際学と刑事政策」（藷藩；）・

〔書〕「民法典論争史」（星野通）。

〔書〕「ドイツ物権法（上巻）」（山田晟）。

〔書〕膿響魏轡曲直（蜷）」（古鰭吉）・

〔書〕「強棚執行法の諸問題」（IliJll大二郎）o

〔書〕「商法講義」（小町谷操三）。

〔書〕「株式会社論」（上田貞次郎）。

〔書〕「保険契約法通論」（梱馬勝夫）。

〔書〕「レァンツ欧州海上保険史」（加藤由作）。

〔書〕「地方財敷論」（藤谷謙二）。

〔書〕「翻羅灘怨関する謹醐（大灘主税局）・

〔書〕「皇国租税理捻調査会幹事会議事録」（大蔵省主税局）。

〔書〕「皇国租税理念調査会議事録（第一号．第二号）」。

〔書〕「公債と霜融」（山口忠夫）。

〔書〕「国家資力の問題」（山日蔑）。

〔書〕r第八十五銀行史」（川越市）。

〔書〕r愛知銀行46年史」。

〔書〕ヂ産業組合中央金庫史」◎

〔謝「オググ。一ン社会変化謝（雨宮傭蔵ﾉ藤安二訳）・

〔書〕rハp濃㌫融解」（融直）・
〔書〕「国民勤労調練所」（村上禎威）。

〔書〕「ドイツの健民政策と母子保護事業」（瀬木三雄）。

〔書〕「丁丁の建設一大日本婦人会について一」（山高しげり）。
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項 籔

〔書〕ド決戦下に於ける女子の作業及生活の錬成」（労働科学研究所）。

〔訓諭蠣（：主婦生活の合理化に
ｮする研究）」（大阪繊醜学磯所）．

　　〔書〕「古活字本蘇生資料」（宝田万町）。

　　〔書〕「本の話」（鳥生芳夫）。

　　〔書〕「共栄圏罠族の厚生文化政策」（大林宗綱）。

　　〔書〕「古代爲韓鉄文化」（宍戸儀一）。

　　こ書〕　「明治開イヒ史論」　（栗房〔信一）。

　　噛〕「融融論」（エドゥアルト・マイヤーi箸　　佐々木俊治訳）．

　　〔書〕「β膚国史（古代吏）」（喜塑貞吉）◎

　　〔書〕「大東亜共栄圏舞蛇解説」（大島正満．）。

　　〔翻「聴会の昨鰯eg　：輯」（村上直次良tl）・

　　〔書〕「元瀦五・六年度の耶蘇会隼報」（溝川祁三郎訳）。

　　〔書〕「セーリス日本渡航記」（村川堅置）。

　　〔霧〕「塩と民族」（時爾音羽）。

　　〔書〕「台湾年鑑」（台湾通信社）。

　　〔書〕「独逸労働統制法」（石田文次郎編著）。

　　〔書〕「企業整備労務問題に関する官民懇談会（第2回）」（自立経済連

盟会）。

　　〔書〕「勤労体制の法的構造」（後藤漕）。

　　〔書〕「戦力増強と労務問題」（日本学術振興会）。

　　〔書〕「嫁取賃金制慶論」（大矢三郎）。

　　儘〕隣蠣覇」（（財）協調会長岡保太郎）．

　　〔書〕「学校卒業再使用制限関係法規」（厚生省勤労局）。

　　〔書〕「産業建築衛生」（滋藤正文）。

〔書〕「田本産業構造の研究」（山中篤太郎）。

〔書〕「技術及び技能管理」（NJII春喜）。

〔翻園庭樺磐．。ル。ブ．ジー，ンス＿j（川端賜。

〔書〕「科学技術の書」（窟塚町）。

〔書〕「日本科学史」（由本成之助）。

〔書〕「佐藤信渕鉱山学集」（鴇田恵吉）。

㈲脚歴剋（オツ〉一。ヨハンセン著s川弘勝・鈴：木章訳）・

〔書〕「大阪製薬業史」（第二巻）。

〔書〕「中莫史」（岩灘勤一）。

〔書〕「日本莫大小工業史」（メリセス日本社刊）。
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項 麓

〔書〕r理論気象学（下巻）」（岡田武松）Q

麟順常気象覚翻（畠山久尚k｡浩一郎）・

〔書〕「産業気象の研究（2輯）」（大後美保）。

〔書〕「植物生理気象学」（大後美保）◎

〔翻鯉議難研究灘第畝難」（北部第百四十：九都隊）．

〔書〕「産業災害の統計的研究」（若命鋭一）。

〔書〕「独逸中世農業史」（べ・ウ・堀米洋：…三）。

〔書〕「戦時農業論」（w・講謙㌧・

〔書〕「世界農業地理」（栗原藤七郎）。

〔書〕「農業生産費論考」（大槻正男）。

〔書〕「農工調整問題（立地）」（（財）協調会）。

〔書〕「農工調和論」（難波田春夫）。

〔書〕「熱帯農業水利学」（牧隆泰著）◎

〔書〕田本地産論」（フエスガ）。

圏「麟渤聯二関ス囎劃一麟」（農商務省_政局）・
〔轡〕「農業労働力調整研究報告書」（中央農i業会）。

〔書〕「新生農村の硯究」（我妻東策）。

〔書〕「巳平押1村と栄養」（酒井昌平）o

〔譲：〕　「農と民俗学」（：愈田一郎）o

〔書〕「農村文化」（井森陸平）。

〔書〕「農出村経済の暴礎的概究」（杉本寿）。

〔書〕「日本養鶏史」（養鶏組合中央会）。

〔書〕「草漂の研究」（中野治房）o

〔霧〕「食糧論叢」（桜井芳入）。
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項 霞

　〔日〕　ビルマ，臨時編成改正により，参謀三課にて文教事i務をとる。

ポーランドのルブリン委員会，共恭国臨時政府に改鯉s1月17鼠ソ連軍，

ワルシャワを解放。

〔書〕「fi本語」（第五巻第一号）。

　　（鰐上）「巻頭署　国民的教養」（村上俊亮）。

（　〃）「賦大東亜の教育”大東亜の教欝」（伏見猛弥）。

（　〃）「　““大東亜の教育，，北支の三三」（小倉好雄）。

（　〃）「tt　Jit東亜の三下，，ビルマの教育」（飯頒忠）。

（　fi）「娘大東亜の教育”園民社会の教育についての雑感」（岩村

　　　忍）。

（の隊魎の教育”蒼蛻齦ﾜに於け・騰ユ触1仙

　　　　　　　　　口喜一郎）。

　　　　（　〃）「生産増強と文教施策〔座談会〕」（沢登哲一，大岡保三，

　　　　　　　　岡本終吉，釘本久春，西尾実）。

　　　　（　〃）「音韻と語法j（佐久間鼎）。

　　　　（　〃）「善隣協会紹介」（三婿季雄）。

　　　　（　〃）「読物　山村慰三三」（騎山正毅）。

　　　　（　〃）「読物　南の土（四）」ぐ釘本久春）。

　こ日〕　霞本語教育振興会機関誌「日本語」，第五巻第一号をもって終刊と

なる。

　米国，ルソン島に上陸。2・3マニラ市内に進入。

　ギリシア国民解放戦線と英軍・ギリシア政府間に休戦協定調印（内戦終結）

　学術研究会議，機構を改：革し，　「科学技術の戦力化」を徹底〔勅令〕。

　最高戦争指導会議，「今後採るべき戦争指導大綱」を決定（本土決戦躍応態

勢確立など）。

　〔日〕　ビルマ，第十一次日語教員37名着任。

　イタリア，対日荷盟条約を破棄。

　　〔書〕「大東亜諸言語と日本語一発音を中心として一j（寺絹：喜四男，

大雅堂）。

　最高戦争指導会議，　「決戦非常要綱」を決定（軍需生産増強。生産防衛態勢

強化など）。

　文部省，大B本教化報国会を結成（教化・文化30圃体の連絡捲導機闘）◎
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項 盤

　トル謙，対巳断交（1・12ソ連への物資輸送に習弊を寒く）。2月23日

対日独宣戦痛撃。2月26難エジプト，対鼠宣戦嘩告。

　〔日〕　ビルマ，テンガンジョン丸本語学校開設（～20奪喚月。イン鍔仮

政府立目本語学校）。

　米墨ソのヤルタ会談開催（ルーズベルト・チャーチル・スターリン。～2月

11B。対独戦処理・ソ連の対日参戦などを決定）。

　ソ連軍，ブダペストを解放Q4・4ハンガリー捨土を解放。

　米機動部隊，艦載機12◎◎機をもって関東各地を攻灘（～2・17）。3

．月18葭～3月19日，3月28日～3月29感，九《洛’地を攻繋。

　硫黄臨の鑓本軍全滅。

　紙本聖公会主教佐々木鎮次，　「スパイ嫌疑」により九段憲兵隊司令部に連行，

拘禁される（6・16釈放）。4・12日本正教会多数セルギイも拘引，4◎

H間拘留（8月1◎呂袈，7◎歳）。

　米軍，硫黄島に上陸，3月17罠守備隊全滅（戦死2万3000入）。

〔書〕「FエRsrp　LESSGNSエN　NIPPONGO」（N．甑（｝A：Num，開拓社）。

（H）

〔貝〕

〔日〕

（N）

（E）

〔教〕

ビルマ，ダヌビ”ウ巳本語学校開設（～20年4月）。

ビルマ，トングー日本語学校開設（～2◎年3月）◎

ビルマ，シュエジン賃本語学校開設（～20奪3月）。

ビルマ，チャイト日本語学校開設（～20年3月）。

ビルマ，マダイ日本語学校パラウ分校開校式及び入学式挙行。

海軍大将百武源吾，九州帝大総長に就任。

　米州19か国間にチャプルテペック条約調印（「モンロー主義の共同防衛」

を約束）。

　r国民勤労動員令r〔勅令第九十四讐，公窟昭憩二十年三月六蜀）（「国民

徴用令」・「国民勤蛍協力令」・「女子挺進勤労令」・「労務調整令」・「学

校卒業者使用制限令」の5勅令を廃止・統合）。

　ルーマニアに民族畏主戦線三園樹立（首墾ペトル・グローザ）。

　ユーゴに入蔑政府樹立（嬉遊チトー）。

　米軍の先遣部隊，ライン乱吟。

　B29，東京を大空襲（～3月1◎日），江東地域全滅（23万戸焼失，死

傷12万）。3月i4鼠大阪を空襲（13万戸焼失）。5月24巳～5・25

宮城全焼の億か東京都区内の：大半焼失

㈹…マ，麟蹴三重撃茎撚所用躰翻砂鉱一巻焼
成。

　i新聞は一擦一紙翻となる。
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項 騒

　閣議，空襲に対処し，大都市における疎開藤江要綱を決定。以後学童・母子

など続々緊急疎開。

㈲・・レマ・騰蹴呂篶雛撚所用躰三階第雌）．
　ビルマ国軍反乱蜂起，反ファシスト入民自由連盟，ペグーで抗艮武装蜂起

（抗日武装闘争全土に拡大）。

　〔教〕「朝鮮女子膏年錬成所規程中改正」〔朝鮮総督府令箆三十八号〕

（「朝鮮女子青年錬成所規程中左ノ通改正ス　第二条二左ノ但書ヲ加フ　但シ

土地ノ情況＝依り道知事ノ認可ヲ受ケ奪齢十四郊以上ノ者ヲ入所セシムルコト

ヲ鴛　附則　比重ハ転瞬二十年四月一日ヨリ之ヲ施行ス」）。

　三木溝，逃走中の高倉テルを援助し，検挙される。

　　〔書〕嵯鴬語初巻一一拳ヨ（南方諸地鵬畑繍駅

日本語教育振興会）◎

　　㈲「無学躰語誌本巻ヨ（B本語気膏振輿会）・

　　〔書〕証本文法教本学識指導書」（南方諸地域用，文部省編，混在語教

育振興会）。

　大日本政治会結成（総裁南次郎，翼賛政治会は解消）。

　〔教〕「青奪学校規程」〔朝鮮総督府令繁四十六号〕（「晋年学校規程籏ノ

通定ム　青年学校規程　第一牽　目的　第一条　青年学校ハ男子青年二対シ国

体観念ヲ明徴ニシ軍事的訓練ヲ施スト共a其ノ心身ヲ鍛錬シ職業及実際生港二

須要ナル知識技能ヲ授ケ以ヲ皇国艶民タルノ資質ヲ向上セシムルヲ慕的トス」

　連行朝鮮入覚働者，全国炭鉱労働者数の33％を占める（，39年から終戦

までの連行翰再入72万500入，うち逃亡22万人）。

　米軍，沖縄本島に上陸。

　小磯内閣総辞職，海軍大将鈴木貫太郎に組閣命令。

　ソ口外稽モロトフ，駐ソ大使佐藤尚武に日ソ中立条約不延長を通告。

　鈴木貫太郎内閣成立。

　本土防衛のため，第1・第2総軍及び航空総軍の戦蘭序列下命。

　米大統領ルーズベルト没（1882年生，63歳）。翻大統領トルーマン昇格

　〔日）　ビルマ，在蘭日語要員の一部，第一梯団に加わりモールメンへ転進

　中共義金大会（～6月11日智歯。毛沢東主席の「連合政府論」報告（畦月

24B））e

　〔霞〕　ビルマ，残りの在蘭日語要員も平松中隊としてモー．ルメンへ転進。

　サンフランシスコで，国際連合創立総会開催（～6月26臨50か国参加

〔書〕「ソヴェ・一一ト版露語大辞典」（デ・エヌ・ウシャコフ著，北方社。
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項 灘

四冊。　r澱。錘。YMAI〈OB：’roJ－li〈OBb互鋳　cxe　BA萎）b　勲yKorO

只3blKAjo1938年：モスクワ版の復刻）o

莫軍，ラングーンを占領。

　〔貨〕　ビルマ，文教斑本部をモールメン巳本語学校におく。

　フランス及び5e8ベルリンで独軍，連合国への無条件降伏に署名。

　ト」u・一一マン，日本に無条件降伏を勧告。

政府，ドイツの降伏にかかわらずH本の戦争遂行決意は不変と声明。

鰻高戦争指導会議構成員，会議を開き対ソ交渉方針決定（終戦工作始まる）。

　〔教〕「戦時教育令」〔勅令〕公布（全学校・職場に学徒隊を結成。1◎月

5日廃止）。

厚生・軍需省，r戦時要員緊急要務令」公布（職場死守の重要産業要員旛定　。

　〔H〕　ビルマ，日本語学校教育挺進隊結成（～20奪8月。挺進隊認識の

観本語学校，ムドン，アナタイン，タンビザヤ，コウカレー，タトン，アパロ

ン，パウン，パンガ，カマウエ，ニョンビンゼ，その他終戦まで続けたテナセ

リウム地区の呂本語学校，モールメン，タボイ，マダイ）。

　〔教〕「大学学部等ノ在学年限又ハ修業年限ノ昭和二十年度臨時短縮二関ス

ル件」〔朝鮮総督尉令第三三十号〕（「大学学部等ノ在学年限又ハ修業年限ノ

晒和二十年度臨時短縮工関スル件左ノ通志ム第一条昭和十六年勅令第九百

二十弱浅智一条第一項気附翔第二憂事二朝鮮教育令轟於テ依ルコトヲ定メタル

専門学校令第八条第一項ノ規程工依り大学医学部ノ在学妬限及専門学校ノ修業

年限ハ昭恭二十妬度二於テハ其ノ奪度en卒i業スペキ者ユ付夫々六月之ヲ短縮ス

第：二条　薦二掲グル教員養成所又ハ学校ノ修業年限ハ昭和二十奪慶二於テハ其

ノ着痩工卒業スペキ者二付夫々六月之ヲ短縮ス　一　京城帝国大学附属理科教

員養成注手水原農林専門学校附置博物教員養成所　二　私立学校規則二依り設

立セラレ’タル学校ニシテ朝鮮教膏令二於テ依ルコトヲ定メタル專門学校令第五

条ノ資格ヲ以テ入学資格トスル修業年限三年以上ノモノ」）。

　日本出版会，出販非常措置要綱発表（絹紙の重点集中特配鋤実施）○

　米スティムソン委員会，全会一一一twで日本への原爆投下を大統領に勧管。

　〔教〕「大陸資源科学研究所官棚」〔勅令第三酉三十六号〕（「第一条　京

城帝国大学二大陸資源科学研究所ヲ附置ス　第二条　大陵資源科学研究所ハ朝

鮮，満州，支那等ノ大陸諸地域en於ケル天然資源ノ開発＝関スル科学上ノ調登

研究ヲ掌ノレ」）o

　天皇臨席の最高戦争指導会議，「今後採ルベキ戦争指導の基本的大綱」（本

土決戦断行方針決定）を採択。
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　国民義勇戦闘隊結成のため，大政翼賛会及び傘下諸団体解散。

　〔教〕「学徒勤労傘施行規則中改正」〔朝鮮総督府令第蕎四十号〕。

　沖縄島南端の前回で負傷兵看護に従事の師範女子部・第一高女の生徒48人

集邸戦死。6月23Bにかけて多数自警（’46年3月1ヨ現地に「ひめ＠り

の塔」建立）。

〔書〕「大アジア盆義の歴史的基礎」（平野義太郎）。

　r戦時緊急措置法」〔法律〕公布（内閣に独裁権付与）。

　米英ソ3国委員会，ポーラント“臨時政麻の構成問題で合意，6・28ルブリ

ン・vaンドン両派の統一臨時政府成立。

　「義勇兵役法」〔法律〕公獅（15　．1歳以上60歳以下の男子，i7歳以上，

40歳以下の女子を国民義勇戦闘隊に編成）。

　沖縄本島の守備軍全滅（戦死9万，一般国民の死者10万）。

　「鼠民義勇戦三男統率令」公署。

　マリアナ基地のB29の他に，沖縄基地のB24，硫黄島のP51などが加

わり，中小都市の焼夷攻繋，交通破壊攻撃激化。

　秋田県花岡鉱山で強制労働中の連行中国入850人が蜂起，紋容所を脱走。

出動の軍：隊と数β問戦闘，420人纏殺される（「花岡鉱山事件」。戦時中の

連行中国人3万8939入，うち死亡6872人）。

　東京都の人口，前年2月の国勢調査時の約3劇（220万人）に激滅。

　こ教〕「戦時教導令施行規鋼」〔朝鮮総督府令第百五十一号〕（「戦時教育

令施行規則濫ノ断定ム戦時教育令施行規則第一条戦時教育令（以下令ト

称ス）第三条ノ隅田：二依ル学徒隊ノ組織編成ハ左轟依ルモノトス　一　学校毎

工組織編成スル学徒隊ハ左脳依リ之ヲ組織ス　（イ）　学徒隊ハ原則トシテ学

部，学科，学年，学級等ヲ単位トシテ之ヲ組織ス但シ必要アルトキハ特劉ノ組

織ヲ為スコトヲ得　（m）　学徒三二学徒隊長ヲ置キ学校長ヲ以テ之二充ツ

（ハ）　学徒野鴨必要二応ジ大隊，中隊，小隊，斑等二之ヲ分チ其ノ長ハ教職

員及学徒ノ中ヨリ学徒隊長之ヲ命ズ　ニ　地域毎二組織スル学徒隊ノ聯合体量

左脚依り之ヲ組織ス　（イ）　全鮮学徒隊ハ大学専門師範学校学徒隊及遵学徒

隊ヲ以テ之ヲ組織シ其ノ隊長ハ朝鮮総督府政務総監，副隊長ハ朝鮮総督府学務

局長ヲ以テ之二充ソ大学専門師範学校学徒隊ハ大学専門師範学校ノ学徒隊ヲ以

テ之ヲ組織シ其ノ隊長ハ大学専門師範学校ノ学校長又ハ朝鮮総督府高等官ノ中

ヨリ朝鮮総督之ヲ命ズ　朝鮮総督ハ必要　・asジ大学専門師範学校ノ学徒隊ヲ道

学徒二二臨時編入スルコトヲ得　（m）　道学徒隊ハ道中等学校学徒隊及道国

民学校学徒隊ヲ以テ之ヲ組織シ其ノ隊長ハ当該道知事ヲ以テ之二充ツ　道中等
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学校学徒学制M該道内ノ中等学校ノ学徒隊ヲ以テ之ヲ組織シ其ノ隊長ハ当該道

内務部長又ハ中等学校長ヨリ道知事之ヲ命ズ　遵国警学校学徒隊ハ当該道内ノ

府四脚国罠学校学徒隊ヲ以テ之ヲ組織シ其ノ隊長ハ町勢道内務部長又ハ国民学

校長ノ中ヨリ道知事之ヲ命ズ　（ハ）　府郡島国民学校学徒隊ハ当該府郡臨内

ノ国罠学校学徒隊ヲ以テ之ヲ組織シ其ノ隊長ハ当該府郡島内ノ国民学校長野肺

門勢，増勢若ク一層司ノ中ヨリ道知事之ヲ命ズ　（za）　府患面長ハ夫々関係

学徒隊ノ名轡隊長又四駅問トシテ道知事之ヲ委嘱スルコトヲ得　（ホ）　専門、

学校，中等学校，国罠学校等二準ズル各種学校ノ学徒隊ハ夫々其ノ準ズル学校

ノ例en依ル　第三条　令第三条ノ規定二依ル学徒隊ノ教育訓練ハ左ノ事項二重

点ヲ置クモノトシ其ノ指導監督二関シテハ大学専門師範学校ノ学徒隊（職場学

徒肺門属スル場合ヲ含ム）an在りテハ朝鮮総督，其ノ他ノ学校ノ学徒隊（職場学

徒隊X属スル場合ヲ含ム）二在リテハ轟該学校ノ所在地ノ道知事之ヲ行フモノ

トス　一　精神教育二関スル事項　工　軍事教育二関スル事項　三　防空衛生

二関スル事項　照　生産技術二関スル箏項　五　其ノ他戦時二緊要ナル教育訓

練二関スル事項」）。

　〔教）r戦時教育令公布工関スル訓令」〔朝鮮総督府訓令第三＋七号，二〇

七・t避道知事，各官立学校長，各公私立専門学校長宛〕（「大東亜戦争勃

　以来厳二三年有半御稜威ノ下皇軍樗兵ハ勇戦敢闘蒐ク皇国ノ威武ヲ中外二野

　セシが物量ヲ縛ム敵ノ反瞳亦必ズシモ侮ルベカラザルモノアリ今や醜夷ノ侵

　漸ク猫籔ヲ極メ戦局B二三追シ皇国ノ隆替樗二破レントス　此ノ秋二臨ミ特

二戦時教育令公布セラレ畏クモ上諭ヲ賜ヒテ戦時二於ケル教育ノ大：本ヲ明ニシ

膏少年学徒ノ使命ヲ照示アラセラル叡慮深遠tw　・恐催感tw　：堪ヘズ学徒及教職tt

野州ee　Nり；葡モ文教工撫ハル者ハ聖旨ヲ奉体シテ戦時教育ノ完蟹ヲ期シ負荷ノ

大任ヲ全ウセザルベカラズ惟フエ戦時教育令ハ皇国脊少年学徒隊ヲ挙ゲテ学

徒隊ヲ編成シ其ノ総力を冠敵撃擢，国難突破ノ為二結集シテ国家総動員ノ徹底

ヲ期スルト共＝学校教育ヲシテ戦局ノ推移二即応セシムルヲ以テ主脹．トス是ヲ

以テ学徒隊ノ運営三際シテハ学徒及教職員ヲシテー一　＝ハ忠誠護国ノ至念ヲ熾烈

ナラシメニニハ忍苦必勝ノ戦意ヲ昂揚シ三四ハ上下僚：友ノ団結心ヲ撃澗ニシ四、

ニ一三励切磋，求道研四駅マザルノ志ヲ振作セシメ以テ行学一致，麟弟一心学

徒ノ本分ヲ尽シ教職員ノ任ヲ全ウセシムルヲ要ス　堅田恩讐以来三ナ有余年同

根脈々タル内壁ノ伝統バー視同仁ノ聖徳ヲ仰ギテ渾然一一体5ナリ幾多同胞ハ戦

局ノ進展ト共工樹灘ヘテ奮起シ身命ヲ大東璽建設ノ聖業二野グタリ是レ実二教

育ノUt果　＝シテ今後衛聖戦完遂ノタ守門ハ其：ノ使命愈々重キヲ加フルハ書ヲ挨

タズ嚢晶圏家総動員ノ強化二伴ヒ学徒動員体制確立ノ為Wt育　：関スル非常搭

三二尋イデ実施セラレ青少年学徒ハ挺身健闘克ク至誠尽忠ノ実ヲ挙グツツアリ

今や戦局ノ重大ナ〃二際シ更二皇国教育未嘗有ノ転換ヲ敵前二断行シ学徒ヲシ
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テ義勇奉公ノ節ヲ敷サシメ其ノ使命達成工遺憾ナカラシメントス此ノ事若シ成

ラズンバ教育ノ精華ハ遂ca空シク泥土工委セラレンノミ須ク速訟学徒隊ノ組織

ヲ完成シ之が運営工渾身ノカヲ蜴シ以テ任ヲ教職ユ受クル者ヲシテ糖化警導ノ

責務ヲ果サシメ学徒ヲシテ皇国ノ安危ヲ讐欝二播ヒ着キ熱壷ヲ滅敵ノー一途轟傾

倒セシムルエ萬遺漏ナキヲ期スベシ」）o

　鍛高戦争鮨導会議ソ連に終戦あっせん依頼のため近衛文麿の派遣を決定。

7月13Hソ連に申し入れ。7月18日ソ連拒否。

　米機動隊，関東各地空襲。7月14属～7月15臼東北・北海道空襲。7月

1壌日釜石，7月15N窒蘭を艦砲射盤，以後全国各：地を攻盤。

　〔教〕　文部省に学徒動員局を設置〔勅令〕。

　〔fi〕　文部省分課規程中改正こ文部調令〕（「第六条　教学局二教学課，

思想課，宗務課及撒化課ヲ置ク教学課ユ於テハ虚ノ事務ヲ掌ル　九p国語ノ調

査二闘スルコト　十，座本語教科用図書ノ編纂其ノ他H本語普及二関スルコト，

十二，国語審議会二関スルコト）。

　主食の配給2合1勺（1害鍼）。

　米国，ネバダで最初の原子核爆発実験に成功。

　ポツダム会議開催（トルーマン・チte．＝チル・スターリン，～8月2日），

7月26B対日ポツダム宣言発表。8月2Hボイツに対するポツダム豊言発表

　英国総選挙（7月5a施行）で労働党勝利。チャb一チル内閣総辞職。7月

27βアトリー労働内閣成立。

　鈴木首糖，記者団に対し，ポツダム宣言黙殺，戦争遜進と談話。

　権藤駐ソ大使，ソ違に条件付和平のあっせんを依頼。

　こ日〕　ビルマ，マダイN本語学校テナセ　lj　一一ム分校開校式並びに入学式挙

行（一組（大人・宮吏組）30名，：二組（ナ五歳以下59名）。

　〔巳〕　満州国，各省文教科のほかに，学生勤労奉仕科を置く。

　B29，広義に源子爆弾投下（死者20数日）。

　ソ連言臼宣戦獅告（日本は8月9日目放送で知る）。北満・朝鮮・樺太に進

攻瀾始。

　仁科芳雄ら，被害調査のため広島へ入る。8月14爲「薪型爆弾」は「漂子

爆弾」と発表。

　B29，長鱗に原爆投下。

　防空総本部，「薪型爆弾」につき対策発表（白衣を着て横空壕に退避など）。

　御前会議開催，8月10日午前2時半，国体護持を条件にポツダム宣雷受：諾

を決定。8月10鶏政府，中立國スエーデン。スイスを通じて連合国へ申し入

れ。

　戸坂潤，長野刑務研で獄死（19◎◎年生，46歳）。
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　毛沢東・朱黒，抗賑戦は鍛後の段澹に入ったと声明（8月10賦三徳，進軍

命令を発する。S月回1日蒋介石，原地際防を命令。8・13朱徳，蒋の命令

を撞否）。

　午後8時過ぎ，同盟酔罵社・鐵本放送協会，海外放送でポツダム続書条件付

受諾申入れを放送（国内厳秘）。

　原子爆弾被曝調査のため，京都帝大調査國（杉山繁輝ら6入）。大阪帝大調

査騒（浅繍常三郎ら6人），広島に到着（8月30目都i築正男ら東：京：帝＝大調査

団も広島着）。

新聞砂紙情報局総裁下村宏の担体護持の談話幽躍増惟幾の全樗兵への

断固抗戦訓示を並べて掲載。

　艮本の降伏条件に対する連合国の園答公電鋼着（莱皇制へは直接ふれず）。

　ソ連軍，朝鮮の目無・清津に上陸，8月29β北朝鮮全土を掌握。

　世界シオユスト会議，ユダヤ人三G◎万入のパレスチナ入国を要求。8月

31ヨトルーマン大統領，アトリー首相に1◎万尋の即時入国を要求。1◎月’

20fi　！ジプトほかアラブ3国，イスラエル国家の創設は戦争を招くと米国に

警告。

　御鶴会議，ポツダム豊書受諾を決定，中立国を通じて連合国へ申し入れ。

　中ソ友好同盟条約および付属協定締結。（モスクワ）。

　正午，戦争終結の認書を放送（日本，無条件降伏，ポツダム宣言受諾を発表。

第二次撹界大戦終わる。太平洋戦争の戦没春，　e47年の政府発表では，陸海

軍人155万53◎8入，一般国民29万9485入（事実上は合計300万
に達すると推定される）。推定死者（行方不明を含む）約1683万人，負衛

者約2670万入）o

　智徳，下灘ソ3国に対し，解放区の入民代表権・対日平和会議参力目権・米国

の対蒋援助停止など5項穏の要求を通告。

　鈴木内閣総辞職。

　〔日〕　ビルマ，終戦と共に，爲語要員モールメンに逐次集結。

　贈仏ビシー敷府首斑のペタン元師に死刑糊決，8月17日終身刑となる。

10，月15日簿外；棺ラヴァル処刑。

　朝鮮建国準備委員会（委員長呂運亭），ソウルで結成。8・16建国準備大

綱を発表（1◎月7日解散）。

　〔教〕　文部省・潭：生省，農業運輸通信従事者を除く学徒動員解除：につき賢

愚
　東久遜宮内二選立（酋絹が陸糟兼任。国務旛に近衛文麿）。

　天皇，陸海軍人にf国家永遠の礎を遺さんことを期せよ」と勅語Q

　〔教〕　文部省に濁史編修院を設置〔勅令〕（院長山田孝雄，官選国史の編

　　　　　ナ纂を計画，　46奪1月31日廃止）o
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　インyネシア共和国独立宣言σ8月18日「，45年憲法」制定，大統領に

スカルノ選出。

　満州国皇帝退位（満州国解消）。

　河辺虎四郎中置ら全権委員，マニラで連合國総司令部から降伏文書・一般命

令第1号〔陸海軍〕を受領。8月21日帰国。

　朝鮮共産党再建委員会（委員長朴憲永），ソウルで結成。ソ連軍司令蜜，

「朝鮮人民に．与える赤軍布告文」を発表。

　スターリン，中国の全東北の解放を寛書。

　〔教〕　文部省，学校教練・学校防空関係の翻令など19法令の廃止を通牒

（1◎月3H銃剣道及び教練の全面停止を通牒）。

　中共中央，四前の時局に干するe醤」を発表（内戦回避・民主連合政府樹

立を主張）。

　大東亜省・軍需省官観廃止〔勅令〕。

　国府軍，重慶その他の後方地区から南京・上海・北平に進駐を開始。

　終戦連絡中央事務局官制〔勅令〕公布（外務省外局）。長密に岡崎勝男を任

命。

　大日本言論報国会，解散を宣言。

　〔教〕　文部省，9月中旬までに全学校の授業再開を通牒。

　〔教〕　閣議，陸海軍諸学校進学者・在学者を無試験で文部省所管学校へ転

入学させることを決定。

　連合軍先遣部隊，厚木飛行場に到着（以後各地に進駐）。

　連合国，総司令部（GHQ）を横浜に設置。

　毛沢東，周恩来らと共に重慶着。

　米国務・陸軍・海軍3省問の日本占領管理問題に関する調整委員会作製の

「降伏後における米国の初期の対貝方針」概要，マッカーサーあてに通報。9・

6指令。

　艮本文学報国会解散を理事会で決定。

　連合国最高司令官（SCAP）マジカーサ㌦潭木に劉着。

　毛・蒋会談ひらく（～1◎月10日。1◎月10H会談認要調印。1◎月

12β発表◎内戦一時圃避される）。

　〔賃〕　比律賓学生15名帰国（8月以降，3囮に分かれ帰国）。

　〔臼〕　シルクビー愛国小学校（サンパウロ市ジヤルジントレメベ）開校。

　〔R〕鈴木忍，終戦により，タイ・バンコックヨ本語学校長を辞任。

　降伏文書調印（全権重光葵・梅津美治郎，米艦ミX’　一一り号上にて）。

　連壷草最高司令官マッカーサーe指令第1号で，38二線を境に，在鮮二本

軍の米ソ二軍べの降伏を指令。9月9日米軍，ソウルで38度線以南の国本軍

の降伏を受理。’

一336　一



西麿

1945

〃

f
f

〃
庁
〃

〃
〃
〃
〃

〃
〃

〃
〃

〃

〃
拶
〃
〃

”

〃

年 代

9t　2

9・　3

9　＃　5

9　・　6

〃

●

〃

9 9

9．10

9　・　　11

9．12
9“1　aj

　　159・

〃
〃

9・17

9・19

9“20

n
t

9e22
9　・23

9・26
9　・29

9e3e

1◎・　姦

項 習

　ベトナム民主共禰国成立宣書（臨時政府主庸ホー・チミン）。9月23日仏

　，英軍の援助を受けサイゴン占領。

　藍本，対華降伏文書調印Q

　〔教〕　文部省，科学動員局を廃止，科学局を解体し，科学教士局・体膏局

費設置〔勅令〕（ついで10月25日専門教育局’国民教育局を廃止。学校教

育局・社会教育局を設置〔勅令〕）。

　米大統領，「降伏後における米国の初期の対日方針」を承認，マッカーサー

に指令。9月22霞米政府，正：式全文を発表。

朝鮮建国準備委員会，朝鮮人民共和國樹立を宣醤。10月10霞米軍政長官，

　民共和圏否認を声明。

　マッカーず一，日本管理方式にっき声明発表（間接統治・自由主義助長など）

　ヨ本支那派遣軍投降式（繭：京）。

　米英仏ソ中5大國，mンドン外糧会議ひらく（～1◎月2日。1臼枢軸国と

の講和問題を討議，極東諮問委員会の設置：を決定）。10月30日同委員会開

　，　ソ連磁力日を拒否。

　GHQ，東条英機ら39人の戦争犯罪人の逮捕を命令（東条，窟殺来遂）。

　〔日〕　松本亀次郎残，79歳7か月く1866～1945）。

　元文摺橋田邦彦自決（1882年生，64歳）。

　〔教〕、文部省，　「薪慈：本建設の教育方針」を公表（国体護持・平和国家建

一・ ﾈ学的思考力の養成を強調）。

　大本営復員ならびに廃止要領公示（9月13H付で大本営を廃比）。

　南方軍，降伏文書に調邸◎

　重光外絹，終戦連絡中央事務局の内閣直属移管案に反対して辞任。後任に吉

紐蔑任命。

　米軍政府，ソウルに設置（軍政開始）。

　ポツダム豊言の受諾に伴い発する命令に関する件「緊急勅令」公布（SCAP

の要求に係わる事項実施のため勅令・閣令・省令を以て所要の定をなしうる）。

　〔教〕　文部省，中等学校以下の敦科書より戦時教材を省略削除するよう通

　αHQ，指令第3号を交付（f初期の対日方針」に基づく初の基本的指令）。

　〔fl〕　昭和十八・十九年度ビルマ南方特別留学生全員（約50名）帰国。

　〔教〕　文部省，学校報国団を解体し自治的校友会に再編するよう通牒。

　英・爾軍，日本軍武装解除のためバタビア着（～1◎月3日），活動開始◎

インドネシア人劇薬（1◎月8騰結成）との閥に戦閣始まる。

　情報局，陸軍内地都隊の復員は，9月24臼までに80％以上終了，10月

159には完了の予定と発表。

　GHQ，政治的・民事的・宗藪的自由に対する制限撤廃の覚書（天皇に関す
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る自由討議，敷治四駅放，愚想欝察全廃，内粗・特高欝察全員の罷免統髄法

規廃止など為1◎月5E東久遜宮内閣，隅覚書は実行できないとして総辞職

　大鷺本甲術報国会解散。　’46年8月23HE本弓術及び工芸統鰯協会解

散。

幣原喜重郎内閣成立（写照外寸留任，内陸に堀切醤次郎）。

　政治犯約300◎入釈放し，出獄した徳懸球一・志賀義雄，「人民に訴う」

を声明。

　国防保安法・軍機保護法・書論隣町集会結社等臨時取締法など廃止の件〔ポ

ツダム勅令〕公布。

　政府，国務稽松本平治を主任として，憲法改正に関する研究開始を決驚。

10月25臼憲法問題調査委員会設置（委員長松本）。

蒋介石，国民党各部竿先戦を密令，各地で解放軍と衝先

　平蟹で金日成帰国歓迎帯民集会ひらく010月16日李承晩，米国より帰燭。

ソ練，北朝鮮全土の行政権を北朝鮮人民に移管。

　治安維持法・思想犯保護観察法など廃止の件〔ポツダム勅令〕公布。

　軍令部廃止公示。11月3◎巳参謀本部条例廃止。

　〔教〕　文部省，私立学校に於ける課程外の宗教教膏実施を墨銀〔訓令〕

（キリスト教教育を容認）。

　〔教〕　文部省，新教育方針中央講翌会を開催（～1◎月16H）◎

　国府軍，台湾に上陸開始。10月25日台湾総督安藤荊沓参加のもとに中国

戦区台湾戦野降典礼。

　〔H〕フィリピン南方特報榴学生5◎名帰国。

　こ教〕　GHQ，「副本教育野営に対する管理敷策」を指令（軍国主義的・

超国家主義的教育を禁止）。

　国連憲章，20か国の平町完了で発効（国際連合〔国連〕正式に成立）。

　インド各地で国民会議派主催の「東南アジア・デー」挙行（英国によるイン

ド人部隊のインドネシア派遣に抗議運動展開）。

　〔教〕　αHQ，教育関係の軍国主義者・超国家童義者の追放，調査機構の

設置などを指令（　1’46年5月3日文部省に調査窒設麗）。

　〔環〕　マラヤ，ボルネオ南方町捌留学生8名帰国。

　全国入口調査実施，総人口7199万8エ04入（女姓，男性を20万人上

まわる）。東京都人臼348万8284人。大阪府28◎万958人。

　朱徳，駐華米軍に中国内政への軍事干渉を抗議。

　〔教〕　GHQ，文部省に対し全教科書の完全英訳の提幽を命じ，印嗣許可

のない教科書の製造禁止を指令。

　朝鮮建国準備委員会の後進建国同盟改組され，朝鮮人民党結成（委員長呂運

享）。
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　疑｝四三同盟主催の内戦反対民衆大会，重慶でひらく◎内戦反対連念会結成。

　北朝鮮五道行政局発足。

　エユールンペルグ国際軍事劇門門（～　e墨6年三◎！平芝欝）。

　治安警察法廃止の件〔ポツダム勅令〕公辮。

　ハーレイ駐華大使辞任声明，トルーマン大統領，r・？・・一シャル元帥を国共内戦

調停の大統領特｛歎任命。12月15臼対中国政策を発表（内戦檸止・国府支

持・諸党派の政府参力目・軍隊統合を主張）。12月23日マーシャル特使重慶

着。

　ユーゴ制憲議会，王制を廃止し，連邦人畏共＄ll　asを宣鳶。

　　〔書〕「ハンドブックfl米会話」（出町薪聞社編・干貼　「Manu罎。f

English　ConversaSionj　）e

　　〔書〕「日華大辞典j（張廷彦・包象寅・筥島沓敏・平岡龍城共著，霞士

出版。3冊）Q

　　〔書〕「万葉辞典」（佐々木信綱著。有朋堂）。

　粘菌本教員組合結成。12月2fi：金：B本教r蔭者趣．合結成。

　共産党第四翻大会（～12月3日）◎12月6日書記長に徳留球一就任。

　GHQ，梨本営守正・平蕪岬郎・広田広毅ら59人の逮捕を命令く，

　〔教3　閣議，女子教育脳新要綱を了解（女子大の創設・大学の男女共学制

・女専と高女の学科程度引上げなど）。

　GHQ，近衛文麿・木戸孝一ら9人の逮捕を命令。12月16段，近衛，服

毒自殺。

米国，英国に37億50◎0万Fルの借款を供与。

　マニラの軍事裁判，三下奉文の戦争犯罪に対し死刑を宣告。　嘱6年2月

23艮執行。

　イタリアにデ・ガスペリ連立内閣成立。

　イランのタブリーズで，ソ連軍の援助のもとにアゼルバイジャン自治共和国

を樹立。

　英・仏政府，シリア・レバノンからの両国軍隊の漸次的撤退を声明。　櫨6

年2月4艮シリア。レバノン，国連安全保障理事会に提訴。　，曝6年12月

31日撤退完了。

　GHQ，国家神道（神社神道）に対する政府の保証。支援・保全。監督およ

び弘擶の禁止に関する覚書。

　ト7Y　・一マン大統領，対塁無策を声明（国府の全面的支持，各政党の政府参加，

軍隊の統一を主張i）。

　米英ソ3国モスクワ外稽会議ひらく（～12月16鼠。隅枢軸国の露領。講
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和問題・極東問題を討議）。エ2月27日（モスクワ宣讐）発表（朝鮮信託統

治・極東委員会・対巳理事会設置で合意）。

　国家総鋤員法・戦時緊急措置法各廃止の件〔法律〕公布。　’46年4月蝦

施行。

　労働組合法〔法律〕公鵜（団結権保障・団体交渉権保護など）。

　〔教〕　文部省，教職員・学生・生徒の政治活動につき通達（政治結社加入

は自由，校内での敷談演説・特定政党や特定春の支持推薦行為は禁翫）。

　鈴木安蔵らの憲法研究会，憲法草案要綱を，i2月28日高野岩三郎，改正

憲法私案要綱をそれぞれ発表（高野私案は，雑誌「新生」に論文として掲載）

　国共正式会談，重慶で再開。

　「宗教法人令」〔勅令〕公布（信教の自由を保障）。

　〔教〕　GHQ，修身・臼本歴史及穿地理の授業停止と教科書回収に関する

覚書。

　内閣情報局廃止。

　　〔書〕「英語略字略語辞典」（村山有編，産業図書。　「English

Abbreviation　Guide　j　）o

　　〔書〕「英和会話字彙」（長沼直兄，．三省堂。　「English－ffapanese

Everyday　Word　and　Phrasesj　）．

　〔H〕　台湾の公学校で霞本語教育を受けた本島人児童の就学比率72・◎◎

％o

　　〔書〕fFirst　Lessons　m　Mppoユgo」（長沼直兄，日本文化出版

社）。

　　〔書〕「Sp。ken」apanese　Basic　Course（二巻）」（B．Bi。。cb

and　E・H。if　orden，アメリカ国防省）。

　　〔書〕「初等学校用日本語教本学響指導書（巻一，二）」（日本語教育振

興会）。

　　〔書〕「露日辞典」（コウァレ’ンコ，チューコフ，イサコンウィチ，プリ

”一　3ワ共著）。

　　〔書〕「中謬日文書呂録」（国際文化振興会編・東京国際文化振興会。昭

澆…轟2◎年干ij◎2◎屡P）o

　　〔謝「麺繋講究一（馴翻男）・

　　〔書〕「神州教育資料」（石川県内政部教学課）。

〔書〕「臼本近代刑事法令集」（司法資料）。
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項 劉

〔劃「自然潮の偶鰭」（ブートルー?臨又夫訳）・

〔書〕「いへ」の理念と世界観（牧健二）。

〔書〕「タイ国固有行政の研究」（郡司喜一）。

〔書〕「国土政策の展開」（松本治彦）。

〔書〕「不燃都市」（綴辺平学）。

〔書〕「出版関係法令集」（内務省警保局）。

〔書〕「奈良時代医学の研究」（服部敏良）。

〔書〕「ナチス国家の舞剣（俵静夫）。

〔書〕「ソビエト連邦（翻訳）」（東亜研究所）。

〔翻磁詩謝（轄講訳）・
〔書〕「アジアロシア民族誌」（沼気一郎訳編）。

〔書〕　「望」弓圭介伝（政治家）　」　　（　伝言己干lj行会）o

〔書〕「対外交渉史譜」（青木利三郎）◎

〔書〕「ソ連の勝因とF6ツの敗困」（高津正道）。

〔書〕「地下工場建設旛導要領案」（技術院・陸罵省）。

〔書〕「岡山際社会事業史（上巻）」（守屋茂）。

〔酬灘働蟻（北方編）」（館騰）．

〔翻働労者曜無闇（鮪攣時報）」（（財）欄会）・

〔翻働労者の鉦配置働蜷型（覇轟馨馨談会）・

〔書〕r富塚清氏　我国の航空機工業と科学教育」o

〔書〕「日本鉄鋼史（明治篇）」（小濫精一）Q

〔書〕「千島・北海道の霧の研究　第一期」（研究動員会議）。

〔謝駒珊螺磯況斑）・

〔書〕r亜細亜北地の農業」（欧亜通信社調登部訳編）。

〔書〕「食糧経済の理論と計測」（大川一司）。

〔書〕r満州水稲作の研究」（横山敏男）。

〔書〕「雨海に関する支那史料」（石田幹之助）。

〔書〕「ミクロネシアの風土と民具」（梨木照）。
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